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川合遺跡八反田地区は、平成3年度から4年度にかけて調査された、静岡平野の北東部に位

置する遺跡である。静活バイパスの調査で明らかになった川合遺跡の北側に位置し、官街と推

定されている内荒遺跡、宮下遺跡にも近接し、今回の調査ではこれら周辺遺跡との平面的◎時

期的な連続関係を明らかにし、川合遺跡の北限を知るという意味からも注目されてきた。

2分冊で刊行された本報告書は総計千頁近くに及ぶ大著となった。このことは、縄文時代晩

期未～現代に至る7つの遺構面が検出されたという遺跡のポリュウムに起因するところが大で

ある。このなかで代表する遺構面としてほ、第6遺構面、第4遺構面、第3遺構面を取り上げ

ることができよう。第6遺構面では弥生時代中期後菓～古墳時代前期における川合遺跡の集落

域の外縁が判明し、第4遺構面では古墳時代末～平安時代後半の56棟もの掘立柱建物群による

集落を検出し、古墳時代未にまで遡りうる物差の出土をみることができた。第3遺構面では当

該地域に条里制水田が営まれるのは平安時代末～中世初頭であると判明するなど、多大な成果

を収めることができている。静清平野の遺跡が徐々に明らかになってゆく過程で、これだけの

発見は極めて貴重であり、基本的な資料の提示から本格的な研究へ、今後の発展を期待してゆ

きたい遺跡のひとつである。

また、第4遺構面では、昆虫化石を出土した井戸などこれまで静清平野ではみられなかった

遺構が検出され、科学的な視野で遺構を捉える必要性が現われている。今回報告書内に掲載さ

れている様々な検討は、遺跡内に現われる諸現象を多角的に分析することの大切さを示唆する

良い例となっている。このように様々な事柄が盛り込まれた本書が研究所設立10周年にあたる

本年に刊行できたことは、この報告書をひとつの記念碑的な存在とみることを可能としている

とともに新たな研究方向の萌芽と捉えることができる。

最後になったが、ご多忙のところ自然科学分析等でご協力頂いた伊藤通玄氏、加藤芳朗氏、

金子浩昌氏、金原正明氏、佐藤洋一郎氏、寒川　旭氏、中野益男氏、森　勇一氏、山内　文民

並びに発掘調査に深い理解をいただいた静岡県都市住宅部、静岡県教育委員会、静岡市教育委

員会等関係諸機関に謝意を表わすとともに、現地調査をはじめ資料整理にあたった当研究所の

調査員◎作業員諸氏の健闘を讃えたい。

1995年3月31日

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長斎藤



はったんだ

上　本書は、静岡市南沼上152－2に所在する川合遺跡八反田地区のⅢ期調査報告書の第1分冊である。

2。調査は、平成3－6年度県営住宅南沼上団地建替え事業埋蔵文化財発掘調査業務として静岡県都市

住宅部の依託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもとに財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究

所が実施した。

3．発掘調査は、平成3年度から4年度にかけて（1991年9月21日～1992年12月10日）実施した。

4。資料整理は、発掘調査と並行して随時開始し、平成5年度から6年度にかけて実施した。

5．調査期間及び調査体制は以下のとおりである。

平成3年度（発掘調査）　　平成3年9月21日～平成4年3月31日

所長　斎藤　忠、調査部長　山下　晃、調査研究二課長　栗野克己、主任調査研究員　山田成洋、

調査研究員　伊林修一◎木下智章

平成4年度（発掘調査）　　平成4年4月1日～平成4年12月10日

（資料整理）　　平成4年12月11日～平成5年3月31日

所長　斎藤　忠、調査部長　山下　晃、調査研究三課長　佐藤達雄、主任調査研究員　山田成洋、

調査研究員　加藤雅弘

平成5年度（資料整理）　　平成5年4月1日～平成6年3月31日

所長　斎藤　忠、調査部長　植松章八、調査研究二課長　栗野克巳、主任調査研究員　山田成洋

平成6年度（資料整理）　　平成6年4月1日～平成7年3月31日

所長　斎藤　忠、調査部長　小崎章男、調査研究部次長兼調査研究一課長　栗野克己、調査研究

員　河合　修

6。本書は、静岡県埋蔵文化財調査研究所の職員が分担して執筆した。執筆分担は以下のとおりである。

第I章一第Ⅳ章第2節e第4節◎第5節◎第8節、第V章、第Ⅵ章　河合　修

第Ⅳ章第3節　加藤雅弘

第Ⅳ章第6節e第7節　伊林修一

7．発掘調査にあたって自然科学分析をパリノeサーヴェイ株式会社、プラントeオパール分析を株式

会社古環境研究所に依頼した。

8．出土遺物、遺構のうち、樹種同定を山内　文氏、昆虫化石の同定を森　勇一氏、寄生虫卵◎種子等

の同定を金原正明氏、脂肪酸分析を中野益男氏、桂根◎礎板のDNA鑑定を佐藤洋一郎氏、水田土

壌◎沖積地質の検討を加藤芳朗氏、噴砂の検討を寒川　旭氏にそれぞれ依頼し、報文を特論として

掲載した。また、石器石材の鑑定を伊藤通玄氏、動物遺存体の鑑定を金子浩昌氏に依頼した。

9。本書の編集は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。



魔　　　例

本書の記述については以下のとおり基準を設け、統一をはかった。

上　座標軸は、平面直角座標Ⅷ系を用いた。

2。グリッド（10mXlOm）の表記は南北方向は南から順にアルファベットで、東西方向は西から順に

算用数字で表記した。

3。遺構の番号は遺構記号＋調査面＋検出順位となっている、ただし、第4遺構面の噴砂、第6遺構面

の土塁と方形周溝墓には記号がない。

4。出土遺物は遺物記号に適し番号を付して取り上げた。

5。遺構◎遺物の表記（記号）は次のとおりである。

6．文中の図版番号は字体によって遺構と遺物を区別し、以下のようになる。

例）「第1図」…遺構実測図（本文編）

「図版1」…遺構写真　（図版編）

「第J図」…遺物実測図（図版編）

「図版j」…遺物写真　（図版編）
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第1図　遺跡周辺地形図

第2図　周辺遺跡分布図

第3図　グリッド配置図

第4図　土層柱状模式図

第5図　基本土層断面図　…・

第6図　第7遺構商　港状遺構実測図

第7図　第6遺構面

第8図　第6遺構面

第9図　第6遺構面

第10図　第6遺構面

第11図　第6遺構面

第12図　第6遺構面

第13図　第6遺構面

第14図　第5遺構面

第15図　第5遺構面

第16図　第4遺構面

第17図　第4遺構面

第18図　第4遺構面

第19図　第4遺構面

第20図　第4遺構面

第21図　第4遺構面

第22図　第4遺構面

第23図　第4遺構面

第24図　第4遺構面

第25図　第4遺構面

第26図　第4遺構面

第27図　第4遺構面

第28図　第4遺構面

第29図　第4遺構面

第30図　第4遺構面

第31図　第4遺構面

第32図　第4遺構面

第33図　第4遺構面

第34図　第4遺構面

第35図　第4遺構面

第36図　第4遺構面

第37図　第4遺構面

第38図　第4遺構面

1号方形周溝墓実測図1

1号方形周溝墓実測図2　…

2号63号方形周溝墓実測図

方形周溝墓域推定図

西土塁実測図

東土塁実測図

水田実測図　……………

水田域弓巨水田域推定図

第6遺構面との関係図

内荒遺跡との位置関係図

礎板の桂根分布図

1号砂2号掘立柱建物実測図

3号ゆ4号掘立柱建物実測図

5号◎6号掘立柱建物実測図

7号◎8号掘立柱建物実測図
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29号の30号掘立柱建物実測図

31号掘立柱建物実測図

32号掘立柱建物実測図

33号掘立柱建物実測図

34号掘立柱建物実測図

35号掘立柱建物実測図

36号e37号掘立柱建物実測図
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第39図　第4遺構面

第40図　第4遺構面

第姐図　第4遺構面

第42図　第4遺構商

第43図　第4遺構面

第44図　第4遺構面

第45図　第4遺構面

第46図　第4遺構面

第47図　第4遺構面

第48図　第4遺構面

第49回　第4遺構面

第50図　第4遺構面

第51図　第4遺構面

第52図　第4遺構面

第53図　第4遺構面

第54回　第4遺構面

第55図　第4遺構面

第56図　第4遺構面

第57図　第4遺構面

第58図　第4遺構面

第59図　第4遺構面

第60図　第4遺構面

第61図　第4遺構面

第62図　第4遺構面

第63図　第3遺構面

第64図　第3遺構面

第65図　第3遺構面

第66図　第3遺構面

第67図　第3遺構面

第68図　第3遺構面

第69図　第3遺構面

第70図　第3遺構面

第71図　第2遺構面

第72図　第2遺構面

第73図　第2遺構面

第74図　第2遺構面

第75図　第2遺構面

第76図　第1遺構面

第77図　第1遺構面

第78図　第1遺構面

第79図　第1遺構面
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48号◎49号掘立柱建物実測図
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52号掘立柱建物実測図

53号掘立柱建物実測図

54号掘立柱建物実測図

55号掘立柱建物実測図

56号掘立柱建物実測図

SE401実測図

SE402実測図

SE403実測図

SE404実測図

SE405実測図

SE406◎SE407実測図

区画溝遺物出土状況図
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は　じめに

本遺跡は県中部の中核都市である静岡市にある。現在静岡市は47万余の入口を有し、年間を通して降

雪もほとんどなく温暖であるが、最近までほ増加の一途にあった人口も安定傾向に転じている。人々が

集中的に居住しているのほ、静岡◎活水間に広がる静活平野で、平野部は静岡県の商◎工業の中心のひ

とつでもあり、東海道の交通の要衝でもある。このため、これまで静清平野の外縁部に広がっていた耕

作地を漸時宅地や商◎工業用地として活用している。平野北部に残されていた浅畑沼外縁の湿地帯でも

この影響は否めない。牒在、浅畑沼は「沼の婆さん」の伝説にみられる河童の住みそうな草深い湿地の

風情は少なくなり、都市の一部として外縁に組み込まれようとしている。また、漁や至るところでみら

れた湿地帯特有の蓮根の栽培なども希少となった。このように、人間がくらしやすいように地物を改変

することによって失われ、過去となって行く商も多くある。一方でもたらされた壷もある。最も顕著な

のは地域の発展と生活資質の向上にあると思われるが、それに伴って道路の渋滞などの弊害もあり、八

反田地区の約1。2km南を通る県道静岡清水線（通称北街道）では、清水市内から静岡市内へ抜けるのに

1時間以上を要することが日常的になっている。建物の密集により道路の拡幅などほもはや困難な状況

で、現在建設が進む静活バイパスにかかる期待は大きい。

このような動きの激しい浅畑沼の東に川合遺跡八反田地区は位置し、県営住宅南沼上団地建替えに伴

い平成3年度から4年度にかけて現地の発掘調査が行なわれた。南沼上団地は昭和39◎40年に建設され

たもので老朽化のために建替えが平成元年度から事業化した。用地内は周知の遺跡ではなかったが、川

合遺跡が広がっていることが予想されたため、平成元年6月1日から26日にかけて試掘調査を静岡県教

育委員会と静岡市教育委員会が合同で行った結果、用地内全域に遺跡の広がりが確認された。このため

建設事業に先立ち用地9言00m2を調査することが必要となり、県教育委員会の調整により静岡県都市住

宅部の依託を受け財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施することとなった。建替え工事は

I期工事（平成元⑳2年度、3診50m2）、Ⅱ期工事（平成3e4年度、6，250m2）に分割されて計画され、

発掘調査もこの工程に従って実施された。Ⅱ期調査の整理作業は調査終了時から平成6年度一杯にわた

り行われ、本報告書の刊行を以って、4年間に及んだ事業も終息することとなる。報告書は本文編と図

版編の2分冊からなり、川合遺跡群の様相を知る一助となることを期待している。

八反田地区とその周辺では、八反田地区（I期）言ll合遺跡、内荒遺跡、宮下遺跡などが調査されてい

る。八反田地区（I期）の調査位置は今回の北側にあたり、その際に近世の水田、古代◎中世の掘立柱建

物群と水田、弥生時代～古墳時代の水田が検出されている。また、遺物では各時代の土器類のほか、奈

良時代～平安時代の瓦、平安時代の物差、北宋銭を主体とした差銭、木簡などが出土している。今回の

調査で検出された遺構の延長上に位置すると思われるが、瓦、差銭、木簡などⅡ期調査で出土しなかっ

た遺物からは、なんらかの性格の差も感じられる。しかし、遺構の面では条里型水田や掘立柱建物の展

開など今回の調査区に連続する部分もある。静活バイパスの建設に伴って昭和60年度に調査された内荒

遺跡、平成2年度に調査された宮下遺跡でも、条里型地割に規制された平安時代の建物群が検出されて

いる。遺物も、灰粕陶器が多量に出土しており郡街遺構の可能性からも注目されている。以上のように、

八反田地区とその周辺は近接して遺跡が調査されることにより、川合遺跡群の広がりを知りえる資料が

徐々に集まりつつある。調査された遺跡間で、時期ごとの遺構がいかに展開してゆくか、遺構面がどう

つながるのかなど今後の研究の深まりを期待できる地域でもある。

…　1　－
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第胤節　遺跡の位置と地理的環境

遺跡の位置　　川合遺跡八反田地区は静岡平野の北東部、長尾川と巴川に挟まれた沖積低地の北辺部に

位置しており、静活バイパスの建設工事に伴って調査された川合遺跡の北側約100mにあ

たる。遺跡の硯地表面は標高10m前後にあり、調査区からみた周囲の地表面は1／200～300

程度の下り傾斜で巴川方向へ傾斜しており、長尾川方向にはユ／200程度で上り傾斜になっ

ている。遺跡の北側には標高上　姐mの龍爪山がそびえ、そこから派生する尾根が南側の

平野部に延びている。調査区のすぐ背後に迫る標高102。3mの丘陵はその尾根の一つの末

端にあたる（第1図）。

遺跡の所在する静岡平野は安倍川の下流域に広がる沖積平野で、その形成の中心は安倍

川による扇状地であり、周辺には後背湿地としていくつかの低湿地帯が存在する。安倍川

麻磯低湿地　扇状地の北縁に広がる硯地表が7メートル前後の一帯は「浅畑沼」の存在に代表される「麻

機低湿地」で、その東縁は遺跡の周辺にまで及んでいたことを細粒グライ土壌からなる湿

田地帯の存在から知ることができる。この湿地から流れ出る河川が遺跡の西側を流下する

配＋＋＋用＋巴川であるが言呼床勾配が0。4～0。5／1000と極めて緩やかであるために排水機能が低く、

一旦大雨になると低湿地に集中する水を排水しきれなくなり、氾濫等の水害を引き起こす

要因を学んだ川であった。近年は河川改修等によってこの状況は改善されつつある。一方、

最　尾　州　遺跡の東側を流れる長尾川は、巴川とは対照的に河床が1／300程度の急勾配を皇し、洪水

のたびに龍爪山の山懐から大量の土砂を押し流す。このために流域は盛んな沖積作用によ

って形成された安定した地盤の自然堤防をもたらされる一方で、土石を伴う洪水の被害に

もみまわれてきた。この様子は宮ド遺跡、内荒遺跡などの調査で′も確認されている。現在

では護岸が施され流路が固定されているために河道に砂礫が堆積し、周辺よりも河床が2m

飛　石　用　近くも上昇している、いわゆる「天井川」になっている。遺跡の南側を流れる飛石川はか

っては長尾川の支流のひとつと考えられているが、現在では南沼上山塊の縁辺を達廻して

流れる小河川になっている。この飛石川の流路に沿って形成された自然堤防とその周辺の

後背湿地に川合遺跡は位置する。

今回の調査では現地表面から深さ約6mまでの層位を確認し、縄文時代晩期以降の土層

堆積状況を確認した。その結果八反田地区では縄文時代晩期と古墳時代後期の2時期にわ

自然援‖防　たって長尾川の河道が進入して自然堤防地形を形成し、その後にこの日然堤防状の徴高地

が集落域として利用されていることが明らかになった。

第2節　歴史的環境

周辺遺跡　　静清平野と周囲の山地◎丘陵における遺跡は、1988年静岡県教育委員会発行の『静岡県

文化財地名表I』によると475ヶ所に及ぶ。時期ごとの内訳をみると旧石器時代の遺跡が

3ヶ所、縄文時代の遺跡が49ヶ所、弥生時代の遺跡が92ヶ所、古墳時代の遺跡が237ヶ所、

古代の遺跡が38ヶ所、中世◎近世の遺跡が56ヶ所みられる。多くは遺物散布地であるが、

古墳時代においては過半数の122ヶ所が古墳◎古墳群の横穴の横穴群として、中世ゆ近世

においても過半数の40ヶ所が城館として登録されているのが時期的な特徴である。これら

…　2　…



の遺跡は弥生時代までのものが『静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告　第25集　川合遺

跡（遺構編）本文編』に淘　弥生時代以降のものが　静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告

第9集　宮下遺跡（遺構編）』に詳しく述べられているので、ここでは簡略に概要を説明

するに留めておく。

ら、／一一一、′、．′　′仁　一．′、・く　　∴　　　：．、、′　、　‥　：、∴、、’′　　　H　　　　　　　　、

山の頂上付近に日本学遺跡が∴薗側斜面に太段‡遺跡、宮川（小段う　遺跡がある。何れの

遺跡　発掘調査はなされていないが日本平遺跡からほ細石核淘　尖頭器が淘太段‡遺跡から

ノ／　　ノノ　　　　　　　ー　　・′　　　　　　ノ　　二　′　′ノ　ー、‘　　　　　　　　′　・　　　．

の様子を垣間見ることができる。

縄文時代の遺跡はそのほとんどが散布地であり、詳細が知られている遺跡は限られる。　縄文時代

時期が把握されている　のは早期では時ケ谷遺跡、前期では奥太谷遺跡淘　中期では長崎鼻

遺跡、羽鳥遺跡鴇　西山遺跡、堀ノ内Å遺跡、太段Ⅱ遺跡淘　後期では有永前田遺跡、平城遺

跡、蛭田遺跡、晩期では天王山遺跡などである。時ケ谷遺跡は饅機山丘陵東麓のほぼ中央

′′－・・　／－　・・‥／ノ′　　′；：　′・′　　′．　′・－ノ′・′′・一　　′ノ∴′　　　　　　ノ　・’

に芹沢長介によって紹介され鴇　静活平野では比較的古い時期から全国に知られるよ　にな

った遺跡のひとつである。且988年に調査された蛭田遺跡は後期後半の在地系の土器が石錘、

′．′′　′ト、・一′　′　　　・　、　∴　　　　　－′′・．・．　′・‘、一・　′　ノ　′：、一　一／′　′　　　　′

土器編年の観点から重要な資料である。天王山遺跡は晩期前半の「清水天王山式土器」の

・－′‥　′′　　　し　　　ノ　ー∴、　′　　　　　　　　一　　　　　　　j　　　　　　′

′　′ノ／・　　ノ　′ノ　て′′　′′　′′　　′言　　′　′－　　　′ノ　　了　　′∴：十′J‾　　′∴／ノー、・′　く　′′

る。

弥生時代の遺跡は、近年盛んになった低湿地の調査によって年々数を増しつつある。静　弥生時機

清平野に弥生文化が伝播したのほ中期初頭に位置づけられ、当該時期の遺跡はセイゾウ山

遺跡、佐渡遺跡、西山遺跡などが知られている。これらの遺跡は安倍川西岸の丘陵地に位

置し、特にセイゾウ山遺跡は中期前半の　丸子式土器　の標識遺跡となっている。有産山

の北東麓に所在する天神山下Ⅲ遺跡からも打製石斧を伴って丸子式土器が出土している。

これら中期初頭の遺跡は主に丘陵上から山麓にかけて分布し海士掘り具としての打製石斧

を伴うことから、縄文時代晩期の様欄を色濃く残すものとして認識されている。中期後半

に至ると静岡平野南部に位置する有東遺跡や静岡平野北部に位置する川合遺跡海　瀬名遺跡

などのように沖積地上に遺跡がみられるようになる。これにより集落や淘　墓域、水田など

を包括した生活の中心が丘陵地から沖積地に移動したことが察せられる。後期に至ると登

呂遺跡に代表されるように水田による農耕が普遍的になり淘　調査された多くの遺跡で検出

されるようになる。小黒遺跡鴻　豊田遺跡、長崎遺跡などの後背湿地部分にその例を求める

ことができよう。一方海　集落や墓域も検出されている。「飯田式土器」の標識遺跡である

飯田遺跡からほ円形周溝墓が、汐入遺跡からほ住居址が検出されている。住居址、墓域は

沖積地上のみならず丘陵上にもみられる。118棟の竪穴住居址などを検出した上ノ山遺跡

や路棟の竪穴住居址と2基の方形周溝墓を検出した午王堂山遺跡言㌘基の方形周溝墓を検

出した能畠遺跡などを例として挙げることができる。

古墳時代の造墓は4世紀後半にあたる柚木山神古墳　谷津山　号壊、前方後円墳）を　　番場時伐

って疇矢とする。中期には谷津山2号墳（前方後門箪）淘マルセッコウ古墳（瀬名2号壇箋

円墳）言療名5号墳（前方後円墳）砂　6号墳　消墳）、南沼上1号墳　拒摺鉦∴産山神社後

…　31…



第1図　遺跡周辺地形図（静清広域都市計画図1958年6月　静岡県　に加筆）

第1表　周辺遺跡地名表

遺 跡 名 所 在 地 時　　 期 遺 跡 名 所 在 地 時　　 期

1 川 合 遺跡 （ノ反月舶刈 静 岡市 南 沼 上 弥 生 （中）～ 現 代 A 瀬 名 古 墳 群 静 岡 市 瀬 名 東 下 他 古 墳

2 瀬 名遺 跡 〃　 瀬 名 弥 生 一 中世 B 権 現 谷 古 墳 群 ク　 瀬 名 権 現 谷 古 墳 （後 ）・中 世

3

川 合遺 跡 ク　 川 合 弥 生 一近 世 C 井 戸 ケ谷 1 号 墳 ク　 北 沼 上 井 戸 ケ谷 古 墳 （後 ）

宮 下 遺 跡 ケ　 川 合宮 下 平 安 一鎌 倉 D 上 坂 古 墳 群 ク　 北 沼 上 古 墳 （後 ）

内 荒 遺 跡 ク　 川 合 内荒 平 安 E 水 梨 古 墳 群 〃　 瀬 名 水 梨 古 墳

4 上 土 遺 跡 ク　 加 藤 島 弥 生 （中）一 近 世 F 利 倉 神 社 上 古 墳 ク　 瀬 名水 梨 古 墳

5 岳 美 遺 跡 ク　 岳 美 他 平 安 G 南 沼 上 古墳 群 〃　 南 沼 上 古 墳

6 池 ケ谷 遺 跡 ク　 北 安 東 ・大 岩 弥 生 （後）一 平 安 H 南沼上 諏訪神社古墳 〃　 南 沼 上 古墳

7 瀬 名 川 遺 跡 〃　 瀬 名 川 弥 生 （後 ） I 三滝 ヶ谷 古墳 群 ク　 南 沼 上 三 滝 ヶ谷 古墳 （後 ）

8 東 下 遺 跡 ク　 瀬 名 東 下 古墳 J 小 渕 ケ谷古 墳 群 ク　 南 沼 上 小 渕 ケ谷 古墳

9 下 夕 村 遺跡 ク　 瀬 名 古墳 （中） K 惣 ケ谷 古 墳 群 ク　 南 沼 上 惣 ケ谷 古 墳 （後 ）・中 世

10 切 石遺 跡 〃　 瀬 名 切 石 古 墳 L 羽 高 古 墳 ク　 羽 高 古 墳 （後 ）

11 長 崎 鼻 遺跡 〃　 南 沼 上 長 崎 鼻 縄 文 （中 ） M 有 永 古 墳 〃　 有 永 古 墳 （後 ）

1 2 佐 敷 堂 遺 跡 ケ　 南 沼 上佐 敷 堂 縄 文 一平 安 N 平 山 古 墳 ク　 南 根 神 古 墳 （後 ）

1 3 「安倍 郡 」印 出土 地 〃　 東 石 神 平 安 0 八 津 口古 墳 ク　 南 八 津 古 墳

14 有 永 前 田遺 跡 〃　 有 永 縄 文 （後 ） P 谷 久 保 古 墳 ク　 商 事場 古 墳

15 時 ケ谷 遺 跡 〃　 南 時 ヶ谷 縄 文 （早）・弥 生 Q マ ル ヅ ッ コ ウ古 墳 ク　 南 谷 久 保 古 墳

16 大 在 家 遺 跡 〃　 大 岩 3 丁 目 古墳 R 唐 瀬 古 墳 群 ク　 南 唐 瀬 古 墳 （後 ）

17 購 機 山 城 ケ　 大 岩 ・昭 府 町 ・笹 上 中 世 S 池 ヶ谷 古 墳 ク　 池 ヶ谷 古墳 （後 ）

18 千 代 田 遺 跡 〃　 千 代 田 6 丁 目 弥 生 （後 ） T 臨 済 寺 古墳 ク　 大 岩 古墳 （後 ）

19 大 岩 遺 跡 ケ　 大 岩 本 町 弥 生 U 購 機 山古 墳 群 ク　 宮 ヶ崎 町 古墳 （後 ）

2 0 静 岡高校校 地内遺 跡 ク　 長 谷 町 弥 生 Ⅴ 谷 津 山古 墳 群 ケ　 柚 木 ・沓 谷 他 古 墳

2 1 西 千 代 田遺 跡 〃　 西 千代 田 2 丁 目 弥 生 （後 ） W 井 上 邸 古 墳 ク　 沓 谷 古 墳 （後 ）

2 2 ．駿 府 城 内遺 跡 〃　 城 内他 弥 生 （中 ）一古 墳 Ⅹ 茶 臼 山古 墳 ク　 沓 谷 他 古 墳 （後 ）

23 愛 宕 山 城 ク　 沓 谷 中世

24 長 沼 砦 ク　 沓 谷 ・長沼 中 世

25 曲 金 B 遺 跡 ク　 曲 金 2 丁 目 古 墳

26 曲 金 A 遺 跡 〃　 小 鹿 1 丁 目他 弥 生 ・古 墳
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第2図　周辺遺跡分布図
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奈良0
平安時代

′

、

古墳に代表されるような横穴式石室をもつ古墳が築かれるようになり鞠複数が集中する「群

集壇　の傾向が強　なる。先に挙げた古墳e古墳群の数は主にこの時期の　のであ　鴇盛

んに墳墓を築いていたことが伺える。当該時期の生活遺跡には弥生時代後期から引　続き

同一一地域に営まれるものが目立つ。

′　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　・′′

、　　′

車　　　健　中性に至ると安倍城や蝮機山城などの山域や駿府城内遺跡や渋川館などの居館遺跡という

支配者階級の主導で構築された墟館遺跡が多く確認されており篭　この時期の特徴としてと

′、　　　　　　　　　　　　　　　　　l′　　　　　　　　　　／Il′　・・′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．　′　′

る。また淘　向山経塚淘　徳願寺中世墓淘　西山中性墓などの宗教遺跡や墓地も確認されている

とと　に淘　臨済寺や楽屋寺など現存する寺院　あ　当時の様子を今に伝えている。
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三幸＼：≡　三三二∵十三

第温節　調査区の設定

工期調査は約6，250扉を調査対象としている。調査区は「L」字型を皇し、静岡県土木

事務所の工区設定に準じて調査区の北西部分約1薄40nfをA工区、南部分約4，鋸0㌦をB工　芸匡設定

区と呼称した。更にB工区については、中央部に設定した南北トレンチ（No。4トレンチ）

により東西に二分し、それぞれをB工区東、B工区西とした。調査区には国土方眼座標の

Ⅹ＝－110，450、Y＝－8，100を基準とする10mXlOmのグリッドを設定し、南から北にA◎　ダgッ’設定

B e Ce…砂のアルファベット、西から東にO el◎2…・の数字を付し、この組合せによ

りAlグリッド、B2グリッドのように表記し調査の便宜を図った（第3回）。

第2節　調査の方法

調査は1層から13層に至る基本土層を設定した後それぞれを分層発掘し、合計7商の遺　骨腰発掘

構面精査を行なった。遺構検出面は上面から順に第1遺構面◎第2遺構面0…と呼称し、
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第3図　グリッド配置図
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記録方法　各遺構面で検出した遺構は種類別に分類して登録を行ない遺構記号＋登録番号で表記した。

出土遺物は土器e木製品e石製品◎金属製品砂自然遺物等に分類して遺構単位、グリッド

毎の層位単位で取り上げ、種類別に作られた台帳に登録して遺物記号＋登録番号を付した。

図面記録は遺構平面図録士層断面図を1：20縮尺で作成した。遺構平面図の作成は原則と

して空中写真測量を用いた。また、調査の進行状況にあわせて随時トータルステーション

を使用した1：100縮尺の遺構概略図を作成し、調査検討資料として利用した。遺物出土

状況図は1：20縮尺のほか状況にあわせて1：10、1：50縮尺等で作成した。出土状況図

を作成しない遺物については適宜トータルステーションを用いて出土地点の記録を行った。

写真記録には、6×7版の35mmモノクロ、35mmカラースライドを用い、必要に応じて4×

5版モノクロ、6×7版カラーネガを使用した。また、調査工程記録用として35mmカラー

画然科学的　ネガを使用した。なお、調査にあたってプラント◎オパール分析、花粉分析、昆虫化石、
調　　　　査

工区毎の
分割調査

樹種鑑定、水田土壌、地震学などの自然科学的調査を各専門の機関の諸先生方に依頼して

実施した。

第3節　調査の経過

調査は県営南沼上団地建替え工事の関係から工区毎で分割して行った。A工区は中層棟

が建設されないことから第4遺構面（7層上面）までの、B工区は中層棟4棟が建設され

ることから第7遺構面（13層上面）までの調査を実施した。調査工程の概要は発掘調査工

程表に示したとおりである（第2表）。平成3年9月からほ整理作業用と作業員休憩用を

兼ねたプレハブを設置し、防護フェンス、電気工事、発掘器材の搬入など調査開始に向け

ての各種の準備を行った。10月より、既存の建物の取り壊し作業が完了したA工区から漸

次重機による表土の除去、法面の養生を行った後、本格的に調査に着手した。以降の調査

の概要を工区毎に述べておく。

第2表　発掘調査工程表

卜IIIII 調 査 区　 月 4 5 6 7 8 9 1 0 ‖ 12 謂
2 l 3

平

成

3

A　 工　 区

i

l

0－ 10
表土除

宗去

4

［◎　 ⑳

輝一 ［
6 層 l

7 声
l　 埋戻 し

B　 工 区 西

i

！

i

i

表土

i

⑳

5 層
［謡

i ［◎

7 層
［拡張区 6 層

度

i

B　 三 つ区 ∴ 索

定

表土匡余去

i ◎

4 ・5 層

◎

1 ・2 層 5 対 応層 7 層

調 査 区　 月 4 5 6 7 8 9 10 招 1 2 瑠
l平

成

4

年

度

B　 工 区 西
◎

0－－－－．・・．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．l・・．・・・・・○
中間層除去 e

8 層

●

中間層 樗
◎

12虐
i

ト － 言
問層除去

、去

… l
⑳中間層

1一

日 l

理戻 し
⑳　写
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〈A工区の調査〉

平成3年10月21日～25日　重機による表土除去を行い、東・西・北側に排

水溝を兼ねたトレンチを掘削し、北西隅に集水耕を設置する。

10月28日～11月2日　排水溝の掘削、浮き土の除去を行った後に基準杭を

設定する。

11月4日－8日　排水溝の掘削が終了した箇所より土層断面の観察・分層、

実測作業に入る。

11月11日～12月30日　土層断面の実測を行う。表土除去の際に削りすぎ、

4・5層水田が部分的にしか残らなかったため、一時作業を中断しB工

区の作業を行う。

平成4年1月7日－24日　人力により6層上面まで掘り下げ精査を行う。

1月27日～31日　畦畔の盛り上がりを平面的に確認することはできなかっ

たが、土層断面等の観察により6層上面が条里畦畔を伴う水田面である

ことが推測されたため、地形測量を行う。

2月3日－14日　北側から6層の除去を行う。併せて7層上面での遺構検

出作業を行う。

2月17日～28日　7層上面で精査を行い柱穴、溝、土坑などの遺構を検出

する。現地の状況や1：100縮尺の概略図を用いて検討した結果、掘立

柱建物9棟の存在を確認した。また、区画溝内から出土した籠、網代な

どをウレタンで固定して取り上げる。

3月2日－6日　遺構の掘り上げ・清掃・マーキングを行い4日に（柵シン

技術コンサルにより写真測量を行う。

3月9日－20日　遺構の解体・実測、遺物の取り上げ、土壌サンプルの採

取を行う。

3月21日－31日　調査区北側の砂礫層内に埋没した倒木・立木株の発掘を

行い25日に害真測量を実施した後、大型の倒木1点をウレタンで補強し

て取り上げる。27日から北半部の埋め戻しを開始する。

4月18日－23日　調査区南側のK5グリッド付近に試掘坑を兼ねて集水溝

を掘削し土層断面の観察・実測を行う。この地点の13層中に5層の火山

灰を確認し、各層の土壌サンプルとともに採取を行いA工区の調査を終

了する。

〈B工区西の調査〉

平成3年10月28日～11月15日　重機による表土除去、排水溝の掘削、浮き

土等の除去を行う。

11月18日～12月6日　人力により3層の除去を行い、4・5層水田の検出

を行う。

12月9日～30日　4、5層水田の検出とそれに伴って検出された士坑の掘

り上げ作業を行う。遺構を完掘し、清掃・マーキングをした後、30日に

航空写真測量を実施する。

平成4年1月7日～24日　人力により4・5層を除去し、6層上面を精査

して遺構の検出作業を行う。
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土層断面実測

土層断面剥ぎ取り

遺構掘り上げ

航空写真測量

1月27日－31日　6層上面のレベリングを行い1：100縮尺の地形図を作

成する。

2月3日－14日　6層除去作業に入るが、工程の関係からA工区の作業が

主となる。

2月17日－28日　南側の廃土置場としていた地区に4・5層水田が延びて

いたため、この地区での4・5層水田及び6層上面の検出作業を行い、

写真測量の補足としての実測図を作成する。

3月2日～27日　6層を除去し、7層上面での遺構検出作業を行う。この

間6層下面より土器群の出土や溝、小型土坑状遺構等が検出されたため、

それぞれを1：10縮尺、1：20縮尺で実測図を作成する。また、H・I

6グリッドで検出された立木株は4日に写真測量を実施した。

4月6日～5月27日　引き続き7層上面の遺構の検出、掘り上げ作業を行

い、並行して1：100縮尺の概略図作成、遺構の写真撮影を行う。

5月28・29日　清掃、マーキング作業などの準備を経て、29日に航空写真

測量を実施する。

6月1－10日　掘立柱建物、井戸等の解体・実測・取り上げ作業、遺構細

部の写真撮影を行う。

6月11－26日　重機により7層を除去し、併せて法面の養生、排水溝の掘

削作業を行う。7層除去後、南西部より8層水田面の検出作業とグリッ

ド杭の打ち直しを行う。

6月29日－7月23日　引き続き8層水田の検出作業を行う。水田面、畦畔

内から出土した輪かんじき型田下駄をウレタンで梱包して取り上げた後、

23日に航空写真測量を実施する。

7月24－31日　8層水田の畦畔、杭列の解体・実測作業を行う。

8月3－7日　重機により8－10層を除去し、終了した区域よりグリッド

杭を打ち直し、11層上面の遺構検出作業を行う。

8月10日～29日11層上面で水田、立木株を検出し、29日に航空写真測量

を実施する。

8月31日～9月18日　北側の水田域において、11層の泥炭を除去し、12層

上面で畦畔の検出を行った後、1：50縮尺の実測図を作成する。立木株

についてはサンプルを採取し樹種鑑定の資料とする。

9月21日－10月23日　資材の撤収、埋め戻しを行い、調査を終了する。

〈B工区東の調査〉

平成3年10月28日～11月8日　重機による表土の除去、排水溝の掘削、浮

き土の除去を行う。

11月11日～22日　1・2層水田の検出作業を行い、1：100縮尺の実測図

を作成する。細部については1：20縮尺の実測図を併せて作成する。

11月25日～12月6日　K8グリッド杭周辺で1・2層の稲株痕跡、3層の

稲株還元斑を検出し1：20縮尺で実測図を作成する。

12月9日－30日　4・5層水田とそれに伴って検出された土坑の掘り上げ

作業を行う。清掃・マーキング作業の後、30日に航空写真測量を行う。
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平成4年1月7日～31日　水田作土層を除去し、調査区北東部分の5層対

応層上面でピットを検山する。掘り上げ作業を行うと同時に1：100縮

尺の概略図を作成し、掘立柱建物の検討を行った後、28日に写真測量を

実施する。

2月3日～14日　前週の写真測量面より更に10cmほど5層対応層を掘り下

げてピットの検出作業を行い、1：20縮尺の実測図、1：100縮尺の概

略図を作成して上面の概略図と合成して建物の検討を行う。

2月17日－3月6日　5層対応層の除去に入るが工程の関係からA工区の

調査が主となる。

3月9日～27日　7層上面の遺構検出作業と並行して1：100縮尺の概略

図を作成する。また、SE401・SE402の検出作業と一部の実測を行い、

SE401については現状のまま取り上げる目的で、ウレタンを用いて補

強・梱包する。

4月6日～5月15日　引き続き7層上面の遺構検出作業を行うが、工程の

関係からB工区西の作業が主となる。

5月18日～7月23日　7層上面の遺構検出・掘り上げ作業を行う。井戸は

解体・実測作業を進め23日の航空写真測量実施の前日までに部材の取り

上げを完了する。

7月24日～8月6日　掘立柱建物等遺構の解体・実測、遺物の取り上げを

行う。この途中で新たに井戸、土坑が検出され追加実測を行う。

8月7日～29日　重機により7層を除去した後、排水溝を掘削し調査区の

北東隅に集水耕を設置する。7層が除去できた区域より8層上面での遺

構検出作業に入る。また、先にウレタンを用いて補強した井戸SE401

を重機で吊り上げ搬出する。

8月31日～9月11日　引き続き8層上面での遺構検出作業を行い水田、立

木株を検出する。グリッド杭を打ち直し、11日に航空写真測量を実施す

る。

9月14・15日　畦畔の解体を行い、断面実測・遺物の取り上げを行う。立

木株についてはサンプルを採取し、樹種鑑定の資料とする。

9月16日－25日　トレンチの土層断面観察の結果、10層の堆積の厚い北東・

南西部分については重機により中間層部分の除去を行い、その他の区域

については人力で除去作業を行う。

9月28日－10月26日11層上面で精査を行い、方形周溝墓3基、土塁2ヶ

所、水田、立木株を検出する。周溝墓については、周溝部を掘り上げた

状態で17日に現地説明会を実施した。土塁、水田の清掃を済ませた後、

26日に最終の航空写真測量を実施する。

10月27日－11月7日　埋め戻し工事の関係で、西土塁と2号墓・3号墓の

解体を優先する。西土塁の東側先端部は墳丘墓の可能性も考えられたた

めサブトレンチを掘削して検討したが、判然としなかった。北側の水田

城は泥炭層を除去し12層上面で畦畔の検出を行い、1：50縮尺の実測図

を作成する。
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遺物写真撮影

11月9－21日　西半部において周溝墓、土塁の盛土を除去し、13層上面で

溝状遺構等を検出し、1：20縮尺の平面図を作成する。

11月23日－12月5日　西半部の埋め戻し工事を行う。東半部において1号

墓、東土塁の解体・実測作業を行う。

12月7日－10日　東半部において、周溝墓、土塁の盛土を除去し、13層上

面で溝状遺構等を検出し、1：20縮尺の平面図を作成する。

12月10日を以て現地の発掘調査を終了し、器材の片付け、電気、水道

施設の撤収、プレハブの解体等を12月一杯で完了し、1月中旬より埋め

戻し、整地を行う。

第4節　整理作業

現地の発掘調査と並行して実測図面、出土遺物の整理作業を随時行って

いたが、本格的に開始したのは現地調査終了後の平成5年1月からである。

初めに現地実測図面、写真の整理とそれらに関わる台帳の作成、写真測

量による1：20縮尺平面図の校正等から着手した。遺構については遺構カー

ドを作成し、引き出し図作成の際のための参考資料とした。写真は注記内

容を項目別に分類し、コンピューターに登録し、検索できるように整えた。

写真測量による図面は1：20縮尺の図から1：100縮尺の遺構全体図・地

形図を作成した。また、出土遺物については実測・写真撮影・遺物カード

の作成を行った。

これらの作業が軌道に乗り始めた平成5年4月頃より発掘調査概報の刊

行の準備に取りかかり、同年12月に入稿、翌年の1月末に納品された。

概幸肝り行後、本報告書の作成に取りかかった。平成6年7月までにはす

べての遺物の実測を終え、10月中旬までに版下の作成を完了した。遺構に

ついては、8月下旬までに引き出し図の作成を終えた。

本文は先年度までの各調査員が書き溜めていたものと6年度に新たに書

いたものとを編集し作成した。
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第且節　基本丑層

八反田地区は「麻機低湿地」の東端に位置するため、土層は低湿地に通有なシルト粘

土◎泥炭の互層によって構成され、これらの間に長尾川によってもたらされた洪水堆積物

が挟まれている状況にある。調査では硯地表面（標高約10m）から深さ約6mまでの士層

堆積を確認し、旧表土面以下の1～13層を基本層位として整理し得た。今回確認できた士

層では、縄文時代晩期（ユ3層）と古墳時代後期（7層）の二時期にわたり長尾川の流入に

よる自然堤防状の微高地が形成されているため、各層の分布域や層厚は微高地部分と周囲

の低地部分とでは異なった在り方をしている。

1◎2層は灰色粘土質シルト層である。ユ層は旧水田（第ユ遺構面）の耕作土で調査区　瑠　⑳　2　腰

全体に分布する。鋤床層を2層としたが、分層できない箇所も多いためまとめて表記した。

3層は灰褐色細～中粒砂層である。長尾川の洪水堆積物であり、4⑳5層水田を被覆し　3　　　層

ている。

4層は灰色粘土質シルト層、5層は暗灰色シルト層である。長尾川がB工区東に7層を　4腰、5腰

もって形成した微高地上には分布せず低地部分にのみ堆積する層であり、上面で水田を検

出している（第2遺構面）。A工区では両層とも厚く堆積し明瞭に分層できるのに対して、

B工区西では南に行くにしたがって薄くなり、両層の分層は不明瞭となる。

6層は黄灰色粘土質シルト層で∴下層に向けて次第に細～中粒砂に移行する。4層、5　6　　　層

層と同様に低地部分にのみ存在する層である。上面で遺構は検出できなかったが、層中で

畦畔に伴う杭列を検出した（第3遺構面）。また、上部において白色の細粒テフラを確認

している。質感、層序からみて838年の神津島天上テフラ（IZK）である可能性が高い。

5層対応層は暗褐色礫混じりシルト質砂層である。4～6層の発達しないB工区東の微　5腰対応腰

高地部分に堆積する。上面では柱穴を検出している（第3遺構面）。

7層は砂礫層である。長尾川による堆積層で自然堤防状の微高地を形成している。上面　ア　　　層

は古墳時代未～平安時代の集落域となっている（第4遺構面）。流路はB工区南東端から

A工区北西端に向かって延びる南東尋北西方向の流れと、B工区南東端からB工区南西端

にかけて延びる東→西方向の流れの2本が確認できる。

8層は泥炭層、9層は灰白色粘質シルト層である。B工区の南半部では7層を除去した 8層、9層

8層上面で水田を検出した（第5遺構面）。水田の耕作土にあたる8層は耕作による撹拝

を受けて土壌化しており、下層の9層では耕作時の巻き揚げ痕跡が観察される。一方、B

工区東の北半部では8層、9層とも土層断面の観察から自然堆積層と分かり、非水田域で

あったことが判明した。B工区西の北半部では遺構は検出できなかったが土層断面の観察

やプラント¢オパール分析の結果をみると水田城であった可能性が高い。

10層は縁灰色シルトゆシルト質粘土の泥炭などの互層堆積層で、40～50cmの厚さで調査　用　　　層

区全域に分布する。細分層することは可能であるが、今回の調査では自然堆積層として一

括した。

H層は泥炭層、12層は灰色粘土質シルト層で、ともにB工区北半部の低湿地部分に発達　m腰、臓層

する土層である。11層の泥炭を除去した12層上面で小区画水田を検出した（第6遺構面）。
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1．上層低湿地域

1．灰色砂質粘土（1・2層、第1遺構面）

2．灰褐色細粒砂質シルト（3層）

3．灰褐色シルト（4a層、第2遺構面）

4．青灰色シルト（4b層）

5。暗灰褐色シルト質粘土（5層）

6．灰褐色粘土質シルト（6層、第3遺構面）

7．青灰色中拉砂（7層、第4遺構面）

一　‥ll一一、一‥　－11‥　一一　‥‥一一‥一一　　一‥l一‥一　一一一一　　一　　一一　一　　．

1．灰色粘土質シルト（1・2層、第1遺構面）

2．灰褐色細粒シルト（3層）

3．暗褐色砂礫混じりシルト（5層対応層、第3遺構面）

4．時灰色砂礫混じりシルト

5．黄褐色風化礫混じりシルト

3．下層低湿地域　　6．砂礫（7層、第4遺構面）
6　78

9

10

藁三主喜‡壬l二二二＿－：二‡ll一－＿‥二＿、11－Hll∵‾＿＿毒＿＿＿＿l＿＿＿：：＿－11－、11－1－：

12

4．下層微志地域

1．泥炭（8層、第5遺構面）

2．灰白色粘土（9層）

3．緑灰白色粘土と淡褐色粘土の互層（10層）

4．3．より腐植物が多い（10層）

5．3．と同じ

6．灰白色粘土と談褐色粘土の互層（10層）

21

14

1．緑灰色粘土（7層）

2．泥炭（8層、第5遺構面）

3．灰白色粘土（9層）

7．3．と同じ

8．暗褐色粘土と緑灰色粘土の互層（10層）

9．泥炭混じり黒色粘土（11層）

10。泥炭（11層）

11。明褐色粘土（12層、第6遺構面）

12。緑灰色細粒シルト（13層）

18

11．青砂混じり淡黒色粘土

12．暗黒色粘土

13．炭化物・小礫混じり淡黒色粘土

48灰白色粘土混じり淡黒色粘土　　　彼はより明

5～8．緑灰色粘土・淡褐色粘土
灰白色粘土の互層（10層）

9．腐植物混じり黒色粘土

10．黒色粘土

15．13．より暗

16．風化礫・青砂混じり淡黒色粘土

17．16．より青石少が多い

18．淡黒色粘土

第5図　基本土層断面図

－15　－

－l了．00m

19。風化礫混じり暗黒色粘土

20．風化礫混じり黒色粘土（第6遺構面）

21．風化礫混じり淡黒色粘土

22．緑灰色砂混じり談黒色粘土

23．粗砂

24．緑灰色細粒砂（13層、第7遺構面）

0 2m



B工区の南半部は自然堤防状の微高地になっておりH層、12層にあたる部分に窯灰色粘土

質シルト層の堆積がみられ、上面が弥生時代中期～古墳時代前期の生活面となっている。

臓　　層　13層は砂礫層及び緑灰色中～細粒砂層である1。長尾川の洪水堆積層でB工区南半部に徴

高地を形成している。上面で溝状遺構や流路を検出した（第7遺構面）。13層の下位は人

為的な影響を一切受けていない自然堆積層で、シルトシルト質粘土◎泥炭の互層堆積が

続いている。A工区K5グリッドに掘削した集水溝北壁断面では、標高3。70～4．75mの間

火　出　版　で5層の火山灰（火山灰上火山灰2、火山灰2′、火山灰3、火山灰4）を確認した。

最下位の火山灰4（標高3070m主火山灰3（標高3。82m）はそれぞれカワゴ平パミス（Kgp）タ

大沢スコリア（Os）に比定できるもので、静清平野の低湿地遺跡の調査では普遍的に確

認できるものであり、それぞれにBP2900年、BP2700年の年代が与えられている。上位

の火山灰1（標高4。75m）、火山灰2（標高4。58m）、火山灰2′（標高4。40m）について

は静活バイパス関連の清水市長崎遺跡、静岡市池ヶ谷遺跡で部分的に確認されたが、3層

を明確に把握できる状態で検出されたのは今回が初めてである。

第2節　周辺遺跡との関連

今回の調査区の周辺には静清バイパスの建設に伴って発掘された川合遺跡、内荒遺臥

宮下遺跡などがある。それぞれの遺跡は複数の遺構面をもつため、時期的な関連性により

遺構商の対応関係を求めることができる。ここではこれらの遺跡の調査歴も併せて周辺状

況を解釈する。

静清バイパス（川合地区）建設工事に伴う発掘調査は、長尾川の西岸を起点に西へ約800m

を対象としている。バイパス用地にかかる現用の道路や水路を境にして1～16区の調査区

を設定し、昭和59年度から62年度にかけて発掘調査を実施した。後に現用の道路を封鎖し

第3表　遺構・遺物一覧表

八反 田地 区 川合地区

遺構面 時　　　 代
遺　 構 i　 遺　 物

1 江手相寺代後半 ～現代 水田 ・士坑 （杭列畦 畔）
［

陶磁 器 ・種子 弓 芭虫 川合遺跡第 1 遺 構面 （江戸 時代 末期 ）

2 巨 時代 前半 ！ 水 田 亘 坑
陶磁器 。キセル ・かん ざ し ・柄鏡 ・銭 貨

i 輪 かん じき型田下駄 ・種子 成 虫

川合遺跡第 2 遺構面 （江戸時代前期）

3 平安時代 中期 ～中世

！ 掘立票 ㌣ 条里畦畔） ！ 灰榔 路 側 糾 馴 茶碗）瀾

4
古墳 時代未

～平安時代前期

掘立柱 建物 ・井戸 e 溝

須恵器 e 土師器 ・墨書土器 ・灰 粕陶器

鉄 斧 ・鉄鉱 ・耳環 ・管玉 ・ガラス玉 p
宮下遺跡 ・内荒遺跡 （奈良～平安時代）

土坑 ・噴砂 ・旧河遺 別物 ・網代 ・編錘 ・輪か ん じき型田下駄

物差 ・鎌 柄 ・鋤 ・大足 ・横櫛 ・籠 ・曲物

桂根 ・礎板 ・倒 木・ヒ ョウ タン・昆 虫・種子

「○ 古墳時代 後期 水田　 低湿地
輪か ん じき型 田下駄 ・建築材 ・梯子 川 合遺跡第 3 遺構面 （古墳時代後期）

立木株 ・種子 弓昆虫 川 合遺 跡第 4 遺構面 （古墳時代後期）

川 合遺跡 第 5 遺構面 （古墳 時代 中期後半）

川合遺跡 第 6 遺 構面 （古墳 時代 中期前半）

6 ・7
弥生 時代 中期

～古墳 時代 前期

墳丘 墓 や土塁 。水田 弥生土 器 ・古式土師器 e磨製石 斧 ・砥 石 川合遺跡第 7 遺構 血

刀形 ・立 木株 ・獣 骨 ・頭骨 ・種子 弓こ邑虫 （弥生 時代中期 ～古墳 時代 前期）
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て橋脚を設置する工事計画が明らかになったため、平成2年度に17区（13区と14区の境に

あたる道路部分）、平成3年度には18区（8区と10区の境にあたる道路部分）の追加調査

を実施した。この結果、川合地区には年代◎性格の異なる3つの集落が存在したことが判

明した。それぞれは独立した遺跡として把握できることから、所在する学名をとって宮下

遺跡（1～4区：奈良～平安時代）、川合遺跡（6～13区儲18区：弥生～古墳時代、17区

：平安時代）、内荒遺跡（12～16区：平安時代）とした。

宮下遺跡、内荒遺跡では奈良～平安時代、平安時代の掘立柱建物群が確認されている。

出土遺物には跨帯金具や「造大神印」銘の銅印などがみられる。

宮下遺跡

内荒遺跡

川合遺跡の調査では、各調査区ごとに5面から8面に及ぶ遺構商が確認されており、う　捕「念㍉遺つ跡

ち7面が複数の調査区に広がりをもつ遺構面であった。これらの遺構面を上面から第1遺

構面～第7遺構面と呼称した。第1遺構面◎第2遺構面は江戸時代未ゆ前期、第3遺構面e

第4遺構面は古墳時代後期にあたる水田がそれぞれ営まれている。第5商遺構面に至ると

古墳時代中期後半の方形周溝墓や竪穴住居など、第6遺構面は古墳時代中期前半の墳丘墓

と竪穴住居などがそれぞれ検出されており、墓域と居住域とに利用されていたことが分か

る。第7遺構面では弥生時代中期から古墳時代前期に至る方形周溝墓、竪穴住居、掘立柱

建物などが確認されている。

以上に述べた川合地区における川合遺跡の7面の遺構面及び、宮下遺跡、内荒遺跡の遺

構面と八反田地区における各遺構面との対応関係は第3表のように整理できる。

…17　－



＿　∵＋三‾＋㍉∵＋

第温節　第冒遺構商

概要　湧別図版、図版の

検出区域　　B工区東の南半部において、第6遺構面の遺構と当該時期の表土にあたる12層を除去し

たほ層上面で磯餞した。この部分は第6遺構商で方形周溝墓が営まれた微高地部分の下面

にあたる。

検出遺構　　検出した遺構は潅状遺構24本、士塊状遺構Ⅲ基、ピット42個であるが、これらのうちの

溝状遺構6本、土坑状遺構i基は上面の第6遺構面に伴うものであると判断された。溝状

遺構は規模、方向なども規則性があまり伺えないもので、流路と考えられるものが多い。

士坑状遺構は、調査区の南際で検出されたSX703の平面形状が方形を皇すると推定され

るほかは不定形で、潅状遺構の影響でできた窪みであると考えられる。ピットは平面形状

が円形または楕円形を呈するものであるが柱穴と考えられるものはない。

出藍遺物　　遺物は縄文時代晩期末～弥生時代中期の土器が出土しているが細片のため図示できるも

のはない。これらの中でSD706底部からほ縄文時代晩期末～弥生時代中期初頭に該当す

る条痘文土器の破片が出土していることから、当遺跡における人々の活動の初源を知るこ

とができた。

へ三′I　　∴　㌣

出　渦状遺構　第　回、図版2ラ

検出状況　　湛状遺構には第6遺構面の酋土塁のほぼ真下で検出されたもの、酋土塁に伴う周溝にほ

ぼ平行に延びるもの、これらに直交するもの、酋土塁の位置とは異なる場所にあるものと

がみられる。以下に代表的なものの状況を述べる。

SD702

H8◎9、‡9◎10グリッドで検出された緩やかに屈曲する溝である。西土塁の南側周

藩より約5m南側にあたる。検出面での規模は長さ約2上牒汀㌦幅0。8～上2m、深さ15～20cm

を測り、断面形は浅い「U」字状を呈する。東端は次第に浅くなりSD718の手前で途切

れている。また、H◎I9グリッドで第6遺構面に築かれている2号方形周溝墓の北側周

溝によって部分的に破壊されている。遺物は出土していない。

SD706

H8、I8珍9グリッドで検出された緩やかに屈曲する溝である。酋土塁のほぼ真下に

あたる。検出面での規模は長さ約2且。Om、幅6。5～8。5m、深さは最深部で50cmを測り、断

面形は浅い「U」字状を皇する。覆土は砂や小礫を含む粘土が水平に堆積していてことか

ら自然流路であったと考えられる。底部から縄文時代晩期未～弥生時代中期初頭の条痕文

土器や弥生時代中期後業の嚢などの破片が出土している。

SD707

I8グリッドで検出され、SD706と直交する北西から南東方向に延びる直線状の溝で

ある。検出面での規模は長さ約2。2m、幅上35～1。45m、深さ45cmを測り、底面は西側が

2段に掘られている。覆土の中⑳下層には小磯や砂を含む。北西端は西土塁周溝SD708

によって壊されており、その先は未調査のため判然としない。南東端はSD706と合流する。

l一一一18　一一一一一一



1．淡黒色粘土

2．黒色粘土

3。淡黒色砂質粘土

4．黒色粘土混じり緑灰色砂

5．小礫混じり黒色粘土

6．暗黒色粘土

7．秒混じり黒色粘土

0

1．黒色粘土

2．青砂混じり淡黒色粘土

3．暗黒色粘土

4．小磯混じり暗黒色粘土

5。小磯混じり青灰色粘土

6．淡黒色粘土

73　秒混じり淡黒色粘土

∴′芦年′、

第6図　第7遺構面　溝状遺構実測図
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遺物は土器が出土しているが細片のため判然としない。

SD718

IlO～12グリッドで検出された緩やかに屈曲する溝である。検出面での規模は長さ約

21。Om、幅4。6～5。5m言葉さ10～20cmを測り、極めて浅い。覆土は黒色粘土で底部付近に

部分的に紫色がかった暗黒色粘土の堆積がみられ、自然流路であると考えられる。Hlグ

リッドでは底部に十数ヶ所のピット状の落ち込みがある。

SD．719

m0～12グリッドで検出された緩やかに屈曲する溝である。西側はSD718に重複し、

Hlグリッドで切り合っている。検出面での規模は長さ約25の2m、幅0。2～0。5m、深さ5

～ユ5cmを測り、断面形は浅い「U」字状である。覆土は砂混じりの黒色粘土である。

（2）士族状遺構

土坑状遺構は主に溝の末端や溝の中で検出されたため、溝状遺構の影響でできた窪みで

あると考えられる。平面形状は不定形、楕円形であるがSX703は方形を呈すると推測さ

れるため、人為的なものである可能性がある。

SX703

H10◎Hグリッドで検出された。検出面での規模は長辺2。7m、短辺0。6m、深さ6～13cm

である。底部で2ヶ所のピット状の落ち込みが確認されたが用途は判然としない。

（お　ピッ　状遺構

ピット状遺構はほとんどが調査区の南東端部にあたるSa718尊719の底部とその周辺で

42個が検出された。平面形状は円形あるいは楕円形であり、検出面での規模は直径30cm前

後で深さはさまざまである。柱穴と認識できるものはなく用途は判然としない。

第2節　第6遺構商

概要　別刷図版、図版の

豊地利用　　B工区の全域において調査を行い、南側の微高地部分は墓域、北側の後背湿地部分は水

田域としての土地利用がなされていることが判明した。微高地部分の墓域は静活バイパス

（川合地区）の調査で確認された川合遺跡の当該時期の集落跡（川合遺跡第7遺構面）に

連続するものである。川合遺跡12区では集落の西端を流れる河川跡SR12601が確認され

ていることから、八反田地区は集落域の北西側の外縁に位置していると考えられる。八反

田地区の調査を適して川合遺跡との集落の構造を知り得たことは大きな成果であった。

方形周溝墓　　微高地部分では弥生時代中期後半から中期未にかけて構築された方形周溝墓3基が確認

された。東側のものから1号墓、2号墓、3号墓と呼称した。1号墓、2号墓はほぼ墓城

の全体を確認でき、墳丘の盛土も良好に残存していたが、3号墓は調査区南端にかかった

ため周溝と方台部を部分的に確認したに留まった。これらの他にも2ヶ所に方形周溝墓と

考えられる盛り上がりを確認したが調査において決め手をつかむことはできなかった。ま

豊　　　豊　た、墓域に近接して北側と西側には土塁が築かれている。I◎J9グリッドから南西方向

に延びるものを西土塁、J◎K9グリッドから北東方向に延びるものを東土塁と呼称した。

水　田　跡　　後背湿地部分では水田跡を検出している。水田の調査に際しては、泥炭層である11層上

面と泥炭層を除去した12層上面の2回に分けて畦畔の検出を行ったが、第6遺構面には後

者を該当させている。水田は、その端を西土塁車乗土塁に接し、後背湿地部分のほぼ全域

にかけて営まれている。
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人為的な遺構ではないが、方形周溝墓の墳丘盛土◎周溝覆土、土塁を始めとして微高地

部分の上面には全域にわたって立木株が25ヶ所で検出された。広葉樹が主体となっており、立　木　株

造墓活動が終了し、周溝が埋没した弥生時代後期以降には雑木林となっていたことが伺え

る。これは当該地域における自然環境を知ることができる興味深い資料である。

2　遺構と遺物

（1）方形周溝墓

1号方形周溝墓（第7◎8図、図版5◎6）

IlO弓1、JlOe‘11グリッドで検出された。調査区域外に相当する周溝北東部を除いて　検出状況

ほぼ墓城の全体を把握することができた。調査時には周溝の南東隅だけが切れるものと認

識していたが、資料整理の段階で土層断面、周溝底面のレベル等を検討した結果、未調査

部分の北東隅でも周溝が切れるタイプであると考えるに至った。

主軸方位は南北軸から約9度西に振れている。方台部は北辺e西辺で8．8～9．5m、南辺e　方　台　部

東辺では10。6～10。9mを測り、平面形状は北辺◎西辺に比べ南辺e東辺がやや長い不整方

形を皇し、25～30cmの厚さで盛土が残存していた。盛土除去後、方台部の中央からやや北　童　休　部

によった地点で南北約2。8m、東西約1．5m、深さ約40cmの土坑SX708を検出した。覆土

は黒色粘土で遺物は出土していないが主体部であると考えられる。周溝は各側ごとに形状　周　　　溝

が異なる。南側周溝は幅約2。5m、深さ約50cmの浅い皿状を皇するのに対して、北側周溝

と東側周溝は幅1。5～工7m、深さ50～60cmの横断面が「U」字状に近いものとなっている。

西側周溝は南半部が幅約2。2m、深さ約50cmで南側の周溝とほぼ同規模であるのに対し、

北半部では幅約工6m、深さ約64cmと幅狭で深くなり、二段掘りに掘削されている。

遺物は土器が主で盛土内、周溝覆土内から出土している（第j図－J～7）。盛土内か　遺　　　物

らは白岩式の壷（j）と有東式の最終末に位置づけられる壷（2）がそれぞれ1個体ずつ

出土している。周溝からは、南側周溝の底部で弥生時代後期の壷（6）が1個体、北西隅

の覆土上層から後期の壷3個体（3e　4e　7）、東側周溝が完全に埋没した覆土上層から

古式土師器の壷（5）が出土している。土器のほかには東側周溝から磨製石斧が出土して

いる（第59図－J4）。造墓時期は弥生時代中期末で、後期から古墳時代初頭にかけて周溝

が埋没したものと考えられる。

2号方形周溝墓（第9図、図版7）

H9elO、I9◎10グリッドで検出された。調査区域外に相当する周溝南東隅を除いて　検出状況

ほぼ墓域の全体を把握することができた。周溝は四隅の切れるタイプに類している。

主軸方位は南北軸から約2度西に振れている。方台部は一辺約7。5mの方形であり、15cm　方　台　部

前後の厚さで盛土が残存していたが主体部は検出できなかった。周溝は各側とも幅2。0一　周　　　溝

2。5m，深さ56－88cmを測り、断面形は「Ⅴ」字状に近い。各側の周溝は両端に向かって

浅くなり、1辺ごとに完結する形状を呈するが、四隅のブリッヂにあたる部分の上端が浅

い溝状の掘り込みによって削られているため、仝周する周溝の四隅に仕切りがあるような

状況とみることもできる。

遺物は方台部の盛土内と周溝覆土から出土している（第J図－β－jO、59図一路）。盛　遺　　　物

土内からは有東式の嚢体部片（9）と底部片（jO）が出土している。周溝覆土からほ西側

周溝で有束式の壷片（の　が出土している。土器のほかには南側周溝底部から磨製石斧が

出土している（59－畑。造墓時期は弥生時代中期後半と考えられる。

‥　21－
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周　溝　　　　　　　　　　　盛　土 主体部（SX708）

上　黒色粘土（風化礫混じり）　　A。黒色粘土（風化礫混じり）　　工l黒色粘土

2．淡黒色粘土（風化礫混じり）　B．淡黒色粘土（風化礫混じり）　Ⅱ．淡黒色粘土

3．黒色粘土（炭化物混じり）　　C．黒色粘土（風化礫混じり）　　Ⅲ．暗黒色粘土

4．黒色粘土（砂粒混じり） Ⅳ．淡黒色粘土（小磯混じり）
Ⅴ．淡黒色粘土

第7図　第6遺構面　1号方形周溝墓実測図1
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1．黒色粘土（風化礫混じり）　A．黒色粘土

2．黒色粘土（1．より粘性強）B．黒色粘土（A．より明）

3．黒色粘土（1．より暗）　　C．淡黒色粘土

4．黒色粘土（砂混じり）

キー

‡三三三二主‾＿二三喜　±＝二二二一‾

∈

　

L

l
j

第8図　第6遺構面　1号方形周溝墓実測図2

3号方形周溝墓（第9図、図版7）

G9ゆ10、H9会10グリッドで検出された。墓域の北西端が調査区にかかったかたちで　検出状況

検出されたため、周溝と墳丘の一部を調査したに留まった。

主軸方向は明確ではないが、南北軸から45度近く東に傾くようである。周溝は断面形が

幅広の浅い皿状を皇するもので幅約4。Om、深さ約40cmを測る。

遺物は周溝から出土している（第j図－jjej2）。底部から有東式の壷（jj）と襲（j2）遺　　　物

がそれぞれ1個体、覆土から磨製石斧が2点（第59図－j6◎〃上不明末製品が1点（第

59図－j3）出土している。造墓時期は弥生時代中期後半頃と考えられる。

（2）方形周溝墓推定地（第10図）

B工区西の調査区南西端において方形周溝墓と考えられる箇所を資料整理中に2ヶ所確

認した。1ヶ所はF7グリッドを中心とした区域である。南側部分は調査区域外にかかる

が、空中写真、等高線図から方台部とみられる高まりと周溝とみられる落ち込みが認めら

れる。また、土層断面図で溝の立ち上がりと考えられる箇所を押えることができる。これ

らを基に考えると、主軸をほぼ真北に向けた、南北約8。3m、東西約7。5mで厚さ40～60cm

の盛土が残る方台部をもつ方形周溝墓が想定できる。

もう1ヶ所はEのF6グリッドを中心とした区域で一つの隅のみが調査区にかかると考

えられるため全体の規模は推定できない。しかし北側e東側周溝は土層断面図中に押える

ことが可能であり、規模は幅約3。Om、深さは50cm以上である。主軸の方位は南北軸より

約20度西に傾くと考えられる。

（3）土塁

土塁は微高地が後背湿地に接する縁辺部分に盛土をして造られている。調査区の東に位　検出状況

…　23　－
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上　演黒色粘土（砂粒混じり）

2．淡黒色粘土

3．黒色粘土

4．時黒色粘土

5。黒色粘土（3．より明）

6．時黒色粘土

7．淡黒色粘土

8．淡黒色粘土（7．より暗）

9。淡黒色粘土（砂混じり）

10．黒色粘土

1．淡黒色粘土

2。黒色粘土

3．暗黒色粘土

4．黒色粘土（炭化物混じり）

5，黒色粘土（砂混じり）

6。黒色粘土（下部に炭化物）
7．暗黒色粘土

午

立木根

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第9図　第6遺構面　2号・3号方形周溝墓実測図
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第10図　第6遺構面　方形周溝墓域推定因
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1．礫混じり黒色粘土

2．灰褐色シルト

3．砂礫
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SD708　　　　sD709　　　　SD711　　拡張土塁　　土塁盛土旧土塁　L＝7・00m
l．黒色粘土　　　　　1．炭火物混じり淡黒色粘土1．黒色粘土　　　　　1．黒色粘土　　　　　　　6．青砂混じり淡黒色粘土

2．暗黒色粘土　　　　　2．小磯混じり黒色粘土　　2．青砂混じり淡黒色粘土2．青砂混じり淡黒色粘土　7．小礫混じり淡黒色粘土

3・黒色粘土（1・より明）3．黒色粘土（2．より暗）　3．小礫混じり黒色粘土　3．淡黒色粘土　　　　　　8．風化礫混じり暗黒色粘土
4．淡黒色粘土　　　　　4．青砂混じり黒色粘土　　4．黒色粘土（3．より明）4．淡黒色粘土（青砂が多い）9．時黒色粘土

5．秒混じり淡黒色粘土　　　　　　　　　　　　　5．青砂混じり淡黒色粘土5．淡黒色粘土　　　　　10．淡黒色砂質粘土
6．淡黒色砂質粘土

7．淡黒色粘土（青砂多い）

第11図　第6遺構面　西土塁実測図
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SD715

1．黒色粘土

2．淡黒色粘土

3．暗黒色粘土

4．秒混じり淡黒色粘土

5．黒色粘土

第12図　第6遺構面　東土墨実測図

－　27　－

SD717

1．淡黒色粘土

2．黒色＊占土

3．暗黒色粘土（枯性大）

4．淡黒色粘土

5．砂混じり淡黒色粘土
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置する南沼上山塊から張り出した舌状台地の南西端部を起点とし、南西方向に延びている

が、B工区東のほぼ中央で自然流路状の窪みによって東西に分断されている。この東側を

「東土塁」、西側を「酋土塁」と呼称し、区別している。

遺物はほとんど出土していないが、商土塁の周縁に掘削された溝SD708の底部から弥　遺　　　物

生時代後期の台付き婆温個体が出土している。溝が土塁盛土の涜出土で埋没していること

から弥生時代後期以前に構築されたことは確実であるが、構築時期の確定は明確ではない。

．一声　て∴．メ、ズ∴ユ、∵　：．ノ

酋土塁は‡◎J9グリッドから西側に延び、‡8グリッドで南西側に向きを変えB工区　検出状況

西に延びている。しかしB工区西部分は調査の工程の関係で未調査である。土塁の周囲に

はグリッドラインに沿って掘削したトレンチの士層断蘭の観察により周溝の存在が確認さ

れたが、東側端部が幅広に造られているため、墳丘墓の可能性も考慮して調査を行った。

その結果、南側の盛土の下から藩引男闇が検出され、当初築かれた土塁が更に南側に拡

張されたことが明らかになった。ここでは当初築かれた土塁を「旧土塁」、拡張部分を「拡

張土塁」として説明する。

旧土塁の盛土は拡張土塁の盛土によって全面にわたり被覆されていた。主に黒色を皇す！醗　豊　豊

る粘土を用いており、幅3。6～4。Om、厚さ30～40cmの規模で残存していた。上面は標高

6の4～6。6m付近にあり、北側の永田南との比高差は約0。9mである。土塁の周囲は溝が巡　周　　　満

っている。北側には幅約2。Omタ深さ30～50cmのS私閥8が位置する。南側に榔階上巨丑強恥

深さ30～4娠mの　り閥9が位置する。両者を比較すると、土塁の外側に位置するSn708は

土塁の内側のSn709よりも幅広となっている。また、SD709は土塁の崩土によってある

程度埋没した時点で拡張土塁の盛土によって埋められるのに対して、Sn708は継続して

使用される。

拡張土塁の盛土は旧土塁の盛土上に主に淡黒色粘土を用いて10～75cmの厚さで盛られて、拡張豊豊

上面が標高6。7～7。Om付近まで嵩上げされている。旧土塁に付随する溝SD709の南側で

は張り出すようなかたちで約2。5mの幅で盛土が付け足されており、その結果、最大幅が6m

近くなっている。土塁の拡張にともなって溝もSn7mに付け替えられている。SD7mは　周　　　満

幅且。0～且。4m、深さ約30cmを測り、Sn709と同様に土塁夕摘UのSD708のほうが幅広にな

っている。

ノ、言・∴∴ノふ、jト一丈：．　ノ

東土塁はJ9◎10、K9⑳10グリッドで検出された。土塁先端が幅広に造られていたた　検出状況

め、墳丘墓の可能性も考えられたが、酋土塁と同様に幅広な土塁であることが判明した。

盛土は40～60cmの厚さで残存していた。上面は標高6。8m付近にあり、北側の永田南と　盛　　　蓋

の比高差は約1㌶mを測る。周溝慮後背湿地側に幅2の0～2。3m、深さ30～50cmのSD715が、周　　　満

内側に幅且。8～2。8m、深さ20～40cmのSり716と幅1。8～2。Om、深さ約30cmを測るSD717

が掘られている。土塁の背後には且号方形周溝墓が築かれているが、SD716は北西隅の

周溝で切られており、Snmについても盛土の下から掘り込まれれいろことから、1号

方形周溝墓の造墓時期から更に遭って土塁が築かれていたことが判明した。酋土塁と同様

に2本の溝が土塁の内側に配置されているので、東土塁についても同様に拡張された可能

性は否めない。1号方形周溝墓の造営に先立って破壊された可能性もあろう。

遺物は、弥生土器2点（第β図上∵Z　⑳3）とヒトの頭骨が出土している（図版14－6）。遺　　　物

′1　ぐ「．芋‾二いく、；くLJcン　：i）
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第13図　第6遺構面　水田実測図
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方形周溝墓群の営まれた微高地部分の北側の後背湿地には水田が開かれている。水田面

は泥炭層（11層）を除去した12層上面で検出された。作土層は灰色粘土質シルト層（12層）

であり、層厚は12～15cmを測り部分的には2層に細分層（12a層、12b層）できる箇所が

みられる。下層にあたる13層との境には耕作による巻き揚げ痕跡が明瞭に観察された。

水田は北東側の南沼上山塊の山裾に平行するかたちの南北軸から約45度西に振れた方向　畦　　　畔

で太畦畔を設定し、その両側を小畦畔によって碁盤の臼状に小区画を割り付けている。太

畦畔、小畦畔ともに杭や矢板による補強がなされていない土盛りのみで造られている。太

畦畔の規模は、下端幅約工6m、高さ約10cmを測り、I期調査の成果も参考にすれば南西

一北東方向に約49m、北西一南東方向に約33mの大区画を構成する。小畦畔は下端幅30～

50cmで高さは数cmでほとんどはっきりした高まりはみられなかった。

畦畔によって区画された水田の規模は第4・5表のとおりである。合計で133枚が検出さ　規　　　模

れ、その中で面積が確認できるのは完形のものと復元したもので104枚であり、残りの29

枚は調査区域外等で全体を把握できなかった分である。全体が認識できたもののうちで最

大のものが5。4nfであり、最小のものは上3nfとかなり小さくなっており、平均は3。2nfと

なっている。田面は標高5。3mから5。8mにあり南沼上山塊の先端部から北西、南東方向の

向かって徐々に下がっている。

第4表　第6遺構面　水田一覧表1

遺 構番 号

面　　 積 （m 2）
i 平 均 標 高

（m ）

分 類 遺 構 番 号

面　　 積 （n習 平 均 標 高

（m ）

分 類

検　　 出 復　　 元 検　　 出 復　　 元

S T 60 0 1 7 ．2 － 5 ．3 3 C ST 6 02 6 2 ．0 － 5 ．46 C

S T 6 0 02 6 ．0 － 5 ．3 8 C ST 6 02 7 3 ．8 5 ．52 A

S T 6 0 03 6 ．2 － 5 ．3 6 C S T 6 02 8 2 ．8 5 ．54 A

S T 6 0 04 4 ．5 －
5 ．3 6 C S T 6 02 9 4 ．9 5 ．55 A

S T 6 0 05 3 ．5 5 ．4 2 A S T 6 030 6 ．3 5 ．63 （A ）

S T 6 00 6 7 ．0 － 5 ．3 9 C S T 6 03 1 3 ．3 4 ．5 5 ．53 B

S T 6 00 7 5 ．1 5 ．3 9 A S T 6 032 2 ．6 5 ．55 A

S T 6 00 8 3 ．0 5 ．4 5 A S T 6 033 2 ．4 5 ．58 A

S T 60 0 9 6 ．8 － 5 ．4 1 C S T 60 34 3 ．6 5 ．62 A

S T 60 10 4 ．6 5 ．40 A S T 60 35 3 ．3 5 ．72 A

S T 60 11 4 ．4 5 ．45 A S T 60 36 1 ．8 2 ．5 5 ．54 B

S T 60 1 2 7 ．7 － 5 ．46 C S T 60 37 3 ．6 5 ．58 A

S T 60 1 3 5 ．1 5 ．42 A S T 60 38 2 ．2 5 ．60 A

S T 60 14 3 ．9 5 ．4 7 A S T 60 39 4 ．4 5 ．61 A

S T 60 1 5 6 ．7 － 5 ．4 7 C S T 60 40 3 ．4 5 ．70 A

S T 60 1 6 3 ．7 5 ．55 B S T 60 41 2 ．8 － 5 ．53 C

S T 60 17 3 ．2 5 ．52 A ST 604 2 3 ．5 5 ．6 0 A

S T 60 18 1 ．5 5 ．5 7 A ST 6 04 3 2 ．2 5 ．6 0 A

S T 60 19 6 ．5 5 ．6 3 （A ） ST 6 04 4 3 ．6 5 ．6 4 A

S T 60 20

l ［

3 ．8

i

5 ．5 3 B ST 6 04 5 3 ．1

】

3 ．2

l

5 ．7 1

i

B

S T 6 0 21 2 ．9 5 ．5 4 A ST 6 04 6 2 ．4 5 ．5 6 A

S T 6 0 22 3 ．3 5 ．5 4 A ST 6 04 7 2 ．3 5 ．5 9 B

S T 6 0 23 3 ．3 5 ．54 A ST 6 04 8 2 ．9 5 ．6 0 B

S T 6 02 4 1 ．5 5 ．6 3 A S T 6 04 9 8 ．2 9 ．2 5 ．6 6 （B ）

ST 6 02 5 2 ．8 5 ．68 A S T 6 05 0 2 ．2
－ 5 ．5 3 C
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第5表　第6遺構面　水田一覧表2

遺構番号

i　 面　 積 （Il12） ！ 平均標 高 巨 類 ！ 遺構番号
面　　 積 （m2） 平均標高

（m ）

巨 類

i 検　 出 i 復　 元 ！ （m ）
検　　 出 i 稜　 元

Sで6051
i l・4 ！ 2 ・1 i 5・55 恒 i sT 6093 i 3 ・6 ！ ！ 5・50 ！ A

ST 6052 2．5 5．58 B ST 6094 1．1 3．9 5．51 B

ST 6053
！ 2・6

5．61 B
！ sT 6095 ！ 2 ・5 ！

5．46 C

ST 6054 1．8 － 5．58 C ST 6096 2．5 5．49 A

ST6055 2．4 5 ．62 A ST6097 3．1 5 ．48 A

ST 6056 2．6 5．63 A ST 6098 4．0 5 ．57 A

ST 6057 2．8 5．66 A ST 6099 工3 3 ．6 5．59 B

ST 6058 2．6 4．2 5．70 B ST 6100 2 ．2 － 5．42 C

ST 6059 3 ．1 5．60 C ST 6101 4．1 5．44 A

ST6060 2 ．5 5 ．62 A ST 6102
ll

4．2 1　 5を51 A

ST6061 3．0 5 ．65 A ST 6103 2．9 3 ．5 5 ．62 B

S T6062 3．3 5．67 A ST 6104 11．7 － 5．42 C

ST 6063 3．6 5 ．6 5．73 （B ） ST 6105 3 ．6 5．41 A

ST 6064 0．8 － 5．60 C ST 6106 3 ．1 5．46 A

ST 6065 5 ．0 5．63 A ST 6107 2 ．0 2．4 5．55 B

ST6066 5 ．4 5 ．67 A ST 6108 1．6 － 5．42 C

ST6067 3．5 5 ．70 A ST 6109 3．6 5 J43
A i

ST 6068 1．5 5．71 A ST 6110 3．4 5．46
A i

ST 6069 2．6 3 ．5 5．75 B ST 6111 2 ．9 3 ．2 5．58
B ！

ST 6070 4 ．1 5．61 A ST 6112 工6
l

5．45
C i

i sT 6071
4 ．8 5．62 A ST 6113 2 ．8 5．47

A i

ST 6072 3 ．1 5．70 A ST 6114 3．0 5．50
A i

i sT6073
3．0 5 ．72 A ST 6115 1．9 5 ・58 i A l

i sT 6074
2．0 4 ．2 5．74 B ST 6116 1．4 2 ．1 5．73 B

i sT 6075
4．2 － 5．52 C ST 6117 上9 － 5．47

C i

ST 6076 1．9 3．0 5．57 B ST 6118 3 ．2 5．48 A

ST 6077 2 ．4 5．62 A ST 6119 3 ．8 5．55 A

ST6078 2 ．1 5．68 A ST 6120 2．1 5．64
A i

ST6079 上1 3．0 5 ．74 B ST 6121 工5 2．1 5．78 B

S T608（） 4．3 － 5．50 C ST 6122 1．8 － 5．51 C

ST 6081
l

0．9 4 ．4 5．46 B ST 6123 2．8
I

5．50 A

ST 6082 2．3 5．54 B ST 6124 上3 5．59 A

ST 6083 2．4 5．62
B ！

ST 6125 1．4 5．66 A

ST6084 2 ．8 － 5．50
C I

ST 6126 2 ．3 5．71 A

ST6085 3．0 4．2 5 ．50
B i

ST 6127 1．6 2．6 5．77 B

sT 6086 ！
3．3

5 ．52 i

；

B i
ST 6128 上5 － 5 ．60 C

ST 6087 2．5 － 5．45
C i

ST 6129 2．2 － 5．64 C

ST 6088 4．2 5．49
A i

ST 6130 1．3 5．70 A

sT 6089 ！
2 ．6 － 5．47

C l
ST 6131

2 ・4 i　 i
5．76

A i

sT6090 ！ 4 ・1 i ！ 5・50 ！ A i sT 6132 ！ 2 ・7 ！ ！ 5・79 ！
A

sT6091 ！ 3・9 ！ 4・4 i 5・54 ！ B iI sT 6133 i 0・8 i 2・2 ！ 5・82 i
B

ST 6092 i 2・4 i ！ 5・51 ！ C　 日 ！ i ！ ！ i

分類　A…完形　B…復元可能　C…検出面のみ
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の洪水によって埋没したもので、調査区の南西部分では氾濫流路によって削平されている

部分もあるが鴇全体としてほ洪水の押し出した砂礫層によって被覆されており、この砂礫

層を取り除く作業で畦畔の高まりや㌦　断面の足跡などを良好な状態で検出することができ

た。

水田跡はB工区の南半部で検出された。B工区を東西に分割するトレンチの土層断面の　水田跡の

観察では泥炭層（8層）が耕作による撹拝を受けており、下層の灰白色粘土層（9層）と

の境に明瞭な巻き揚げ痕跡も認められた。また㌦／仁ネのプラントのオパールも採取した8

認　　　定

層の試料すべてから検出され鴻最も多い数倍は89400個／9であったことから水田遺構と判

断した。これに対して水田の北緑に作られた畦畔の北側では8層、9層ともにラミナの発

達する自然堆積層で鴇耕作等による人為的な撹拝を受けた形跡は認められなかった（第摘

、　′　　くつ′・）′　　　　　　′　　　′　∴　‥J′　′　′　′′　′′　′　‥・′’′、．ノ　　、当∴　　′一、、′－、！：．

が開田されなかった非水田域として認定された。同様な土層状況は水田の東縁にあたる部　那「滴∴閏㌦囁

分の土層断面（第且4図…E）でも確認され、同一調査区で水田の縁辺部分と外縁部分を検

′

・　∴　　′．′′、　′　　　　　　．′　　′′、く′　∴了　、　　′，　ノ　　言．、　′．、

おり、足跡の状態から歩行の状況を読み限ることは難しい。
、

水田跡から出土した遺物は後述する輪如んじき型田下駄のみであり㌦水田の時期を明確　開潤の時期

にできる資料は確認されなかった。しかし、水田作土下の摘層からほ古墳時代中期前半に

、′、、・′、ノ　‥一一一工ノノ∴　　了　　′ノ　ー　　．・　＿　　／　　′′　ノ　：、′、・．／：　　∴

きる。一方、水田を被覆している砂礫層（7層）の中には少量ではあるが古墳時代後期の

土師器が含まれていることと、この砂礫層が形成した自然堤防上の微高地に集落が成立す

るのは、第4遺構商の調査によって　世紀前半であることが明らかになっていることから、

水田の下限の時期を7世紀と押えることができる。以上のことから、永田の時期は古墳時

代後期に比定して太過ないと考えている。なお、静清バイパス（川合地区）の調査でも古

墳時代後期に比定される水田跡が2商検出されており（川合遺跡第3遺構南砂第4遺構面）、

今回検出された水田がこの2商のうちのどちらかに対応することは間違いないと思われる

が対応関係を明確にすることはできない。

、三′亡ま・、酢亙

ノく・

水田遺構は南北方向に対し翫度ほど西に傾いた太畦畔　摘K鋸）を基準にし、更にそ

の中を直交する小畦畔で区画するほぼ方形を呈する小区画水田である。36枚のうち23枚が　小区画水間

完形または復元が可能な状態で検出されており、l区画の面積は最太で56。2m2（ST528上

品4、で12。2nf（ST530）を測る。畦畔は土盛畦畔であるが外縁を囲むものには杭を打ち

込んだ部分も一部認められた（SK502）。また、太畦畔の盛土においては建築材の丸太材

が芯材として埋め込まれていた。規模は太畦畔で下端傾満配4m、高さ約2玩恥　ノ小畦畔は

下端幅40～60cm、高さ10～且5cmを測る。太畦畔の東側では水田の縁辺を区画する畦畔が地

形に沿った形で作られ、水田域と非水田城との境を明確に確認できるのに対し、西側にお
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9　　　　　　　　　　甲m

A≧壷6°20m 1．砂礫（7層）

2．泥炭（8層）

3．灰白色粘土（9層）

4．線灰色粘土（10層）

ー早6．50m

午　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半6．90m

0　　　　　　　　　　　　　2m

第14図　第5遺構面　水田域・非水田域推定図

34　－



第6表　第5遺構面　水田一覧表

遺 構 番 号

面　　 積 （m 2） i 比 高 差

i （m ）
分 類 遺 構 番 号

面　　 積 （m 2） い と 高 差

i （m ）
分 類

検　　 出 ′復　　 了に 検　　 出

l

複　　 元

S T 5 （〕ユ
i

0 52　 i 0 C ST 5 19 26 ．0 0 ．3 8 B

S T 50 2 1 1 。6 － 軋 2 5 C ST 5 20 14 ．4 0 ．4 5 Å

S T 50 3 13 64 － O p17 C S T 52 1 38 ．5 0 ．24 B

S T 50 4 ユ4 や9
－

0 。17 C S T 52 2 51 。5 0 ．2 9 B

S T 50 5 1 。4 － 0 ．0 3
l

C S T 52 3 55 ．4 0 ．20 B

S T 5 0 6 上 8 14 。9
！

0 61 2 B S T 52 4 37 。5 － 私 14 C

S T 5 0 7 4 。9 1 5 。3 0 。20 B S T 52 5 17 や5 3 工 6 0 ．22 B

S T 5 08 9 ．4 1 5 。8 0 。08 B
i

S T 52 6 26 ．3 0 ．15 Å

ST 5 C滑 0 ．5 － 0 C S T 527 38 ．3 0 ．14 A

ST 5 10 ユ2 00　 ！ 35 。8 0 ．25 B S T 528 56 ．2 0 ．2 9 A

ST 5 日 5 。0 27 。＿1 0 ．28 B ST 529 8 。8 － 0 ．19 C

S T 5 12 0 ．7
－

0 。0 7 C ST 5 30 1 2 ．2 0 ．12 B

S T 5 13 O p2 9 ST 5 31 27 ．3 0 。3 2 B

S T 5 14 0 。15 S T 5 32 40 ．9 0 ．4 4 A

S T 5 15 37 。3 5L 3 0 。4 8 B S T 5 33 22 ．6 33 ．6 0 ．2 8 B

S T 5 1 6 16 。9 0 。2 8 Å S T 53 4 20 。5 3 L 8 0 。4 5 B

S T 5 1 7 †上 1
き

2 9 ．3 0 ．3 6 B S T 53 5 2 ．5 － 0 言8 C

S T 5 18
25 04 ！ 軋 0

0 。3 5 B S T 53 6 7 」
－

0 ．20 C

分類　A…完彬　Iト・復元可能　　C…検出面のみ

いては流れにより潜函が削平を受けていたことも原因となり、水田の北限を示す畦畔は検

出できず海　水田城と非水田域を明確に把握できなかった。ただ、B工区西のH5　◎6グリ

ッドでは8層の上層部分でSK　鋸に埋め込まれていた　のと同様の丸太材が東西方向に

並んだ状態で検出され、ほかの東西方向に畦畔と方向的にほぼ一致するため畦畔の痕跡と

考えられるが、盛土は確認されていないため断定はできない。そのため、低湿地に延びる

木造状の遺構となる可能性もある（図版鼠8…3）。同様な遺構は瀬名遺跡8区15層、9区　衆道状遺構

35層、鼠0区30層の古墳時代中期に比定される泥炭層内でも検出されている。この木造状遺

構から5mほど北側に、ほぼ平行に打ち込まれた杭列が検出された。この杭列の西端の土

層断面を観察すると若干の高まりが見られ、両側の9層に撹拝痕跡も見られるため、畦畔

に伴う可能性もある。よって、もう少し北まで範囲を広げB工区西のほぼ全域が水田域だ　水圏域の

ったと　推定で　る　第摘図）。
範　　　　囲

杭列はこのほか数ヶ所で確認されている。F7の8グリッドで確認された杭列は広葉樹　続　　　報

の丸太杭を用い、東西方向の小畦畔SK52鋸二若干ずれ、畦畔が作り替えられる以前に打

ち込まれたと考えられる。‡9グリッドの杭列は広葉樹の丸杭と割杭で作られており、S

K502に伴っているため畦畔の補強材として打ち込まれたと考えられる。　◎K、Hl

グリッドで検出された杭列は、杭の種類、非水田域に打ち込まれている状況、方向性など

で水田域に存在するものと異なり、その性格は明らかでない。

水田が営まれている範囲は非水田城よりもl段高く40cm程の比高差をもっている。これ　水田域の

を下層との関係でみると、水田の範囲は第6遺構面で検出した徴高地部分とほぼ重なって

いることがわかる（第15図）。第6遺構面は泥炭層　持層　で被覆され、更にその上層に

はシル　の自然堆積層　持層）が連続堆積していることから、古墳時代前期以降に水位が

上昇し、付近一帯が沼沢地化したことが伺える。ただし10層の層厚は地点によって異なっ

．一一一一一一　35　－lll

下層地形
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第15図　第5遺構面　第6遺構面との関係図
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ており、第6遺構面で水田が営まれていた後背湿地部分では50cm前後の厚さに堆積してい

るのに対し、微高地部分では10～30cmほどの堆積になっている。このことから沼沢地化し

た段階でも旧地形の影響を受けて徴高地にあたる部分は同レベルないし若干高くなってい

たことが想定できる。古墳時代後期に入って水田を造成するにあたり、強湿地の部分を避　強湿地固避

けて一段高いこの部分を水田地として選択した可能性が考えられる。同様な傾向は静岡市

登呂遺跡でも確認されている。登呂遺跡では水田の造成にあたり南西側の低湿地部分を避

けて徴高地縁辺の一段高い湿地を利用して開田したことが指摘されている。ただ本調査に

おいて注意しなければならないのは、永田南埋没後の不等沈下の問題である。B工区東で　不等沈下

検出した水田跡は洪水の氾濫流路による削平をほとんど受けていないため、畦畔や田面が

良好に残存していたにもかかわらず、検出された田面は必ずしも平坦ではなく、畦畔部分

を含めて大きく波打ったように起伏している状況が看取できる。この水田面の起伏を第6　閏面の起伏

遺構面における地形の起伏との対応でみると興味深いことが指摘できる。第6遺構面で2

号周溝墓、3号周溝墓が位置していた部分の永田南は、周溝墓の周溝と墳丘の凹凸に対応

した起伏を示していることがわかる。また、徴高地縁辺の土塁部分に位置する水田は、田

面が土塁の法面に沿うように北に向かって傾斜しており、土塁の盛土頂部にあたる田面の

レベル（標高7。00m）は北緑畦畔のレベル（標高6．80m）よりも高くなっている（第15図

－B）。畦畔は本来水田の水を保持するための施設であり、田面よりも畦畔が低くてほ機

能を果たさない。また、1枚の水田における比高差が±5cmを超えると稲の成育に障害を

起こすことも指摘されている。最大比高差は48cm（ST515）で、次いで45cm（ST520◎

534）、44cm（ST532）など30cm以上の比高差がある区画が8枚あり、下層遺構との関係

をみるとすべての田面が土塁の法面か周溝墓の周溝の位置に重なることがわかる。これら

の点を考慮すると検出した水田遺構に認められる起伏は、水田本来の在り方でなく、水田

面が埋没後に土庄によって庄密化した際に下層地盤（第6両遺構）の地形の凹凸に応じて

不等沈下を起こし、その結果生じたものである可能性が高いといえる。

遺物は太畦畔の盛土内から4点、田面から4点の計8点の輪かんじき型田下駄と、大畦　輪かんじき型

畔の盛土内からくびれ部をもつ板が出土した（第32図、第33図、第34図－4～7、第35図

－J◎2、第58図－j）。輪かんじき型田下駄とは湿田における稲刈りを中心とした農作

業時に、浮力を付けて足が泥に沈み込まないようにするために履く下駄で、足を載せる縦

長の足板と十字に交わる横木と、これらの外縁を回る輪の3つの部材が組み合わさる構造

をもつ。これら8点のうち足板2点、横木1点の3点は部材の単独出土であるが、残りの

5点は足板＋横木＋輪の組み合わせ3点、足板＋横木の組み合わせ1点、横木＋輪の組み

合わせ1点と、複数の部材が組み合わさった状態で出土している。なかでも第32図－。‖ま

ほぼ完形の状態で出土しており、構造を知ることができる良好な資料である。輪かんじき

型田下駄は、八反田地区と近接する瀬名遺跡でも足板だけが30点出土している。この瀬名

遺跡の報告によれば、輪かんじき型田下駄の出現するのは弥生時代後半から古墳時代前期

頃で、定型化し数も増えるのが古墳時代中期であり、この時期に出現した3つの鼻緒孔の

形態が民具例にまで直結するという形態変化が確認されている。第5遺構面の輪かんじき

型田下駄は、形態として鼻緒孔が3つあることは瀬名遺跡の報告に沿ったものと言えるが、

鼻緒孔の数以外の形態はすべて異なるため古墳時代後期には多種の形態が存在していたと

考えられる。ただその形態がどの様に水田土壌と関わってクいるのか、また土壌以外に形態

変化に関わる要因があるのかどうかを知るにはより詳細な検討が必要である。

－　37　－

田　下　駄



第4節　第4遺構面

瑠　概要（別刷図版錦、図版25）

鴇出遺構　　調査区全域において6層と5層対応層の除去後に砂礫層（7層）上で、古墳時代末から

平安時代後半に比定される掘立柱建物56棟、井戸7基、建物を区画する溝、土坑、噴砂、

畝状遺構などのほか、多数の柱穴や建物にとらわれない溝などを検出した。

遺鴇の偏朝　　遺構の中にはいくつかの特徴的な在り方がみられるものがある。掘立柱建物は調査区全

域に分布するが、井戸はA工区では検出されておらず、7基すべてがB工区にある。畝状

遺構はA工区では東西方向のものがみられる一方で、B工区西では南北方向のものが主体

となっている。このような一定地域内の偏りが地域的あるいは時期的な土地の利用状況を

如実に反映している。これらの遺構は約200年の時間幅の中で営まれているために複雑に

重複している。遺構は全体的にA工区よりもB工区に密に分布する。当時の生活面上の遺

物は7層上面及び6層、5層対応層中に含まれてくるが、その状況からみると概ねA工区

には古墳時代後期の遺物が、B工区には奈良◎平安時代の遺物が含まれる傾向がみられる。

よって、当地域の利用は古墳時代未から奈良◎平安時代にかけてA工区からB工区に漸時

移動をしていたと考えられる。これら主要遺構の変遷と遺物の出土状況の動態については

後述するところに委ねることにする。

出藍遺物　　遺物は土師器◎須恵器e灰粕陶器e手捏ね土器などの土器類、馬形◎人形◎土錘などの

土製品類、曲物e挽物◎刹物◎編錘e柄杓◎下駄¢横櫛◎物差◎祭祀用具などの木製品、

玉◎砥石などの石製品の他多数の桂根や礎板が柱穴から出土している。

時期の記述　　なお、本節では遺構や遺物の時期を記述する際は、便宜的に須恵器の合子型の杯蓋◎杯

身が残存する時期までを古墳時代とし、それ以降を律令期として記述をすすめる。また、

更に律令期の中を奈良時代と平安時代とに分けるが、これは当該遺物の年代観を以て該当

させる。

2　主要遺構と遺物

（吊　掘立柱建物

56棟の建物　　掘立柱建物は56棟を確認した。このうちの50棟は現地の調査中に確認し、資料整理中に

図面上で6棟を確認し追加した。第4遺構面では総数1，560個におよぶピットを検出して

おり、今回建物として確認できなかったものの中にも桂根や礎板が残存していて、柱穴で

あることが確実なものが多くあることから、認定したよりも多くの建物の存在を想定でき

側柱の建物　る。56棟の中には総柱式のものはなく、すべて側柱のみで構成されるものである。内訳は
規模の内訳

2間×2間のもの30棟、3間×3間のもの5棟、3間×2間のもの16棟、4間×3間のも

の5棟である。建物の平面プランは柱穴の位置、覆土の状態のほか桂根◎礎板の据えられ

ている位置を考慮し、柱間間隔については尺単位（1尺≒30cm）も考慮した。柱間間隔の

最大のものはSH407（2間×2間）の2。40m、最小のものはSH416（2間×2間）、SH

427（2間×2間）、SH440（3間×3間）の1。05mである。全体としては工50mが最も

多くみられる一方で、1。20m、1。35m、上65m、工80m、1。95mのものも比較的多くみら

れる。平面積は側柱の内側面積として計算した場合、最大がSH442（4間×3間）の29。70m2、

最小がSH427（2間×2間）の4。41m2である。内訳は10m2未満のものが22棟、10m2以上20汀f

未満のものが23棟、201記以上のものが11棟であり、比較的小型の建物が多い。また、1m2

単位で分布をみると9m2に7棟、19r正に5棟、5m2、6m2、7m2、16m2、17m2に各々4棟
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が集中しており、建坪に換算すると2坪、3坪、5坪、6坪に相当するものが多い。大型

の建物は9坪に近い27～30r正に6棟が集中している。

礎板が残存している柱穴は56棟のうちの42棟にみられる。礎板は建築材の廃材などを転　礎板をもつ

用したものがほとんどで、柱穴の大きさに合わせて適当に切断して利用しており、接合関　櫨　　究

係の明らかなものもある（図版召◎控）。また、今回の調査で検出された礎板を持つ柱穴

の分布状況をみると、シルト層を基盤としているものには礎板が少なく、砂礫層を基盤と

する柱穴に礎板を持つものが集中する傾向にある（第17図）。礎板の機能は柱の沈下を防　礎板の機能

止するためであるとする従来からの考えがあるが、それに当てはめれば、砂礫層上よりも

シルト層上に礎板を設置したほうが有効性は高いであろう。併せて、柱穴の深さが一様で

なく、柱穴によっては敷かれる礎板に1－7枚のばらつきがあるSH412の事例を考慮す

れば、礎板は柱の沈下防止のためというよりは、柱の高さを調節するために敷かれたと考

えるほうが妥当ではなかろうか。

なお、柱穴から土器が出土して時期が明らかな建物もあるが大多数は伴わないため、こ

こでは敢えては言及せず、建物規模毎に様子を述べるに留める。時期的な変遷については

第V◎Ⅵ章で改めて考えてみたい。

①　2間×2問の掘立柱建物（第7表）

瑠号掘立柱建物Sm403（第頂8区上第8表、図版30－日

L3e4グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

2．60m（柱間間隔工30m）、梁行2。40m（柱間間隔1。20m≒4尺）で、面積は6。24r記を測り、

区画溝SD4001◎4004◎400564023によって周りを囲まれている。柱穴はシルト層を基盤

とし、炭化物を含む青灰色砂質粘土を覆土とする。柱穴1◎3¢7e8では柱痕跡が土層

観察により確認された。柱穴4はトレンチ内で検出されたため全容は判然としない。

2号掘立柱建物S醐07（第18区上第8表、図版30－2）

K◎L5グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

4。80m（柱間間隔2。40m≒8尺）、梁行3。00m（柱間間隔上50m≒5尺）で、面積は14。40。デ

を測り、区画溝SD4016◎4017◎4022によって囲まれている。柱穴は1e2◎6－8が砂

礫層を、3～5がシルト層を基盤とし、若干の炭化物を含む灰一線灰色粘土質シルトを覆

土とする。柱穴1で角柱を、柱穴6e8で拳大の礫が詰められている状況を確認した。柱　礫詰めの柱穴

穴5はトレンチのため、柱穴8はSD4015との切り合いのために全容は判然としない。

3号掘立柱建物S酬05（第19図、第8表、図版30－3）

L4グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。A工区で確認され

た他の8棟とは主軸方向が異なる。規模は桁行3。30m（柱間間隔上65m≒5。5尺）、梁行3。00m

（柱間間隔工50m≒5尺）で、面積は9。90汀デを測る。柱穴は1が砂礫層を基盤とするほか

はすべてシルト層を基盤とし、覆土には若干の炭化物を含む。柱穴2◎8が区画溝SD

4013を切っていることからその中に位置する4号掘立柱建物SH406よりも新しいことが

間接的に明らかになった。なお、柱穴4は柱間間隔が他と不均等な位置にあり、建物自体　建物の歪み

が若干歪んでいたことも考えられる。

4号掘立柱建物S酬06（第19図、第8表、図版31－瑠）

K◎L4グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

4。20m（柱間間隔2。10m≒7尺）、梁行3。60m（柱間間隔工80m≒6尺）で、面積は15。12m2

を測り、区画溝SD4004e4013◎4025によって周りを囲まれている。柱穴はシルト層を基
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第7表　第4遺構面　2間×2間掘立柱建物一覧表

建 物 番 号 遺 構 番 号

桁　　 行 梁　　 行 面　　 積 桁 梁 比 率

主　 軸　 方　 位

検 出 面標 高

（m ） （m ） （n12） 桁 ／梁 （nl）

1 S H 40 3 2 ．6 0 2 ．4 0 6 ．2 4 1 ．0 8 N －18 0 －E 7 ．97

2 S H 40 7 4 ．80 3 ．0 0 14 ．4 0 上6 0 N －8 〇一E 8 ．17

3 S H 4 0 5 3 ．30 3 ．0 0 9 ．9 0 1 ．10 N －44 0 －W 8 ．08

4 S H 4 06 生 20 3 ．6 0 15 ．1 2 1 ．1 7 N 一日 〇一E 8 ．04

5 SH 4 09 2 ．70 2 ．7 0 7 ．29 工 0 0 N …20 〇一E 7 ．89

6 S H 4 08 3 ．60 3 ．30 1 上 88 1．0 9 N －74 0 －W 7 ．98

7 S H 4 01 3 ．0 0 3 ．00 9 ．00 1 ．0 0 N －18 0 －E 8 ．0 1

8 S H 4 04 2 ．7 0 2 ．70 7 ，29 工 0 0 N －5 ㌧ W 8 ．17

9 S H 4 25 2 ．4 0 2 ．40 5 ．76 1 ．00 N －3 0 （）－W 8 ．0 7

10 S H 42 6 3 ．3 0 3 ．30
I

10 ．8 9
［ 1＿．00

l
N －1 ㌫－E 8 ．0 6

11 S H 42 7 2 ．1 0 2 ．10
j

4 ．4 1　　 ヨ　　 1 ．00
l

N －1 5 0 －W 8 ．18

12 S H 4 19 3 ．9 0 3 ．90 15 ．2 1 1 ．00 N －7 0 －W 8 ．3 6

13 S H 43 5 2 ．7 0 2 ．4 0 6 ．4 8 1 ．13 N －0 0
！

8 ．3 2

14 S H 41 1 2 ．7 0 2 ．4 0 6 ．4 8 1 ．13 N －2 0 －W 8 ．32

1 5 S H 4 10 2 ．7 0 2 ．4 0 6 ．4 8 1 ．13 N －2 C －E 8 ．36

1 6 S H 4 13 2 ．70 2 ．7 0 7 ．2 9 1 ．0 0 N －5 0 －W 8 ．37

1 7 S H 4 14 2 。40 2 ．4 0 5 ．76 1 ．0 0 N …16 0 …W 8 ．35

1 8 SH 4 16 2 ．4 0 2 ．1 0 5 ．04 1 ．1 4 N －8 ㌧ W 8 ．34

1 9 S H 4 17 3 ．0 0 2 ．7 0 8 。10 上 目 N －10 〔）－W 8 。32

20 S H 4 29 3 ．0 0 3 ．00 9 ．00 1 ．0 0 N －25 0 …W 8 ．37

2 1 S H 4 37 3 ．0 0 2 ．40 7 ．20 1 ．2 5 N －17 0 －W 8 ．55

22 S H 4 32 生 2 0 3 ．30 13 ．86 1 ．2 7 N …7 2 0 －E 8 ．3 7

23 S H 4 50 2 ．4 0 2 ．40 5 ．76 1 ．0 0 N －2 3 0 －W 8 ．4 1

2 4 S H 45 6 4 ．2 0 4 ．20 17 ．64 1 ．00 N －3 0 〇…W 8 ．3 8

2 5 S H 44 7 3 ．0 0 2 ．70 8 ．10 1 ．1 1 N －7 5 0 －E 8 ．5 4

2 6 S H 44 9 3 ．3 0 3 ．00 9 ．9 0 1 ．10 N －6 3 ㌧虻 8 ．6 0

2 7 S H 444 3 ．6 0 3 ．0 0 10 ．8 0 1 ．20 N －6 9 0 －E 8 ．4 9

2 8 S H 4 53 4 ．5 0 3 ．90 17 ．5 5 1 ．15 N －3 1 0 －W 8 ．5 2

2 9 S H 4 48 3 ．30 3 ．0 0 9 ．9 0 1 ．10 N －20 0 －W 8 ．70

3 0 S H 4 4 1 3 ．30 3 ．0 0 9 ．9 0 1 ．10 N －7 5 rうーE 8 ．72

盤とし、若干の炭化物を含む灰色粘土質シルトを覆土とする。柱穴1◎2◎6で角柱を、

柱穴3◎4ゆ7で礎板か桂根の一部と思われる木片を確認した。柱穴3◎7ほ隣接するピ

ットと切り合うが、新旧関係は不明である。

5号掘立柱建物Sm舶9（第20回、第9表、図版3頂－2）

J4グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行◎梁行と

もに2。70m（柱間間隔1。35m≒4。5尺）で、面積は7。29m2を測り、区画溝SD400204004e

4026e4034によって囲まれている。柱穴はシルト層を基盤としており、覆土には若干の炭

化物を含む。柱穴6～8で丸柱を確認した。柱穴5はSD4003と切り合うが新旧関係は不

明である。なお、柱穴1～4ほ平面の観察では確認が困難であったため推定される位置に

サブトレンチを設定して検出した。

6号掘立柱建物Sm408（第20図、第9表、図版3瑠…3）

J◎K5グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行
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3。60m（柱間間隔1。80m≒6尺）、梁行3。30m（柱間間隔1。65m≒5の5尺）で、面積はH。88m2

を測る。柱穴はシルト層を基盤とし、柱穴3秒4砂7では士層断面の観察により柱痕跡が

確認された。畝状遺構とほぼ平行しており、柱穴3◎4以外は切り合う。柱穴4～6ほト

レンチにかかり掘削されたため全容は判然としない。

7号掘立柱建物S酬01（第2頂図、第9表、図版32－頂）

I◎J4グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行e梁

行ともに3。00m（柱間間隔上50m≒5尺）で、面積は9。00㌦を測る。柱穴はシルト層を基

盤とし、炭化物を含む粘土質シルトを覆土とする。柱穴1～4◎6秒7で角柱を、柱穴8

では土層断面の観察により柱痕跡を確認した。畝状遺構と平行するが切り合い関係は認め

られない。なお、柱穴3魯4ほトレンチによって切られ、全容は判然としない。

8号掘立柱建物Sm4掴（第21図、第9泰、図版32…2）

J◎K6グリッドで確認された、平面形が正方形を皇する建物である。規模は桁行ゆ梁行

ともに2。70m（柱間間隔1。35m≒4。5尺）で、面積は7e29m2を測る。柱穴はシルト層を基盤

とし∴覆土には若干の炭化物を含む。柱穴7◎8で木片を確認した。柱穴3ほ他の柱穴と比

べても極めて浅く、底面の標高も高いのが特徴的である。なお海柱穴2ほ検出されなかった。

9号掘立柱建物S酬25（第22図、第相泰、図版3㌢圭の

HのI6グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行移梁

行ともに2。40m（柱間間隔上20m≒4尺）で、面積は5。75m2を測る。柱穴はシルト層を基

盤とし、炭化物◎腐植物混じりの灰褐色砂質粘土を覆土とする。柱穴6で丸桂が、柱穴1⑳

2◎6餞7で柱の一部とみられる木片が確認された。また、士層断面の観察により柱穴1⑬

5で柱痕跡を確認した。なお、柱穴8ほSD4079完掘の際に同時に掘り上げたため底面の

標高は不明である。

10号掘立柱建物Sm426（第2区　第柑責、図版悪行∴帰

H◎I5グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行◎梁
一　．

行ともに3。30m（柱間間隔上65m≒5。5尺）で、面積は敗89m2を測る。柱穴はシルト層を

基盤とし、炭化物◎腐植物を多量に含む灰褐色砂質粘土を覆土とする。柱穴1で腐蝕の激

しい木片を壁面に貼り付くかたちで確認し、柱穴4でも棒状の木片を確認した。また、柱

穴2◎5ほSD4078◎4076に切られているが、柱穴8が切り合うSD4072との新旧関係は

不明である。

仕号掘立柱建物S酬27（第23回、第時敷言捌配車現）

G◎H6グリッドで確認された、平面形が正方形を皇する建物である。規模は桁行◎梁

行ともに2。10m（柱間間隔1。05m≒3。5尺）で、面積は4。41m2を測る。これは今回の調査

最小の建物　で確認された最も小型の建物である。柱穴はシルト層を基盤とし、腐植物混じりの灰茶色

粘質砂を覆土とする。桂根◎礎板は出土しなかった。また、柱穴4◎5◎7ほSD4H8◎

4086◎4206などを切っている。なお、柱穴2◎7ほトレンチに切られ全容は判然としない。

12号掘立柱建物S酬頂9（第23図、第柑表、図版34－2）

F6グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行◎梁行と

もに3。90m（柱間間隔工95m≒6。5尺）で、面積は15。21m2を測る。柱穴は砂礫層を基盤と

し、礫混じり赤灰～赤褐色粘質砂を覆土とする。桂根e礎板は出土しなかった。15号掘立

柱建物と重複するが、柱穴に切り合い関係をもつものはなく、新旧関係は不明である。ま

た、柱穴8は他の柱穴よりも小型で、柱穴1と柱穴7を結んだライン上からも逸れるため、
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第8表　第4遺構面　2間×2間掘立柱建物柱穴表1

1号掘立柱建物SH403

規　　　 模 （cm）
巨 面 形 状

底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

I 長　 軸　　 短　 軸 i 深 さ

1 46　　　　　　 40 32 楕円形 7．66 柱　 跡

2 50 4 7　 。 18 円　 形 7．76

3 50 4 0 34 楕 円形 7．62 柱　 跡

4 （40） （38） 26 円′　形 7．70 トレンチ 内

5 4 1 3 8 27 円　 形 7．66

6 3 7 34 33 円　 形 7 ．62

7 4 3 40 2 0 円　 形 7 ．74 柱　 跡

8 56 45 2 2 楕円形 7 ．72 柱　 跡

2号掘立柱建物SH407

No．
規　　　 模 （cm）

巨 面 形 状
底 面の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考長 軸 ！ 短 軸

深　 さ

1 48 45 34 円　 形 7．84 角　 柱

2 58 48 20 楕 円形 7．98

3 68 54 16 楕 円形 7．96

4 56 46 32 楕円形 7 ぁ82

5 （50） 46 40 円　 形 7 ．70

6
56 ！

48 2j 楕円形 7 ．97 礫詰 め

7 60 46 27 楕円形 7．92

8 48
46 i 15 円　 形 8．06 礫詰め

3号掘立柱建物SH405

N（＿）．
規　　　 模 （cm）

平 面 形 状
底面 の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 54 54 20 円　 形 7．83 木　 片

2 46 41 22 円　 形 7．84

3 60 53 28 隅丸方形 7 ．82

4 （60） 48 30 隅丸方形 7 ．84

5 57 54 36 円　 形 7 ．70

6 50 46 21 円　 形 7．80

7 50 45 28 隅丸 方形 7．74

8 61 40 16 楕円形 7．87

4号掘立柱建物SH406

No ．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚 ）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短 軸 ！ 深 さ

1 （40） 40 38 円　 形 7 ．76 角　 柱

2 （45） 40 57 楕円形 7 ．44 角　 柱

3 50 47 40 円　 形 7．61 木　 片

4 55 36 43 楕円形 7．59 木　 片

5 28 27 29 円　 形 7．68

6 51 42 73 楕円形 7．26 角　 柱

7
（40j i 32

14 楕円形 7．88 木　 片

8
60 ！ 56

30 円　 形 7．77
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第9表　第4遺構面　2間×2間掘立柱建物柱穴表2

5号掘立柱建物SH409

N o．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底面 の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （50） 50 52 円　 形 7 ．38

2 50 4 6 34 円　 形 7 ．56

3 （48） 40 34 楕 円形 7 ．56

4 56 5 2 50 円　 形 7。35

5 47 4 5 48 円　 形 7．40

6 45 4 1 4 8 円　 形 7．38 丸　 柱

7 44 40 52 円　 形 7．37 丸　 柱

8 58 48 6 0 楕円形 7．28 丸　 柱

6号掘立柱建物SH408

No ．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短 軸 ！ 深 さ

1 63 50 54 不定形 7 ．45

2 60 54 42 隅丸方形 7．54

3 58 56 42 円　 形 7．56 柱　 跡

4 （54） 54 42 円　 形 7．58 柱　 跡

5 54 （50） 51 円　 形 7．48

】 6 （58） 40
1

30　 l 楕円形　 l 7e70　 1
i l

7 64 60 52 円　 形 7．48 柱　 跡

8 64 58 50 楕 円形 7 ．46

7号掘立柱建物SH401

N o．

規　　　 模 （cm ） 巨 面 形 状
底 面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 そ の他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 40 3 8 4 9 不定形 7．56 角　 柱

2 4 3 3 3 18 楕円形 7．85 角　 柱

3 （37） 33 4 5 円　 形 7．64 角　 柱

4 （36） （36） 3 6 円　 形 7．64 角　 柱

5 3 4 33 3 9 円　 形 7．60

6 3 5 3 1 49 円　 形 7．54 角　 柱

7 3 7 3 5 43 円　 形 7 ．62 角　 柱

』
35 3 2 41 円　 形 7 ．57 柱　 跡

8号掘立柱建物SH404

規　　　 模 （cm ） 巨 面 形 状 底 面の標 高

（nl）

礎　 板

（枚）

桂　 根 そ の他 備　　　 考No．
長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 66 50 37 楕円形 7．72

2 （未検出）

3 60 （50） 10 楕円形 8 ．04

4 57 48 41 楕円形 7．78

5 60 58 40 円　 形 7 ．80

6 54 50 37 円　 形 7 ．78

7 66 53 54 不定 形 7 ．64 木　 片

8 53
50 i 36 不定形 7．80 木　 片
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異なる建物の柱穴である可能性もある。

二輯握、′ノ、子軽少軒　弓了三つ巧く　第一蓑、・刹如上・）

G6グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行2。70m

（柱間間隔1。35m≒4。5尺）、梁行2。40m（柱間間隔1。20m≒4尺）で、面積は6848nfを測る。

柱穴は1◎2砂7の8がシルト層を、3～6が砂礫層を基盤とし、覆土には炭化物、風化

礫を含むものがある。柱穴2で木片を、柱穴3で礎板2枚と木片を、柱穴6で礎板1枚を

確認した。また、柱穴8が重複関係にある36号掘立柱建物SH418－柱穴5を切っている。

′亘源立ノ、手錠物∑削．儀フ左宮：、篇　表、耳版：行－‥つ

G6◎7グリッドで確認された、平面形が長方形を皇する南北棟である。規模は桁行

28mm　柱間間隔1。35m≒4。5罠）、梁行2。40m（柱間間隔1．20m≒4尺）で、面積は6・48m2

を測る。柱穴は5が砂礫層を、それ以外はシルト層を基盤とし、柱穴によっては炭化物を

含む灰褐色粘質砂を覆土とする。柱穴5以外の柱穴にはそれぞれ1～3枚の礎板が敷かれ

ており、建物全体では14枚を数える。柱穴6～8は礎板のみで、掘り方は検出されなかっ

た。また、建物の中心部分で掘り方を伴わない礎板が出土している。これを建物に伴うも　総柱式建物
の可能性

のと考えれば、総柱式の建物であると考えることもできる。

瀾5号掘違桂建物＄掴射0（第25図、第頂懐、図版35－2）

F6グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行2．70m

（柱間間隔1。35m≒4。5民主梁行2調m（柱間間隔1。20m≒4尺）で、面積は6e48m2を測る。

柱穴は砂礫層を基盤とし、砂礫混じり赤灰色粘質砂を覆土とする。桂根e礎板をもつ柱穴

ほない。

′5号風量二娃物一二・！ミ∵－（笠鈷式、㌻．1表、常長罰′　フ）

F6◎7グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行⑳梁

行ともに2。70m（柱間間隔1。35m≒4。5尺）で、面積は7。29m2を測る。柱穴は1がシルト

層を、それ以外が砂礫層を基盤とし、灰褐色粘質砂を覆土とするが、南側の柱穴ほど礫を

多く含む傾向にある。礎板は柱穴1～3◎8で1枚ずつ確認したが、柱穴2◎4e5ほト

レンチにかからたため全容は判然としない。また、20号掘立柱建物SH429と重複関係に

あるが、切り合う柱穴がないので新旧関係は不明である。

なお、これまで述べた13～16号掘立柱建物は規模、主軸方位、それぞれの建物間隔など

に類似点があり、個々が同一規格で建てられていることはもとより、極めて強い用途上の　同一規格の

関わりをもって並立していたことを察することができる。

つ弓掘一迫守主産物読！十′（第フ6睾　簑・最、甘振十　）

G7グリッドで確認された、平面形が正方形を皇する建物である。桁行◎梁行ともに

2。40m（柱間間隔1。20m≒4尺）で、面積は5き76m2を測る。柱穴は2がシルト層を、それ

以外は砂礫層を基盤とし、炭化物混じりの灰褐色粘質砂を覆土とする。礎板は柱穴5◎6◎

建　　　物

8で1枚ずつ確認した。特に柱穴5に敷かれていた礎板はすべての建物を通してみても太　大型の礎版

型の部類に属すものであり注目される。また、18号掘立柱建物SH416、50号掘立柱建物

sH423、52号掘立柱建物SH412の3棟と重複関係にあり、柱穴1をSH412－柱穴6が、柱

穴4◎5をSH416－柱穴1の8が、それぞれ切っている。SH423とは切り合う柱穴がなく

新旧関係は不明である。
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第10表　第4遺構面　2間×2間掘立柱建物柱穴表3

9号掘立柱建物SH425

No ．

長 軸 規i 短 篭 （C［）深 さ 巨 面 形 状
底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

1
65 i 63 i 30 ！ 円 形

7．72 柱　 跡

r

木　 片

i ま
2

39 i 38 ！ 10 ！ 円 形
7．94 木　 片

3
44 ！ 39 ！ 29 ！ 楕円形

7．82

4 46 39
27 ！ 楕円形

7．87

5 54 54
40 ！ 円 形

7．73 柱　 跡

6
49 ！ 46 38 ！ 円 形

7．72 （丸　 柱） 木　 片

7 33 3。1 蟻　　　　　　 円　 形 7 ．86 木　 片

8 28 25
（ ） ！ 円 ．形

（　 ） 溝 との切 り合い

10号掘立柱建物SH426

N o．
規　　　 模 （cm）

平 面 形 状
底 面の標 高

（nl）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 41 3 9 31 円　 形 7．72 木　 片

2 （32） 31 2 0 円　 形 7．90

3 4 3 4 2 3 4 円　 形
［

7．78

4 3 3 3 1 9 円　 形 8 ．00 木　 片

5 5 6 （53） 18 円　 形 7 。90

6 4 0 38 1 1 円　 形 7．92

7 4 2 3 5 17 楕円形 7．82

8
30 i 2 9

15
l

円　 形 7．87

11号掘立柱建物SH427

No。
規　　　 模 （cm） 巨 面形状 底面の標高

（m）

礎　板

（枚）
桂　根 その他 備　　　 考糾 中　 短 軸 i 深 さ

1 4 4 44 2 0 円　 形 7 ，98

2 （4 0） 38 1 2 円　 形 8 ．04
l

3 5 0 （44） 2 2 不定形 7．90
i

4 44 4 3 12 円　 形 8．07

5 67 6 5 23 円　 元
7．99

6 39 3 2 14 楕円形 8。06

7 4 3 （4 1） 14 円　 形 8．00

8 3 6 3 4 14 円　 形 8 ．02
［
［
l

12号掘立柱建物SH419

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底面の標高 礎　 板

（枚）
桂　 根 そ の他 備　　　 考No．

（m ）長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 53 4 8 19 楕円形 8．16

2 43 4 0 20 円　 形 8．16

3 （52） （41） 11 楕円形 8．26

4 4 3 3 2 9 隅丸方形 8．27

5 5 7 44 14 楕 円形 8 ．23

6 4 6 3 9 11 楕 円形 8 ．29

7 44 4 ＿1 11 円　 形 8 ．28

8 2 6 2 3 13 楕円形 8．19
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第11表　第4遺構面　2間×2間掘立柱建物柱穴表4

13号掘立柱建物SH435

No ．

規　　　 模 （cm）
平 面 形 状

底面 の標高

（m ）

礎　 板

（枚 ）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 67 63 18 円　 形 8 ．12

2 6 3 53 17 楕 円形 8 ．14 木　 片

3 58 5 7 11 円　 形 8 ．25 2 木　 片

4 53 5 2 23 円　 形 8 ．13

5 54 4 6 2 1 楕円形 8．13

6 42 4 1 5 円　 形 8．25 1

7 55 5 3 19 円　 形 8．07

8 59 54 1 6 楕円形 8．12

14号掘立柱建物SH411

No ．

規　　　 模 （cm） ！ 平 面 形 状 底面 の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （5 6） 4 0 18 楕 円形 8 ．12 2

2 （60） （5 2） 34 楕 円形 7．9 7 2

3 （55） （5 4） 30 隅丸方形 8 ．0 4 2

4 60 3 4 10 楕円形 8 ．2 4 2

5 64 5 6 2 4 楕円形 8．1 2

6 礎板 のみ 8．28 3

y
7 礎板 のみ

1
8．30 2

8 礎板 のみ 8．26 1

15号掘立柱建物SH410

No ．

規　　　 模 （cm）
平 面 形 状

底面 の標高

（m ）

礎　 板

（枚 ）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 4 1 4 1 13 円　 形 8 ．22

2 4 7 4 4 18 楕 円形 8 ．18

3 56 4 8 26 楕 円形 8 ．10

4 42 4 0 24 円　 形 8 ．10

5 60 5 0 24 楕円形 8 ．15

6

l

42 3 4 13 楕円形 8 ．25

7 52 4 4 10 たま ご形 8 ．22

8 52 4 6 18 円　 形 8．16

16号掘立柱建物SH413

No ．

規　　　 模 （cm）
平 面 形 状

底面 の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 4 6 4 0 26 円　 形 8．10 1

2 （56） （52） 22 円　 形 8．14 1

3 54 5 2 26 円　 形 8 ．12 1

4 （32） （28） 12 楕 円形 8 ．27

5 （60） （52） 20 楕円形 8 ．16

6 52 4 6 2 4 円　 形 8 ．12

7 6 6 5 1 16 楕円形 8．20

8 6 2 5 2 8 楕円形 8．27 1
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18号掘立柱建物Sm射6（第26図、第12表、図版37－3）

F嗜G7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

2。40m（柱間間隔工20m≒4尺）、梁行2。10m（柱間間隔工05m≒3。5尺）で、面積は5。04m2

を測る。柱穴は1～3◎8が砂礫層を、4～7がシルト層を基盤とし、柱穴によっては炭

化物を含む灰褐色粘質砂を覆土とする。礎板は柱穴3～5で1枚ずつ確認した。また、柱

穴3では直径約15cmの礫を確認したが、底面から浮いている状況にあり、礎石か否かは判

然としない。17号掘立柱建物SH414、19号掘立柱建物SH417、53号掘立柱建物SH415と

重複関係にあり、柱穴1◎8がSH414－柱穴4◎5を、柱穴2がSH417－柱穴8をそれ

ぞれ切り、柱穴2◎6がSH射5－柱穴13◎12に切られている。

柑号掘立柱建物Sm417（第27図、第12表、図版38－瑠）

F◎G7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

3。00m（柱間間隔工50m≒5尺）∴梁行2。70m（柱間間隔工35m≒4。5尺）で、面積は8。10nf

を測る。柱穴は針がシルト層を、それ以外は砂礫層を基盤とし、灰褐色粘質砂を覆土とす

るが、柱穴によっては部分的に炭化物や粘土ブロックを含むものがある。礎板は柱穴2～

5◎8で1～5枚確認し、柱穴3では礎板の代用と思われる拳大の礫も数個確認した。18

号掘立柱建物SH416、20号掘立柱建物SH429、53号掘立柱建物SH415と重複関係にあり、

柱穴8がSH416－柱穴2に切られている。柱穴5はSH429－柱穴2と切り合うが新旧関

係は不明である。なお、柱穴1◎6◎7ほトレンチで切られ、一部消失している。

20号掘立柱建物SⅢ429（第27図、第瑠2表、図版38…2）

F7グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行◎梁行と

もに3。00m（柱間間隔L50m≒5尺）で∴面積は9。00nfを測る。柱穴は砂礫層を基盤とし、

灰茶褐色粘質砂を覆土とするが、柱穴によっては炭化物や風化礫を含むものがある。桂根◎

礎板が確認された柱穴はない。16号掘立柱建物SH413、19号掘立柱建物SH417、53号掘

立柱建物SH415と重複関係にあり、柱穴2がSH417－柱穴5と、柱穴4がSH415－柱穴

8と切り合うが新旧関係は不明である。SH413と切り合う柱穴はない。なお、柱穴1◎7e

8はトレンチ内で検出されなかった。

21号掘立柱建物SⅢ437（第28図、第13表、図版47－2）

J8グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行3．00m

（柱間間隔1。50m≒5尺）、梁行2。40m（柱間間隔上20m≒4尺）で、面積は7。20nfを測る。

柱穴は砂礫層を基盤とし、炭化物砂小礫混じりの暗灰色砂質粘土を覆土とする。桂根e礎

板が確認された柱穴はない。なお、柱穴3はトレンチに、柱穴5e6は撹乱にかかり全容

は判然としない。

22号掘立柱建物Sm432（第28図、第柑表、図版朝一1）

H8◎9、I9グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は

桁行4。20m（柱間間隔2。10m≒7尺）、梁行3。30m（柱間間隔1。65m≒5。5尺）で、面積は

13。86m2を測る。柱穴はシルト層を基盤とし、柱穴によっては覆土に炭化物、腐植物を含む。

柱穴5で角柱を、柱穴7◎8で礎板を1枚ずつ確認した。柱穴4の位置ではSP41526が

検出されており、内部からは多数の木片が出土しているが、他の柱穴よりも規模が大きく

建物に属するものか疑問がある。46号掘立柱建物SH433と重複するが、切り合い関係に

ある柱穴はなく新旧は不明である。また、柱穴5ほSP40353を、柱穴7はSX4037を切

っている。なお、柱穴2ほトレンチで、柱穴3は第2遺構面の土坑により消失しており、
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第12表　第4遺構面　2間×2間掘立柱建物柱穴表5

17号掘立柱建物SH414

No ．

規　　　 模 （cm）
平 面 形 状

底面の標高

（nl）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 7 6 （5 2） 24 不定形 8．09

2 4 0 38 1 6 円　 形 8．20

3 5 3 （52） 20 円　 形 8．16

4 5 2 （50） 19

i

円　 形

！

8．20

l i l l

18号掘立柱建物SH416

善

No ．

一　　　　　 規　　　 模 （cm ） I

平 面 形 状

‡ 底面 の標高

（nl）

一　 礎　 板

（枚 ）

‡
桂　 根

‡

その他

‡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R

備　　　 考
長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 7 0 6 8 31 円　 形 8 ．06

2 50 4 2 18 楕円形 8 ．14

3 6 0 （5 5） 2 8 楕円形 8 ．03 1 （礎石）

4 （60） （48） 11 楕円形 8 ．26 1

5 （5 4） 53 12 円　 形 8 ．23 1

6 3 4 32 2 2 円　 形 8 ．10

1 7 5 0 4 7 3 0 円　 形 8．03

8 4 6 39 1 7 楕円形 8．18

19号掘立柱建物SH417

N o．

規　　　 模 （cm）
！ 平 面 形 状 底面 の標 高

（nl）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 52 （4 9） 19 円　 形 8．12

2 60 5 3 15 不定 形 8．16 5

3 65 5 9 23 円　 形 8．08 4 礫 詰め

4 78 6 1 24 楕円形 8．09 2

5 77 5 6 9 楕円形 8 ．26 1

6 （4 4） （39） 16 楕円形 8 ．15

7 （7 3） 7 1 12 円　 形 8 ．18

8 7 7 6 6 2 4 たま ご形 8 ．10 1

20号掘立柱建物SH429

No．

規　　　 模 （cm）

平 面 形 状

底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （未検出） トレンチ内

2 43 35 12 楕円形 8．24

3 （48） 48 17 円　 形 8．21

4 54 43 17 楕円形 8．20

5 60 42 23 楕円形 8．12

6 35 28 9 楕円形 8．26

7 （未検 出） トレンチ内

8 （末検 出） トレンチ内
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柱穴1e7ほトレンチで切られて一部消失している。

23号掘豊根建物Sm450（第29図、第臓表、図版載…日

J7グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行◎梁行と

もに2。40m（柱間間隔工20m≒4尺）で、面積は5。76nfを測る。柱穴は1～3が砂礫層を、

4e5◎7◎8がシルト層を基盤とし、柱穴1◎2で礎板を、柱穴4◎5で丸柱を、柱穴

7で礎板と角柱を、柱穴8で木片を確認した。24号掘立柱建物SH456と重複関係にあり、

柱穴2がSH456－柱穴6と切り合うが新旧関係は不明である。なお、柱穴3～5ほ重複

関係にある遺構やトレンチのため全容は明らかでなく、柱穴6ほトレンチにあたり未検出

である。

24号掘立柱建物Sm超56（第29区　第柑表）

J7秒8、K8グリッドで資料整理中に確認傲認定した。平面形が正方形を呈する建物

であり、規模は桁行◎梁行ともに4。20m（柱間間隔2。10m≒7尺）で、面積は17。64㌦を

2間×2間で　測る。2間×2間の建物の中では最大の規模をもつ。桂穴は砂礫層を基盤とし、柱穴6で
最　　　　大

礎板を1枚確認した。なお、柱穴5ほトレンチにかかり一部消失し、柱穴8ほトレンチ内

にあたり末検出である。柱穴1ほ検出できなかったが、他の柱穴が周囲の建物の柱穴より

も浅いことから検出作業中の掘り過ぎでとんでいる可能性もある。

25号掘立柱建物Sm掴7（第30回、第14表、図版47…3）

J◎K8グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行

3。00m（柱間間隔上50m≒5尺）、梁行2。70m（柱間間隔1。35m≒4。5尺）で、面積は8．10m2

を測る。柱穴は砂礫層を基盤とし、柱穴2◎3で1枚ずつの礎板を、柱穴8で角柱を確認

した。56号掘立柱建物SH439と重複関係にあり、柱穴1◎4がSH439－柱穴12◎9に切

られている。なお、柱穴2◎8ほトレンチにかかり一部消失し、柱穴7ほトレンチ内にあ

たり検出できなかった。柱穴6ほ検出されなかったが、SH456－柱穴1と同様に検出暗

にとんでいる可能性も考えられる。

26号掘立柱建物Sm購9（第30図、第14表、図億沸巨∴‖

J◎K9グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行

3。30m（柱間間隔工65m≒5。5民主梁行3。00m（柱間間隔工50m≒5尺）で∴面積ほ乳90m2

を測る。柱穴は砂礫層を基盤とし、柱穴2の覆土には炭化物◎礫が混じる。柱穴1◎4で

角柱を、柱穴7で角柱と木片を、柱穴3で礎板の代用とも考えられる拳太の礫を1個確認

した。51号掘立柱建物SH438、56号掘立柱建物SH439と重複関係にあるが、柱穴の切り

合いがなく新旧関係は不明である。なお、柱穴2◎7ほトレンチに切られ一部消失してお

り、柱穴6◎8は検出できなかった。

27号掘立柱建物Sm購4（第3瑠図、第摘表、図版45－2）

L8グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行3．60m

（柱間間隔1。80m≒6尺）、梁行3。00m（柱間間隔工50m≒5尺）で、面積は10。80m2を測

る。柱穴は砂礫層を基盤とし、炭化物◎小礫混じりの灰色砂質粘土を覆土とする。I期調

査の際に柱穴8が検出されており、礎板が1枚確認されている。55号掘立柱建物SH443

と重複するが、柱穴の切り合いがなく新旧関係は不明である。柱穴2は土層断面のみで確

認したため平面形状は判然としない。なお、柱穴4e5ほトレンチにかかり一部消失して

いる。2間×2間の建物としたが、調査区域外にかかり検出できなかった柱穴1◎6◎7

の関わりでより大きな建物になる可能性も考えられる。
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第13表　第4遺構面　2間×2間掘立柱建物柱穴表6

21号掘立柱建物SH437

規　　　 模 （cm）
巨 面 形 状 底面の標高 礎　 板

桂　 根 そ の他 備　　　 考
No。

長　 軸　　　 短　 軸 深　 さ （m ） （枚）

1 53　　　　　　　 51 2ユ 円　 形 8 ．40

2 封　　　　　　　 購 19 楕 円形 8 ．41

3
60　 ［ （52）

21 楕 円形 8 や38

4 50　　　　　　 39 24 楕 円形 8 ．30

l 「Tl　　　　　－TT－／

22号掘立柱建物SH432

8

No 。

l　　　　 規　　　 模 （cm） I
平 面 形 状

i　 底面 の標 高

（m ）

［　　　7搬　　　＋にごで疋　　↑札

（枚）

l
桂　 根

l
その他

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽
備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 44 （43） 19 円　 形 8．24

2 （未検出） トレンチ内

3 （未検 出） 土坑 内

4 （未検 出） SP415 26が対応か ？

5 41 37 20 楕円形 8 ．18 角　 柱

6 49
45 ！ 23 円　 形 8 ．15

7 （50）
（47） ！ 30 円　 形 8 。04 1

8 50
4 5 ！ 17 楕円形 8 ．13 1

23号掘立柱建物SH450

No ．

規　　　 模 （cm）
平 面 形 状

：； 底面の標高 礎　 板
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ （m ） （枚 ）

1 64 57 34 楕円形 8 ．12 3

2 （50） 50 18 円　 形 8．24 1

3 （57） 51 30 楕円形 8．10

4 （41） （4 1） 27 円　 形 8．11 丸　 柱

5 （47） 33 28 た まご形 7．96 丸　 柱

6 （未検 出） トレンチ 内

7 58 46 3 8 楕円形 8。02 3 角　 柱

8 57 46 2 3 楕円形 8．20 木　 片

24号掘立柱建物SH456

No．

規　　　 模 （cm ）
平 面 形 状

底面 の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （末検出）

2 32 28 8 楕円形 8．32

3 52 50 16 円　 形 8．24

4 39 35 16 楕円形 8 ．13

5 （58） 56 23 円　 形 8 ．04

6 54 （47） 27 楕 円形 8 ．17 1

7 54 48 16 楕 円形 8 。34

8 （未検 出） トレンチ内
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第摘表　第　遺構面　　間×　閤掘立櫨建物櫨究湊ア

25号掘立柱建物SH447

No．

規　　　 模 （cm ） 巨 面 形 状
底 面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 そ の他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （65） （50） 10 楕円形 8．41

2 （51） 42 4 楕円形 8．53 1

3 57 53 5 円　 形
i　 8 ．56

1

4 40 38 9 円　 形 8 ．47

1
5 41

l
37

l
14 円　 形 8 ．32

6 （未検 出）

7 （未検 出） トレンチ内

8 （38） 36 9 円　 形 8．43 角　 柱

26号掘立柱建物SH449

N o．

規　　　 模 （cm ） i 平 面 形 状
底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 43 39 6 円　 形 8．54 角　 柱

2 （45） 45 10 円　 形 8．51

3 58 55 1 5 円　 形 8．47 拳大 の礫

4 50 49 1 5 円　 形 8 ．46 角　 柱

5 45 44 17 円　 形 8 ．44

6 （未検 出）

7 （44） （44） 18 円　 形 8 ．36 角　 柱 木　 片

8 （未検 出）

27号掘立柱建物SH444

No．

l

規　　　 模 （cm）
平 面形 状

底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1
i

（未検出） 調査区外

2 （ ） （） ！ 20
（　 ） 8．36 土層断面で確認

3 49 45 16 円　 形 8．36

4 （44） 43 13 円　 形 8．36

5 （49） 36 12 楕円形 8．34

6 （末検出） 調査区外

7 （未検出） 調査区外

8 礎板のみ （ ） 1

－

I期調査で検出

28号掘立柱建物SⅢ453

No ．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底 面の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （55） 38 22 楕円形 8．31 1

2 5 9 （55） 16 円　 形 8 ．29

3 40 3 8 8 円　 形 8 ．38

4 （未検 出） トレ ンチ内

5 43 （34） 22 楕円形 8．35 角　 柱

6 60 4 9 1 1 不定形 8．46

7 5 0 4 8 1 1 円　 形 8．44

8 （未検 出）
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第15表　第4遺構面　2間×2間掘立柱建物柱穴表8

29号掘立柱建物SH448

No．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底 面の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 37 36 34 円　 形 8．40

2 67 58 44 楕円形 8．28

3 50 50 15 円　 形 8．54

4

！

32

！

22

l

23

i

楕 円形 8 ．65

！ l

第 3 遺構面 で検 出

30号掘立柱建物SH441

N o ．

規　　　 模 （cm） ［ 平 面 形 状 底 面の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 57 5 5 1 1 円＋ 形 8．64 奉天 の礫

2 38 2 6 8 楕円形 8．70

3 38 3 2 9 楕円形 8．69

4 39 2 9 13 楕円形 8．58

5 （56） 55 18 円　 形 8．46

6 62 5 5 31 楕 円形 8 ．39 角　 柱

7 48
（46） ！ 22 i

円　 形 8 ．48

8 4 5 4 5 14 円　 形 8 ．57

28号掘立柱建物Sm453（第3瑠図、第掴表）

K9、L8◎9グリッドで資料整理中に確認¢認定した。平面形が長方形を呈する南北

棟である。規模は桁行4。50m（柱間間隔2。25m≒7。5尺）、梁行3。90m（柱間間隔1。95m≒

6。5尺）で、面積は17。55nfを測り、2間×2間の建物の中では24号掘立柱建物SH456に

次いで規模が大きい。柱穴は砂礫層を基盤としており、柱穴1で礎板1枚を、柱穴5で角

柱を確認した。なお、柱穴8ほ検出できなかった。柱穴1e2e5ほ部分的にトレンチで

切られ、柱穴4はトレンチにあたり消失している。

29号掘立柱建物SⅢ掴8（第32区上策瑠5表、図版46－2）

L9グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行3。30m

（柱間間隔1．65m≒5。5尺）∴梁行3。00m（柱間間隔工50m≒5尺）で、面積は9。90m2を測る。

柱穴は砂礫層を基盤とし、桂根◎礎板を伴うものはなかった。覆土には炭化物を含むもの

がある。30号掘立柱建物SH44工　35号掘立柱建物SH457、40号掘立柱建物SH452、54号

掘立柱建物SH442の4棟と重複関係にあり、SH441とは柱穴1◎8で切り合うが新旧関

係は不明である。他の3棟とは切り合い関係はみられない。なお、柱穴4は第3遺構面の

調査で検出され、柱穴6はサブトレンチにかかり検出できなかった。

30号掘立柱建物Sm4射（第32図、第15表、図版46－3）

L9グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行3。30m

（柱間間隔工65m≒5．5尺）、梁行3．00m（柱間間隔上50m≒5尺）で、面積は9。90nfを測る。

柱穴は砂礫層を基盤とし、炭化物色中礫混じりの灰褐色砂質粘土を覆土とする。柱穴1で
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礎板の代用と考えられる直径約15cmの礫2個を確認したほか、柱穴6で腐蝕の激しい角柱

を確認した。29号掘立柱建物SH448、35号掘立柱建物SH457、40号掘立柱建物SH452、

54号掘立柱建物SH442と重複するが柱穴の切り合いがなく、新旧関係は不明である。

②　3問×　問の擁立柱建物　第柑表）

別号掘支柱建物S掴舶2（第3図、第膵表、図版33…2）

J5グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行⑳梁行と

もに4。65mで、面積は21。62m2を測る。柱間間隔は上50m（約5尺）を基本とするが、東

間と南間で1。65m　聞〇言M℃ノ　こばつしいる。仕八はシルト層を基盤とし、席植物砂灰化
／′　んJ＿．「一　「－　「l＼　　1　－L　　　　．／一、．　｝1　　　　⊥＿｝一．1111Il　ヽ　　、－　　1　ト；二J J　・－1－－＋一　だIrL l l r－i⊥Tr　「トrIJ I t＿l　′I．
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第33図　第4遺構面　31号掘立柱建物実測図
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第16表　第4遺構面　3間×3間掘立柱建物一覧表

建 物 番 号 遺 構 番 号

桁　　 行 梁　　 行 面　　 積 桁 梁 比 率

主　 軸　 方　 位

検 出 面 標 高

（m ） （m ） （m 2） 桁 ／梁 （m ）

3 1 S H 40 2 4 ．6 5 4 ．6 5 2 1 ．6 2 1 ．0 0 N － 1 。－W 8 ．0 6

3 2 S H 4 24 4 ．5 0 4 ．5 0 20 ．2 5 1 ．0 0 N －51 ㌧ W 8 ．0 2

3 3 S H 4 40 3 ．1 5 3 ．1 5 9 ，9 2 L O O N －20 。－W 8 ．2 3

3 4 S H 4 30 5 ．2 5 5 ．25 2 7 ．5 6 1 ．0 0 N －28 0 －W 8 ．2 9

3 5 S H 4 57 5 ．8 5 4 ．95 2 8 ．9 6 1 ．18 N －8 5 。－E 8 ．7 5

ク

ー　ー

第34図　第4遺構面　32号掘立柱建物実測図
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物混じりの粘土質シルトを覆土とする。桂穴且～3穆5◎7の8㍉摘㍉Ⅲで角柱を、枝先

4では底部に木片が敷き詰められているという他の柱穴には見られない特異な状況を確認

した。柱穴1⑳2⑳8～ユ2ほ畝状遺構を切っている。桂穴7ほSX4005と切り合うが、新

旧関係は不明である。なお、柱穴3◎5⑳6ほトレンチで切られ、一部消去している。

出立遺物　遺物は柱穴Ⅲから古墳時代末の須恵器の杯身が出土している　第　図…攫。

二王鋳鬼車、、娃′信lq′（箕二杵耳、算つ豪、薄日．工点：i）

摘グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行魯梁行と

もに4ゆ50m（柱間間隔鼠。50m≒5民）で、面積は20。25m2を測る。桂穴はシルト層を基盤

とし、腐植物混じり灰褐色砂質粘土を覆土とする。桂穴Ⅲを除くⅢ個の柱穴の底部には葦

底部敷込み　類と思われる植物の業や茎が敷込まれていた。また、柱穴2では土層断面の観察によって

柱痕跡を確認した。柱穴規模が他の建物に比べ大きく、建物の方私敷込みなど特異な面

が多く、時期的な違いなどが考えられる。なお、桂穴7～9砂川まトレンチに切られ一部

滑失している。

L＝8。70m

計　　詰
3’

p己＿二二二二　　　33号掘立柱建物
⊂：二二二二二二二

巨≡≡≡≡：　　　　　S摘朋O
r　‾…　‾‾‾…‾‾‾　‾　‾　‾l　‾

／∠二　‾－∴二二‾　∴‾‾

第義図　第　遺構画　調考掘立櫨建物実測図
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33号掘立柱建物Sm440（第35区上第18表、図版49－2）

J◎K7グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行◎梁

行ともに3。15m（柱間間隔1。05m≒3。5尺）で、面積は9。92m2を測る。3間×3間の掘立　3間×3間で

柱建物の中では最小で、柱間間隔も最も狭い。柱穴は1壷2が砂礫層を、4～8がシルト

層を基盤とし、炭化物◎小礫混じり暗灰褐色砂質粘土を覆土とする。柱穴1で角柱と礎板

最　　　　小

を、柱穴4e7ゆ10で木片を、柱穴8で最大幅22cmの礎板の代用となる礫を、柱穴11で礎

板3枚と木片を確認した。柱穴7弓0～12は、地震に伴って生じる液状化現象の痕跡であ

る「噴砂」を切っているのが確認された。なお、柱穴2e4弓0～12はトレンチで切られ　噴砂との関連

一部消失し、柱穴3はトレンチ内のため検出できなかった。

34号掘立柱建物Sm超30（第36図、第18表、図版利一2）

G e H7グリッドで確認された、平面形が正方形を呈する建物である。規模は桁行◎梁

行ともに5。25m（柱間間隔1。75m）で、面積は27。56nfを測る。柱穴はシルト層を基盤と

第17表　第4遺構面　3間×3間掘立柱建物柱穴表1

31号掘立柱建物SH402

N o．

規　　　 模 （cm ）
巨 面 形 状

底面 の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他

［

備　　　 考
長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 54 4 1 4 6 不定形 7 ．65 角　 柱

2 62 43 4 9 楕円形 7 ．64 角　 柱

3 （50） （45） 52 円　 形 7．52 角　 柱

4 46 4 5 4 0 円　 形 7．62 木　 片

5 （58） （54） 46 円　 形 7．60 角　 柱

6 58 （56） 44 円　 形 7．59

7 40 3 1 48 楕 円形 7．52 角　 柱

8 47 3 4 55 隅丸方形 7．56 角　 柱

9 24 2 1 40 隅丸方形 7．68

10 4 0 33 54 円　 形 7 ．58 角　 柱

11 4 8 36 4 1 楕円形 7 ．60 角　 柱 須恵器杯 身出土

12 3 9 35 6 0 円　 形 7．56

32号掘立柱建物SH424

No．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状
底 面の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 69 60 43 楕 円形 7．62 敷込み

2 65 61 39 円　 形 7．66 柱　 跡 敷込み

3 77 70 55 楕 円形 7 ．50 敷込み

4 70 69 51 円　 形 7 ．52 敷 込み

5 （75） 62 49 楕円形 7 ．54 敷込 み

6 71 68 24 円　 形 7 ．76 敷込 み

7 76 72 36 円　 形 7．64 敷込 み

8 （64） （62） 45 円　 形 7．55 敷込 み

9 71 （56） 52 楕 円形 7．46 敷込み

10
70 i 58

41 楕 円形 7．52 敷込み

11
（66） i 60

45 楕 円形 7・竿4

12
62 i 60

45 円　 形 7 ．58 敷込み
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第18表　第4遺構面　3間×3間掘立柱建物柱穴表2

33号掘立柱建物SH440

N o．

規　　　 模 （cm）
巨 面 形 状

底面の標 高

i　 毎 ）

礎　 板

（枚）

桂　 根 その他 備　　　 考
長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 62 60 28 円　 形 8 ．12 1 角　 柱

2 53 （40） 32 楕円形 8 ．03

3 l （未検 出） トレンチ内

4 （55） 45 32 楕 円形 7．99 木　 片
l

5 35 3 3 20 円　 形 7．98

6 37 3 7 26 円　 形 7．92

7 50 48 2 7 円　 形 7－90　 i 木　 片

中
46 41 19 楕円形 7．96 礎　 石

i 9
62 55 2 6 楕円形

7・90 ！ i
l i

．10 （65） 60 24 楕円形 7．92 木　 片

11 （50） 45 16 楕円形 8．06 3 木　 片

ユ2 （42） （36） 30 楕円形 7．96

34号掘立柱建物SH430

＼O ．

規　　　 模 （Cの
i
上 面 形 状 底面の標高

（m ）

i 礎 板

目 枚 ）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （60） 43 14 楕 円形 8 ．12 1

2
皇

（53） 53
！

23
i

円　 形 8 ．07
l l i l l

3
！ 38 （36） 14 円　 形 8 ．16

4 39 38 14 円　 形 8．18

5 5 1 42 2 3 楕円形 8言3 1

6
】

54 44 2 2 不定形 ［
8．12

l

7 52 49 2 1 円　 形 8．10 1

8 4 3 4 1 18 円　 形 8．08

9 （45） 39 13 楕円形 8．05
i
i

10 （56） （51） 20 楕円形 7．98

＝ 49 （46） 20 円　 形 8．00 1

1．2 42 （41） 16 円　 形 8 ．06 1

35号掘立柱建物SH457

No．

規　　　 模 （cm ） 巨 面 形 状 底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚 ）

桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 ー　 短 彿 深　 さ

1 46 40 10 楕 円形 8 ．70

2 43， 40 11 円　 形 8 ．68

3 38 （36） 19 円　 形 8 ．68 第 3 遺構面 で検 出

4 48 46 13 た まご形 8．63

5 70 （62） 21 楕円形 8．62 第 3 遺構面 で検 出

6 26 26 9 円　 形 8．50

7 38 （37） 15 円　 形 8．45

8 （末検出う

9 83 74 12 楕円形 8．50 1 木　 片

10 63 56 9 不定形 8．68 第 3 遺構面で検出

11 50 47 14 円　 形 8．55

12 41 38 7 円　 形 8．83 礎　 石 第 3 遺構面で検出
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し、灰褐色粘質砂を覆土とする。柱穴1◎5◎7の11◎12で1枚ずつの礎板を確認した。

桂穴2◎3⑳10は新しい溝に切られており、痕跡は判然としないが、礎板等ほ抜き取られ

た可能性がある。37号掘立柱建物SH428、42号掘立柱建物SH420、50号掘立柱建物SH423、

52号掘立社建物SH姐2と重複関係にあり∴柱穴用がSH射2－柱穴13に切られている。他

の建物とは切り合いがなく、新旧関係は不明である。なお、柱穴9ほトレンチで切られ一

部消失している。

柱

♂
子

鹿
野

朕．、l
、■

34号掘立柱建物
SH430

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　・　　：　　・　　二ゴ

第36図　第4遺構面　34号掘立柱建物実測図
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35号掘立柱建物Sm457（第37図、第柑表）

L9グリッドで資料整理中に図面上で確認ゆ認定した。平面形が長方形を呈する東西棟

である。規模は桁行5。85m（柱間間隔工95m≒6。5尺）、梁行4。95m（柱間間隔工65m≒

3間×3間で　5．5尺）で、面積は28。96nfを測る。これは3間×3間の建物では最大規模である。柱穴は
最　　　　大

砂礫層を基盤とし、柱穴9で礎板と木片を、柱穴12で礎板の代用と思われる偏平な礫を確

認した。29号掘立柱建物SH448、30号掘立柱建物SH44工40号掘立柱建物SH452、54号

掘立柱建物SH442の4棟と重複関係にあるが、柱穴の切り合いはなく新旧関係は不明で

二二　　二二

㍉
′
パ
ー
・
－
つ
‖
1
↑
－
1
－
十
－
－

二　　　二二

A’

l＝…こ二一二「－1－「二千二二二十！一‘‾‾ノ‾二一Il二‾ふ‾‾l「二＼l∴‾‾

35号掘立柱建物
SH457

第37図　第4遺構面　35号掘立柱建物実測図
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ある。柱穴3ゆ5◎10◎12は第3遺構面の調査で検出された。なお、柱穴8ほ検出できず、

柱穴7ほトレンチで切られ一部消失している。

③　3問×2問の掘立柱建物（第柑表）

3号掘立柱建物S摘那8（第38区上第20表、図版35…鵬3ノ
′ヽ＼

G6グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行4。05m

（柱間間隔工35m≒4。5尺）、梁行3。90m（柱間間隔工95m≒6。5尺）で、面積は約15。80m2

を測る。柱穴6は砂礫層を、それ以外がシルト層を基盤とし、柱穴によっては炭化物◎粘

土ブロックを含む灰茶色粘質砂を覆土とする。柱穴2◎3◎6～9で合計9枚の礎板を確

認した。13号掘立柱建物SH435と重複関係にあり、柱穴5がSH435－柱穴8に切られて

いる。なお、柱穴2e6は第2遺構面の土坑で一部破壊されている。

37号掘立柱建物Sm428（第38図、第20表、図版40－日

G◎H7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

4。95m（柱間間隔工65m≒5。5尺）、梁行3。90m（柱間間隔工95m≒6。5尺）で、面積は約19。31nf

を測る。柱穴は4◎針が砂礫層を、それ以外がシルト層を基盤とし、柱穴によっては炭化物◎

粘土ブロックを含む灰褐色粘質砂を覆土とする。柱穴1¢609で角柱を、柱穴8で平柱を、

柱穴10で礎板1枚を確認した。34号掘立柱建物SH430、42号掘立柱建物SH420、50号掘

立柱建物SH423、52号掘立柱建物SH412の4棟と重複関係にあり、柱穴8がSH423－柱

穴10と切り合うが新旧関係は不明である。他の建物とは柱穴の切り合いがない。なお、柱

穴6昏9ほトレンチで切られ一部消失し、柱穴7はトレンチ内にあたり末検出である。

38号掘立柱建物Sm掴5（第39区上　第21表）

K7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行4。95m

（柱間間隔上65m≒5。5尺）、梁行3。90m（柱間間隔工95m≒6。5尺）で、面積は約19。31nf

を測る。柱穴は砂礫層を基盤とし、炭化物◎小礫混じりの灰色砂質粘土を覆土とする。柱

穴5で礎板を、柱穴10で木片を確認した。39号掘立柱建物SH446、41号掘立柱建物SH

第19表　第4遺構面　3間×2間掘立柱建物一覧表

建 物 番 号 遺 構 番 号

桁　　 行 梁　　 行 面　　 積 桁 梁 比 率

主　 軸　 方　 位
検 出 面 標 高

（m ） （m ） （m 2） 桁 ／梁 （m ）

3 6 S H 4 18 4 ．0 5 3 ．90 15 ．8 0 1 ．0 4 N －7 0 －W 8 ．27

3 7 S H 42 8 4 ．9 5 3 ．90 1 9 ．3 1
i

1 ．2 7 N －9 ㌧ W 8 ．3 7

38 S H 44 5 生 95 3 ．9 0 1 9 ．3 1 1 ．2 7 N …17 0 －W 8 ．4 8

39 S H 4 4 6 4 ．50 3 ．6 0 16 ．20 1 ．2 5 N －2 4 0 －W 8 ．4 6

4 0 S H 4 5 2 4 ．0 5 3 ．6 0 14 ．58 1 ．13 N …3 0 0 －W 8 ．7 7

4 1 S H 4 5 5 4 ．5 0 3 ．6 0 16 ．20 上 2 5 N －24 0 －W 8 ．4 7

4 2 SH 4 20 5 ．7 0 3 ．6 0 20 ．52 1 ．5 8 N －70 0 －E 8 ．2 5

4 3 S H 4 2 1 生 9 5 3 ．30 16 ．3 4 1 ．5 0 N －72 〇一E 8 ．3 1

4 4 S H 4 22 4 ．9 5 3 ．90 19 ．3 1 1 ．2 7 N －70 0 －E 8 ．33

4 5 S H 43 1 5 ．1 0 3 ．90 19 ．8 9 1 ．3 1 N －70 0 －E 8 ．32

4 6 S H 43 3 4 ．8 0 4 ．20 2 0 ．1 6 1 ．＿14 N －76 0 …E 8 ．42

47 S H 43 4 4 ．0 5 3 ．30 13 ．3 7 1 ．2 3 N －68 0 －E 8 ．36

4 8 S H 43 6 4 ．50 3 ．60 1 6 ．20 1 ．2 5 N －68 0 －E 8 ．70

4 9 S H 4 54 4 ．0 5 4 ．2 0 1 7 ．0 1 0 ．96 N －62 0 …E 8 ．76

5 0 S H 4 23 5 ．8 5 3 ．9 0 2 2 ．82 1 ．50 N －7 2 く〕－E 8 ．3 2

5 ユ S H 4 38 5 ．0 0 3 ．9 0 19 ．50 1 ．28 N －7 2 ㌧ E 8 ．5 9
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455と重複関係にあり、柱穴3◎4がSH455－柱穴9e8に切られている。SH446につ

いては柱穴の切り合いがなく新旧関係は不明である。柱穴1◎10はI期調査で検出された

ものである。なお、柱穴3◎5ほトレンチにかかり一部消失し、柱穴7～9は調査区域外

にあたるため末検出である。

3号掘立柱建物Sm掴6（第39区上　第21表）

K◎L7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

4。50m（柱間間隔1。50m≒5尺）、梁行3。60m（柱間間隔工80m≒6尺）で、面積は16。20m2

を測る。柱穴は砂礫層を基盤とし、炭化物e小礫混じりの灰色砂質粘土を覆土とする。柱

穴1・9で礎板を、柱穴3・4で角柱を確認した。38号掘立柱建物SH445、41号掘立柱建

物SH455と重複関係にあるが柱穴の切り合いはなく新旧関係は不明である。なお、柱穴1◎

9弓0はI期調査で検出されたものであり、柱穴4◎5はトレンチで切られ一部消失し、

柱穴8ほ調査区域外にあたり未検出である。

超0号掘立柱建物Sm452（第40図、第22表）

L9グリッドで資料整理中に図面上で確認e認定した。平面形が長方形を呈する南北棟

である。規模は桁行4。05m（柱間間隔工35m≒4。5尺）、梁行3。60m（柱間間隔1．80m≒6

尺）で、面積は14。58nfを測る。柱穴は砂礫層を基盤とし、桂根◎礎板は確認されなかった。

第20表　第4遺構面　3間×2間掘立柱建物柱穴表1

36号掘立柱建物SH418

N o．

規　　　 模 （cm） l 平 面 形 状 底 面 の標 高

（m ）

礎　 板

（枚 ）
桂　 根 そ の 他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 5 1 4 3 16 楕 円 形 8．06

2 （60） 5 1 13 た ま ご形 8．14 1

3 （57） 4 2 27 楕 円 形 8 ．0 5 2

4 58 （5 7） 21 円　 形 8 ．12

5 （51） 4 2 2 0 楕 円 形 8 ．0 8

［ 6 （5 1） （50） 9 隅 丸 方 形 8 ．2 0 1 木　 片

7 6 0 5 1 16 楕 円 形 8．1 2 1

8 4 9 4 2 1 3 楕 円 形 8．14 1

9 5 2 4 8 8 円　 形 8．17 3

10 52 5 0 24 円　 形 8．0 1

37号掘立柱建物SH428

No ．

規　　　 模 （cm）

平 面 形 状

底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 45 41 10 楕 円形 8 ．22 角　 柱

2 41 33 17 楕円形 8 ．21

3 45 39 32 楕円形 8．07

4 40 38 20 円　 形 8．19

5 37 34 14 円　 形 8．25

6 60 （40） 18 楕円形 8．20 角　 柱

7
i

（末検 出） トレンチ 内

8 30 19 （ ） 楕 円形 8．31 平　 柱

9 49 （48） 10 円　 形 8 ．19 角　 柱

10 50 48 16 不定形 8 ．29 1
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29号掘立柱建物SH448、30号掘立柱建物SH441、35号掘立柱建物SH457、54号掘立柱建

物SH442の4棟と重複関係にあるが、柱穴の切り合いはなく新旧関係は不明である。柱

穴4ほ第3遺構面の調査で検出された。なお、柱穴5は検出できなかった。

那号掘立柱建物Sm455（第40図、第22表）

K7◎8グリッドで資料整理中に図面上で確認◎認定した。平面形が長方形を皇する南

北棟である。規模は桁行4。50m（柱間間隔上50m≒5尺）、梁行3。60m（柱間間隔工80m

≒6尺）で、面積は16。20nfを測る。柱穴は砂礫層を基盤とし、柱穴9弓0で礎板を1枚

ずつ確認した。38号掘立柱建物SH445、39号掘立柱建物SH446と重複関係にあり、柱穴

8秒9がSH445－柱穴4e　3を切っている。SH446とは切り合う柱穴がなく新旧関係は

不明である。なお、柱穴1610はトレンチに切られ一部消失し、柱穴2ほトレンチにあた

り未検出である。

42号掘立柱建物S掴420（第射図、第22表、図版40…2）

G e H7グリッドで確認された、平面形が長方形を皇する東西棟である。規模は桁行

5。70m（柱間間隔工90m）、梁行3。60m（柱間間隔上80m≒6尺）で面積は20。52m2を測る。

柱穴はシルト層を基盤とし、炭化物混じりの灰褐色粘質砂を覆土とする。柱穴1◎668

で礎板を、柱穴10で木片を確認した。34号掘立柱建物SH430、37号掘立柱建物SH428、

第21表　第4遺構面　3間×2間掘立柱建物柱穴表2

38号掘立柱建物SH445

No．

規　　　 模 （cm） l巨 面 形 状 底 面 の標 高

（m ）

礎　 板

（枚 ）

桂　 根 そ の 他 備　　　 考
長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 2 6 23 （ ） 楕 円 形 （　 ） I 期 調査 で検 出

［ 2 3 4 1　 29 16 楕 円 形 1　 8 83 2
！

i I

3 6 8 （5 5） 26 楕 円 形 8 ．19

4 7 6 7 1 2 6 円　 形 8．2 6

5 66 （6 3） 2 6 円　 形 8．2 6 1

6 58 5 1 19 楕 円 形 8．24

7 （未 検 出） 調 査 区 外

8 （未 検 出 ） 調 査 区 外

9 （未 検 出 ） 調査 区 外

10 5 6 56 （ ） 円　 形 （　 ） 木　 片 I 期 調 査 で検 出

39号掘立柱建物SH446

N o．

規　　　 模 （cm ） 巨 面 形 状 底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 39 38 （ ） 円　 形 （　 ） 1 I 期調査 で検 出

2 49 47 5 5 円　 形 7．89

3 43 4 2 3 8 円　 形 8．06 角　 柱

4 （63） 62 46 たまご形 7．97 角　 柱

5 （75） （74） 20 円　 形 8．30

6 （76） 74 21 たまご形 8．30

7 （6ユ） 56 21 円　 形 8．32

8 （未検 出） 調査 区外

9 43 42 （ ） 円　 形 （　 j 1 I 期調査 で検 出

10
37 ！ 34

（ ） 楕 円形 （　 ） I 期調査 で検 出
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第22表　第4遺構面　3間×2間掘立柱建物柱穴表3

40号掘立柱建物SH452

No．
i 平 面 形 状

（m ）

捗ヒ　　　ノけし

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 48 46 22 円　 形 8 ．56

2 （未検 出）
！

3 36 35 8 円　 形 8 ．72

4 （49） 46 17 円　 形 8 ．86 第 3 遺構面で検出

5 （未検 出）
［

6 59 46 23 楕円形 8．48

7 63 60 20 円　 形 8．51

8 23 21 7 円　 形 8．64

9 37 37 23 円　 形 8．49

10 24 24 9 円　 形 8．62

41号掘立柱建物SH455

．。L ＼）　しノノ l「JI　J　ノl／

2 （未 検 出） トレ ンチ 内

3 3 3 30 16 楕 円 形 8 ．28

4 7 0 62 9 楕 円 形 8 ．36

5 5 7 4 8 2 5 楕 円 形 8 ．1 1

6 5 2 5 2 30 不 定 形 8 ．22

7 4 2 3 4 rア／
楕 円 形 8 ．4 4

8 60 4 2 16　 i 楕 円 形 8 ・34　 1

9 （62 ） （6 0） 10 円　 形 8 。4 2 1

10 （50 ） 5 0 20 円　 形 8 ．3 1 1

42号掘立柱建物SH420

N o ．

規　　　 模 （cm）
巨 面 形 状 底 面の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 47 44 2 7 円　 形 8．02 2

2 5 1 4 0 1 7 楕円形 8．09

3 4 7 4 4 20 円　 形 8．08

4 56 5 3 1 1 円　 形 8．16

5 （52） （50） 20 円　 形 8．02

6 55 5 0 16 楕円形 8 ．01 2

7 43 4 2 24 円　 形 7 ．96

8 （58） （53） 20 円　 形 8 ．01 1

9 63 54 13 た まご形 8 ．14

10 55 54 12 円　 形 8．16 木　 片
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52号掘立柱建物SH412の3棟と重複関係にあるが柱穴の切り合いはなく新旧関係は不明

である。なお、柱穴5◎8ほトレンチに切られ一部消失している。

43号掘立柱建物Sm4封（第那図、第23表、図版朋－2）

H7◎8グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行

4．95m（柱間間隔工65m≒5。5尺）、梁行3。30m（柱間間隔上65m≒5。5尺）で、面積は16。34m2

を測る。柱穴はシルト層を基盤とし、炭化物混じりの灰褐色粘質砂を覆土とする。柱穴2

で3枚、柱穴3◎4で2枚ずつの礎板を確認した。柱穴6は南北方向の畝状遺構に切られ

ており、桂根◎礎板が抜き取られた可能性も考えられる。なお、柱穴9は第2遺構面の土坑

によって検出できず、柱穴1◎8は土坑で、柱穴5ほトレンチで切られ一部消失している。

瑚号掘立柱建物SⅢ422（第42図、第23表、図版43－2）

H8グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行4。95m

（柱間間隔工65m≒5．5尺）、梁行3。90m（柱間間隔1．95m≒6。5尺）で、面積は19。31m2を

測る。柱穴はシルト層を基盤とし、灰褐色砂質粘土を覆土とする。柱穴1◎2◎10では腐

蝕の激しい木片が確認された。45号掘立柱建物SH431が南西に約40cm平行にずれた位置

で重複し、柱穴2◎7で互いに切り合うが、新旧関係は不明である。柱穴2は柱穴1と柱

穴3を結んだラインからずれるためこの建物に付随するものか疑問が残る。なお、柱穴50

第23表　第4遺構面　3間×2間掘立柱建物柱穴表4

43号掘立柱建物SH421

N o ．

規　　　 模 （cm） l 平 面 形 状 底 面 の標 高

（m ）

礎　 板

（枚 ）

桂　 根 そ の 他 備　　　 考
長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （60） 5 4 13 楕 円 形 8 ．22

2 48 4 7 3 1 円　 形 8 ．0 4 3

3 （61） 5 0 29 楕 円 形 8 ．0 3 2

4 54 4 3 11 楕 円 形 8 ．2 1 2

5 （4 2） 4 1 18 円　 形 8 ．1 2

6 7 5 60 15 た ま ご形 8．14

7 4 8 46 14 円　 形 8．1 5

8 （7 4） （72） 2 3 円　 形 8．02

9 （未 検 出 ） 土 坑 内

1 0 4 5 4 3 1 5 円　 形 8．16

44号掘立柱建物SH422

No．

規　　　 模 （cm ） 巨 面 形 状 底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根

l

その他 備　　　 考
長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 54 49 11 円　 形 8 ．18 木　 片

2 43 40 5 隅丸方形 8．26 木　 片

3 58 48 25 楕円形 8．12

4 39 （38） 9 円　 形 8．24

5 （未検出） 土坑内

6 53 47 17 楕円形 8．16

7 46 45 30 円　 形 8．03

8 （末検 出） 土坑内

9 （52） （48） 18 円　 形 8 」6

10 44 43 16 円　 形 8 ．14 木　 片
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8ほ第2遺構面の土坑によって検出されなかった。また、柱穴4◎9も同じく土坑で一部

消失している。

45号掘立桂建物S酢矧‖博満闇、第24表、図版凍上㍉H

H8グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行5。10m、

梁行3。90m（柱間間隔1。95m≒6。5尺）で、面積はユ9。89nfを測る。桁行方向の柱間間隔は

東昏西間が上80m（約6尺）、中間が工50m（約5尺）と均等ではない。柱穴はシルト層

を基盤とし、柱穴2で角柱を、柱穴10で2枚の礎板を、柱穴7で2枚の礎板と木片を確認

した。なお、柱穴4◎8昏9ほ第2遺構面の士坑と重複したため検出されず、柱穴5も土

坑によって一部消失している。

ノ．∈鴻益、言主産物三　七33！講′；こう底、第24表、速成時・3）

Hの‡9グリッドで確認された、平面形が長方形を皇する東西棟である。規模は桁行

4。80m、梁行4。20m（柱間間隔2。10m≒7尺）で、面積は20。16m2を測る。桁行方向の柱

間間隔は均等でなく東間が30cm広くなり上80m（約6尺）になっている。柱穴はシルト層

を基盤とし、柱穴iの3秒8で礎板を、柱穴2◎9で角柱と礎板を、柱穴10で礎板と小礫

を多数確認した。22号掘立柱建物SH432と重複するが新旧関係は不明である。なお、柱

穴3⑳4◎10は第1◎第2遺構面の土坑と重複し、柱穴8◎9ほトレンチで切られ…一部消

第24表　第4遺構面　3間×2間掘立柱建物柱穴表5

45号掘立柱建物SH431

＼O．
規　　　 模 （cm ）

巨 面 形 状 i 底 面 の 標 高

（m j

礎　 板

（枚 ）
桂　 根 そ の 他 備　　　 考

長　 軸
短 軸 ！ 深 さ

1 38 1 8 6
至 楕 円 形 8．24

i 2 i （36）
3∠皇

！ 6
円　 形 8．23

！ 角 柱 i
！

！
［

3 4 7 4 5 12 円　 形 8．20

4 （未 検 出 ） 士坑 内

5 （52） （4 1） 15 楕 円 形 8 言8

6 4 7 4 5 20
！　 円　 形

8 ．14

7 5 1 4 8 1 1 円　 形 8 。2 3 2 木　 片

8 （未検 出 ） 土 坑 内

9 （未 検 出） 土 坑 内

10 礎 板 の み 8．33 2

46号掘立柱建物SH433

No ．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底面 の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考闘 中　 短 軸

深　 さ

1 49 48 26 円　 形 8 ．24 1

2 70 55 29 不定 形 8 ．20 2 角　 柱

3 （58） （54） 23 楕 円形 8 ．24 1

4 52 （43） 20 楕 円形 8 ．13

5 49 45 19 円　 形 8．15

6 50 （49） 10 円　 形 8．22

7 （末検 出） SP41526が対応か′？

8 58 （50） 27 たまご形 8．08 2

9 （60） （56） 25 円　 形 8サ16 1 角　 柱

10 （60） 60 ！ 24 円　 形 8 ．26 4 礫 詰め
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失している。また、多量の木片が敷き込まれたSP41526が柱穴7に対応する可能性もある。

47号掘立柱建物Sm434（第43区上第25表、図版34－3）

G7◎8グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行

4。05m（柱間間隔工35m≒4。5尺）、梁行3。30m（柱間間隔1。65m≒5。5尺）で、面積は約

13。37m2を測る。柱穴は1◎3◎10がシルト層を、他の柱穴が砂礫層を基盤とし、柱穴1

で6枚、柱穴3で5枚、柱穴6◎8で2枚ずつの礎板が確認された。礎板が確認された4

つの柱穴はともに建物の四隅にあたるもので、複数のピットとの複雑な切り合いがみられ

ることから同一地域に複数回にわたって建替えがなされたことが伺える。なお、柱穴2ほ　建　替　え

トレンチに、柱穴9ほ第2遺構面の土坑に重複して破壊されている。また、柱穴4◎7は

検出できなかった。

48号掘立柱建物Sm436（第掴図、第25表、図版49－3）

JlOグリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行4。50m

（柱間間隔上50m≒5尺）、梁行3。60m（柱間間隔工80m≒6尺）で、面積は16．20rβを測る。

柱穴は礫層を基盤とし、炭化物e小礫混じりの灰色砂質粘土を覆土とする。柱穴7では平

柱を確認している。49号掘立柱建物SH454と重複関係にあるが柱穴の切り合いがなく新

旧関係は不明である。なお、柱穴4はトレンチで切られ一部消失し、柱穴1はトレンチに、

第25表　第4遺構面　3間×2間掘立柱建物柱穴表6

47号掘立柱建物SH434

N o．
規　　　 模　 （Cの i 平 面 形 状 底 面 の標 高

（m ）

礎　 枚

（枚 ）
桂　 根 そ の 他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 6 2 （5 0） 18 楕 円 形 8 ．21 6

2 （末 検 出 ） トレ ン チ 内

3 49 4 2 14 楕 円 形 8 ．19 5

4 （未 検 出）

5 3 3 2 7 9 楕 円形 8．24

6 4 4 3 5 2 2 楕 円 形 8．14 2

7 （末 検 出）

8 5 0 （4 3） 15 楕 円 形 8．24 2

9 （未 検 出 ） 土 坑 内

1 0 37 3 6 ．22 円　 形 8．18 木　 片

48号掘立柱建物SH436

No ．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚 ）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （未検 出） トレンチ 内

2 24 23 13 円　 形 8．68

3 49 47 10 円　 形 8．68

4 （36） 35 17 円　 形 8．52

5 50 41 16 楕円形 8．53

6 （未検 出） 土坑 内

7 43 41 2 円　 形 8 ．62 平　 柱

8 43 39 19 円　 形 8 ．43

9 44 37 12 楕 円形 8 ．54

10 44 37 13 た まご形 8．63
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第26表　第4遺構面　3間×2間掘立柱建物柱穴表7

49号掘立柱建物SH454

No ．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底面 の標高

（m ）

礎　 板

（枚 ）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 44 44 17 円　 形 8 ．63

2 3 1 30 9 円　 形 8 ．71

3 3 2 30 4 円　 形 8 ．72

t
4 （47） 45 16 た まご形 8 ．58

5 （62） 58 16 円　 形 8．52

6 ［ （未検 出） 土坑 内

7 （未検 出）

8 （47） 47 2 3 円　 形 8．49

9 4 8 （46） 18 円　 形 8．64

10 5 5 4 6 1 2 楕円形 8．70

50号掘立柱建物SH423

＼い．

規　　　 模 （cm ）
平 面 形 状

底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

艮　 軸 短　 軸 深　 さ

1 55 47 30 楕円形 8．00 木　 片

2 39 37
！　 40 円　 形 告98 角　 柱

3 58 56 3 2 円　 形 8．06

4 （47） （42） 31 楕円形 8．07 角　 柱

5 61 46 4 0 不定形 7．94 角　 柱

6 61 57 2 6 円　 形 8。08 1

7 5 7 54 48 隅丸 方形 7．82 角　 柱

8 42 （4 1） 33 円　 形 7．93 角　 柱

9 64 55 30 楕 円形 7．89

10 6 3 （60） 40 楕 円形 7 ．88

51号掘立柱建物SH438

N o．

規　　　 模 （cm） 上 面 形 状 底 面の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 44 4 3 16 円　 形 8。36 角　 柱

2 47 （45） 17 円　 形 8．42 角　 柱

3 59 48 2 5 楕円形 8．37 丸　 柱

4 43 4 1 10 円　 形 8．52

5 3 9 （38） 31 円　 形 8 ．46 丸　 柱

6 （60） 56 23 円　 形 8 ．37 角　 柱
E

7 （63） 63 14 円　 形 8 ．46 角　 柱

8 48 4 1 26 楕 円形 8 ．30 角　 柱

9 33 2 8 10 楕円形 8 ．44

10 （46） 40 9 楕円形 8．42
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柱穴6ほ第2遺構面の土坑に重複して破壊されている。

49号掘立柱建物Sm454（第44図、第26表）

J惨KlOグリッドで資料整理中に確認◎認定した。平面形が長方形を呈する東西棟であ

る。規模は桁行4。05m（柱間間隔1。35m≒4。5尺）、梁行4。20m（柱間間隔2。10m≒7尺）

で、面積は17。01m2を測る。梁行長が桁行長よりも長い、特徴的な構造をしている。柱穴

は砂礫層を基盤とし、桂根◎礎板を確認できたものはない。なお、柱穴5は第2遺構面の
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土坑に、柱穴9はトレンチに切られて一部消失し、柱穴6ほ同じく土坑に重複して破壊さ

れている。また、柱穴7ほ検出できなかった。

50号掘立柱建物Sm423（第45図、第26表、図版40－3）

G7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行5。85m

（柱間間隔1。95m≒6。5尺）、梁行3。90m（柱間間隔工95m≒6。5尺）で、面積は3間×2間　3間×2間で

の建物では最大の22。82r正を測る。柱穴は4◎6◎7が砂礫層を、他の柱穴がシルト層を

基盤とし、柱穴2◎4e5◎7◎8で角柱を、柱穴6で礎板1枚を、柱穴1で木片を確認

した。17号掘立柱建物SH414、34号掘立柱建物SH430、37号掘立柱建物SH428、52号掘

立柱建物SH412と重複関係にあるが、柱穴8がSH412－柱穴10に切られているほかは新

旧関係は不明である。なお、柱穴4◎8はトレンチに切られ一部消失している。
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5瑠号掘立柱建物SⅢ438（第46図、第26表、図版48－2）

J8ゆ9、K8◎9グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規

模は桁行5。00m、梁行3。90m（柱間間隔1。95m≒6。5尺）で、面積は19。50m2を測る。桁行

方向の柱間間隔は均等でなく両側に上80m（約6尺）、中間に1。40mをとる。柱穴は砂礫

層を基盤とし、炭化物◎礫混じりの灰色砂質粘土を覆土とする。柱穴1◎2e6～8で角

柱を、柱穴3e5で丸柱を確認した。26号掘立柱建物SH449、56号掘立柱建物SH439と

重複関係にあるが、切り合う柱穴はなく新旧関係は不明である。なお、柱穴2ゆ5e7砂

10はトレンチで切られ一部消失している。

④　4問×3問の掘立柱建物（第27表）

52号掘立柱建物Sm412（第47匡上第28表、図版利一3、42）

G◎H7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

6。20m（柱間間隔工55m）、梁行4．65m（柱間間隔工55m）で、面積は28。83nfを測る。柱

穴は5～9が砂礫層を、それ以外がシルト層を基盤とし、柱穴8では今回の調査で最も多

7枚の礎板　い7枚の礎板を確認したのをはじめ、柱穴Hでは4枚の、柱穴3砂7弓2◎14では3枚ず

つの、柱穴1◎2弓0では2枚ずつの、柱穴465◎13では1枚ずつの計32枚の礎板を確

認した。この中で柱穴12の3枚のうち最上に据えられていた礎板には文字とも思われる焼

焼　　　普　書がある（第53図－2）。17号掘立柱建物SH414、34号掘立柱建物SH430、37号掘立柱

建物SH428、42号掘立柱建物SH420、50号掘立柱建物SH423の5棟と重複関係にあり、

柱穴6がSH414－柱穴1を、柱穴13がSH430－柱穴10を、柱穴10がSH423…柱穴8を切

っている。残りの2棟との新旧関係は不明である。なお、柱穴2¢5ell～13はトレンチ

に切られ一部消失している。

出∴士∴遺■物　　遺物は、柱穴12から奈良時代の須恵器の杯身が出土している（第4図－j3）。

53号掘立柱建物Sm那5（第48図、第28表、図版38－3）

F◎G7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

6。00m（柱間間隔工50m≒5尺）、梁行4。50m（柱間間隔工50m≒5尺）で、面積は27．00m2

を測る。柱穴は他の建物に比べ非常に浅いもので柱穴11e12がシルト層を、それ以外が砂

礫層を基盤とし、柱穴1では3枚の、柱穴2◎11～14では2枚ずつの、柱穴3e4◎7～

10では1枚ずつの計19枚の礎板を確認した。これらの礎板は加工痕跡が顕著で、明らかに

建築部財の　他の建築部材を転用していることが伺える。18号掘立柱建物SH416、19号掘立柱建物SH
転　　　用

417、20号建物SH429の3棟と重複関係にあり、柱穴12◎13がSH416－柱穴6◎2を切

っている。また、柱穴8がSH429－柱穴4と切り合うが新旧関係は不明である。なお、

柱穴10はトレンチで切られ一部消失している。

第27表　第4遺構面　4間×3間掘立柱建物一覧表

建 物 番 号 遺 構 番 号

桁　　 行 梁　　 行 面　　 積 桁 梁 比 率

主　 軸　 方　 位

検 出 面 標 高

（m ） （m ） （m 2） 桁 ／梁 （m ）

5 2 S H 4 12 6 ．2 0 4 ．6 5 2 8 ．83 1 ．3 3 N －6 〇一W 8 ．29

5 3 SH 4 15 6 ．0 0 4 ．5 0 2 7 ．00 1 ．3 3 N 一丁 ∴ W 8 ．36

54 S H 4 42 6 ．60 4 ．5 0 2 9 ．70 1 ．4 7 N －6　∴ W 8 ．76

5 5 S H 44 3 4 ．80 3 ．6 0 17 ．28 1 ．3 3 N －15 ㌧ W 8 ．49

56 S H 43 9 6 ．4 0 4 ．50 28 ．8 0 1 ．4 2 N －72 0 …E 8 ．56
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第47図　第4遺構面　52号掘立柱建物実測図
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52号掘立柱建物
SH412



L＝8．70m

53号掘立柱建物
SH415

第48図　第4遺構面　53号掘立柱建物実測図
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この建物は、規模、主軸方位、礎板の使用方法など52号掘立柱建物と関連。類似する点　52号建物と

が多く、両者は同時期に並立していたと考えらる。

5号掘立柱建物S掴購2（第49図、第29表）

L◎M9グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

6。60m（柱間間隔1せ65m≒5。5尺）、梁行4。50m（柱間間隔工50m≒5尺）で、面積は29。70m2

を測る。これは今回の調査では最大規模の建物である。柱穴は砂礫層を基盤とし、炭化物ゆ

小礫混じりの灰褐色砂質粘土を覆土とする。柱穴3で角柱を、柱穴10で角柱と木片を確認

した。29号掘立柱建物SH448、30号掘立柱建物SH4射、35号掘立柱建物SH457、40号掘

立柱建物SH452の4棟と重複関係にあるが、新旧関係は柱穴の切り合いがなく不明である。

第28表　第4遺構面　4間×3間掘立柱建物柱穴表1

52号掘立柱建物SH412

類　　　似

最大規模の
建　　　　物

N o．

規　　　 模 （cm ） 巨 面 形 状 底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚 ）
桂　 根 そ の他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 48 47 18 円　 形 8 ．10 2

2 （55） 55 17 円　 形 8．12 2

3 5 0 5 0 19 円　 形 8．14 3

4 5 5 5 2 24 円　 形 8．14 1

5 5 5 （47） 14 楕円形 8．24 1

6

！　＿＿　 】

55

［

（53）

】

22

l

円　 形

l

8．10

】 l 】 ！
’／ 4～5 43 13 円　 形 8．18 3

8 67 5 5 18 た まご形 8．08 7

9 61 5 2 28 楕 円形 8 ．00

10 50 4 3 15 楕円形 8 ．11 2

1 1 （50） （42） 20 楕円形 8 ．00 4

12 （55） （44） 14 楕円形 8 言4 3 須恵器杯 身出土

13 （50） （45） 14 円　 形 8．08 1

14 5 0 4 7 15 円　 形 8．08 3

53号掘立柱建物SH415

N o．
規　　　 模 （cm）

巨 面 形 状
底 面の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 53 4 3 14 楕 円形 8．17 3

2 38 3 7 2 円　 形 8 ．30 2

3 50 4 5 5 た まご形 8 ．26 1

4 37 3 1 4 隅丸方形 8 ．36 1

5 3 8 3 7 11 円　 形 8 ．32

6 4 5 4 3 10 不定形 8 ．31

7 3 7 3 5 4 円　 形 8．35 1

8 3 0 2 1 3 楕円形 8．36 1

9 60 4 3 12 楕円形
8・28 i

1

1 0 （74） 52 1 1 楕円形 8．26 1

1 1 40 3 8 12 円　 形 8．20 2

1 2 56 5 4 15 円　 形 8．16 2

13 4 9 4 3 15 隅丸方形 8 ．18 2

14 4 0 3 9 2 円　 形 8 ．18 2
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なお、柱穴4◎9は第3遺構面の調査で、柱穴12はI期調査で検出されている。柱穴1◎

11昏13◎14は調査区城外のため検出されず、柱穴7は検出できなかった。

出藍遺物　　遺物は柱穴10から奈良時代の須恵器の杯身が出土している（第4図－j4）。

55号掘立柱建物Sm朋3（第50匡上第29表、図版45－3）

K e L8グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

4。80m（柱間間隔1．20m≒4尺）、梁行3。60m（柱間間隔1。20m≒4尺）で、面積は17。28m2

4間×3間で　を測る。これは4間×3間の建物の中では最小規模である。柱穴は砂礫層を基盤とし、炭
最　　　　小

一口　　　　　－（〕 牢　　午

第49図　第4遺構面　54号掘立柱建物実測図
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54号掘立柱建物
SH442



化物◎小礫混じりの灰色砂質粘土を覆土とする。柱穴1◎3◎6e8弓le12では1枚ず

つの礎板を、柱穴4◎14で1枚ずつの礎板と木片を、柱穴7では礎板2枚と木片を、柱穴

13で木片を確認した。27号掘立柱建物SH444と重複関係にあるが、新旧関係は不明であ

る。なお、柱穴1弓1～14はI期調査で検出されたもので詳細は不明であり、柱穴3◎5◎

9ほトレンチに切られ一部消失している。柱穴2は調査区域外にあたり未検出である。

遺物は柱穴4から古墳時代末の土師器の杯が出土している（第4図－j5）。 出土遺物

56号掘立柱建物Sm439（第51図、第30表、図版48－3）

J8の9、K8◎9グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規

模は桁行6。40m（柱間間隔1。60m）、梁行4。50m（柱間間隔1．50m≒5尺）で、面積は28。80m2

を測る。柱穴は砂礫層を基盤とし、炭化物砂小礫混じりの灰色砂質粘土を覆土とする。柱

穴1で角柱を、柱穴3◎8◎9◎12で礎板各1枚を、柱穴2で礎板1枚と最大径22cmの礫

の組合せを、柱穴5で礎板2枚を確認した。柱穴5の下側に敷かれた礎板は別物を転用し　別物の転用

L＝8．70m

ネ　　　オ

55号掘立柱建物
SH443

第50回　第4遺構面　55号掘立柱建物実測図
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ており注目される（第53図－の。25号掘立柱建物SH447、26号掘立柱建物SH449、51

号掘立柱建物SH438の3棟と重複関係にあり、柱穴9e12がSH447－柱穴4elを切っ

ているほかは柱穴の切り合いがなく新旧関係は不明である。なお、柱穴6ゆ12はトレンチ

で切られ一部消失している。
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その他の桂根と出土遺物

これまでの56棟に属する柱穴以外で、遺物を伴うものをここでは取り上げる。

SP40001では桂根とミニチュア土器と思われる高杯の脚部（第4図一綿、SP40355で

は用途不明の木製品（5β…9主　SP40921からほ古墳時代の須恵器の杯身（4－珍　が出

土している。また、SP40609からは桂根のほか、平安時代の土師器（4－jβ）、SP41436

では用途不明の木製品（5β－jO）、SP41522では到物（4ノー3）が出土している。

第期衷　第　遺構面　　間×3間擁立櫨建物櫨穴衷2

54号掘立柱建物SH442

N o．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状
底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （末検 出） 調査 区外

2 65 44 12 楕 円形 8 ．62

3 5 1 4 9 2 0 円　 形 8．60 角　 柱

4 35 28 1 0 楕円形 8．81 第 3 遺構面で検出

5 63 52 12 楕円形 8．66

6 42 4 0 19 円　 形 8．58

7 （末検 出）

8

詳　　　　 】

32

】

26

1

11

l

楕円形

l

8．52

l ； l 】 畔9 33 3 0 14 円　 形 8 ．65 第 3 遺構面 で検 出

10 47 （44） 33 楕 円形 8 ．37 角　 柱 木　 片 須恵器杯 身出土

11 （未検 出） 調査区外

12 32 3 1 （ ） 円　 形 （ ） I 期調査で検出

13 （未検 出） 調査区外

14 （未検出） 調査 区外

55号掘立柱建物SH443

No．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚 ）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸
「 盲 …軸

深　 さ

1 礎 板のみ （ ） 1 I 期調査 で検 出

2 （未検 出） 調査区外

3 （52） （51） 8 円　 形 8．44 1

4 45 45 16 円　 形 8．34 1 木　 片 土師器杯出土

5 67 （55） 22 楕円形 8．29

6 （63） 45 19 楕 円形 8．30 1

7 58 53 16 円　 形 8 ．32 2 木　 片

8 61 58 20 円　 形 8 ．23 1

9 （62） 55 21 楕円形 8 ．24

10 62 50 24 楕円形 8．22

11 礎板 のみ （ ） 1 I 期調査 で検 出

12 50 50 （ ） 円　 形 （　 ） 1 I 期調査 で検 出

13 53 46 （ ） 楕円形 （　 ） 木　 片 I 期調査 で検出

14 61 58 （ ） 円　 形 （　 ） 1 木　 片 I 期 調査で検出
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第30表　第4遺構面　4間×3間掘立柱建物柱穴表3

56号掘立柱建物SH439

No．

規　　　 模 （cm ） ！ 平 面 形 状 底 面の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 48 36 4 楕円形 8．48 角　 柱

2 （50） 49 10 円　 形 8．48 1 （礎石）

3 57 56 12 円　 形 8．50 1

4 58 57 17 円　 形 8 ．45

5 64 61 17 円　 形 8 ．44 2 別物の転用礎板

6 58 57 22 円　 形 8 ．38

7 60 58 23 円　 形 8 ．39

8 54 53 10 円　 形 8 ．42 1

9 53 51 14 円　 形 8．38 1

10 61 50 17 楕円形 8．34

11 55 44 11 楕円形 8．41

12 （60） 53
15　 l 楕円形 8．40 1

13 48 46 7 円　 形 8．48

14 58 54 8 円　 形 8．46

（2）井戸（第3頂泰）

井戸は7基検出された。このうちSE405がほぼ同じ位置に作り替えられているのでこ

検出状．況　れを2基と数えるなら8基とみることもできる。井戸の位置はB工区西に2基、B工区東

に5基であり、いずれも湧水を期待できる砂礫層中かあるいは砂礫層とシルト層との境付

近に掘られ、シルト層に直接掘られているものはない。また、すべてが掘立柱建物と重複

しない位置で、かつ、建物とある程度の間隔をとっており、作業スペースの確保などの使

用の便宜が図られていたものと察せられる。

井戸の構造　　すべての井戸の側線には木材を用いた施設が残されていた。「井戸枠」と呼称されるも

のであり、側面の崩落を予防するための「井筒」と底面で水を溜めるための施設「水溜」

に細分できるが、今回検出された井戸は浅く、部位ごとに細分することによって煩雑にな

るのを避けるために、敢えて井戸内の構造物はすべて「井戸枠」に名称を統一して記述す

る。井戸枠の用材には杉材が使用されており、組上げ方にA～Cに示した3つの方法が観

構　造　廃　寮できた。Aは掘り方の四隅に角柱を立て、横桟を渡して枠板を支える構造である。構造

構　造　B　上SE403のように幅広で長い板材の利用が可能である。Bは四隅に角柱を立て、角柱に

溝を切って横板を落とし込む構造である。SE407は井戸枠をこの方法で組み、その上半

に石を組んだ井筒状の構造物を築き上げている。SE405（新）も同様の構造を呈すると考

構　造　G　えられる。Cは縦板4枚を四隅に立ち上げて、裏から板材を当てがって補強する構造であ

る。裏込めの土の圧力で板材が互いにもたれ掛かり安定を保って井戸枠を構成するもので

ある。A◎Bよりもかなり簡易であるのが特徴的である。

出立遺物　　遺物は井戸底◎覆土内◎掘り方の裏込め土中から須恵器、土師器、手捏ね土器、木製品

などが出土している。注目されるのはSE401底部から出土した墨書土器、SE402e403掘

り方から出土した手捏ね土器、SE402底部から出土した挽物、鋤身、SE403底部から出

土した柄杓などである。また、SE402とSE405の覆土からは多量の昆虫化石が検出され、

特殊な利用や環境が推察でき興味深い資料である。
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第31表　第4遺構面　井戸一覧表

遺 構 番 号

掘　 り　方 規 模 （m ） 井 戸 枠 規 模 （m ラ 方　 位 i 構 造

東 西 長
南 北 長 ！ 深　 さ

東 西 長 南 北 長 深　　 さ

SE射M ［ 1誹
… 1ず9 0 ！ 0 サ7 2

0 ．T T
i

0．90　 ！　 0 。7 2

i　　　　　　　　　　　 i

i
N …11 0－W　 i A

［

S E 4 02 1。65
1ヰ5 7 i o o6 9

0 。7 5 0ぁ74 0 85 3
肛 鮮 瀾 ＋ i A

S E 4 03 ユ88 7
ユ09 2 i l・ユ8

0 も6 9
0 06 5 i 1 918 N ㈲ 瀾 i A

S E 40 4 1。2 4
＝ 3 i o e43

！　 0 せ3 1
0 837 i o 85 3 ！ N －4 5 〇潤　 い

SE 40 5 （新 ） 且。47
（1 0蛸 i o p53

0 ．0 7
0 056 i oの5 9 N －2 9。－W　 恒

SE 40 5 紺第 1の6 6 i （1も3 5ラ i oの69 拍J 湖
（0867） ！ （ ） N …33 。瀾 i

SE 4－0 6 1．0†
0 07 5 i o o49 紬。3 5） 0謝 i o 86 0 N …53 。瀾 i A

SE 40 7 0。9 7
0・96 i o o53

0。44
0 04 4 ！ 0ゆ4 3 N －38 0－W i B

構造　A：間隅に角柱を立て、横桟を渡して枠板を支える構造

B：匹日周に角柱を立て、角柱に溝を切ノ了こ横板を落とし込む構造

e：縦板十枚を［1耶酎二立ち日デて、束から板材を当てがい補強する構造

′　　　∵　∴′、′、、、′∵∴

（－、ン　　ノ　　′：．′′　′J　‘′二（　′、′一二ノ　′、‾　ノ．／′ノ　′　′．、　′．．一　　、、一　　′、′′′∴‾　　1
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上げたため淘掘り方は部分的に調査したに留まったが淘検出商から一段掘り下げた段階で

掘り方の埋土中に建築材の廃材が確認された。このことから裏込めには土砂のみでなら
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めるが、汐は判然としない。建」の墨書土器は、内荒遺跡からも出土しており、何らか

、′ノ．、′′、ノ′　∴′∵、一、′：．

′∴・！′二′　∴：く　ユご　ェ、六
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ぼ検出面から栖cm掘　下げた標高。鱒mに位置する。井戸枠は鴻掘　方掘削後一旦底面

を礫混じりの青灰色砂で埋めて平坦にした上に先端を埋め込んで設置されている。裏込め

土には砂が用いられてお、井戸枠内は粘土がレンズ状に堆積し最上層は　層対応層で被

弓l　′㍉、　／′ノ

遺物は土器類、木製品が出土している。井戸枠内から出土した土器類は古墳時代未の須　地∴±∴避■輸
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がみられる。鋤と挽物は、覆土最下層の上感に重優り合うように確認されており、井戸が
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埋まって行く過程で投棄されたと考えられる。裏込め土からは土師器の杯（2－20）と手

捏ね土器の皿が3枚（2－〟～24）出土している。手淫ね土器の皿は3枚がほぼ同位置で

確認されている。井戸枠内・掘り方内双方から手淫ね土器が出土していることから構築時

祭祀の痕跡　と廃絶時になんらかの祭りをしていたことが伺える。

昆虫化石　なお、井戸枠内の暗灰褐色細礫混じり有機質シルト層に多量の昆虫化石が包含されてい

るのが確認されている。これらの昆虫の大多数は食糞性昆虫であり、何らかの特殊な利用

も考えられる。

SE403（第54図、図版53・54）

検出状況　G9グリッド検出された奈良時代の井戸である。井戸枠の構造はAであり、柱の下端が

掘り方底面の凸凹に合うように上下しており、井戸枠が垂直に立ち上がるように調整した

様子が伺える。規模は、掘り方が1．87mX1．92mの不定形で井戸枠の内法は0．69mX0．65r。

の方形を呈し、底面は検出面から1．18m掘り下げた標高7．36mに位置する。掘り方は第2

遺構面の土坑と重複し一部壊されている。裏込め土には主に砂を用いている。

出土遺物　遺物は土器類、木製品が出土している。井戸枠内から出土した土器類は古墳時代末の須

恵器の杯身（第3図－J5）、奈良時代の須恵器の杯蓋（3－J－3・6・β・JO・JJ）・

杯身（3－JJ・J6－Jβ・㌶・23）、横瓶（3－20）、長頸壷（3－24）、古墳時代末の土師

器の杯（3－26・27・29・め、駿東型の嚢（3－25）、手控ね土器の皿（3－32・3功で

祭祀の痕跡　ある。手控ね土器から、SE402と同様に廃絶時に祭りを行っている可能性が示唆される。

1．暗褐色礫混じりシルト質砂（5層対応層）
2．粘土

3．腐植土

4．粘土

5．礫混じり粘土

第52図　第4遺構面　SE401実測図
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木製品は鎌柄（3ト3）、編錘（37－7）、柄杓（42）、糸巻き具（50－3）が出土している。

中でも柄杓は柄が折れているが残存長が約70cmで、本来は1m前後の柄が付いていたと想　柄

走でき、井戸の水汲みとして利用されていたと考えられる。裏込め土から出土した土器類

は古墳時代末の須恵器の杯身（3－J4）、奈良時代の須恵器の杯蓋（3－4・5・7・9・

J2）・杯身（3－J9・2J）、長胴嚢（3－2β）、手淫ね土器（2－32・33）である。手控ね

土器は井戸枠の北西隅の柱の控え柱の上に置かれるかたちで出土し、ここでも井戸の構築

時に手捏ね土器を用いて祭りを行っていたことが伺える。

杓

脚
膵
脛

L＝8．80m

1．暗褐色礫混じりシルト質砂
（5層対応層）

2．暗灰褐色礫混じりシルト

3．暗灰褐色細～中礫混じり砂質シルト

4．暗灰褐色細礫混じり有機質シルト
（昆虫化石包含層）

5．有機質混じり青灰色砂

A．暗青灰色紐～中礫混じり砂

B．青灰色細～中礫混じり砂

第53図　第4遺構面　SE402実測図
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SE404（第55図、図版55）

検出状況　　G8グリッドで検出された奈良一平安時代の井戸である。井戸枠の構造はCであり、幅

29－44cmの縦板4枚を方形に組み、四隅に板材を裏側から当て補強している。規模は、掘

り方が1．24mX1．13mの不定形で井戸枠の内法が0．31mX0．37mの方形を呈し、底面は検

出面から53cm掘り下げた標高7．81mにある。裏込め土には主に砂質粘土・粘質砂などを利

用している。他の井戸よりもかなり簡易な構造であることから、使用時期も短い間に限ら

れると推測される。

出土遺物　　遺物は少なく、井戸枠の覆土内から土師器の長胴嚢の胴部破片（第4図一月　と古墳時

代末の土師器の杯の破片が出土したが、杯の破片は小片のため図示できなかった。

－
・
・
、
「
㍉

協
　
′
〆
ノ
喝

鹿
距

井戸内遺物出土状況

第54図　第4遺構面　SE403実測図
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SE405（新）（第56図、図版56）

Jllグリッドで検出された奈良時代の井戸である。井戸枠の構造はBである。SE405　検出状況

の重複している新しい方を「SE405（新）」として説明する。規模は、掘り方が一辺1．47m

ほどの隅丸方形で井戸枠の内法は0．67mX0．56mの方形である。底面は検出面から59cm掘

り下げた標高8．32mにある。裏込め土には主に砂を用いている。

遺物は土器類、木製品が出土している。土器（第4図－2－JO）は2・βが奈良時代の　出土遺物

須恵器の杯蓋、4－9は杯身である。杯身の中には無高台のもの（4－6）、貼り付けの

高台をもつもの（7）がみられる。β・川ま土師器で、βが須恵器模倣の杯、JOが長胴嚢

である。これらは2・9がSE405（新）の掘り方内、7が井戸枠内の出土である以外はす

べて一括で取り上げており、新旧どちらの井戸に属するものか判然としない。他に、細片

のため図示できなかったが、古墳時代末の土師器の杯、駿東型の嚢、手捏ね土器なども出

土している。木製品には曲物の底板がみられる（4β－2）。楕円形を呈するもので槽状に

なると考えられる。

SE405（旧）（第56回、図版56）

Jllグリッドで検出された。SE405（新）に壊されており、掘り方は一辺1．50m前後の

隅丸方形を呈するとみられる。井戸材はほとんどが抜き取られており、北側・東側の側板

1m

L＝8．50m

第55図　第4遺構面　SE404実測図
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と三隅の柱の一部が残されているのみであった。これらの部材から井戸枠の内法は0．75m

XO．67m程度になると考えられる。底面は、検出面から69cm下のSE405（新）よりも14cm

深い標高8．18cmに位置する。

昆虫化石　　遺物は前項で挙げた土器類の他に昆虫化石が多量に出土している。食糞性昆虫がほとん

どを占めるため特殊な利用がされていた可能性も考えられる。

SE406（第57回、図版57－1～3）

検出状況　Illグリッドで検出されたもので、井戸枠の構造はAである。出土遺物がないために年

代は不明である。規模は、掘り方が1．01mXO．75mの不定形で井戸枠の内法は0．35mX

O．41mの方形を呈し、底面は検出面から49cm掘り下げた標高7．89mに位置する。東側の柱

2本とそれにかかる横桟のみが残されている状況にあり、柱は先端を杭状に加工し底面に

打ち込まれている。井戸枠を固定し、安定させるための工夫と考えられる。

1．暗灰褐色礫混じり砂（粘性強）

2．黄灰褐色細～中礫混じり砂

3．時灰褐色中礫混じり砂（粘性強）

4．黄灰褐色小礫混じり砂

5．黄灰褐色中礫混じり砂

6．黄灰褐色砂（粘性強）

7．黄灰褐色細～小礫混じり砂

［＝＝］昆虫化石採取範囲

第56図　第4遺構面　SE405実測図
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L＝8．50m

L＝8．70m

石を取り除いた状況

第57図　第4遺構面　SE406・SE407実測図
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l

掘り下げた標高。鵬mに位置する。

一　二一　　‥一十．、′一了！∴　一　二：ノ・．　　　　　、　　　　　　　．　　．　　　、

持　満雄遺構

－・′′∴∴－　　′、′ノ　　　　　　　　＼・　　　　　　　　　∴　　　′

横等を分離した。その結果主な　のを和衷のよ　に　～贈号藩にまとめることがで　た。

、・′′　‾　　、・′く、、′・　′　一′　　ノ　　ノノ　　　　　・′　　　　　　　　・・．

′・；．ノ：、ノ．・　　　　　　　　、・：　′　′ノ　　　　　′　・・、

摘、SH射博など掘立柱建物が位置することから淘建物の属する地区を限定車区画する機

‾′　．一、′∴　′：・．　′　′、．、　　　・二　′

B三匡西の湧　　B工区酉で検出された清は且2砂且3珍且6◎33～初号藩のよ　な東商方向の　のが室である

′　　－　　　　　　　　′′　　　　′　　　　　　　一、　　　　　　　　．

れる。

第詑嚢　第　遺構薗　湧状遺構…覧責
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B工区東で検出された溝は東商方向の24の45号溝と南北方向の25◎26号港である。検出　随蓋医薬の満

ノ　　　　　　　　　　　　　．　　∴言　く・！′、ノノ」．‘「　ノ∴′．′し・′こ

遺物は古墳時代未～奈良時代の土器類◎木製品㊧玉◎砥石が出土している。多　は破損　出藍遺物

′　′　、′　　　．・．　　′／′′　∴　ノ′，・、′　′、ノ、．′∴；′ノ∴Jふ．′ノ言

′　′′ノ‘・　　　・　：　　′．　‥、　、‾　二㌧′．二′ノ　∵互㍉　二・一一二∵！十・日∴′

・′　　ノ、－．、ノ、　′J、、．、′　：・　∴　、′．′′′∴－　∴′；）ら

′▼　　　　、ノ＼　′′′

出土遺物により古墳時代未の藩と認定できたものは温～20◎23⑳26砂34診38砂43号溝の

計鵠本である。いずれからも土器が出土しているがほとんどが破片で、温～5魯8～12魯

15金且　の邦号溝から出土した　のの一部を復元砂実測し得たに留まった。また、溝ほっ「～

◎　～臓魯翻⑳器号溝のよ　に地形に合わせた　扇状区画」を構成するもの、15◎18◎　扇状区画

且9号溝のように「扇状区画」の藩に切られるもの、温7号藩のように「扇状区画」を切るも

のの3種類に分けることができる。また、遺物は出土していないが、このほか建物を区画

する　のに類する　号清、切　合いから最　古い　のに類する且4億蟻号溝をこの時期に該

当する　のと考えた。以下に主要な　のについて説明を加える。

′　　‥ノ　、・、

K2、L2⑳3グリッドで検出された南北方向の清である。検出商での規模は長さ12。8m、検出状況

幅の。5～　め媚mを測　鴻　断面形は蓮台形状を望する。直線状で南側にゆくに従い幅を広げ

る。

遺物は土器と木製品が出土している。土器には土師器の杯がみられる　第5回…の。　出藍遺物

太振りで体部の外商にミガキが太るのが特徴的である。木製品には曲物の蓋と竹籠がみち

′　′．　′　　　　　　　　．、二′ノ′ノ　ー・∴ノー　　了＿、∴′十・三了ノ′′つノ言上し，′．∴一　一′′　工事∵′音読

．′，、′　－　・：′　　　　　　　‥　′1′ノ十く／一　、′′ノ

ノ　′′、＼∴ニii、拙

K3グリッドで検出された南北方向の藩である。検出商での規模は長さ5。6m、幅0。55　検出状況

～0。80mを測り、断面形は薬研状を呈する。

遺物は土器と木製品が出土しており、土器には須恵器の種差と土師器の聾がみられる　出藍遺物

（第封計∵2㌔の。須意器の杯豊　津　は体部と日録部の境に弱い法線が入る。土師器の

聾　律　は球胴形を皇する産地系の聾であ、底部の外面に鮮明な木葉痕を残す。木製品

、∴．・．．　　　′′リノ′∴′－′′　′′　′′・！ノ　人　′′！．・：ノ：′∴il二五告、‾　′：′禁′†一：∴、l：叛

′　′l　　十′′　　、′

‾．1∴〔一十ミ．く　、く一、一　㌦

一　、、、二　ノ′　′　　’言．ノ′　′：一一ノ∴‥－′ノノ1－1‾、言ノ′1　′左目′「二の損」∴上「㍗言、1品　一、三　　ノ∴江

の。38～。栖mを測　鴇　断面形は蓮台形状を皇する。緩やかに「く」字状に曲がる。

遺物は土器と木製品、自然遺物が出土しており、土器には須恵器の杯蓋⑳平瓶、土師器　出藍遺物

の棒がみられる（第封紅∵針Wの。須潜器の捧蓋（4ゆ5）はほぼ同寸法で、体部と目

線部の境に弱い洗練が太る。平瓶　橘　は頚部端の接着部付近から割れて体部は失われて

いる。土師器の杯　浮　は球胴形を豊し深いもので外面底部に木葉痕を残す。木製品は膝

ノ′′　′　　ごノ．立　ノ・　ノ　・一帰　　工′　十上　目　′！′、楊物最の崇止上　竹、？，′㌢

どがみられる。膝柄は台部に厚みがなく、鉄分によるとみられる変色部分も観察できるた

め銑斧を着けて傑用したと考えられる。物差はノリウツギの幹を半分に縦割りした材を、　物　　　差

－111－



午　sD4006　平

二二了‾

L＝8．10m

1・灰オリーブ色シルト（7a層）
2．腐植土

3．秒質シルト

4．シルト

5．腐植混じり砂質シルト

6．粘性土

7．砂

第58図　第4遺構面　区画溝遺物出土状況図
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最大幅工75C。、最大厚0。95cmの角柱に加工し、一寸刻みの目盛りを付けたものである。目

盛りは幅0。06－0．11mm、深さ約0。5mmで全幅を横断するように刻み込まれている。間隔は

2。864～2。982cmの間でばらつきがあり、平均値は2。938cmとなる。この値は唐太尺の1尺（現

行尺の9寸8分＝29。694cm）にみる数倍と極めて類似していることから、唐大尺を基準と

して製作されたと考えられる。裏面は縦割り裁断面にあたり、幹の髄が抜けてできた溝が

樋状に走っている。現状では3つの部分に折れていて接合できず、小口の一端も失われて

いるため全長は明らかでないが、目盛りの刻線が13本観察されること、正倉院に伝世する

1尺5寸ものの木尺の存在、ノリウツギの幹から取れる材の大きさなどから考えれば、1

尺5寸の物差であった可能性が高い。竹籠は内側に須恵器の杯が噛んだ状況で出土した。　竹　　　籠

籠が杯の上面に覆い被さった後に部分的に杯の内側に潰れ込んでいる様子が伺える。

4号溝（第58匡上図版60）

J3グリッドからL4グリッドにかけて検出された南北方向の溝である。検出面での規　検出状況

槙は長さ26。3m、幅0。42～0。91mを測り、2段掘りされている。中間部分が比較的幅広に

なり、北側は鍵の手に西側へ屈曲する。

遺物は土器、木製品、石製品が出土している。土器には須恵器の杯蓋と土師器の杯がみ　出藍遺物

られる（第5図－β◎の。須恵器の杯蓋（の　は体部と日録部の境の沈線が極めて弱い

ものであるが2号溝、3号溝の須恵器の杯蓋よりも約1cm口径が大きくなっている。土師

器の杯（9）は内面に放射状のミガキが施されている。木製品には編錘（37－の、曲物（47

－工4㌢つ上棟槌（37－却）がみられる。編錘は孔の反対側の縁に切り込みがあり、

吊るす際の縄の掛りを考慮している。曲物は底板のみであるが、円形のもの（47－j）と

楕円形のもの（4β－j）とがみられる。大きさもかなり異なるため用途の違いなどを想定

できよう。横槌は叩打面が平坦で柄が欠損している。石製品には玉と砥石がみられる。玉

は丸玉で滑石製であり、不定形である（59－7）。砥石は砂岩の自然礫を用い、正面と一

側線を使っている（62－2）。

5号溝（第58図、図版62－瑠）

J4グリッドからL4グリッドにかけて検出された南北方向の溝である。検出面での規　検出状況

槙は長さ30。7m、幅0．50～工03mを測り、断面形は浅い「U」字状を呈する。中央部分が

幅広になり北側は鍵の手に西側に屈曲して4号溝に連結する。

遺物は土器、木製品が出土している。土器には須恵器の杯蓋車庫身◎壷、土師器の杯e

聾がみられる（第5図－〟トら略）。須恵器の杯蓋（jO）は体部とロ縁部の境に沈線をもた

ないものであるが口径は2～4号溝のものと大差はない。須恵器の杯身（jj）は乳頭状の

出土遺物

鉦の付く蓋が伴う時期のものである。壷（j2）はノタメが顕著で、薄手に作られている。

土師器の杯は日録部が内湾しながら外側へ立ち上がるもの（j3弓4）と垂直に立ち上がる

もの（綿　とがある。後者のほうが器高が低くなっている。土師器の嚢は在地系のもの

（j6）で球胴形を呈するのが特徴である。木製品は組合せ鋤（30－2）、一木鋤（3「2）、

輪かんじき型田下駄の足板（35－3主　曲物の底板（47－3～5）、横櫛（50－7）、用途

不明品（5β－465）がみられる。

8号溝（第58区上図版62－2）

K4グリッドで検出された東西方向の溝である。検出面での規模は長さ4．00mで、幅　検出状況

0。60～0。80mを測り、断面形は浅い「U」字状を呈する。

遺物は土器、木製品が出土している。土器には平瓶がみられる（第5図－珍。肩部に　出藍遺物
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は張りがあり、底部外面にはへラ記号「I！」が記されている。木製品は曲物の底板（37～

6）がみられる。

9号溝（第58区上図版62－3）

検出状況　J4グリッドからL3グリッドにかけて検出された東西方向の溝である。検出面での規

模は長さ21elm、幅0632～0。55mを測り、断面形は逆台形状あるいは浅い「U」字状を呈

する。なかばで3号溝、10号溝と、北西端で1号溝と連結している。

出土遺物　遺物は土師器の杯（第5図－jβ）と用途不明木製品（∬－7）が出土している。不明木

製品は2つに割れ、接合面とカーブする側面に加工痕をもつ。

用号溝（第58匡上図版62－4）

検出状況　K3グリッドで検出された東西方向の溝である。検出面での規模は長さ9。2m、幅0。38

～Oe60mを測り、断面形は浅い「U」字状を皇する。西端で1号溝と、東端で9号溝と、

なかばで2号溝と連結している。

出立遺物　遺物は土器では平瓶（第5図－j9）が、木製品では曲物の底板（47－2）がみられる。

平瓶は肩部と胴部の境に一条の浅い洗練が巡っているのが特徴的である。

m号満（第58図、図版6瑠）

検出状況　J◎K4グリッドで検出された東西方向の溝である。検出面での規模は長さ5。Om、幅

0050～0・68mを測り、断面形は逆台形状を皇する。西端で4号溝と、東端で5号溝と連結

している。

出藍遺物　遺物は土鼠木製品が出土している。土器には盛がみられる（第鋸紅∵の。胴部上半

にはクシ工具による刺突が平行して施され、底部にはへラ記号とみられる筋が適っている。

木製品は大足が出土している（36－j）。足板と枠の横木のみが残存していた。

72号溝（図版63－一つ

検出状況　J3グリッドからI9グリッドにかけて検出された東西方向の溝である。緩やかな弧を

措いて調査区を横断するもので、検出面での規模は長さ54。Om、幅0。43～1。00mを測り、

断面は浅く、蒲鉾状を呈する。

出土遺物　遺物は土器、木製品が出土している。土器には須恵器の杯蓋がみられる（第6図－2）。

日録部と体部との境に一条の洗練を巡らせる。木製品には別物の皿がみられる（39－5）。

裏面には焼書が残されている。

て3号溝（図版63－つ

検出状況　I3グリッドからI9にかけて検出された東西方向の溝である。検出面での規模は長さ

54・5m、幅Oe63～1e55mを測り、断面形は浅い皿状を呈する。12号溝に平行する溝である。

当初は穏やかに曲がる溝であるが、後にI7グリッドで更に北向に屈曲する23号溝に付け

替わるとみられる。

15号満（図版63－2）

検出状況　I5グリッドからJ6グリッドにかけて検出された南北方向の溝である。検出面での規

模は長さ17．4m、幅0。60～1．02mで、断面形は浅い皿状を呈する。12号溝に切られ、「扇

状区画」の溝とも平行しないため、更に古い区画を形成するものと考えられる。また、周

囲の溝に切られる18弓9号溝がこれに直交するものと想定できる。

出立遺物　遺物は土器、木製品が出土している。土器には土師器の杯がみられる（第6図－667）。

7は6に比べ器高は若干低くなるが、口径が大きくなり内面をパケで平滑に調整する点が

特徴的である。木製品には曲物の底板がみられる（46－3）。
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柑号溝

J6⑳7グリッドで検出された南北方向の溝である。検出面での規模は長さ9。4m、幅　検出状況

0。42～0。61mを測る。切り合いから20号清よりも古いとみられ、15号溝と直交して区画を

構成すると考えられる。平行する19号溝を一部切っており、この溝を付け替えたものと考

えられる。

なお、この溝は、奈良時代に該当する33号掘立柱建物SH440の柱穴が切る噴砂によっ

て切られている（第62図、図版66－1）。

遺物にはナスビ型鍬がみられる（第謝図－j）。鍬先が炭化し、鍬身の約半分が欠損する。出立遺物

罰号溝

‡7グリッドからK7グリッドにかけて検出された南北方向の溝である。検出面での規　検出状況

槙は長さ17。5m、幅0。60～0。98mで、断面は浅い皿状を呈する。「扇状区画」の溝のひと

つで、北半では南北方向に延びるが、南端では西側に屈曲する。

遺物は木製品と石製品が出土している。木製品は方形を呈する別物（第射図－j）、曲　出藍遺物

物の底板（雅一5）がみられる。石製品は管玉がみられる（59…の。滑石製であり、孔

は片側から開けられている。

26号濁

し9秒10グリッドで検出された南北方向の溝である。検出面での規模は長さ18。6m、幅　検出状況

0湖上弓∴臓mを測り、断面形は矩形を皇すると考えられる。

遺物は須恵器の高塚が出土している（第6図－β）。 出土遺物

②禁慮時代の溝

奈良時代の溝は22の24◎35◎37◎40e44～46号溝である。これらの溝は古墳時代の溝と

更に異なった方向にある。また、39号溝はいわゆる白鳳時代の遺物を出土しているもので

あるが、八反田地区では当該時期は遺物も少なく、奈良時代により近いという理由でまと

めてあげておく。

3と）弓溝

H5グリッドからH6グリッドにかけて検出された東西方向の溝である。検出面での規　検出状況

槙は長さ17。3m、幅0。39～0。75mを測り、断面形は蒲鉾状を皇する。古墳時代末の34号溝

を切っており、規模や位置も類似することから古墳時代末から奈良時代にかけて付け替わ

ったものと考えられる。

39号溝

G5グリッドからI9グリッドにかけて検出された東西方向の溝である。検出面での規　検出状況

槙は長さ34。9m、幅0．45～1810mを測り、断面形は浅い蒲鉾状を呈する。37号溝と平行し

て掘られている。

遺物は土器が出土している。土器には土師器の杯がみられる（第6図－4◎5）。射ま　出∴藍遺物

体部が直線状に立ち上がるもので、7世紀後半に属するものとみられる。5ほ古墳時代の

杯である。

掴号溝（図版64）

F5グリッドからG9グリッドにかけて検出された東西方向の溝である。検出面での規　検出状況

榎は長さ34。1m、幅0。28～0。70mを測り、断面形は「U」字状を呈する。掘立柱建物SH

射0珍SH4畏「諺SH415㊤SH射7等と平行する。

遺物は土器、木製品が出土している。土器には須恵器の杯蓋（第6図－9）、杯身（6　出藍遣物
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一秒j2）、高年（6－月）がみられる。杯蓋は凹状の鉦をもち、端部は内側に折り曲げ

られる。木製品には輪かんじき型田下駄の足板がみられる（35－4）。

46号溝

検出状況　I9◎10グリッドで検出された南北方向の屈曲する溝である。検出面での規模は長さ

17e5m、幅0・42～0・70mを測り、断面形は浅い皿状を呈する。47号溝と平行する。

出土遺物　遺物は土器が出土している。土器には須恵器の杯蓋（第6図13）、土師器の杯（614）

がみられる。須恵器の杯蓋は宝珠状の紐をもち、偏平なものである。

③その他の溝と遺物

土　　器　土器は須恵器の合子型の杯蓋が19号溝（第6図－3）とI5グリッドで検出されたSD

4012（4－2j）から、杯身（4－23）はG5グリッドで検出されたSD4103から、受け部

をもつ蓋（4－25）はH7グリッドで検出されたSD4247から出土している。また、古墳

時代末の土師器の杯が王6グリッドで検出されたSD4072（4－功、H6グリッドで検

出されたSD4234（4－24）◎SD4265（4－26）から出土している。

米　製　品　木製品は到物（4「4）がI7グリッドで検出された23号溝SD4266から、曲物の底板

（46－2）がJ6グリッドで検出されたSD4240から、切り込みの入った棒状の用途不明

品（5β－6）がK5グリッドで検出されたSD4028から出土している。

石　製　晶　石製品は玉（59－6）がJ6グリッドで検出されたSD4241から出土している。

（4）土坑

竪穴住居の
可　能　性

禦示巳に伴う
土　　　　坑

土坑は100基以上が検出され、このうち主要なもの36基を第33表のように整理した。平

面形状は円玖隅丸方形、長方形、不定形と様々であるが、重複の可能性があるもの、形

態がはっきりしないものを除いた中では楕円形が13基と最も多く、次いで不定形が9基、

隅丸方形、円形、長方形が各3基となっている。これらのうちで底面にピットをもつ6◎

13◎26号土坑、焼土を確認した27号土坑は竪穴住居になる可能性があり、馬の歯が出土し

た35号土坑、馬の歯と土製品などが出土した36号土坑は祭祀に伴うものと考えられ注目さ

れる。また、それぞれの時期は土器の出土が少ないため積極的には検討できないが、1◎

1巨15の27号土坑が古墳時代末、34号土坑が奈良時代と考えられる。3巨33号土坑の土師

器の杯は古墳時代後期から律令期初頭にかけて存続するものなので、これらの土坑も何れ

かの時期に該当すると考えられる。なお、文中では特に触れなかったが、以下に記したも

ののはかにI7グリッドで検出されたSX4040から自然礫を用いた砥石（第紺図－7）が

出土している。順を追って主な土坑、出土遺物に説明を加える。

1号土坑SX4003

検出状況　L◎M4グリッドで検出された平面形状が楕円形を呈する土坑である。規模は長径

工65m、短径1．35m、深さ42cmを測る。

出土遺物　遺物は須恵器の杯身が出土している（第6図－j5）。

6号土坑SX4001（第59図、図版65－頂）

検出状況　J4。5グリッドで検出された平面形状が長方形を呈する土坑である。規模は長辺

6・40m，短辺6eO5m、深さ21cmを測り、断面形は浅い皿状である。南東部に舌状の張り出

しがあり、底面には数ヶ所のピット状の落ち込みが観察されたが、相互の位置関係に規則

性はみられない。

出　土遺物 遺物は木製品、石製品が出土している。木製品には鎌柄（第3j図一時編錘（37－の、

下駄（50－月）がみられる。石製品には紡錘車（59－JO）がみられる。
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＝号＿±抗S）く4060

H4グリッドで検出された平面形状が不定形を呈する土坑である。規模は最大幅工25m、検出状況

最小幅工05m、深さ15cmを測る。

遺物は土器が出土している。土器には須恵器の杯蓋（第6図一頭、土師器の杯は主調）出立遺物

がみられる。

12号土坑SX4005

I◎J5グリッドで検出された平面形状が楕円形を呈する土坑である。規模は長径約　検出状況

第33表　第4遺構面　上坑－1藍藻

土 坑 番号

（号 ）
遺 構 番 号 平 面 形状

長 辺 （m ）

（ ） ：現 存

短 辺 （m ）

（ ）：現 存
深　 さ （cm ） 備　　　　　　　　　　　 考

1 S X 40 0 3 楕 円 形 工6 5 1 ．3 5 4 2 底 部 に木 葉 の堆 積

2 S X 40 0 7 隅 丸 方 形 （1 ．3 0） 工 20 1 1 腐 植 層 の 落 ち込 み

3 S X 40 1 0 円　 形 工 4 5 1 ．40 2 9 多 数 の 木 片 出 土

4 S X 4 0 09 楕 円 形 工 5 3 上 33 44 灰 色 粘 性 土 の 落 ち込 み

5 S X 4 0 12 不 定形 4 ．15 3 ．0 5 22 腐 植 層 の 落 ち 込 み

6 S X 4 0 01 長 方 形 6 ．4 0 6 ．0 5 21 紡 錘 車 、 下 駄 、 編 錘 な ど出 土

7 S X 4 00 4 楕 円形 1 ．55 1 ．2 8 70 小 児 頭 大 の礫 、板 材 出 土

8 S X 4 0 14 （2 ．4 5） （0 ．8 0） 2 3 9 号 0 1 0号 土 坑 と同 一 か ？

9 S X 40 15 （3 ．1 0） （上 3 5） 2 1 8 号 ・10 号 土 坑 と同 一 か ？

1 0 S X 40 2 7 （5 ．8 5） （2 ．90 ） 1 6 覆 土 に焼 土 を含 む。 8 号 ・9 号 土 坑 と同 一 か ？

i l l
S X 40 60 不 定 形 1 ．2 5 1 ．05 1 5

l

！ 1 2
S X 4 0 05 楕 円 形 （2 ．60 ） 1 ．50 1 7

i 1 3
S X 4 0 31 不 定 形 7 ．70 5 ．75 22 覆 土 に 炭 化 物 が 顕 著

！ 14
S X 4 0 70 楕 円形 1 ．32 8 5 44 杭 状 木 製 品 3 点 出 土

！ 15
S X 4 04 3 不 定 形 1 ．4 5 60 22

！ 16
S X 4 03 0 楕 円 形 9 ．2 5 2 ．4 0 12 腐 植 層 の落 ち込 み

17 S X 40 3 5 不 定 形 （8 ．8 5） 2 ．5 0 17 腐 植 層 の落 ち込 み

18 S X 40 24 楕 円 形 上 8 1 （0 ．93 ） 1 4 多 数 の 木 片 出土

1 9 S X 40 26 円　 形 （1 ．1 2） 1 ．00 4 4 多 数 の 木 片 出 土

2 0 S X 4 0 29 不 定 形 工 60 1 ．20 1 1 覆 土 に 炭 化 物 が 顕 著

2 1 S X 4 0 34 （2 ．63 ） （1 ．32 ） 14

22 SX 4 0 33 円　 形 1 ．78 （0 ．90 ） 27 底 部 の 腐 植 層 よ り昆 虫 化 石 を確 認

23 S X 4 04 5 楕 円形 4 ．0 5 2 ．6 5 76 覆 土 に風 化礫 ・腐 植 物 、 底 部 に小 児 頭 大 の 礫

2 4 S X 4 07 7 （3 ．2 0 ） （2 ．9 5 ） 10 覆 土 に炭 化物 を 含 む

2 5 S X 40 7 8 隅丸 方形 3 ．2 0 3 ．1 5 13

2 6 S X 40 9 7 長 方 形 3 ．1 5 （2 ．80 ） 16 3 辺 に溝 を もつ

2 7 S X 4 0 74 長 方 形 （6 ．00 ） 4 ．15 5 0 覆 土 に焼 土 ・炭 化 物 を含 む

28 S X 4 0 80 楕 円 形 4 ．95 1 ．55 1 7

29 S X 4 0 54 楕 円形 8 ．00 3 ．35 34 覆 土 に 炭 化 物 ・腐 植 物 を含 む

3 0 S X 4 07 3 不 定 形 3 ．70 1 ．2 5 14 覆 土 に 焼 土 ・炭 化 物 を含 む

3 1 S X 40 8 8 隅 丸 方 形 4 ．10 3 ．9 0 22 下 層 に 炭 化 物 層 の 広 が り

3 2 S X 40 4 1 不 定 形 （2 ．5 5 ） 1 ．4 5 3 4 底 部 に腐 植 物 の 堆 積

3 3 S X 40 8 5 不 定 形 2 ．0 0 1 ．70 16 腐 植 層 の落 ち込 み 。 34 号 土 坑 と 向一 か ？

34 S X 4 0 83 楕 円 形 3 ．2 5 工 15 1 4 枝 材 多 数 出土 。 3 3号 土 坑 と同 一 か ？

3 5 S X 4 0 87 楕 円 形 3 ．55 工 30 3 4 馬 の 歯 出 土

36 S X 4 08 4 楕 円形 3 ．85 2 ．20 2 5 馬 の 歯 ・手 捏 ね 土 器 出土
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2。60m、短径1。50m、深さ17cmを測る。

出立遺物　　遺物は木製品が出土している。木製品には鎌柄がみられる（第封図－の。

3号十坑男冊侶

輸出状況　　H4の5グリッドで検出された平面形状が台形に近い不定形を呈する土坑である。規模

は最大幅7。70m、最小幅5。75m、深さ22cmを測り、断面形は浅い皿状である。覆土は2層

からなり、上層が青灰茶色粘質砂、下層が暗青灰色徴砂でともに炭化物を含むが上層のほ

うがより顕著である。底面には20数個のピットが掘り込まれているが位置関係に規則性は

みられない。なお、28～30e34診35号溝によって切られている。

5号二広S）く／（）′ニラ

検出状況　I6グリッドで検出された平面形状が不定形を呈する土坑である。規模は最大幅圭45m、

最小幅0。60m、深さ22cmを測る。

⑳土器片

A・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・A！8。30m

2m
！　　　　　．　　　　　　ま　　　　　　．　　　　二二」

第59図　第4遺構面　6号土坑SX4001実測図
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遺物は須恵器の種差が出土している（第6図一躇）。 出土遺物

23号土坑SX4錮5（第60図）

H809、I8⑳9グリッドで検出された平面形状が楕円形を呈する士坑である。規模　検出状況

は長径4。05111、短径2。65m、深さ76C汀lを測る。覆土は複雑で、上層は直径5∴用cmりノ瑚L
L－E云ミIJ」∴L・て丈rl／ヽ　′Tヽlよ†′レ

礫を含む黄灰色粘土、砂粒ブロック、黄褐色砂質粘土がほぼ水平に堆積し、下層は茶～茶

褐色粘土層に異色粘土、砂、小磯をブロック状に含んでいる。両層の中間付近から枝材、

下層の最下部で腐植物の堆積を確認し、北半部の底面からほ小児頭太の自然礫が集中して

検出された。

26号土琉溜X堀野

L9グリッドで検出された平面形状が長方形を皇する土塊である。規模は長辺3。15m、

短辺約2。80m、深さ16cmを測る。西側を除く3辺に幅約30cm、深さ約10cmの溝が巡ってい

る。覆土には炭化物が混じる。溝の部分から土坑の底面にかけて約20個のピットが検出さ

れたが掘り込み面が確認できず、すべてが土坑に伴うものか明らかでない。

悶

i

日

　

　

巳

＼
＼

＼

♪＼

検出状況

1．風化礫混じり黄灰色粘土　　　5．黒色粘土

2．風化礫混じり黄褐色砂質粘土　6．礫

3．茶色粘土　　　　　　　　　　7．青色粘質砂

4．茶褐色粘土

第60図　第4遺構面　23号土坑SX4045実測図
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27号土坑SX4074

検出状況　　K9◎10、LlOグリッドで検出された平面形状が長方形を呈する土坑である。規模は長

辺約6。00m、短辺4。15m、深さ50cmを測る。底面はほぼ平坦であり、覆土は礫混じり青灰

色粘質砂であるが、北側部分の層中に焼土、最下部に炭化物の堆積が認められた。24号溝

に南東部を切られる。

出立遺物　　遺物は土器が出土している。土器には須恵器の杯蓋、施（第6図－19◎20）、土師器の杯、

賓（6－2子～亮慧）がみられる。土師器の杯は口径に差があるが、整形技法に相違はない。

嚢は在地系のものと思われる。

29号土坑SX4054

検出状況　I¢J8グリッドで検出された平面形状が楕円形を呈する土坑である。規模は長径

8。00m、短径3。35m、深さ34cmを測る。覆土は2層で、上層は暗灰色粘質砂、下層が暗青

灰色粘質砂であり、ともに炭化物、腐植物、小～中礫が混じる。側面、底面で14個のピッ

トを確認したが、位置関係に規則性はみられない。なお、中央からやや北東よりの部分は

撹乱されている。

31号土坑SX4088

検出状況　I9グリッドでほかの土坑よりも更に数cm掘り下げた面で検出された平面形状が隅丸方

形を呈する土坑である。規模は長辺4。10m、短辺3。90m、深さ22cmを測る。断面は浅い皿

状で底面はほぼ平坦である。覆土は上層が小礫混じり茶灰色砂、下層が小礫混じり青灰色

砂で、下層底部に炭化物層が確認された。

出立遺物　　遺物はほぼ完形の土師器の杯が1点出土した（第7図－7）。体部の張りや日録部の外

反の具合が強い。

33号±坑SX子085

検出状況　　H eI9グリッドで検出された平面形状が不定形を皇する土坑である。規模は最大幅

2。00m、最小幅上70m、深さ16cmを測る。

出土遺物　　遺物は土師器の杯が出土している（第7図－6）。

34号土坑SX4083（図版65…3）

検出状況　　HlOグリッドで検出された平面形状が楕円形を呈する土坑である。規模は長径3。25m、

短径1。15m、深さ14cmを測る。覆土中には腐植物が全域にわたって堆積している状況が確

認された。層中には多数の枝材、直径20cm前後の自然礫を含む。第2遺構面の土坑で一部

破壊されているため明確ではないが、覆土の状況などから33号土坑と同一である可能性が

ある。

出藍遺物　　遺物は須恵器の杯身が出土している（第7図－j e2）。1は無高台であるが、体部の

ノタメが極めて強いのが特徴的である。

35号土坑SX4087

検出状況　　H◎IlOグリッドで検出された平面形状が楕円形を呈する土坑である。規模は長径

3。55m、短径1。30m、深さ34cmを測る。西側に段が付き、底部には凹凸がみられる。

出土遺物　　遺物は馬の歯が1点出土している。西側の段上にあり、祭祀に関わるものと推測される。

36号土坑SX40糾

検出状況　IlOグリッドで検出された平面形状が楕円形を呈する土坑である。規模は長径3。85m、

短径2．20m、深さ25cmを測る。北側を46号溝に、南側をSR402に切られている。

出立遺物　　遺物は手捏ね土器（第7図－4◎5）、土師器の甑の把手（7－3）、土製品（66－J e
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ぷのβ）、馬の歯が出土している。手捏ね土器は小型の皿で、粉射こ割れて出土した。飯

の把手はミニチュア土器のものと考えられる。士製品には馬形（の鋸、人形は）が

みられる。

ノ　　ふ′、、．、二ミ・＿、

畝状遺構はA工区とB工区酉で検出された。南北方向に平行して検出された小規模な溝　検出地域に

と、東西方向に平行して検出された刃機模な溝が直交するようにみられるため、これらを　よる相違

一連のものとして畝状遺構と考えた。南北方向のものはA工区ではN当0～鼠50－Eを皇

ノ′ノ六一　′　　　′　′く′・∴∴＼J：つ、＼、∴‾　一一：／∴∴「「ノ！、、く　吏′′　十・・一一ら‥！の

ものもA工区ではN三好LW儲後を皇するのに対しB工区西ではNJ持し牒前後で、こ

れも平行していない。この状況から、同一の規範で土地利用がなされているとは考え難い。

また、A工区では古墳時代未の5号溝に切られ、B工区西では奈良時代の39号清を切るの

で＼＋この規範の差は時期差として捉えることもできる。ここでは、遺構の残存の程度が良

いA工区の畝状遺構について説明を加える。

A工区ではJl主監5グリッドを中心に東西方向に渕条、南北方向に　条検出された（第　魔　王　匿

第馴図　第　遺構薗　畝状遺構実測図
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61図）。東西方向のものは長さ2．0－8．0m、南北方向のものは長さ0．5－10．2mで、ともに

幅20－30cmを測り、深さは10cm以下である。これらは切り合っているため数度にわたって

付け替えているとみられる。なお、出土遺物がないために時期幅は断定できない。

（6）噴砂（第62図、図版66・67）

J・K7グリッドで3条検出された。噴砂は地震に伴う液状化現象により引き起こされ

形成時期　るもので、通常震度Ⅴ－Ⅵ以上で発生する。砂は古墳時代末の18・19号溝の覆土を切って

吹き上げているのに対して奈良時代の33号掘立柱建物の柱穴7・10・11によって壊されて

いることから噴砂の形成時期は7世紀後半から8世紀前半と考えられる。

地震の要因　　静岡地方に発生する地震には2つの要因が考えられる。ひとつは太平洋岸の広域に発生

する地震で、フィリピン海プレートが大陸プレートに沈み込む際に発生するものである。

このうち「南海トラフ」の東半分で発生するものは東海地震、西半分で発生するものは南

海地震と区別されている。近世以降では両者は100－150年周期で同時、あるいは前後して

第62図　第4遺構面　噴砂実測図
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／　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　、

′　ノ　　　　′′′′∴　　　　　　　　．　　　　　′　　′　ノ、　　′ノ　　　　　　　′　　′、

′　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼′　′　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　ハ　　　　　　　　ノ　　　′

ノ　　′　　　　　　　　　‾　　　　　　　　′　　　　　　　　　　／　　－　1　　、．、　一　　　　　　　　　　　′

′　・　　　　　　　　　ノ　　　　　二　・・　　　　　　　ノ　　　　　　　′　　　．

一　．　　　　　　　　　　　　　　．　　　′　　、　　′　　　　　　　　　　′

′

旧河川SR401

ノ　ー　′　　　　　　　　、　　　ノ′・　′　　　　　二　　　　′　　　二

ノ　　　ノ　、．　′　　　　′∴’．　′・、　　　、′　　′　　　ノノ　‥　　′

、′　　′　－　′J′　　　　　　　．　　　　　　　‥　　　　　　　　、ノ

ー　　　　　′　′　　　　′　　　　　′　　一・　　　　一　　　ノ′　ノ　、　　　　　　　′　　　　　ノ　′　　　　　′　－ノ

′

旧河川SR402

B工区東の南端で検出された奈良時代の捌搾ある。北東から南西方向へ流れる河道で　鴇出状況

′　′′　　　　　′　　　　　′　　．　′　　　′′　　　　　　　一

一　′・　・・　′　　　　　′　　　　　　　　　　・　・　′∴ノ、・・　、
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′　′　′　　　　　ノ′　′　　　、　　　　　　　＝　′　　　　′　　′

′∴　′′　　　　ノ・・・　　　　－　・　・′　　　　一・、　　　　′　・′・・・．：・′ノ′′

底板は閤形を皇するものが主であるが堀…書は隅丸の長方形であ　槽状を豊していたと恩

′　二　　′　′　エ∴ノ　　′′′　・二一・′ノ　ノ・ノ′・一・、′′′J　・′・　　′′　∴

－ノ　　　　′．ノ　′　　　′　∴′‥′・．、′′、・ノ′・ノ　　　ーー／　、　′、　ノ　　‥；　′

＼一、　　　　一　　一I　ノーノ　　　′　′　′ノノ　　ー　′ノ

’．．′、　：：　′

、′，　　　　　‥　　′

－′／′・′、ノ　′　′・：・′ノ　ー′′　・′′　′　　　　一′・・　一′　′　　‥　　　　′V

ン′・′　　　　　　　’ノ・′　　　′′　・：J　　言　　　　′、　ノ　ノ∵　′・　′

‘　　　　　　　／ノ　′　′　　′′　／′　　∴′　′′∴ノ．　　′　　　′、．　　く

層）が堆積し、安定した自然堤防状の微高地を形成しているために、建物を築くには極め

′ノ　ノ／′　ノ′　′　′、　一．′　′　、ノ∴　　′．　一　言′・㌧′　′′∴′’・∴一・・一′′′

む。第4遺構商で検出されたピットにも同様なものがあり、本来は第3遺構面に伴うもの

ノ′／、ノ　、－　ノ・．、．ノ′　ノ∴　．　ノ

ノ．＼　　、一一′・．、′　′′′　　′二・∴十、二　・）　　　＿′‥－　∴・一　　ト・ノミl・．

塑水田が開かれている。期調査では　層上面で条里撃水田の坪界畦畔にあたる南北畦畔、

東西畦畔を豆本ずつ検出している○今軋畦畔は検出で　なかったが、6層中から7層上
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面にかけて畦畔に打ち込まれていたと考えられる杭列を検出した。

また、6層の上層からほテフラが検出されている。これは838年に噴出したとされる伊　＄3＄辱火山灰

豆神津島天上山テフラに比定される（特論1パリノ◎サーヴェイ報文を参照のこと）。

このことから、6層は平安時代前期にはすでに上層まで堆積していたと考えられ、6層下

に位置する7層上面の建物群は少なくとも838年以前のものであることが言える。

2　遺構と遺物

の　掘立柱建物

掘立柱建物は8棟を確認した。第3遺構面では総数353個のピットを検出しており、そ　8棟の建物

の中には桂根の残存するもの（柱痕跡を含む）が53個、礎板の残存するものが27個あり、

確認された掘立柱建物よりも多くの建物が存在したと考えられる。8棟の内訳は、2間×　規模の内訳

2間の建物4棟、3間×2間の総柱建物4棟である。平面積は最大がSH305（2間×2間）

の30。00nf、最小がSH303（2間×2間）の10。80nfである。規格ごとにみると2間×2

間の建物の面積は10。80－30。00nfだが、3棟までが10r正代前半に集まっており、SH305

のみがとび抜けて大きい。3間×2間の総柱建物は26。33～28。08r尋とほぼ同様な規模にな

っている。

SH301、SH302、SH303、SH306、SH307の5棟はN－33～410－Wに平行あるいは　主軸方位

直交する軸をもつもので、静活平野の条里型地割りの方向（N－38～390－W）に5度前

後の振れ幅でおさまることや、今回B工区西で検出された杭列ともほぼ平行することから

条里型地割に沿って配置されていると着て取れる。また、軸方位からN－330－Wを向く

もの（SH30工　SH302）、N－410－Wに概ね並ぶもの（SH303、SH306、SH307）、N

－620－Eを向くSH304、N－400－Eを向くSH305、N－830－Eを向くSH308の5時期

に分けて考えることができる。新旧関係は、SH308がSH442、SH457などと並ぶことか　新旧関傍

らから第4遺構面の建物に継続するものとして捉えることができる。他は柱穴の切り合い

の新旧関係が不明なためはっきりしないが言斬時条里型地割に沿った一群へと建替えられ

ていったと推測される。また、L9グリッドで検出されたピットから東山72号窯式期に該　出土遺物

当すると思われる県外産の灰粕陶器片と百代寺窯式期に該当すると思われる東遠江産の灰

粕陶器片が、SH307－柱穴1からも百代寺窯式期に該当すると思われる灰粕陶器が出土

していることや、5層対応層を被覆する3層中には大アラコ窯期に該当すると思われる灰

粕系陶器片（いわゆる山茶碗）が若干見られることから第3遺構面の建物群は11世紀中頃

までに建替えられ、12世紀前半に3層の堆積により縮小に転じ終息したと考えられる。

①　2問×2間の掘立柱建物（第34表）

頂号掘立柱建物Sm303（第64図、第35表、図版73－2）

L9elOグリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行

第34表　第3遺構面　2間×2間掘立柱建物一覧表

建物 番号 遺 構 番 号

桁　　 行 梁　　 行 面　　 積 桁 梁比 率

主　 軸　 方　 位

検 出 面標 高

（m ） （m ） （m 2） 桁 ／梁 （m ）

1 S H 3 03 3 ．6 0 3 ．00 10 ．8 0 1 ．2 0 N －4 1 0 －W 8 ．93

2 S H 3 04 3 ．60 3 ．50 12 ．6 0 1 ．0 3 N －62 0 －E 8 ．88

3 S H 3 07 4 ．10 3 ．60 14 ．7 6 1 ．1 4 N －52 0 －E 8 ．86

4 S H 3 05 6 ．00 5 ．00 3 0 ．0 0 上 2 0 N －4 0 0 －E 8 ．99
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1号掘立柱建物
SH303

2号掘立柱建物
SH304



3。60m（柱間間隔上80m≒6民主梁行3。00m（柱間間隔工50m≒5尺）で、面積は10。80㌦

を測る。柱穴3◎4で桂根を、柱穴5ゆ8で土層断面の観察により柱痕跡を、柱穴6◎7

で拳太の石を確認した。ほかに柱穴4では礎板と思われる板材が確認されたが、腐植が激

しいため判然としない。2号掘立桂建物SH304、4号掘立柱建物SH305、5号掘立柱建

物SH306、8号掘立柱建物SH308と重複関係にあり、柱穴2がSH306－柱穴5と、柱穴

8がSH305－柱穴6と切り合うが新旧関係は不明である。なお柱穴3ほトレンチで切ら

れ一部消失している。
I＿1　．′て一一、、－7　　／址‘1√ヽ「こ‾⊥‾、il r－＼

遺物は奈良時代の須恵器の捧身が柱穴1から出工ししい匂　悌∠J凶一〇ノ。

2号掘室根建物Sm3錮（第64図、第35表、図版73－2）

L9グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行3．60m

（柱間間隔上80m≒6尺）、梁行3。50m（柱間間隔1。75m）で、面積は12。60r正を測る。柱

穴5で桂根を確認した。1号掘立柱建物SH303、4号掘立柱建物SH305、5号掘立柱建

出土遺物

L＝9．20m

第65図　第3遺構面　3号掘立柱建物実測図

－127－
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物SH306、8号掘立柱建物SH308と重複するが柱穴の切り合いがなく、新旧関係は不明

である。なお、柱穴3はトレンチで切られ一部消失し、柱穴1⑳8ほ検出できなかった。

3号掘立柱建物S掴307（第65図、第35表、図版73…瑠）

K◎L9グリッドで確認された、平面形が長方形を皇する東西棟である。規模は桁行

4・10m（柱間間隔2。05m）、梁行3。60m（柱間間隔工80m≒6尺）で、面積は14。76m2を測

る。柱穴1で礎板の代用の石2個を、柱穴2で桂根を確認した。8号掘立柱建物SH308
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第35表　第3遺構面　2間×2間掘立柱建物柱穴表

1号掘立柱建物SH303

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底 面の標 高 礎　 板
桂　 根 その他 備　　　 考No．

長　 軸 短　 軸 深　 さ （m ） （枚）

1 32 30 6 円　 形 8．82 須 恵器杯身出土

2 49 38 3 5 楕円形 8．64

3 （48） 44 18 楕円形 8．82 （角）柱

4 44 3 8 23 楕円形 8．73 1 （角）柱

5 40 3 8 15 たまご形 8．78 柱　 跡

6 37 3 5 22 円　 形 8．68 拳大の石

7 73 6 7 13 円　 形 8．67 拳大の石

8 （56） 46 26 不定 形 8 ．66 柱　 跡

2号掘立柱建物SH304

No ．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚 ）
桂　 根 そ の他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （未検 出）

2 20 19 6 円　 形 8，．84

3 （47） 34 16 楕円形 8 ．82

4 33 28 15 楕円形 8．80

5 41 36 18 楕円形 8．64 （角）柱

6 39 39 19 円　 形 8．63

】
7

1
20

［
20

l
6

l
円　 形 8．74

l　　　　　　　　　　 】

8 （未検 出）

3号掘立柱建物SH307

No．

規　　　 模 （cm）
平 面 形 状

底面 の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 47 40 25 不定 形 8 ．67 礎　 石 灰粕 陶器小碗 出土

2 42 40 34 隅丸方形 8 ．58 （丸）柱

3 42 （34） 24 楕 円形 8 ．68

4 （未検 出）
l

トレンチ内

5 36 32 10 楕円形 8 ．70
】
1ヨ】

6 （未検 出） ZE トレンチ内

7 68 49 29 楕円形 8 ．48

8 （44） 37 （12） 楕円形 8 ．68

4号掘立柱建物SH305

No．

規　　　 模 （cm）
平 面 形 状

底 面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 そ の他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 29 28 17 円　 形 8．83 （角）柱

2 60 （47） 15 楕円形 8．81 礎石

3 45 42 26 円　 形 8．84 （角）柱 根 固め石

4 （48） 45 24 円　 形 8．79 （角）柱 根 固め石

5 40 38 19 円　 形 8．76 （角）柱 拳 大の石

6 （48） 40 34 不定 形 8．61 柱　 跡 拳大 の石

7 （28） 24 28 楕 円形 8．62

8 （未検 出）

一つ黒）－



第溺衷　第　遺構面　　閤×　間擁立櫨建物…覧衷

建 物 番 号 遺 構 兎 号

桁　　 行 梁　　 行 面　　 積 桁 梁 比 率

二　 軸　 を　 位

検 出 面 標 高

田
（m ） （m ） （n12） 桁 ／梁

王　　　　　 位
（m ）

5 SH 3 06 5 ．8 5 4 ．8 0 28 ．08 1 ．2 2 N づ 8 ㌧ W 8 ．9 1

6 S H 30 2 6 ．75 3 ．90 26 ．33 1 ．7 3 N －5 ㌢㌧ E 8 ．96

7 S H 30 1 5 ．50 5 ．00 27 ．8 0 L j＿0 N …33 0 －W 8 ．98

8 S H 30 8 6 ．5 0 4 ．20 2 7 ．3 0 1 ．5 5 N －83 0 －E 8 ．90

と重複関係にあり、柱穴3がSH308－柱穴12と切り合うが新旧関係は不明である。なお、

柱穴8はトレンチで切られ一部消失し、柱穴4◎6ほトレンチ内にあたり未検出である。

出立遺物　遺物は灰粕陶器の小椀が柱穴1から出土している（第4図－20）。東遠江産で、百代寺

窯式期に並行するものと思われる。

4号掘立柱建物Sm305（第66区上第35表、図版73…2）

M9、L9砂10グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は

桁行6。00m（柱間間隔3。00m≒10尺）、梁行5。00m（柱間間隔2。50m）で、面積は30。00m2

を測る。柱穴1◎3～5で桂根を、柱穴6で土層断面の観察により柱痕跡を確認した。ま

横固めの石　た、柱穴2～6では直径10～30cmの石が確認されている。特に柱穴3⑳4では柱の根固め

として桂根を挟むように配置してあった。1号掘立柱建物SH303、2号掘立柱建物SH304、

5号掘立柱建物SH306、8号掘立柱建物SH308と重複関係ににあり、柱穴6がSH303－

柱穴8と、柱穴7がSH306－柱穴8と切り合うが新旧関係は不明である。なお、柱穴2砂

4はトレンチで切られ一部消失し、柱穴8は検出できなかった。

②　3問×2問の掘立柱建物（第36表）

5号掘立桂建物S言305（第67区、第3／養、図版ノ3－－－2）

L9◎10グリッドで確認された総柱建物で、平面形が長方形を皇する南北棟である。規

模は桁行5．85m（柱間間隔工95m≒6。5尺）、梁行4。80m（柱間間隔2。40m≒8尺）で、面

積は28。08m2を測る。柱穴2◎10で桂根を確認した。1号掘立柱建物SH303、2号掘立柱

建物SH304、4号掘立柱建物SH305、8号掘立柱建物SH308と重複関係にあり、柱穴5

がSH303－柱穴2、柱穴8がSH305－柱穴7と切り合うが新旧関係は不明である。なお、

柱穴7、束柱の位置にあたる柱穴12は検出できなかった。

6号掘立桂建物Sm302（第68区上第37表、図版だ巨∵‖

K9弓0グリッドで確認された総柱建物で、平面形が長方形を皇する東西棟である。規

模は桁行6。75m（柱間間隔2。25m≒7。5尺）、梁行3。90m（柱間間隔工95m≒6。5尺）で、

面積は26。33nfを測る。桂根◎礎板はいずれの柱穴でも確認できなかった。7号掘立柱建

物SH30工　8号掘立柱建物SH308と接するが切り合う柱穴はなく新旧関係は不明である。

なお、柱穴1◎12はトレンチで切られ一部消失している。

7号掘立柱建物SⅢ301（第69区上第38表、図版だ巨当日

J◎KlOグリッドで確認された総柱建物で、平面形が長方形を呈する南北棟である。規

模は桁行5。50m、梁行5。00m（柱間間隔2．50m）で、面積は27．50m2を測る。桁行方向の

柱間間隔は不均等で、北間が工50m（約5尺）、中⑳南開が2。00mとなっている。桂根◎

礎板はいずれの柱穴でも確認できなかった。6号掘立柱建物SH302と接するが柱穴の切

り合いがなく新旧関係は不明である。なお、柱穴5はトレンチで切られ一部消失している。
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柱穴3◎4ほ位置がずれており、建物の歪みも考慮される。

8号掘立櫨建物S掴308（第70図、第38表、図版署主∴帰

K9⑳腕　L9◎10グリッドで確認された、総柱建物で、平面形が長方形を呈する東西

棟である。規模は桁行6。50m、梁行き4。20m（柱間間隔2。10m≒7尺）で、面積は27。30。デ

を測る。桁行方向の柱間間隔は不均等で、東間が上90m、中◎西間が2。30mとなっている。

柱穴2曲7で桂根を確認した。7号掘立柱建物SH301以外の7棟と重複関係にあり、柱

穴12がSH307－柱穴3と切り合うが新旧関係は不明である。他の建物についても柱穴の

切り合いがなく、新旧関係は不明である。なお、柱穴7ほトレンチで切られ一部消失して

いる。柱穴1◎9は検出されなかったが、SH306－柱穴6が柱穴9の位置にあたるため、

これに対応する可能性がある。

その他の桂穴と遺物

KlOグリッドで検出されたSP3218からほ土師器の杯が出土している（第4図…j9）。

第37表　第3遺構面　3間×2間掘立柱建物柱穴表1

5号掘立柱建物SH306

建物の歪み

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状
底面の標高 礎　 板

（枚）

［

柱 根 上 の他 備　　　 考No．
（汀1）長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 35 （27） 8 楕円形 8。80
i

2

E　　　　　　　　　　　】

64 i 56 i 38

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

楕円形

E

8．64
（丸）柱 i

3 3 9 3 8 1 1 円　 形 8。9 2

4 38 （3 7） 20 たまご形 8．7 5

5 】 （48） 3 6 23 たまご形 8．73

6 35 2 5 26 楕円形 8．66

7 （未検 出）

8 30 2 9
！　 26 円　 形 8 ．64

9 2 0 19 9 円　 形 8 ．6 9

10 4 0 4 0 2 3 円　 形 8 ．6 0 丸　 柱

11 2 1 2 1 7 円　 形 8．7 6 束柱 の柱 穴

1 2
l

（未検 出） 束柱の柱 穴

6号掘立柱建物SH302

No ．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底面 の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短 軸 i 深 さ

1 （33） （26） ！ 16
楕 円形 8 ．87

2 34 33 11 円　 形 8 ．92

3
28 ！ 25

9 円　 形 8 ．95

4
33 i 29

12 楕円形 8 ．88

5
30 i 26

10 楕円形 8．89

6
26 i 24

24 円　 形 8．64

7
30 i 28

6 円　 形 8．80

8 30 30 8 円　 形 8．76

9 31 27 13 楕 円形 8 ．80

10 27 27 23 円　 形 8 ．76

11 38 28 14 円　 形 8 ．85 東柱 の柱 穴

12 （36） 27 7 楕円形 8 ．84 束柱 の柱 穴
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第38表　第3遺構面　3間×2間掘立柱建物柱穴表2

7号掘立柱建物SH301

N o ．

規　　　 模 （cm ） 巨 面 形 状 底面の標高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 28 2 6 8 円　 形 8 ．95

2 3 6 3 3 12 た まご形 8．92

3 35 3 3 15 円　 形 8．89

4
3 1 l　 26

只 楕円弄え 只　隋

5

！

（33）

】

（32）

！

17

［

円　 形

l

8．79

l i l 】

6 31 26 20 楕円形 8．74

7 37 30 20 楕円形 8．73

8 29 2 2 18 楕円形 8．76

9 2 7 2 7 19 円　 形 8 ．71

10 2 9 2 7 8 円　 形 8 ．89

1 1 3 1 3 0 9
l

円　 形 8 ．90 束柱 の柱穴

12 4 6 2 7 12 楕 円形 8．86 東柱 の柱穴

8号掘立柱建物SH308

No ．

規　　　 模 （cm） 巨 面 形 状 底 面の標 高

（m ）

礎　 板

（枚）
桂　 根 その他 備　　　 考

長　 軸 短　 軸 深　 さ

1 （未検出）

2 60 38 1 1 不定形 8 ．87 （角）柱

3 ワク
ー　　　　ムーLJ

】　 21 12 円　 形 1　 8 ・77
l

4 4 7 4 6 14 円　 形 8 ．79

5 58 5 2 2 0 楕 円形 8 ．69

6 52 4 3 15 l　 楕 円形 8 ．67

7 （40） （30） 32 楕円形 8．57 （角）柱

8 44 （33） 19 不定形 8．60

9 （未検 出）

10 42 32 18 楕円形 8．79

11 5 2 4 2 15 不定形 8．67 束柱 の柱穴

12 36 （35） 25 円　 形 8．68 束柱 の柱穴

（2）水田

水田跡の　　A工区からB工区西にかけて、畦畔は未検出であるが畦畔に打ち込まれたと考えられる
認　　　　定

杭列の検出と、プラント◎オパール分析でN3グリッドで3，600個／9、K3グリッドで

2，700個／9、J5グリッドで2，500個／9のイネのプラント◎オパールを検出したことから

水田の存在を確認した。

杭　　　列　　杭列は6層中と7層上面とで検出された。南北方向のものと東西方向のものがあり、I

8グリッドで直交する。6層中の杭列には針葉樹の角杭を主に用い、7層上面の杭列には

広葉樹の丸杭を主に用いる傾向がある。これらの杭列には枝材や木片などが敷き込まれる

ような状態を伴っていた（第63図）。

南北方向の
杭　　　　列

南北方向の杭列はK6グリッドからH9グリッドにかけて検出された。N－400－Wの

方位をもちI期調査で検出された南北畦畔の延長にあたる。6層中の杭と7層上面での杭

が混在していることから、畦畔は水田が機能していた全般にわたって度重なる補修を受け
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て存在していたことが伺える。杭は幅約2mの範囲に密集して打ち込まれており杭列の並

びを捉えることは難しい。しかしJ7グリッドに限っては6層中で検出された2条の杭列

が約上7mの間隔で平行して打ち込まれている状況が確認された。杭には針葉樹の角杭が

用いられ、30～50cm間隔で打ち込まれていた。この南端に2条の杭列を横断するように2

枚の板材が約1mの間隔をおPて杭で固定されていた。これは水田へ水を出し入れする氷　水　　開

口であると考えられる。東西方向の杭列はF5グリッドからI9グリッドにかけて検出さ　東西方向の

れたo N－48。－Eの方位をもち、I期調査で確認された東西方向の坪界畦畔から南へ1航　　列

本員の坪界畦畔にあたる。杭は幅約ユmの範囲に打ち込まれている。杭列の並びが1～2

条確認されが、丸杭と角杭がそれぞれ別の列を構成しているとみられる。

遺物は輪かんじき型田下駄の足板が出土している（第63臥第34図－の。杭の打たれ　出藍遺物

ている範囲からは外れるが畦畔の範囲が明らかでないため、田面に伴うものか畦畔に伴う

ものか定かではない。

第6節　第2遺構面

瑠　概要（別刷図版6、図版75）

八反田地区では、第3遺構面の集落が廃絶した中世初頭以降は再び集落が形成されるこ

となく、全域が湿地化して水田として利用されている。調査では3層を除去した4◎5層　水　田　跡

の上面で長尾川の洪水によって廃絶した水田跡が検出された。洪水で押し出された砂層に

より被覆されていたため、埋没当時の畦畔や田面の状況をよく留めている。また、水田に

伴って砂礫を埋めた土坑が検出されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　土　　坑

畦畔の盛土内や田面からは少量ではあるが、陶磁器、砥石、煙管、膏などの遺物が出土　出土遺物

している。また、作土（5層）中からほ足板に横木と輪の一部を伴った輪かんじき型田下

駄や小柄、鈴、柄鏡などが出土した。煙管は金属部分の雁首と吸口がまとまった量出土し

ている。当時から喫煙する習慣が農相にまで普及し、農作業の合間に嗜まれていたのだろ

う。何れも古泉　弘氏の編年で17世紀後半～18世紀前半に位置づけられるものである。聾

などの装飾品や金属製品が田面や作土中から出土しているのも興味深い。装飾品を身に付

けて水田に訪れることも珍しいであろうし、まして何れの金属製品も水田に捨てることは

怪我等も考えられるだけに危険であり注意されるべきものであろう。

4⑳5層水田の開田の時期は明確には言えないが、洪水によって廃絶した時期は前述の　開田の時期

煙管によって江戸時代前半代に比定できる。静活バイパス（川合地区）の調査でもこの水

田跡に対応すると考えられる水田が調査区のほぼ全域にわたって確認されている（川合遺

跡第2遺構面（Ⅲ層水田）：八反田地区の5層に対応する層位と考えられる）。

ブ　遭鳩と：遺物

の　水田（第7頂図、第39表、図版76～79）

水田作土の4層は灰色粘土質シル上　5層は暗褐色シルトで、5層は色調によって暗灰　作　丑　腰

色の5a層と暗茶褐色の5b層の上下2層に細分層できる部分もある。A工区では4層、

5層とも層厚も厚く、両層の分層も明瞭であるのに対し、B工区西では南に広がる砂礫層

微高地に向けて漸次層厚が薄くなり、両層の分層も不明瞭なものとなる。またB工区東の

砂礫層微高地には5層の堆積は認められない。プラントオパール分析ではI5グリッド

で4層2，600個／9、5a層1，900個／9、5b層2，寧00個／9、J3グリッド（A工区）

では4層－14，900個／9、4層－24，400個／9、5a層12，900個／9、5b層4誇00個／9
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旦「 平8．90m

第71図　第2遺構面　水田実測図
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窮調衷　第　遺構薗　洩田…覧湊

遺構番号
面　　 積 （扉） 平均 標高

（m ∋
分類 遺構番号

面　　 積‾　h浴 i 平均標高

（m ）
分類

積　　 出 復　　 元 検　　 出 復　　 元

JTごり† 33。2 － 8。40 C S T 2 m － … 8ぁ96 C

ST 鋼2 10ユザ5
i

8。52
［

C
［

ST 2。12 － ［
！　 8ゆ97 i C

ST 2 03 寸いい．J ユ09。6 8。射 H S T 21 3 8 0 。0 － 8。58 C
s T 2 04 ［　 ユ26 。0

8 。50
l

Å ST 214 H 5め3 － Sや鮒 C

S T 20 5　　　　　　　 且且。0 －
j　 8 る43

C ST 2 15
i

且79。9 8 の鮒 A

S T鋼 6 64 。9 8 。47 Å ST 2 16 2 6。4 － 8 ヰ56 C

S T 2 0 7 1 27。4
i
i

i
S。54　　　　　 Å ST 2 17 Jい．い … 8e5 7 し

i
S T 2 08 i 7 4の2 － 8き51 C S T 2 j．．8 32 eO －

i8。60 C

ST m 9

S T 2ユ0

1寸寸．寸 ユ60。5 8。58 B S T 21 9 16 誹 － 8。58 C

－ － 8 。78 C

′　　　　　海ノ　　ー

一、　　　　　　　　′　　′　　ノ　　　　′　′　　ノ、／′

のこと）。

′　　　　　一　　　　　　　　一　　　′′　　　　　　′　　′ノ／′　　　′　　′ノ‥　・・′　′　　　　′　　　　　．・

、　　′′　・・　　′　－　　　　　　　　　　　ノ　　′　　′′　′＼ノ　′　　′　　　′

′：　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　′　・・　　‥　‾　　ノ　　　′　　　・・　　ノ　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　∴・’一．　′　　　　　　　一　　　　′－　　　．

′　　　　　　　　　　　　　　　　・．　　　　　－　　　′　　　　l　　′　　　　′′

′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　ノー　′　－　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　′　、

′、　　　′′　　　′ユ　　　′・　′‘′　　　ノ′′．，′．・．′　　二

、　ノ　　　　　　　′　　　　ノ・　　三・　′㌧、．　　′．′′　　　　′ノ・　　　．く　　　　‥．

－　　　　　　　′　′′　　　　　　　　　　　　′ノ　・′　・　－′・　　・′　　′ノー　　　　／′′　－

、　　・　、・　　、　′　　　′′　′　√′′′　　　　′　・・　、ご′．　　′

一　　一、　′ノ

′′　′　′・　・　　　　　′′　′．′、′′　　　　　　　′　′　　ノ．㌧　′　ノ　・′∴・・　′．　　　　　′

′′′．　　′　．　　　　′．・ノ　　　ー∴′′．・　　　　∴　　′　　∴、′，！．　・

らお

ノ　　　　　　′　一　　　・・　　′　　′　′′∴　　　・．八　　，．　　　∴　‘′

′　　　　′∴　　　　　　　　　一　′′　　　∴

・・　、、・′、′ノ／′．′　ノ　へ、、、言　　′・．

田面を被覆した砂を丁寧に除去すると田面には多数の窪みが認められた。窪みには足跡　選　　跡

！′　ノ′　∴′′　　　．、′′′′、、′　　．．ニ　ノ′　∴　ノ′言　′’∴‥′′．了．　′、こ一・・∴．′

先がU字状を皇する。窪みのひとつひとつを確認したわけではないが淘多　は農具痕跡の

′′　′‥ソノ′∴　一　　．－　′′′　　　ノ　′　了．‘ィノ、二㌦、′′′　′．、．，∴′′－フ・′　－　∴′－の．言′′‾

‾、・′・∴　二㌔′　－′．′　′′　　／′．∴ノ′′　十．一・′

敷た言酪叡時には土塊と諾意七たが、鍬先痕跡を洪水砂礫が被覆したとみられる遺構が

′∴ノ　′　　　一　ノ　　こ、　　‥　、′，

′　′ノ　．．．、、ノ　守（′∴・、‾・．∴－′．、こ　′‘、′言：・言′ノニー　丁　、ら言′∴一！：　′二一・日、・、　　＿．

構面の粘土とは明らかに違う茶色租砂が覆っているのが観察で　た。租砂を丁寧に外して

ゆくと底面には半円形の窪みが綻2列に並んだ状態で検出され、形状から農具による痕跡
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水田面（ST215）

斗

土坑内（SX2169）

0　　　　　　　　　　　　　　　　5m
20cm

l l

第72図　第2遺構面　農具痕跡実測図
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であると判断した。半円形の窪みは15cmX25cm、深さ3cmほどの規模を測る。また、一部

について断面を観察したところ、入刃角度100～150度の鈍角をなすことがわかった。この

ことから使用農具はU字型の刃先をもった鍬であると考えられる。鍬先痕跡は南辺が直線、

北辺が半円形の弧線を呈することから、鍬を南側から打ち込み、北側に土を起こす作業を

繰り返したものと推測できる。

（3）旧土坑（第73⑳74回、第40～43表、図版80）

第2遺構面では水田に伴って大小あわせて185基に及ぶ土坑が検出された。この土坑は

洪水で埋没した水田の復旧工事の際に、水田を被覆した砂礫を埋め込むために掘られたも　水田の復旧

のである。川合遺跡の一帯は長尾川の洪水常襲地帯であり、洪水で埋没した水田の復旧工

事が普遍的に行なわれている。静活バイパス（川合地区）の調査でも江戸時代末の水田跡

（川合遺跡第1遺構面）で同様の土坑が検出されている。なお、静清バイパスの調査では

砂礫を土坑に埋め込む方法と併用して潰し地を決めて水田から除去した砂礫を盛り上げて

島畑にする復旧方法も確認されている。

八反田地区では島畑による復旧方法ではなく、土坑を掘削する方法をとっている。N。。

4トレンチの土層を詳細に検討したところ、土坑には465層水田に伴う土坑（旧土坑）　旧　丑　坑

と、それ以降に掘削された土坑（新土坑）の新旧2時期のものがあることがわかった（第　新　堂　坑

73図、図版80－3）。旧土坑は3層が上面を覆い、新土坑は1◎2層が被覆している。分

布状況をみると、新土坑はB工区南東に集中するのに対し、旧土坑はB工区全域に分布し

ている。なお、新土坑の詳細については第7節第1遺構面に記述してある。

旧土坑は第2遺構面の水田を区画する畦畔に規制される形で掘削されていることが特徴　検出状況

である。したがって畦畔を分断する土坑は存在しない。また、畦畔に規制された結果、長

方形を呈する土坑はその主軸を北東弓ヒ西にとるものが大部分である。土坑内の埋め土は

北に行くに従い砂礫から租砂に変わっていく特徴があり、基幹畦畔SK202を境にして北

側坪の土坑の埋め土は茶色租砂が多く砂礫が少ないのに比して、南側坪の土坑は埋め土の

ほとんどが礫である。士坑の底部は7層の灰色砂に達しているため、礫を埋め土とした土

坑では7層との分層が容易であるが、租砂を埋め土とした土坑では両者の分層を明確にで

きないものもあった。しかし土坑は砂礫を埋めるために掘られたものであるから、7層の

砂層を掘削することは考えにくく、土坑の底面はほぼ7層上面と考えて良いだろう。規模

1．灰色粘土質シルト（1・2層）　5．時灰褐色シルト

28　礫混じり灰色粘土質シルト　　　6。暗灰色シルト（5層）

3。礫（¢1～5cm）　　　　　　7．礫（¢2～8cm）

4。灰褐色シルト（3層）　　　　　8．青灰色砂（7層）

第73図　第2遺構面　土坑土層断面図
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ほまちまちであるが、完掘できた最大のものはH8グリッドで検出された92号旧土坑SX

2044で、一辺約3m言葉さ95cmの不定形を皇し、容積9。ユ2nぜを測る。この土塊に仮に一人

で一目工5r運の砂礫を埋めることができたとしても6日間もかかることになる。最小はH

7グリッドで検出された48号旧土坑SX2ユ銅で、30cmX35cmの円形を皇し、比較的太型の

礫が埋め込まれていた。士坑の平面形状はほとんどが長方形で、他に円形、不定形のもの

も検出されている。

捕考旧ま坑　　86号旧土坑SX2005を詳細にみてみよう（第75回、図版80－2）。この土坑は長軸を北西

にとる。平面形状は長方形で長辺3。00m、短辺2ゆ20mを測る。第2遺構面の灰色粘土とは

違う茶褐色微砂が上面を覆っている。微砂はわずかな厚さだが、直下には直径1～6cmの

酸化したとみられる礫が詰まっており、下部の礫は同質であるがグライ化し灰色を皇して

いる。深さは40cmを計測し、およそ2。64㌦の砂礫が詰め込まれていた。同質の土坑はB工

区の南側に集中し言去量はまちまちであるが詰まっていた砂礫はほぼ同質である。

掴号旧豊杭　　興味深いのはH7グリッドで検出された44号旧土坑SX2006である。主軸は北西にとる

が、平面形状は楕円形に近い不定形を呈する。最太幅2。50m、最小幅iゆ30mを計測するこ

の士坑からほ、本来6層下面に包含される須恵器が埋め土から多量に出土している。土坑

を掘削する際に下層から出土した土器片を再び投棄したのであろう。

前述したように土坑内の土質は北にゆくに従い、砂礫から租砂に変わってゆく。長尾川

あるいは調査区南側を商流する飛石川の洪水が南から来襲し自然堤防を乗り越える段階で

礫は止まり、調査区中央付近に租砂を運んだのであろう。士坑の掘削時期は是かではない

が、5層が調査区南側では見られず、わずかに土坑の上部に貼り付くように存在している

ことから、5層の堆積が終了し、複層の堆積が始まって間もなくのことと考えられる。南

側は7層の自然堤防が高いため5層の堆積が薄く、砂礫を土坑に埋める際に一緒に鋤き取

られてしまっている。土坑内には5層のブロックが礫や砂とともに詰め込まれていた。

土坑は当時の人々が自分たちの土地に執着し、経営不能になった水田を修復するため、

文字通り一生懸命に掘削したことが容易に想像できるものである。

出立遺物　　遺物は土器類、木製品、金属製品、石製品が出土している。土器には須恵器（第7図一

九ト」9㌧封）がみられるが何れも士坑掘削の際に下層から掘り上がり、埋め戻す際に混入

している。9号旧士坑からほ古墳時代の杯蓋が出土している（j9）。また、3ユ号旧士坑か

らほ奈良時代の杯蓋で、宝珠状の紐をもつものが出土している（躇）。44号旧土坑からほ

最も多く土器が出土している。杯蓋（却～毘）は何れも凹状の鐙を備えるものでほぼ同寸

法であるがjOのみがひときわ偏平になっている。捧身　0～躇）には無高台のものと高台

を備えるものとがあり、高台杯は蓋と同様にほぼ同寸法のものである。長頸壷　0の　は胴

部のみが出土している。何れも奈良時代のものである。また、136号旧土塊からほ蓋（2j）

が出土している。木製品は105号旧土坑から箱物の一部（4β－の　が、H号旧士坑から挽

物の皿（39－の　が、129号旧士坑からは方形を呈する曲物の底板（46…7）が出土して
らお

いる。金属製品は21号旧土坑から羅字の一部が残る銅製の煙管の吸口（紺－3）が、96号

旧土坑から出土した鋼製の膏（65－5）は、一端に耳掻きがつく。石製品は36号旧土坑か

ら砥石が出土している（6j一針。上面と下面以外の全ての面を使用し、上端は穿孔され

ている。紐を適して吊り下げたのだろうか。

旧土坑のタイプ別分類（第調図、第堀～昭表）

B工区全域に鉱がる4◎5層水田に伴う土坑群は規模砂形状勝主軸方位などから以下の

一一・一1つLlご1－1一一
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5タイプに分類した。全体的にみれば掘削の意図を明瞭につかみ取れるものではないが淘

畦畔の直近に掘削されているÅタイプが意図的であろうか。なお、全土坑をタイプ別に分

類する関係上、ある程度の畦畔の復元を試みた。
′　　　　　O

Aタイフ

畦畔に規制される形で掘削されており、平面プランは隅丸方形または楕円形を皇するも

のが多い。主軸方向は畦畔の方向に同一か、両端が畦畔に接している。数からみるとこ

Aタイプ
86号旧土坑SX2005

1．茶褐色微砂

2．礫

Bタイプ
8号旧土坑SX2016

2mi

Dタイプ

47号旧土坑SX2103　　　45号旧土坑

4「土竿04

第75図　第2遺構面　旧土坑タイプ別実測図
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のタイプが一番多いことから地割を変更せずに水田を復旧する必要があったのであろう。

Bタイプ

畦畔に規制を受けず、田面の真ん中に掘削されているもの。円形または長楕円形を呈す

るものが多い。主軸方向もまちまちで、あまり意図も感じない。日面中央部に多いことか

ら、埋め込んだ砂礫が畦畔の盛直し時に巻き揚げられ混入することにより畦畔が軟弱にな

り、水漏れ等を起こさないように配慮した結果であろうか。

Cタイプ

当初士坑と認識されたものであるが、農具による耕作痕跡が洪水によって運ばれた砂礫

に被覆されたもので、極めて細長い。調査区のほぼ中央に位置し、畦畔の方向に並行して

列状に並ぶ。

Dタイプ

Aタイプe Bタイプ混合の方向性及び意図をもったものと推測できるものであるが、プ

ランが小型で列状に並んでいるものもある。

Eタイプ

何れの範時にも属さず、掘削の意図など不明なもの。

第40表　第2遺構面　旧土坑一覧表1

l　　　 ⊥ 乙⊥O J U ．凸U U ．4こ） ∠ノ U ．Jb U 」刃 且
i　 2

2 16 4 隅 丸 正 方 形 0 ．8 0 0 ．65 1 1 0 ．52 0 ．06 B

！　 3
2 16 6 正 方 形 1 ．5 0 1 ．50 60 2 ．25 上 35 B

！　 4
20 5 1 正 方 形 1 ．1 5 1 ．0 0 47 1 ．15 0 ．54 B

i　 5
20 17 楕 円形 1 さ2 5 1 ．10 42 1 ．3 8 0 ．58 B

i　 6
2 0 18 円　 形 工 05 1 ．0 5 48 上 10 0 ．53 B

7 2 0 15 楕 円 形 1 ．30 0 ．9 0 4 0 上 1 7 0 ．4 7 B

8 2 01 6 楕 円 形 2 ．50 1 ．4 0 50 3 ．5 0 1 ．7 5 B

i　 9
20 1 4

i 不 定 形 i　 3 ・65
1 ．00 4 5 3 ．6 5 1 ．6 4 B

10 20 1 3 長 方 形 1 ．6 0 1 ．05 6 5 1 ．68 1 ．0 9 B

11 2 10 9 楕 円 形 工3 5 0 ．90 4 5 1 ．22 0 ．5 5 B

1 2 20 1 2 不定 形 2 ．2 0 1 ．25 4 6 2 ．75 1 ．27 B

1 3 21 62 長方 形 工 1 5 0 ．8 0 43 0 ．92 0 ．40 A

14 20 1 1 長 方 形 2 ．4 5 0 。9 0 65 2 ．2 1 1 ．43 A

15 207 6 長 方 形 （1 ．20 ） 0 ．9 0 5 工 0 8 0 ．05 A

16 2 02 0 隅 丸 長 方 形 工 40 0 ．9 0 60 1 ．2 6 0 ．76 A

17 2 02 1 隅 丸 長 方 形 5 ．15 上 3 0 20 6 ．7 0 1 ．34 A

18 2 02 2 長 方 形 3 ．80 1 ．0 5 33 3 ．9 9 1 ．3 2 A

19 2 16 5 不 定 形 0 ．70 0 ．65 12 0 ．4 6 0 ．0 5 D

2 0 2 16 9 長 方 形 9 ．5 0 0 ．65 10 6 ．18 0 ．6 2 C

2 1 2 168 長 方 形 3 ．0 0 上 00 34 3 ．00 1 ．0 2 B

2 2 20 55 長 方 形 8 ．3 0 0 ．8 0 9 6 ．64 0 ．60 C

23 21 70 長 方 形 4 ．00 1 ．0 0 8 4 ．00 0 ．32 C

24 2 02 6 隅 丸 長 方 形 1 ．1 5 0 ．6 5 36 0 ．75 0 ．27 D

25 2 15 0 楕 円 形 1 ．00 0 ．6 0 30 0 ．6 0 0 ．18 D

2 6 2 15 1 楕 円 形 0 ．80 0 ．4 0 12 0 ．3 2 0 ．0 4 D

2 7 2 15 2 隅 丸 正 方 形 0 ．65 0 ．5 5 12 0 ．3 6 0 ．0 4 D

2 8 2 15 3 楕 円 形 1 ．10 0 ．65 11
0 ・7 2　 l o ・0 8

D

2 9 21 54 円　 形 0 ．6 5 0 ．55 6
0 ・3 6　 i o ・0 2

D

30 204 9 長 方 形 7 ．5 0 1 ．30 1 6
9 ・75　 i　 L 5 6

C

ー　＿「15－



第41表　第2遺構面　旧土坑一覧表2

土 坑 番 号 遺 構 番 号

平 面 形 状

長 辺 （m ） 短 辺 （m ） 深　　　 さ 面　　　 積 容　　　 積

分 類
（号 ） （S X ） （ ）：現 存 （ ）：現 存 （cm ） （11の （n弔

3 1 2 04 8 長 方 形 1上 4 0 工 0 0 14 1L 40 主 60 C

32 20 4 7 楕 円 形 （6 ．0 0） 0 ．9 0 10 5 ．4 0 0 ．54 C

33 2 15 5 不 定 形 1 ．40 0 ．6 0 20 0 ．8 4 0 ．17 B

34 2 17 3 長 方 形 0 ．8 5 （0 ．7 5） 10 0 ．6 4 0 ．0 6 B

35 20 02 i　 不 定 形 2 ．35 1 ．0 0 28 2 ．3 5 0 ．6 6 i A

3 6 20 03 長 方 形 1 ．90 工 00 3 6 1 ．90 0 ．6 8 A

3 7 20 07 不 定 形 2 ．60 1 ．10 4 0 2 ．86 工 14 A

3 8 21 1 1 隅 丸 長 方 形 2 ．05 1 ．25 4 0 2 ．56 1 ．0 3 B

i　 3 9
200 9 長 方 形 1 ．15 1 ．05 5 7 L 2 1 0 ．6 9 B

4 0 2 12 9 正 方 形 1 ．10 年 05 ） 5 0 1 ．16 0 ．58 B

4 1 2 16 0 隅 丸 正 方 形 1 ．3 5 （L 25 ） 2 2 1 ．69 0 ．3 7 B

4 2 2 13 0 正 方 形 1t．4 0 （1 ．20 ） 50 1 ．6 8 0 ．84 B

43 2 00 8 長 方 形 （1 ．8 0 ） 1 ．2 0 70 2 」 6 1 ．5 1 B

44 2 00 6 不 定 形 2 ．5 0 工 3 0 37

i

3 ．2 5 上 20 A

45 2 10 1 長方 形 工 0 0 0 ．4 5 1 1 0 ．4 5
I

0 ．05 D

46 2 10 2 長 方 形 0 ．9 5 0 ．4 0 10 0 ．3 8 0 ．04 D

4 7 2 10 3 長 方 形 0 ．90 0 ．4 5 10 0 ．4 1 0 ．0 4 D

4 8 2 104 円　 形 0 ，3 5 0 ．3 0 7 0 ．1 1 0 ．0 1 D

4 9 21 4 5 隅丸 正 方 形 工 25 上 2 5 17 上 5 6 0 。2 7 A

5 0 21 08 長 方 形 1 ．00 0 ．70 3 6 0 ．70 0 ．2 5 D

5 1 20 99 長 方 形 1 ．40 0 ．80 4 5 1 」 2 0 ．5 0 B

匿
5 2

；
210 5

！　 長 方 形 l （3 瀾 ） 1 1 ．25
10

1　 4 ．75
0 ．4 8

A　 訂

5 3 210 6 不 定 形 （3 ．70 ） 1 ．00 10 3 ．70 0 ．3 7 A

54 2 10 7 長 方 形 （生 10 ） 1 ．55 10 6 ．36 0 ．64 A

5 5 2 07 8 隅 丸 長 方 形 0 ．9 0 0 ．55 5 0 ．50 0 ．02 D

5 6 2 07 9 隅 丸 長 方 形 工8 0 0 。90 1 5 工 62 0 ．24 n

57 2 08 0 隅 丸 長 方 形 1 ．7 0 0 ．55 7 0 ．94 0 ．07 D

58 2 08 1 隅 丸 長 方 形 1 ．0 5 （0 ．56 ） 12 0 ．59 0 ．07 D

59 2 15 7 隅 丸 長 方 形 0 ．9 5 （0 ．7 0） 12 0 ．6 7 0 ．08 D

60 2 14 4 長 方 形 0 ．7 0 0 ．4 0 7 0 ．2 8 0 ．02 D

61 20 8 5 隅丸 長 方 形 1 ．1 0 0 ．6 5 20 0 ．7 2 0 ．14 D

62 20 8 7 隅丸 長 方形 1．80 0 ．6 0 5 工 0 8 0 ．05 A

6 3 20 8 6 長 方 形 2 ．00 工 3 0 5 2 ．6 0 0 ．13 A

6 4 21 10 不 定 形 （工 10 ） 0 ．5 5 15 0 ．6 1 0 ．0 9 B

6 5 20 88 楕 円形 1 ．50 工 0 5 33 1 ．5 8 0 ．52 B

6 6 20 89 楕 円形 0 ．80 0 ．6 5 36 0 ．5 2 0 ．19 D

6 7 20 90 楕 円 形 上 10 0 ．75 50 0 ．8 3 0 ．4 l＿ D

6 8 20 91 楕 円 形 0 ．80 0 ．65 2 2 0 ．5 2 0 ．11 D

6 9 20 93 楕 円 形 0 ．85 0 ．50 3 0 0 ．43 0 ．13 D

70 21 56 楕 円 形 0 ．85 0 ．70 8 0 ．60 0 ．0 5 D

7 1 2 17 6 楕 円 形 （0 ．70 ） 0 ．65 3 5 0 ．46 0 ．1 6 D

72 2 17 7 長 方 形 （2 ．4 5 ） 工 00 4 0 2 ．45 0 ．98 A

73 2 17 8 不 定 形 2 ．2 5 1 ．4 0 3 7 3 ．15 1 ．17 B

74 2 17 9 長 方 形 0 ．7 5 （0 ．60 ） 20 0 ．4 5 0 ．09 D

75 2 17 1 不 定 形 （1 ．0 0） 0 ．75 12 0 ．7 5 0 ．09 D

76 2 17 2 隅丸 長 方 形 （1 ．1 5） 0 ．7 0 17 0 ．8 1 0 ．14 D

77 20 0 1 長 方 形 1 ．7 5 工 4 5 35 2 ．5 4 0 ．89 B

7 8 20 1 0 不 定 形 2 ．60 0 ．7 0 50 1 ．8 2 0 ．91 B

7 9 2 16 1 長 方 形 1 ．30 0 ．6 0 6 0 ．．7 8 0 ．0 5 B

8 0 2 167 隅 丸 長 方 形 4 ．2 5 1 ．20 23 5 ．1 0 上 17 A

ー「1（うー



第42表　第2遺構面　旧土坑一覧表3

i二坑 番 号 遺 構 番 号

（S X ）

li

平 面 形 状

長　 辺 （汀1） 短 辺 （汀l）
r

深　　　 さ 面　　　 積 容　　　 積
分 類

「勘 （ ）：現 存 （ 「∴現存 （cm ） （n12） （n封

8 ユ 2 0 19 楕 円 形 L 75 上 10 6 2 1 ．93 上 19 B

8 2 2 02 3 長 方 形 2 ．00 1 920 5 0 2 ．4 0 1 ．20 B

8 3 2 ユ5 8 隅 丸 長 方 形 2 。15 0 ．55 10 1 ．18 0 ．12 A

8 4 20 0 4 長 方 形 l 。0 0 0 ．85 18 0 ．8 5 0 ．15 A

8 5 2 ＿15 9 不 定 形 】 1 02 0 0 。4 5
I

8 0 ．5 4 0 ．0 4 A

8 6 20 0 5 長 方 形 3 ．0 0 2 ．20 40 6 ．6 0 2 ．6 4 A

8 7 2 ユ7 4
i　 不 定 形

2 ．4 0 2 ．0 0
－

生 8 0 － A

88 2 ＿17 5 不 定 形 。L 8 0 L 4 0
ぎ

2 ．5 2 － A

89 20 4 1 長 方 形 1 ．2 5 L 0 5 70 1 ．3 1 0 ．9 2 A

90 20 42 正 方 形 1 。7 0 1 ．5 5 73 2 ．6 4 上 9 2 A

9 1 204 3 長 方 形 1 ．8 0 上 5 0 75 2 ．7 0 2 ．0 3 A

92 204 4
！

不 定 形 3 ．20 3 ．0 0 95 9 ．6 0 9 ．1 2 A

93 204 5 不 定 形 （1 。50 ） （＿1 ．3 0） 30 L 9 5
i

0 ．5 9 B

94 2 04 6 長 方 形 1 。4 5 0 ．9 5 50
】

1 ．38 0 ．6 9 A

95
ヨ

2 02 4 長 方形
！

1 ．80 0 ．8 0
［

27 1 ．44 0 ．3 9 A

96 2 02 5 長 方 形 1 0 。00 0 ．7 5 27 7 ．50 2 ．0 3 C

97 2 04 0 長 方 形
l

8 。30
！

0 ．80
‡

35
l

6 ．64 2 ．3 2
l

C

98
［　 2 03 9

長 方 形 （7 。80 ） 0 ．6 5 35 5 ．07 1 ．77 C

9 9 2 03 8 長 方 形 （6 ．90 ） 0 ．75 21＿ 5 ．18 上 09 C

AlC昭 20 3 7 長 方 形 （5 ．80 ） 0 。95 2 5 5 ．5 1 L 38 C

10 1 20 3 6 不 定 形 4 。8 5 上 30 2 0 6 。3 1 上 26 C

10 2 20 3 4 不 定 形 l p8 0 L OO 1　 5 5 1 ．80 0 ．99 B

ユ0 3 20 3 3 長 方 形 L 9 0 0 。95 3 3 1 。8 ＿1 0 。60 A

104 20 3 2 長 方 形 1 。8 0 0 ．80 3 0 L 4 4 0 ．43 A

10 5 2 13 2 楕 円 形 L 3 5 0 ．95 H 5 工 28 1 ．47 B

106 20 3 5 長 方 形 （2 。9 0 ） 1 ．10 3 0 3 ．19 0 ．96 A

107 20 3 1＿ 長 方 形 3 ．4 0 0 ．90 4 5 3 ．0 6 1 ．38 A

108 20 30 正 方 形 l 。15
O e9 5 ！

4 2 1 ．0 9 0 ．4 6 B

109 20 54 長 方 形 2 。2 5 （0 ．50 ） 30 1 ．＿13 0 ．34 A

110 20 58 長 方 形 3 。7 0 1 ．15 40 4 ．2 6 1 ．70 A

11ユ 20 59 長 方 形 2 ．3 0 1 ．0 5 45 2 ．4 2 1 ．0 9 A

112 20 53 長 方 形 3 8 15 1 ．2 O 37 3 ．7 8 上 4 0 A

113 2 12 4 隅 丸長 方 形 （1．50 ） 工 4 5 42 2 ．18 0 ．91 A

114 2 0 52 不 定 形 0 ．9 5 （0 ．7 0） 42 0 ．6 7 0 ．2 8 B

115 2 06 0　 i 不 定 形 5 ．80 （4 ．2 0） 110 24 ．3 6 26 ．8 0 E

116 2 12 5 不 定 形 0 。5 5 （0 ．4 5） 13 0 ．2 5 0 ．0 3 C

1 17 2 02 7 不 定 形 （2 ．90 ） 1 ．4 0 23 4 ．0 6 0 ．9 3 A

1 18　 ；
2 14 6 楕 円 形 0 ．95 0 。70 10 0 ．6 7 0 ．0 7 B

1 19 2 02 8 長 方 形 （3 ．40 ） 紅 10 ） 30 3 ．7 4 1 ．12 E

12 0 20 2 9 長 方 形 3 ．65 L 川 68 生 0 2 2 ．7 3 E

12 1 2 1．4 7 長 方 形 2 ．10 L OO 75 2 言 0 1 ．5 8 E

12 2 2 ユ4 8 正 方 形 1 ．85 1 ．65 1 05 3 ．0 5 3 ．2 1 B

12 3　 i 20 5 7 長 方 形 2 ．90 1 ．10 8 0 3 ．1 9 2 ．5 5 B

12 4 20 7 4 不 定 形 4 ．8 0 2 ．40 70 11 ．5 2 8 ．0 6 A

ユ2 5 20 6 3 隅 丸 長 方 形 （1 ．7 0 ） 1 ．ユ5 2 5 1 ．96 0 ．4 9 B

12 6 20 6 2 長 方 形 2 ．10 1 ．30 7 0 2 ．73 上 9 1 B

12 7　 i 20 7 3 長 方 形 （1 ．5 0 ） L 30 5 5 1 ．9 5 1 ．0 7 B

128 20 7 5 不 定 形 1 ．3 0 0 ．80 10 1 ．04 0 ．1 0 B

129 2＿126 不 定 形 （3 ．6 0 ） （0 ．60 j 13 2 ．1＿6 0 ．28 E

130 2 14 9 長 方 形 1 ．7 0 1．．10 2 0 1 ．87 0 ．3 7 A

一一一一一一Ill・17ll一一一一一一一



第43表　第2遺構面　旧土坑一覧表4

土 坑 番 号 遺 構 番 号
平 面 形 状

長 辺 （m ） 短 辺 （m ） 深　　　 さ 面　　　 積 容　　　 積

分 類
（号 ） （S X ） （ ）：現 存 （ ）：現 存 （cm ） （Ilの （nf ）

13 1 2 08 4 長 方 形 （工 90 ） 上 30 2 0 2 ．47 0 ．4 9 A

13 2 20 5 6 長 方 形 （7 ．0 0 ） 0 ．95 1 5 6 ．65 1 ．00 C

13 3 20 8 2 長 方 形 2 ．5 0 1 ．0 5 3 2 2 ．6 3 0 ．84 E

134 2 11 6 不 定 形 （工 6 0） （0 ．4 0） 13 0 ．6 4 0 ．08 E

135 20 6 1 楕 円形 1 ．90 工 1 5 33 2 ．1 9 0 ．7 2 A

1 36 2 1 17 不 定 形 3 ．10 1 ．40 27 4 ．34 上 17 A

1 37 2 09 6 長 方 形 8 ．60 （0 ．60 ） 4 0 5 ．＿1 6 2 ．0 6 C

13 8 2 12 1 円 形 0 ．4 5 0 ．4 5 3 0 ．20 0 ．0 1 D

13 9 2 12 0 長 方 形 生 15 工 3 0 4 5 ．4 0 0 ．22 A

14 0 2 12 2 隅丸 長 方 形 1 ．10 0 ．4 5 3 0 ．50 0 ．0 1 D

14 1 2 11 2 長 方 形 4 ．2 0 工 4 0 5 5 ．8 8 0 ．29 A

142 21 36 長 方 形 1 ．40 （上 0 0） 4 1 ．4 0 0 ．0 6 A

143 213 5 長 方 形 （1 ．90 ） 工 10 4 2 ．0 9 0 ．0 8 E

1 44 2 13 4 不 定 形 （0 ．95 ） 0 ．60 2 0 。5 7 0 ．0 1 E

1 45 2 12 3 正 方 形 0 ．80 0 ．80 5 0 ．64 0 ．0 3 D

14 6 2 11 3 長 方 形 1 ．0 5 0 ．90 3 0 ．95 0 ．0 3 D

14 7 2 11 8 長 方 形 工0 5 （0 ．4 5 ） 3 0 ．47 0 ．0 1 D

14 8 2 11 9 長 方 形 0 ．9 0 （0 ．8 5） 5 0 ．77 0 ．04 D

14 9 21 3 7 隅丸 長 方 形 工 1 0 0 ．4 0 5 0 ．4 4 0 ．02 D

150 21 00 楕 円形 上 90 （0 ．7 0） 13 工 3 3 0 ．17 E

15 1 21 27 長 方 形 1 ．65 （上 50 ） 50 2 ．4 8 上 2 4 B

i　 1 52
2 18 0

i 隅 丸 長 方 形 l （0 ．75 ） i
0 ．45

14　 1 0 ．3 4　 l
0 ．0 5 D l

1 53 2 18 1 隅 丸 長 方 形 （0 ．95 ） 0 ．50 12 0 ．48 0 ．0 6
D ！

15 4 2 18 2 隅 丸 長 方 形 （上 20 ） 0 ．4 5 11 0 ．54 0 ．0 6 D

15 5 2 18 3 長 方 形 （0 ．8 5 ） 0 ．4 5 11 0 ．38 0 ．04 D

15 6 2 18 4 長 方 形 （1 ．10） 0 ．5 5 1 7 0 ．61 0 ．10 D

15 7 20 9 2 隅丸 長 方 形 （0 ．7 0） 0 ．7 0 13 0 ．4 9 0 ．06 D

158 20 94 隅丸 長 方形 0 ．9 5 （0 ．5 0） 14 0 ．4 8 0 ．07 D

1 59 20 95 隅 丸 長 方 形 1．05 （0 ．60 ） 10
王

0 ．6 3 0 ．0 6 D

1 60 2 09 8 長 方 形 3 ．30 工 40 80 4 ．6 2 3 ．7 0 E

地割図との

合　　　致

第7節　第且遺構面

瑠　概要（別刷図版7）

昭和30年代、高度経済成長に伴って、静岡市郊外にも住宅建設の波が及び始めた。八反

田地区にも県営南沼上団地の計画が持ち上がり、昭和39640年、長い間水田経営がなされ

ていた南沼上丘陵先端の谷戸部に厚さ約1mに及ぶ盛土がなされ、計19棟の住宅地として

生まれ変わった。第1遺構面は盛土を除去した段階で検出された水田跡であることから、

住宅建設直前まで経営されていた水田である。

B工区東で畦畔、A工区とB工区西で杭列を検出し、明治期の旧地割図にほぼ合致する

区画である（第76図）。遺物等の出土がないため、明確な年代は不明であるが、地割図の

年代以前から県営団地建設までの水田経営と考えられる。

2　遺構と遣物

（1）水田（第77図）

住宅建設直前まで経営されていた水田の畦畔が明瞭に残存していたのは、B工区東であ

－148－
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第76図　第1遺構面　検出した水田と地籍図との相関図
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第77図　第1遺構面　水田実測図

0　　　　　　　10m

る。西側にも広がっていたと推測できるが、範囲の確定はできなかった。

検出した9枚のうち面積が確認できるのは、復元可能なものを含めて2枚である。

基幹畦畔　基幹畦畔はSKlOlで幅約0．6m、高さ約10cmを計測する。その他のSKlOlに取り付く畦

畔は直角に交差し、ほぼ直線的に南北に延びており、幅は約0．7m、高さ約10cmを測る。

SKlOlに伴う溝が南側で確認できた。幅約0．7m、深さ約15cmを測る。水路と推定され、

KlOグリッドにはSTl02に引き込むための水口が検出された。田面は南東から北西に傾

斜していることから、水源は南東側にあると思われるが、調査区南側を流れる飛石川を水

源としている可能性もある。

地　　　割　地割りは短冊型と思われる。明確な小畦畔は検出できなかったが、SKlO4、SK109が

一部検出できたことから、大区画を更に細かく区画していたことが推測できる。小畦畔は

盛土の土庄で圧縮されてしまったのではないだろうか。

第44表　第1遺構面　水田一覧表

遺 構 番 号
面　　　　　　 積 ［ 平 均 標 高

（m ）
分類 遺 構 番 号

面　　　　　　 積 恒 均 標 高

（m ）
分類

検　 出　　　　 復　 元 検　 出 復　 元

S T lO l 28 3．5 9．0 0 C ST lO6 13 3．5 9．28 A

S T lO 2 29 9．3 9．17 C S T lO7 16 5．3 18 7 ．6 9．2 9 B

ST lO3 3 9．9 9．2 7 C S T lO 8 12 ．2 － 9 ．3 6 C

S T l O4 34 ．8 9，34 C S T lO 9 44 ．9 － 9．3 2 C

S T lO 5 95 ．9 － 9．2 1 C

分類　　A…完形　　B…復元可能　　C…検出面のみ
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以上、B工区東側について概略を述べたが、西側については畦畔には杭による補強を施

しており、区画も第2遺構面の水田を踏襲していた。
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○稲株痕跡（1・2層）

C＝）稲株還元斑（3層）

第78図　第1遺構面　稲株痕跡及び還元斑痕跡平面実測図
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（2）稲株痕跡（第78図、図版84）

団地建設のため、盛土され埋もれた水田面に直前まで裁培されていた稲株が残されてい

た。その下面にシミのように広がる灰色斑が観察できた。その一部分について、稲株の位

置図を実測した。この様子はトレンチの土層断面にもみることができる。床土に稲が影響

還　元　斑　を与えた還元斑とみられている。稲株と還元斑を重ねたものが第78図である。重なりの生

じていない箇所もあるが、繰り返される耕作によって生じた還元斑と考えれば、誤差の範

囲にとどめられよう。

（3）石垣（第79図、図版83－2）

B工区東は棚田状になっており、西側より約40cm標高が高い。棚田状の面積は約1，400。f

構築方法　であり、南側は石垣で補強した畦畔（SKllO）を構築している。石垣はいわゆる「止杭一

、l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四

l　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　l

第79図　第1遺構面　石垣平面・断面実測図

第80図　第1遺構面　新土坑タイプ別分布図

－152－
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Bタイプ
8号新土坑SX2140

斗

Cタイプ
6号新土坑SX2077

c c′9LlOm

－1－＼＿＿＿＿　　　　　　　一l一、一／＼＼

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第81図　第1遺構面　新土坑タイプ別実測図

本土台」工法を採用している。土台となる直径10～20cmの芯持ちの木（根太木）を這わせ、

固定する意味で杭を不規則に打ち、それを土台に石垣を組んでいる。石垣の構造は最大直

径70cmの大型の礫を積み、隙間に小礫を埋めている。高さは約40cm、角度は約85度である。

石垣の西側端は表土除去の際に掘削が及んでしまい、確定できなかったが、地籍図からみ

ればほぼ石垣全域を検出できたとみられる。石垣の長さは20mを計測し、幅1mの畦畔

（SKllO）には盛土が施される直前に繁茂していた植物が腐植して残存していた。

（4）新土坑（第80◎81図、第45表、図版85）

新土坑はB工区南東のIll弓2グリッドを中心に合計25基検出された。規模、形状によ　タイプ別分類

り後述のA～Cの3タイプに分類した。前述の石垣に南端をそろえて掘削されているAタ

イプが典型である。最大のものは15号新土坑SX2069で長軸約3．45m、短軸約1．35m、深

さ80cmを測る。埋め土は直径1～10cmのグライ化した礫である。

遺物は6号新土坑SX2077より須恵器の壷（第7図－20）が出土している。
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Aタイプ

畦畔に沿って掘削されている。平面形は長方形がほとんどで、比較的大型である。深さ

もほぼ一定で規則性が強い土坑である。中にはグライ化した直径10cm前後の大型の礫が埋

め込まれていた。

Bタイプ

畦畔に規制を受けておらず、比較的浅く方形を呈するものが多い。

Cタイプ

畦畔に規制を受けておらず言平面規模は大型であるが、非常に浅い。

第45表　第1遺構画　新土坑一覧表

土 塊 番 号 遺 構 番 号

　ヽ′

長 辺 （nl ） 短 辺 （m ） 深　　　 さ 面　　　 積 容　　　 積
i 分 類

（号 ） （S 幻
平 面 形 状

（ ） ∴現 存 （ ） ∴ 現 存 （cm ） （m 2） （n弔

1 20 5 0 長 方 形 2 ．3 5
［

1 ．7 0 70 4 ．0 0 2 ．8 0 A

2 20 6 5 長 方 形 2 。30 （0 ．8 5） 4 0 L 9 6 0 ．7 8 A

3 20 64 長 方 形 2 ．40 （L 5 0） 1 15 3 ．6 0 4 ．14 A

4 20 8 3 楕 円 形 （L 7 5） 0 。7 5 7 0 1 ．3 。1 0 ．9 2 A

5 2 188 不 定 形 2 ．80 2 ．5 0 10 7 ．0 0 0 ．7 0 C

6 20 77 台 形 3 ．10 2 ．50 10 7 ．7 5 0 ．7 8 C

r7／ 214 1 長 方 形 工 35 0 。80 4 上 0 8 0 ．04 B

8 2ム14 0 長 方 形 L 90 上月 5 3 2 ．0 0 0 ．0 6 B

9 2 1 28 長 方 形 工 65 L 40 10 2 ．3 1 0 ．23 B

jvO
1　 2 14 2 i　 長 方 形

1 ．05
［　 0 ．85 i　 lO i o ・8 9

0 ．09
i B

11 2 13 1 長 方 形 工 50 1 ．30 17 上 9 5 0 ．33 B

12 2 06 6 長 方 形 2 ．8 5 1 ．00 60 2 ．85 上 7 ユ A

13 2 06 7 長 方 形 3 ．0 5 0 ．90 60 2 ．75 1 ．65 A

i
14 2 06 8 長 方 形 2 ．9 5 L 4 0 65 4 」 3

1　 2 ．68
A

15
l

2 06 9 長 方 形 3 ．4 5 工 35 80 4 ．66 3 ．73 A

16 20 7 0 長 方 形 3 ．3 5 1 ．50 65 5 ．03 3 ．27 A

17 20 7 1 長 方 形 3 ．4 0 1 ．4 0 75 4 ．76 3 ．57 A

18 20 7 2 長 方 形 2 ．4 0 1 ．3 5 50 3 ．24 1 ．62 A

19 2 11 5 長 方 形 1 ．70 1 ．5 0 90 2 ．55 2 ．30 A

2 0 20 9 7 長 方 形 2 ．6 5 上 5 0 70
！

3 ．9 8 2 ．78 A

2 1 2 114 正 方 形 （1．00 ） 1 ．0 0 95 1 ．0 0 0 ．95 B

2 2 2 113 長 方 形 （2 ．40 ） 1 ．8 0 97 4 ．3 2 4 言 9 A

2 3 21 8 5 長 方 形 上 00 0 ．5 5 2 2 0 ．5 5 0 ．12 B

24 21 43 長 方 形 工 75 （0 ．70 ） 3 0 1 ．2 3 0 ．3 7 B

2 5 21 39 不 定 形 （1 ．00 ） 0 ．80 2 1 0 ．8 0 0 ．17 B

第銅箔　ノ観念層の遺物

く蓋器の分粗と聾代〉

土器の中で出土量の多い須恵器の杯蓋◎杯身、土師器の杯e嚢は、一括して分類し記述

が煩雑にならないように考慮した。その概要は以下のとおりであり、代表する遺物は第

82e83図に掲載した。

1　須恵器一　輝蓋＊1

食　草　状　　　　杯蓋A　合子状を呈するものである。瑳小化して口径が10cm以下になる最末期にあ

たるものが口径10cm以上のものより比較的多くみられる。古墳時代未（6世

紀末～7世紀前半）にあたると考えられる。
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杯蓋B　断面形状が逆「Y」字状を呈する受け部（かえり）を備えるものである。　Y字状受け部

出土量は少ない。古墳時代未に現われ、いわゆる白鳳時代に主に展開するも

のである。更にこの中を紐の形状で細分した。

…1：乳頭状の紐をもつもので、古墳時代未に捧蓋Aと並行して現われると　乳頭状故

考えられるもの。

…2：宝珠状の紐をもつもので、lに次いで現われると考えられるもの。　宝珠状紐

…3：闘犬の紐をもつもので、2とほほ並行して現われると考えられるもの。凹状の紐

種差C　かえりのない、断面が爪状を呈する受け部を備えるものである。杯蓋の中　飛状受け部

では最も多く出土している。出現は7世紀後半と考えられるが展開の主体は

奈良時代内（8世紀代）にある。更にこの中を紐の形状で細分した。

…i：宝珠状の紐をもつもの。

…2：捌太の銀をもつもの。上面を平坦にするものも若干みられるが、ここ

に一括した。

－3：凹状であるが、中心部のみを捌太に盛り上げるもの。

杯蓋n　断面が爪状を皇する受け部を備えるもので、環状の紐をもつものである。　環　状　破

鐘の形状が杯蓋Cのものとは明らかに範型を異にしていると思われるため受

け部の形状にとらわれずにひとつのものとして考えた。平安時代初頭（9世

紀前半）のものと思われる。出土量は少ない。

2　須恵器　輝身＊2

杯身A　合子状を呈するものであり淘杯蓋Aと対になる。大きなものは口径が12cm　禽　予　状

前後のものもみられるが口径が8～9cm前後の接小化したものが比較的集中

してみられる。

杯身B　丸底、無高台の杯である。出土量は少ない。種差Bと対になると考えられ　鬼底、無高台

る。更にこの中を体部の開き具合と形状で細分した。

…l：目線部が鉛直方向を向き緩やかに屈曲する体部をもち、半球形を皇す

るもの。

…2：日録部を斜め外側に挽き出すもの。

杯身C　平底、無高台の杯で底径が大きく、体部は外傾するものの、鉛直方向に近　平底、無高台

く立ち上がるものである。杯身Eと並行する。調整の方法で更に細分した。

…且：底部を全面にわたり平滑にヘラケズリするもの。

－2：底部をヘラケズリし、更に底部の外縁を斜めに削り取り稜を設けるもの。

捧身D　平底、無高台の杯で底径が小さく体部が斜め外側に立ち上がるものである。

8世紀代のもので調整の方法で更に細分した。

…l：体部がロクロ挽きで整形され、更に体部下端をへラケズリするもの。

－2：体部がロクロ挽きのみで整形されるもの。

杯身E　高台の付く杯で、杯蓋Cが主に対になるものである。出現は7世紀後半と　高　台　輝

考えられるが展開の主体は奈良時代内（8世紀代）にある。器高の高低で更

に細分した。

－1：器高が4cm前後であるもの。口径が変化することにより法量の分化が

図られている。

－2：器高が6～8cmの深めのもの。

一一一1－一つ15－1－－－－－1



1　須恵器　坤蓋

′　一一一

2　須恵器　坪身

∈A

＼
＼＼こ二二－－＼

－

：慧遜感

♂

り
坪身E－2

第82図　土器分類凡例　須恵器
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）　∴：ト　′＼

棒　A m縁部がやや内側、あるいは鉛直方向を向き緩やかに立ち上がる体部をも

つ　のである。打線部は横方向にナデられる。須恵器捧蓋Aのみられる古墳

時代末のものと考えられる。

捧　B　日録部がやや内側、あるいは鉛直方向を向　緩やかに立ち上がる体部をも

つものである。日録部にナデは施されず、体部には指頭痕が残される。須恵

器杯蓋Aのみられる古墳時代末のものと考えられる。

捧　C　比較的器高が低　目緑部と体部の境に段を設け、日録が若干内傾するもの

である。打線部のみに横ナデが、全体に丁寧なミガキが施され、更に黒色の

漆をかける。県東部からの搬入品と思われ、須恵器杯董Aの古い段階のもの　漆　塗　相

と並行すると考えられる。

杯　り「く」字状に屈曲させた目線部と緩やかに立ち上がる体部に代表されるもの

である。鬼高期の杯を模倣して在地生産されたものと思われる。今回の調査　鬼高期の模倣

で出土した土師器の杯の中では最も多くを占めている。日録部の横ナデ、体　産地生産

部から底部にかけての指頭痕と底面の木葉痕は普遍的にみられる。内面にミ

ガキが施されるものもある。須恵器捧蓋Aと並行して出現し、室に7世紀代

に展開すると考えられる※3。中でも温－b、2、三「…bがより裸出すると思わ

れる。これらは日録部と底面と体部の立ち上がりの状況から更に細分できる。

‘′：．′、ノ、′′ノ、′′．、ノ・∴一　L＼　‖ミ1　′ノ′ノ．‥・′、ソ中　二′′．′′男

ノ　㌧∵六　′∴告

：　　つ「′′了　ノ．ノ

…2：体部はやや直線状に斜め上方へ立ち上がり、平底であるもの。

一議：目線部の屈曲を残すもの。

…b：日録部の屈曲が形骸化しているもの。

－3：深く鉢状のもの

…a：丸底のもの。

；　′′lUら′ノ′ノノ

杯　E　いわゆる駿東型の杯である。調整方法により更に細分した。奈良時代後半　駿東型上輝

から平安時代中頃（8世紀後半～且0世紀前半頃）にあたると考えられる。

一旦：ロタロナデで整形した後、体部に横方向のヘラミガキを施すもの。

…2：ロタロナデで整形した後、放射状になるヘラミガキを施すもの。

－3：ロタロナデのみで調整されるもの。

杯　F　甲斐型の杯である。調整方法により更に細分した。奈良時代後半から平安　甲斐型輝

時代前葉（8世紀後半～9世紀初頭頃）にあたると考えられる。

一旦；．ロタロナデで整形した後、体部下半をヘラケズリし、内面にヘラミガ

キを施すもの。

－2：ロタロナデで整形した後、体部下半をヘラケズリし、放射状になるヘ

ラミガキを施すもの。

－3：ロタロナデで整形した後、体部下半をヘラケズリし、ヘラミガキを施

さないもの。

杯　G　他の器種にある器形を模倣しているものである。範型により更に細分した。・飽器種の模倣
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3　土師器　杯

坪F－2

ニ・「‾　‾二二二
坪E－3　　　　　　　　　　　　　坪F－3

在地系の妻

第83図　土器分類凡例　土師器

－1：須恵器の杯身Eを模倣していると思われるもの。

－2：須恵器の杯身Dを模倣していると思われるもの。

4　土師器　奮楽4

嚢　A　器形は嚢Bに類似するが胎土は長石や赤色、灰白色の小礫が混じり、ざっ

くりとしていること、焼成後の色調が概ね黄土色を呈する点で異なるもので

ある。今回は嚢Bと区別して便宜的に「在地系の嚢」と表記した。駿東型の

嚢の古い段階に類似した口唇部をもつものがあり、嚢Bに先行して駿東嚢の

形態を模して生産されたと想定される。6世紀末から7世紀前半に該当する
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るのであろうか。

婆　B　駿東型の婆である。口径が15cm前後のものと20cm前後のものとがみられる。駿東型の療

7世紀前半代から8世紀前半代と思われるものが主体となっている＊4。

聾　C　一昆胴婆である。口径が12～16cm程度のものと25cm前後のものとがみられる。長　胴　聾

胎土は細かく、雲母を多く含み、焼成後の色調も黄褐色を皇するなど嚢Bと

は異なることから、いわゆる「駿東型の長胴聾」ではない。奈良時代から平

安時代（8世紀前半代～10世紀前半頃）にあたると思われる。更に日録部付

近の断面形状により細分した。

－1：目線部と胴部の境が明確で、断面形状が「く」字状を呈するもの。

－2：ロ縁部から緩やかに胴部につながるため、断面形状が逆「つ」字状を

皇するもの。

＊1ゆ・＊2　須恵器の杯身、杯蓋の年代観は文献11。12を参考とした。また杯蓋C、杯身

C～Eの時期は助宗無産の製品が多くを占めると思われるため文献12。13を参考とした。

＊3　土師器の杯Dの年代観は文献13～17。19を参考とした。

＊4　土師器の聾の年代観には文献14～16e18を参考とした。

ぐ　虐∴守語、‥．膚「さl±達観〉

瑠　概要

13層からH層までほ出土遺物も少ないのでまとめて述べることとする。

13層からほ縄文時代晩期末に該当する土器が出土している。13層は長尾川の洪水堆積物

と考えられるため周辺から混入したものとも考えられる。また、13層から12層にかけても

弥生時代後期の土器と打製石斧が出土している。

12層からほ建築材が出土している。棒状のものである。12層上面には水田が営まれてお

り、これに関連するものとも推測できる。

11層からほ土器と木製品が出土している。土器は古墳時代前期のものが主体となり、杯、

高杯、壷などが出土している。

2　土播（第鋸卦一一一20　6L　7～‖）

13層出土の土器には縄文時代晩期末に該当すると思われる条痕文を施す深鉢片がみられ　粂　痕　文

る（6）。条痕は幅狭で深く、白色砂粒を含むぎっくりとした胎土を呈する。

13層～12層出土の土器は弥生時代中期後半に該当すると思われる壷である（2）。パケ

調整の後、外面のみ横方向のミガキを施す。

11層出土の土器は杯、高杯、壷、婆がみられる（7～jj）。jjは弥生土器、　～邦は土　歯式土師器

師器である。7㍉和は複合目線をもつ壷である。ともにパケで調整されているが、jOは更

にナデて平滑に仕上げている。また、7の目線部は部分的にへこんで、片口状になってい

るのが特徴である。邦は使用中に破損したとみられ、補修孔が開けられている。鋸ま高杯

である。ナデで調整した後更を三縦方向のミガキを施す。杯部の体部外面下端にはへラ状工

具によるケズリがなされる。βは杯である。古墳時代末のものであり、上層からの混入品

と思われる。目線端部の折り返しが微妙であり、主に7層あたりで出土しているものと対

比してもやや古手にあたるのであろうか。月は条痕を施す嚢の破片である。弥生時代中期

後半のものと考えられる。

：．大聖．黒・（話55図　「、5色男－　ア）

木製品には建築材と用途不明品がみられる。建築材（55－月は12層からの出土である。
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断面が丸くなる棒状のもので、先端は尖り、2条の溝が巡っている。用途不明品（56－j）

は両端に側線から刻みを施し頭状の部分を作り出した板である。

／l；ェ製責（第甜畢一　上　62臣ト‡し　イ）

石製品には打製石斧と砥石がみられる。打製石斧（紺－の　は12～13層からの出土であ

る。石の剥片の側線に加工を加えている。先端は欠損し、失われている。砥石は12層から

の出土である（62－j砂4）。直方体状の自然礫を利用し、正面の一面のみを利用している。

特にjほ長軸に沿って樋状の窪みが観察される。

〈臓腰出藍遣物〉

瑠　概要

10層からほ土器、木製品、石製品が出土しているが点数は少ない。

土器は古墳時代中期に該当すると思われる土師器の聾が出土している。他にも土器は出

土しているが、何れも細片である。木製品は祭祀用具としてほ刀形、建築材として梯子、柄

穴のある部材などが出土している。石製品は打製石斧、窪み石、砥石などが出土している。

2　丑器（鼠矧卦㍉嘲

土器には土師器の聾がみられる。最大径が胴部上半にあり、口唇部を横方向にナデるは

かはパケにより調整されている。また、胴部下端はヘラ状王具により削られている。

3　木製品

木製品には刀形、梯子、建築材などがみられる。

（1）刀形（第鷹堰上鋤‖

祭祀用具　　先端は腐蝕しているが、鋭角にならず緩やかな弧を措くと見られる。刀身部から柄部に

かけてほぼ均一な厚さに加工されている。

（2）梯子（第蕊闇トづ）

梯子は4段分の長さをもつもので丸太材を縦割りし、外側にあたる丸太本来の丸みを利

用して段を削り出している。

（3）建築廟（儲藩纏上㍉巨㌔の

建築材には板状のもの（j◎4e5）と棒状のもの（2◎3）がある。板状のものは端

部に叉状あるいは凸状の柄に類する部分が作り出されている。棒状のものには柄穴と思わ

れる穴が複数箇所に開けられる。

4　用途不用品（鼠醐計㍉「∴「昆L罠）

有　頭　状　　2砂βは側線からえぐりを入れて頭状の部分を作り出した板状のものである。他の同様

な形態のものに比べるとかなり薄手であることから輪かんじき型田下駄の横木の類ではな

く、祭祀用具かと思われる。j2ほ両端と下端よりに釘穴と思われる穴をもつ板状のもので

ある。j3ほソケット状の穴をもつもので、ほぼ中間付近に柄穴とみられる穴を穿つ。

超　石製晶

石製品には打製石斧、窪み石、砥石がみられる。

（1）打製石斧（第銘図十受）

表面に原礫面を残す厚手の剥片を側線から加撃して短冊状に整形している。先端部には

使用時のものとみられる小さな剥離がみられる。

（2）窪み石（第60図－5）

表面以外には原礫面が残る。表面は細かな敲打により平坦に整えられ、ほぼ中央に窪み

をもつ。
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－3　塙7、（蔑邦？一一の

枕状の自然礫を利用している。表裏両面が利用されており、平滑で、中央部分が若干窪む。

拍腰出藍遺物〉

1　概要

7層からほ土器、木製品、石製品、金属製品が出土している。

土器は古墳時代後期～末と奈良時代のものが主体となっている。特に須恵器はA工区で

合子状を呈する杯蓋餃埠凱乳頭状紐をもつ蓋が主体であるのに対し、B工区では奈良時

代に至るまでの広い時間幅のものが出土している。また、上層でも同様であるが、内側に

かえりをもち宝珠状や捌太の紐の付く杯蓋（第9図－j2、j4－期）とそれと対になる半球

形の捧身　白かつ工芸上帯）は他の時期に比べ希少であることから当該時期（7世紀後半

～8世紀初頭頃）は遺跡が縮小していたことが推察できる。木製品は容器類が主体である　遺跡の縮か

が、馬形などの祭祀用具もみられる。金属製品がみられるのもこの層からである。鉄製の

羽釜は、煮沸形態が土器から金属器に移行する様子を示唆するものとして興味深い資料で

ある。

ブ　＿と二才云三岳

土器類には須恵器、土師器、灰粕陶器、手捏ね土器、ミニチュア土器などがみられる。量

的には須恵器、土師器の出土が多く、概してA工区では古墳時代のものが主体となり、B　音域時代～

工区では古墳時代～奈良時代のものが混在する傾向にある。
奈良時代

猿京・謡（畠9・耳、膏亙、日永　一の

須恵器は55個体を図示できた。この中には杯蓋、杯身、壷、婆がみられる。

－‘　ノ＼喜（第9‾稟l∴へ′9）

杯蓋はA、B、Cがみられる。

捧蓋A（j～∂）は直径が10cm以上のもの（j魯2◎5）と10cm以下のものとがあり、

比較的10cm以下のもののほうが多い。

杯蓋Bには－1と…2がみられる。B一つ日は直径が10cm前後であり、外縁から比べて内

側の受け部がことさら下がるもの（9◎jj）とほぼ同一な高さにあるもの（jO）がある。

B－2（j2）は口径鉦4cmとB－1より大きなものとなっている。

杯蓋Cには－1と－2がみられる。C－1（カト」7㌧柑）は直径が20cm前後の大きなも

の（飾弓男から一回り小さなもの（jれ更にもう一回り小さなもの（掛j9）とがある。法量分化

C－2　03ejβ）は2点あり、jβはj3の約3／4の直径であり、法量が分化していることを

伺わせる。

以上の杯蓋はj　砂6◎β～月がA工区から、2～4色　アリ2弓4弓6～jβがB工区西か

ら、5、j武士公　一膵がB工区東から出土している。A工区では杯蓋Aが主体となるが、B

工区では各種が混在する。

－フ：杯身（第9軒一期′－29、二伸一‥つ～g L　9～クご）

杯身はA、B、C、Eがみられる。

杯身A（9－2～2、期－j～5）は口径が10～11cmのもの（9－20～23）と9cm前後

のものが多くみられるが、小さなものは7cm代（9－2β、jO－j）でありこの形態の最終

未に相当する。

杯身Bは－1がみられ（j0－6）、杯蓋Bと対になると思われる。底部が欠損している

ため判然としないが、杯蓋になる可能性もある。
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杯身C（j0－9弓2）は特にjOが体部から目線部にかけて工具を用いてノタメ状の凹凸

を出しているのが特徴である。

杯身E Oo」3～2j）はj3弓6弓βのうちで歪みの激しい花を除いてほぼ同寸法である

が、j3は体部下端にヘラ削りを施さず、そのまま緩やかに挽き上げているため他とは異な

った形状となっている。また、j e2、躇ゆ2はそれぞれ大小の関係にあり、杯蓋Cの場

合と同様に法量の分化をみることができる。

湖西窯産　杯身はA～Cのほとんどが湖西窯産と思われる製品であるのに対して、杯身Eの多くは

助宗窯産　助宗無産と考えられる。また、杯蓋の場合と同様にA工区では杯身Aが主に出土しており、

B工区では全てが混在してみられる。

③　皿（第柑図－7◎の

杯に比べ器高が低くなることから皿と判断した。7ほ体部を直線状に立ち上げるが鋸ま

緩やかに立ち上げている。

④　壷（第着堰上弓誓㍉欝、‖図－3）

壷には長頸壷と短頸壷がみられる。

最　頸　壷　長頸壷は〟と23で、2罰ま5方向に達しのある台をもち、肩部に2条の法線とクシ状工具

の刺突による列点文を付ける。芸Zはノタメが顕著で、体部の下半ばへラ状工具によるケズ

リが施されている。

短　頸　壷　　短頸壷は頚部中程に∴条の洗練を引くもので肩部にかけて厚く自然粕がかかっているた

め、ところにより沈線が埋まっている。

⑤　平瓶（第柑図－2瑠）

肩部付近には自然粕に混じってかまくその付着がある。底面には削りが施され、その上

に線の変換点に刺突をもつ「L」字状のヘラ記号を措く。

⑥　寮（第柑図－芸域

口縁部のみ出土している。端部は上下に挽き出され、日録上部に断面が階段状になる凸

帯を巡らせる。

（2）灰軸陶器（第7潤一7◎2）

灰粕陶器は2個体を図示できた。この中には碗と鉢がある。

1　碗（第日図－2）

部分的に焼きが悪くやや軟質になっている箇所がみられる。高台内側は高台貼り付けの

東遠注意　際に同時に軽くナデられており、糸切り痕が薄く残っている。東遠江産で折戸53号窯式期

に該当するものと思われる。

②　鉢（第男図一日

口径が約27cmと大きく厚手に作ってあり、座りも良いためここでは鉢とした。内乱外

県　外　産　面ともに刷毛塗りで丁寧に施粕されている。県外産で黒笹90号窯式期～折戸53号窯式期に

該当するものと思われる。

（3）土師器（第日図－〃～まタ、72図、73図－　～2功

土師器は62個体を図示できた。これらの中には杯、碗∴敷∴甑がみられる。

①　塔（第日図－〃～ガ、72図－g～ガ◎2〃）

杯はA～E、Gがみられる。欠損品を除いたものは以下のように分けることができる。

朱　塗　相　　称Aは小型のもの（j上4）と大型のもの（j仁5）がみられる。5には全面に朱が塗

られている。
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杯B（jト6、7）は杯Aのナデを省略して指頭での押えのみになったのであろうか。

杯C（月－β、9）は搬入品であり、出土量も極めて少ない。

杯D（jトjO～23、j2－j～20◎2崇）は土師器の杯の中では最も多くを占めている。1

－　と目白lつト　ト五0　狛0220ユ上　「－lb白リー　Pe上声1バ㌧習、は一　一　0　　0は）、

2－－a（j2－βのJOの2功、2－b O2－月弓4◎路弓7ejβ。20）、3－a（j2－j9）に

分けられ、後出する特徴をもつものがより多くを占める。

杯Eは平底で直線状に立ち上がる体部をもつもので、「駿東塑」と呼ばれるものである　駿　東　型

（j2－2j）。

杯Gは－1がみられる（j2－24）。体部内外面に横方向のミガキが施されている。また　轟　　書

体部外面には「伊」の墨書が残される。

2′　塊（第は闇1－月）

灰粕陶器を模したと考えられるものである。回転糸切り後に高台を貼り付ける。平安時

代のものと考えられる。

③　寮（第だ礎トつ』㌧お～膵）

嚢はA～Cがみられる。

婆A（j3－3～β）は整形方法、調整方法は嚢Bと差異がみられない。嚢Bより量的に

も多くみられる。

婆B（j3－j2～j6）は、目線部が横方向にナデられ、体部には指頭痕、パケ目が観察さ

れる。口唇部の形態をみると更に、1：内側に折り返され稜を作り、口唇端部が平坦にな

るもの（j2主　2：内側に折り返され口唇端部が肥大するが、ナデによって丸く滑らかに

仕上げられるもの（j3◎J4上　3：内側にも折り返しをもたず、ナデによって丸く滑らか

に仕上げられるもの（路◎j6）に細分することができよう。

婆C（j3－j◎9～月）は目線部を横方向にナデるほかはパケにより調整されている。

目線部の断面形状が「く」字状を呈するもの（JO）と逆「つ」字状を呈するもの（9弓j）「く」寧状

とがある。また、ひときわ小型のもの（j）もみられる。　　　　　　　　　　　　　　逆「つ」摩状

④　甑（第は図－7β～20）

把手のみが出土しているが対をなすものはない。小型のもの（j9）と大型のもの（Jβ◎

20）があり甑自体にも大小が存在したことが伺える。何れも手捏ねで整形した後にへラ状

工具で調整している。

③　手捏ね土器（第絹図上受）

広口の壷形を呈すると思われる。内面に指頭痕が残り、粘土の接合痕も観察できること

から粘土紐を輪積みにして整形していることがわかる。

′す　ミニチュノ7十器（第は亘l－7月

高杯と思われる脚部のみが出土した。内面に指頭痕が付き外面はへラ状工具で削ってい

る。歪んでいることからも、当初は手捏ねで整形したものと思われる。

3　木製品

木製品には別物、曲物、馬形、横櫛、紡錘車、用途不明品などがみられる。これらのな

かで、別物、曲物などの容器類の出土が多く、全てが破損した状況にある。

（1）別物（第朝図－g～3）

別物には方形の箱型を呈するもの（j◎2）と一端が弧を描くものの2種がみられる。

遺構から出土しているものも合わせてみても方形の箱型を呈すると思われるもの（4上J
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～3、53－j）が多くを占めるため、この状態が一般的な形であったと考えられる。40－

3は一端が弧をなすほか、側線に把手と思われる突起がみられるのが特徴である。左右に

付いて対をなし、内容物を入れたまま持ち運びができるように工夫がなされているのであ

ろう。

（2）曲物（第朋図－g～6、瑠7図－の

曲物は47－月こ側線部が若干残存していたほかは底板のみが出土した。円形のもの（ぜ3

－j～6）が主体で、直径が15。4～17。5cmと大小の差が2cm程度に納まっている。47－β

は底板の一部であるため全体は判然としないが、かなり大きなものになるとみられる。

（3）馬形（第磯堰上㍉の

馬形は1点のみである。長辺の一つを浅く緩やかに削り窪め、首から腰に連なるカーブ

を表現している。

（4）紡錘車（第尻樫ト当）

全体を丁寧に削って、断面を台形状に整形している。紡錘車は石製のものが同一層と第

4遺構面の土坑から出土しており、木製、石製両者が同一時期に用いられていたことも考

便齢分け　えられる。また、自ずと木製と石製では重量も異なることから、紡ぐ糸の種類によっては

使い分けられていたとも考えられよう。

（5）横櫛（第部図一牒）

両親歯と歯が軒並み欠損しており、全体の大きさなどは判然としない。歯には摩耗が観察

でき、ある程度の期間継続して使用されたことが伺える。第4遺構面の溝からも横櫛が出

土しており、この櫛も概ね同じような形状をなすのであろう。

（6）用途不明品（第57図上∵ダ◎2）

jほ断面を丸く調整した棒状のものであるが、一端に柄状のひときわ薄く削られた部分

を持つ。2は長方形の板であるが、長辺の一つに「W」状の切り込みを入れている。

超　石製晶

石製品には磨製石斧、軽石製品、砥石、紡錘車、玉がみられる。

侶　磨製石斧（第鋭潤一3）

1点のみの出土である。全体を丹念に敲打して整形し、刃部のみを磨いている。刃部に

混　風．一品　は使用時にできたとみられる微細な剥離と縦方向の割れ目が走っている。また、これは下

層の弥生時代遺物の中から混入したものである。

（2）軽石製品　第鋸図－2◎お

擦　　　　痕
2点出土しているが、すべて不定形である。2は良好に発泡しているが、βはあまり発

泡が進んでいなく硬質である。何れも擦痕が観察できることから、砥石かあるいは何かを

擦るために用いられたと思われる。

（3）砥石（第鋸図－5）

直方体状を呈するが、半ばほどから折れて失われている。側面の4面は何れも使用によ

って緩やかな弧を措いて凹んでいる。折れ面のほかの5両には何れにも擦痕が残されてい

る。擦痕は縦方向に付くものと斜め方向に付くものとがあることから、置いて使うほか、

手で持って砥石のほうを動かして使っていたとも考えられる。

（4）紡錘車（第溺図－の

所々欠損しているほかは、全面にわたり擦痕が観察される。側面には横方向の擦痕があ

ることから、寝かせた状態で横方向に磨いたことが伺える。第4遺構面の土坑から出土し
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ているのもの　娩「却）には縦方向の擦痕があり両者の間には磨き方の流儀の差が認めら

れる。

－5　玉（第59囲　つ～4）

直径が1cm以上のもの（j◎2ゆ4）と1cm以下のやや小振りなもの（3）とがみられ

る。すべて滑らかに磨かれている。

5　金属製品

金属製品には耳環、誇苦衷金具、釜がみられる。

1　耳環（第63匪一一テ′、－ノ′与）

耳環はすべて銅芯に金張りのものである。芯部は厚さ0。4～0。6mmの銅版を筒状に丸めた

ものを用いている。重量が4g前後のものと6g後半代のものとがあるが、直径と比例す

るものとは認められない。

（2）鋳帯裏金異　第沼図…の

丸鞘の裏金具である。蒲鉾の断面状を皇し、やや下よりに長方形の窓が付く。表金具と　鬼　　　鞠

結合するための穴は3つあり、すべて裏面から穿孔している。

（3）釜　ぐ嵐餓乳十噛

鉄製の羽釜である。日録部のみの出土であり内側に蓋受けと思われる段が付く。これが　羽　　　釜

出土したB工区西には奈良時代の遺物が多く出土していることから奈良時代中に煮沸形態

の中に鉄製品が参入してきたことが想定でき、ひとつの画期を見出すことができる。

〈　虐たこ遣物〉

瀾　概要

6層からほ土器、木製品、石製品、金属製品、土製品が出土している。

土器は古墳時代末から奈良時代のものが混在して出土しているが、量は奈良時代のもの　歯墳時代末

が多く主体となっていると見受けられる。須恵器の杯身e杯蓋はA工区で合子状を呈する

杯蓋e杯身、乳頭状紐をもつと思われる杯蓋が主体となるのに対し、B工区では古墳時代

後期のものが希少となり、奈良時代の箱状になる杯蓋◎杯身が主体となる傾向がある。ま

た、環状紐をもつ杯蓋や、長頸壷、短頸壷などの壷類が多くみられるようになる。土師器

は鬼高期の杯を模倣したものが7層から継続して多く出土している。木製品は挽物、曲物

などの容器類が多く出土しているが、他にも農具や生活用具などバラエティーに富んでい

る。一方、土製品、石製品、金属製品は少ない。

エ器慧

土器類には須恵器、土師器、灰粕陶器、手捏ね土器、近世陶器などがみられる。量的に

は須恵器、土師器の出土が多く、概してA工区では古墳時代後期のものが主体となり、B

工区では奈良時代のものが主体となる傾向がある。近世陶器は後世の混入と考えられる。

十一　須悪器（第団図、は也－1－，～〝、76区トつ　も2）4～プ6、7／図－－つ～は、柑図）

須恵器には杯蓋、捧身、鉢、盤、高杯、施、横瓶、杯、嚢がみられる。

①　塔蓋（第摘闇、ほ図－　～柑）

杯蓋はA～Dがみられる。。

杯蓋A（j4－J～6）は、直径が10cm以上のもの（J～3）と10cm未満のものとがある。

直径10cm以上のものは］（12。4cm）、2（10。Ocm）、3（lL2cm）ほぼ1cm毎に大きくなり、

時期差が伺えるが、10cm未満のもの（4～6）はすべて直径9。6cmで高さも3。05～3。50cm

とほぼ同じ大きさである。
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法量分化

貼り付け高台

杯蓋Bには－1と－3がみられる。B－104－7～9）は全て鉦が欠損しているが録

が残存している7層出土のものと直径が類似するためこの形状と認定した。受け部の断面

形状が半円径に窪むもの（7）言責いもの（の、外縁から比べて内側の受け部がことさら

下がるもの（9）がある。B－3　04－月）はB…1より一回り大きなものとなっている。

杯蓋Cには－1～－3がみられる。C－1（月一路のj7、乃－　◎2◎5～β砂鋤　に

は直径20cm程度のもの、16cm前後のもの、14cm前後のものと法量の分化を伺うことができ

る。C－2（j4－j3）は肩部が弓状に張り出し、頂部が若干凹むのが特徴的である。C－

3（右上」6㌧躇）は直径が類似するが器高が異なっている。

捧蓋Dは環状の紐をもつものである（j4－2j～23）。

j4－jO弓2弓　◎2、乃－3◎　4◎　9◎月e j3弓4ほ紐かあるいは日録部が欠損してA

～Fの何れに入るか明らかでない。

－2　坪身（篇待望－一団～2上　相室主一一f C′クCイ′主導）

杯身はA、C、D、Eがみられる。

杯身A　05－月～20）は全て口径が8～9cm代であり、j4－264～6とセットとなる

大きさである。朋－j　◎3あたりとセットになる口径のものは出土しなかった。

杯身C（j6－j e2）は…1の底部外縁のヘラ削りがなされないもの（j）と－2の体

部と底部との境をヘラ削りすることにより体部があたかも緩やかに立ち上がっているよう

にみえるもの（2）とがある。

杯身D O5－2j）は小型で体部が比較的シャープに立ち上がる。

杯身E O6－4～23）は須恵器の中で最も個体数が多い。器高の差によりE－1（4一

路◎2～23）、E－2（j7～20）に分けることができる。

③　鉢（第凋卦う功

日録部と体部との境に段を設け、口縁部を上方に挽き出す。なお、目線内面に一条の洗

練を巡らせる。

4　盤（第77区ト2）

口径が大きいわりに器高が低いものを盤とした。内面の底部は中心から底径の1／2程が

緩やかに凹んでいる。また、体部外面には一条の沈線が巡る。

⑤　高塔（第柁礎上沼針弓碗

24が杯部を若干残すほかは脚台部のみの出土である。24、25は上端が細く絞られるが、

26は円柱状に立ち上がる。

⑥　場（第着嘔巨】目

盛は頚部が短く、肩部に細い洗練を巡らせる。注目部分は貼り付けられており、ヘラ状

工具で面取りをしてある。

⑦　横瓶（第け図－3）

横瓶はノタメが顕著で頚部が胴部の中心から若干ずれて取り付けられている。

⑧　壷（第け図－　～持）

壷には長頸壷と短頸壷がみられる。

長頸壷（5～　弓～畑

長頸壷にはA：球形の胴部で、貼り付けによる高台をもつもの（7～9）、B：頚部が

無　高　台　器高の概ね半分を占め、底部は無高台で糸切り未調整であるもの（jj～j3）、C：肩部が

広　　　閏　張り、広口のもの（5）がみられる。Aは7e　9が頚部を欠損するが、βと同様のものが
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付いていたと思われる。横幅は9が最も大きいほかはほぼ同一なサイズとなっている。B

は肩の張るものとなで肩のものがある。同一形態の中のバラエティーであろう。底部の切

り放し方法にほほ回転糸切りと静止糸切りが観察できる。　　　　　　　　　　　　　　　回転糸域刷

これらのほか6ほ底部のみであるが長頸壷Cのような形態を呈するのであろうか。　　　静庭糸瀾憫

短頸壷（　◎却）

短頸壷には広口のもの（4）がみられる。第23図－6のような形態の蓋が伴うが、合致

する口径のものはみられない。邦は無高台のもので、全体がロクロで丁寧にナデられるこ

とが婆とは異なるため意として考えた。

－9　蛋（舞描画一一　へ4、ク：墨主－j′～沌）

婆には小型のものと大型のものがみられる。jほ小型の嚢で、内面の下半をヘラ状工具

で丁寧にケズるが、体部のほかの部分には叩き目が残る。口唇部は断面が「T」字状を皇
叩　き　目

するように上方と下方とに挽き出している。2～射ま大型の聾である。口唇部を下方のみ

に挽き出すもの（2◎3）、上方に挽き出し肥大させるもの（の　があるが、ロ縁部の開

きぐあいはまちまちである。後は体部の内面全体を丁寧に削り、外面のみに叩き目を残し

ている．J

第別個上∴㌢∵相は体部片である。3⑳　命　◎∂～邦は内面に同心円状の当て具痕が残　閣壷閏状の

る。3魯」βは同心円の幅も広く、深く食い込んでいるのに対し、他は、幅が狭く、極めて

浅いためうっすらと観察できるに留まる。5は内面をへラ状工具で削り、7ほ平滑にナデ

ている。1

2　＿た苛モ器（票J9回　ご′－、ノー3　〝、プロ図　、′＼．ガ、27国　！さフ）

土師器には杯、婆、甑がみられる。

⑦　塔　第膵図－　～柑）

杯はDのほか半球形のものがみられる。下層である7層出土の土師器の杯よりバラエテ

ィーに乏しく、出土量も少なくなっている。

6昏　7は半球形の体部からやや内側あるいは鉛直方向に緩やかに立ち上がる日録部をも

つものである。目線部には横ナデが施され、体部外面には指頭痕が残される。7は内面を

工具を用いて渦巻き状にナデている。6世紀末にあたるものであろうか。

杯Cは底部が欠損しているものを除いて1－a（4啓5弓声j3弓娠1－b（3◎

β～jワ弓2）、2－a（路弓アリβ）、3－b（j9）と分けることができる。

②　蜜　第2図　～　◎招～芸？、第割世上つ』㌧自

棄は胎土の様子や形態から3種に分けることができる。

嚢A（20－j　砂5∵秒　針諺夕）はロ縁内部を肥大させるもの十j　◎5◎9）、肥大させず、

直線状に挽き上げるもの（6）とがみられる。

賓B（20－月～路、2j－j◎2）は目線内部を肥大させるもの（20－j～月、2j－2）、

肥大させず目線内面を絞って肥太に似せているもの（20－j4弓5、2j－j）とがみられる。

賓C（20－2～　昏β魯躇～22）は日録部を横方向に撫でるほかはパケにより調整され

ている。これらの中には－1（2◎3◎β弓6◎2j）と、－2（j7～20）とがある。

20－7は口綾部が発達しないものである。胎土は長胴婆のものであり、棄Cに伴うもの

であろうか。

③　甑　ぐ第凋卦弓功

把手が出土している。手捏ねにした粘土塊をヘラ状工具で調整している。
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3　灰相陶器（篇f6「宮上クの

無　　　職　　碗が出土している。無粕であるが黒笹14号窯式期に並行するものと考えられる。

（4）芋控ね土器（第琵堰上沼針弓男

広口の壷型である。20は底面に木葉痕を有する。封は目線部だけを横ナデし、外側に挽

き出している。両者ともに全体に指頭太の凹凸が顕著である。

15　近世陶器（第博泡一一期㌧昌癌「一拍）

日録部に鉄瓶のかかる小皿（躇－2β）と黄瀬戸の丸碗（〃」朗）が出土している。上層

からの混入品と思われる。

j．践恕・ぶ＿・

木製品には大足、泥よけ、編錘、挽物、曲物、棒、下駄、建築材、用途不明品などがみ

生活用具　られる。7層と同様に容器の出土が多いが、多種の生活用具も出土している。

（り　大足　第3図－2）

枠　　　木　　縦方向の枠木で、幅4。85cm、厚さ2。10cmの板材に柄穴を9～10cm間隔で穿っている。

（2）泥よけ　鐙餌潤巨当鞠射

何れも板材の上端に二つの穴を穿つ。2～4ほ柄を適す穴が残っている。

（3）編錘（第罰肇距当の

みかん割憫　　みかん割りにした材に楕円形の乳を穿つ。孔の中間部分がくびれていることから両側か

ら穿孔されたと思われる。

－ム　茂拗（誌3β斉　l′、ィ、J立宵一　つ

挽物には直径18cm前後のもの　紐巨亮」4㌦　一回り小さく13。2cmのもの　康ト右上　更

に小さいもの（3β－j）がみられる。何れも調整段階の刀痕が残されている。

5　間物（籠蛸区、45匪：－・′、ノバ）

カ　キ　ゾ　コ

ク　レ　ゾ　コ

桟

直径が10cm以下のものから40cm近いものまで様々である。カキゾコのものとクレゾコの

ものがあるが、44－J◎　4など16cm前後のものを挟んで小型のものと大型のものがクレゾ

コになっている。この傾向は瀬名遺跡の出土例と類似する。また、朝一鋸ま用途は判然と

しないが中心にあたる部分に直径約3cmの穴が開けてある。

（6）韓（第五図－2）

横側になる桟が出土した。面取りをした平滑な棒状で、ほぼ中央に柄穴と柄を固定する

ための釘穴が穿たれている。

（7）謡駄　鐙雛腰上牒⑳射

下駄は2点出土している。鼻緒を適す孔を3つ備えるもので平面形状が隅丸の長方形を

呈する。歯は低く、台部との明瞭な境をもたない。

－8ノ　建築赫（第53；卦‥8、54巌16）

ぎ3－βは断面隅丸方形の棒状である。片側を細く加工しており、樋状の彫り込みがある。

54－6は細長い板状のもので一ヶ所に楕円形の孔が穿たれている。柄穴であろうか。

一甘　用途不明品（貰鰭功…4′、ノ／、5／図－－3～用）

有　頭　状　　56－4～7は板状、あるいは棒状のものの先端部に側線からの切り込みを入れ頭部を作

り出したものである。4ほ頭部の反対側を丸く削っているが、元来の加工か否かは判然と

しない。他の3点は欠損のため不明であるが、56－jのように両端に切り込みをもつ可能

性もある。これらは輪かんじき塑田下駄の横木かあるいは斎串、人形に類する祭祀用具で

あろうか。57－3～7ほ何れも孔が穿たれる板状のものである。βは尖頭状の板、鋸ま両
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端に切り込みを入れる細い棒である。邦は一端にくびれを作り出し、もう一端はくりぬか

れて中空になっている棒状のものである。中空部分にかかるように穴が開けられており、

更に細い棒を差し込んで固定していたことが伺える。

・　千二：丈トニー三

石製品には軽石製品がみられる。他に1点のみガラス玉が出土している。他の玉との関

連性も考慮してあえてここで取り上げておく。

出　軽石艶話　順路憫享‖

良好に発泡する珪石製で、擦痕が観察されることから、砥石かあるいは何かを擦るため　擦　　　痕

に用いられたとみられる。6層の最下部から出土しており7層の軽石製品との関連性も考

慮される。

（2）ガラス玉（第影図…葱）

玉は鮮やかな青色を呈するガラス玉である。直径が0。82cmと7層から出土したやや小振

りな滑石製の王　絡9－3）とほぼ同じ大きさである。

′　菅・罵敏一∴

金属製品は釘と思われる棒状のものが出土している（第鋸図－j3）。

・：＿ご　＿圭、竪11－．

手捏ねにより棒状に伸ばした粘土の上端に片側から穿孔している（第甜図－の。土錘

のひとつであろうか。

工鳥丸∴誓…　字句〉

瑠　概要

5層対応層からほ土器類、石製品、金属製品、土製品が出土している。

土器は古墳時代未から平安時代のものが混在して出土しているが、量的には奈良時代～　貴慮時代㈲

平安時代のものが大部分を占め、合子状を呈する須恵器の杯蓋蝕杯身が若干混じる程度と
平安時代

なる。また、平安時代の彩粕陶器が多く出土するのがこの層の特徴で、緩和陶器には碗、　彩布目陶月舘

灰粕陶器には碗◎小碗㊤皿魯浄瓶がみられ、輸入磁器も白磁◎青磁が出土している。土師　輸Å磁器

器の杯はこれまで多かった鬼高期の模倣杯がなくなり、駿東型、甲斐型などの杯が主流と

なる。また、灰粕陶器を模したものもみられる。聾に関しては在地系のものがなくなり、

駿東型の嚢と長胴婆のみの出土となる。石製品は磨製石斧が主査混入している以外はすべ

て砥石である。金属製品は鉄が、土製品は馬形が出土している。

ブ・二：＿王達私

土器類には須恵器、土師器、緩和陶器、灰粕陶器、灰粕系陶器、手捏ね土器などのほか、

青磁、白磁などの輸入磁器がみられる。また、土師器の杯には墨書されているものがある。

‖）須恵器

（芳雄耳－ブイへ号ワ、用式　タ　フへノ乃、76稟「－Jつ生ガ宜　一丁へ′30、23図－7～4。6～7（）、29図－7。J e　4。7～75．．77

須恵器には杯蓋、杯身、短頸壷蓋、壷、聾がみられる。

言　坪蓋（第！僻：ク4′－ク／、沌図‥ク、フグ国…′へ弓j）

杯蓋はA、Cがみられる。

杯蓋A（22－j◎2）はjが口径が12。2cmで、当遺跡から出土している中では最も古手

にあたり、体部と目線部の境に沈線をもつ。2ほ口径の割に器高が高く、この形態の最末

期にあたるものである。

杯蓋Cには－1～－3がみられる。C－1（j4－25◎2、乃－2、忽－5◎　7）は口径
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15。8cmから16。8cmの間で大小の差がある。杯蓋Cは紐が凹状で爪状の受け部をもつもので

ある。C－2（j4－24、盈「3秒　60β砂9◎j2）は口径12。3cmから16。2cmの間で大小の

差がある。C－3（22－4弓のj3）は口径圭上5cmから15諸cmの間で大小の差がある。こ

法畳替偲　れらからそれぞれ法量が分化していたことが伺える。

これらのほか22－月は爪状の受け部をもつが器高がことさら高いものである。受け部は

内側に折れ曲がり、形骸化している。

－2　坪身（貫は卦弓誓′～ガ、相聞‥j当孝、〝泣一一74′－．JC、刀囲l‥ぎ～告）

杯身はA～Eがみられる。

杯身A（j5－また‘雲上㍉摘）は口径はほぼ同寸法であるが、器高は乃－23の方が高くなっ

ている。ほぼ同時期のものであろう。

杯身Bには…2がみられる。B－205－24、22－躇◎絹にはヘラ切り未調整のもの（躇

－2れ切りはなし後へラ削りするもの（ガ一路ejの　と調整方法の差がある。

杯身C（2㌢㍉粉∵封）は無高台のもので口径の割に底径が大きなものである。口径8。9cm

から17。1cmの間で大小の差がみられる。

杯身D（乃－25、22－躇◎躇）には…1と－2がみられる。D－1は22－裏声言値で＼路

の口径は13cm、躇ほ上4cmと大小の差がみられる。－　は躇－25である。

抹身†三は器高の差「、上目二　1　屈11！＿L‘！才一誹ノ∴プ、‘ノ！！・、‖1つ「‘f　′二当　日

とに分けられる。

③　短頸壷蓋　第慧図…鋸

短頸壷の蓋は1点のみである。当遺跡では6層から短頸壷が主査出土しているが、口径

が異なり、セットにはならない。

④　壷（第ま湖上7⑳の

最　頸　室　　長頸壷の胴部が出土している。胴部片のみであるが7ほ無高台であり、狭ロの頚部が付

くと考えられ、βは第j7図－7～9のような形状を呈すると思われる。

15　整（第か図－　0相、乃匪つ　L jへ弓うっ7／）

タ　タ　キ　　鋸ま中位の大きさの嚢でタタキで整形した後に体部上半部にはナデを加え調整している。

凸　　　帯　目線部には中ほどに凸帯を一条付けている。jOは大型の婆である。口唇部は下側に挽き出

し、その下側に凸帯を付ける。2ダーj・診3◎∠空の　7㌧∵裏声」ワはすべて体部片である。29－

波　状　文　5◎　6ほ目線部片である。6ほ特に洗練を挟んで2状の波状文を措いている。

‘2、∴袖幕（第プロ競一つG、ブギ遥一一グ6′・〉JC、先雷、ノ百雷　ご‘へバ↓）

土師線には杯言塊、皿、婆がみられる。

1坪（第割図－・26～jO、；懸鼠一一f～2台c2β～封、光圃‥つへ′9）

杯は3種（E～G）に分けることができる。

杯E（25－j～20）には－1（j～6◎j3◎20主　－2（e路上　－3「針弓子弓車

代ラ書がキ　路弓の　がみられる。更に－1には内面のみをヘラミガキするもの（j～6弓3）と内外

面ともにへラミガキするもの（20）とがみられる。

杯F（25－2j～24）には－1（22主　－3（2声23秒24）がみられる。

杯G（24－26－30、25－2頭　には－1（25－25）と－2（24－26～3功　がみられる。G

－1には対になりそうなサイズの土師器の杯蓋（第2β図－22）が5層から出土している。

墨書のある坪（第25回一・一クβ′、、ノ3㌦　26回…つへ′9）

駿　東　型　　駿東型の杯は25－2β～3圭26－2～4◎6◎　7◎9である。調整の方法から26－3が杯
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E－上26－2e4◎6◎　7が杯E－3と分けることができる。25－3j以外はすべて底部

に書かれており、「十」あるいは「千」（25－3れ「建」（26－2）、「太」（3）、「去？」（4）、

「十」（6）、「泉？」（7）などがみられる。甲斐型の杯は26－巨5eβである。5が底　甲　斐　型

部と体部両方に書かれている以外は底部のみである。「固」物上つ）、「＝」（5）などが

みられる。「十」、「建」、「岡」銘は近接する内荒遺跡でも出土しており両遺跡の関係を示

唆するものとして興味深い。

②　塊（第割閻匡凋、盈樫ト瑠針弓甥

塊には木製の椀を模していると思われるもの（25－2鋏灰粕陶器を模していると恩わ　模　倣　塊

れるもの（24－4◎25－2のがある。26は高台が他の土器類にみられないほど高く、全体

的に薄手に作られているのが特徴である。27は塊と考えたが、立ち上がり具合によっては、

皿である可能性も考え得る。

③　皿（第割閻一之ヲ）

灰粕陶器の小椀を模しているものと思われるが、器高がより低くなっているため皿とし

て扱った。外面の一部と内面に炭化物が付着していることから灯火具としての利用も考え　灯　火　具

られる。

④　療（第が図一相、盈擾上井かつ甥

嚢にはBとCがみられる。襲B（20－蛛26－お声㌧は）は何れも口唇部内側を肥大させ

ており、口径が15。4cmのもの（20－期）と20cm近くになるもの（26－jOejj）の大小2形

態がある。

婆Cは口径が約25cmのもの（26－j2◎綿　と12～16cm程度のもの（j4◎路）とがみられ

る。大型のものは目線部の断面形が逆「つ」字状をなし、小型のものは目線部の断面形が

「く」字状をなす。

（3　線鞄陶器　第ま図…功

碗の目線部の一部が出土した。目線部に沿って施された陰刻花文の末端にあたる花弁の　陰刻花文

一部をみることができる。

（勘　灰相陶器（第23図一　巨は0摘、封図一7～305へ′27）

灰粕陶器には碗、小碗、皿、浄瓶、壷、婆がみられる。これらの中では僕膳形態の碗、

小碗が最も多い。また、土師器の中の灰粕陶器を模したと思われるものから、灰粕陶器の

器形が及ぼした影響を知ることができる。また、大きく分けて県内の東遠江産のものと猿

投山古窯跡群を中心とする県外産のものとがある。

l「碗（第24図－つ～305．0　60β～柑）

猿投古窯跡群

碗にはA：内面と外面目線部に刷毛塗りし、体部下半をヘラ削りするもので、黒笹90窯　タイプ別分類

式期の新しいものにあたると思われるもの（j）、B：無粕であるが、調整が丁寧で折戸

53号窯式期にあたると思われるもの（5主　C：無粕で糸切り痕のナデ消しなどを省略し、

やや調整が粗雑になる東山72号窯式期にあたると思われるもの（6砂の、D：無粕で調

整も粗雑な灰粕陶器の最終末である百代寺窯式期にあたると思われるもの（2。3◎却）

がある。なお、3◎6◎β弓0は深碗形態と考えられる。また、胎土や焼成後の色調から　深　　　碗

2◎3◎jOは東遠江産であり、あとは県外からの搬入品と考えられる。

②　小碗（第割図一日～73）

小碗は器高が4cm前後で口径が11cm代となっていろ（jトj3）。jjは底部と体部との境　蘭代寺窯

をロクロナデ後に指で押えており凹凸が目立つ。無粕でありすべて百代寺窯式期にあた　式　　期

－171－



り、東遠江産と考えられる。

③　皿（第夢纏上当か当押）

皿には通常の皿と段皿とがみられる。20は体部の立ち上がりの具合から皿と考えられる

段　　　国　もので、東遠江産である。爪形の高台が付き施粕はなされていない。躇は段皿である。内

面全体と目線部外面に施粕する。照は皿の体部から底部に至る破片で角高台を備える。接

合しないがjβと同一個体と思われる。jβ◎j9は黒笹14号窯式期、20は百代寺窯式期に該当

するものと考えられる。

④　浄瓶　第ま図…相の掴）

浄瓶は注目部先端（j3）と頚部上端（週）が出土した。j3は内側に粕がかかるが、外側

は無粕である。j4は全体に刷毛塗りによって施粕されるが、焼成時の降灰粕が上部に厚く

猿　授　産　かかる。何れも猿投産と考えられる。

5　亘（篇勲図－21）

壷は底部のみの出土である。胎土が緻密で高台内部に施和されることから灰粕陶器と判

断した。粕が高台に至るまで垂れており、端部にまで至る。端部に垂れた粕は端部外縁か

東違法産　ら叩かれてほとんどが剥がされている。東遠江産と思われる。

⑥　蜜　ぐ乱調卦十紺

碧は底部から体部に至る一部が出土した。底部と体部との接合は内側にヘラ状の工具を

当てて行なったとみられ、内側には波状の庄痕が残されている。粕は薄く、外面、内面、

底面の全てに施されている。

－5一　反相系陶器（第誹怪一一ノし74へ．′刀

大　ア　ラ　コ

窯　式　期

灰粕系陶器には碗と皿がみられる。高台端部に庄痕等がみられなくなりすべて最初段階

の太アラコ窯式期の古い段階にあたると考えられる。

①　碗（韻事纏上∵習

碗ほ作りにシャープさがないもので、高台の外縁部を強く絞っている。無粕である。

②　小碗（第盈堰ト当針可甥

器高が2cm代で、口径が10cm代となっている（カト」の。高台も低く断面が逆三角形状

になっている。無粕である。

（6）芋捏ね土器（第碁檀紅弓功

小皿である。第4遺構面の井戸SE4020403から出土したものに比べたいぶも丸く、口

径も小さい。掌の上で作られたことを思わせる。

（7）由磁（第爵般針㍉鍼）

白磁は小型の椀が出土した。体部からロ綾部にかけての破片である。

81青磁（第剖堰「一・25）

青磁は碗の底部が出土した。

3　石製晶

石製品は磨製石斧と砥石が出土した。

（1）磨製石斧（第就図上4）

太型蛤刃石斧　　石斧は1点出土している。太型蛤刃石斧で、全体に緻密な敲打を加えることにより整形

されている。刃部は縦方向に磨かれているが、磨滅により擦痕は部分的にみられるに留ま

る。また、縦横に割れ目が走っているのは使用時のショックによるものであろうか。
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店子つ第雄一安十一′上　6碩l一一・60　の

直方体状のものと板状のものがみられる。59－月との－6は直方体状のものである。59

－月は小型で上端に穴が開けられている。第2遺構面からも穴を開けたものが出土してい

るが、紐などを適して携帯したものと考えられよう。親指程度の大きさなので、手持ちで　携　帯　用

刃物の微細な部分を研ぐために用いたのであろう。6j－6ほ下半が欠損している。完形で

あれば設置しての使用も可能である。6j－βは板状のものである。一側線と下半は欠損し

ており利用されたか否かほ不明だが、裏面は素材の面がそのまま残存している。これらの

砥石は緻密で使用面は平滑であるため中砥～仕上げ砥として利用されたと考えられる。

磯　金属製品

金属製品は鉄が出土した（第63図－月◎j5）。月は平根である。先端部は平面形がほぼ　平　　　横

正三角形で、断面形は偏平である。茎は断面が長方形になっており、先端が欠損する。路

は狩股である。先端部と茎部との間には稜が付き境を明瞭としている。茎は断面がほぼ正　狩　　　膿

方形で端部に向かって細くなる。

′、　土製ノ・十

手捏ねによる馬形が2点出土している（第66図－5◎6）

細腰出立遺物〉

瑠　概要

5層からほ土器類、木製品、石製品、金属製品、土製品が出土している。

土器は古墳時代末から平安時代のものが出土しているが、量的には奈良～平安時代のも　貴慮～平安

のが大部分を占め、古墳時代末のものは合子状を呈する須恵器の杯身◎杯蓋が若干混じる

程度となる。施粕陶器は5層対応層と同様に緑粕陶器、灰粕陶器が出土しているが、点数　施粕陶器

は少ない。土師器は甲斐型◎駿東型の杯のほか、長胴聾がみられるが施粕陶器と同様点数

は少なくなっている。木製品は挽物、曲物などの容器類のほか田下駄、下駄、杓子などが

出土しているが用途が判るものは11点と少ない。金属製品は煙管、柄鏡、鉄砲玉など江戸

時代前半のものが出土している。石製品には玉の未製品が、土製品には土錘がみられる。

2　豊器類

土器類には須恵器、土師器、緑粕陶器、灰粕陶器、手捏ね土器、かわらけなどがみられる。

（り　須恵器（第27図－g～25、2β図…上ガ図－2）

須恵器には杯蓋、杯身、施、聾がみられる。

①　塔蓋（第2礎ト当～の

杯蓋はすべて奈良時代のもので、合子状を呈するものはみられない。受け部はすべて爪

状でありノー3がC－2、4・5・7がC－1にあたる。

②　輝身（第27図－9～都珍芸？◎23）

杯身には合子状を呈するものがみられる点で、杯蓋の在り方とは異なる。4種（A◎C

～E）に分けることができる。

捧身Aには9～jjが該当する。口径は9と月がほぼ同様で、jOが約1cm大きくなる。

杯身Cにはj　◎蔦が該当する。更に外縁のヘラケズリからみるとJ4がC－1、蕗がC－

2にあたる。

杯身Dにはj2弓3が該当する。両者ともにD－1にあたるが、J2は目線部を外反させる

上に口径がj3よりも2．4cm大きくなっている。

杯身Eにはj6－20の22◎23が該当する。すべて助宗窯産で、8世紀も前半代にあたると　助宗窯産
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思われる。

③　漣（第名唱上弓男

盛は胴部に直接穿孔した注目部をもつものである。胴部上半に一条の法線をもつ。

4　婆（兵2／迦」一之イ主力、邦塙l　、夕立：耳　一ノ、：

婆は目線部、胴部、底部片が出土し、全体形の捉えられるものはない。目線部（影L憑巨

25）は何れも口唇部を下側に挽き出す。底部（螢トつ）は胴部下端をヘラケズリする。底

部外商には庄痕が残されているが何れのものかほ判然としない。胴部（教主2）は外面に

叩き具痕　は平行線状の叩き具痕、内面には同心円状の当て具痕が残されている。タダキの後に横方

当　て具痕　向のヘラケズリが施されている。胴部上半の破片と思われる。

（2）』』離鰐　ぐ第蓑纏上当華当汚）

土師器には杯、杯蓋、聾がみられる。

1」・不（第用樫「つ車、ノブ／）

杯はいわゆる駿東型の杯と甲斐型の杯がみられる。駿東型の杯は右上㍉拶㍉2芋である。こ

山一上！！日日叫日、工　：！′＼’がJ机　）．′！′′′月、J　：：ユ・－∴　ノ｛．ノ　′）0日　了ノ

墨書羞器　2jには墨書がなされているが、路が「寺」と読むことができるほかは釈文できない。甲斐

型の杯は20である。杯F…2にあたる。

フ　土手蓋（第月纏トークク）

須恵器の杯蓋を模している。ロクロナデで整形した後に頂部をヘラケズリするなど、須

恵器の杯蓋と同様な技法で作られている。

3　寮　r第2β図一一クコ′一箱）

すべて長胴聾である。目線部では23が棄C－2、24が襲C…ついに類する。2罰ま肩部付近

に最大径をもち、24が日録部と最大径がほぼ同じになる。底部は25と26である。

（3）灰相陶器（第2β図－2～膵）

灰粕陶器には碗、皿Lノ小椀がみられる。5層対応層と同様に供膳形態が多いが、浄瓶、

杯、婆などの貯蔵形態のものはみられない。

1　碗（第男娼か－ク～／19）

椀は体部に灰粕を刷毛塗りする黒笹ユ4号窯式期から黒笹90号窯式期に並行すると思われ

るものが最も古手である（2◎5）。また、折戸53号窯式期に並行すると思われるもの（7）、

百代寺窯式期に並行すると思われるもの（3◎4砂6）がある。鋸ま高台径も大きいため、

鉢かあるいは太椀になる可能性がある。なお、胎士や焼成後の色調から3⑳　6砂鋸ま東遠

江産で、あとは県外からの搬入品と考えられる。

②　皿（第男図－の

βは高台際の体部下端がほぼ水平に延長されるため皿とした。県外産で、折戸53号窯式

期に並行するものと思われる。

③　小碗（乱調温十哺

小椀は内面にも施粕されている。窯笹14号窯式期の新しい時期にあたるものゼあろうか。

（4）緑和陶器（第盈纏上つ男

削り出し高台　　jjは椀である。削り出し高台で、端部は内傾している。粕は高台端部を除く全面に施さ

れるが剥離が激しい。

（5）芋捏ね土器　ぐ乱調温十切

手捏ね土器は小さな壷形である。目線部は体部からつまみ出され、体部との境でくびれ
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をもっている。外面には指頭痕が観察される。

（6）かわらけ1藩は毒針当甥

ロタロ挽きのかわらけである。田面に伴う何らかの祭りの用いられたのであろうか。 ロクロ挽き

き　　へ哀′

木製品には輪かんじき型田下駄、挽物、曲物、下駄、杓子、用途不明品がある。

出　輪かんじき型関下駄（第割図－2～ぜ）

3点ともほぼ同位置から出土したため、元来は組み合わされていたものと考えられる。

足板（2）は両端に切り込みを入れ頭状の部分を作り出し、輪の固定に便宜を図っている。

横板（3）は両端が欠損しているために端部に頭状の部分をもつか否かほ不明である。輪

は直径約2cmの枝材を用いている。

（2）挽物（第溺閻巨受）

挽物は円形の皿である。腐蝕が激しく、内面の立ち上がりがわずかに残存する。

（3）曲物（第吏礎巨当主㌣鋸

曲物は太型のもの（5）、中型のもの（6◎　7）、小型のもの（β◎　9）とがみられる。

このうち太型のものと小型のものがクレゾコ、中型のもの（直径18cm前後）がカキゾコと

6層出土の曲物とほぼ同じ傾向がみられる。

㈱l菅駄“軌醐数十噛

連歯下駄で鼻緒孔が4つ開く。親指と人差指で挟み込む通常の鼻緒とは異なり、足を差　連歯頂つ駄

し込む形状の鼻緒が附属していたと思われる。

（5）杓子（嵐瑚卦…封

先端を丸くするが両側縁は並行する。柄は身を削り込むことによりかたちづくられる。

（6）用途不明品（嵐醐訃当行吊上尻闇上汁～鳩

56－β～jjは板状、あるいは棒状のものの先端部に側線からの切り込みを入れ、頭部を

作り出したものである。何れも途中から欠損しているが両端に頭部をもつと考えられる。

57－月ほ乳を穿つ板で、6層で出土した57…射こよく似ている。j2ほ中央に方形の孔をも

つ平面楕円形のもので、孔の中央にかかるように側線から木釘が打ち込まれており、孔の

中に何かを入れて固定していたとみられる。帯は突起をもつ板である。突起部分には木釘

を打ち込んだとみられる穴が開いている。箱の部材と考えられる。

ノ二誌11（鵠音…　ソ）

石製品は未製品がみられる。板状の滑石で上端に孔を穿つ。玉の未製品と思われ、耕作

等により下層から混入したと考えられる。

5　金属製品

金属製品には耳環、鉄砲玉、小柄、鈴、煙管、柄鏡、取手が出土している。4層ととも

に水田の作土として利用されたと考えられるが、柄鏡、取手などわざわざ廃棄しないと混

入しないであろうものもあり、出土の理由づけに迷うものもある。

（1）溺眉目選蔵礎巨づ）

銅芯金張りの耳環である。耳環は7層から多く出土しており、耕作等により5層まで巻

き揚がったと考えられる。

（2）鉄砲玉（第63図…7◎β）

2点出土している。大きさはほぼ同じであるが、重量では2。7gの差がみられる。
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（3）小柄（第の図－76）

刃部は大きく欠損している。柄は銅製で、銅版を茎に巻き付けて整形される。接合部が

密着するため茎の状況は観察できない。

（4）鈴つ第鋤隠＋籾

銅製である。上下と中の部分が別々に作られ、鎖付で接合されている。潰れているが、

中には小豆大の鉄塊が残されている。

－5－　煙管（第63図－／β079）
ラオ

吸口のみ出土した。羅字の差し込み部分がひときわ太く、一回り細い稜を設けて口元部

分につながる。j9は羅字の差し込み部分の末端に数条の凸帯を巡らせる。

（6）柄鏡（第鋸図∵〟）

柄鏡は「五三の桐」と「菊」の文様をあしらったもので、外縁に2条の同心円状の凸帯

を巡らす。鏡面は平滑で、柄は鏡面に鎖付してあるが、外圧により折れ曲がっている。

（7）取手（第朗図－7）

銅製の取手である。箪笥などの引き出しに伴うものと考えられる。

6．二十製品（第66図一7）

土製品には土錘がみられる。完形であり、棒に粘土帯を巻き付けることにより整形され

ている。

〈超層出豊遺物〉

瑠　概要

4層からは土器類、木製品、金属製品が出土している。

土器は古墳時代、奈良時代、江戸時代のものが混在するが、点数は少ない。4層は水田

作　丑　層　作土として利用されているため、耕作により江戸時代以前の土器類が巻き揚がったものと

みられる。木製品は椀がみられるのみである。金属製品は鉄砲玉、銭貨、煙管が出土して

いる。

2　土着旨類

土器類には須恵器、土師器、近世陶器がみられる。

（1）須恵器（第29図－20◎まヲ）

須恵器には杯蓋と姐がみられる。

①　塔蓋（第が図∵〟）

杯蓋はC－3に類する。しかし、受け部が形骸化し断面爪状の部分が辛うじてみられる

程度となっている。8世紀の後半代のものである。

②　漣（第男図∵ガ）

盛は頚部から底部に至る破片であり、注目部は出土しなかったため形状は不明である。

胴部上半に2状の洗練を巡らせ、その間にクシ状工具の刺突を連続して施す。

（2）土師器（第男図一柑◎22）

駿　東　型　　土師器は杯のみ出土している。j9は駿東型と思われる杯でE－1に類する。口縁内部に

炭化物が付着することから灯火具などに利用された可能性も考えられる。22は駿東型の杯

である。底部と体部下端とに明瞭な境が付かず、緩やかに立ち上がる。

（3）近世陶器（第男図－27）

瀬　戸　産　　近世陶器は皿が出土している。瀬戸産と思われる。内外面に志野粕と思われる白色の粕

が薄くかかるが、全体に発泡している。
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3　本製品

木製品には椀がみられる（第39図－6）。黒漆を用いた漆椀であるが、文様はみられない。漆　　　椀

高台内の底面にはロクロ目が残されている。

超　金属製品

金属製品には鉄砲玉、銭貨、煙管がみられる。

（1）鉄砲玉（第63図－9）

若干の歪みがみられる。5層から出土した鉄砲玉と大きさほほぼ同じであるが、重量は

両者の間の8。4gである。重量はまちまちでも直径が規格化されてほぼ同一であれば使用に

耐えたのであろう。

（2）銭貨（第63図一柑）

銭貨は「開元通賓」が1枚出土した。摩滅しているが、家書と思われる。初鋳ほ966年　間元通賓

である。

（3）煙管（第懐纏上㍉の

銅製の吸口である。陰刻による文様を刻む。

〈3層壮士遣物〉

瑠　概要

3層からは近世陶器、木製品、金属製品が出土している。

金属製品が最も多く、煙管や替、馬具などが出土している。農村における喫煙習慣の定　喫煙習慣

着や、牛馬を使った耕作の実施などが垣間見られる。これらのほかに近世陶器の香炉と、　牛馬耕作

曲物の底板などの木製品が出土している。

フ　土器獣

土器類には近世陶器の香炉がみられる（第29図－24）。瀬戸産であり、全体に淡黄色の　瀬　戸　産

粕をかける。3足であり、内面には重ね焼きの跡が残される。

二！　木製品

木製品には曲物と用途不明品がみられる。

（1）曲物（第帝図一柑～ば）

小型のものと大型のものがみられる。すべてクレゾコである。大型のものは厚手であり、

桶の底とも考えられる。

（2）用途不明品（嵐瑚阻十碩

一端に方形の孔を穿つ板である。中央付近にも窪みがあり、元来は円形の孔が開いてい

たたことが伺える。

超　金属製品

金属製品には煙管、替、馬具、鉄斧、置物がみられる。

（1）煙管（第鋼図－3～5）

3は雁首の火皿の部分である。真鉄製である。4¢5ほ吸口で、真鈴の板を円筒形にし、

鍍付している。射ま羅字の差し込み口に帯状に真鈴の板を巡らせて補強をしている。

（2）替（第朗図－6）

鋼製であり、鍍金されている。柄の部分の先端には飾りが付いていたと推測されるが失

われて判然としない。折れ曲がった状態で出土した。

（3）馬具（第6図…7～柑）

轡の金具と思われる。環状のもの（7◎β）とそれを繋ぐ両端に環をもつ棒状のもの（9e
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jO）とがある。

4　鉄斧（篇錮社　用

撥形を呈する鉄斧である。着柄部分はソケット状で、背面は舌状に開いている。

・5　置物（買読癖「－げ）

亀を模している。中空になっている鋳物で頭部、尾部、右後ろ足は欠損し失われている。

表面は黒灰色を呈する。錫製であろうか。

〈2蓬、1億揖±還塊〉

瑠　概要

2層、1層からほ金属製品が出土している。「第6節　第2遺構面」にも述べられてい

るが、ここでも耕作土中から装身具が出土しており、その意義を考えてみる必要があろう。

国産陶磁緒　このほかに図示はできなかったが江戸時代後期以降の国産陶磁器片が若干出土している。

2　全馬製品

金属製品には煙管と替、銭貨がみられる。

（り　煙管（第鋭堰上当お目甥

煙管は吸口と雁首が1点ずつ出土している。吸口（j3）は中央よりやや末端よりに細い
やに

沈線を巡らせている。雁首は火血内に煙草の脂が付着していることから、度重なる使用が

伺える。何れも真鉄製の板を丸め、鍍付けしてある。

2　替（第朗図－－十は）

聾は表面に花、裏面に蝶の飾りをもつもので柄の先端部には耳掻きが付いている。図に

あるように折れ曲がった状態で出土した。銅製である。

3－　銭貨（第63図…口）

寛義∴道主賓　　銭貨は「寛永通貨」が1枚出土した。新寛永のひとつと思われる。

〈その他の遺物〉

その他の遺物には特に出土量が少なかった8層出土遺物と出土位置の判然としないトレ

ンチ出土の遺物、地表面採集の遺物、包含層から出土したから自然木をまとめた。

－　8層勇二遣物（第53図－　4）

8層からは建築材と思われる柄を穿つ断面方形の棒が出土した。8層上面の水田には畦

畔の補強に使われた丸太材がみられるため、これもそのひとつとして利用されていた可能

性もある。

フ　トレンプ出土の忘鴇（第二23苫クエ′亮′3）

トレンチ内の遺物には須恵器の杯身の杯蓋、土師器の杯⑳聾がみられる。須恵器の杯身

はA、杯蓋はC－1にあたる。また、土師器の杯は26がD…1a、27がD－2aにあたる。

土師器の婆は目線部と体部との境に緩い屈曲を残す。

：i　逓議院採集の遣鴇（第29区一一36、イ5項主－1月）

地表面では土器と木製品が採集された。

土器には須恵器の壷がみられる（29－30）。日録はほぼ直立し、体部は緩やかで、特に

肩部を設けない。外面には自然粕が付着する。

木製品には曲物の底板がみられる（45－j3）。部分的に歪みがみられ、正円にはならな

いことが伺える。

飽　画然木（重水の倒木◎根株）

12層、8層～6層からほ自然木が出土している。これらの中で12層は微高地部分で多く
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が出土しており淘　墓城の廃絶後に雑木林になっていたことが考えられる。また、7層は河

川による堆積層であり、その中に包含される多くの倒木は上流域から薙倒されて流されて

きたものと考え得る。今回は出土した自然木の59点について山内　文氏に依頼して樹種の　樹種同定

同定を行なった。その概要は第46表のとおりである。

第46表　自然木一覧表

i N。

標本粧） 遺物 名

i 樹 種
出土

時　　 代

i

＼。 標 本No

［

遺物名

！

遺物N（j 樹　　 種
出土

層位
時　　 代

1 2802
！ 根株

1293 ヤ　　 ナ　　 ギ 6 層 奈　　　　 良
巨 jム

2832 倒 木 2429 ク　　 ヌ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期

ワ
」ノ

2803 根株 1305 ヤ　　 ナ　　 ギ
巨 層

奈　　　　 良
［

32 2833 倒 木 2432 ヤ　　 ナ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期

3 2804
I

倒木
i

1102
！
イ　ヌ　ザ ク　ラ 7 層 古　 墳　 後　 期 33 2834 倒 木 2435 ク　　　　　 リ 8 層 古　 墳　 後　 期

4 2805 倒 木

】

1114 ム　 ク　 ノ　 キ 7 層 古　 墳　 後　 期 34 2835 倒木 2450 ヤ　　 ナ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期

5 2806

l

倒 木 1118 サ　　 カ　　 キ

t

7 層 古　 墳　 後　 期 35
1

2836 倒木 2451 ヤ　　 ナ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期

6 2807 倒 木 1124 ソ　　 ヨ　　 ゴ 古　 墳　 後　 期 36 2837 2410 イ　 ヌ　 ガ　 ヤ 12層
弥生 中期か ら

古墳 前期

7 2808 倒 木 1142 サ　　 カ　　 キ
i

古　 墳　 後　 期 37 2838
i

立木
！l

2411 ハ クランボ ク 12層
弥生 中期か ら

古墳前 期

8 2809 倒木 1144 カ　 ヤ　 ノ　 キ 7 層 古　 墳　 後　 期 38 2839 立木 2412 ウ　　 コ　　 ギ 12層
弥生 中期か ら

古墳前期

9 2810 倒木 1186 ヤ　　 ナ　　 ギ 7 層
l古 墳 後 期

39 2840 立木 i 24－13 イ　 ヌ　 ガ　 ヤ 12層
弥生 中期か ら

古墳前期

10 28 11 倒木 1242 サ　　 カ　　 キ 古　 墳　 後　 期 40 2841 立木 2414 ハ ク ランボ ク 12層
弥生 中期か ら

古墳前期

1ユ＿ 2812 倒木 1244－1 ハ コネ ウツギ
l
7 層 古　 墳　 後　 期 41 2842 立木 2415 ズ　　　　　 、

i
12層

弥生 中期か ら

古墳前期

12 2813 倒木 ユ＿244…2 ヤ　　 ナ　　 ギ 古　 墳　 後　 期 42 2843 2416 タイミンタチバナ 12層
弥生 中期か ら

古墳前期

13 2814 倒木 1246 ケ　　 ヤ　　 キ 7 層 古　 墳　 後　 期 43 2844 2417 ム　 ク　 ノ　 キ 12層
弥生 中期か ら

古墳前期

14 2815 倒木 1247 サ　　 カ　　 キ 7 層 古　 墳　 後　 期 44 2845 立木 2530 タイミンタチバナ 12層
弥生中期か ら

古墳前期

15 2816 倒木 1257
】
イ　 ヌ　 ガ　 ヤ 古　 墳　 後　 期 45 2846 2531 ム　 ク　 ノ　 キ

！
12層

弥生中期か ら

古墳前期

16 2817 倒 木 1273 ケ　　 ヤ　　 キ 7 層 古　 墳　 後　 期 46 2847 立 木 2532 ズ　　　　　 、 12層
弥生中期か ら

古墳前期

17 2818 立木 1274 サ　　 カ　　 キ 7 層 古　 墳　 後　 期 47 2848 立 木 2533 ハ コネ ウツギ 12層
弥生中期か ら

古墳前期

18 2819 24．02 ズ　　　　　 、 古　 墳　 後　 期 48 2049 立 木 2534 ハ クラ ンボ ク 12層
弥生中期か ら

古墳前期

19 2820 立木 2403 ヤ　　 ナ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期 49 2850 立 木 2666 エ　　 ノ　　 キ 12層
弥生中期 か ら

古墳前期

20 2821 立 木 2426 ヤ　　 ナ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期 50 2851 立 木 2667 ア カ　ガ シ 属 12層
弥生中期 か ら

古墳前期

21 2822 2431 ヤ　　 ナ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期 51 2852 立 木 2668 ハ クラ ンボ ク 12層
弥生中期 か ら

古墳前期

22 2823 立 木 2433 ヤ　 ナ　 ギ ！8 層 古　 墳　 後　 期 52 2853 立 木 2669 ハ コネウ ツギ 12層
弥生中期 か ら

古墳前期

23 2824 立木 2445 ヤ　　 ナ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期 53 2854 立 木 2670 ハ クラ ンボ ク 12層
弥生中期 か ら

古墳前期

24 2825 L 2447 ヤ　　 ナ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期 54 2855 立木 2671 ズ　　　　　 、 12層
弥生中期 か ら

古墳前期

25 2826 立木 2448 ヤ　　 ナ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期 55 2856 立木 2672 ハ クラ ンボ ク 12層
弥生 中期 か ら

古墳前期

26 2827 立木 2449 エ　　 ノ　　 キ 8 層 古　 墳　 後　 期 56 2857 立木 2673 ハ クラ ンボ ク 12層
弥生 中期 か ら

古墳前期

27 2828 立木 2475 ヤ　　 ナ　　 ギ 古　 墳　 後　 期 57 2858 2674 ア カ　ガ シ 属 12層
弥生 中期 か ら

古墳前期

28 2829 立木 2476 ヤ　　 ナ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期 58 2859 立木 2675 ア カ　ガ シ 属 12層
弥生 中期 か ら

古墳前期

29 2830 倒木 2423 ヤ　　 ナ　　 ギ 8 層 古　 墳　 後　 期 59 2860 2676 ハ クランボ ク 12層
弥生 中期か ら

古墳前期

30 2831 倒木 2424 ヤ　　 ナ　　 ギ 臼
古　 墳　 後　 期 ヤ ナ ギ ＝ ヤ ナ ギ 属
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享…芋　三二∴

遺跡の広が相と変遷

調査で検出された7枚の遺構面と包含層はそれぞれの時期にどのような土地利用がされ

ていたか、あるいはどのように人々が生活していたのかを如実に反映している。今回の成

自然堤防　栄をみると当該地域での土地利用は河川による堆積物が形成した自然堤防と、自然堤防層

湿　地　化　辺のより低い部分の湿地化に大きく左右されているといえよう。

7枚の遺構面のうち、比較的乾燥していたとみられるのは第6遺構面の方形周溝墓の築

かれたB工区の南部分、第4遺構面、第3遺構面で5層対応層が堆積するB工区東を中心

とする部分であり、いずれも河川の自然堤防上にある。これらの部分には墓地、集落など

が営まれている。一方で湿地化がおきた地域は遺跡の中でもより低い部分で、水田に利用

されるか、未開発部分（第5遺構面B工区東の北側など）として残されている。

第1、第2、第4、第7遺構面ではそれぞれ同一の性格の遺構が調査区全面にわたって

遺跡の周縁　みられる。一方、第6遺構面では方形周溝墓域と水田域、第5遺構面では水田域と非水田

城、第3遺構面では集落域と水田城など各々の区域の周縁どうLが接する部分が明らかに

なっている。このことにより、第6遺構面では方形周溝墓群が川合遺跡の弥生時代の集落

域の末端にあたり、第3遺構面は平安時代後半～中世前半の集落域の周縁のひとつである

と考えられる。以上の遺構面では遺構の性格の変化はあるが、直接遺跡の限界が伺える部

分はみられない。しかし、第5遺構面にかぎっては非水田域が確認されていることもあり、

これが古墳時代後期における遺跡の限界のひとつであると考えられよう。

2　遺構と遺物

（1）遺構

7枚検出されている遺構を大別すると、水田などの生産城と、集落◎墓地などの生活域

第4遺構面　とに分けられよう。その中で特に注目される遺構面は、56棟の掘立柱建物と井戸、溝など

を検出した第4遺構面であろう。大きな洪水等を被って廃絶したわけではなく、B工区東

の微高地部分で第3遺構面の集落域に連続することから、集落の変遷を捉えやすい資料と

いえる。

時期設定　　掘立柱建物群は時期ごとに更に細分して変遷を考えることができる。大きく分けて扇状

区画の溝とそれに規制される建物を中心とした時期、同一規模の建物が併設される時期、

第3遺構面に引き継がれる方向性をもつ建物を中心とする時期が設定できる。これらはそ

食　糞　性
昆　虫化石

れぞれ古墳時代末、奈良時代、平安時代に概ね対応すると考えている。

井戸は覆土から多量の食糞性昆虫化石を検出したSE402、SE405（旧）が興味深い。当

初は便所、あるいは肥溜状のものと考えたが、科学分析の結果、その可能性は薄いようで

ある（特論参照のこと）。また、この2基の中で土層の状況が確認できたSE402は自然堆

積によって埋まったことが確認されているため、廃棄後も依然として開口していたことに

なる。開口していたことが井戸の二次利用のためか否か現時点では判断できる材料に乏し

いが、井戸を埋めないという行為が目的的になされたとすれば二次利用の可能性も想定す

ることが必要となろうか。いずれにしても他の井戸と対比して、昆虫化石を伴わない井戸

はすべて人為的に埋められている傾向からほ、廃棄されても開口していることと昆虫化石

は深い関係があることが察せられよう。このように、現時点の資料では井戸に昆虫が多量
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に入り込む状況を円滑に説明することは難しいと言わざるを得ない。類例を捉えて別の場

で再度考えてみたい。

（2）遺物

遺物は弥生時代～現代の時間幅で土器類、木製品、石製品、金属製品、土製品などがみ

られる。量的に多い時期は古墳時代未～奈良時代、次いで平安時代で、第4遺構商に関わ

るものと考えられる。ここでは出土量の多い土器、木製品について注目されるものを再度

取り上げてみる。

土器類で注目される傾向のひとつは古墳時代未～奈良時代の須恵器、土師器が多量に出　立　　　器

士していることである。特に杯、蓋類が多い。これにより、供膳形態のものを中心として

集落内で使用された器種の組合せがある程度復元できよう。ほかには、施粕陶器、駿東型

の杯、甲斐型の杯が5層、5層対応層から急激に増加することである。使用器種の転換の　使用器種の

みならず灰袖陶器の浄瓶、線袖陶器の椀など、一般集落とは異なった雰囲気を感じさせる
転　　　換

器種も含まれてくるので、居住者層の変化などが伴ってくると想定できる。

木製品では第5遺構面から出土した輪かんじき型田下駄、第4遺構面から出土した物差、輪かんじき型

曲物などが注目されよう。輪かんじき型田下駄は、出土した8点のうち足板2点、横木1
田　下　駄

点の3点は部材の単独出土であるが、残りは複数の部材が組み合わさって出土しているた

め、当時の状況を伺い知ることができる好資料となっている。物差は7世紀代に遡り得る　物　　　差

もので、全国的にみても類例が少なく極めて貴重な発見といえる。また、曲物は底板の作　曲　　　梱

りで直径ユ6～18cm程度のものがカキゾコの構造をとる傾向を知ることができる。これは瀬

名遺跡でなされた指摘とほぼ同一であり、成果を追認するかたちとなった。

（3）遺物からみた遺跡の画期

古墳時代末～平安時代の間を細かくみると、出土遺物の多少によって遺跡の縮小を知る　遺跡の縮小

ことができる時期がある。ひとつは古墳時代未の7世紀後半から8世紀初頭頃にあたる時

期で、須恵器でみるとかえりのある杯蓋に伴う丸底の杯身（杯身B一つ上∴…2としたもの）

は量が前後の時期と比べ極端に少なくなることから知ることができる。もうひとつは平安

時代前半の9世紀代であり、灰粕陶器の窯笹14～90号窯式期のものがあまりみられないこ

とから察せられる。

3　遺跡の性格

第上　第2、第5遺構面が水田、第7遺構面が溝をもつ遺構面であるほかに特にここで

まとめて考えたいのは第6遺構面と第4遺構面、第3遺構面である。

第6遺構面では自然堤防上に方形周溝墓と土塁、北側の低地部分に水田が広がっている

という景観をもつ。これは概報から継続して何度か記載されているが言汁合遺跡で検出さ　川合遺跡の

れた集落の北側の端にあたると思われる位置にある。今回みられた土塁は類似するものが

静清バイパスの調査でも検出されていることから川合遺跡の集落城と水田域の境には土塁

が巡らされていたことが推測できる。この土塁は水害に対処した「輪中」的なものか、

「防衛」的なものか、二つの観点からみることができるが、今のところ資料が少なく即断

はできない。これから当該地区の調査の成果を受けて検討するべき事項であろう。

第4遺構面では56棟の掘立柱建物、井戸、溝などが検出されている。古墳時代末～平安

時代後半に比定できる。古墳時代末の集落は扇状の区画をなす溝を伴う掘立柱建物群であ

る。集落が掘立柱建物のみで構成されるという在り方は当該期には普遍的でなく、一般的

な集落とは言い難い。このことは物差をはじめ多様な木製品が溝から出土したことからも
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禁慮時代　察せられる。奈良時代の建物群の中にはあたかも倉庫を思わせるような同規模のものが並

行して建つ部分が出現してくる。この時期には鋒帯金具など公的な機関を連想させる遺物

もみられるが極めて少量に限られる。また言郡街遺跡に比定されている坂屁遺跡（袋井市上

御子ケ谷遺跡（藤枝市）にみられるような墨書をもつ須恵器なども出土していない。これ

らから考えると産地の有力者の倉庫的なものか、あるいは官街機能を有する建物群の外縁

平安時代　に位置する倉庫的なものといえようか。平安時代に至ると奈良時代に比定されたものとは

異なり単独性の強い建物群になると考えられる。これらは内荒遺跡、宮下遺跡でみられた

建物群や溝と同じ方位をとるものがみられないこと、当該時期の遺物（黒笹14ゆ90号窯式

期並行の灰袖陶器など）が希薄であること、A工区、B工区西に位置する奈良時代～平安

初頭の建物群は838年の神津島天上テフラを含む6層によって埋まっていると考えられる

独立した集落　ことなどから内荒遺跡、宮下遺跡に平面的に連続する建物群ではなく、独立した集落であ

ると考えることができる。

第3遺構面では掘立柱建物と水田が検出されている。掘立柱建物は第4遺構面の軸方向

を踏襲するものより開始される集落であると推測される。水田は畦畔の方向が内荒遺跡、

宮下遺跡の建物方向とほぼ同じになる。この方向に並行する建物もみられるので第4遺構

最澄畦畔の　商の方向を踏襲する建物が、条里畦畔の設定に伴って規制され、建物方向が変化する様子
規　　　　制

が考えられる。この時期に至っても組織的に規制されると思われる建物群はみられず、公

的施設の展開は伺えない。

磯　科学分析の適応

調査に伴って複数の機関、諸先生に科学分析を依頼した。最も重点をおいたのが食糞性

昆虫化石を検出した井戸SE402とSE405（旧）の環境、性格の解明に関してである。当初

は便所、あるいは肥渡的な施設と考えたがこのことに関しては必ずしもそうなり得ないと

するデータが多く見受けられる。結論は今だ検討の余地が多く残されているが、客観的な

データから多角的に検討できたことは今後類例を捉えて検討する際に良い布石となるで

タ日義チェック　あろう。また、ともすれば忘れがちの、クロスチェックすることにより資料に関する理解

をより深めることの重要性を深く感じることができた良い機会であった。

抄鍼糸鑑定　　桂根と礎板のDNA鑑定は肉眼では匡仁一に見える材を科学的に確認し、ひいては建物の

同時期性の検討に役立てようという意図のもとで行なった。その結果、肉眼では同一材に

見える桂根は5本の異なった材から採られていることが指摘された。また、ひとつの桂穴

には複数個体から採られた礎板が敷かれていることも判明した。以上よりひとつの建物に

用いられている材は必ずしも一一個体から採られているとは限らないことが明らかになった

とともに、転用や再利用など複雑な動きがあることが察せられた。一方で接合する礎板（W

1695＋W1696＋W1768、図版71）の間で異なった数値が出るなど、分析結果は資料に付着

している雑菌等の影響を反映しやすいことが判明した。分析を依頼する側としては、サン

資料の保存　プルを採取する以前の資料は十分に配慮した保存が必要であり、今後注意しなければなら

ない。今回はひとつの試みとして行ったに留まったため、考古学的な検討が十分に加えら

れなかったことは残念であったが、これからの展開に期待される部分も多く今後機会を捉

えて考えてゆきたいと思っている。
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第闇章　考　　察

第　遺構薗掘童櫨建物の空運臆肇雛驚き

第4遺構商からほ鴻先に述べたように56棟の掘立桂建物と井戸、溝などが検出されている。これら

′　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

みることができると考え検討を加えることとした。
′　＼

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　一　　　　　　′　′　　　　′

の分布の変化、枝先の切　合い状況、桂穴覆土の遺物淘建物の遠縁隆、柱間間隔の類似などを考慮し、

′　　　－　　　　　　　　　　　　　　　．・　　　　・・　　　l J　　　′　　　′、　　l′

－　　′　、　　　　　′・二＼　ノ　ー／1、

廃棄された包含層に含まれている遺物は、腐敗せずほぼ残存する土器類が当時の様相を凝　反映し

′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　、　′　′′

をとるかあるいは生活面上に放置されると考えられる。第　遺構商では土器や木製品などを土塊や港

内に一括廃棄している状況は特に認められなかった。調査区外の非生活域に廃棄された箇所があった

と仮定して、廃棄される　で生活城内に仮置されていたことは容易に想定で　ることで淘廃棄され

る段階での取りこぼしも伴うと考えられる。しかし淘土器などほ毎日決まって割れることば期待でき

ないため海意識して割らないかぎ　欄当な量となることは考え得ないことから言斬時生ずる少墨の廃

′　一　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　′　　　′　′　′・′　、′　　　　　′

活域外に廃棄場所がある場合にも生活域内にある程度破片が残されることになる。このように生活面

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・′　　′　　　　　　　　　　　′　　′　・　　　Jノ　　ノ

ノ、′　′　　　　　　　′′　　　　　　　　′　　　　　　　　一　　　′　　　　・・′　　　′・′、

考えられる。埋まってゆく過程で、土器は残された位置からほ移動すると思われるが海使用された場

所とその周辺に広がって埋蔵されると考え得る。よって淘土器の出土状況は集落の営まれた地域を中

′　　ノ　　　　ー′ノ　　ノ　　′′　　　・・′′

′‥　　　　　　　　　　′、．′　′　　′　　．．　　　　　　　′・′　・・l、：；・．′′′、′ノ

、・・　．′　　　ノ　　・　′　′　ノ　　　　　　・ノ工．′／　、　　′　　　　ノく　一、　　日　　・

．　　′　　　　　　　　′　　　′　ノ　　′　　′　、　　　．ノ　、　　′　　　　∴　　　′

′　　　　　　′　　　　　　ノ　　　　　＿　　′　　　　　　／′　　　′　′．・　一　　ノ　　　　、ノ　′　　　　　　　′　－

′、．　　′′　　′　・　　　　　　　、．、　　′′　、′　　二一′　　　　ノ　ノ′　　　　　　　′

′　　　ノ　　　′一＿　　　　ノ　′　　′　一・一・・　　　ノ・′　ハ′　　　　　‥　　　ノ　′　′　ノ　′′′

・・′ノ　　・・′　　　ノ、　　　′　　、　　′　　．　一′　ノ　　　　　′　ノ　′ノノ′′　　　　　　′　ノ　′

′，　　　　　ノ　　ノ　　　　　　　　　　　′′．．　　　　ノ　　モノ、／；．　　‾′′　・′一　ノ‾　′：　ノ、

時期を鞘寮にする指標となり得る資料に普遍的なものとして、古墳時代未は骨子型とかえりの付く須

′、′′　′　　　′　，　ノ　′′′　－・い．、′　　　　　√∴　′　・′　　　′、∴′．・′　′∴－′′　　　′′一　　つノ　′．り　－

陶器の碗仕事碗を取り上げた。また淘駿東型の婆と長胴聾の動向も参考とした。

－ノノ　　　、二！′′、ニ　∴、′

基本的には掘立桂建物の並び具合（桁、梁の方向が並行するもの）での分離を試みた。これ以外に

、　　ノ　　　　　　′・　　　′　　′　′　　′、　　　′・′・・ノ　′、　　　、　′　′

に細かい区画藩に囲まれる建物の柱間間隔に類似した建物が、B工区東にも認められる点をも留意した。
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こうして分離されたものを柱穴の切り合い状況や第3遺構面への移行の状況をもとに新旧に序列し、

包含層から出土した土器の分布状況を参考にして集落の動態を検証した。

（2）包含層からの土器出土状況（第84図～88回）

包含層から出土した土器は同一個体と思われる破片で区別したうえで、口縁部を用いて個体数のカ

ウントを行なった。

①　7層出土土器の分布

古墳時代の土器は、A工区からB工区西にかけて主に出土している。土師器の杯（第87図左上）は、

F6・7、H5・6、I5、J4グリッドに特に多く集中しているはかB工区東のJ9グリッドにも

集中をみることができる。須恵器の杯蓋（第85図左上）はI6、K4グリッドで若干の集中が見られ

るほかはほぼ同量で、A工区と、B工区の北西側から出土し、両者の重複する範囲となっている。

奈良時代の土器はB工区を主体に出土している。須恵器の杯蓋（第85図右上）をみるとH6、I・

J8グリッドを中心に周辺へと分布が広がる。A工区での出土は希薄である。

平安時代の土器は灰粕陶器（第87図左上）がB工区東のI8、J9グリッドで若干みられる。

駿東棄（第86図左上）はB工区西のH7グリッドを中心にして出土している。長胴嚢（第86図右上）

についてはB工区東のJ8・10、L9グリッドとB工区西のF8、H7グリッドを中心として出土し

ている。

②　5層対応層出土土器の分布

古墳時代の土器はB工区東の北半部を主体に出土している。土師器の杯（第87図左下）をみるとK

8・9、L9、Jllグリッドで多く出土して。ただし、土師器の杯は他の層に比べひときわ細片で、

復元、実測できたものはない。また、須恵器の杯蓋（第85図左下）はI・K9グリッドで若干多く出

土している。両者の重複する範囲は主にI9・10グリッド付近から北側といえる。

奈良時代の土器はB工区東の西半部を中心にほぼ全域にわたってかなりの量が出土している。須恵

器の杯蓋（第85図右下）はHlO、I9、J8・9、K7－9グリッドで固まっており、周辺に向かっ

て量が少なくなる傾向にある。

平安時代の土器はB工区のほぼ全域にわたって出土している。灰粕陶器（第87図右下）は北半部の

K8・9、LlOグリッドに中心をみることができる。

駿東嚢、長胴嚢はともにB工区東の北側を中心に出土している。駿東棄（第86図左下）がK8・9

グリッド、長胴嚢（第86図右下）がJ8－10、K・L9グリッドを中心に出土している。

③　6層出土土器の分布

古墳時代の土器はA工区、B工区西のいずれからも出土している。土師器の杯（第87図左中）は、

A工区とB工区西の境あたりのI5・6とJ・K5グリッド、B工区西の南側のE6、F8とF7、

G8グリッドの2ヶ所に出土の中心をみることができる。須恵器の杯蓋（第85図左中）はI5、J4

グリッドで出土量が若干多い。両者の重複する範囲はA工区とB工区西の境付近に求められる。これ

は7層の様相とほぼ重複する。

奈良時代の土器はB工区西で主に出土している。須恵器の杯蓋（第85図右中）はH6・7グリッド

を中心に、次いでI8、E7、F8、H9グリッドの出土量が多くなっている。

口1～5 6～10　　　　　　　　　　醇21～　（点）

第84図　グリッド別出土土器分布状況　凡例
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（長胴型）

第88回　層別出土土器点数

平安時代の土器は灰粕陶器（第87図右中）がK5グリッドでのみ出土している。

嚢類はA工区、B工区西でともに出土しているが、分布の中心はB工区西である。駿東嚢（第86図

左中）はH7、I5グリッドで、長胴嚢（第86図右中）はH7グリッドで多く出土している。

（郵　土器の出土状況から考えられること

古墳時代では須恵器の杯蓋がA工区とB工区西・東の北半部を主体に出土している。土師器の杯も

ほぼ同範囲に分布があり、この区域に集落の存在が想定できる。F6・7グリッドには土師器の杯だ

けが集中する。土師器の杯は須恵器の杯蓋が希薄になる7世紀後半代にも残存する可能性があること

から、同時期かあるいは継続する集落の存在が想定できる。

奈良時代では須恵器の蓋がB工区を中心に出土している。しかし、特にB工区東の東側、B工区西

の西側と南端がより希薄になっているため、これを除いた区域に集落の存在が想定できる。

平安時代では灰粕陶器がB工区東に出土している。7層からはB工区東の中央部分にみられるだけ

であるが、5層対応層へ至ると北側により濃い出土をみることができる。5層対応層から出土した灰

粕陶器は、第3遺構面から混入したものも同時にカウントしていると考えられるが、7層上から5層

対応層上へ生活面が移行する過程で、より北側に集落が移っていったことを示しているものと解釈で

きる。また、灰粕陶器の出土傾向は6層が838年前後に堆積し、A工区、B工区西の集落が廃絶したと

する考えに合致している。

以上から、古墳時代末から平安時代にかけて集落がより東側に移動していることが把握できる。こ

のことは、出土土器の構成比率＊からも看取できる（第88図）。7層に包含される土器の構成比は古墳

期の須恵器の杯身・杯蓋が約5％、奈良期の須恵器の杯身・杯蓋が約25％、古墳時代末から奈良時代

初頭の在地系の土師器の杯が約38％と奈良時代初頭までの土器が多い。一方、7層上で使用された土

器を包含している6層、5層対応層間では奈良期の須恵器の杯身・杯蓋が約29％から51％に増加する

半面、古墳期の杯身・杯蓋が約9％から4％に落ち込んでいる。また、古墳時代末から奈良時代初頭

の在地系の土師器の杯も約31％から12％に減少してくるのに替わり駿東型・甲斐型の杯、灰粕陶器の

碗など、奈良時代一平安時代にかけて出現する器種が5層対応層中に増加してくる。

＊構成比率は分析に用いた器種に土師器の駿東型・甲斐型の杯を加えた数を100％として割り出した。
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第89図　掘立柱建物群の変遷1

－＿189－

（3）掘立柱建物群の細分

掘立柱建物群は古墳時代末、古墳時代未～奈

良時代初頭、奈良時代（I～Ⅲ期）、平安時代

白魚汀期）の斗7時期に細分できると考えら＼⊥　　　　⊥⊥　アマ」ノ　　＞ノロl

れる。

①　古墳時代末

扇状をなす溝に区画された部分に掘立柱建物

が配置される。扇状の溝は弧をなす12号溝、13

号溝を基幹にそれと直行する20号溝、26号溝な

どがほぼ同間隔で平行して配置され東西方向を

区画する。更にA工区では編目状に細かな区画

が発達する。建物は2間×2間の掘立柱建物が

みられ、平面形状が正方形と正方形に近いもの、

長方形のものがあり、正方形と正方形に近いも

のは比較的小型の建物となる。長方形の建物は

桁行の柱間間隔に2m以上とっており、溝と並

び具合の合致するものとしては28号掘立柱建物

に類似性がみられる。この建物群は、一棟ずつ

を溝で区画するものと、複数の建物を比較的大

きな区画の中に配置するものとがあり、両者の

間には性格的な差が察せられる。

この時期に先行するものとして12号溝に壊さ

れる15号溝と、18号溝を区画溝とする32号掘立

柱建物を想定できる。また後続するものとして

5号溝を切る3号掘立柱建物を想定できる。こ

の両者は図中では一括して取り上げた。

②　古墳時代末～奈良時代初頭

扇状の区画とは異なる区画が出現し、2間×

2間、あるいは3間×3間の建物が主体となり、

比較的距離を置いて散在する。大きな建物（15

～27nf）と小さな建物（4。4～用扉）がみられ、

これらが対になると考えられる。建物の間にあ

る程度距離をもっていることから所有者（管理

者）がそれぞれで独立していることが推測でき、

ひとつの散村の形となるのであろうか。また、

この時期に昆虫化石を検出したSE405（旧）

の存在を当てはめることができる

③　奈良時代I期

連続してほぼ同規模（20m2前後）の建物が並

行して建つ、あたかも倉庫を思わせる建物配置

が出現する。その北側には大小で対になるとみ
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られる建物群もある。その規模は太が約20nf、

小が約10m2と面積では2倍の差がある。大小対

になる建物配置は②の時期にもみられた傾向で、

その中に同一規格の並んで建つ建物群が介入し

てくることに、比較的資本を占有できる階層（富

農層、あるいは公的施設の外郭部分）の進入、

あるいは萌芽を想定することができよう。また、

この時期にSE405（新）とSE402が並行する、

あるいは切り替わるものと考えられる。

④　奈良時代Ⅱ期

同一規模の建物が複数棟あり、ある程度並列

するとみられる。更に南側と北側に建物を規制

する溝が存在し、建物群を一つの区画に納めよ

うとする傾向がみられる。4間×3間の建物を

主体として大小の建物が対になる傾向と、密集

する傾向を合わせもつ。なお、建物群の北側に

は建物が一棟のみ独立してあるようにみられる

が、これについては八反田地区I期調査の成果

も参考にする必要がある。SE402は集落から

離れてしまうため早いうちに廃絶され、SE

403に切り替わるものと考えられる。

⑤　奈良時代Ⅲ期

A工区とB工区西に展開する集落の最終段階

で、6層の堆積を考慮すると平安時代初頭まで

奈良　Ⅲ期　継続したと考えられる。南側で同一規模の建物
が並立し、大小対と思われる建物がその北側に

す∴　　　　∴∴

建つ。並立する建物は7m2前後の小さなもの

で、あたかも倉庫を思わせる。検出された最北

の建物（31号掘立柱建物）は21。62m2と大規模

なもので、この時期の集落の中心的な建物のひ

とつと考えられる。対をなす建物（10号掘立柱

建物）は10。89m2で、31号の約1／2の規模となる。

また、この時期にはSE404が伴うとともに、

区画溝である44号溝、46号溝などが残存してい

ると考えられる。

⑥　平安時代工期

B工区東の徴高地上に展開する集落であり、

平安　工期　平安時代中期の10世紀代が主な展開期と考えら

れる。3間×2間の建物が主体となっている

第90図　掘立柱建物群の変遷2
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が、必ずしもより小さな建物と対になるように

は見受けられず、ひとまわり小さい2間×2間



の建物がある程度間隔を置いて建っている。建

物群は同時期と思われる井戸SE401に、ある

程度の空間をおいて取り囲むように建っており、

あたかも井戸を共有していたかのように思われ

る。

⑦　平安時代Ⅱ期

第3遺構面の掘立柱建物につながる方向性を

もつ建物群である。柱穴の中には第3遺構面で

第91図　掘立柱建物群の変遷3

検出されたものもある。建物は2棟で、3間×

3間のもの（35号掘立柱建物）は28。96m2、4

平安　Ⅱ期　間×3間のもの（54号掘立柱建物）は29。70r正

と各柱間のものの中では最大規模であり、集落

の主となる建物のひとつであろう。建物はほぼ

同規模で重複するため、桁行を変えて建て直さ

れたとみられる。また、南側には建物は認められず、包含層遺物の出土状況から、更に北側に集落が

延びると考えられる。5層対応層の中からは百代寺窯式期に並行する灰粕陶器が比較的多く出土して

いるため、集落は概ね11世紀の前半代に展開していたと考えられる。

（4）周辺遺跡で検出された掘立柱建物群との関連

周辺で掘立柱建物群が検出されている遺跡は内荒遺跡、宮下遺跡である。内荒遺跡は黒笹14号窯式
＊

期に、宮下遺跡は折戸53号窯式期に並行する建物群と考えられている。両者の共通することは建物と

溝の方向がN－38－390－Wの条里型地割に並行していることである。八反田地区に同様な方向性をも

つ地割りが展開する時期は第4遺構面にはみられず、第3遺構面において出現する。第3遺構面の柱

穴から灰粕陶器最終末の百代寺窯式期に並行すると思われる小碗（第4図一勿）が出土していることか

ら第4遺構面から継続される方向性の建物は11世紀中頃までには条里型地割に並行する建物に建て替

わると推測される。また、集落が展開するB工区東で、最も新しい遺物として5層対応層から大アラ

コ窯式期に並行する灰粕系陶器が出土していることや、5層対応層を被覆している3層中からもほぼ

同時期と思われる灰粕系陶器が出土していることから、最終的な画期は平安時代末の12世前半にある

と考えられる。これらの点から、八反田地区への条里型地割りの施行は11世紀前一中頃に想定でき、

宮下遺跡より約1世紀遅れるものと考えられる。

＊灰粕陶器の年代観は文献22を参考としたため、内荒遺跡、宮下遺跡の報告中での実年代とは若干異なる点がある。
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川合遺跡八炭田地区　静岡県静岡市南沼上蟻2－2所在）は、長尾川と巴川の両河川に挟まれた静活

平野北部の沖積低地に位置する。本低地の微地形は、長尾川の支流磯在の飛石棚が形成した自然堤

防上棟高地と南沼上丘陵の間に発達した後背湿地からなる（財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所，

温992）。発掘調査の結果、徴高地で平安時代の集落が確認され、後背湿地で弥生時代中期以降～中世の

水田址や弥生時代中期の方形周溝墓が3基確認された。

今回の自然科学分析調査では、堆積物の時代性、堆積環境の変遷、古植生の変遷、水田の様態復元に

関する資料を得ることを目的として、テフラ分析、珪藻分析、花粉分析（イネ属同定含む）、穫実遺体

同定鴇粒度分析、土壌化学分析をそれぞれ実施した。

第‡車　地層の堆積年機の検討

謂　腰　　序

′らl朝寝ノ′、／－∴′！、・二　′、一　′：ノ榊、－，－　　′、′　∴　・、十′・．－・′　1′り　　上、　′二J・く∴三一　く：（，′・．・－　′畑∴

有機物を多量に含む黒褐色シル　質粘土と灰色シル　質粘土からな、上部の臓層ではラ　ナが発達す

、′くJ　∵　．」　′′工．、J　ノー、日昌言六一い、1ノ1－．l′：∴′－　、′・・′†’∵㍉∴ノ　穴．．ノ∴‘二　ノ′　ノ　′

とする。火山灰4の3ほ海　鼠9層にレンズ状に扶養しており、火山灰4が灰白色軽石、火山灰3が暗褐色

スコリアである。火山灰2ほ海　相層にレンズ状に挟在する黒褐色スコリアである。火山灰　は、摘層

にレンズ状に挟在する黒褐色スコリアである。火山灰m息∴ほ層下部にレンズ状に挟在する黒褐色スコ

リアである。

12層より上位は、12層が灰色シルト質粘土、Ⅲ層が黒褐色泥炭質シルト、10層がラミナの発達する黄

灰色シルト質粘土、9層が褐灰色シルト質粘土、8層が褐灰色シルト質粘土で下部で腐植を含む。7層

は灰色を皇する砂礫で、凝上部で砂となる。6層～4層は暗灰色～灰色を呈するシルト質粘土～砂質シ

ルトである。6層上部には、灰白色ガラス質火山灰（火山灰0とする）がレンズ状に扶養する。3層は

褐灰色を呈するシルト～砂であり、刃、礫を稀に含む。且層◎2層は、灰色シルト質砂である。この上位

は表土となる。

発掘調査の結果、7枚の遺構面（上位から第温遺構面～第7遺構面とされる）が確認されている。第

7遺構面〇第6遺構面は鼠2層下面⑳上面に相当し、弥生時代中期～古墳時代前期の水田址の方形周溝墓命

集落の縁辺を巡る土塁などが検出されている。第5遺構面は8層上面に相当し、古墳時代後期の水田址

が検出されている。第4遺構面は7層上面に相当し、古墳時代末～平安時代前期の掘立柱建物跡鯵井戸㌦

土坑などが検出されている。また領　土層断面および遺構検出面には噴砂の痕跡も認められた。第3遺構

面は6層および5層対応層に相当し、平安時代中期～中世の掘立柱建物跡◎条里型水田址などが確認さ

れている。第2遺構面は4層◎5層に相当し、江戸時代前半の水田址の土坑などが検出されている。第

1遺構面はユ層～3層に相当し、江戸時代後半以降の水田（杭列畦畔）や土坑などが検出されている。
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A地点
2

図1　試料採取位置平面図1
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第5遺構面

図2　試料採取位置平面図2
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褐灰色轢混じり砂

鴫灰色粘土質シルト（酸化鉄散在）

鴫灰色粘土奮シルト（酸化鉄散在）

島灰色シルト蜃粘土（力‾スヮ、′　　′がレン　　に　　する
縄灰色砂質シルト

青灰色一灰色砂礫

月t鶉呈b買主雷黙十
＼　絹灰色泥炭混じりシルト曹粘土
＼褐灰色シルト質粘土

貴灰色シルト賓粘土（ラミナ形成）

黒褐色混庚賞シルト
灰色シルト賃粘土

灰色シルト質粘土

黄灰色”灰褐色シルト質粘土（腐檀混じる・ラミナ形成）
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灰褐色シルト貴粘土（劇場混じる・スコリアと軽石がレンズ状に扶在する）

灰色シルト質粘土

図3　川合遺跡八反田地区の模式柱状図
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4：第1遺構面
く：第2遺構面
1：篇3遭蠣面

■：第4遭檎面

■：第5遭檎面

■：第6壇横面

く：第7遺構面



2　テフフ分析

（1）試　　料

F地点の北側土層断面から検出された火山灰4・3・2′◎2・1eOについて指標テフラとの検討を行う。

また、弥生時代中期の火山灰群（加藤。1993）について検出を試みるために、F地点13層上部～12a層

（試料番号20－2～22，23－2～26）についてテフラの洗い出しを行う。

（2）分析方法

試料は、小型超音波洗浄装置により分散し、適宜上澄みを流して泥分を除去する。残った砂分を実体

顕微鏡下で観察し、テフラの指標となる軽石eスコリア◎火山ガラスの産状とそれらの特徴を調べる。

（3）結　　果

火山灰4～火山灰0までの試料はどれも多量のテフラの本質物質からなるテフラ層である。一方、F

地点13層上部～12a層では、どの試料中にもスコリアが認められなかった。以下に、5種類のテフラに

ついて記載する。

◎火山灰4

多量の軽石と火山ガラスにより構成される。軽石は最大径約1mmで白色を皇し、発泡は良好である。

中には角閃石の斑晶を包有するものも認められる。火山ガラスは細砂～極細砂径で無色透明、スポンジ

状に良く発泡した軽石型の形態が多い。また、引き伸ばされた発泡をして繊維束状を呈する軽石型や分

厚い破砕片状のものも少量認められる。

⑳火山灰3

多量のスコリアにより構成される。スコリアは最大径約1mm、粒状の淘汰は良好である。黒色～灰黒

色を里し、発泡のやや不良なものが多く、褐色で発泡のやや不良なものが中量、灰褐色で発泡のやや不

良なものも少量含まれる。

⑳火山灰2′

多量のスコリアにより構成される。スコリアは最大径約0。7mm、粒状の淘汰は良好である。黒色を里し、

発泡の不良なものと褐色で発泡の不良なものとが混在する。全体的には前者の方がやや多い。

⑳火山灰2

多量のスコリアにより構成される。スコリアは最大径約1mm、粒径の淘汰はやや良好である。褐色を

里し、発泡の不良なものと黒色で発泡の不良なものが多い。他に赤褐色で発泡の不良なものや褐色で発

泡の良好なスコリアも少量認められる。

◎火山灰1

多量のスコリアにより構成される。スコリアは最大径約1。5mm、粒状の淘汰はやや良好である。黒色

～灰黒色を里し、発泡のやや不良なものが多く、褐色で発泡のやや不良なものが中量、赤褐色で発泡の

不良なものも少量含まれる。

◎火山灰0

多量の火山ガラスにより構成される。火山ガラスは、細砂～極細砂径で無色透明、スポンジ状に良く

発泡した軽石型の形態が多い。また、引き伸ばされた発泡をして繊維束状を呈する軽石型のものも少量

認められる。さらに、極めて微量の黒雲母の結晶片が認められた。

（4）テフラの対比

愛知県から伊豆半島以西の静岡県にかけての東海地域では、一般に完新世の地層中のテフラの産状は

関東地方などに比べると記載例が少ない。しかし、最近の静清平野の低地遺跡の発掘調査により、数枚

の指標テフラが認識されつつある。その中で、現在では加藤（1993）により示された約3000年前以降の
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5種類のテフラが、静清平野を中心とする静岡県地域の沖積層の層序対比の鍵層となっている。これら

5種類のテフラのうち、最下位より天城カワゴ平軽石（Kg）、富士大沢スコリア（F－Os）、押切石川火

山灰（OsI）、弥生期火山灰群と命名されるテフラ、最上位に伊豆神津島天上山テフラ（Iz－Kt）にそれ

ぞれ対比されている。これらのうち、弥生期火山灰群と称されるテフラの給源や対比は不明な部分が多

い。

本遺跡では、発掘調査所見および当社においてこれまでの静活平野の調査により得られたテフラ試料

との比較から、今回分析した火山灰試料は、以下のような対比が考えられる。

火山灰0：Iz－Kt

火山灰1：弥生期火山灰群の一つ？

火山灰2：弥生期火山灰群の一つ？

火山灰2′：OsI

火山灰3：F－Os

火山灰4：Kg

ここで、火山灰2と火山灰1については、層位的に対比を考えたものである。どちらのテフラも、池

ケ谷遺跡でみられた弥生期火山灰群のひとつであるIk－2とはスコリアの特徴が異なることから、これ

に対比される可能性は低い。また、上述のように本遺跡では、Ik－2に対比されるテフラが認められな

いことから、今回同定されたテフラとIk－2の層位関係も不明である。したがって、今後も静清平野の

低地の調査では、弥生期火山灰群が複数検出される可能性がある。これらのテフラの給源や噴出時期を

確定するためには、さらに多くの資料の蓄積が必要であり、課題として残される。

3　基本丑屈の堆積常代について

本調査区では、合計6種類の火山灰が確認された。19層で確認された火山灰4ほ、約2，鮒0～2，800年

前に噴出したとされるKg（町田◎新札1992）である。同じく19層で確認された火山灰3ほ、約2，800

～2，500年前に噴出したとされるF－Os（町田◎新井，1992）である。16層で確認された火山灰2′は、

約2，鋼0年前に噴出したとされるOsI（加藤，1990）に対比される。14層で確認された火山灰2と13層で

確認された火山灰1は、弥生期火山灰群に相当するとみられるが、その噴出年代を確定するには至って

いない。6a層で確認された火山灰0は、838年に噴出したとされるIz－Kt（町田◎新札1992）であ

る。

これらの火山灰と遺構◎遺物の検出状況を考慮すると、各層の堆積年代は、20層～13層が縄文時代後◎

晩期～弥生時代中期、12層が弥生時代中期～古墳時代前期、H層～7層が古墳時代前期～古墳時代後期、

6層が平安時代～中世、5層～1層が江戸時代以降と判断される。

第Ⅲ章　商環境変遷

瑠　試　料

試料採取地点として、A地点～I地点、1水田～9水田を設定した。

A地点～E地点では7層～1層を対象に、F地点は20層～8層を対象に、G地点～I地点では10層～

7層を対象にして試料を採取した。

1水田～4水田は4e5層を対象とし、各水田区画の耕作土3ヶ所から土壌試料を採取した。また、

5水田～9水田は8層を対象とし、各水田区画の耕作土3ヶ所から土壌試料を採取した。

この他、縄文時代晩期末～弥生時代中期の自然流路（SD706）、弥生時代中期の3基の方形周溝墓（1
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表1　分析試料の一覧

拉 度 土壌化 学 珪邁 花 粉 種実

A 地点　 3 0 0 ○ C l

舶 腰 ○ ○ く） ○

4 b ○ ○ （〕 0

5 b層 （） （） ○ ○

6 0 ○ ○ ○

7層 ○ C l C－ ○

7層 ○

C 地 点　 3 ○ ○ ○ 0

4腰 C） C l ○ C事

5層 0 ○ ○ ○

7層 ○

D 地点　 3層 （N o．1） I o 0 （） ○
・一・　　　 一題 ○

5　 （N o．3－1） ○ 0 0 C 〉

6 a層 （N o．3－2 ） i

Il
O

○ ○ ○

〃●　　一　　　　　　　　　　　　　j 一　　 〇 l l

（恥 ．5） 0

（他）．6） C〉

（恥 ．7－1） ○

6 b層 （No ．7－2）

○

C l ○ 0

（No．8） C〉

（恥．9） ○

7層 ○

E 地点　 3層 ○ 0 ○ C事

4層 C〉 ○ ○ ○

58層 ○ ○ C》 0

5 b層 （） ○ ○ C）

8 8腰 C － ○ 0 C〉

6 b層 ○ ○ C） 0

T a層 0

7 b層 ○

F 地 点　 8 8層 （N o．1） ○ ○ ○ ○

8 b層 （N o．5 ） 0 ○ ○ ○

9 8腰 （N o．7－2 ）
○ 0

○ ○

9 b腰 （N o．8－2 ） C l ○

1 8層 （N o」憫） C） C） ○ 0

11層 （N o．19） ○ C〉 ○ ○

1 28腰 （No ．28－2）
○ ○

○ ○

1 2 b腰 （No ．21 ） 0 0

1 3層 （N o．2 4）
○ ○

○ C l

（N o．2 9） 0 0

1 4層 （N o．3 1） ○ ○ ○ ○

1 5層 （N o．誕－2） YO ○ ○ C）

18層 （No ．五 ） ○ 0 ○ ○

17層 （No ．討 ） 0 0 0 0

18 層 （No ．4 1） 0 ○ 0 0

19腰 （No ．47 ） ○ C） C） C）

瞥　　　　 29層 （Nc ．5り ／ヽ
ノヽ　　　　　l

∩
・ヽ／　　　　l

r＼
t

rヽ
）　　　　　l か

l　　　 29層 （Ne ．5 1） 】　　 ／ヽ
8　　　　　ヽノ

l　　 n
＿ヽ′

l　　 r＼
l

l　　 r 　ヽ） I　　　　　　　 扁
l

1 水田　　 南3層 ○

5層 0

蝕 層 ○

6 b層 C）

中央3層 ○ 0 C〉

5層 0 ○ 0 ○ く）

蝕 層 C） ○ 0 ○ 0

6 b層 ○ 0 C〉 ○ ○

北3腰 ○

誌 腰 （）

5 b腰 0

6層 ○

4 水 田　　 東 3層 ○

4層 C）

5層 C l

飴層 C〉

Sb層 ○
中央 3層 ○ ○ C）

4層 ○ ○ ○ 0 0

5層 ○ ○ ○ 0 C）

蝕層 C） C l ○ 0 ○

6b腰 ○ C） 0 C） 0

3層 ○

4層 （）

論 層 0

5 b層 ○

蝕 腰 ○

6 b層 ○

5 水 臼　 中央8層 ○ ○ ○ ○ ○

8 水 田　 中央8層 （） 0 C） ○ ○

N o．器 トレ ンチ① 12層田面 0 ○ ○ ○ 0

N o．a トレ ンチ◎ 12層畦畔 C l （） ○ ○ ○

東側 土塁　　 恥 ．6 ○ C l C） ○

トb ．8 ○ ○ ○ ○

区画 清SD鯛 13　 底 部 ○ C〉

渦状 遺構S D 4齢 2　 底部 ○ ○

自然 流路S D 7齢　 底部 ○ 0

井戸 址SE 4 8 1 N o ．4 0 ○

N o．9 C） 0

N o．15 0 C 〉

1号方 形周満 墾　 N o ．12 ○ ○

2 号方 形周満 垂　 N o．15 ○ ○
区画滴S D 48の4覆土 出土確実 0

号周溝墓e2号周溝墓◎3号周溝墓）の周溝埋積

物と周溝墓構築以前の旧表土である土塁の地山堆

積物（東側土塁No。8e No。6）、12層水田を対象

にしてNo。25トレンチ、古墳時代後期の区画溝跡

埋積物（SD4013ト奈良時代の溝状遺構（SD4092ト

平安時代の井戸（SE401）の埋積物からそれぞれ

土壌試料が採取した。

また、7世紀の溝状遺構（SD4004）から検出

された種実遺体についても採取した。

これらの試料を分析目的を考慮して選択し、分

析試料とした。表1に各分析調査項目の分析試料

の一覧を示す。また、図4◎5に各地点の分析層

位を、図6～9に遺構埋積物の土層断面を示す。

なお、土壌化学分析は、1水田で南e中央◎北の

3地点、4水田で東◎中央¢西の3地点を実施し

ているが、図に示した模式柱状図は便宜的に各水

田中央のみを示した。

2　分析方法

／1＼　　　1一心、どこ．ム　′－ヽ　⊥r一

口　　末妄乗　手骨r

珪藻は、単細胞の藻類で温度◎塩分などには強

い適応性を備えており、あらゆる環境に生育して

いる。珪藻は、一般に水中に繁茂し、種毎に細か

な棲み分けを行っている。しかし、生育の場は、

一概に水中ばかりとも限らず、ある一群は、苔◎

土壌表層e木の幹の表面などに付着生育し、これ

らは陸生珪藻（小杉，1986）と呼ばれている。す

なわち珪藻は、植物が生育できるような場所はも

ちろんのこと、光の届く所であれば高等植物以上

に生育範囲は広いと言ってもよい。また、生育時

の個体の数が多いため、現在の表層土壌中や地層

中（火山岩e火成岩を除く堆積岩のみ）から珪藻

の殻が化石として認められる場合が多い。最近で

は、地層中から多くの珪藻化石が兄いだされるこ

とと各種類が様々な環境で棲み分けを行っている

ことに着目して、地層の時代および水域環境の解

折に応用されるようになってきた。

〈分析方法と結果の表示法〉

湿重約109について、過酸化水素水と塩酸により試料の泥化と有機物の分解e漂白を行う。分散剤を

加えた後、蒸留水を満たし放置する。その後、上澄み華中に浮遊した粘土分を除去して珪藻殻の濃縮を

行う。この操作を4～5回繰り返す。次に、L字形管分離で砂質分の除去を行い、検鏡し易い濃度に希
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償毒（二i：）

8．20

7．70

標高㈲
9．00

溝状遺構Sり4092

井戸址SE購1

試
料
採
取
位
置

⑳は、珪藻分析◎花粉分析を行った試料を表す◎
喝珍は、板材を表す。

図6　溝状遺構SD4092・井戸址SE401の土層断面図および分析試料採取位置
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釈し、カバーガラス上に滴下して乾燥させる。乾燥した試料上に封入剤のプリュウラックスを滴下し、

スライドガラスに貼り付けて永久プレパラートを作製する。

検鏡は言由浸600倍または1000倍で行い、メカニカルステージを用いて任意に出現する珪藻化石が200

個体以上になるまで同定◎計数する。なお、珪藻殻が半分以上破損したものについては同定◎計数は行

っていない。珪藻の同定については、K．Krammer＆Lange－Bertalot（1986～1991）などを参考にする。

群集解析にあたり個々の産出化石は、まず塩分濃度に対する適応性により、海水性言毎水～汽水性、

汽水性、決水性に生態分類し、さらにその中の淡水生種は、塩分、pH、水の流動性の3適応性につい

ても生態分類し表示する。

堆積環境の変遷を考察するために、珪藻化石が100個体以上検出された試料について珪藻化石群集変

遷図◎層位的分布図を作成する。出現率は化石総数を基数とした百分率で表し、2％以上の出現率を示

す分類群についてのみ表示する（図中の⑳印は、総数が100個体以上産出した試料のうち1％以下の種を、

○印は総数100個体未満の場合の産出を示す）。図中には、海水性e汽水性e淡水性種の相対頻度と淡水

生種を基数とした塩分のpH◎流水の相対頻度について図示する。また、産出した珪藻化石が現地性か

あるいは他の場所から運搬堆積した異地性の化石であるか否かを判断する基準の…一つとして殻の破損し

ていないものを完形殻、破損したものを非完形殻として表示する。

珪藻の各生態性（塩分¢pH◎流水）に対する適応性の詳細については、まとめて表2に示す。

〈解析について〉

結果の解析は、Hustedt（1930～1966）のデータを基本として、それ以後の珪藻に関するデータを集

約し、Hust。dt（1930～1966）に外挿する方法で生態に関する基本資料を作成し（結果表の種名の右の

欄に表記上　それを基にして行う。珪藻群集解析の基本となるのほ、一般に生物学でいう“異所性”に

主眼をおいて行われる。

順序としてほ、珪藻の生育を最も大きく規制すると考えられる塩分濃度について区分および産出率の

把握を行う。つまり、海水、海水～汽水、汽水および淡水生種の産出率について検討する。この段階で、

海水、汽水あるいは淡水（陸域）といった判断を行う。海水あるいは汽水生種が高率である場合、個々

の種類が浮遊性あるいは付着性のいずれかについて、また、それらの比率について検討する。

淡水生種が優占する場合は、まず、塩類濃度◎pH◎流水に対するそれぞれの適応性について産出比

率の割り出しを行う。これが水域の環境を判断する上で最も重要な要素となる。それぞれの要素の見方

は、塩類濃度については、一般に閉鎖的な水城の場合、淡水域でも塩類濃度が高まる傾向にあり、貧塩

…好塩性種が高率に認められるのに対して、開かれた水域では貧塩一不定性種および貧塩一棟塩性種が

多産する傾向にあり、水域の状況把握に必要な要素である。また、pHについては、湿原あるいは湿地

の場合に弱酸性水域になることが知られているが、これも上記の塩類濃度と同様に堆積時の水質を示す

ものである。このことも、閉鎖的な水城であったかあるいは開かれた水域であったのかを知る手がかり

にもなる。さらに流水については、主に流氷域（河川）であるかあるいは止水域（池沼◎湖◎湿地）か

の判断に重要であり、堆積環境の中でも物理的な変化を捉えるための欠くことのできない要素である。

以上のような適応性の変化を基本として、稀産種（亜群集）の検討結果も加えて群集としての判断を

行い環境を決定する。さらに次の段階として、層相や遺跡における検出遺構◎遺物等の情報についても

考慮しながら二次化石群集の判定についても慎重に行う。とくに二次化石群集に関する判断は、現状で

はいくつか問題もあるが、種の多様度（種数）に着目して現地群集と混合群集（共生とは異なる）とい

う群集形態の識別を行っている。明らかに現地性と判断できる場合は問題ないが、混合群集の場合はそ

の判断の基準が、現状では多様度に頼らざるを得ない。しかし、多様度のみでの判断では、不十分で歪

曲した結果である可能性もあることから、現生する群集の種構成（極相群集を考慮して）も重視して可
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表2　珪藻化石の生態性
塩 分 濃 度 に 対 す る 区 分 塩 分 濃 度 に 対 す る 適 応 性 生　 育　 瑞　 境　 （例 ）

強 塩 牲 種 （Po Iy h a lo bo u s ） 塩 分 濃 度 4 0 ．0ノト ミJL以 上 に 出 現 す る もの 低 線 度 熱 帯 海 域 ・塩 湖 な ど

真 塩 性 種 （Eu ha Iob o us ） 塩 分 濃 度 30 ．0 ～ 4 0 ．0 八㌧ ミルに 出 現 す る もの （海 産 生 種 ） 大 陸 棚 お よ び 大 陸 棚 以 潔 の海 域 な ど

汽 水 生 種 ：中 塩 生 種 （馳 so ha lob o us ）
塩 分 濃 度 0 ．5 ～ 30 ．0八㌧ ミルに

出 現 す る もの

強 中 塩 生 種 （α一触 s oh a iob o us ） 中 ロ ・内 湾 ・潮 間 帯 ・海 納 ・干 潟 な ど

i
弱 中 塩 生 種 （β一国e s oha lob o us ）

淡 水 生 種 ：鷺 塩 生 種 （馴 ig o ha Io b ou s ） 塩 分 濃 度0 ．5八㌧ ミル以 下 に 出 現 す る もの 湖 沼 ・池 ・沼 ・河 川 ・沼 沢 地 ・泉 な ど

塩 分 ・P H ・流 水 に 対 す る 区 分 i 塩 か p H ・流 水 に 対 す る 適 応 性

塩
分
に
対 適

す 応

l る 牲

食 塩 一好 塩 性 種 （H a Io p h ilo u s ） 少 菜 の塩 分 が あ る方 が 良 く生 育 す る もの 塩 水 遡 上 域 ・温 泉 な ど

貧 塩 一不 定 性 程 （lnd i ff e re n t ） 少 量 の 塩 分 が あ っ て も こ れ に 良 く 耐 え る こ と が で き る も の 湖 沼 ・池 ・沼 ・河 川 ・沼 沢 地 な ど

露 塩 一 撼 塩 仕 種 （Ha lo ph ob o us ） 少 量 の 塩 分 に も耐 え る こ と が で き な い も の 湿 原 ・湿 地 ・沼 沢 地 な ど

広 域 塩 鮭 種 往 u ry ha ii 。。uS ） i 低 濃 度 か ら 高 濃 度 まで 広 い 範 肉 の 塩 分 濃 度 に 適 応 し て 出 現 す る もの ！
河 口 な ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

I る牲
広嘩塩鮭種 はuryha iinous）

l 低濃度から高濃度まで広い範肉の塩分濃度に適応して出現するもの ！河口など　　　　　　　　　　　　　　　　 l

PH
に
対
す
る
適
応
性

真酸性瑳 （Acidob iontic） PH7・0以下に出現、特にpH5・5以下の酸性水域で最も良く生育するもの 火口湖 t 湿原 ・湿地・泥炭地など

好酸性種 （Acidophilous） PH7・0付近に出現、PH7・0以下の水域で最も良く生育するもの 湿原 ・湿地 ・沼沢地 ・泥炭地など

p H －不定性桂 （lndifferent ） pH7・0付近の中性水域で最もよく生育するもの
中 計 池沼 ・馴 など

i好アルカリ性種 （A はa liphiIous） PH7・0付近に出現、PH7 ．0以上の水域で最も良 く生育するもの

轟アルカリ性種 （A はa Iib iontic） PH8 ・5以上のアルカリ性水域で最も良く生育するもの アルカリ性水域

流
水
に
対
す
る
遜
町

真止水性桂 （Limob iontic） 止水域にのみ出現するもの 湖沼 ・池沼など

好止水性桂 （Limnoph＝osu） 止水域に特徴的であるが、流水にも出現する 湖沼 ・池滝「」河川下流域など

流水不定性種 （lnd ifferent） 止水域にも流水域にも普通に出現するもの 河川 t 川 ・池沼 ・湖沼など

好流水性痙 （Rheoph＝ous） 流水域に特徴的であるが、止水域にも出現するもの 河川 ・川 ・小川 ・河川上流域など

轟流水性種 （Rheobiontic） 流水域にのみ出現するもの 河川 も川 ・渓流・河川上流域など

陸
生

好気性種 （坤 i－ous） i 好気的瑠境 （舶r ia l habitats） ・土壌表面や土壌表層中に付着生育

珪
藻

陸上の常に大気に曝された特殊な瑠境に耐性のある珪藻の一群で多 ・木の根元や幹に生えたコケ類に付着生育

少の湿り気と光さえあれば、土鳩轟面やコケ類の轟面に生育可能 ・濡れた岩の轟面やそれに生えたコケ頬に付着生育

特に、土壌轟層中に生育する陸生珪糞を土壌珪意という ・滝の飛沫で湿ったコケ類や石垣・岩上のコケ類に付着生育

t満靂入口や内部の照明の当たったところに生えたコケ頬に

付着生育

註）塩分に対する区分はLo聯e（1974）、PHと流水に対する区分はHustedt（1937－39）による。

′．　　ヽ　　h－▼．4　ヽ

能な限り判断の際に取り入れている。

以上が珪藻分析結果の解析の概略であるが、最終的には他の微化石あるいは大型化石等との情報との

クロスチェックを行い、整合的でない場合は問題点を抽出し、今後の研究課題を明確に捉えるように努

め、解析が終了する。

（2）花粉分析およびイネ属同定

花粉は顕花植物の花の南中で形成される小さい細胞であるが、受精のために雄核を運ぶという種族維

持に関する重要な役目を持っている。この役目を果たすため。花粉は空気中に大量に散布され、一番外

側の膜（花粉外膜）も非常に頑丈にできている。したがって、受粉できずに池沼や湖などに落下した花

粉は、堆積物中で長期間保存される。この花粉化石は、大型の植物遺体となり、比較的広範囲の植生を

反映する。それゆえ、堆積物中に含まれている花粉化石を抽出することで、その群集組成から過去の植

物集団（古植生）や気候などの古環境の一端を明らかにすることが可能となる。

〈分析方法と結果の表示法〉

花粉も胞子化石は、湿重約109の試料について水酸化カリウム処理、重液分離（臭化亜鉛：比重2。2）、

フツ化水素処理、アセトリシス処理の順に物理◎化学的な処理を施して、試料から分離◎濃集する。処

理後の残直をグリセリンで封入してプレパラートを作製した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走

査しながら、出現する全ての種類について同定◎計数を行う。また、検出されるイネ科花粉については、

ノマルスキー微分干渉装置を使用して表面微細構造を観察し、発芽孔周辺の肥厚状況◎花粉粒径を考慮

しながら、栽培植物とされるイネ属と他のイネ科に区分する。

結果は同定e計数結果の一覧表と花粉化石群集の変遷図巨層位的分布図として表示する。図中の出現

率は、木本花粉が木本花粉総数を、草本花粉◎胞子が総数より不明花粉を除いた数を、それぞれ基数と

して百分率で算出する。図表中で複数の種類をハイフォン（－）で結んだものは、種類間の区別が困難

なものである。また、イネ属同定結果は、鈴木e中村（1977）にしたがい、イネ科花粉の中でイネ属の
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占める割合であるイネ属比率（％）として示す。

（3）種実遺体同定

種子は、母植物から散布された後、風◎動物◎水で他の場所に移動する。やがて、地表面に落下して

発芽し、新しい個体となる。このように種子は、植物が種族を維持するために重要な役割を持っている。

ところで、何らかの要因により発芽できなかった種子はそのまま土壌中に残り、還元状態下では長期間

保存される。花粉化石と比較すると種子は、散布後の移動距離が少ないとされており、比較的その付近

の植生を反映している場合が多い。また、種レベルまで同定可能なものが多いため、過去の植生を解析

する上で重要な情報が得られる。

〈分析方法と結果の表示法〉

試料湿重約100ccについて、5％の水酸化ナトリウム水溶液に浸し数日間放置する。ときどき容器を

振って泥化を促進させる。0。5mmの師を適して水洗し、残漆を集める。集めた残連について、双眼実体

顕微鏡下で観察し、その中から種実遺体を拾い出して同定の計数を行う。結果は、同定◎検出個体数の

一覧表として示す。

（4）粒度分析

〈粒土砂シルトe砂分〉

風乾、粉砕、姉別（2mm以下）した試料（風乾畑土試料）について、74〃m未満粒子は比重計法で、

74！ノm以上は締い分け法によりそれぞれ測定した（土質工学会，1979）。操作工程を以下に示す。

①風乾畑土試料50。009を1ゼビーカーに秤りとり、蒸留水と30％過酸化水素水を加え、熱板上で有機

物分解を行う。

②分解終了後、水を約500mβと分散剤（4％カルゴン）20mゼを加え、撹伴しながら30分間音波処理を行う。

③1g沈底瓶にこの懸濁液すべてを移し、往復振とう機で1時間振とうする。振とう終了後、水で全量

を1gにする。

④この沈底瓶を1分間手で激しく振り、直ちに静置する。所定の時間（上2，5，15，30，60，240，

1440分後）に比重計を懸濁液中に挿入してその債を読み取り、別に測定した液温のメニス◎カス補正◎

土粒子の真比重から加積通過率（質量％）を求める。

⑤比重計による読みとりが終了した後、この懸濁液を74！∠m師で水洗いする。

⑥74〃m締残留物を105℃で5時間熱乾後、840！川㍉420！ノ恥　250〃m，74〃mの師でふるい分けて各師

毎に残留物の質量を測定し、加積通過率（質量％）を求める。

⑦比重計および締い分けで求められる加積通過率をJIS A1204－1980に定められている報告様式にした

がって作成し、粒径加積曲線を措く。

〈A地点◎C地点魯D地点の礫層（7層）〉

水洗、姉別（2mm以上）した試料（礫試料）を乾燥し、師い分け法で分別したものについて各粒径毎

の重量と個数を測定した（砕層性堆積物研究会，1983）。また、その礫の形状についても測定した。以

下にその操作工程を示す。

①礫試料を50。8mm、38。1mm、25．4mm、19．1mm、9。52mm、4。76mm、2。00mmの筋でふるい分け、各締毎の質

量測定と個数のカウントを行い、そのヒストグラムを作成する。

②質量と個数測定後、各師毎に100個体を選別し（100個体に満たない試料は全てを測定対象とした）、

円磨度のクラス分けを行う（Powers，1953）。クラス分けされた個数をカウントし、ヒストグラムを

作成する。

（5）土壌化学分析

風乾畑土試料または微粉砕試料（風乾紳士試料の一部を徴粉砕し、0。5mm師を全通させた試料）につ
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いて、pHはガラス電極法、腐植（炭素）はCNコーダー法、CECはショーレンベルガー法、全リン酸は

硝酸e過塩素酸分解－バナドモリブデン酸法、有効リン酸はトルオーグ法、リン酸吸収係数は2。5％リ

ン酸アンモニウム法（以上は、土壌標準分析◎測定法，1986）、可給態ケイ酸は1N酢酸ナトリウム（pH4．0）

浸出法、遊離酸化鉄は浅見嗜熊田法（以上は、農林水産省農蚕園芸局農産課，1979）、可給態窒素は希

硫酸抽出法（藤井ほか，1990）によりそれぞれ測定した。以下に分析項目毎の具体的な操作工程を示す。

●pH

①風乾細土試料10。09を50mゼポリ容器に秤りとる。

②蒸留水25mgまたは1N塩化カリウム溶液25mgを加え、ガラス棒でかき混ぜて1時間放置する。

③放置後、再び溶液をガラス棒でかき混ぜて懸濁状態とし、pHメーターでpHを測定する。

⑳腐植（有機炭素）

①微粉砕試料1誹00mg前後を精粋し、助燃剤（酸化コバルト）5。09と混合する。

②混合試料をCNコーダー（柳本制作所製：MT－600）に挿入する。

③挿入された混合試料をキャリアガス（He）気流中で950℃に加熱燃焼する。

④発生した燃焼ガスを純化させ、CO2及びN2の組成にする。

⑤次いで希釈→分取の工程を経て、TCD検出器により炭素及び窒素の濃度を測定する。

⑥この測定値から、乾土あたりの炭素量（T－C％）を求め、1．724を乗じて腐植含量を算出する。

◎可給態窒素

①風乾畑土試料10。00gを100mg三角フラスコに秤りとる。

②0。5M硫酸溶液50mgを加え、室温で1時間振とうし、ろ過する。

③ろ液をケルダール分解し、水蒸気蒸留法によってろ液の窒素を定量する。

④この定量値から言式料中の可給態窒素量（Nmg／乾土100g）を求める。

⑳CEC（陽イオン交換容量）

①風乾土試料5。009を浸透管に秤りとる。

②これをCEC測定用の土壌浸出装置に装着し、1N酢酸アンモニウム溶液（pH7．0）100mゼを加え、4

～20時間で置換洗浄する。

③置換洗浄させた試料に80％エタノール（pH7。0）50mゼを加え、余剰な酢酸アンモニウム液を4～20時

間で洗浄する。

④洗浄した試料に10％塩化がノウム（pH7．0）を加え、4～20時間で再び置換洗浄する。

⑤置換洗浄された液すべてを200mゼメスフラスコに入れ、水で定容する。

⑥走容液の40mgを100mgフラスコに正確に採取し、フォルモール法によってアンモニア態窒素を定量する。

⑦この定量債から、試料のCEC（me／乾土1009）を求める。

◎仝リン酸

①風乾紳士試料工009を200mゼケルダールフラスコに秤りとる。

②はじめに硝酸5mgを加えて加熱分解し、放冷後、過塩素酸10mゼを加えて再び加熱分解を行う。

③分解液を水で100mgに定容し、直ちにろ過する。

④ろ液一定量を試験管に採り、リン酸発色a液を加えて分光光度計でリン酸濃度を定量する。

⑤この定量値から、試料中の全リン酸量（P205mg／乾土100g）を求める。

⑳有効リン酸

①風乾畑土試料工00gを300mg三角フラスコに秤りとる。

②0。002N硫酸溶液（pH3）200mgを加え、室温で1時間振とうし、ろ過する。

③ろ液一定量を試験管に採り、混合発色試薬を加えて分光光度計によりリン酸濃度を定量する。
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④この定量値から、試料中の有効リン酸量（P205mg／乾土1009）を求める。

⑳リン酸吸収係数

①乾土換算で10。009になるように風乾畑土試料を100mg三角フラスコに秤量する。

②2。5％リン酸アンモニウム溶液（pH7。0）を正確に20mg加え、時々振とうしながら室温で24時間放置

する。

③この溶液を乾燥ろ紙でろ過し、ろ液0。1mゼを50mgメスフラスコに正確に採取する。

④蒸留水約35mβとリン酸発色a液10mゼを加えて50mβに定容する。

⑤発色後30分間放置し、420nmで比色定量する。

⑥浸出液中のリン酸量を2．5％リン酸アンモニウム液（pH7。0）のリン酸量から差引き、乾土あたりの

リン酸吸収係数を求める。

⑳可給態ケイ数

①風乾紳士10。009を200mゼ三角フラスコに秤りとる。

②1N酢酸ナトリウム溶液（pH4。0）100mゼを加え、時々振とうしながら40℃低温水槽に5時間保ち、

ろ過する。

③ろ液一定量を試験管に採り、0。6N塩酸及びモリブデン酸アンモニウム溶液を加えて約3分間放置する。

④これに亜硫酸ナトリウム溶液を加えて分光光度計によりケイ酸濃度を定量する。

⑤この定量値から言式料中の可給態ケイ酸量（SiO2m9／乾土1009）を求める。

⑳遊離酸化鉄

①風乾畑土試料工009を200mg三角フラスコに秤りとる。

②ハイドロサルファイトナトリウム3。09と0．02MのEDTA溶液100mゼを加え、沸騰した湯せん上で時々

接伴しながら、70℃に15分間保つ。

③この処理液の上澄み部分を250mゼメスフラスコにろ別し、残漣をろ紙上に移して1％塩化ナトリウム

溶液で3回洗浄して、定容する。

④定容液の一定量を試験管に採り、5％塩酸ヒドロキシルアミン溶液、0。1％〇一フェナントロリン溶液、

酢酸緩衝液をそれぞれ加えて分光光度計により鉄濃度を定量する。

⑤この定量値から、試料中の遊離酸化鉄量（Fe乾土％）を求める。

撤偲石および種実遺体同定結果

（1）珪藻化石の産状

結果は、表3～6、図10～12に示す。以下、各地点毎に分析結果について述べる。

〈A地点〉

5b層および6a層で珪藻化石が検出されたが、数個体であり、他の試料では皆無であった。

〈C地点〉

3層で67個体検出するが、5層では2個体、4層では皆無である。

〈D地点〉

3層で37個体検出されるが、下位の5層66a層◎6b層では、全く検出されない。

〈E地点〉

3層および4層でそれぞれ62個体および1個体検出されるだけで、他の試料は皆無である。

〈F地点〉

多くの珪藻化石が産出する。

産出する群集は、淡水生種を主体として海水言毎水～汽水および汽水生種を伴う群集であり、27属◎
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128種◎24変種ゆ1品種車種不明（属レベルまでしか同定できなかったもの）9の計162分類群である。

全体に貧塩一不定性種の割合が高く、約70～90％を占めており、次いで貧塩一棟塩性種が3～30％、

貧塩一好塩性種は3～18％の産出率を示している。貧塩「好塩性種が最も高率（18％程度）に認められ

たのは、試料番号19である。

好アルカリ性種が45～80％、好酸性種が5～30％、PH不定性種が7～20％の割合で産出している。

平均的な産出率は好アルが月登種が高い傾向にあるが、中部（試料番号28～35）および上部の一部（試

料番号8～7）では、好酸性種の割合が相対的に高い傾向にある。

流水不定性種が35～83％程度、好止水性種が4～58％、好流水性種が3～30％である。とくに際立っ

た傾向として、試料番号5巨47◎33砂31において好止水性種、試料番号1に好況水性種の卓越が認めら

れる。

一方、水生珪藻および陸生珪藻の比率は、大局的に水生珪藻が高率であるが、試料番号33の3巨286

765においては陸生珪藻が優占する傾向にある。

〈1水田中央〉

本地点からほ、3層で4個体検出されるだけで、他は皆無である。

〈4水田中央〉

3層および4層から珪藻化石が検出されるが、それぞれ53個体および13個体と極めて少ないものであ

る。

〈5水田中央〉

本層準からほ、多くの珪藻化石が認められた。産出した群集は、22属⑳53種◎5変種◎種不明2の計

60分類群である。産出した種は、汽水生種が1個体含まれていたもののほとんど淡水生種といってよい

組成である。

淡水生種の特徴は、珪藻の3つの適応性（塩類濃度◎pH◎流水）についてみると以下のような傾向

が認められる。

貧塩一不定性種が高率に認められ約85％を占めており、貧塩一好塩性種および貧塩一棟塩性種は5～

10％程度の産出率を示している。

本試料は好アルカリ性種が約60％であり、pH不定性種は約20％、好酸性種は10％程度の産出率を示

している。

流水不定性種が約65％、好止水性種が18％、好流水性種が15％程度である。

種の多様度については比較的高く、10％を越える種が少なく、産種率が分散する傾向が認められる。

多産種あるいは卓越種は、好流水性種の脇vIc血e庖五胤朋壷var．月edec払流水不定性種の血叩血職

0Va方svar．誠施転（品叩血腱職員儲Ⅵ血私　ノ転流融勘瑚叩転好止水性種の胱壷施用鋸叩磁血鼎、陸生

珪藻の肋融ZSC揖aa用ガム0∬yS等である。

〈8水田中央〉

本層においても多くの珪藻化石が認められた。群集は、淡水生の種群で構成され20属◎45種◎8変種e

種不明2の計55分類群が認められた。

群集の特徴は、貧塩一不定性種が約90％を占め、貧塩一好塩性種および貧塩一棟塩性種はそれぞれ10％

以下である。

好アルが月生種が78％であり、好酸性種は約10％、PH不定性種は7％程度である。

流水不定性種50％、好流水性種が約40％、好止水性種8％と好流水性種が高率に産出している。

種の多様度については、好流水性種が40％を越えており、多様度を低くしているが、全体としてみれ

ば個々の種の産出率が分散する傾向が認められる。

ー213－



湊3　風地点◎踪地点◎粉地点の臣地点の珪藻分析結果

l EcoL咽y l A地点

1　日．R．l pHI C．R．1

Species貼配
3層　ぬ層　4b層　5b層　5a層　5b層

E地点

3層　4層　5a層　5b層　53層　6b層

細面0′d OVcHs var．dffi前Sは〕etZ．川．鵬〕rCk

如0如金0彬is spあ戯rO廊ordはuetz．津fitzer
Cのoneis sHiculc（【hr．）CLeve

C∝CO僧js pl∝即血ル1ほhr．）CLeve

＃mJCyIhmH即帥HEhr．）CLeve

C感のね甜Sの血軸　漉tZing

C血血訂正CHis用abh．）CLeve

Cy血e＝c he～e′0両eu用Var」南0′CLeve

r8JCy料抽厄現前相川厄前S鋤的摘融

劇紅感のねsiねS∝　臥eisch

維y山上fd h■i血（Breb．）V．Heurck

織調抽舶用＝昭両面高相馳

轍加舶用＝昭葎柄い㈲．雨戸関前飽SkvOrtm緑

Cy血6日仕SP．

D油0碑is卿舶CLeve

軸心血相ねS勘

rO韮山0接日脚don【hre［berg

rOj短肘Hd搾cfi鶴iis（Kuetz．）Rabenhorst

mJruno日　揮CHmJis var．Jh0′（Kuetz．）Rabe【horst

仇離短軸か邪輸両軸川棚潤

i的h－indl aトbi

i的h－hiLI aトい
l旬h一血＝aL一iL
＝姉－indl　上江
l晦h－i雨l　卜仕
日柄－indIind
l餉h－i〔dlind
l的h－hobl ac－iL
l的h－indlind

日柄一短日」戒
＝如一雨山上iL
l餉h－i通日〔d
l的h－indl hd
i的hlU〔kl〕nk
I晦h－indlind
l的hlU〔kl〕nk
l鴫hlhobl

10gh－hobl

l的hlhobI
l鴎h－軸dl

書鮮血臥汀Ⅳね目礼脚C血var．vcucherice（K㈹tZ．）La〔ge一馳rtaLot l的h－i鵬l

Fr∞ilぴh cons什Ue帽（Ehr．）Grun（〃

舘野日伊ねco相加郎S V訂．鋸感isはh．沌ru併

鮮血肌用びh COnS什06侭Var．Ve再訂（Ehr．）Gr〕∩餅

rr郎f訂ね　如scのS RaHs

叛雨お山のrescens va「．cαp血fc加str〕P

rのGo題帥0朋爛1山川■上皿紬■Ehre〔berg

Go抑ho朋舶鋤獅血■Ag訂dh

Go即ho隙虹Ⅳ仙南はK］etZing

Go即あ0肘舶什U肛d紬I Ehrenberg

G汀OSi麒Spe∝訂日　用．Smith）CLeve

G汀OS軸虹SP．

仁山地雨おC柚＝細面oxys（【hr．）Grunov

伽Vicuh kciHu■［hrenberg

容馳vicuh c印血h Kuetzi〔g

m地面culd elginensis（Greg．）RaLfs

肋の飢両日寝汗隙帽k Va．neのech（Krass．）Patrick

紺・舶馳yicuぬ馳～imKuetzing

鮎Vi蝕k叩．

ト〟〟eidju■山再伸■Hustedt

船価血Ⅷ仰山血∫（Ehr．）KraⅧ肥「

摘飴idh盈irはis（Ehr．）CLeve

乱削欄血九日が均血餅通航漁納

付削冊止血七山賊Hhrenber9

ト舶Piハ甑lⅣicinferPdh（Larg8円t．）CLeve

ト神仙他血豆日面l′腑de′＝（Hust．）Kra間杷「

mJPh仙Ⅳ軸の′はis（Nitz．）Ehre〔berg

肋0脚直通h gは血lほhr．）0．MuLLer
S細評撤k dmね．録ith

mJS伽′Oneis p館山cenrerOn（Hit．圧hrenberg

ShUrOnels s■川前Grun訓

はUre触k s．

Sy階かcu電化漉t．ほhrenberg

陶ri㈹馳ter Sp∝ies

ねri冊tO8r8ckish舶ter Species

計試kish舶ter Species

Fresh馳ter Species

l恥h－i鵬
i伽hlhd
I餉h－軸d
日柄－ind
H勧－ind
10gh－i鵬
I的h－ind

l的h－ind
I軸h－ind

・
－
・
、
－
し
－
－
－
、
－
－
、
・
1
－
、
・
・
－
ヽ
・
・
－
L
L
－
し
．
一
L
L
L
．
．
．
．
ヽ

．
．
1
・
▼
1
－
1
－
・
1
．
．
－
－
－
1
－
－
－
1
1
－
－
－
－
．
1
－
－
－
・
－
．
1
－
＿
・
－
＿
ヽ
1
－

－
．
●
－
【
l
■
．
－
．
－
1
．

a
C
∝
a
C
或
る

し
わ
a
L
就
鑑
沈
衰
a

L
aLaL－iL

日加－ind！鉦廿日

l明h－Unkl u〔k l

l的h－i〔dl a卜iLl

l的hindl aL一iLi

l的hlidl aL－b＝

I的h－indl a卜iLl
l的hlindl aトiLl
I晦h一滴＝汗通l
i的h－unkl unk i

l旬hlunkl〕nk l

細
．
－
－
一
．
－
－
－
●
．
－
．
一
掃
．
．
－
．
．
．
－
1
■
l
■
－
－
．
．
●
．
一
－
●
－
－
－
－
－
．
－
【
－
－
■
．
－
【
－
．
－
－

．
．
－
．
．
－
1
－
一
－
．
1
●
一
－
●
l
一
一
－
1
－
一
l
I
．
一
l
●
一
－
．
1
【
．
－
－
1
●
－
－
－
1
．
．
■
－
．
∴
l
－
1
－
．

●
－
．
．
．
－
一
一
－
1
1
．
－
．
．
一
一
－
一
－
．
－
．
－
－
－
．
－
－
－
1
．
1
．
－
．
－
．
－
－
．
一
．
1
－
－
．
1
．
－
●
－
】

．
－
1
．
．
－
一
－
．
－
●
－
1
－
．
一
1
－
－
－
－
．
1
－
1
1
1
一
－
一
－
．
．
－
－
－
一
－
－
－
．
一
－
－
】
．
】
－
－
．
●
1
－

1
1
－
．
．
．
．
一
．
一
－
－
1
．
■
－
一
■
一
－
－
1
－
－
－
．
－
．
－
．
．
－
．
1
一
－
．
1
一
l
－
．
●
l
l
l
1
－
■
－
－
．
一
■

5
．
．
1
一
－
－
1
つ
‘
▲
U
l
〓
1
．
1
1
1
■
2
．
2
3
1
3
2
－
1
1
2
1
1
一
－
一
1
1
1
．
1
1
－
－
－
一
1
1
．
1
1
i
l
．
2

－
．
一
1
．
－
－
－
．
．
－
－
1
．
1
．
．
．
－
．
－
－
－
．
－
．
．
■
一
．
－
－
－
－
－
．
－
－
－
－
．
一
－
－
1
．
－
－
．
一
1
－
－

．
－
．
．
－
．
一
．
．
－
．
．
一
－
－
．
－
●
－
1
．
．
．
－
－
．
－
－
．
－
－
．
．
一
－
一
．
－
－
－
－
．
－
．
－
．
1
一
．
－
1
一
－

－
－
一
－
．
－
．
．
－
．
．
．
車
－
1
．
．
－
－
一
－
．
．
－
．
．
■
●
－
－
－
．
．
．
．
一
．
－
－
．
．
．
．
－
－
－
－
－
1
1
－
．
■

も
ー
．
2
一
－
1
1
1
2
1
6
‘
．
1
．
1
－
－
1
●
－
■
一
1
1
1
．
2
1
5
1
一
1
．
1
1
－
－
車
1
2
1
－
－
．
．
1
－
．
－
1
2

－
－
－
．
1
一
．
1
－
．
．
．
．
一
●
．
1
－
．
．
．
－
－
．
－
．
一
．
．
－
．
．
．
．
1
－
●
－
一
1
－
．
－
－
●
．
－
－
－
1
－
1
1

一
1
．
．
．
－
－
－
．
－
－
．
一
．
－
．
1
1
．
．
．
1
－
．
．
車
．
．
1
－
．
－
●
．
．
●
－
－
－
－
一
．
－
．
1
．
■
1
－
－
1
－
－

15
－
2
1
1
2
－
－
1
7
C
J
l
．
－
－
．
1
1
－
．
－
2
．
－
．
－
－
1
t
J
l
．
－
－
1
・
与
．
－
－
1
．
1
．
1
1
▼
一
3
－
．
7
－
．
6

－
－
．
1
1
一
．
－
1
－
．
．
■
．
－
．
．
－
1
－
－
．
－
－
－
．
－
－
－
一
－
．
一
一
－
一
●
－
－
．
一
l
】
一
1
－
－
1
－
一
．
1
－

ノ2
5
．
－
－
．
一
l
1
－
．
一
－
－
．
－
－
1
－
－
1
－
．
．
一
－
－
－
－
－
．
．
1
．
1
▼
－
1
－
－
．
1
－
－
－
1
－
1
1
－
－
一
2

1
－
－
1
1
．
．
－
●
．
－
－
－
1
－
－
－
．
－
1
－
．
－
－
．
．
－
．
↓
．
1
．
．
一
l
－
1
1
－
．
－
1
－
1
．
t
－
．
－
1
．
－
1
．

．
．
．
1
－
－
．
1
1
．
．
．
．
．
．
．
－
．
．
．
－
－
．
．
一
－
－
－
－
一
．
－
．
－
一
－
－
．
－
．
－
1
－
1
．
．
1
．
．
1
1
－
－

一
1
．
－
．
．
1
．
．
●
－
一
．
1
－
●
－
－
－
．
1
－
－
．
．
－
．
－
－
．
一
l
1
．
．
．
．
－
－
－
－
－
．
－
1
1
．
－
－
－
1
．
1

－
．
－
．
1
．
－
1
－
－
．
－
．
．
－
．
1
．
．
－
●
．
1
．
－
．
．
．
－
1
－
－
－
．
－
－
1
－
一
▼
1
．
－
一
1
－
－
－
．
－
1
－
－

－
－
－
－
－
－
－
1
－
－
1
－
－
－
－
1
－
－
－
－
1
－
－
－
1
－
－
．
．
－
－
1
．
－
1
－
－
－
．
1
－
－
－
－
－
－
－
－
1
－
－
－
1
－
－
－
－
－
1
－
－
－
－
－
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
．
1
－
1
－
1
－
1
1
1

nd
nd
雨
nd
nd
nd
両
所
n
d
nd
nd
両
所
n
k
nd
nk
所
nd
nd
㌣
nd
㌣
㌣
㌣
㌣
叩
㌣
n
d
nd
㌣
nd
nk
融
nd
感
㌣
㌣
n
d
nk
雨
㌣
尋
㌣
細
雨
n

d
nd
nd
㌣
㌣
㌣
n
壷
∵
嘘

h
・
・
h
＝
L
＝
L
目
し
＝
L
H
L
目
し
‖
・
・
n
〓
－
n
日
．
h
‖
・
－
．
h
目
し
‖
L
n
．
．
h
日

．
1
．
－
．
－
．
－
．
－
、
－
－
し
・
し
．
1
．
－
．
－
「
r
u
・
I
u
L
・
l
・
－
・
し
・
I
L
－
・
L
L
・
し
1
し
・
〓
・
〓
上
し
・
〓
u
・
〓
・
〓
・
〓
「
「
・
U
u
・
日
．
「
、
l
r
．
L
L
・
日
．
日
．
〓
＝
∴
日
．
汀
．
い
．
い
「
u
r
．
仕

．
．
．
－
．
－
1
－
－
－
－
－
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
．
－
－
－
－
－
－
．
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
－
1
－
－
－
－
－
－
．
1
－
－
－
－
1
－
－
i
l
l
t
l
－
1
1
1
1
1
－
1
1
t
l
l
l
l
1
．
－
－
1
－
．
．
．
．
、
1
．
1

I的トi通日〔d
l的h－bbl ac－iL
＝〕gh－1【dl aLIiL
l恥h－i〔dl ac－iLl
l的h－i〔dlind l
l吋両【dli【d i
i餉h－bbl誠一iLl

l的h－indl aL一iLl

i鴫h－i〔dl aL一iLl

I的hli【diind l

日加4感l武薄日

l餉h－〕nkl〕nk l

l馳hlidI aL－iLl

n

U

 

O

 

O

 

O

O

 

O

 

O

 

O

O
 
h
U
▼
　
八
日
▼
　
八
日

n

V

 

n

U

 

O

 

O

一

n

U

 

O

 

O

　

1

〇

　

八

U

l

 

n

〓

▼

　

〔

′

ノ
▲
U

n

U

 

n

U

 

n

U

 

O

O

 

n

U

 

O

 

O

負

V

 

O

 

O

 

O

n

U

 

O

 

O

　

7

3

n
U
　
ム
n
V
一
日
V
　
ハ
′

0
　
0
　
n
U
l
 
n
U

n

U

 

O

 

O

　

7

▲
U

O
　
ハ
U
l
 
n
U
▼
　
八
日

0

　

0

　

n

U

 

t

J

n
U
 
n
U
 
n
U
l
　
／
年

O
 
n
U
．
八
日
▼
　
n
U

n

U

 

O

 

O

 

O

O
 
n
U
l
　
八
日
▼
　
八
日

Total H血er O†Oiat珊S

凡例
H．R．：塩分適度に対する適応性
Ogh－hil：貧塩好塩性種
Ogh－ind：貧塩不定性種
Ogh－hob：貧塩練塩性種
Ogh－Unk：食塩不明種
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pH：水素イオン濾度に対する適応性
a上bi：真アル柄性種
a卜il：好アル机性種
ind：PH不定性種
ac－il：好酸性種
ac－bi二真酸性種
unk：PH不明種

環境指標種群
［K］：中～下流性河川指標種［0〕：沼沢湿地付着生種（安藤，1990）

＃：好汚濁性種誹＃：好清水性種（渡辺ほか，1986）
［・〕：陸生珪藻（［豆〕：A群言・B〕：B群、伊藤・堀内，1991）

C．R∴流水に対する適応性
上bi：莫止水性種
卜ph：好止水性種
ind：流水不定性種
r－Ph・好流水性種
unk：流水不明種

多産種（あるいは卓越種）は、好流水性種のAcカ月∂融短短CeOねね、流水不定性種のGoガp短月eガ柑

鋤押血吼〔玩吻転倒閥関川血凰つ臨壷血欄岬繭等である。

〈No。25トレンチ①：12層水田部〉

珪藻化石の産出量が少なく、38個体の産出をみたにすぎない。

〈No。25トレンチ②：12層畦畔部〉

珪藻化石は少なく、4個体の産出をみたにすぎない。

〈東側土塁〉

No・6およびNo。8共に珪藻化石の産出量が少なく、それぞれ3個体および1個体しか産出していない。

〈sD4013〉

珪藻化石の産出量は極めて少なく、1個体の産出をみたのみである。
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〈sD4092〉

珪藻化石は、2個体を認めたのみである。

〈sD706〉

珪藻化石は、1個体の産出をみたにすぎない。

〈井戸SE401〉

本遺構の埋積物からは、多量の珪藻化石が産出した。

産出した群集は言駕水生種1種以外はすべて淡水生種で構成され、19属e61種◎11変種の1品種◎種

不明3の計76分類群である。

群集の傾向としてほ、試料番号4と試料番号9および15とでは傾向が異なっている。試料番号4では、

塩類濃度に対する適応性が貧塩一棟塩性種が55％、貧塩一不定性種が45％なのに対して、試料番号9e

15では、貧塩一不定性種が80～90％、貧塩一棟塩性種および貧塩一好塩性種がそれぞれ5～10％程度の

産出が認められる。

一方、水生珪藻と陸生珪藻の産出比率については、優占種が異なるものの3試料すべてにおいて陸生

珪藻が高率に産出している。

多ドロー「鳥、だ間日日月日く′付目り私有仕り‖ハ（111ご日日岬1日目、い、＼日日（・証川川！（1・l‘・J（・（lJ′、＼！＝川…日日1（・∴一言あら
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表5一・一2　10くo b　8水転中央oNo2bトレンチ1LNc．25トレンチブっ貞肝王塁の道義分析絵美
spec－es Na階　　　 上 R．；COL：：y J 。層 5層等 買層 6。層 4水田

中央

3層　 4層　 5層　 6a層　 8b層

5水田

中央

8層

8水田

中央

8層

Ⅳ0．25

Tr．①
12層

No．25

Tr．②

12層

東側土塁
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凡例
H．R∴塩分濃度に対する適応性
Meh　：汽水生種
Ogh－hil：貧塩好塩性種
Ogh－ind：貧塩不定性種
Ogh－hob：貧塩嫌塩性種
Ogh－unk：貧垢不明種

pH：水素イオン濃度に対する適応性
aトbi：真アル椚性種
a卜il：好アルカリ性種
ind：PH不定性種
ac－il：好酸性種
unk：PH不明種

4　　0 0　　0　53　13　　0　　0　　0　212　208　38　　4　　3　1

C．R∴流水に対する適応性
上bi：真止水性種
上ph：好止水性種
ind：流水不定性種
r－Ph：好流水性種
r－bi：真流水性種
unk：流水不明種

環境指標種群
［EZ〕：汽水泥質干潟指標種（小杉，1988）
〔K］：中～下流性河川指標種〔M］：湖沼浮遊性種〔0］：沼沢湿地付着生種（安藤，1990）
＃：好汚濁性種，‡＃：好清水性種（渡辺はか，1986）

ト〕：陸生珪藻（トA］：A群言・B］：B群、伊藤・堀内，1991）

〈1号方形周溝墓周溝埋積物〉

本遺構の試料では、珪藻化石の含有量が極めて少なく、10個体の産出をみたのみである。

〈2号方形周溝墓周溝埋積物〉

本遺構の試料からは、50個体の珪藻化石が産出する。産出した種群は、大半が流水不定性種および陸

生珪藻である。

（2）花粉化石の産状

結果は、表7～10、図13～16に示す。また、イネ属同定結果を表11弓2に示す。以下に各地点毎の花

粉化石の産状を記す。

〈A地点〉

花粉化石は、6b層を除く5試料から検出される。花粉化石群集は層位的に変化し、下部ではコナラ
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表6－1　SD4013・SD4092・SD706・SE40l・l号墓周溝・2号墓周溝の珪藻分析結果
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トJPねnuhrねsdmederf（Hust．）Krammer

ト紺円抑止肝ねS血相両軸ねGregory

私刑欄血雨α蕗痢厄日両Z．）Ehrenberg

Pinmねrねspp．

納叩αねdね直抽信Eh．）0．円uLLer

RhopaLodia gibberuEa（Ehr．）0．MuLLer

S血ro持eisαnCepS Ehrenberg

S血roneis柄矧げ日加否ck

S血roneis huenburgねm Hustedt
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封胤肌油汗＄机かHk Schumann
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SuHr抽α椚錮SねKuetzi昭

Synedra uLna（Kuetz．）Ehrenberg

SynednαSP．

Marine uater Species

Marine to Bracklsh uater Species

Brackish uater Species

Fresh uater Species
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凡例
H．R∴塩分濃度に対する適応性
Meh　：汽水生種
Ogh－hi主賓塩好塩性種
Ogh－ind：貧塩不定性種
Ogh－hob：貧塩嫌塩性種
Ogh－unk：貧塩不明種

環境指標種群
［Dl］：海水砂質干潟指標種［E2］

pH：水素イオン濃度に対する適応性
a上bi：真アル椚性種
a上il：好ア融母性種
ind：pH不定性種
acつ1：好酸性種
ac－bi：真酸性種
unk：PH不明種

汽水泥質干潟指標種（小杉，1988）

1　2　1　208　208　209　10　　50

C．R∴流水に対する適応性
上bi：真止水性種
トph：好止水性種
ind：流水不定性種
r－ph：好流水性種
r－bi：真流水性種
unk：流水不明種

［K］：申～下流性河川指標種［0］：沼沢湿地付着生種［P］：高層湿原指標種（安藤，1990）
＃：好汚濁性種誹＃：好酒水性種（渡辺ほか，1986）

［」：陸生珪藻（巨A］：A群言用］：B群、伊藤e堀内，1991）

属アカガシ亜属が最も高率に出現し、次いでツガ属eスギ属が検出される。この他、マキ属◎マツ属e

シイノキ属などを伴う。ところが、上位に向かいスギ属◎アカガシ亜属が減少し、マツ属が増加する。

マツ属は4層◎3層で50～70％出現する。

草本花粉では、イネ科が多産する。栽培植物とされるイネ属は、6a層では花粉化石の保存状態が悪

く、イネ科花粉の表面微細構造が観察されないために確認できないが、5b層より上位で検出される。

イネ属比率は、50％以上である。また、ガマ属◎ミクリ属eサジオモダカ属◎オモダカ属⑳イボクサ属◎

ミズアオイ属◎ヒシ属◎ミズワラビ属のサンショウモ◎アカウキクサ属などが検出される。このうち、

ミズアオイ属が6a層～4b層で、サンショウモが5b層～4a層で多く検出される。また、ソバ属が

4b層より上位で検出される。

〈C地点〉

花粉化石は、5層を除く2試料から検出される。木本花粉ではマツ属が約70％と高率に出現し、次い

でツガ属が検出される。

草本花粉では、イネ科が多産する。栽培植物とされるイネ属は、4層◎3層とも検出される。そのイ

ネ属比率は、約40～55％である。また、ミズアオイ属eミズワラビ属◎サンショウモeアカウキクサ属

などが検出される。このうち、サンショウモが4層e3層とも多く検出される。また、ソバ属が4層e

3層で、ゴマ属が3層で検出される。

〈D地点〉

花粉化石は、4試料とも検出される。花粉化石群集は層位的に変化し、6b層～5層ではツガ属◎ス
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衷ア　風地点◎G地点◎り地点◎臣地点の花粉分析結果

E地点

層　　4層　5a層　5b層

D地点

3層　　5層　6a層　6b層

C地点

3層　　4層　　5層

A地点地点

種贅（Taxa）　　　　　層位　　　3層　4a層　4b層　5b層　6a層　6b層
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表8　F地点の花粉分析結果

F地点
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表柑　S口40j3UFD4（）920S97C60Sヒ401・号墨周汝0　毎這眉活の花粉分捕結票
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表11イネ属同定結果（1）

層序 A 地点 C 地点 D 地点 E 地 点 1 水 田中央 4 水 田中央

3 5 1％ 4 3％ 5 1％ 47 ％ 5 6 ％ 53 ％

4　a 5 6％

i 55 ％ － 57 ％ － 50％

4 b －

5a －
巨 明

鵬 I
54％ 「 7％

58％
5 b 51％ 47％

6 a

不明

！

！

45％ 34％ 不明 不明

6 b 42％ 不明 不明 不明

ギ属◎アカガシ亜属が多産する。3層に

なるとスギ属eアカガシ亜属が減少し、

マツ属が約50％と多産する。

草本花粉では、イネ科が多産する。栽

培植物とされるイネ属は、6b層より上

表12　イネ属同定結果（2）

層序 F 地点 5 水 田中央 8 水 田中央 No．25トレンチ① No．25 トレンチ②

8 不明 62％ 40％ － －

12 a 32％

l － 39 ％ 35％

12 b 18％

位で検出される。そのイネ属比率は、約

40～50％である。また、ガマ属eミクリ属◎サジオモダカ属◎オモダカ属⑳イボクサ属ゆミズアオイ属や

ミズワラビ属のサンショウモ◎アカウキクサ属などが検出される。このうち、ミズアオイ属が6a層～

5層で、サンショウモが5層～3層で多く検出される。また、ソバ属が6a層より上位で検出される。

〈E地点〉

花粉化石は、6試料とも検出される。花粉化石群集は層位的に変化し、下部ではスギ属eアカガシ亜

属が最も高率に出現し、次いでツガ属が検出される。この他、マキ属◎マツ属啓シイノキ属などを伴う。

そして上位に向かいスギ属◎アカガシ亜属が減少し、マツ属が増加する。

草本花粉では、イネ科が多産する。栽培植物とされるイネ科は、6b層では花粉化石の保存状態が悪

いために確認できないが、6a層より上位で検出される。そのイネ属比率は、約35～60％である。また、

ガマ属。ミクリ属◎サジオモダカ属◎オモダカ属eスブタ属◎イボクサ属◎ミズアオイ属◎ミズワラビ

属◎サンショウモ◎アカウキクサ属などが検出される。このうち、ミズアオイ属が6b層～5a層で、

サンショウモが5b層～3層で、アカウキクサ属が3層で多く検出される。また、ソバ属が5b層より

上位で検出される。

〈F地点〉

花粉化石は、17点とも検出される。木本花粉化石群集は、20層～11層と10層～8層で若干異なる。20

層～11層では、スギ属◎アカガシ亜属が多産する。また、マキ属◎モミ属参ツガ属◎コナラ亜属鯵こレ

属－ケヤキ属などを伴う。10層「8層では、ほぼ同様な種類が検出されるが、中でもツガ属が増加する。

一方、草本花粉の出現傾向は、20層～13層、12層～11層、10層～9層、8層で異なる。20層～13層は

イネ科◎カヤツリグサ科などが検出される。また、ガマ属◎ヒシ属◎サンショウモが検出される。この

うち、サンショウモは18層～13層下部で多産する。本層準でイネ属は検出されない。12層～11層では、

イネ科が多産する。栽培植物とされるイネ属は、11層では花粉化石の保存状態が悪いために確認できな

いが、12層で約20～30％検出される。また、ガマ属◎ミクリ属◎サジオモダカ属◎イボクサ属eミズア

オイ属◎ミズワラビ属◎サンショウモが検出される。10層e9層ではカヤツリグサ科が増加するが、8

層になるとカヤツリグサ科が減少する。10層～8層では、花粉化石の保存状態が悪いためにイネ属の確

認ができない。
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〈1水田中央〉

花粉化石は、6b層を除く3試料で検出される。花粉化石群集は、6a層の5層と3層で異なる。6

a層◎5層では、ツガ属eスギ属◎アカガシ亜属が多産する。これに対して3層では、スギ属のアカガ

シ亜属が減少し、マツ属が最も高率に出現する。

草本花粉では、イネ科が多産する。栽培植物とされるイネ属は、6b層◎6a層では花粉化石の保存

状態が悪いために確認できないが、5層より上位で検出される。そのイネ属比率は、約45～55％である。

また、ガマ属のミクリ属eサジオモダカ属◎ミズアオイ属のミズワラビ属◎サンショウモ¢アカウキク

サ属などが検出される。このうち、ミズアオイ属が5層で、サンショウモが6a層～3層で多く検出さ

れる。また、ソバ属が5層より上位で検出される。

〈4水田中央〉

花粉化石は、6b層e6a層を除く3試料で検出される。花粉化石群集は著しい変化がなく、マツ属

が高率に出現する。一方、草本花粉ではイネ科が多産する。この中には栽培植物とされるイネ属が約50

～60％検出される。また、ガマ属◎ミクリ属◎オモダカ属◎スブタ属eミズアオイ属◎ミズワラビ属e

サンショウモ◎アカウキクサ属などが検出される。これらの種類の中では、サンショウモが多く検出さ

れる。また、ソバ属が5層より上位で検出される。

〈5水田中央　8層〉

花粉化石は良好に検出される。木本花粉では、ツガ属eスギ属⑳アカガシ亜属が多産する。草本花粉

では、イネ科◎カヤツリグサ科が多産する。このイネ科の中にはイネ属が含まれ、そのイネ属比率は62％

である。また、オモダカ属啓ミズアオイ属◎サンショウモ蝕アカウキクサ属が検出される。

〈8水田中央　8層〉

花粉化石は良好に検出される。木本花粉では、ツガ属◎スギ属◎アカガシ亜属が多産する。草本花粉

では、イネ科◎カヤツリグサ科が多産する。このイネ科の中にはイネ属が含まれ、そのイネ属比率は40％

である。また、ガマ属◎サジオモダカ属のオモダカ属◎ミズアオイ属◎サンショウモが検出される。

〈No。25トレンチ①：12層水田部〉

花粉化石は、良好に検出される。木本花粉では、スギ属が多産し、次いでアカガシ亜属が検出される。

この他、ツガ属などを伴う。草本花粉では、イネ科が多産する。本層のイネ属比率は、39％である。ま

た、ガマ属eミクリ属◎オモダカ属eミズアオイ属eミズワラビ属◎サンショウモが検出される。

〈No。25トレンチ②：12層畦畔部〉

花粉化石は、良好に検出される。木本花粉では、スギ属が多産し、次いでアカガシ亜属が検出される。

この他、ツガ属などを伴う。草本花粉では、イネ科が多産する。本層のイネ属比率は、35％である。ま

た、ガマ属◎ミクリ属eミズアオイ属◎ミズワラビ属が検出される。

〈東側土塁〉

花粉化石は、No。8◎No。6ともほとんど検出されない。わずかに検出される種類も保存状態が悪い。

〈sD4013〉

花粉化石は、良好に検出される。木本花粉では、クマシデ属－アサダ属が最も高率に出現し、スギ属◎

アカガシ亜属を伴う。草本花粉では、イネ科eヨモギ属などが検出されるが、出現率が低い。

〈sD4092〉

花粉化石は、良好に検出される。木本花粉では、スギ属eアカガシ亜属が多産する。また、ブドウ属

が多く検出される。草本花粉ではイネ科が多産する。また、オモダカ属eミズアオイ属が検出される。

〈sD706〉

花粉化石は、ほとんど検出されない。わずかに検出される種類も保存状態が悪い。
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〈sE401〉

花粉化石は、3試料とも検出される。木本花粉では、スギ属が多産し、次いでツガ属◎アカガシ亜属

が検出される。また、遺構埋積物中部（試料番号9）ではツツジ科が多産する。一方、草本花粉では、

イネ科が多産する。この他、カヤツリグサ科◎クワ科◎サナユタデ節－ウナギツカミ節などが多産し、

最下部（試料番号15）でオオバコ属が多産する。また、ガマ属◎イボクサ属eミズアオイ属eサンショ

ウモなどが検出される。

〈1号方形周溝墓周溝埋積物〉

花粉化石は、ほとんど検出されない。わずかに検出される種類も保存状態が悪い。

〈2号方形周溝墓周溝埋積物〉

花粉化石は、良好に検出される。木本花粉では、スギ属◎アカガシ亜属が多産する。一方、草本花粉

はイネ科などが検出されるが、出現率が低い。

（3）種実遺体同定結果

結果を表13に示す。以下に形態的特徴について記す。

⑳モモ　丹日月びSparS元aBatsch　バラ科

核（内果皮）が検出される。褐色～黒褐色。核の形はほぼ円形で、やや偏平である。大きさは直径2cm

程度である。丸く大きな臍点があり、へこんでいる。一方の側面にのみ、、縫合線が顕著にみられる。表

面は、不規則な線状のくぼみがあり、全体として粗いしわ状に見える。

⑳クワ属　肋rUSSp。クワ科

種子が検出される。褐色。大きさほ2mm程度。倒卵型、表面は平滑で側面の隅に突起がみられる。

◎ブドウ科　折柄aceaeSP。

種子の破片が検出される。黒色。大きさは3mm程度。細長い楕円形の穴が存在する。

◎オモダカ近似種　Sa衰血石ac．brゐ通し．オモダカ科

果実が検出される。大きさほ2。5mm程度。果皮は淡褐色で柔らかい。中にU字形の細長い種子がみら

れる。なお、果実が失われたU字形の種子については、オモダカ科で同定した。

表13　種実遺体同定結果

試　　　　 料 種　　　　 類 （カ ッコ内は検 出個体 ）

1 水 田 中央　 5 層 ホ タル イ属 （5 ）

4 水 田中央

！

4 層 ・ ナデシ コ科 （1 ）， イ グサ属 （1 ），ホ タル イ属 （10）

5 層 クワ属 （1 ），ホ タル イ属 （5 ）

6 a 層 ホ タルイ属 （1 ）， オモ ダカ科 （1 ）

6 b 層 オモ ダカ科 （1 ）

5 水 田中央　 8 層 イボ クサ （1 ），ホ タルイ属 （7 ）， オモ ダカ科 （1 ）， イネ （2 ），

オモ ダカ近似種 （1 ）， カヤ ツリグサ科 （3 ）

8 水 田 中央　 8 層 ホ タル イ属 （31）， オモ ダカ科 （3 ）， ブ ドウ科 （1 ）， タデ科 （1 ）

No。25 トレンチ① 12層 田面 ホタルイ属 （24）

No．25 トレンチ② 12層 畦畔 ホ タルイ属 （7 ）

SD 40 0 4 モモ （1 ）， ヒ ョウタ ン類 （1 ）

＊1水田中央6a層。6b層からは種実遺体が検出されなかったので、表記していない。
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⑳イボクサ　A月elleガ相好efsaをHassk．ツユクサ科

種子が検出される。種子は黒灰色。楕円形で、大きさは4mm程度。種皮は薄い。側面にはくぼんだ発

芽孔があり、発芽孔の反対側の面には一文字のくぼみがあり、それに直行するしわ模様が存在する。

⑳ホタルイ属　飯毎購Sp．カヤツリグサ科

果実が検出される。黒色。果皮は堅く光沢がある。大きさは2mm程度。腹面は平らで、背面は中央に

高まりがみられ、稜になっている。乎凸レンズ状の広倒卵形。先端部は尖り、基部はせばまって「へそ」

がある。表面には細かい凹凸があり、横軸方向に平行な横しわがあるように見える。刺針状の花被が数

本存在し、刺針は逆向きのトゲを持っている。

◎イネ　OryzaSa存yaL．イネ科

穎が検出される。大きさは6mm程度、褐色で柔らかい。表面は細かい突起が縦に並ぶ。

⑳カヤツリグサ科　Cyperaceaesp．

果実が検出された。褐色。大きさは上5mm程度。卵形で先端部はやや尖がる。基部もやや尖り「へそ」

がある。

◎イグサ属JU月CUSSp．イグサ科

種子が検出される。大きさほ1mm程度。種皮は薄く半透明で柔らかい。

◎タデ科　Polygonaceaesp．

果実が検出される。大きさほ、2。5mm程度。3陵形で、果皮は薄く堅い。表面はぎらつく。

⑳ナデシコ科　Caryophylaceaesp．

種子が検出される。黒色で、大きさは1mm程度。表面には荒い突起が密に配列している。破損しつぶ

れている。

◎ヒョウタン類　ェ∂群書∂貢aSねerarねStandlay　ウリ科

種子が検出される。褐色で長さ12mm程度。長楕円形をしており、基部は平らで、先端部にはへそが存

在する。

超　堆積環境

堆積環境の推定は、100個体以上の珪藻化石が産出した試料について行う。100個体に満たない試料に

ついては、解析の信頼度が低いことから、ここでは解析の対象としなかった。

〈F地点〉

本地点では、珪藻化石群集の産出傾向から8つの珪藻化石帯（下位からI◎ⅡeⅢ◎Ⅳ◎V◎Ⅵ◎Ⅶ◎

Ⅷ帯）を設定した。

以下に各帯の珪藻化石群集の特徴から推定される環境を述べる。

⑳I帯（20層◎19層：試料番号5巨47）

本管は、好止水性種および好アルカリ性種が優占するが、群集の組成が若干異なることからさらに2

つの亜帯（I－l e2亜帯）に細分した。

⑳I－1亜帯（20層：試料番号51）

好止水性種のFra由1arfa CO月S血e月S、Fra離arla co月S血e月S Var．わ1月Odls、陸生珪藻のガa扉zsc揖a

a哩揖0∬ySの多産が特徴である。

Fragilaria属は、沼◎溝等の沿岸域で付着生育する種群であることが知られている（Hustedt，1959）。

また、塩類濃度が若干高まった水域に生育するともいわれ、類縁種は汽水の干潟に生育するものも少な

くない。このことから、淡水域でも閉鎖的で排水の悪い水域で、なおかつ塩類濃度が上がった水域に生

育している場合が多い。また、丑a明海叫四は水中や水底以外、例えばコケを含めた陸上植物の表面
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や岩石の表面、土壌の表層部など大気に接触した環境に生活する一群（小枚1988）である。とくに、

本試料から産出した種は、離水した場所の中で乾燥に耐えうることのできる種群の中の1種である（伊

藤ゆ堀内，1989；1991）。

以上の種類が産出したことによって、比較的閉鎖的な止水域の環境が推定される。ただし、陸生珪藻

が卓越していることから、止水域とはいえ池あるいは沼等の一面が冠水するような水域とは考えにくく、

湿地のような状況で表層が干上がった場所も存在した可能性が高い。

◎I－2亜帯（19層：試料番号47）

本亜帯では、好止水性種の産出率は減少しているが、陸生珪藻および流水不定性種が増加している。

流水不定性種の中では、gU月0存aゆP月月油壷などの好酸性種がやや卓越する。一方、好止水性種の産

出率は、全体の中では低いものの、浮遊性のAuねcosragra月日ねねが卓越する点に注目する必要があ

る。

短刀0ぬ◎P月月日ね壷等の好酸性種は、現在の水域では高層湿原や後背湿地等に優占的に認められる

種群である。一方、AUねcosragra月血ねは、浮遊性で富栄養の水域の岸近くに認められることが多い

とされる（Stoermer＆Yang，1968）。

以上のような種群が特徴的に認められたことは、基本的に湿地の環境を示しているが、浮遊性種が産

出したことから比較的水深のある水域も想定される。水位の上昇に関しては、立地からみて局所的とい

うよりは時期的に変化したと考えられ、下位亜帯に比較して水位の上がった時期が長いかあるいは頻度

が高かった可能性がある。

◎Ⅱ帯（18層617層：試料番号4巨39）

本管は、ほとんど珪藻化石が産出しないことから貧珪藻帯とするが、堆積環境を推定するのは困難で

ある。

◎Ⅲ帯（16層弓5a層e14層言13層中部弓3層下部：試料番号35◎32◎3巨28）

本管は、好止水性種および陸生珪藻が優占して産出しているが、種組成の変化によって、さらに3つ

の亜帯（Ⅲ－1◎2e3亜帯）に細分される。

⑳Ⅲ－1亜帯（16層：試料番号35）

好止水性種の丹誠Jarlaco月S血e月S、fYag磁石aVreSCe月S、陸生珪藻の短刀0存apraerU錘Var．掠de月S、

Ⅳ飢彙思ねガ用五m等が卓越することが特徴である。

枠∂彿ねrねco月S血e月S、Fraかね貢avresce月S等は、湿地等の止水域に生育している種群であるが、他方、

楠VfcUJa用扉ica等の陸生珪藻は冠水することが少ない環境に生育する一群である。

以上のような種群の共産は湿地の環境を示し、部分的には表層が乾くような場所も存在するような環

境が推定される。

⑳Ⅲ－2亜帯（15a層e14層：試料番号32◎31）

本亜帯では、好止水性種および陸生珪藻が高率に認められた。多産した好止水性の種群の中でA臣

ねCOSlragra月Ula払Auねcos存∂れ∂方caは、浮遊性種あるいは臨時浮遊性種であり、池沼あるいは湖沼等

のある程度の水深を有する水域に特徴的に認められる種である。また、丹agllarlaCO月S血e月S、丹agl－

ねr蕗Ⅴ存esce月S等は、湿地あるいは沼沢地で水の移動による影響が少ない水城の縁辺部（潟）に付着生

育する一群である。

以上の種群が高率に産出したことから、下位層準のⅢ－1亜帯に比較して水位が上昇した可能性が高

く、池沼化した可能性が高い。但し、陸生珪藻を伴うことあるいは低率ではあるが好流水性種が産出さ

れることを考慮すると、周辺に表層が乾くような場所が存在していたことが示唆され、少なからず周辺

からの流れ込みの影響を受けた可能性がある。
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◎Ⅲ－3亜帯（13層中部：試料番号28）

流水不定性種および陸生珪藻が高率に出現し、好流水性種を伴う群集組成である。本亜帯の場合、と

くに陸生珪藻の比率が高い。このような群集は、基本的に2次的な堆積物の影響を受けた混合群集と考

えられる。

すなわち、好流水性種を主として流水不定性種のいくつかほ言鋸監等による流れ込みの堆積物に混入

していたものと考えられ、氾濫後に水の停滞することはなく、早い時期に裸地化した可能性が高い。水

が停滞しなかった根拠としては、陸生珪藻が多産したことによるが、このことは上述したⅢ－2亜帯の

時期とは異なり、極端に地下水位が低下した可能性がある。

⑳Ⅳ管（13層上部◎12b層弓2a層：試料番号24◎2巨20）

本帯は、珪藻化石が少なく、貧珪藻化石帯とした。

⑳V帯（11層：試料番号19）

流水不定性種および陸生珪藻化石が多産することが特徴である。また、貧塩一好塩性種のガムopaJ0－

dla蛮地er血が卓越している。本種は、海成層から検出された例も多く認められる。（安藤◎南島

1983など）。また、田中（1987）によると、群馬県内の古代水田からも本種が多産しており、当時の水

田土壌に多量に出現したことは、水田の水が塩類を豊富に含んでいたことを示しているとしている。さ

らに、奥平温泉（田中◎中島1985）、四万温泉（福島，1950）など塩類を多く含んだ温泉からの報告

も多い。このことは、本地点においてもこの時期に水中の塩類濃度が高くなったことを物語っており、

それは閉鎖的な水域であったことを示唆している。一方、陸生珪藻の短刀ZSC短aam面前yS、P月月日ねr一

元sc roeded等は、比較的乾いている場所に広範に認められる種であるが、Dpo月e元ya紬短e月S蕗は、

湿地でも比較的乾いた場所に認められる種である。

以上の群集から、湿地でも表層が乾くような環境が推定される。層相の観察結果をみても本層準は泥

炭で構成され、産出した珪藻化石の示す環境と調和的である。また、とくに表層が乾くような環境は、

この時期の水位が15層あるいは14層と比較して低かったことを示している。また、部分的に水域が存在

しても、周囲からの水の流入が少ないために淀んだ状況にあった可能性がある。

⑳Ⅵ帯（10層上部◎9b層：試料番号10e8）

本管も珪藻化石の産出量が少なく、堆積環境の推定は行えないが、産出した種の組成は、後述する上

位層に近似している。

⑳Ⅶ帯（9a層e8b層：試料番号7e5）

流水不定性種および陸生珪藻で構成される。とくに本管を特徴付けているのは、流水不定性種の

短刀0存apeC血∂万svar．用月Or、凸月月日短ねⅤ前繭、陸生珪藻のgu月0存apraer叩ねVar．壷月S等であるが、

これらはすべて湿地に特徴的に認められる種類である。これらの種が卓越することと陸生珪藻の比率が

高いことから湿地であるが、乾いた場所が多く分布するような環境が推定される。

◎Ⅷ帯（8a層：試料番号1）

本管は、好流水性種および流水不定性種が優占し、下位の層準で多産した陸生珪藻は低率ながら認め

られた。

好流水性種は、Acカ月∂融短Sね月CeO短e、ね止血e如月e月S元var．月e靡ec払　ねⅤ元日ねⅤ前血ね等の河川

あるいは沼沢地等の常に流れのある水域に生育する種群である。他方、陸生珪藻およびgu月0存ae凸月＿

甜丑訂元等の好湿地性の種群は、極めて少ない。

したがって、本管の堆積時は、流水の影響を受ける沼沢地のような環境が推定される。

〈5水田中央　8層〉

産出した群集は、流水不定性種を主として好流水性種および好止水性種を伴う群集であり、種の産出
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率にばらつきが認められる。このような群集組成は、典型的な混合群集と考えられる。

したがって、上記のような混合群集から推定される環境は、流れ込みの影響を受けた沼沢地的な環境

あるいは撹乱の影響を強く受けた堆積物と推定することができる。本層は、水田跡が検出された層準で

あり、混合群集という組成は耕作による撹乱の影響と推察される。

〈8水田中央　8層〉

珪藻化石群集は、好流水性種および流水不定性種が優占する組成であり、とくに河川の指標種である

Ac短∂月建es毎月Ce月毎細が高率に認められた。また、組成全体は、比較的種数が多く産出率にばらつき

が認められることから、混合群集と判断される。

本層準も水田層と認識されており、混合群集の産出は、撹乱の影響によるものと推定される。珪藻化

石群集から判断される堆積環境は、流水の影響を受ける沼沢地のような環境が推定され、一般的に水田

耕作土の珪藻分析を行った場合の結果と調和する。一方、好流水性種の高率な産出は、直接的な河川の

影響（洪水）を受けた堆積物であるためか、あるいは人為的に河川から水を引き込んだことによるもの

かについては判断ができないが、層璃観察の結果では比較的細粒な堆積物であることから後者の可能性

がある。

〈井戸SE401〉

試料番号15の9の2試料と試料番号4では多産種が異なるものの、珪藻化石群集は流水不定性種およ

び陸生珪藻が高率に認められる点で一致している。試料番号15および試料番号9に認められた助鉦

ハく出　川り）廿日、、、、J川りJt′川面1日（・（・JJ、＼H＝川五川出川は、＼．＝椚1！H！日日＝（・！言－；の陣′I」用とはノ‖廿　工

属する。試料番号4の陸生珪藻も同様にA群として示されたグループに属しているだけでなく、コケ付

着珪藻としても知られる。（安藤，1985）。

このように陸生珪藻が多産したことは、常に冠水するような水域とは考えにくく、むしろ乾燥した環

境であった可能性がある。井戸埋積物の場合は、試料の採取層準が問題となるが、これまでの分析調査

事例では、ほとんどが陸生珪藻主体の群集で構成される。これは、井戸が廃棄された後は周囲から土壌

が流れ込み、埋積したことを意味しているものと考えられる。すなわち、井戸が機能していた時期には、

水が存在したと考えられることから、水生珪藻が繁茂したはずであり、陸生珪藻の比率を上回ると考え

られる。しかし、本分析結果のように大半が陸生珪藻で構成されるものは、井戸の壁面あるいは周囲の

地表から落ち込んできたものと解釈するのが妥当であろう。

＊陸生珪藻の中でも言慮り気のあるコケの土壌表層0岩石。壁などの表面のコケに付着して生育する耐

乾性のある種群をA群、湿った環境にも水中にも生育する種群をB群として区分されている（伊藤e

堀内，1991）。

花粉偲石◎種実遺体からみた薗礎盤変遷

は）花粉化石群集の特徴

各地点で得られた花粉化石群集を本遺跡の層序区分に基づき比較◎検討すると、2局地花粉化石群集

帯が設定される。これを下位よりI帯◎Ⅱ帯とする。I帯は、20層～6層がこれに相当し、スギ属◎ア

カガシ亜属の多産することが特徴である。本管は、随伴する種類によりI a亜帯◎Ib亜帯に細分され

る。I a亜帯は、20層～11層が相当し、スギ属◎アカガシ亜属の多産が特徴である。本亜帯は、指標テ

フラおよび遺構◎遺物の検出状況より縄文時代後◎晩期～古墳時代前期までと推定される。I b亜帯は

10層～6層に相当し、スギ属◎アカガシ亜属の他に、ツガ属が増加◎多産する。本亜帯は、遺構の検出

状況などを考慮すると、古墳時代前期～中世までと推定される。Ⅱ帯は6層～3層が相当し、マツ属が

高率に出現することが特徴である。本管は、遺構の検出状況を考慮すると、江戸時代と推定される。
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遺構埋積物の花粉化石群集は、次の通りである。古墳時代後期の区画溝跡覆土（SD4013）は、クマ

シデ属－アサダ属が最も高率に出現しており、I章「∵針帯とも全く異なる群集組成である。奈良時代の

溝状遺構（SD4092）の埋積物は、I帯とほぼ同様にスギ属eアカガシ亜属が多産するが、ブドウ属が

多く検出される点で異なる。平安時代の井戸（SE401）の埋積物は、マツ属◎スギ属ゆアカガシ亜属が

多産しており、Ⅲ帯下部と類似する。2号方形周溝墓の周溝埋積物は、スギ属◎アカガシ亜属が多産し

ておりI帯と類似する。

（2）森林植生

I a亜帯の頃、調査地点の周辺は、主にスギ属◎アカガシ亜属から構成される森林が存在していたと

推定される。この他にも、マキ属◎モミ属昏ツガ属◎マツ属などの針葉樹、ヤマモモ属◎クマシデ属－

アサダ属昏コナラ亜属◎シイノキ属⑳ここレ属…ケヤキ属などの広葉樹が生育していたと推定される。こ

れらの種類の中でアカガシ亜属◎シイノキ属が暖温帯常緑広葉樹林（照葉樹林）の主要構成要素である。

また、これ以外にも暖温帯を中心に分布する種類が検出される。これらのことから∴調査地点の周辺地

域は、現在でいう暖温帯に属しており、暖温帯林が成立していたと推定される。

I b亜帯の頃になると、基本的にはI a亜帯の頃と同様な植生であったが、周辺ではツガ属が増加し

たと推定される。ツガ属は、モミ属とともに暖温帯から冷温帯の移行帯（中間温帯）で森林を形成する

種類である。このように中間温帯林構成要素のツガ属が増加することから、降水量の増加8気温の冷涼

化などの気候的な変化が生じた可能性がある。

Ⅱ帯の頃になると、それまでとは全く異なった植生に変化したと推定される。調査地点の周辺では、

スギ属⑳アカガシ亜属が減少して〕・マツ属が増加した。最終氷期最盛期以降、マツ属が増加する現象は

各地で確認されており、これが人間の影響に起因しているとされている（塚田，1981）。ここでのマツ

属の増加も既に稲作や畑作などが行われていたことなどから、人間が周辺植生に対して著しく影響を与

えたことに起因していると考えられる。このように調査地点の周辺は、主にマツ属から構成されるマツ

二次林が成立していたと推定される。

ところで、古墳時代後期の区画溝跡（SD4013）覆土ではクマシデ属－アサダ属が最も高率に出現し、

奈良時代の溝状遺構（SD4092）ではブドウ属が多産する。これより、一時的にこれらの種類が調査地

点の付近に生育していた可能性がある。一方、平安時代の井戸（SE401）埋積物は、Ⅲ帯下部の堆積物

が混入している可能性がある。

今回、本遺跡で得られた花粉化石群集は、御殿場地域（宮地の鈴木，1986）、丹那盆地（東郷◎橋屋，

1984）など静岡県東部地域で得られている花粉化石群集とほぼ同様な傾向を示し、スギ属砂アカガシ亜

属からマツ属へ移行する群集組成の変化が認められた。今回の分析調査により城北平野では、中間温帯

林構成要素が古墳時代前期の頃から増加することや、マツ属が急増する時期が江戸時代以降であること

が明らかにされた。

（3）低地の古植生

20層～13層が堆積した縄文時代後砂晩期～弥生時代中期まで、周辺低地には、ガマ属¢ヒシ属◎サン

ショウモなどが生育する水湿地が存在していたと推定される。これらの種類の中で、ヒシ属が水面に葉

を浮かべて生活する水生植物（浮葉植物）であり、サンショウモが水面に浮いて生活する浮水性のシダ

類であることから、この水湿地は水の流れがほとんどなかったと推定される。このような水域の縁辺部

やその周辺には、イネ科◎カヤツリグサ科◎サナエタデ節－ウナギツカミ節eゴキゾル属のヨモギ属な

どが生育していたと推定される。

12層～8層では、ガマ属◎ミクリ属◎サジオモダカ属◎オモダカ属ゆ　ミズアオイ属◎　ミズワラビ属◎

サンショウモ◎アカウキクサ属などの花粉化石が検出される。また、イボクサ◎ホタルイ属ゆオモダカ
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科eオモダカ近似種あるいはオモダカ科など水湿地に生育する種類の種実遺体も検出される。これより、

周辺には先に述べた水湿地生植物が生育していたと推定される。また、周辺では主にイネ科植物が生育

していたが、9層堆積時にはカヤツリグサ科が増加したと推定される。ところで、12層では栽培植物と

されるイネ属の花粉化石が、8層になると花粉化石以外にも粗が検出される。これより、12層◎8層上

面で弥生時代中期～古墳時代前期および古墳時代後期頃の水田址が確認されるが、現在の水田耕作土表

層において花粉化石の動態研究を行った結果、イネ科花粉の中でイネ属花粉が占める割合は30％である

ならば、その近傍で現在に近い集約度で稲作が行われていたとみなすことができるとされており（鈴木◎

中札1977）、これにしたがうと、花粉分析結果からも周辺で稲作が行われていたと判断される。

6層～3層では、ガマ属eミクリ属のサジオモダカ属eオモダカ属eホタルイ属◎イボクサ属◎ミズ

アオイ属。ミズワラビ属◎サンショウモ◎アカウキクサ属などの花粉化石やホタルイ属◎イグサ属◎オ

モダカ科などの種実遺体も検出される。これより、7層の砂礫層が堆積した後、周辺は再び水湿地生植

物が生育する水の流れがほとんどない湿地のような水域が存在していたと推定される。そして、周辺で

は主にイネ科植物が生育しており、イネ属が検出されていることから再び稲作が行われていたと推定さ

れる。また、D地点6a層より畑作植物とされるソバ属が検出されることから、周辺地域でソバ栽培が

行われていたと推定される。このソバ属は、4層あるいは3層で多産する。とくに徴高地上のC地点で

は、他の地点と比べて高率である。ソバ属の花粉は、耕作地から離れると極端に出現率が低下すること

が知られている（中村ほか，1981）。このことを考慮すると、本遺跡付近でソバ栽培などが行われてい

た可能性がある。また、3層では、C地点で畑作植物とされるゴマ属も検出されていることから、ゴマ

も栽培されていた可能性がある。ところで、SD4001から、モモとヒョウタン類の種実遺体が検出され

ている。これらの種類は、人間が生活する上で有用な植物であり、当時食用などに利用されていた可能

性がある。

6　粒極細成

（1）各地点の粘土◎シルト◎砂分

測定結果を図17～43に示す。また、測定結果より求めた砂。シルト◎粘土3成分の層位変化を図44に

示す。

〈A地点〉

7層（上部）では、砂粒子（0。074－2。00mm）とシルト◎粘土粒子（0．074mm以下）がほぼ半々の割合

である。一方、6層e5b層e4b層64a層◎3層では、シルト◎粘土粒子が90％前後の著しく高い

値を示し、7層とはあきらかに異なる組成を示す。とくに5b層e4b層◎4a層では粘土粒子（0。005

mm以下）が60％以上もあり、より細粒質な無機物粒子の堆積が認められる。

〈C地点〉

5層では、砂◎礫粒子（0．074mm以上）が30％、シルトe粘土粒子が70％の倍を示し、A地点の5b

層とやや異なる組成が認められる。ただし、粘土粒子の債がシルト粒子（0。074～0。005mm）の値よりも

高い点で共通している。一方、4層◎3層では、シルトe粘土粒子が90％近い債を示し、A地点の4a

層◎4b層e3層に類似した組成が認められる。

〈D地点〉

6b層◎6a層では、ほぼ同じ粒径組成を示し、シルトe粘土粒子が約80％の倍である。この値は、

A地点の6層に比較してやや小さいものの、粘土粒子は本地点の方が大きい。5層では、シルト◎粘土

粒子が90％以上と著しく高く、その内、粘土粒子は70％近い債を示す。この組成は、A地点の5b層と

類似する。また、3層もシルト◎粘土粒子が80％以上の値を示し、A e C両地点の3層と類似した組成
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が認められる。

〈E地点〉

7b層◎7a層では、両者の粒径組成がほとんど変わらず、シルトe粘土粒子が約70％の値を示す。

これは、A地点の7層（上部）に比較して砂粒子の債が低い。しかし、シルト粒子が粘土粒子より高い

値を示している点で共通している。また、本地点の試料中でも粘土粒子の値が最も低い。6b層◎6a

層では、6b層でやや砂粒子の値が高いものの、シルトe粘土粒子は80％前後の近似した値を示す。し

かも粘土粒子の方がシルト粒子の催より高い点で共通している。この傾向はD地点と同様である。5b

層◎5a層では、両者の粒径組成はほとんど変わらず、シルト粘土粒子が90％以上の著しく高い債を

示す。しかも粘土粒子の値が70％近い値を示し、A地点の5b層あるいはD地点の5層とほぼ同じ組成

である。4層◎3層では、砂粒子が20％、シルト◎粘土粒子が80％の債を示し、両層ともに近似した粒

径組成が認められる。また、この組成はD地点の3層あるいはC地点の4層と類似する。

〈F地点〉

20層弓9層弓8層弓7層ゆ16層言15層弓4層では砂粒子が極僅かであり、そのほとんどがシルト◎粘

土粒子である。しかも粘土粒子が70％以上の値を示している点で、かなり微細な無機物粒子の堆積が認

められる。一方、13層弓2層弓1層ではシルト粘土粒子が100％近い値を示す点において20層～14層

と同じである。しかし、粘土粒子とシルト粒子の割合がほぼ半々になり、あきらかに組成変化が認めら

れる。さらに10層◎9層ではシルト粒子が80％以上の債を示し、ここでも組成変化が認められる。8b

層e8a層については、両者の粒径組成が全く異なり、8b層では20層～14層と同様に粘土粒子の倍が

著しく高い。これに対し、8a層では砂粒子の値がやや高く、シルト粒子と粘土粒子の割合がほぼ半々

になる。したがって、本地点の堆積層は粒径組成の変化から5つの層理に区別される。

〈1水田中央。4水田中央〉

6b層。6a層では、6b層で砂粒子の値が高く、シルト粘土粒子に10％の差が認められる。ただ

し、粘土粒子がシルト粒子よりも高い値を示している点で共通する。また粒径加積曲線のパターンでは、

ほぼ同様な粒径組成が認められる。これは、D地点の6b層◎6a層と類似する。5層では、シルト◎

粘土粒子が90％近い値で、そのうち粘土粒子は約60％の債を示す。この組成は、C地点を除く各地点の

5層で共通する。また、4水田中央についても6b層◎6a層◎5層。4層の各層ともに各調査地点の

各層とほぼ同じ粒径組成を示す。すなわち、6b層と4層では砂粒子がやや高い値を示すが、粘土粒子

がシルト粒子よりも高い。

〈5水田中央◎8水田中央　8層〉

両地点の粒径組成は同じ8層でもやや異なり、8水田中央の方が粘土粒子の値が高い。F地点の8層

との対比では、両地点ともに8b層に近似した粒径組成である。

〈No．25トレンチ①◎②12層〉

両地点ともに同じ粒径組成である。また、F地点の12層との対比ではシルト粒子の値がやや小さく、

粘土粒子の債が大きい傾向にあるが、粒径加積曲線のパターンはあまり変わらない。

〈東側土塁〉

No。8では、砂e礫粒子（0。074mm以上）が30％、シルトe粘土粒子が70％の債を示す。No。6では砂e

礫粒子が40％、シルト◎粘土粒子が60％の債を示す。粒径加積曲線のパターンでは、本地点のN0．8と

同様な粒径組成を示す。ただしNo。6◎No。8ともにF地点の12層と比較すると礫分が多い点で異なる。

（2）A地点◎C地点e D地点の礫層（7層）の粒度分布

結果は、表14◎図45に示す。A地点、C地点、D地点ともに2。00～4。76mm粒径範囲粒子の個数が多く

（約80％）、以下粒径が大きくなるにつれて個数は少なくなる。一方、質量については3地点ともに
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衷摘　風地点、G地点、沙地点の礫腰の粒径組成

地　 点 粒　 径 2 。0 0 4 ．7 6 9 。5 2 1 9 ．1 2 5 。4 3 8 。1 5 0 。8

A　 地　 点 個 数 （％ ） 7 6 ．3 4 1 8 。2 6 4 。7 8 0 。2 8 0 。2 4 0 ．0 7 0 ．0 3

重 量 （％ ） 7 ．2 8 1 6 ．7 7 3 2 。0 9 8 。9 5 1 5 。0 4 1 0 ．4 8 9 ．3 9

C　 地　 点 個 数 （％ ） 7 8 ．5 3 ユ7 ．2 3 3 。6 9 0 ．1 9 0 ．2 9 0 ．0 6 0 ．0 1

重 量 （％ ） 1 0 ．5 6 2上 3 6 3 2 ．7 3 6 ．3 3 1 7 。8 0 8 ．9 4 2 。2 8

D 地 可

i

個 数 （％ ） 7 9 。9 5 1 7 ．0 1 2 ．7 3 0 。2 1 0 ．0 8 0 ．0 1 0 ．0 1

重 量 （％ ） 1 6 ．5 4 2 8 。3 6 3 0 ．1 6 1 0 ．0 0 7 ．8 5 3 ．0 1 4 ．0 8

衷臓　風地点⑳踪地点◎沙地点の礫の閤磨度

円磨 度 1 2 3 4 5 6

A　 地　 点 0 0 19 ．6 4 1 ．2 2 9．5 9 ．7

C　 地　 点 0 0 13 ．l 3 5．3 38 ．4 13 ．2

D　 地　 点 0 0 2 0．3 37 ．4 3 2 。0 10 ．3

9052～1901mm粒径範囲粒子が最も高く（30％以上主　これを頂点として両サイドに減少する傾向がヒス

トグラムから認められる。円磨度については、円磨度4砂5の亜円礫の円礫の割合が3地点ともに高

い。

（3）堆積物の粒径組成の変化

以上の結果、粒径組成による層位変化の概略を述べると以下のようになる。

20層～14層（F地点）では、砂粒子を全く含まない極微柵粒子が多く堆積する。

13層～11層（F地点、No。25トレンチ①ゆ②）では、砂粒子はほとんど含まないが、20層～14層に比

較してシルト粒子の割合がやや多くなり、堆積環境の変化が想定される。

10層～9層（F地点）では、13層～11層よりもさらにシルト粒子の割合が多くなり、堆積環境の変化

が想定される。

8層（F地点、5水田◎8水田中央）では、砂粒子を含む層と含まない層に区分され、含まない層で

は粘土粒子の割合が10層～9層に比較して高く、堆積環境の変化が想定される。一方、砂粒子を含む層

は、上位の7層に砂礫層が堆積していることから、この影響を受けているものと考えられる。すなわち、

8層本来の組成は20層～14層同様に極微細粒子の堆積層と想定される。

7層（A地点、C地点、D地点、E地点）では、砂粒子だけの層と礫粒子をともなう層に大別され、

断面観察の結果でも氾濫原堆積物であることは疑いの余地がない。礫の運搬◎堆積の状況は、A地点◎

C地点◎D地点ともに同様であったと推定される。また、礫の形状として角礫がほとんど認められない。

また、その礫層上部の砂層は、氾濫の影響が若干弱まった時に堆積したと推定される。なお、E地点で

は、シルト以下の粒子もかなり多く含まれることから、氾濫原から多少維れた位置にあった可能性があ

る。

6層（A地点、D地点、E地藍1水田◎4水田中央）では、砂粒子の割合がやや多い層とシルト以

下の粒子がかなり多い層に大別される。砂粒子の多い層は、いずれも7層の直上に位置していることか

ら、7層の影響を多少受けていると考えられる。したがって、6層堆積時には再び静隠な堆積環境にな

ったことが想定される。
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試 料 名 恥 ．6 鮎 ．8

ふ

る

い

分
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粒 径 mm h質 量 百 分 率 篤 粒 径 鼎 質 量 百 分 率 篤
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1 9．1 1 0 0．0 1 9．1 10 0．0

9．52 9 9．0 9．52 9 9．3

4．7 6 9 4．0 4．76 9 7．5

2．00 8 8．6 2．00 9 2．3

0．84 8 0．9 0．84 8 6．8

0．42 7 5．5 0．42 8 1．g
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比
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浮
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試料名 恥．6 恥．8
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図43　東側土塁No．6・N0．8の粒度試験結果

5層～3層（A地点、C地点、D地点、E地点、1水田◎4水田中央）では、シルト以下の粒子の割

合が多く、基本的に6層とほぼ同じ組成を示す。したがって、これら堆積時期には比較的静隠な堆積環

境が想定される。なお、粒径加積曲線より求められた均等係数＊1、曲率係数＊2から、5層の粒径組成が

比較的「粒度分布が良い」と判定され、他の層は曲率係数が基準値（1～3）をはずれる。

＊1，＊2　これらの値はUc＝D60／DlO、Uc′＝（D30）2／（DlOXD60）の式で計算される。これらは粒

度分布の状態を知るために、粒径加積曲線の広がりや形状を数値的に表した指標である。その中で均等

係数Ucは、粒径加積曲線の傾度を表すもので、大きくなるほど粒度分布が広いことを示している。一

般に、Ucが4～5以下の場合は「粒度分布が悪い」といい、10以上は「粒度分布が良い」といわれて

いる。これらの表現は土の締固めの難易度に対応したものである。また、曲率係数Uc′は粒径加積曲

線のなだらかさを示すもので、Uc′が1－3の場合に「粒度分布が良い」としている。すなわち「粒度

分布が良い」ためにはUcとUc′に関する上記の条件を同時に満足する必要があり、その両方または片

方が満足されないときは「粒度分布が悪い」判定となる。
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豊壌の偲学的特性

結果を表16に示す。また、各分析項目毎の層位変化と、作物（水稲）の健全な生育が期待できる水田

土壌の化学性改善目標値の範囲（以後、「改善目標値」という。）を図46に示す。

〈A地点〉

pH：各層ともにpH（H20）5。5前後の弱酸性を皇し、その反応は近似する。また、この反応は改良目

標値（6。0～6。5）よりも0。5～上0程度近い債を示す。しかし、水田土壌の場合は還元状態が進むにつれ

てpHは上昇するので、それほど大きな阻害要因ではない。

腐植：5b層が最も高く（6。12％）、4層も4。0％前後の比較的高い債を示す。一方、7層は最も低く

（上0％未満）、改善目標値2。0％以下である。

可給態窒素：3層～6層で5。Omg前後の近似した債を示し、7層だけが改善目標値5。2mg（培養法によ

る改善目標値8～20m9に希硫酸浸出法で行った場合の係数を換算した債）以下である。

CEC：5b層が最も高く（26。6me）、次いで4b層が高い債（24．9me）を示す。また7層以外は、

20。Ome前後の比較的高い億が認められる。なお、7層も含めた各層ともに改善目標値12me以上である。

全リン酸：3層で最も高く（7工1m9主　4b層で最も低い値（35。5m9）を示す。仝リン酸における改

善目標値はない。しかし、農林水産技術会議事務局（1991）の土壌蓄積リン酸の再生循環利用技術の開

発報告から推定した低地土の仝リン酸の自然斌存量は多くても120mg程度と考えられる。これを指標に

今回の結果をみれば、最も高い債を示す3層においても自然賦存量範囲内と思われる。

有効リン酸：7層で最も高く（10。4m9）、4a層で最も低い倦（3。2mg）を示す。他は、おおよそ5。0

～6。Omg前後の範囲にある。その中で改善目標値10。Omg以上の値を示す層は、7層だけである。

リン酸吸収係数：3層～6層までの範囲はおおよそ800～900前後で、比較的近似した債である。一方、

7層は500未満の著しく低い債を示す。改善目標値は1，500が上限で、それ以下であることが必要とされ

ている。すなわち、1，500以上ではリン酸の施肥効率が悪いため、作物生産の阻害要因となる。今回の

結果では、各層ともに問題となる債は認められない。

可給態ケイ酸：各層の範囲は9～12mq前後で、比較的近似した値を示す。しかし、いずれも改善目標

値15mg以下の値である。

遊離酸化鉄：各層ともに1。0％前後の近似した債を示す。その中で改善目標値0。8％未満の層は、6層◎

7層である。

〈C地点〉

pH：各層ともにpH（H20）5。0前後の酸性を里し、その反応は近似する。この反応は改良目標値より

も工0～1．5程度低い債を示すが、それほど大きな阻害要因ではないと思われる。

腐植：3層で最も高い値（工64％）を示すが、いずれも改善目標値以下である。

可給態窒素：各層とも5。Omg前後の近似した値を示すが、3層◎4層で改善目標値以下の債が認めら

れる。

CEC：各層とも17me前後の値を示し、改善目標値12me以上である。

全リン酸：5層で最も高い債（187．4m9）を示す。この値は、自然賦存量指標債より著しく高く、し

かも腐植量がそれほど高くないことから判断して、何らかの影響によるリン酸の富化が想定される。

有効リン酸：4層で最も高く（9。5m9）、その他は5mg前後の債を示す。いずれも改善目標値以下である。

リン酸吸収係数：各層とも700～800前後の近似した債を示し、いずれも1，500より低い債である。

可給態ケイ酸：各層の範囲は10～13mg前後で、比較的近似した値を示す。いずれも改善目標値以下で

ある。

－262－



遊離酸化鉄：5層で最も高く（2。9％）、その他は2％未満の債を示す。いずれも改善目標値以上である。

〈D地点〉

pH：6b層の試料番号9で最も高いpH（H20）6。6の徴酸性を皇し、3層の試料番号1で最も低い

pH（H20）4。9の酸性を呈する。また、全体的に下層になるにしたがいpHが上昇する傾向が認められる。

改良目標値に対する評価は工0程度低い値を示すものが多く認められるが、それほど大きな阻害要因と

なる値ではない。

腐植：5層の試料番号3－1で最も高い億（3。03％）を示すが、その他もおおよそ2％前後の億が認

められ、全体的に近似している。改善目標値に対する評価は、目標値未満の試料が1～2点認められる

が、全体的にほぼその下限値内である。

可給態窒素：5層の試料番号3－1と6a層の試料番号3－2で最も高く（8。2、8。7mg）、次いで3

層の試料番号162で高い値（5。6、5。3m9）を示す。改善目標値の評価では、この4点が目標値以上で

あり、その他は目標値未満である。また、目標値未満の試料は、いずれも6a層の試料番号3－2より

も下層であり、その変化は徐々に減少している。

CEC：5層の試料番号3－1と6a層の試料番号3－2で最も高い催（20。5、20。9me）を示す。その他

も18～20meの範囲にあり、全体的に近似した倍である。改善目標値の評価はいずれも目標値以上である。

全リン酸：3層の試料番号1で最も高く（111。5m9）、次いで同層の試料番号2で高い債（82。6mg）を

示す。なお、いずれも自然既存量指標催より高い債は認められず、特徴的な富化はない。

有効リン酸：6a層の試料番号7－1で最も高い値（6。5m9）を示すが、改善目標値10。Omg以上の債

を示す試料は認められない。

リン酸吸収係数：各試料の範囲はおおよそ800～900前後であり、全体的に近似した債を示す。また、

いずれも改善目標値を満足し、間道となる債は認められない。

可給態ケイ酸：6a層の試料番号8◎9で15mgの最も高い値を示し、その他は11～14mg前後である。

全体的に近似した値であるが、改善目標倍以上の債は6b層の試料番号8◎9だけである。

遊離酸化鉄：各試料の範囲はおおよそ上0％前後で、全体的に近似した値を示す。いずれも改善目標

値以上である。

〈E地点〉

pH：各層ともにpH（H20）5。5前後の弱酸性を皇し、その反応は近似する。また、この反応は改良目

標値よりも0。5～1。0程度近い債を示す。しかし、それほど大きな阻害要因となる債ではない。

腐債：5a層◎5b層で6．5％前後の最も高い値を示す。その他は2％前後～4％未満の債である。

改善目標値に対する評価は、3層が目標値未満の債を示す。

可給態窒素：6a層で最も高い値（13。Omg）を示し、その他は4～6mg前後の比較的近似した値であ

る。改善目標値の評価では、3層e4層e6b層が目標値以下である。

CEC：5a層e5b層で最も高い債を示す。その他も16～19meの比較的近似した債が認められ、改

善目標値の評価でもいずれも目標値以上である。

全リン酸：層位変化では下層になるにしたがい減少していく傾向が認められるが、全体的に自然賦存

量指標催より高い値はなく、特徴的な富化は認められない。

有効リン酸：各層とも3～4m9前後の近似した債を示し、改善目標値以上の値を示す試料は認められ

ない。

リン酸吸収係数：各試料の範囲はおおよそ700－900前後であり、全体的に近似した値を示す。また、

いずれも改善目標値を満足し、問題となる値は認められない。

可給態ケイ酸：各層とも10～13mg前後の近似した値を示し、改善目標値以上の債は認められない。
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遊離酸化鉄：各試料の範囲はおおよそ1。0％前後で、全体的に近似した億を示す。いずれもかろうじ

て改善目標値以上の債である。

〈F地点〉

pH：pH（H20）の範囲が4。0～5。5前後の強酸性～弱酸性である。その中で8b層◎14層◎17～19層

は4。5未満の値を示し、酸性～弱酸性の強い酸性反応が認められる。これら試料は、後述する腐植含量

とリン酸吸収係数の値が比較的高い。いずれにしても作物生産にとっては大きな阻害要因である。なお、

その他の試料はとくに問題のある反応は認められない。

腐植：8b層で最も高い倦（19。42％）を示す。この債は今回分析した試料中最も高い債であり、本

土層にはかなりの有機物が含まれていると言える。この他にも11層弓4層弓7層も10％を越える高い債

が認められる。改善目標値に対する評価では、いずれも目標値以上の値を示す。

可給態窒素：17層で最も高い債（31。6mg）を示し、この値も今回の分析試料中最も高い債である。そ

の他にも20mgを越える試料が5点（11層言13層◎14層弓5層◎16層）ある。これら試料は、概して腐植

含量も高い傾向にある。改善目標値の評価では、F地点全体が他の地点に比較して高い債を示し、いず

れも目標倍以上の値が認められる。

CEC：8b層で最も高い値（40。Ome）を示す。この債も今回の分析試料中最も高い値である。また、

全体の変化は腐植含量と全く同じで、改善目標値の評価は18層を除くいずれの試料も目標値をはるかに

越える値である。

全リン酸：14層～17層、19層◎20層では、いずれも150mg以上の値を示し、自然斌存量指標値より高

いことが認められる。とくに20層◎16層◎17層の含量は特徴的な富化として指摘できる。

有効リン酸：9層で最も高い倦（9。9mg）を示すが、いずれも改善目標値以上の債は認められない。

リン酸吸収係数：8b層、14層◎15層、17層言9層◎20層では工500あるいはそれ以上の高い債を示し、

自然肥沃度の面から改善の必要性がある土壌と認定される。また、これらの中で腐植含量が10％を越え

る8b層、14層、17層は、その性質が黒ボク土と類似する。その他の試料については、いずれも1，000

あるいはそれ以下であり、とくに問題のある債ではない。

可給態ケイ酸：各層とも2～4mg前後の近似した値を示す。本地点の含量は他の地点の含量に比較し

て著しく低く、改善目標値よりもはるかに低い値である。この原因は、おそらく母岩e母材のケイ酸量

が非常に少ないためと思われるが、詳細はわからない。

遊離酸化鉄：16層◎17層◎19層◎20層で3～4％前後の高い値を示す。その他の範囲はおおよそ上0％

前後であり、かろうじて改善目標値以上の債を示す試料と、それ以下の試料が1～2点認められる。

〈1水田〉

pH：南、中央、北の各層ともにpH（H20）・5の0～5。5前後の酸性～弱酸性を呈し、その反応は比較的

近似する。また、この反応は改良目標値よりも1．0～工5程度低い債を示す。しかし、それほど大きな阻

害要因となる債ではない。

腐植：南、中央、北ともに5層で最も高い債を示す。その他は1～2％前後の債で、6層において改

善目標値以下の試料が多く認められる。

可給態窒素：南、中央、北ともに5層で比較的高い値を示す。とくに北の5層では5a層e5b層と

もに試料中最も高い債（1工8mg、1工7mg）が認められる。また、北では3層においても8mg以上の高い

債が認められる。その他は4～6mg前後の値である。改善目標値の評価では、6層において目標値以下

の試料が多く認められる。

CEC：南、中央、北ともに5層で20meを越える高い債を示す。その他も16～19meの比較的近似した

債が認められ、改善目標値の評価ではいずれも目標値以上である。
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全リン酸：南、中央、北ともに3層において比較的高い債が認められ、とくに北の3層で最も高い債

（10工5mg）を示す。また、層位的変化の特徴として下層になるにしたがい減少する傾向が認められる。

なお、自然賦存量指標倦より高い試料は認められない。

有効リン酸：南、中央、北ともに3層において比較的高い値が認められるが、各層とも比較的近似し

た債を示す。いずれも改善目標値以上の債を示す試料はない。

リン酸吸収係数：各試料の範囲はおおよそ700～900前後であり、全体的に近似した債を示す。また、

いずれも改善目標値を蒲足し、問題となる債は認められない。

可給態ケイ酸：各層とも10～13mg前後の近似した債を示し、改善目標倍以上の試料は認められない。

遊離酸化鉄：各試料の範囲はおおよそ工0～2．0％までで、全体的に近似した値を示す。いずれもかろ

うじて改善目標倍以上の値である。

〈4水田〉

pH：東、中央、西のほとんどの層でpH（H20）5。0～6。0前後の弱酸性を呈するが、中央、西の6層

では弱酸性よりも酸性の反応が弱い徴酸性を呈する。改良目標値による評価では1。0～工5程度目標値よ

りも低い債を示すが、それほど大きな阻害要因となる催ではない。

腐植：東、中央、酋ともに5層で高い債を示す。その他の大部分は1～2％前後の債で、3層◎6層

において改善目標値以下の試料が多く認められる。

可給態窒素：一部の試料を除き、東、中央、西の各層ともに5～6mg前後の比較的近似した債を示す。

改善目標値の評価では、中央と西の各層に目標値以下の試料が多く認められる。

CEC：東、中央、西ともに5層で20meを越える高い億を示す。その他も16～19meの比較的近似した

債が認められ、改善目標値の評価ではいずれも目標値以上である。

全リン酸：東、中央、西ともに3層に比較的高い値が認められ、とくに中央の3層で最も高い倦

（105。6mg）を示す。また、層位的変化の特徴として下層になるにしたがい減少する傾向が認められる。

なお、ここでも自然賦存量指標債より高い試料は認められない。

有効リン酸：東、中央、西ともに3層に比較的高い債が認められるが、各層とも比較的近似した値を

示す。いずれも改善目標値以上の値を示す試料はない。

リン酸吸収係数：ほとんどの試料がおおよそ700－1，000前後であり、全体的に近似した債を示す。し

かし、中央の5層だけは他の試料に比較してあきらかに高い債を示す。いずれも改善目標値は満足して

いる。

可給態ケイ酸：各層とも9～13m9前後の近似した値を示し、改善目標値以上の試料は認められない。

遊離酸化鉄：各試料の範囲はおおよそ上0前後で、全体的に近似した債を示す。1～2点を除き、い

ずれもかろうじて改善目標倍以上である。

〈5水田中央◎8水田中央〉

pH：両水田ともにpH（H20）6。0前後の弱酸性～徴酸性を里し、その反応は近似する。また、この反

応は改良目標値をほぼ蒲足している値である。

腐植：両水田ともに10％前後の高い億を示し、改善目標値をはるかに越える。

可給態窒素：両水田ともに5mg前後の債を示し、改善目標値とほぼ同じ程度の倍である。

CEC：両水田ともに30meを越える高い債を示し、改善目標値をはるかに越える。

全リン酸：両水田ともに100mgを越える比較的高い債を示す。また、相対的には8水田の方が腐植、

CEC同様にやや高い。自然賦存量指標値より8水田で高い傾向が認められるが、これが特徴的な富化か

否かはわからない。

有効リン酸：5水田で改善目標値以上の値を示し、8水田も比較的高い値が認められる。
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リン酸吸収係数：両水田ともに1，000～1言00前後の債を示し、他の地点に比較するとやや高い傾向が

認められるが、改善目標値は蒲足し、問題となる債ではないと考える。

可給態ケイ醸：両水田ともに16～17m9前後の値を示し、改善目標倍以上の債が認められる。

遊離酸化鉄：両水田ともに2％の債を示し、改善目標倍以上の債である。

〈No。25トレンチ①◎②〉

pH：両地点ともにpH（H20）5。5前後の弱酸性を皇し、その反応は近似する。また、この反応は改良

目標値よりも0。5～工0程度低い値を示すが、大きな阻害要因となる値ではない。

腐植：両地点ともに3。5％前後の債を示し、改善目標倍以上の債を示す。

可給態窒素：②の方がやや高い債を示すが、両者の」範囲は6～8mgで比較的近似した値である。改善

目標値の評価では、目標値以上である。

CEC：両地点とも23meの値を示し、改善目標値以上である。

全リン酸：両地点ともに76m9の値を示すが、自然賦存量指標値内である。

有効リン酸：両地点ともに6mg前後の債を示し、改善目標値以下である。

リン酸吸収係数：両地点ともに900であり、改善目標値を満足している。

可給態ケイ酸：両地点ともに13m9前後の債を示し、改善目標値以下である。

遊離酸化鉄：両地点ともにおおよそ工0％であり、かろうじて改善目標値以上の値を示す。

〈東側土塁〉

pH：両試料ともにpH（H20）5。0前後の酸性を里し、その反応は近似する。また、この反応は改良目

標値よりも工0～工5程度低い債であるが、大きな阻害要因となる倦ではない。

腐植：Noe8の方が僅かに高い債を示すが、試料ともに3％程度の含量である。

可給態窒素：No。6の方がやや高い債を示すが、両試料ともおおよそ10mgの含量である。

CEC：No。8の方が20meを越える高い債を示す。

全リン酸：No。6の方が高い債を示す。

有効リン酸：両試料とも1mg前後の著しく低い値を示す。

リン酸吸収係数：両試料ともに1，000～1言00の値を示し、他の地点と比較するとやや高い傾向にある。

可給態ケイ酸：両試料とも2m9の著しく低い債を示す。

遊離酸化鉄：両試料ともに2。0％の債を示す。

以上の結果、各試料とも化学的な面での自然肥沃度的性質は改善目標値をほぼ満足する。また、粒径

組成の結果を踏まえて考えても水田土壌としての自然肥沃度は高いと判断される。但し、養分的な面で

は有効リン酸あるいは可給態ケイ酸が改良目標値より低い試料が多く認められる。一方、1水田あるい

は4水田の面的な調査結果、あるいはA地点～F地点の結果を総合すると、5層において自然肥沃度が

最も高く、養分的には3層で高い傾向が認められる。また、水田一区画における差は自然肥沃度的な面

においてほとんどないことがわかった。

ところで、養分的な面での改善目標値以下の問題については、現在の耕作においては作物の健全生育

のために改善を必要とする点があるが、水田の場合には潅漑水からの養分補給がかなりあること、畑に

比較してリン酸の有効率が高いこと、さらには土壌中での養分の移動、拡散等を勘案すれば、それが必

ずしも当時の状態を表しているとは限らない。したがって、この結果が当時の生産能力を著しく減退さ

せる要因とはならないであろう。むしろ水田層において腐植含量が高く、養分保持能力が高かった結果

を考えれば、作物栽培における倍地能力は高いと指摘できる。しかし、当時の肥沃度の問題を土壌理化

学的に判定するにはまだデータの蓄積が必要な段階であり、分析項目の選択にも課題が残されている。

また、微化石分析、とくに植物珪酸体分析との同一試料による評価も今後は必要である。
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8　古環境変遷r一一稲作の様態に関する検討を含め一百一一P

発掘調査の結果、縄文時代後◎晩期以降の堆積物が確認され、発掘調査などにより弥生時代中期以降

には低地を水田などに利用していたことが明らかにされた。人間の活動は、環境要因に大きく左右する

ために、遺跡周辺の古環境を明らかにすることは重要な意味を持つ。ここでは、テフラ分析◎粒度分析◎

土壌化学分析e珪藻分析e花粉分析e種実遺体同定の結果に基づき、本遺跡周辺低地の環境変遷史につ

いて検討を加え、同時に遺構埋積物および各時期の水田についても若干の検討を加えた。その後に、本

遺跡周辺の森林植生について述べる。

（1）低地の古環境変遷

◎20層～19層

20層が灰色シルト質粘土、19層が灰褐色腐植混じりシルト質粘土である。両層とも、砂分をほとんど

含まず、シルト（約25％）と粘土（約70％）からなる。本層準では、2種類のテフラ（火山灰4e3）

が検出された。これらのテフラは、火山灰4がKgに、火山灰3がF－Osにそれぞれ対比される。これ

より本層準は、縄文時代後e晩期の頃に堆積したと推定される。

本時期は、好止水性種と陸生珪藻が多産することから、閉鎖的で水の流れがほとんどない湿地のよう

な環境であったと推定される。ただし、20層堆積期は表層が干上がった場所も存在していたが、19層堆

積期になると浮遊性種が検出されることから、水位が上昇して池沼のような水域も存在していたとみら

れる。静岡平野北部（城北平野）から清水平野においてKg降灰層準は、長崎遺跡e瀬名遺跡◎川合遺

跡◎池ヶ谷遺跡などの発掘調査成果により泥炭あるいは黒泥土中であることが明らかにされており、本

平野の大半が湿地のような環境であったと推定されている。本遺跡では、泥炭あるいは黒泥土でないに

しろ、池沼的な環境で堆積したと推定された。これより、Kg◎F－Osが降灰した頃、南沼上丘陵付近

も安定した静隠な水域が存在していたとみられる。一方、周辺には、イネ科¢カヤツリグサ科eサナエ

タデ節－ウナギツカミ節などの革本類が生育しており、水深の深い場所にヒシ属が生育し、その縁辺部

などの水深が浅い場所にガマ属◎サンショウモなどが生育していたと推定される。

⑳18層～14層

本層準は、粒径的にみると砂分をほとんど含んでおらず、20層◎19層と同様であり、泥炭質粘土と灰

色を呈するシルト質粘土の互層である。本層準では、2種類のテフラ（火山灰2′e2）が検出された。

これらのテフラは、火山灰2′がOsIに対比され、火山灰2が弥生期火山灰群の1つに相当するとみら

れる。これより、本層準は、弥生時代前期の頃に堆積した可能性がある。

本層準では、好止水性種と陸生珪藻が多産する。とくに15層弓4層では、好止水性種の中でも浮遊性

種あるいは臨時浮遊性種が検出されており、流水性種がわずかながら検出される。以上のことから、周

辺は表層が乾くような場所もある湿地のような環境であったが、水位が上昇して池沼的な水域に変化し

たと考えられる。このような水域にはサンショウモなどが生育しており、また周辺にはイネ科eカヤツ

リグサ科eサナエタデ節－ウナギツカミ節¢ゴキヅル属◎ヨモギ属などの草本類が分布していたのであ

ろう。このように本時期も引き続き安定した環境であったと推定される。

ところで、17層弓5層e14層では、リン酸吸収係数が1500あるいはそれ以上の値を示す。一般的に、

リン酸吸収係数が1500以上の値を示す場合は、火山灰の影響を強く受けた土壌とされている。しかし、

17層e14層が泥炭質堆積物であり、15層が灰褐色シルト質粘土である。このような堆積物でリン酸吸収

係数が1500以上を示す調査例はあまり知られていない。これについては、現時点で詳細を検討すること

が不可能であり、今後の検討課題として残される。
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⑳13層

本層は、下位と比較してシルト分が多くなり、腐植を含む黄灰色～灰褐色シルト質粘土が堆積する。

本層では、弥生時代火山灰群の1つに相当するとみられる火山灰1が検出された。また、12層上面で弥

生時代中期～古墳時代前期の遺構が検出されている。これより、弥生時代前期～中期の頃に堆積した可

能性がある。

珪藻分析の結果、本層では流水不定性種e陸生珪藻が多産して好流水性種を伴う。また、本層ではラ

ミナがみられる。これらのことより、調査地点の周辺は流水の影響に伴い、その後に表層が乾燥するよ

うな環境に変化したと推定される。このように本時期は不安定な環境であった可能性が示唆される。

方、周辺の低地には、イネ科やカヤツリグサ科などが生育しており、水湿地にガマ属◎ミズワラビ属◎

サンショウモなどが生育していたと推定される。

◎12層

本層は、灰色シルト質粘土である。本層は、遺構e遺物の検出状況を考慮すると、弥生時代中期～古

墳時代前期の頃に堆積したとみられる。調査区内部では、微高地部で自然流路（第7遺構面）や方形周

溝墓が検出され、低地部で水田址がそれぞれ検出されている（第6遺構面）。

低地部に位置するF地点では珪藻化石がほとんど検出されないために、堆積環境について詳細に検討

することが不可能であった。しかし、ガマ属eミクリ属◎オモダカ属◎ホタルイ属◎ミズアオイ属◎キ

カシグサ属eミズワラビ属eサンショウモなど水生植物に由来する花粉化石e種実遺体が検出される。

これより、これらの水生植物が生育するような水湿地が周辺に存在していたことがうかがえる。また、

本層になると水田址が確認されイネ科花粉化石が多産し、その中でイネ属花粉化石の出現率が約30～40

％と高い。静岡平野北部における稲作開始時期は、瀬名遺跡や池ケ谷遺跡での発掘調査例から弥生時代

中期までに遡ることが明らかにされつつある。これらの遺跡と本遺跡がどのように関連してくるのか、

今後の調査課題であろう。以下に、自然流路（SD706主1号方形周溝墓e2号方形周溝墓の遺構埋積物、

東側土塁、12層水田について述べる。

〈自然流路（SD706）〉

珪藻化石e花粉化石ともほとんど検出されなかった。そのため、SD706が堆積した頃の堆積環境や遺

跡周辺の古環境について検討を加えることができなかった。

〈1号方形周溝墓〉

周溝埋積物からは、珪藻化石。花粉化石ともほとんど検出されなかった。そのため、周溝の堆積環境

や周辺の古環境について検討を加えることができなかった。

〈2号方形周溝墓〉

周溝埋積物からは、珪藻化石がほとんど検出されないが、花粉化石は良好に検出される。花粉化石群

集は、F地点と類似している。また、草本花粉でもイネ科が多産しており、F地点と類似している。こ

れより、ここでの花粉化石群集は、比較的広範囲の植生を反映している可能性がある。

〈東側土塁〉

微高地部と低地部の間には、南沼上丘陵から南西方向に向かい土塁が築かれている。この土塁からは、

珪藻化石e花粉化石とも検出されなかった。土塁の粒径組成は、F地点12層と全く異なった組成を示し

ており、礫e砂が多く含まれる。これより、少なくともF地点12層と異なった土壌を利用して構築され

たと判断される。

〈12層水田〉

本水田址は、弥生時代中期～古墳時代前期に相当すると考えられている。本水田址は、微高地北側で

南沼上丘陵に向かい緩やかに傾斜する後背湿地に位置する。区画は、大畦畔による地割りがなされ、そ
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の中をさらに小畦畔により碁盤削太に小区画されている。太畦畔珍小畦畔とも杭あるいは板材などによ

る補強はみられず、土盛り畦畔である。永田層は灰色を呈しており、約90％がシルト～粘土であり、わ

ずかに砂（約10％）を含む。

珪藻化石がほとんど検出されないために、水田内部の水質について詳細に検討することが不可能であ

った。ところで、小畦畔は発掘調査では数cm程度の起伏でしかなく、庄密を考慮してもさほど高いもの

でなかったと推定される。これらのことからみて、本永田の水位はそれほど高くなかった可能性がある。

水田部では、ガマ属eミクリ属のオモダカ属参ホタルイ属翁ミズアオイ属砂キカシグサ属ゆミズワラ

ビ属◎サンショウモなどの水生植物に由来する植物化石が検出される。これらの種類の中で比較的大型

の抽水植物であるガマ属を除く種類は、水田雑草として存在していた可能性がある。

水田層における土壌の化学的性質は、有効リン酸儲可給態ケイ酸を除き改善目標値を越える。また、

F地点と比較すると有効リン酸め可給態ケイ酸は、相対的に高い債を示す。これより、12層水田は、少

なくともF地点より肥沃な土壌と判断される。しかし、有効リン酸の可給態ケイ酸などの可溶性成分が

当時の状態をそのまま保っているはずはないので、養分の豊否までを判断することはできない。

一方、水田部と畦畔部を比較すると、土壌の粒径組成◎化学成分は類似している。また、花粉化石の

出現傾向も類似しており、イネ絆が草本花粉魯シダ類胞子の中で約60％検出され、その中で35％がイネ

属である。また、ガマ属⑳ミクリ属◎ホタルイ属鬱ミズアオイ属◎ミズワラビ属など水生植物に由来す

る植物化石が検出される。これらのことから、畦畔は調査地点付近の水田土壌を盛り上げて構築された

可能性が高い。

◎1＿1層

本層は、黒褐色泥炭質シルトからなる。遺構⑳遺物の検出状況を考慮すると、古墳時代前期の頃に堆

積した可能性がある。

H層では∴流水不定性種および陸生珪藻が多産し、また貧塩一好塩性種が多産する。花粉分析の結果、

本層ではガマ属◎ミズアオイ属⑳サンショウモなどの水生植物に由来する花粉化石が検出される。これ

より、H層堆積期になると、周囲からの水の流入が少ない淀んだ状況であった可能性があるが、表層が

乾くような場所が多く認められる湿地のような環境も存在していたと推定される。このような水域には

ガマ属◎　ミズアオイ属◎サンショウモなどが生育していたのであろう。また、周辺は主にイネ科植物が

生育していたと推定される。このような環境の下で腐植が集積したとみられる。本層は低湿地に位置す

るF地点のみでなく、12層水田の水田部の畦畔部も覆っている。したがって、12層水田の廃絶の要因は、

湿地化などの地形的な要因に関与していると考えられる。

⑳1錦上　8層

本層は、下位と比較してさらにシルト分が多くなり、黄灰色シルト質粘土昏褐灰色泥炭混じりシルト

質粘土、黒褐色泥炭質粘土からなる。8a層になると下位と比較して砂分が多く含まれ、灰色砂混じり

シルトとなる。本層は、遺構◎遺物の検出状況を考慮すると、古墳時代前期～後期の頃に堆積したと推

定される。

本層準の珪藻化石は、流水不定性種および陸生珪藻で構成されるが、中でも湿地に特徴的にみられる

種類が多い。ただし、8a層では陸生珪藻が減少し、好流水性種および流水不定性種が優占する。一方、

草本花粉では、主にイネ科◎カヤツリグサ科¢サナエタデ節－ウナギツカミ節などが多く検出される。

また、ガマ属のサジオモダカ属鋒オモダカ属eミズアオイ属ゆサンショウモ◎アカウキクサ属なども検

出される。

10層～8b層が堆積した頃の周辺は、表層が乾く場所もある湿地のような環境であったと推定される。

このような水城には、ガマ属◎サジオモダカ属◎オモダカ属魯ミズアオイ属のサンショウモ◎アカウキ
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クサ属など水生植物が生育していたと推定される。このような環境下で9層～8b層が堆積した頃、標

高の低い場所（F地点）では腐植が集積し、泥炭が堆積した。その後、8a層が堆積する頃になると、

流水の影響を受ける沼沢地のような環境であり、主にイネ科◎カヤツリグサ科が生育していたと推定さ

れる。

8a層が堆積した頃になると、イネ属比率が40～62％と高率に産出すること、イネの穎が検出される

こと、発掘調査により水田址（第5遺構面）が検出されたことから、本遺跡は生産域であったと考えら

れる。以下に8層水田について若干の検討を加える。

〈8層水田〉

8層水田の耕作土は、シルト～粘土であり、灰色を皇するグライ層である。しかし、5水田および8

永田とも好涜水性種が検出されており、水田内に水を導入した可能性もある。このことを考慮すれば、

地下水に依存した湿田と言いきれず、乾田あるいは半乾田であった可能性もある。ただし、珪藻分析の

みで水田の様態について言及するにはまだ多くの課題が残されている。とくに輪カンジキ型田下駄など

も検出されていることから、出土した農具なども考慮して水田の様態を再確認しなければならないと考

．、′：ノ

ところで、5水田と8水田とも珪藻化石群集は混合群集であるが、その種類構成は両水田で若干異な

る。5水田では流水不定性種を主として好況水性種および好止水性種を伴い、8水田中央では好流水性

種および流水不定性種が優占する。しかし、現在の水田土壌表層でも珪藻化石群集にばらつきがみられ

ることは、5水田と8水田で水田の様態が異なることを直接意味しているとは限らない。

一方、本水田層からほ、サジオモダカ属◎オモダカ属◎ミズアオイ属のサンショウモなどの花粉化石

が検出される。また、イボクサ属◎ホタルイ属◎オモダカ科◎イネ科◎カヤツリグサ科⑳タデ科などの

種実遺体が検出される。これらのことから、当時は、サジオモダカ属のオモダカ属㊧イボクサ属◎ホタ

ルイ属などのカヤツリグサ朴歯ミズアオイ属◎サンショウモなどが水田雑草として生育していた可能性

がある。

土壌の化学成分は、5水田と8水田でほぼ類似しているが、有効リン酸が8水田で改善目標値を下回

る。一方、非生産地とされるF地点8a層と比較すると、可給態窒素が低く、腐植◎CECの可給態ケイ

酸が相対的に高い。とくに腐植◎CECの差を考えると、本水田土壌はF地点8a層より自然肥沃度の高

い土壌と判断される。

e　7層

本層は、黄灰色～灰色を呈する砂礫層であるが、場所により上部が砂あるいはシルト質砂となる。時

代的には、遺構の検出状況から古墳時代後期～平安時代以前と推定される。

この時期、城北平野では、砂礫層あるいはその相当層が確認されており、平野一帯が不安定な環境で

あったと推定されている。ところで、巴川に近い上土遺跡では、この時期には砂礫が発達しておらず、

シルト層が厚く堆積している。一方、長尾川を挟んだ瀬名遺跡7～10区では、この時期に砂礫層が発達

している。これらのことを考慮すると、ここでの砂礫の供給は、長尾川の氾濫によるものと推定される。

この砂礫層は、B工区東全域およびA工区北東端に分布する砂礫層とB工区の南東端から南西端に分布

する砂礫層がみられる。ただし、砂礫層最上部の粒径組成は各砂礫層ともほぼ同様であり、2。00～19。1mm

の亜円礫～円礫が多い。このことから、礫の運搬◎堆積状況は同じであり、長尾川あるいはその支流の

下流域における氾濫であったと推定される。この砂礫の供給により、本遺跡の地形面にも起伏が生じる

ことになり、砂礫と砂礫に挟まれた低い場所では砂～シルトが堆積する。本層の上面では、掘立柱建物

跡以外にも、古墳時代後期の区画溝跡（SD4013）、奈良時代の溝状遺構（SD4092上　平安時代の井戸址

（SE401）などが検出されている（第4遺構面）。以下に各遺構埋積物の分析結果を示す。
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〈古墳時代後期の区画溝跡（SD4013）〉

珪藻化石はほとんど検出されないため、埋積課程を検討するには至らなかった。一方、花粉化石では

クマシデ属－アサダ属が約55％と最も高率に出現する。このような群集組成は、他の地点でもみられな

いことから、局地的な要素を反映している可能性がある。すなわち、調査地点の付近にクマシデ属－ア

サダ属が生育していた可能性がある。

〈奈良時代の溝状遺構（SD4092）〉

珪藻化石がほとんど検出されないため、埋積過程を検討することが不可能であった。一方、花粉分析

では、アカガシ亜属が多産するが、それ以外にツル性木本類のブドウ属が多産する。これより、奈良時

代の頃、調査地点の周辺にブドウ属が生育していた可能性がある。

〈平安時代前期の井戸址（SE401）〉

堆積物中の花粉化石群集は、Ⅱ帯下部の群集組成を示している。これより、本遺構埋積物は、平安時

代よりも後の時代（江戸時代？）の堆積物が混入していると考えられる。また、陸生珪藻と水生植物の

ガマ属eイボクサ属◎ミズアオイ属や浮水性シダ類のサンショウモの花粉◎胞子化石などが検出されて

いることから、遺構埋積物は水湿地の堆積物が混入した後に乾燥した可能性もある。

◎6層～4層

本層準では、珪藻化石がほとんど検出されなかった。しかし、イネ科の花粉化石が多産し、ガマ属e

ミクリ属eサジオモダカ属eオモダカ属eホタルイ属eイグサ属◎イボクサ属eミズアオイ属のミズワ

ラビ属◎サンショウモeアカウキクサ属など水生植物に由来する植物化石が検出される。したがって、

これらの水生植物が生育するような水域が調査地点の周辺に広がっており、主にイネ科が生育していた

と推定される。このように調査地点の周辺は再び湿地化し、安定した環境に変化した。この時期、イネ

属が検出されることから、周辺では、稲作が行われていたと推定される。発掘調査の結果でも水田址が

検出されており（第3遺構面◎第2遺構面）、生産域に相当していたことがうかがえる。また、畑作植

物とされるソバ属が検出されることから、ソバ栽培などの畑作も周辺では行われていた可能性がある。

〈6層水田〉

本層は、砂混じり粘土～シルト（地点により礫を含む）であり、灰色を呈するグライ層である。ただ

し、糸根状酸化鉄がわずかであるが沈着していることから、堆積後に水位が低下したことがうかがえる。

これらのことを考えると、この水田は湿田とは言い切れず、半乾田～乾田型に近い水田であった可能性

もある。

先に述べたように本水田層（6a層）中に838年に噴出したとされるIz－Ktが検出されている。静活

バイパス関連の発掘調査において本テフラが条里型水田の大畦畔中に認められる場合（池ケ谷遺跡など）

と、条里型水田の上位層に認められる場合（岳美遺跡◎上土遺跡など）があることが最近の調査で明ら

かになってきている。これは、本地域における条里型水田の施行時期e廃絶時期を考慮する上で重要な

指標となる。本遺跡の場合、Iz－Kt降灰後も条里型水田が行われていたとみられる。

本水田では、珪藻化石がほとんど検出されなかったために、水質などについて詳細な検討が行えない。

一方、本層では、イネ科の花粉化石の表面微細構造が観察できない地点が多い。したがって、イネ属比

率は、A地点◎1水田◎4水田を除く、D地点e E地点で求められたにすぎない。D地点とE地点のイ

ネ属比率は約35～45％である。また、ガマ属eミクリ属◎サジオモダカ属eオモダカ属eホタルイ属◎

イボクサ属eミズアオイ属。ミズワラビ属◎サンショウモeアカウキクサ属などの花粉化石◎種実遺体

が検出される。これらの種類の中でガマ属を除く種類が水田雑草となっていた可能性がある。

土壌の化学成分は、1区画の中でも場所により差がある。また、地点あるいは1つの層位の中でも土

壌の化学成分に差がある。すなわち、土壌化学成分は同一土壌面で遍在していることがわかる。したが
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って、1ヶ所の結果のみで判断すると歪曲が大きくなるため、ここでは各地点の全体的な傾向から肥沃

度を検討する。本水田層では、有効リン酸◎可給態ケイ酸が各地点とも低い。また、1水田e4水田で

腐植含量が、A地点で遊離酸化鉄が、D地点で可給態窒素がそれぞれ改善目標値以下である。このよう

に本水田は、後述する4◎5層水田と比較すると肥沃度が劣っていると考えられる。ただし、各地点と

もCECは高く、A地点◎D地点◎E地点で腐植含量が改善目標値を満たしている点では、本時期の水田

土壌が自然肥沃度的に著しく劣っている土壌とは考え難く、当時の稲作に大きな影響を与えるものでな

かったと判断される。

〈4層e5層水田〉

本水田は、江戸時代前半の水田であり、ほぼ調査区内全域に広がる。畦畔は、条里型水田の地割りを

ほぼ踏襲しており、東西畦畔と南北畦畔の連結部で水口を持つ。本層は、暗灰色を呈する砂混じりのシ

ルト～粘土であり、糸根状酸化鉄が沈着している。このように、水口が検出されていること、糸根状酸

化鉄が沈着していることから、本水田は半乾田～乾田型の水田であった可能性が高い。

花粉化石の出現状況をみると、イネ属比率は各地点とも高率に出現しており、約50－60％である。ま

た、ガマ属◎ミクリ属eサジオモダカ属eオモダカ属◎スブタ属◎ミズアオイ属eイボクサ属◎ヒシ

属。ミズワラビ属◎サンショウモ◎アカウキクサ属が検出される。種実遺体としては、ホタルイ属◎ナ

デシコ科◎イグサ属などが検出される。これらの種類が当時、水田雑草として存在していた可能性があ

る。

土壌の化学成分は、C地点を除きほぼ同様な傾向を示す。C地点では、腐植含量e可給態ケイ酸◎有

効リン酸が低い。他の地点では、有効リン酸e可給態ケイ酸が低く、他の項目が改善目標値を越える。

以上の結果、本水田層は他の水田層（12層水田e8層水田◎6層水田）と比較しても自然肥沃度が高い

土壌と判断される。なお、C地点で化学成分が低かったのは、下位が礫層であるため養分が溶脱した可

能性もあるが、現時点で詳細を検討することが不明である。

◎3層

本層位は、褐灰色を呈する砂とシルトを主体とした堆積物であるが、場所により礫が混じる。遺構◎

遺物の検出状況から、本層は江戸時代後半に堆積したと推定されている。本層は、堆積物の層補から洪

水。氾濫の影響を受けて堆積したと推定される。この影響により4◎5層水田は、廃絶したのであろう。

ただし、本層では、洪水の影響が治まった後に水田が復旧されたと推定されている（第1遺構面）。

本層では、ミクリ属◎スブタ属◎ミズアオイ属◎ミズワラビ属eサンショウモeアカウキクサ属が検

出されることから、これらの種類が生育する水湿地が存在していたと推定される。これらの種類の中で

サンショウモとアカウキクサ属が浮水性のシダ類である。これより、周辺は洪水の影響を受けた後に水

の流れがほとんどないような水域に変化したとみられる。また、イネ属が約40～55％と高率に検出され

ることから、周辺地域では稲作が引き続き行われていたと推定される。この他、本層では畑作植物とさ

れるソバ属◎ゴマ属が検出される。とくにソバ属は、下位と比較して多産する。これらのことを考慮す

ると、周辺では、ソバやゴマなどの畑作が行われていた可能性が高い。これらについては、遺構の検出

状況や文献史料の調査も併せて、再検討する必要がある。

〈3層水田〉

本水田は、洪水の影響で破棄された4◎5層水田を復旧した、江戸時代後半の水田である。畦畔は、

4e5層水田をほぼ踏襲しているが、若干異なる点もある。本層は、暗灰色を呈する砂eシルトe粘土

からなる。

本層では珪藻化石がほとんど検出されないため、水田内部の水質など検討することが不可能であった。

花粉化石の出現状況をみると、イネ属比率は約40～55％と高率に出現している。また、先に示した水生
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植物が水田雑草として存在していた可能性がある。

一般的に砂層水田の場合、生産力が劣ることが知られている。しかし、土壌の化学成分は、有効リン

酸◎可給態ケイ酸を除き、改善目標値をほぼ満足する。とくに全リン酸は4層⑳5層と比較しても高い。

以上のことから、本水田は、465層水田と比較すると自然肥沃度は劣る土壌であるが、生産力が極

端に劣っていたか否かほ現段階で言及することはできない。

（2）森林植生の変遷

縄文時代復啓晩期以降、調査地点周辺は暖混濁に属しており、スギ◎アカガシ亜属（カシ類）を中心

とした森林植生が存在していたと推定される。このような植生は、伊豆半島に位置する丹那盆地（東郷◎

橋屋，ユ984）や御殿場地域（宮地の鈴木芦1986）でも同様にスギが多産する花粉化石群集が得られてい

ることから、静岡県の東部地域に広がっていたとみられる。とくに、静岡平野南部に位置する登呂遺跡

でスギの埋没林が検出されていることを考えると、自然堤防上などの低地にも生育していた可能性があ

る。また、調査地点の周辺には、弥生時代中期～古墳時代前期にかけて立木株の跡が合計25ヶ所も検出

されている（財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所，1993）。さらに本遺跡の東部に位置する瀬名遺跡

では、弥生時代中期～奈良時代にクリの立木が検出されている。一方、古墳時代後期の頃になるとクマ

シデ属…アサダ属が、奈良時代の頃になるとブドウ属がそれぞれ本遺跡の内部あるいは付近に生育して

いた可能性がある。これらのことから、弥生時代以降の低地には様々な樹種が生育していたと考えられ

る。

古墳時代前期以降になると、周辺地域は依然スギとカシ類を中心とした植生が存在していたが、中間

温帯林の構成要素となるツガ属が増加したとみられる。これは、気温の冷涼化あるいは降水量の増加な

ど、気候要因が変化したことに起因している可能性がある。江戸時代以降になると、マツ属が急増する。

これは、人間の植生干渉が著しくなり、二次林構成要素としてマツ属が増加したことを意味しているの

であろう。すなわち、江戸時代の頃になると、周辺の植生は全く異なった景観となり、スギ㊧カシ類e

ツガ属が減少してマツ二次林が成立していたと考えられる。

9　総　　括

今回の自然科学分析調査では、テフラ分析◎拉度分析◎土壌化学分析の珪藻分析◎花粉分析の種実遺

体同定の結果から、本遺跡周辺地域の古環境復元および稲作の様態について検討を行った。本遺跡周辺

の森林植生は、縄文時代後e晩期～古墳時代前期にかけてはスギとカシ類が中心であり、古墳時代前期

以降には中間温帯林構成要素であるツガ属が増加したと推定される。江戸時代の頃になると周辺の丘陵

地などでは、主にマツ二次林であったと推定される。

一一方、本遺跡周辺の低地は、縄文時代後の晩期以降言屋地あるいは池沼のような水域や河川の氾濫0

日然堤防（微高地）の形成など大きく変化してきた。この変化は、当時そこに生活する人々に大きな影

響を与えていたとみられる。とくに、弥生時代以降になると、微高地を集落あるいは墓域として、その

縁辺部の低い場所を水田として利用していたが、環境の変化に応じて低地の利用状況も変化してきた。

このように人間の活動と環境の変化は、深く関係している。ところで、麻機低地に位置する遺跡（池ケ

谷遺跡◎岳美遺跡◎上土遺跡など）は、旧浅畑沼の拡大◎縮小に大きな影響を受けていることが明らか

にされつつある。したがって、浅畑沼低地の東端に位置する本遺跡の古環境変遷史が明らかになったこ

とは、非常に重要な意味を持っている。今後、地質の地形的な解析結果を踏まえた層序対比に基づいて、

自然科学的調査結果のみでなく考古学的な調査結果を総合した地域的な検討を行うことにより、弥生時

代以降の静岡平野を利用してきた人々の活動をより詳しく明らかにすることが可能となるであろう。

水田址については、今回の発掘調査では第6遺構面（弥生時代中期～古墳時代前期）、第5遺構面（古
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墳時代後期主第3遺構面（平安時代中期～中世主第2遺構面（江戸時代前期）、第1遺構面（江戸時

代～現代）で検出されている。各遺構面の水田土壌の徴化石の産状は一定的なものではなかった。これ

は水田形態◎規模の違いや耕作期間（構築～廃絶）などの影響も充分に考慮しなければならないと考え

られる。また、稲作の様態について、これまでは植物珪酸体（プラントのオパール）やイネ属の花粉化

石の産状から考えられる場合が多いが、今回は水田土壌の化学成分を明らかにして稲作の様態を知るこ

とも試みた。その結果、各水田址により土壌化学成分の差はまちまちであったが、現水田の土壌化学成

分の既存資料と比較した場合、稲作に耐え得る性質であることが明らかにされた。稲作の様態について

検討するためには、発掘調査成果を踏まえて、薇化石分析や土壌そのものの化学的な性質も明らかにし

て総合的に解析することも必要になるのではないかと期待される。さらに、それらを地域的に広げて比

較◎検討することが必要である。
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◎静岡県淘川合遺跡丸底田地区にお時るプラン障オパ由彫形状解析

株式会社　商環境研究所

1　はじめに

現在、水田址の探査方法として広く用いられているプラントeオパール分析法は、イネ科植物に由来

するプラントeオパールが種。属によってそれぞれ特異の形状を有することを利用したものである。こ

こ数年の研究の結果、イネについてはプラントeオパールの前身である機動細胞起源の珪酸体の形状と

亜種（インディカ、ジャポニカ）との間に定量的な相関関係が存在していることが確認された（藤原ほ

か，1990、佐藤ほか，1990）。また、これを利用した亜種判別法（乗離係数法、亜種判別式）も作成さ

れ（藤原ほか，1990、字田津ほか，1991、Udatsueta1．，1993）、古代の稲作遺構（水田，畠）で栽培さ

れていたイネの亜種の推定が可能となった。

ここ川合遺跡八反田地区では、先に行われたプラント◎オパール分析において、複数の土層で稲作跡

の可能性が推定されていた。そこで、これらの土層についてそこに含まれるイネ機動細胞プラントeオ

パールの形状解析を行い、各時代層で栽培されていたイネの系統的特性について検討を行った。

2　試料および方法

試料は、稲作跡の可能性が高いと推定された4b層、5層、6a層、8層、12a層と比較的最近まで

耕作が行われていた1◎2層から採取された7点（1◎2層は上下2点）である。なお、分析にはプラ

ント◎オパール分析用に作製された試料をそのまま用いた。

分析方法は以下の通りである。
′

1）プラントeオパール定量分析用に調整された試料をプレパラートに展開し、光学顕微鏡下でイネの

プラントeオパールを同定検出する。

2）検出されたイネのプラントもオパールの400倍拡大像を画像解析装置に投影し、その形状を各試料

50個について測定する。

※亜種判別法で用いられている機動細胞珪酸体の形状は、右図に示す縦長、横長、側長と縦長を横長

で分割した縦長の分割比b／a（bの長さをaの長さで除した債）の4つである。

3）測定データを統計処理し、亜種判別式を用いてイネの亜種を推

走判別する。

3　分析結果および考察

各層におけるイネのプラント◎オパール形状解析の結果を表1お

よび図1に示す。また、各形状値の測定データを表2～表8に、各

形状値の分布状況を図2～図8に示した。

各層から検出されたイネのプラント◎オパールの形状を解析した

結果、以下のことが認められた。なお、各土層から検出されるイネ

のプラントeオパールは、その層が堆積する間に栽培されたすべて

のイネ品種に由来するものである。したがって、各土層のプラント◎

オパールが示す形状は、その時代においてもっとも多く栽培された
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イネの品種を反映したものであり、判別の結果もまた同様の意味をもつ。

（1）形状の測定結果および判別結果（表1）から、各層から検出されたイネのプラントeオパールは、

いずれもジャポニカの品種に由来するものであると判断される。とくに、8層（古墳時代後期）につい

ては検出されたプラント◎オパールの形状から、当時、栽培されたイネは典型的な熱帯型ジャポニカに

属するものであったと推定される。また、各層から検出されたイネのプラント魯オパールを縦長、側長、

b／aを軸とする3次元座標上にアジアの在来97品種とともに展開してみた（図1）ところ、検出され

たイネはジャポニカの品種群に内包されている。この結果からも、当該遺跡において栽培されたイネは

いずれもジャポニカであったということができる。

（2）現代層（1－2－1）と各層との間で、検出されたプラントeオパール形状の差を検定（t検定、

有意水準5％）したところ、6a層、8層、12a層の3つの層との間に有意差が認められた。さらに、

各層で検出されたプラント。オパール形状の分布（図2～図8）を比較してみると、6a層と12a層で

は縦長の大きさが70〃mを超えるものが検出されており、8層についても70〃mを超えるものはないも

のの60〃mを超えるものが多い。これらの結果から、当該遺跡で栽培されたイネの品種が、奈良◎平安

の前後を境として変化したことが推測される。

この傾向は、藤原等が日本のいくつかの遺跡について行ったプラントeオパール形状解析の結果（藤原

ほか，1990）でも認められており、興味深い結果である。

（3）古墳時代前期（12a層）では温帯型ジャポニカであり、古墳時代後期になると熱帯型ジャポニカが

優勢になり、さらに奈良◎平安時代にはその中間的な様相に変化してくる。この結果をみると、これら

の時代には、生態型（熱帯型、温帯型）の異なるイネが共存し、その時代的ニーズに応じて作り分けさ

れていたものと考えられる。
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表1　静岡県、川合遺跡八反田地区出土プラント・オパール形状解析結果

層　　 名 縦　　 長 横　　 長 側　　 長 b　 ／　a
＊1

C ．E ．
＊2

判別得 点 判別結果

t 】 ま

1 － 2 － 1

i

4 1 ．4 0 3 5 ．0 2 3 0 。1 4 0 ．8 7 9 2

［

工 6 4 3 Ja p o n ic a

1 － 2 － 2 4 2 ．9 3 3 6 。9 7 3 工 5 9 0 ．8 7 7 2 工 9 6 0 J a p o n ic a

4 b 4 上 1 4 3 4 。5 6 2 8 。0 5 0 。8 9 9 3

】

工 1 7 8 J a p o n ic a

5 － 2 4 3 。5 5 3 6 ．9 2 3 0 ．4 7 0 ．8 9 1 2 1 。8 5 7 J a p o n ic a

6　 a 4 5 ．5 3 3 8 。2 2 2 9 ．9 9 0 ．9 5 5 2 工 9 4 3 Ja p o n ic a

8 4 6 。4 7 3 8 。6 0 3 0 。3 6 0 ．8 8 6 1 2 。2 1 6 J a p o n ic a

1 2 a 4 3 ．8 9 3 7 。6 4 2 9 。3 0 0 。8 7 1 3 上 5 2 7 J a p o n ic a

備考：縦長、横長、側長の単位は′〃m、b／aほ無次元量

＊1：藤原等によって、義経係数（CoefficientofEstrangement）と呼ばれるものである。C言私はある

イネの機動細胞起源の珪酸体形状が、典型的な熱帯型ジャポニカのものとどのくらい異なって（義

離して）いるかを表わしたものである。債が0に近いほど典型的な熱帯型ジャポニカに近く、9

に近いほど遠い（インディカに近い）ことを表わしている（藤原ほか，1990、字田津ほか，1991）。

＊2：機動細胞起源の珪酸体の4つの形状催（縦長、横長、側長、b／a）を用い、インディカとジャ

ポニカのイネについて判別分析を行い求めた線形判別式によって決定された倍である。ほぼ、0

を境界として、大きい場合はジャポニカ、小さい場合はインディカを表わしている。ただし、判

別得点が－0。5～0。5の間は、値としてほジャポニカ、インディカの区別がつくものの、中間的な

品種として考えるのが妥当である（Udatsueta上，1993）
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図1　静岡県、川合遺跡八反田地区出土プラント・オパール形状解析結果
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表2　静岡県、川合遺跡八反田地区出土プラント・オパール形状解析データ

層名〔1－2－1〕

縦　 長 横　 長 側　 長 b ／ a

1 34 ．61 3 0 ．7 9 30 。25 工 0 16

2 39 ．16 2 5 ．4 3 26 ．8 0 0 。63 2

3 4 0 ．8 7 3 3 ．7 5 26 ．6 1 0 ．48 4

4 3 8 ．0 0 3 2 ．03 19 ．0 2 工 22 8

5 4 8 。6 7 4 2 ．45 22 ．9 0 0 。87 0

6 3 0 ．14 2 2 。57 34 。8 3 1 ．23 6

7 3 9 ．6 1 33 ．11 2 3 ．6 9 1 。51 4

8 3 3 ．78 33 ．56 24 。5 8 0 ．9 7 5

9 4 1 ．6 1 33 。56 34 ．2 7 0 。8 6 2

10 50 ．67 4 上 0 5 24 ．20 0 ．7 97

1 1 39 ．16 2 6 ．0 7 3 1 ．10 0 。6 05

1 2 32 。4 5 3 0 。1 4 27 ．0 0 0 ．6 38

1 3 3 7 。4 2 3 1 ．3 1 36 。4 2 0 ．77 9

14 4 7 ．54 3 7 ．2 2 37 ．2 3 工 2 16

15 5 1 。5 6 4 0 。1 5 29 ．3 6 0 ．68 2

16 4 2 。8 8 28 。32 33 。14 0 。51 1

17 3 5 ．02 32 ．90 2 6 ．8 7 1 ．15 5

18 2 8 ．76 23 ．07 3 6 ．0 8 0 ．544

19 44 。19 4 工 99 3 4 ．4 9 工 0 64

2 0 4 1 。08 32 。3 6 2 4 ．0 9 0 ．9 26

2 1 4 2 。95 3 8 。19 3 8 ．5 3 0 ．9 39

2 2 38 ．56 3 4 ．17 14 ．8 1 0 ．6 65

2 3 54 ．11 4 0 。9 4 46 ．20 0 ．7 62

24 3 6 。0 3 3 1 ．3 6 18 ．93 工 0 24

2 5 4 4 ．9 0 4 工 9 1 19 。4 1 1 。1 32

縦　 長 横　 長 側　 長 b ／ a

2 6 3 1 ．6 0 2 3 ．2 2 14 ．82 0 ．6 0 9

2 7 33 ．5 6 2 8 ．1 4 26 ．78 0 ．7 23

2 8 54 ．3 3 4 7 ．9 0 36 ．90 1 ．4 0 5

2 9 3 8 ．0 8 39 ．64 33 ．6 8 1 。0 8 1

3 0 4 8 ．5 9 43 ．2 1 2 8 。3 9 1 ．1 87

3 1 3 6 ．5 8 3 1 。3 1 3 5 。9 1 0 ．8 73

32 4 6 ．8 3 39 ．4 6 4 5 ．9 9 上 1 09

33 3 7 。2 6 29 ．6 0 2 7 。1 2 0 。6 55

34 40 ．78 39 ．8 8 3 9 ．3 1 0 ．7 77

3 5 45 。33 4 1 ．8 5 2 7 ．93 1 。09 2

3 6 39 。19 3 7 ．6 2 2 5 。17 0 。8 0 9

3 7 36 ．19 3 4 。2 0 3 2 ．56 0 ．6 3 6

3 8 38 ．8 5 2 5 。7 8 2 5 ．09 0 ．6 6 8

3 9 46 。8 5 3 6 ．9 0 28 。67 0 ．9 40

4 0 4 4 。6 9 4 1 。5 7 30 。14 0 ．8 36

4 1 4 8 。4 8 4 工 6 1 4 2 ．35 0 ．9 43

42 3 7 ．5 8 28 。84 2 5 ．4 1 0 。5 90

4 3 5 4 ．74 49 ．67 2 6 。5 9 0 。6 29

4 4 34 ．74 30 。39 2 8 。94 1 ．0 29

4 5 4 6 ．1 5 30 ．95 4 0 。7 8 0 。8 89

4 6 5 2 。1 1 37 ．2 2 4 6 ．6 6 0 ．5 90

4 7 4 5 ．13 32 。5 5 3 3 。98 0 ．7 56

4 8 36 。90 3 4 ．2 2 2 0 。42 1 ．00 6

4 9 40 ．2 0 4 6 ．3 2 3 5 ．27 1 ．07 1

5 0 4 1 ．7 5 4 0 ．5 3 2 7 。3 1 0 ．8 10

個　　 数 合　　 計 平　　 均 平方合計 偏　　 差 C ．V ．

縦長 （〃m ） 50 2 07 0 。2 4 1．4 0 8 77 83 ．2 6 ．4 9 5 15 ．6 9 ％

横 長 （〃m ） 50 1 75工 0 3 5 ．0 2 63 4 12 ．8 6 。53 9 18 。6 7％

側 長 （〃m ） 5 0 1 50 7．0 3 0 ．14 4 8 24 6 。8 7 ．594 2 5 。20 ％

b ／ a 5 0 44 ．0 0 ．8 79 4上 5 0 ．2 40 2 7．28 ％

〔判別結果〕

判別式による判別得点（Z値）：1。643

判別結果　　　　　　　　　　　：ジャポニカ

兼離係数（C．E．）の値　　　：2
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表3　静岡県、川合遺跡八反田地区出土プラント・オパール形状解析データ

層名〔1－2－2〕

！縦長！横長 側長i b／a

1　　 4 工 9 9　　　　 33 ．15 2 7 ．0 9　　　　 0 ．6 58

2　　　 3 9 ．0 7　　　　 33 ．26 2 2 ．8 9　　　　 工 5 54

3　　　 5 1 ．13　　　　 36 。4 8 2 0 。3 7　　　　 0 。8 73

4　　　 3 5 ．33　　　　 3 5 ．0 0 4 3 ．5 7　　　　 0 ．64 8

5　　　 5 3 。30　　　　 4 工 1 8 28 ．23　　　　 0 ．86 7

6　　　 39 。2 9　　　　 3 6 ．98 42 ．8 9　　　　 0 ．73 2

7　　　 3 6 。6 1　　　 3 7 ．4 1 22 。57　　　　 0 ．6 8 0

8　　　 5 5 ．3 5　　　　 4 2 。37 26 。8 0　　　　 0 ，9 4 6

9　　　 4 6 ．8 6　　　　 4 1 ．57 2 7 ．5 1　　　 0 ．6 0 5

1 0　　　 3 5 ．27　　　　 32 ．56 2 6 ．3 2　　　　 0 ．64 6

1 1　　 3 9 ．17　　　　 3 工 0 0 3 0 ．0 2　　　　 0 ．58 9

1 2　　　 3 2 。90　　　　 2 7 ．7 2 3 6 ．2 7　　　　 0 ．52 2

1 3　　　 3 3 ．01　　　 3 5 ．20 29 。08　　　　 0 ．98 6

1 4　　　 36 ．4 5　　　　 3 工 00 46 ．92　　　　 0 ．76 4

1 5　　　 4 工 59　　　　 3 工 57 28 ．5 6　　　　 0 ．54 6

1 6　　　 4 3 ．9 6　　　　 3 9 ．10 32 。0 5　　　　 0 ．9 7 9

1 7　　　 4 6 ．3 5　　　　 40 。61 3 6 ．4 2　　　　 0 ．8 54

1 8　　　 4 2 。76　　　　 4 0 ．2 6 4 2 ．8 2　　　 1 言 98

19　　　 4 7 。38　　　　 3 6 ．4 7 3 0 ．0 8　　　　 L 2 70

2 0　　 3 9 。74　　　 里 。2 4 1 9 。7 5　　　　 0 ．85 1

2 1　　 4 7 ．38　　　　 4 0 ．9 5 36 ．14 0 ．73 3

2 2　　　 4 0 ．15　　　　 3 3 ．80 33 ．4 2　　　　 0 。78 0

2 3　　　 4 0 ．99　　　　 3 7 ．37 23 ．0 5　　　　 工 08 7

24　　　 4 2 ．4 5 3 7 ．96 27 。8 0　　　　 0 ．8 8 0

2 5　　　 5 3 。34　　　　 48 ．85 3 工 4 6　　　　 工 3 96

縦 長 i 横 長 ！ 側 長

b ／ a

26 38 ．10　　　　 4 0 ．6 8　　　　 3 3。2 1 0 。8 55

2 7 39 。14　　　　 3 6 ．9 5　　　　 4 2．4 1 1．30 5

2 8 36 。2 2　　　　 2 7 。1 3　　　　 2 5．29 0 ．3 9 2

2 9 53 。8 9　　　　 4 5。6 7　　　　 53 ．70 0 。5 2 7

3 0 5 1 。0 3　　　　 4 5．54　　　　 4 7 ．2 5 0 ．5 5 1

3 1 5 0 。38　　　　 37 。98 2 2 ．4 8 0 。9 43

32 3 3．64　　　　 30 。0 8　　　　 2 5 ．3 3 0 ．6 92

33 4 5。48 33 。9 9 3 2さ0 5 0。90 8

3 4 4上 14　　　　 36 ．4 2　　　　 4 5．1 6 工 07 5

3 5 30 。4 0　　　　 2 6 。4 9　　　　 3 0。89 上 10 5

3 6 4 8 ．3 1　　　 4 2 。0 5　　　 18 ．93 1。3 7 7

3 7 3 6 。2 9　　　　 3 8．7 1　　　 29 ．92 工 0 1 3

3 8 5 9 ．7 6　　　　 40 ．04　　　　 4 0 。11 0 。7 50

3 9 4 4 。5 7　　　　 33 。84　　　　 3 3 ．8 7 0 ．8 87

40 3 2．6 7　　　　 29 ．8 4　　　　 3 0 ．9 5 上 0 76

4 1 4 5．36　　　　 4 0 ．0 1　　　 2 3 。0 3 0。8 51

4 2 38 ．00　　　　 2 8 。8 4　　　 1 9．4 3 1．00 0

4 3 55 ．78　　　　 5 5 ．8 2　　　　 3 2。60 0 ．90 4

4 4 43 。10　　　　 3 6 ．4 2　　　　 3工 23 0 ．8 5 8

4 5 0 。7 5 964 ．0 4　　　　 4 9 ．9 6　　　　 3 6。83

4 6 36 ．6 4　　　　 3工 3 6　　　　 24 ．77 0 。6 4 1

4 7 4 3 ．3 0 34 ．70　　　 18 ．54 0 ．7 94

48 3 5 。0 0　　　　 32 。90 3 3 。6 3 0 ．9 05

4 9 4 6 。44 36 ．4 2　　　　 3 5 ．6 8 1 ．0 74

50 3 6。10　　　　 3 3 。4 3　　　　 4上 0 7 0 。9 37

個　　 数 合　　 計 平　　 均 平 方 合計 偏　　 差 C ．V ．

縦 長 （〃m ） 5 0 2 14 6。6 4 2．93 9 49 72 ．7 7．57 7

i

1 7。6 5 ％

横 長 （〃m ） 50 18 48 ．3 36 ．97 7 004 2 。1 5 。91 8 16 。0 1 ％

側 長 （〃m ） 50 15 79 。5 3 工 59 53 23 4 ．6 8 ．2 58 2 6 ．14 ％

b ／ a 50 4 3 ．8 0 ．8 7 7 4 1 ．4 0．24 5 2 7．97 ％

〔判別結果〕

判別式による判別得点（Z値）：上960

判別結果　　　　　　　　　　　：ジャポニカ

東経係数（C．Eつ　の値　　　：2
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表4　静岡県、川合遺跡八反田地区出土プラント・オパール形状解析データ

層名〔4b〕

縦　 長 横　 長 側　 長 b ／ a

1 3 6 ．4 6 2 7 。2 6 2 0 。4 3 上 0 2 9

2 5 2 。8 6 3 9 。2 0 2 9 ．0 1 0 ．9 3 9

3 3 5 。0 7 2 5 。4 3 3 3 。3 1 0 ．6 8 8

4 4 6 ．9 9 3 4 。5 6 2 3 ．0 2 0 ．8 8 4

5 4 5 ．6 9 4 1 ．6 9 3 2 ．8 5 0 ．7 1 0

6 4 7 ．2 0 3 7 。4 5 2 0 ．8 0 0 。6 8 5

7 2 9 。1 7 2 9 。0 2 2 7 ．1 3 1 。1 2 9

8 3 9 ．2 6 3 0 ．3 6 2 3 ．3 6 0 。8 6 2

9 4 5 ．1 5 3 6 ．9 5 1 6 ．8 5 工 1 9 0

1 0 4 1 ．0 1 3 9 ．1 0 3 9 ．1 6 工 0 5 3

1 1 3 6 ．0 7 2 6 ．6 1 2 2 ．7 9 0 ．5 5 3

1 2 3 5 ．6 8 2 8 ．7 6 2 5 ．1 3 工 0 9 2

1 3 3 6 ．0 7 2 8 ．8 8 2 8 。7 6 0 ．5 8 0

1 4 4 2 ．9 0 4 0 ．7 7 2 9 ．2 5 0 ．8 2 3

1 5 5 3 ．0 0 4 5 ．0 4 2 6 。5 9 上 1 2 7

1 6 5 0 ．8 1 4 上 3 9 1 9 ．1 8 0 。8 0 8

1 7 4 4 ．1 6 3 4 。0 7 2 6 ．9 4 0 。9 3 0

1 8 4 4 。7 4 4 1 ．7 4 3 4 。8 3 0 ．9 8 8

1 9 3 5 。8 3 3 4 ．0 7 3 6 ．1 6 0 ．6 2 6

2 0 4 0 。2 1 3 3 ．2 1 2 8 ．6 5 工 2 3 5

2 1 4 2 ．1 2 3 8 。5 6 2 6 ．6 1 1 ．1 1 7

2 2 5 上 5 6 4 1 ．4 5 3 3 。4 3 工 6 1 9

2 3 4 4 。2 2 3 7 ．5 8 3 2 ．2 6 0 ．5 4 0

2 4 3 7 ．8 3 3 9 ．7 0 3 1 。7 5 1 ．4 6 0

2 5 3 9 ．6 7 3 2 。6 7 3 工 4 6 工 0 4 2

縦　 長

横 長 ！ 側 長

b ／ a

2 6 4 0 ．3 8 3 4 。1 9　　　　 2 0 ．3 4 1 ．3 2 0

2 7 5 0 ．6 2 3 7 ．0 3　　　　 24 ．5 7 0 。5 5 0

2 8 4 4 ．1 6 3 3 ．8 8 2 2 ．2 5 0 。7 9 5

2 9 3 9 ．1 7 3 6 ．5 8 2 9 。1 2 0 。6 4 3

3 0 3 5 ．9 7 2 8 。0 1　　　 2 6 。5 9 0 ．8 0 0

3 1 4 6 ．9 8 3 7 ．7 8　　　　 4 0 ．1 5 0 。9 2 6

3 2 4 0 ．5 0 3 2 ．6 1　　　 3 4 ．1 7 工 0 4 0

3 3 3 4 。5 3 3工 6 4　　　 17 ．2 4 0 ．9 8 5

3 4 3 6 ．6 1 3 3 。8 4 1 9 。6 5 0 ．8 6 6

3 5 4 2 。6 7 3 9 。6 5　　　　 2 3 ．3 4 0 ．9 3 4

3 6 3 9 ．6 1 2 8 。5 5　　　　 32 ．0 9

2 9 。9 6　　　　 36 ．9 8

0 ．8 4 2

3 7 3 6 。1 4 工 2 3 9

3 8 3 4 。2 5 2 8 ．3 9　　　　 2 9 。3 4 0 ．6 7 9

3 9 4 7 。2 2 3 6 ．5 0　　　　 3 4 ．5 6 0 。8 0 9

4 0 3 8 ．2 5 3 6 。8 4　　　　 2 5 ．0 5 0 ．5 3 6

4 1 4 工 5 0 3 8 ．7 3　　　　 2 工 6 2 0 。9 9 0

4 2 3 4 ．6 7 3 0 ．8 5　　　　 2 7 ．2 5 0 。9 3 8

4 3 4 4 ．6 4 3 6 ．2 2　　　 1 8 ．7 1 0 ．8 8 4

4 4 4 7 ．5 6 3 8 。8 3 2 7 ．3 9 0 ．9 2 0

4 5 4 工 1 3 3 5 ．3 7　　　　 24 ．5 7 0 ．9 3 0

4 6 4 3 。9 8 3 9 ．8 2 4 8 。0 4 0 ．8 0 8

4 7 3 4 。6 1 3 0 ．4 0 2 3 ．9 3 0 ．7 0 4

4 8 3 3 。0 4 2 7 ．7 3　　　　 2 5 。5 2 0 ．7 1 6

4 9 4 5 ．5 4 3 3 ．1 0　　　　 3 7 ．3 7 0 ．7 2 3

5 0 2 9 ．7 0 2 5 。7 4　　　　 3 2 ．7 2 0 ．6 6 0

個　　 数 合　　 計 平　　 均 平 方 合 計 偏　　 差 C ．V ．

縦 長 （〃m ） 50 20 5 7 ．2 4 1．14 8 6 30 5 。7 5。83 1 14 ．17 ％

横 長 （〃m ） 50 17 2 7 ．8 3 4 。56 6 09 0 7 ．5 4 ．95 7 14 。3 5 ％

側 長 （〃m ） 50 140 2 ．3 2 8 ．0 5 4 14 16 ．7 6 ．5 3 1 2 3 。2 9 ％

b ／ a 5 0 4 4 。9 0 ．8 9 9 4 3 。2 0 ．2 37 2 6 ．40 ％

〔判別結果〕

判別式による判別得点（Z値）：工178

判別結果　　　　　　　　　　　：ジャポニカ

東経係数（C．E．）の値　　　：3
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表5　静岡県、川合遺跡八反田地区出土プラント・オパール形状解析データ

層名〔5－2〕

縦　 長

横 長 ！ 側 長

b ／ a

1 3 4 ．8 6 3 5 ．1 8　　　　 3 6 ．6 1 0 ．9 6 2

2 3 6 ．8 8 3 工 4 7 3 5 。1 8 0 ．8 0 0

3 4 7 ．5 5 3 4 ．1 7　　　　 3 4 ．6 1 0 ．9 0 8

4 3 9 。6 4 2 8 ．6 3　　　　 2 7 ．8 0 0 ．9 2 8

5 4 0 ．3 3 3 5 ．1 4　　　　 3 0 。2 8 0 。7 4 6

6 3 5 ．2 1 2 8 。4 1　　　 2 4 。7 1 0 ．7 5 5

7 4 1 ．6 1 3 7 。2 5　　　　 2 3 ．0 5 工 1 8 2

8 5 0 ．3 0 4 3 。4 4　　　　 3 7 ．9 8 0 。9 3 3

9 4 2 ．0 3 3 7 。9 1 3 5 。0 0 0 ．7 2 3

1 0 3 5 ．9 8 2 8 ．7 6　 i　 2 1 ．2 8 0 ．6 2 8

1 1 5 上 9 7 3 6 。4 5 2 7 ．0 3 0 ．8 8 7

1 2 5 3 ．2 3 5 0 ．2 4 3 3 ．6 3 1 ．0 1 0

1 3 3 7 。8 8 3 工 3 0　　　　 3上 4 0 0 ．7 6 8

1 4 4 工 0 2 4 0 ．5 5 1 8 ．2 0 0 ．6 6 1

1 5 4 4 ．6 8 3 3 ．5 6　　　　 2 8 ．7 8 0 ．5 4 6

1 6 3 9 。6 7 4 2 。0 0　　　　 3 3 ．3 5 0 ．8 4 6

1 7 4 2 ．3 8 4 3 ．7 6　　　　 3 工 5 4 0 ．9 3 4

1 8 3 工 6 4 2 6 。4 6　　　　 2 8 ．4 7

3 4 。1 9　　　　 3 4 ．0 6

苧2 ・5 6　　　 3 8 ・6 8

0 ．8 2 2

1 9 3 4 ．6 1 0 ．9 2 5

2 0 5 3 ．0 3 0 ．7 2 6

2 1 4 4 ．2 7 3 0 。8 5　　　　 3 2 ．0 4 0 ．7 7 4

2 2 5 工 6 5 4 2 ．0 5　　　　 3 3 ．2 6 上 0 2 9

2 3 3 8 ．4 0 3 1 ．8 6　　　　 3 3 。4 7 0 ．4 6 1

2 4 3 5 ．2 1 2 9 ．6 0　　　　 2 6 ．3 2 1 ．4 2 1

2 5 4 0 ．5 5 3 8 ．7 1　　　 4 工 8 7 上 4 5 8

縦　 長 横　 長 側　 長 b ／ a

2 6 4 3 ．6 8 3 1 ．8 5 3 8 ．4 0 1 ．2 7 6

2 7 4 4 。1 7 3 5 。2 0 3 9 。1 0 0 ．9 9 6

2 8 4 8 ．7 3 3 2 。7 9 2 8 。1 7 0 ．7 0 9

2 9 4 2 ．8 2 3 9 ．1 0 3 7 ．6 3 1 ．2 2 3

3 0 3 5 ．1 8 3 5 。9 3 3 工 5 9 0 ．7 4 5

3 1 4 2 ．0 6 3 2 ．9 2 1 6 。4 8 工 2 3 2

3 2 4 4 ．9 3 4 3 。0 8 2 9 ．8 5 0 ．9 0 7

3 3 4 5 ．9 3 3 5 ．0 2 3 2 ．0 2 0 ．6 6 4

3 4 3 6 ．4 5 3 1 。8 6 2 7 。9 3 0 ．8 8 3

3 5 4 7 ．3 3 3 6 ．5 8 3 7 ．2 2 0 。7 5 3

3 6 5 1 ．6 2 4 2 ．2 7 2 6 。0 7 0 ．5 2 9

3 7 4 1 ．3 2 3 2 ．2 3 2 6 ．4 9 1 ．0 1 0

3 8 4 4 。3 5 3 7 ．2 3 1 8 ．6 7 0 ．7 7 1

3 9 5 1 ．4 3 4 8 ．0 3 2 5 ．9 4 0 ．7 9 8

4 0 4 5 ．4 5 4 0 ．3 7 3 上 6 0 1 ．1 8 4

4 1 5 5 ．3 5 4 4 ．4 3 2 5 ．5 9 0 ．9 4 2

4 2 4 9 ．0 6 4 0 ．5 8 3 8 ．9 8 0 。6 8 9

4 3 4 3 。4 1 4 2 ．7 8 3 3 ．4 3 1 ．3 1 2

4 4 4 3 。7 4 4 1 ．1 4 3 2 ．5 2 上 2 7 3

4 5 3 8 。3 7 2 9 ．5 4 2 3 ．8 5 0 。7 0 8

4 6 4 1 。2 5 3 9 ．3 1 3 7 ．2 6 0 。8 9 9

4 7 5 7 ．4 1 4 5 ．7 3 3 7 。0 4 0 ．6 2 1

4 8 3 8 。6 2 2 9 ．3 0 1 6 ．3 1 0 ．8 4 5

4 9 4 5 ．5 4 3 8 ．3 5 2 0 。2 6 0 ．9 7 8

5 0 5 4 。6 3 3 5 ．9 8 3 2 。7 2 0 ．7 7 4

i

個　　 数 合　　 計 平　　 均 平 方 合 計 偏　　 差 C ．V ．

縦 長 （〃m ） 50 2 1 77 。4 4 3 ．5 5 96 7 19 。4 6 ．2 2 2 14 ．2 9 ％

横 長 （〃m ） 50 1 84 6 。1 3 6 ．9 2 6 9 9 12 。9 5 ．9 75 1 6 ．18 ％

側 長 （〃m ） 5 0 1 52 3 ．7 3 0 ．47 4 83 9 9 ．3 6 。33 1 20 ．78 ％

b ／ a 5 0 44 ．6 0 ．8 91 42 ．3 0 。22 9 25 ．65 ％

〔判別結果〕

判別式による判別得点（Z値）：1。857

判別結果　　　　　　　　　　：ジャポニカ

禾離係数（C．E．）の値　　　：2
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表6　静岡県、川合遺跡八反田地区出土プラント・オパール形状解析データ

層名〔6a〕

縦　 長 横　 長 側　 長 b ／ a

1 4 5 ．7 5 26 ．87 28 ．14 0 ．49 9

2 3 6 ．7 2 37 ．15 2 6 ．8 6 1 ．36 1

3 4 1 ．7 5 3 5 。14 3 9 ．4 3 工 15 6

4 4 5 。19 53 。2 7 4 5 ．2 3 0 ．8 8 7

34．36

47．67

45。32

47．86

49．98

51．45

29．42

38。16

38。90

39．11

44。14

35．31

38。98

39．22

5工98

48．05

55．89

47．58

43。96

41．01

42．73

26．72

35。96

35。83

42．03

33。01

38．58

30．23

30．37

38．83

34。71

37。48

34．39

36。72

34。26

39。25

36．69

4，1．83

36．21

40。21

37．37

32．99

23．79

29．17

32．10

30．93

30．17

26．72

36．16

21。46

30．74

27．19

36．39

26．32

22．64

30。36

33．00

29．88

32．24

24．39

25．51

28．73

30．43

0．838

0。849

上617

1．124

0。806

0．812

0。888

上214

1．055

0。851

1。269

0．830

上063

0．664

1．397

0．957

1．136

0。905

0．986

0。853

0．657

縦　 長 横　 長 側　 長

b ／a‾‾‾‾‾‾‾‾‾1

26 50 ．24 36 。59 28 。00 0 。829

27 4上40 40 ．70 36 ．47 1 。004

28 50 ．27 49 ．42 27．29 1。001

29 44 ．03 41 ．89 29．86 0 ．920

70。67

54。27

50．52

42．21

47．46

65．69

43。76

39．61

40。44

51．01

44。99

41．96

41．99

52．67

46．20

42。53

54。79

54．84

46。91

42．46

34．88

53。51

38．31

40．95

36．03

41．69

49。99

39．64

32．67

35．03

33．31

38。90

36．79

35．20

36．84

40．29

40．71

43．57

50．53

35．73

38．56

38。02

25．71

24．08

27。26

33。01

28。63

25．13

27．19

35．92

29．12

29。48

21．87

20。77

37．28

4工79

35．38

29．17

3工46

4上50

24．51

31．92

28．98

0．968

0．661

0。968

0．984

0。820

0。731

0。953

0．994

0。846

0．799

0。814

工257

0。712

0．551

0．675

1．703

0．970

1．125

0。647

1。354

0．801

個　　 数 合　　 計 平　　 均 平方合 計 偏　　 差 C ．V ．

縦長 （〃m ） 50 2276 ．3 45 ．53 106384 ．0 7 ．500 16 。47 ％

横 長 （〃m ） 50 1911。0 38 ．22 74632 ．2 5 。708 14 ．94 ％

側 長 （〃m ） 50 1499 ．8 29。99 46404 。5 5 ．383 17 ．95％

b ／ a 50 47．8 0 ．955 48 ．7 0．251 26．25％

〔判別結果〕

判別式による判別得点（Z値）：1．944

判別結果　　　　　　　　　　　：ジャポニカ

東経係数（C．E．）の値　　　：2
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表7　静岡県、川合遺跡八反田地区出土プラント・オパール形状解析データ

層名〔8〕

縦　 長 横　 長 側　 長 b ／ a

1 4 7 ．2 3 3 7 ．7 2 2 4 ．5 7 上 2 3 1

2 4 1 ．5 7 3 9 ．2 8 3 9 ．0 7 0 ．9 1 0

3 5 3 ．2 7 3 9 。8 5 2 7 ．2 4 工 1 3 2

4l　　ん士　　l 3 0 。2 8 りこ　 こ1乙ノLJ．tJ ⊥　　　　l りだ　 1 つ∠JU ．⊥　J　　　　I ∩　ノ1 1 ［こU ．‘‘士⊥　J　　　　l

48．04

33．56

45。23

49．64

55．61

43。79

59。09

44．28

46．02

41．50

42．25

44．70

48．23

43。20

53。26

45。80

45。15

37．22

39。52

46．67

48．44

36．22

34。53

35．40

38．90

48．22

40．85

51．46

40．15

39．56

35．93

43．45

38。66

36．72

35。08

44。03

35．14

32。10

36．76

29．17

36．07

37．15

29．90

43。22

23．37

22。37

27．90

20．10

31．19

35．02

19。37

25．74

45．67

33．92

27．18

32．03

33．31

23．80

29．86

18．43

25．51

25．55

40．93

1．040

1．023

0．437

0。979

1．057

0．803

0．936

1．001

1。066

1．016

0．850

0．784

0．993

1．446

0．584

1．066

1．259

0．616

0。768

0．810

0。977

縦　 長 横　 長 側　 長 b ／ a

2 6 60 ．8 3 4 7 。4 6 2 6 。6 1 0 。7 63

2 7 33 ．6 9 2 6 ．6 1 2 2 ．4 1 0 ．74 8

2 8 36 。9 8 3 2 。3 7 3 1 ．00 0 。8 0 7

1 2 9　－ 3 0 ．3 3　　 － り′7　′7り乙JJ 。Jム　　　l 24 。26　 i 0 ．8 68　 1

62．79

43。28

34．49

47。11

45．23

52。42

44．28

60．12

48．59

41．46

55．01

61．91

55．33

35．93

49．94

52．92

55．44

43。96

45。69

37．89

54．28

47。32

39．16

31。77

35。91

38。59

35．97

38。17

50．38

37。66

31。54

44．80

49．96

48．34

34．76

44。38

42．26

45．23

29．90

42。89

34．83

43．96

31．00

34。15

33．43

25。98

27．90

32．64

39．10

39。74

29．86

43。53

31．10

37。50

30。93

34。61

24．03

32。76

35．17

36．39

20．66

30．51

3工44

0。629

0。519

1．176

0。511

1。399

0。977

0。791

0．951

0．725

0．586

1．235

0。886

0．659

1．354

0．857

0．809

1．138

0。873

0．575

0。523

0．725

個　　 数 合　　 計 平　　 均 平方合計 偏　　 差 C ．V ．

縦長 （〃m ） 50 2323 ．4 46．47 111155 ．0 8。068 17．36％

横長 （〃m ） 50 1929．9 38．60 76402 。1 6．252 16。20％

側長 （〃m） 50 1518。1 30．36 48173．7 6．518 21．47％

b ／ a 50 44．3 0．886 42。3 0．249 28．13％

〔判別結果〕

判別式による判別得点（Z値）：2．216

判別結果　　　　　　　　　　：ジャポニカ

禾離係数（C．Eつ　の値　　　：1
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表8　静岡県、川合遺跡八反田地区出土プラント・オパール形状解析データ

層名〔12a〕

縦　 長 横　 長 側　 長 b ／ a

1 3 7 ．17 3 1 ．5 4 3 0 。4 6 0 ．9 74

2 4 8 。32 4 0 ．15 24 。7 7 1 ．70 7

3 35 。60 2 6 ．1 0 2 9 。34 0 ．58 8

A A A　只A 1 6　1 只 1 1 『q 1 ∩？∩

44．24

52．20

39．31

47．59

48。44

57。96

42．38

58。09

39。64

44。40

44。88

42。50

43。41

51．97

33。63

38。56

46．98

51。17

47。56

36。74

35．47

31．60

52．97

38。12

46．17

31。77

52。18

39。79

47．59

33。26

41．98

40。15

4上37

38．17

48．80

34．53

40．15

31．32

42．45

32。79

33．06

35．68

39．17

32。21

31．93

3．1．54

32．67

22．72

30．04

28．17

22。14

20．63

29。14

32。38

29．84

27．13

33。14

24。60

25。78

23．90

21。71

31。47

23．78

0。678

0。651

0．978

0。532

0。962

0．571

0．717

0．686

0．876

1．205

0．977

＿上103

0．891

0．924

0．651

1．054

0．863

0．624

0。883

0．753

工001

縦　 長 横　 長 側　 長 b ／ a

2 6 33 。56 3 6 。4 0 3 5．96 1．0 9 1

2 7 36 ．58 3 0 ．3 6 27 ．97 0 ．8 2 3

2 8 4 1．9 8 34 ．80 2 7 ．2 4 1．0 00

？q 17　4 1 1只　只？ ？只　67 n　q？『

48．88

42．38

47。37

45．06

42．87

66．51

38．61

35。37

44．49

40。49

45．63

34．51

70．86

47．75

41．13

37．94

48。26

41．50

37。86

34。29

40．02

37．44

36．72

44。97

37．09

30。08

38．10

30。43

31．31

42。28

40．43

42．87

31．31

49．61

35．33

34．26

34。53

36．93

33。11

34．47

37。98

34．53

41．07

30．37

26．64

23．98

49。96

35．03

25．01

29．36

24．09

42．74

18。67

36．07

20。65

25．73

32。03

24．68

26。46

28．41

30。04

30．33

33．71

0．726

0．761

0．677

1．217

0。915

0．599

1．164

0．758

0。762

0。850

0。849

0．740

0．830

0．617

1．297

1．108

0．824

0．570

0．693

0。727

1．167

個　　 数 合　　 計 平　　 均 平方 合計 偏　　 差 C ．V ．

縦長 （〃m ） 50 2 194 ．3 43 。89 99297。9 7 。819 17 ．82 ％

横 長 （〃m ） 50 1882 ．2 37 ．64 72613 ．9 5 。990 15 。91 ％

側 長 （〃m ） 50 1465 。1 29．30 44661。4 5 ．943 20 ．28 ％

b ／ a 50 43 。6 0 ．871 40 ．5 0 ．228 26 ．11 ％

〔判別結果〕

判別式による判別得点（Z債）：上527

判別結果　　　　　　　　　　　：ジャポニカ

兼離係数（C．Eつ　の値　　　：3

ー295－



卿2　イよプラントcオパl－ルの各揮状値の分布（11、一2－1層）

遜3　イネプラント0オパ1－・ルの魯形状値の分布（1－21－2層）
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図4　イネプラント◎オパールの番形状値の分布（超b腰）

図5　イネプラント◎オパールの魯形状値の分布（5－2腰）
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図6　イネプラント・オパールの各形状値の分布（6a層）

図7　イネプラント・オパールの各形状値の分布（8層）
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図8　イネプラント・オパールの各形状値の分布（12a層）
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◎　静岡県淘川合遺跡丸底田地区にお時るプラン障オパ由節分衡

株式会社　宙環境研究所

二　はじめに

この調査は、プラントeオパール分析を用いて、川合遺跡八反田地区における稲作跡の検証および探

査を試みたものである。

2　試　　料

1992年7年29日に現地調査を行った。調査地点は、No。1～No。7の7地点である。調査区の土層は、

1層～12層に分層された。このうち、8層は古墳時代後期の水田層、12層は古墳時代前期の水田層とさ

れていた。試料は、8層より下層について、各層ごとにおよそ5－10cm間隔で採取した（図2）。採取

用具は、容量50cnfの採土管およびポリ袋等を用いた。

3　分析法

プラント◎オパールの抽出と定量は、「プラント◎オパール定量分析法（藤原，1976）」をもとに、次

の手順で行った。

（1）試料土の絶乾（105℃◎24時間），仮比重測定

（2）試料土約19を秤量，ガラスビーズ添加（直径約40！ノm，約0．02g）

※電子分析天秤により1万分の19の精度で秤量

（3）電気炉灰化法による脱有機物処理

（4）超音波による分散（300We42KHz◎10分間）

（5）沈底法による微粒子（20〃m以下）除去，乾燥

（6）封入剤（オイキット）中に分散，プレパラート作成

（7）検鏡e計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラントオパール（以下、プラントeオパールと略す）をおもな

対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が300以上になるまで行った。こ

れはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料19あたりのガラスビーズ個数に、計数されたプ

ラントeオパールとガラスビーズ個数の比率を乗じて、試料1g中のプラントeオパール個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾重，単位：

10‾59）をかけて、単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、イネは赤米，

ヨシ属はヨシ，タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、それぞれ2。94（種実重は1。03），6。31，

0。48である（杉山◎藤原，1987）。

4　分析結果

プラント◎オパール分析の結果を表2および図3，図4に示す。なお、稲作跡の検証および探査が主

目的であるため、同定および定量は、イネ，ヨシ属，タケ亜科，ウシクサ族（ススキやチガヤなどが含

まれる），キビ族（ヒエなどが含まれる）の主要な5分類群に限定した。巻末に各分類群の顕微鏡写真

を示す。
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5　考察（稲作の可能性）

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント◎オパールが試料19あたりおよ

そ5，㈲0個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断してい

る。この判断基準をもとに、稲作の可能性を3段階に区分して次表に示した。

表1　各層におけるイネのプラント・オパール密度と稲作の可能性

〈記号説明〉

○印…5，000個／9以上（稲作の可能性大）

△印…5，000個／9未満（稲作の可能性有）

×印…検出されず

一印…試料なし

層　　 名 No ．1 No．2 No 。3 No 。4 No．5 No．6 No。7 1 備　　　　 考

8 △ ○ △ △ △ ○ △ 古墳 時代後期 水 田

9 （a　e b ） △ △ × × △ △ ×

10 （上部） △ × － － － △ －

10 （下部） ○ △ － － － － －

11 △ △ － － － △ －

12 （a　e b ） ○ 】 △ － － － △ － 古墳 時代 前期水 田

古墳時代後期の水田層とされていた8層では、No。1～No。7地点の試料について分析を行った。その

結果、すべての試料からイネのプラントeオパールが検出された。このうち、No。2地点とNo。6地点で

は密度が8，000個／9前後とかなり高い債である。また、同層は直上を洪水堆積物層で覆われていること

から、上層から後代のプラントeオパールが混入した危険性は考えにくい。これらのことから、同層で

稲作が行われていた可能性は高いと判断される。

古墳時代前期の水田層とされていた12層では、No。1、No。2、No。6地点の試料について分析を行った。

その結果、すべての試料からイネのプラント◎オパールが検出された。このうち、No。1地点では密度

が15，800個／9と高い債であり、明瞭などークが認められた。これらのことから、同層で稲作が行われ

ていた可能性は高いと判断される。

上記以外では、No。1、2、5、6地点の9層、No。1、2、6地点の10層、No。1、2、6地点の11層などで

イネのプラントeオパールが検出された。このうち、No。1地点の10－3層では密度が9，200個／9と高い

値であり、明瞭などークが認められた。したがって、同層準で稲作が行われていた可能性は高いと考え

られる。その他の層では、密度がいずれも比較的低い値であることから、稲作が行われていた可能性は

考えられるものの、上層や他所からの混入の危険性も否定できない。

6　ま　と　め

以上のように、古墳時代後期の水田層とされる8層、および古墳時代前期の水田層とされる12層では、

分析を行ったすべての試料からイネのプラント。オパールが検出され、これらの層で稲作が行われてい

たことが分析的に検証された。また、No。1地点の10－3層などでも稲作の可能性が認められた。
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No．1

図1　試料採取地点
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図2　土層断面図と分析試料の採取箇所（No．1・No．2）
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図2　土層断面図と分析試料の採取箇所（No．3・No．4）
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図2　土層断面図と分析試料の採取箇所（No．7）
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衰』　プラント0オパ‥ル分析結果

静岡県、川合八反田遺跡

No．1地点

試 料 名 深 さ　 cm 層 厚　 cm 仮 比 重
イ　 ネ （粗 総 量 ） ヨ シ属 タ ケ亜 科 ウシクサ族 キ ビ族
個 ／9 t／1 0a 個 ／ g 個 ／9 個 ／9 個 ／9

8 2 3 12 0 ．4 8 70 0 0 ．37 70 0 2 ，20 0 0 0

9 3 5 1 0 工 0 5 60 0 0 ．6 2 60 0 60 0 0 0

10 － 1 4 5 2 8 上 0 3 5 0 0 1 ．4 4 0 5 ，30 0 0 0

10 － 2 73 9 1 ．10 0 0 ．0 0 0 3 ，2 00 60 0 0

10 － 3 82 10 0 ．6 1 9 ，2 00 5 。7 7 1 ，8 00 5 ，5 00 90 0 r 0

11 92 7 0 ．8 4 2 ，90 0 上 73 2 ，90 0 3 ，6 00 0 0

12 a 9 ．9 10 1 ．0 0 1 5 ，80 0 16 ．27 2 ，90 0 2 ，90 0 9 00 0

12 b 10 9 5 1 ．0 5 6 ，8 0 0 3 ．6 6 90 0 5 ，80 0 90 0 0

試 料 名 深 さ　 cm 層 厚　 cm 仮 比 重
イ　 ネ （粗 総 量 ） ヨ シ属 タケ 亜 科 ウシクサ族 キ ビ族
個 ／9 t／10 a 個 ／g 個 ／9 個 ／9 個 ／9

8 － 1 20 5 0 。4 8 3 ，50 0 0 。82 80 0 8 00 0 0

8 － 2 2 5 5 0 ．4 8 7 ，50 0 1 ．8 5 90 0 4 ，70 0 9 00 0

9　a 3 0 6 工 1 8 70 0 0 ．4 9 2 ，90 0 2 ，90 0 0 0

9　b 3 6 7 上 1 8 8 0 0 0 ．6 5 80 0 6 ，10 0 0 0

10 － 1 4 3 1 9 工 28 0 0 。0 0 0 7 ，90 0 0 0

10 － 2 6 2 5 1 ．27 0 0 ．0 0 6 00 6 ，6 0 0 0 0

10 － ′3 67 10 工 21 0 0 ．0 0 9 00 16 ，0 00 0 0

10 － 4 7 7 1 1 工 3 2 1 ，70 0 2 ．49 0 5 0 ，2 00 8 0 0 0

1 1 8 8 10 1 。2 9 1 ，80 0 2 ．37 2 ，70 0 2 7 ，9 00 1 ，8 00 0

12 9 8 9 工 3 1 2 ，20 0 2 。6 0 0 2 2 ，00 0 70 0 0

No．3地点

試 料 名 深 さ　 cm 層 厚　 cm 仮 比 重
イ　 ネ （粗 総 量 ） ヨ シ 属 タ ケ 亜 科 ウ シ クサ族 キ ビ 族
個 ／9 t／10 a 個 ／9 個 ／9 個 ／9 個 ／9

8 19 10 0 ．4 8 2 ，00 0 0 ．93 6 ，10 0 6 00 0 0

9 2 9 8 1 ．0 5 0 0 ．00 0 5 00 5 00 0

No．4地点

試 料 名 深 さ　 cm 層 厚　 cm 仮 比 重
イ　 ネ （粗 総 量 ） ヨ シ 属 タ ケ 亜 科 ウ シ クサ 族 キ ビ族

個 ／ 9個 ／9 t／10 a 個 ／9 個 ／9 個 ／ 9

8 16 6 0 ．48 1 ，4 00 0 ．3 7 9 ，8 00 4 ，20 0 0 0

9 22 5 1 ．05 0 0 ．0 0 0 0 0 0

No．5地点

試 料 名 深 さ　 cm 層 厚 cm 仮 比 重
イ　 ネ （粗 総 量 ） ヨ シ 属 タ ケ 亜 科 ウ シクサ 族 キ ビ 族
個 ／9 t／10 a 個 ／ 9 個 ／ 9 個 ／9 個 ／9

8 2 8 1 1 0 ．4 8 3 ，5 0 0 工 8 1 5 ，70 0 70 0 0 0

9 3 9 9 工 0 5 7 0 0 0 ．6 5 0 0 0 0

試 料 名 深 さ　 cm 層 厚　 cm 仮 比 重
イ　 ネ （粗 総 量 ） ヨ シ 属 タ ケ 亜 科 ウ シ クサ 族 キ ビ 族
個 ／9 t／10 a 個 ／9 個 ／9 個 ／9 個 ／9

8 1 8 6 0 ．4 8 8 ，4 0 0 2 ．4 7 6 ，50 0 5 ，60 0 0 0

9 24 7 1 ．0 5 2 ，3 0 0 工 7 3 3 ，90 0 14 ，90 0 70 0 0

10 3 1 1 2 工 1 8 1 ，4 0 0 上 9 8 70 0 1 7 ，60 0 70 0 0

11 4 3 4 上 2 9 2 ，9 00 1 。5 2 9 00 4 0 ，70 0 90 0 0

1 2 4 7 30 上 3 1 90 0 3 ．4 0 9 00 19 ，0 00 90 0 0

No．7地点

試 料 名 深 さ　 cm 層 厚　 cm 仮 比 重
イ　 ネ （粗 総 量 ） ヨ シ 属 タ ケ 亜 科 ウ シクサ 族 キ ビ 族
個 ／9 t／10 a 個 ／9 個 ／ 9 個 ／9 個 ／ 9

8 14 1 1 0 ．4 8 4 ，2 0 0 2 ．2 7 3 ，30 0 6 ，70 0 　 80 0 0

9 25 5 1 ．0 5 0 0 ．0 0 2 ，4 0 0 3 ，0 0 0 60 0 0
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No。1　　　　万個／g
O　　　　1　　　　2

No。3　　　　　万個／g
O　　　　1　　　　2

．…　　；　　一　　1－……1－　■

8　　　　　　　　8

8　　　　　　　　8

8　　　　　　　　8

享三

No．4 万個／g
O　　　　1　　　　2

l　　　　　　　　】

1　　　　　　　　8

茎：二

図3　イネのプラント・オパールの検出状況（No．1～4）

（注）倒印は50cmのスケール、◎印は分析試料の採取箇所
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No。5

診　　　　　　　　　昏

箆　　　　　　　　　謬

凛　　　　　　　　昏

暑　　　　　　　　窪

寺　　　　　　　　墨

痘

No。7

暑　　　　　　　　　さ

産

∴‥ピ／き

1　　　　2

・、、てこ　邑　　　　　万博／畠

0　　　　1　　　　2

．　　　l l l l l

諺　　　　　　　　　謬

謹　　　　　　　　尊

謎　　　　　　　　　諺

善　　　　　　　　　雄

図3　イネのプラントeオパールの検出状況（No．5～7）
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静岡「県、川合八反田　　No．2地点　　土　層　　　　　植物体生産量　　t／10a・Cm

lO　　　8　　　　6　　　　4　　　　2　　　　0　　　　0　　　　2　　　　4　　　　6　　　　8　　　10

8

l展ま
1 9 a

j
l

9b
十十＋一十

1 0 －2

1 0 －3

1 0 －4

lllllllll
l

i㍉2

目　ヨシ　日　夕ケ亜科 自　イネ　薗　イネモミ

図4　おもな植物の推定生産と変遷（No．1、2地点）

（注）磯印は50cmのスケール
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図4　おもな植物の推定生産と変遷（No．3、4地点）
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静岡上県、川合八反田　No。6地点　土　腐　　　　　植物体生産畳　　も／且Oaecm

IO　　　8　　　6　　　4　　　2　　　8　　　0　　　2　　　4　　　6　　　8　　　10

■1　 8 ‖

l．．e．°▼▼．1 9 腰
】1．．°．°＝

国10
且1I※董：貰薫蒸謹岩壁当

継ぎく　く

12

自ヨシ　日夕ケ亜科　　　　　　　ロイネ　圏イネモミ

周　　おもな種物の推定生産と変遷（hlo。5、6地点）
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図4　おもな植物の推定生産と変遷（No．7地点）
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イネ　No．1地点　試料名10－3 ヨシ属　No．6地点　試料名8

イネ　No．1地点　試料名12a タケ亜科　No．2地点　試料名10－4

イネ　No．1地点　試料名12b ウシクサ族（ススキ属など）No．1地点　試料名12b

0　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　100Jlm

川合遺跡から検出されたプラント・オパールの顕微鏡写真
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4⑳　川合遺跡八鹿田地区Ⅲ期調査区の丑層の地学⑳丑壌学的検討

加藤芳朗（静岡大学名誉教授）

1　まえがき

サ／n⊥山「Jトキ＝l∠ゝ二冬日Jr′7ヽ」レ佃Il　／lll佃Il＼　「ナ′1∴彗窒l lll L Er［ヨ　rll／了ヽ－星∠塊R　し　ナ‥さと主上JLl一　うー＋・プ　＿プニ」で　り　　　＿」＿恕R＿」＿1（
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ぼ、長尾川支流の自然堤防とその山側の後背低地にあり、時に山から崩石がある立地環境だった。ここ

にいう山とは、竜爪山から南下する尾根のうち、巴川上流と長尾川とを画するものの末端である。この

遺跡周辺一帯の地学的環境については、すでに、報告したので4）、あらためて述べることはひかえる。

この地区の発掘現場で出現した火山灰と水田土層について検討したのでその概要を報告する。

2　火山灰の同定

この地区から火山灰が6枚検出された（文献9、p。6，7）。それらが既報の火山灰のどれに相当す

るかについて検討した。その結果はすでに報告したので11）、ここではその概要だけを述べることとする。

（1）神津島天＿机餌柚鳳阪（睦…附）

a。発見のいきさつと産状　　　これが最初に発見されたのは池ヶ谷遺跡の7区の平安水田の大畦を

おおう白色のパッチ状の薄層であった（佐藤正知氏による）。さらに、同氏により、本遺跡八反田地区

I期調査区の平安期住居址柱穴（Ⅳ層上面）からの発見がつづいた。筆者の現地調査による確認と同氏

からの試料提供により、鉱物学的検討を行った結果、これらを神津島天上山火山灰（Iz－Kt，838A。D。）

の可能性が高いと推定した14）。本地区Ⅱ期調査区でも、6層（黄灰色粘土質シルト層）上部から白色

の小パッチ状の薄層が見出だされた（文献9、p。6，7）。6層直下から、隣接の内荒遺跡の集落跡（平

安時代前期、9世紀前半）に連続する集落跡が検出され、また、同層の上位に平安時代中期～中世の遺

構面がのる（文献9、p。22，39）。その後、本地区と池ヶ谷遺跡のあいだにある上土、岳美遺跡でも連

続性のよい類似の火山灰を筆者自身が観察した。いずれも、平安水田をおおう泥炭層のなかに挟まれる。

以上から、巴川上流の平野にかなり普遍的に本火山灰が産出し、もっとも低湿な上土、岳美遺跡で連続

性（保存性）がよいことが分かった。

b。鉱物学的検討　　　ふるい分けによって準備した試料の細砂画分（0。2～0．05mm）を用いて、偏

光顕微鏡観察によって定性的鉱物組成を、浸液法によって火山ガラスの屈折率をもとめた。その結果は

表1のごとくである。比較試料として、神津島天上山火山灰（Iz－Kt，838A。D。）に同定されている1）、

伊東市大室山の白色火山灰（袴田和夫氏提供）の測定結果も掲げた。

表1　白色火山灰の鉱物組成の特徴と火山ガラスの屈折率（文献11より抜粋）

試　　 料 八反 田、上土、池 ケ谷 ＊ 大　 室　 山

火 山　 ガ　 ラ　ス 無色透 明、形態 ：扁平型 ＞繊 維型 ＞多孔型 無色 透明、形態 ：繊維型 ＞多孔型 ＝扁平型

無　 色 ，鉱　 物 中性斜長 石、 まれ に石英 中性斜 長石、石英 （火山 ガラス付 着）

有　 色　 鉱　 物 黄緑 色黒 雲母 （2 V ＝ 0 0，光学性 －）≫ 角閃石 黄緑色 黒雲母

火山ガラスの屈折率 上497 （1．4 96～ 1．498） 1 ．496 （工49 5－上49 7）
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＊八反田：I期Ⅳ層上面、上土：I期7b層（市教委発掘）、池ヶ谷7区平安水田畦畔

注）鉱物組成は火山ガラスが圧倒的多数である。

この表から八反田などの白色火山灰が太室山のそれと類似すること、ひいては、神津島天上山火山灰

（Iz－Kt診38A。D。）に対応する可能性が高いことがうかがえる。年代的にも矛盾しない。

（2）弥生期火血尿

a。発見のいきさつと産状　　　弥生中期とされるスコリア質火山灰が最初に発見されたのは、1988

年初の長崎遺跡1区7）、ついで瀬名遺跡9区6）、池ヶ谷遺跡1／2区11）、八反田地区（文献14、下述）、長

崎遺跡7区13）と事例が続出した。池ヶ谷、八反田以外は、弥生中期の遺臥遺構にからむので、時代

は弥生中期と考えられた。池ケ谷遺跡では、弥生後期～古墳前期水田（FⅡ）と押切石川火山灰11）（旧

称大沢類似スコリア、縄文晩期後半2））との間の泥炭層（FⅡ）に含まれるので弥生中または前期とさ

れた。そこで、これらは、漠然と同一のものとみなされたが、八反田地区で3枚の火山灰（下記）が見

付かるにいたり、相互を厳密に区別する必要が生じた。その人反田地区であるが、Ⅱ期調査区のA工区

試掘坑（図1の⑥点）において、弥生中期後半から古墳前期の遺構面より下、大沢スコリアより上の層

準で3枚のごく薄い火山灰1，2，2′（暗褐色の砂層でスコリアの可能性あり）が検出された（文献9、

p。6，7）。これらは弥生中期後半より古く、縄文晩期前半より新しいとしかいえないが、前者の遺構

面に近い方に位置するので、一応，弥生期（中～前期）に対比させた。以上を一括して弥生期火山灰群

とし、岩石e鉱物学的検討を行った11）。

b。細砂画分粒子の岩石e鉱物学的検討　　　本地区の3枚の火山灰について細砂画分粒子の分析結

果を示す（表2）。

表2　細砂画分粒子の岩石・鉱物学的特徴　し透過光、粒数％、文献十1より抜粋）

試 料
ス　 コ　 リ　 ア 単 結 晶 粒 子 単 結 晶 粒 子 の 内 訳 ＊3

黒　 色 半 透明 ＊1 赤　 色 長石 類 ＊2 ！苦鉄 鉱物 斜 長 石 オリーブ石 普通 輝石 しそ輝 石 そ の 他

火 山灰 1 2 9 2 2 6 27 17 63 （28 ） 2 （2 ） 26 （8 ） 6 （2 ） 2 （0 ）

火 山灰 2 2 7 4 2 ＊4 6 2 0 7 88 （52 ） 4 （2 ） 9 （2 ） 0 j　O
Zi

火 山灰 2 ′ 39 3 0 ＊5 0 2 5 6 92 （4 6 ） 2 （2 ） 6 （4 ） 1 （1 ） ［
0

＊1ガラス質で微小晶子に富むタイプ、　＊2　灰長石分に富む、

＊3　ヵッコ内はスコリア付着粒子の値、　　＊4　ほとんどすべてが黄緑色ガラス

＊5　約1／2が黄緑色ガラス

この表から、これらがほぼ純粋な火山灰で（「その他」が少ない）かつ、玄武岩質スコリアである（斜

長石が灰長石分に富み、苦鉄鉱物がオリーブ石と輝石類よりなる）と判断される。したがって、噴出源

は富士火山と推定されるが、山麓部のどのテフラに対応するのか未詳である。火山灰2，2′の半透明ス

コリアは透過光で黄緑色を呈するガラスをかなり含むのが特異である。

C．租砂画分粒子の岩石◎鉱物学的検討　　　ついで、租砂画分粒子の分析結果を見てみよう（表3）。

表3　粗砂画分粒子の岩石・鉱物学的特徴（反射光、粒数％、文献Hより抜粋）

試　　 料
ス　　　 コ　　 リ　　　 ア 無色透 明

白色粒子 そ　 の 他
黒 ・暗灰色 灰　 白　色 こは く色 赤　　 色 粒　　 子

火山灰 1 49 3 4 1 7 2 4 2

火山灰 2 46 1 0 3 2 2 2 6 2

火山灰 2 ′ 51 1 9 27 0 1 2 ＜ 1
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この表からも、これらがほぼ純粋な火山灰で、かつ、ほとんどスコリアだけからなることが分かる。

大沢スコリアや押切石川火山灰とちがって、反射光で灰白色、こはく色（あめ色）を皇するスコリア（多

数の気泡跡孔隙がある）を含むのが特色である。こはく色のものは火山灰2、2′に多く含まれ、表2の

透過光で黄緑色を皇するガラスに対応するものと思われる。

d。他の弥生期火山灰群との比較　　　他の弥生期火山灰群についても同様な分析を行い、細砂画分

粒子について、八反田地区のものも含めて、つぎのような基準でイ～ホに類別した11）。基準は、①ス

コリアのうち、黒色と半透明の多い少ない、②半透明スコリアのうち、黄緑色ガラスが主であるか、微

小晶子に富むものが主であるか、③長石が多いか否か、の3つである。

ィ。スコリアが黒色＞半透明、長石が多（＞25％）

ロ。　ク　　　　　ク　　　　長石が少（25－10％）

ハ。　ク　　　黒色＜半透明、半透明が黄緑色ガラスを主、長石が少（25一つ0％）

二二＋＋＋＋ク
．

ホ．　　ケ

ク　　微小晶子タイプを主、長石が多（＞25％）

ク　　　　　　ク　　　　　長石が少（＜10％）

表4に各火山灰の所属グループが示してある。八反田地区の3つの火山灰が異なるグループに入るの

は当然である。さらに、粗砂画分の鉱物学的特徴や粗砂画分対細砂画分の重量比をも加味すると（表4主

おなじグループ内の火山灰でも特徴が一致しない、ということが分かった11）。

表4　巴川流域遺跡の弥生期火山灰群の特徴　し文献11より、一部変更）

火　 LI＿＿j　灰

細　　 砂　　 画　　 分 租　 砂　 画　 分 i

粗 砂 対
細 砂 比

ス　 コ　 リ　 ア
i 斜 望

石　 里

苦 鉄
鉱 物 ／
斜 長 石

0 1＋ A u
／H y

黒～
暗灰色／

灰 白色＋
こは く色

白色 ＋

無 色
透 明 が
多 い

赤色

ス コリア
が多い

黒 色 ／
半 透 明

黄 緑 色 赤　 色
i

八 反 田 Ⅱ期 1
イ

上 土 2 区

＞ 1 少 あ り 多 大 ＞ 1 ＞ 1 － ○ 9 。0 8

＞ 1 － － 少 太 ＞ 1 ＞ 1 － ○ 7 ．7 3

八 反 田 工期 2′ ＞ 1 多 少 小 ＞ 1 ＝ 1 － － 0 ．4 8

ロ
長崎7区火山灰C ＞ 1 － 少 小 千 1 ＞ 1 － ○ 5 。8 8

ハ 八 反 田 Ⅱ期 2 ＜ 1 多 あ り 少 小 ＞ 1 ＝ 1 － （○） 2 。2 7

長崎7区火山灰d ＜ 1 少 あ り 多 小 ＞ 1 ＞ 1 ○ （○） 0 ．9 3

長崎1区火山灰 ＜ 1 － －
多 小 ＜ 1 ＜ 1 ○ － 0 。1 4

瀬戸 9 区
ホ

池 ケ谷 2 区

＜ 1 － 少 小 ＞ 1 ＝ 1 － － 4 。64

＜ 1 － 少 小 ＞ 1 ＞ 1 － － 5．6 2

参 長崎7区火山灰b ＞ ‖　 少
－ 少 小 ＞ 1 ＞ 1 － ○ 10 ．3

01オリーブ石、Au普通輝石、Hy　しそ輝石、○該当する（カッコは肉眼観察のみ）

参の長崎7区火山灰bほ最近発見されたもの13）

（3）縄文晩期の火出版

Ⅲ期調査区のA工区試掘坑において、カワゴ平軽石（下位）と大沢スコリアのセットが存在した（文

献9、p6，7）。前者は黄白色砂層で白く細かい軽石粒を多数含む。後者は暗褐色砂層である。とも

に厚さ1～2cm、レンズ状をなして横によく続く。その垂直的間隔は10。5cmである。これらは静清平野

の多数の地点に出現し、それぞれ、約2，900年前、約2，700年前（縄文晩期初頭）の有力な示準層として

役立っている2）。これらの識別についてはすでに報告したので11）、省略する。
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3　水田丑層の丑壌学的検討

用　豊壌撃的検討の内容

a。水田土壌のタイプの判定　　現在の水田土壌は、地下水位の深浅によって構成士層が異なる。

地下水位が浅い場合（作土かその直下、地下水塑）は表層から青～緑灰色の還元色を皇し、作土と下層

土がよく似ている。これに対して、地下水位が深い場合（80cm以上表面水塑）は表層から灰色（砂質

のときは褐色）を皇し、下層土に酸化鉄（黄褐色、褐色）や酸化マンガン（暗～黒褐色）の沈殿層があ

る。前者が湿臥後者が乾田に多い。これらの中間型も存在する3）。

be埋没水田の判定　　現在の永田土壌の作土は最表層にあり、やわらかく、イネの根株を含むの

で、誰でも分かる。しかし、地中に埋没すると、これらの特徴が失われる。表面水塑水田土壌は下層の

鉄、マンガンの沈殿層を目安にして水田の存在を推定することができる。一方、地下水塑水田土壌には

そのようなものがなく、作土、下層土の特定が困難であった。しかし、筆者は経験的に以下のことに気

付いた8号12）。

埋没地下水型水田土壌は全層が音～緑灰色（還元色）を皇し、有作土に撹乱臥ロも　下層土に炭酸

（第一）鉄の白色の沈殿（固いことが多い）、ハ。作土∴下層土に垂直な根の跡（綻根臥直径ユmm前

後の円孔、イネや水田雑草の根と思われる）がある。そして、イ～ハがすべて揃えば存在確度が強（P

3主　どれか2つなら中（㌘2）、どれか1つなら弱（Pl）と判定する。

ノ：読－′く：・、ノ？葵、正‾亘：ニー芦

Ⅱ期調査区内の3地点（④タ⑨タ◎タ　図1参照）における観察で、l＋2層（江戸期前半以降）、複

層（平安中期～江戸期前半）、5層（平安中◎後胤条里水田）を作士とする水田（それぞれ』∴娠

Ⅲと呼ぶ、表5）が推定された（時代は文献9による）。

a。水田I　　昭和30年に盛土でおおわれるまで江戸期前半以来水田として継続した9）。その作土

（1＋2層）と下層士（3層）に、水田土壌の特徴がよく保存されている（当然のことながら）。作土

が撹乱され、縦根跡が作土∴下層土で多い。3層が砂層のためか炭酸鉄の沈殿は明瞭でない。作土には

イネの根株が残り、放射状に根が広がるのがよく観察された。これを「斜め根」と称することとする。

また∴調査した壁面が酸化を受けていたにもかかわらず、作土は音色でグライ（還元）化状態を呈して

いた。これは盛り土下に見られる共通した現象である。盛土と作土とのあいだにたまった水と作土中の

有機物の影響で強く還元化したためである。後背低地にある④，⑧点では、発掘前も下層土がグライ化

していたものと思われ、水田Iは地下水塑水田土壌であった（存在確度中〈P2〉）。徴高地にある⑥点

では、1＋2層、3層が弱還元の灰色土層、4e5層以下がグライ層という、半地下水型水田土壌（存

在確度弱〈P D）だったと思われる。

b。水田Ⅱ（第2遺構軋　4層または5層上半）　　平安中期以降のある時期に開田したものが江

戸期前半の長尾川支流の氾濫である3層（砂層）によっておおわれたもので、水田区画（畦畔、杭列上

田面の状況がよく保存されている9）。

④点では、4a、4b層（ともにシルト質粘土）に綻根跡が多く、また、4a層の下部から4b層に

かけて炭酸鉄結核が多く含まれる。4a層は土色は灰色、ジピリジール反応は－であるが（発掘後の壁

面の酸化？主炭酸鉄の存在でかってグライ化状態にあったことは明らかである。4b層は土色（青灰色主

ジピリジール反応（＋＋主炭酸鉄からみて今もグライ化状態にある。結私　4a層の大部分を作土、

4a層下部から4b層を下層土とする地下水塑水田土壌の存在確度は中（P2）である。

⑧点は4層が薄く、5a層（ともにシルト質粘土）にかけて碇根跡の極太がある。これも発掘後の壁

面の酸化によって土色は灰色、ジピリジール反応最上二であるが、もとはグライ化状態にあったものとみ
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なされる。4層を作土、5a層を下層土とする地下水型水田土壌の存在が確度弱（Pl）で推定される。

なお、この両層を横に追うと、4層が消滅し、5a層が盛り上がって畦畔遺構となるのが観察された。

この地点に近いところ（J5グリッド）でのイネのプラントオパール分析で、4層2，600個／9，5a

層工900個／9と水田耕作の可能性が中一小程度の含量であった9）。

◎点は、他とちがって、4層、5層が明灰色の土色と鮮明な褐色斑鉄（酸化鉄の沈殿）を特徴とする。

4層（シルト質粘土）では縦根跡の壁面に酸化鉄が沈殿してできた糸根状斑鉄が、5層（礫質シルト）

では糸根状斑鉄とこれより太い管条斑鉄（ヨシの根に由来？）が、それぞれ、顕著である。今は酸化状

態を呈するが、グライ化土層が酸化する過程で生ずる管状斑鉄があるので、かってはグライ化状態にあ

ったと推定される。この地点が微高地にあることから、平安期以降の全般的な地下水の低下によって次

第に酸化が進んだものであろう。縦根跡の極大から、4層を作土、5層を下層土とする地下水型水田土

壌（現在は酸化）の存在確度が弱（Pl）と判定された。

C。水田Ⅲ（第3遺構面相当、5層下半、6層）　　　第I期調査区で見出だされた平安中◎後期条

里水田の大畦延長が杭列群として現れたが、畦畔は検出されなかった9）。しかし、土層では、後背低地

の④，⑧両地点とも、5層の下半（5b層）に撹乱構造がみられ、さらに、同層から6層にかけて縦根

跡の極太があり、5b層を作土、6層を下層土とする地下水型水田土壌の存在確度が中（P2）で判定

された。⑧地点に近いところ（J5グリッド）で行われたイネのプラントオパール分析で、5b層で

2調0個／9、6層が2，500個／9、水田耕作の可能性が中～中程度の含量であった9）。微高地の⑥地点で

は土壌学的に水田はみとめられなかった。なお、⑧地点での筆者の観察では、5、6層の境界部から、神

津島天上山火山灰（Iz－Kt，838A。D。）と対比される微小パッチ状の火山灰が見出された。これは発掘

スタフの同層上部という見解9）と合致する。この水田が同火山灰以降のものであることが判明した。巴

川上流地帯の平安条里水田についてみると、同火山灰の降灰時期に、池ヶ谷遺跡では営まれていたが、

上土遺跡では廃絶して泥炭におおわれていた11）といったように、同じ条里水田といっても微妙な時間

差のあることが明らかになった。今後の水田開発史の解明に同火山灰が有力な手掛かりをあたえてくれ

そうである。

表5　水田I～1Ⅱの水田土壌学的検討（水田の存在確度の判定）

地　　 点 ④ （後 背 低 地） ⑧ （後 背 低 地） ⑥ （微　 高　 地）

判定基準 ジ反応 縦根跡 撹乱 炭酸鉄 存在確度 ジ反応 縦根跡 撹乱 炭酸鉄 存在確度 ジ反応 縦根跡 撹乱 炭酸鉄 存在確度

土

層 ！

1 ＋ 2 ± ＋ ＋ － 磁 ） ＋ ＋ ＋ －
P 2
（地下水型）
（水田I ）

1 ＋ 2 －
十一
＋＋ － －

P l
（半地下水型）
（水田 I ）

3　a
（砂層）

3　b
（ク ）

＋＋ ＋ ＋＋

十一
十十

3
（シルト）

＋～
＋＋

4　a

4　b

5　a

＋＋

＋一
十十

＋～
＋＋

＋

＋

協 下水型）

j （水田の

十

十十

P l
（地下水型）
（水田Ⅲ）

4

5

十十

十＋ ＋ ？

P l
（酸化された
地下水塑）
（水田Ⅱ）

5　b

6

十十

十十

十一
＋＋

±～＋

＋

＋＋

＋一
十十

十

＋
6

（礫層） ＋

ジ反応：α－α′ジピリジール反応　　＋＋：富む、＋：含む、±：あり、：なし

制一　道．噴、弥生期の水田群

Ⅱ期調査区B工区の南半部で、8層（古墳後期）、12層（弥生後期～古墳前期）を、それぞれ、作土

とする水田Ⅳ、Vが検出された9）。
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a。水田Ⅳ（第5遺構面、8，9層）　　長尾川からの厚い砂礫（7層、古墳後期）におおわれ、古

墳中期前半の土器を含む緑灰色シルト（10層）の上位にくることから、時代は古墳後期と推定される9j。

⑤，①，㊦地点（図1）における調査で、8層は暗褐色の泥炭であるが、泥炭に特有なラミナが見られ

ず、下半部には下層の灰白色粘土質シルト（9層）の太小の破片がまざ娠　同層との境界は不規則な凹

凸形をなすなど、みかけの撹乱の兆候がいちじるしい。両層とも、縦根跡が±（表5脚注参照）と少な

く、グライ化状態にある。これらのことから、この水田土壌は、存在確度中（P2）で、8層を作土、

9層以下を下層土とする地下水塑（表層泥炭質）と判定された。8層内に9層の太破片が多数まじるこ

とは撹乱（耕起）が短期間だったことを示し、縦根跡（とくに下層土の）が少ないことを考えあわせる

と、この水田の継続期間はそんなに長くなかったらしい。

B工区では、水田Ⅳの分布域とその北側の非水田域との境界が隣接する。水田域で撹乱のいちじるし

い8層が後者では整然としたラミナをなす非撹乱の泥炭層に変わるのを筆者も観察した（⑨地点の北、

B工区東の南壁のIll，12グリッド）。また、水田域の方が非水田域よりも約40cmも高い部分を占める（文

献9、P。16－19）。

b。水田V（第5遺構面、12，13層）　　10層（上述上泥炭層（11層）の下に介在する。時代は

弥生後期～古墳前期とされる。水田Ⅳと反対に、B工区の北半部の低地を占める（南半部は微高地、文

献9、p。14，15）。B工区東の北壁での筆者の調査によると、12層は暗青色のシルト質粘土でH層から

のヨシ地下茎を含む。下位の13層は青色のシルト質粘土で砂層をはさみ、下の砂層に移化する。縦根跡

は12層で士、13層で＋（表5卿注参照）。両層の境界は凹凸にとむが、12層は13層の破片をほとんど含

まず、ヨシ地下茎が散在するのを除けば均質である。この理由は、撹乱期間が長期にわたり、13層の破

片が完全に砕かれたためと思われる。縦根跡がこの層で少ないのも度重なる撹乱（耕起）で破壊された

ことをもの語る。イネのプラントオパール含量が12a，12b層で、それぞれ、19，300個／9，16，000個／9

ときわめて多い9）のもこれと関連するであろう。以上から、この水田土壌は12層を作も13層以下を下

層土とする地下水型で、存在確度が中（P2）であると判定された。

（4）水田群の変遷と地学環境

今期の発掘によって、各時代の水田や微地形（微高地、自然堤防、後背低地など上堆積物（泥炭、泥、

砂礫など）といった地学環境の様相がかなり明らかになった9）。両者の関連を中心に要約してみよう。

a　Ⅱ期調査区内

ィ。弥生中期の微高地（第7遺構面）　　　B工区東の南半部にあって方形周溝墓などが立地する、

この微高地は13層（砂礫）によって代表される長尾川からの派出河川の自然堤防である。13層上面の自

然流路SD706の底から縄文晩期未～弥生中期初頭の土器が出ているので、この砂礫層と自然堤防の時期

は弥生中期初めごろであろうか。

ロ。弥生後期～古墳前期の水田と後背低地（第6遺構面）　　　上記微高地は存続し、その北側の低

地に堆積した12層（シルト質粘土）の上に水田が営まれた。しかし、このあたりが湿地化し、水田が廃

絶し、11層の薄い泥炭（自然堆積）におおわれた。

ハ。古墳中期前半の緑灰色シルト（10層）と灰白色粘土質シルト（9層）　　10層はシルト質粘土、

泥炭を挟み、これらとの互層をなす。ラミナの発達する自然堆積で言可川（恐らく長尾川の支流）の小

氾濫がしばしばあり言筍水からのシルト、粘土が泥炭地に浸入堆積したと想定される。9層も濁水に運

ばれたシルトである。上記の微高地がこれらによっておおわれた（下記参照）。

こ．古墳後期の泥炭層（8層）とその上の水田（第5遺構面）　　ふたたび湿地化の時期となり、

泥炭層がB工区をあまねくおおった。10～8層は低地で厚いものの、それを埋めつくすほどに至らず、

徴高地にはい上がりながら薄く堆積した。この時期の水田は、不思議なことに、徴高地側に開かれ、低
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地は泥炭地として存続した。

ホ。古墳後期の太洪水、砂礫層　は層　　　この層は厚さ　～　m以上に達し、』Ⅲ期調査区の全

域を埋没した。砂礫の単越した微高地をなす部分が2すじある　図日。これらはその延長方向から判

断して、長尾川支流の自然堤防であろう。両者のあいだは砂魯シル吊こよって充填された。この砂砂礫

層の上面（第4遺構商）には、Ⅲ期調査区の全域にわたって、古墳末期～平安前期の集落が形成された

綾　に徴高地で建物密度が高い。

へ。平安期◎中世のシル　質粘土摘～　層）と水田　第岩　遺構面　　　上記の後背低地にシ

ルト質粘土が堆積し、その間に条里水田Ⅲ（平安中帝後期主それを踏襲した水田Ⅲ（平安後期以後）

が営まれた。この時期は長尾川からの砂礫の押し出しがなく、低地に、時たま、氾濫濁水が流入した状

況であった。これが江戸期前半まで続いた。B工区東はひきつづき微高地で、条里水田Ⅲの時代までほ

シルト質粘土の堆積が及ばず、掘立柱建物を擁する非水田域であった。つぎの水田Ⅲの時代になって、

はじめて、シルト質粘土の堆積がこの微高地にまで達し、水田城となった。

ト。江戸期前半の砂層（3層）　　これも長尾川の氾濫によると思われるが、小規模だったらしく、

B工区南半では砂であるが、同北壁で礫まじりシルト、Å工区北壁でシルト質粘土、と北ほど細粒化す

る傾向がある。

チ。まとめ　　　以上を通覧すると、太きな影響をおよぼしたものが二つある。①ここが麻機低地に

位置すること4）。縄文海進によって生じた巴川ぞいの入江が埋め立てられる過程でこの流域に湿地が

生じた。ここに安倍肛言尉馴服董磯旭からの小河川が自然堤防を伴う流路を進出させ、いくつかの低

湿地に分断した。もっとも上流側が麻機低地である。本地区はその南東隅にあたる。②この低地への長

尾川支流の氾濫。それが盛んだった弥生中期以前と古墳後期の自然堤防（微高地）によって、それぞれ、

以後の居住区、水田域の配置が決まった。

河川城から低湿地にむかって堆積物は水平に鴇礫十砂…シルト…泥…泥炭、と変化する。河川の氾濫

が盛んであれば礫海砂、シルトが押し出し低湿地が縮小する。反対にそれが衰えれば後退して低湿地が

拡大し、泥、泥炭が河川側に進出する。この観点でイ～トを整理すると、○河川の太氾濫期：ィ、ホ、

○間羽邑濫期：ハ、ト、○低湿地の拡大期；ロ、ニ掬へ。河川の氾濫期と低湿地の拡大期が交互に訪れ

たことが分かる。

b。巴川平野の他遺跡との関連

有　弥生中期以前の13層（砂礫）の進出（河川の太氾濫期）　　これに関連して思い出すのは、長

峰遺跡の　一缶　区の弥生中期遺物包含層におおわれる　然河道とお　われる藩状凹地である7，13）。

これらは、それまで堆積していた土層を削　こんで涜路を低下させるはたらき　浸食の復活）でできた

ものである。その太きな要因の一つが川の注ぐ海面が低下することである。巴川では上記の低湿地が下

流の入江を通じて海とつながっていた。海商が低下すれば、入江は陸側から後退し、その跡が湿地化し、

湿地の上流側に河川の砂礫が進出してくる。つまり、河川域…低湿地…入江の配列全体が下流（海）側

に移動するわけである。もし、これが正しければ、河期の砂礫進出と浸食復活とが海面低下を共通項と

して結び付くことになる。

ロや　弥生後期～古墳前期の粘土、泥炭（低湿地の拡太期）　　長崎、池ケ谷各遺跡と共通し、水田

が泥炭におおわれて廃絶するのも同じである7調。

ハの　古墳中期の縁灰色シルト（河川の4、氾濫期）　　長崎、川合言也ヶ谷遺跡でこれと同じでもっ

と大規模なものが出現する。池ケ谷では砂礫の進出が見られる4，7調。

こ。古墳後期の泥炭とその上の水田（低湿地の拡太期）　　川合遺跡のV、Ⅶ水田は、泥炭ではな

くてシルト、黒褐色、暗青灰色粘土などの上に営まれ5㌦一部共通点がある。
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ホ・古墳後期の砂礫（河川の大氾濫期）　　この時期の砂礫は例がない。川合遺跡のV、Ⅶ水田を

おおうのはいずれも砂層で5）、むしろ、小氾濫期を暗示する。

へ平安期のシルト質粘土とその上の条里水田（低湿地の拡大期）　　池ヶ谷、上土遺跡ではこの

水田の上下層とも泥炭層で湿地の度合いがさらに強かった10）。
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泰　盛　一（三重太学生物資源学部昆虫学研究室）

、　は二、ノめに

昆虫はすべて生物群のなかで最も種類が多く、水中（水生昆虫）、地表面（地表性歩行虫）、植物上（樹

上性昆虫）など、多様な生活空間に適応して生活している。食性も食根性から、食肉性◎食糞性◎食屍

性など多岐にわたっている。

先史～歴史時代における人間による自然改変によって、自然界に生息する動植物は多大な影響を受け

た。とりわけ弥生時代に開始された水稲耕作によって、低湿地に生息していた生物は、水田という人為

環境に適応するために食性や生活史を変化させて種の保存を図るか、他の生息場所に移動するかの二者

択一をせまられたのである。食性転換の結果、水稲を加害するようになった昆虫を「稲作害虫」と呼ぶ

とすれば、稲作害虫のルーツは弥生時代に遡ることができる。

また、歴史時代以降、都市の造営にはじまる人間の集中居住に伴って、裸地が拡大し生活汚染物質が

排出されるなど、自然条件から突出した人為空間が日本各地に生み出されることになった。このような

環境に侵入◎適応して生活圏を拡大した昆虫群を、筆者は「都市型昆虫」と呼んだ（森，1992；森，

ユ994a；森，1994b）。これも稲作害虫と並び、弥生時代以降に出現した昆虫分類についての新しいカテ

ゴリーということができる。

小論では、静岡県川合遺跡（八反田地区）より得られた昆虫化石の分析結果について、とくに「稲作

害虫」と「都市型昆虫」に注目しながら述べる。

Ⅲ　遺跡および分析試料

川合遺跡は静岡平野の北東部に位置し、北側に南沼上丘陵を控えた沖積低地の北辺部に立地している。

昭和59年～63年にかけて静清バイパス建設工事に先立って発掘調査が実施された結果、川合遺跡は弥生

時代中期から江戸時代末の複合遺跡であることが確認された。今回の調査は、県営住宅南沼上団地の建

替工事に伴って調査された面積6，250汀㌔分の成果報告（川合遺跡0人反田地区といわれる）であり、そ

の一部は概要としてすでに1993年に公刊されている。

主な遺構および遺物として、弥生時代中期～古墳時代前期では土器片◎磨製石斧◎砥石◎獣骨および

墳丘墓◎土塁e水田跡などが、古墳時代後期では田下駄◎建築材◎梯子および水田跡などが、古墳時代

末～平安時代前期では須恵器◎土師器。墨書土器◎鉄斧◎ガラス玉の物差◎鎌e大足ゆ籠および掘立柱

建物◎井戸の溝跡◎土坑などが、平安時代中期～中世では灰粕陶器◎山茶碗◎掘立柱建物などが、江戸

時代前半では陶磁器◎キセル◎かんざし㊤銭貨および水田跡◎土坑などが、また江戸時代後半～現代で

は陶磁器◎種子および水田跡◎土坑などが検出されている。

なお、遺跡基盤層からほ、静清平野の広い地域に降灰したとされるカワゴ平パミス（Kgp），大沢ス

コリア（Os）などの火山灰層も検出されている。

昆虫化石分析試料は、川合遺跡（八反田地区）の基本土層および井戸内堆積物（SE402eSE405）中

より、静岡県埋蔵文化財調査研究所のスタッフによって採取されたものである。分析試料の層相および

時代等については、表1に示したとおりである。
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表瑠　昆虫分析試料の採取層準およびその層欄◎相対卑代

層 ．名 層　　　　　 相 相　 対　 年　 代 遺 構 な　ど

1 －2 層 灰色粘土質シル ト層 江戸時代後半～現代 旧水田耕作土

3 層 灰褐色細～中粒砂層 江戸時代後半 不　 明

4 層 灰色粘土質シル ト層 江戸時代前半 水田層

5 層 暗灰色シル ト層 江戸時代前半 水田層 ？

6 層

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

黄灰色粘土質シル ト層

】

平安時代

】

条里型水 田

8 層 泥　 炭　 層 古墳時代後期 水 田層

10層 緑灰色 シル ト／シル ト質粘土／泥炭 古墳時代 中期 ？ 自然堆積層

11層 泥　 炭　 層 古墳時代中期 ？ 自然堆積層

12層 灰色粘土質シル ト層 弥生時代中期～古墳時代前期 水田／周溝墓

SD層 黄灰色シル ト層など 古墳時代末など 溝堆積物

SX 4003 暗灰色シル ト層 古墳時代末 土　 坑

SX 4001 暗灰色 シル ト層 不　 明 土　 坑

SE 402 礫 まじり腐植質シル ト層 奈良時代 井　 戸

SE405 礫まじり腐植質シル ト層 奈良時代 井　 戸

昆虫化石の抽出は、主に現地にてブロック割り法（野尻湖昆虫グループ，1988）により抽出されたも

のである。昆虫化石の検出にあたってはアサヒペンタックス単眼顕微鏡（20倍）を利用し、実体顕微鏡

下でクリーニングののち、一つずつの節片について、筆者採集の現生標本の各部位と実体顕微鏡下で比

較¢検討しながら実施した。

Ⅲ　分析結果

分析結果については、基本土層（一部SDeSX関係を含む）より得られた試料と、井戸内堆積物より

得られた試料とに分けて述べる。

』　基本土層

川合遺跡（八反日地区）の分析試料（1－2層～12層，およびSDeSX堆積物を含む）中より発見さ

れた昆虫化石（節片ないしは破片数）は計828点言式料ごとでは1－2層が45息　3層が9息　4層が

31点，5層が202点，6層が206点，8層が201点，10層が41点，11層が17点，12層が9点，SD内堆積物

が40点，SX4003内堆積物が13氏SX4001内堆積物が14点であった。昆虫化石のリストとその同定結果は、

表2に示したとおりである。また、主な昆虫化石の顕微鏡写真を井戸内堆積物のものと併せ図版I e図

版Ⅱに示した。発見された昆虫化石は、そのほとんどが斡週目（COLEOPTERA）に属する鞘麹（Shard）e

前胸背板（Pronotum）等の節片よりなり、斡親日以外では双麹昌（DIPTERA）の囲桶6点，半週目◎

カメムシ科（PENTATOMIDAE）13点が発見された。

出現した昆虫化石は、目レベルまで同定できたもの1日6点（0．7％），科レベルでは11科278点（33。6％），

4亜科18点（2・2％），属レベルでは6属63点（7。6％），種レベルまで同定できたものは39種463点（55。9％）

であった。

生息環境および生態による分類では、ネクイハムシ亜科を含む食肉性および食植性の水生昆虫2科2

亜科1属15種計414点（50。0％），食糞性および食屍性の地表性歩行虫2科2属3種計22点（2。7％），雑

食性および食肉性の地表性歩行虫3科3属5種計231点（27。9％），陸生の食植性昆虫4科2亜科1属14

種の計154点（18。6％）であった。その他末分類のため生態が判明していない昆虫片（双遡目）は6点（0。7％）
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であった。

試料ごとにみると、4層および5層◎6層◎8層では水生昆虫の出現率が高く，4層では48．6％，以

下5層e6層。8層ではそれぞれ64。9％e58．3％◎50。7％であった。試料10より下位では陸生の食植性

昆虫の出現率が高かったが∴試料11および試料12では発見された昆虫化石が少なく、正しい出現傾向を

読みとることは困難であった。

各層準ごとの出現種をみると、1－2層では、水生で食植性のセマルガムシCoelosわmaS接触m（12

点主マメガムシ厨e衰mb甜存aa鉦占mafa（4点）のほかに、雑食性の地表性歩行虫であるゴミムシ科

HARPALIDAE（11点）などが出現した。

4層では、ゴミムシ科（7点）のほか、ガムシ埼′dropム血S乱甘m五紙購（4点）をはじめガムシ科

HYDROPHILIDAEが計12点出現した。そして、本層準では稲作害虫として知られるイネネクイハムシ

β0月aCねprovos百が1点発見された。

5層では、ゲンゴロウ0′bisかJap0壷us（3点トキベリクロヒメゲンゴロウ月y短saplca方S（4点）

など、食肉性の水生昆虫であるゲンゴロウ科DITISCIDAEが計13点発見された。ガムシ科では、セマ

ルガムシ（20点）eヒメガムシ∫如月00両USr日毎es（7点）などをはじめ、計48点発見された。5層か

らはイネネクイハムシが計68点発見され、この1種のみで全体の33。7％に達した。また、本層よりイネ

ネクイハムシ同様、水稲を加害する稲作害虫の一種イネノクロカメムシSco血qP磁ra短辺∂が計2点

発見された。ゴミムシ科（33点）も多数認められた。

6層においても5層同様、イネネクイハムシ（74点；全体の36。8％）が多く発見されたが、ゾウムシ

科CURCULIONIDAE（5点）◎ハムシ科CHRYSOMELIDAE（7点トスジコガネMimelatestacefpes（2

点）など、陸生の食植性昆虫の出現率（12。1％）も比較的高かった。イネノクロカメムシは1点、ゴミ

ムシ科は計45点発見された。

8層では、セマルガムシ（43点）eヒメセマルガムシCoelosわmaOr旋u短e（5点トビメガムシ（2

点）など水生昆虫が多数発見された。イネネクイハムシ（14点）とともに、水稲を加害することのない

ネクイハムシとして知られるフトネクイハムシ∂0月aCla血短e月SIs（7点トキヌツヤミズクサハムシ

Pla如躇∂石sse壷ea（8点）が発見された。ほかに湿潤地表面を好むツヤヒラタゴミムシ属毎月UC短s

sp．（11点）、湿地や水田等に多いヤマトトクリゴミムシ⊥acカ月OCre函Japo壷∂（14点）などをはじめ、

ゴミムシ科が計71点発見された。

10層では、ヒメコガネA月0∬23larU短日prea（21点）eドゥガネブイブイA月OmalaCUprea（1点）、サ

クラコガネAnomaladaImIana（2点）などコガネムシ科SCARABAEIDAE（31点）に属する食葉性の

昆虫群が多数発見された。ほかにノコギリカミキリPro月日5月SUねr元（1点）eアカガネサルハムシ

Acro海月fu用gaSC地evれC短（1点）など、雑木林や林縁に生息する種群も認められた。

一方、溝（SD）堆積物中では、食菓性昆虫であるサクラコガネ属A月0∬2aJasp．（9点）eヒメコガネ（6

点主マメコガネP叩i班aノapo壷a（2点）などに加え、ゴミムシ科が4点発見された。

土坑内の堆積物（SX4003◎SX4001）では出現数が少ないものの、エンマコガネ属0融qp短g男SSp．（計

3点）◎マグソコガネ属A如0血ssp．（計3点）などの食糞性昆虫が兄いだされたことが特筆される。

2。井戸内堆積物（S臣402◎S臣舶5）

井戸内堆積物では、SE402およびSE405と呼ばれる2基の井戸より発見された昆虫化石について調査

した。

分析試料の湿潤重量はSE402が1619．4g、SE405が1266。3gであった。うちSE402では15。6％にあたる

252。49、SE405では24。7％にあたる312。29について分析した。発見された昆虫化石は表3および表4

に示した。
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SE402より発見された昆虫は計2誹40点、SE405で計2，164点であった。両者とも圧倒的多数が食糞性

昆虫（SE402で63。5％◎SE405で66。4％）で占められた。食屍性昆虫や雑食性の地表性歩行虫を含める

とSE402では64。4％、SE405で79。9％が地表性昆虫で占められた。

種組成でみると、マグソコガネ劫血油壷牒融那（SE402で650点⑳SE405で583点）、コマグソコガネ

軸力od壷卯S血S（SE402で283点◎SE405で235点上コブマルエンマコガネ0融op短gUSar如月丑ね（SE

402で257点のSE405で181点）などが多く発見された。これらはいずれも獣糞とりわけ人糞などに多く

集まる種群であるということができる。ほかにゴホンダイコクコガネCoprlsと毎ar石紬S（SE402で48点e

SE405で12点）、マルエンマコガネ仇融隼血柳措涼血掴（SE402のSE405とも19点）、双麹昌DIPTERAの

囲痛（SE402で22点◎SE405で16点）などが兄いだされ、これらもまた人糞を好む種群として知られる。

生活ゴミや汚物などに来ることが多いゴミムシ科はSE402では142点、SE405では142点発見された。

ゴミムシ科同様、腐肉やゴミなどに集まるバネカクシ科STAPHYLINIDAEはSE402で239点、SE405で

は103点発見された。食屍性昆虫では両井戸ともエンマムシ科HISTERIDAE◎シデムシ科SILPHIDAE

などが比較的多く兄いだされた。水生昆虫や陸生の食根性昆虫の出現率は両井戸ともごくわずかであっ

た。

－∴一°　考　　察

川合遺跡（八反田地区）からほ、二つのカテゴリーに分類される昆虫群集が認められた。一つは、基

本土層より得られたイネネクイハムシ◎セマルガムシ◎ゲンゴロウなどを中心とした人類の低湿地改変

によって作りかえられた環境下に生息する昆虫群（生物群Ⅱ）。そしてもう一つは、奈良時代の井戸堆

積物中から得られたマグソコガネ◎コマグソコガネeコブマルエンマコガネなど、食糞性昆虫群に代表

される都市的、かつきわめて限定的な環境を物語る昆虫群（生物群Ⅲ）である（表5）。

前者の昆虫群の示す環境は川合遺跡（八反田地区）の場合言うまでもなく水田であり、後者は人口集

中域の存在とりわけ汚物との関連をつよく示唆している。

自然環境は、本来表5（左）に示したように、陸域においては森林や草原など自然植生の繁茂する、多

様でかつ面的e空間的にも安定な環境であったものと考えてよい。これは湿原や湖沼◎河川など、多様

な環境が含まれる水域においても同様である。そこには自然度の高い環境下に生息する生物（生物群I）

が多数自生していた。

弥生時代にはじまる人間の自然への働きかけによって、このような自然環境は次々に二次的な生息環

境に作りかえられ、それはときに極限的ともいえる人工環境へと変貌を遂げた。川合遺跡（八反田地区）

では、昆虫相の著しい変化より古墳時代後期（8層水田）には、周辺地域で顕著な自然改変があったこ

とがわかる。その後、奈良時代に至る間に、この地域では大いに人口が増加したものと思われる。

奈良時代における川合遺跡（八反田地区）の2基の井戸中より兄いだされた約3万点（森，1993）に

も達する汚物集積の指標昆虫の存在は、過度の人口集中の結果を示している。しかし、食糞性昆虫の多

産結果は、寄生虫卵分析e脂肪酸分析などを実施したのちでも、はたしてそこがトイレであったことを

示しているのか、とれそも周辺地城の地表面が著しく汚染され、継続的（100年以内か？）に風などに

ょって集積◎運搬されたものであるのか、結局確たる証拠は得られなかった。（注）

だが、都市型昆虫（食糞性昆虫）が増加する層準の存在は、川合遺跡（八反田地区）のたどった歴史

からみればほんのひとときのできごとであり、それはせいぜい100年から300年くらいの短期間であった

ものと考えられる。そののち、ここは再び水田地帯となって、近現代に至るまで、ずっと人為度の高い

自然環境が維持され続けてきたものと推定される。
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（注）寄生虫卵。脂肪酸両分析では、人間に由来する寄生虫卵はごく少量しか検出されず、脂肪酸分析

では人間の糞便に由来するとされる脂肪酸は検出されなかった。その結果、そこはトイレではな

く糞便とも直接結びつくものでもなかったとされる。

しかし、2基の井戸中から検出された食糞性の昆虫化石は異常とも思えるほど多く、しかもハエの囲

癖など明らかに遠方より運搬されたとは思われない新鮮な昆虫化石も多数認められた。また、今回の分

析を通じて確認された食糞性昆虫がわずか1000年余りの期間に、人糞や獣糞を食するという糞虫本来の

生態を大きく変化させたとも考えたくい。

生息当時、糞便（おそらく人糞）を利用していたと考えてよいこれら食糞性昆虫の体表面にはかなり

の量の寄生虫卵（大きさが50！ノm程度）や、糞尿起源の化合物（脂肪酸）が付着していたものと推定さ

れるが、奇妙なことに井戸中からは寄生虫卵も人糞由来の脂肪酸も検出されず食糞性の昆虫化石片のみ

が発見されたのである。
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衷　　静岡県川合遺跡　0度田地区）井戸（5臣402）車の昆虫化石同定結果252諸9（小型シャーレ20個分）

（水生昆虫）

ゲンゴロウ科（DYTISCIDAE）

ヒメゲンゴロウ亜科（COLYMBETINAE）

ガムシ科（HYDROPHILIDAE）

（食糞性昆虫）

ゴホンダイコクコガネ（Cop貢S行互臓r柄USWATERHOUSE）

マグソコガネ属（ノ極力od壷sp．）

オオマグソコガネ（AphodIusharoldIanusBALTHASAR）

マグソコガネ（Ap短血相reC軸S（MOTSCHULSKY））

コマグソコガネ（Ap o前uspus班us（HERBST））

エンマコガネ属（0月と力叩カ月gUSSpつ

コブマルエンマコガネ（Ontl”PhagusatIipennIsWATERHOUSE）

マルエンマコガネ（0月血ガムag私SV五れ接はHAROLD）

双麹目（DIPTERA）

（食屍性昆虫）

エンマムシ科（HISTERIDAE）

ルリエンマムシ（SapI．Inussplendens（PAYKULL））

コツヤエンマムシ（AJtholusdudecImstrIatusquatuordecImstljatus（GYLLENHAL））

シデムシ科（SILPHIDAE）

（雑食性昆虫）

オサムシ科（CARABIDAE）

ゴミムシ科（HARPALIDAE）

バネカクシ科（STAPHYLINIDAE）

（食植性昆虫）

コガネムシ科（SCARABAEIDAE）

スジコガネ亜科（RUTELINAE）

ヒメコガネ（Anomalarufbcul”eaMOTSCHUI，SKY）

コガネムシ（MImelasplendensGYLLENHAL）

コアオハナムグリ（OxycetonIajucundaFALDERMANN）

ハムシ科（CHRYSOMELIDAE）

ゾウムシ科（CURCULIONIDAE）

ホソサビキコリ（AgrypnusfulgInosus（CANDEZE））

カメムシ目（HEMIPTERA）

ツノアオカメムシ（PentatomajapanaBURMEISTER）

未同定およびその他（Non－identifiedinsects andotherinsects）

7点

WI

W3　PI

W2

㌦296点

W39　H9

W21　P42　A20

W7　P4

W629　Pll HlO

Wlll P19　H23

W25　Pll S14　A5

W150　P98　H9

W19

囲蛸22

32点

W9

W14

W8

W1

394点

W4　P9

Wl19　P12　Hll

W120　Pl19

36点

W8

W12

W2

WI

W2

W4

W2

WI

WI

W3

275

計2，040点

く部位凡例〉　W：鞘麹（Wings）P：前胸背板（Pronotum）A：腹部（Abdomen）

S：小楯板（Scutellum）H：頭部（Head）L：腿脛節（Legs）
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表4　静岡県川合遺跡（八度田地区）井戸（S臣405）車の昆虫化石同定結果312。29（小型シャーレ28個分）

（水生昆虫）

ゲンゴロウ科（DYTISCIDAE）

ヒメゲンゴロウ亜科（COLYMBETINAE）

ガムシ科（HYDROPHILIDAE）

（食糞性昆虫）

センチコガネ（GeotrupeslaevIstIiatusMOTSCHULSKY）

ゴホンダイコクコガネ（Cop貢5止め即事紬SWAl上．KHUUb現
Tlr T A　′－〔・▼「TヽTT　（　T T′一一ヽTr＼

マグソコガネ属（Ap短血相SPつ

オオマグソコガネ（AphodIusharoldIanusBALTHASAR）

セマルオオマグソコガネ（Ap短d壷わraC毎50別SSOLSKY）

マグソコガネ（ApJ”dIusI・eCtuS（MOTSCHULSKY））

コマグソコガネ（Apム0血spUS班us（HERBST））

クロツヤマグソコガネ（Apl”dIusatratusWATERHOUSE）

エンマコガネ属（0月と短両脚JSSPつ

コブマルエンマコガネ（Ontl”PhagusatIipennjsWATERHOUSE）

マルエンマコガネ（OnthophagusvIduusHAROLD）

ケシガムシ（Cercy0月C短ノ01M．Sato）

キバネケシガムシ（Cercy0月qUfsqUf短S（LINNE））

双麹目（DIPTERA）

イエバエ科（MUSCIDAE）

（食屍性昆虫）

エンマムシ科（HISTERIDAE）

ルリエンマムシ（SapI－jnLISSPlendens（PAYKULL））

シデムシ科（SILPHIDAE）

モモブトシデムシ（Ⅳecrodes月夜石cor壷HAROLD）

（雑食性昆虫）

オサムシ科（CARABIDAE）

ゴミムシ科（HARPALIDAE）

バネカクシ科（STAPHYLINIDAE）

（食植性昆虫）

コガネムシ科（SCARABAEIDAE）

スジコガネ亜科（RUTELINAE）

コアオハナムグリ（Oxyceton］’ajl］Cl］ndaFAI，DERMANN）

ハムシ科（CHRYSOMELIDAE）

ゾウムシ科（CURCULIONIDAE）

カメムシ目（HEMIPTERA）

ツノアオカメムシ（Pe月とab乱り毎はmBURMEISTER）

末同定およびその他（Non－identifiedinsectsandotherinsects）
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表5　遺跡産生物の生息場所による分類

N atural H abitat Secondary H abitat A rtifical H abitat
天然の生息環境 二次的な生息環境 人工的な生息環境

環

境 i

陸　 城 森林 ・草原などの自然植生 人為的な干渉を受けた植生 住居 e家畜小屋 e便所。汚物・
二次林 e果樹 ・畑 e水田 ゴミ捨て場 e道路 ・広場 e街

路樹 ・生垣

水　 城

I

湿原 e湖沼 e河川

l

水田 e水路 e用水

l

排水路 ・環濠 。汚水溜 e水た
まり

E
生 物分布 の 面 的 e 空 間的分 布 直線 的お よび面 的分布 パ ッチ状 お よび一時的 な分布

特　 徴 安定 的で階層性 があ る 不安定 で偶 発 的 不安定 で変化 しやすい

E∃上巳

虫 ！

好 柏 性 森林性昆 虫 F orest Insect 畑作害 虫 F ood C rop Insect 貯穀性 のゾ ウムシ科
クワガ タム シ科 サ クラ コガ ネ属 （金沢 ほか，1990）
ハナムグ リ亜料 。カナブ ン属 ヒメコガネ 。マ メ コガネ
カ ミキ リム シ科 ドゥガネブ イブイ

地 表 性 オサム シ科 。クロシデ ムシ 。 ゴミム シ科 都市型昆虫（食糞一食屍性昆虫）
マ イマ イカブ リ ヤマ ト トックリゴ ミム シ

［

エ ンマ コガネ属 e マ グソ コガ
ネ属 e バ ネカク シ科 e エ ンマ

ムシ科

水　 生 コウホネ ネクイム シ 稲作害 虫 Pad dy P est 衛生害 虫 （ハエ の囲蛸）
キ ンイ ロネクイハム シ イネネ クイハ ム シ
モ ンキマ メゲ ンゴロウ セマ ルガム シ ・ゲ ンゴロウ

貧栄養型珪 藻 中栄養型珪 藻 e 富栄養型珪 藻 （汽水 生珪 藻）
（g u月0とJa rObsね，ガ．ガe別 OSa， α～ β中庸 水性珪藻 （肋 Ⅴ血 ノa C坤血 ∂，脇．川路料融略

珪　 藻　 化　 石

且．毎月∂貢s　O ′m be月a aSpera （Sy月edra 血 3，rabeJね貢∂ C ycノ血北川酬噸短壷朋 な ど）
P 月月日ね貢∂用a Or な ど） 血相由融孔　Ⅳ彿血止日興押亙 汚 濁怪珪藻 Sap robic D iatom

C y用玩引∂用五用ね 他） （肋 5前 面 ∂′諸明海刑町呵面め

胞血 ノ∂5甜壷面欄 な ど）
陸生珪 藻 T errestrialD iatom
的月月日1∂万∂飯肌即亙 P 封血即血晩

張的前厄α淵知雨 な ど）

その 他 の生 物 野生動植 物 の化 石 ・痕跡 栽培植物 の種子 寄生虫卵 e 人 間に よる生活廃
イネのプ ラン トオパー ル 乗物

生物 群 の 分類 N atural Com ponent Rural Com ponent U rban Com ponent
（生物群 I ） （生物 群 Ⅱ） （生物群 Ⅲ）

（森．1994）
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図版I．川合遺跡（八反田地区）から産出した昆虫化石の顕微鏡写真（1）

上　イネネクイハムシ　β0月aC蕗provos行FAIRMAIRE

右鞘麹　長さ4。8mm（8層一標本168）

2．キヌツヤミズクサハムシ　Pね絶Uma貢s ser元ea LINNE

右斡辺　長さ6．2mm（8層一標本200）

3．フトネクイハムシ　β01はCJa fu短e月SIsGOECKE

右鞘麹ヒ半部　長さ2．2mm（8層一標本194）

生　セマルガムシ　CoeosoガフaSOの細川（WALKER）

右鞘麹　長さ3．2mm（8層一標本165）

5。キベリクロヒメゲンゴロウ　月ybねsaかca方sSHARP

右鞘麹下半部　長さ4。8mm（8層一標本144）

6．ヒメコガネ　AnomalaruhcupreaMOTSCHULSKY

左鞘辺上半部　長さ9．0mm（SD71－標本26）

7．アオゴミムシ属　C鋸ae月壷sp．

右鞘麹　長さ1LOmm（SD24－標本20）

8．ヤマトトックリゴミムシ　上aC月OCreかSカpo月元aBATES

左鞘麹片　長さ6．2mm（8層一標本166）

9．イネノタロカメムシ　Sco血op短raねr誼aBURMEISTER

腹部腹板　長さ4。8mm（8層一標本165）
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図版Ⅱ。川合遺跡（八反田地区）から産出した昆虫化石の顕微鏡写真（2）

1．マグソコガネ　AphodIusrectus（MOTSCHULSKY）

右鞘麹　長さ4．4mm（SEO2－標本202）

2．コブマルエンマコガネ　OnthophagusatIipennIsWATERHOUSE

右鞘麹　長さ4．5mm（SEO2－標本121）

3．イエバエ科　MUSCIDAE

囲　蛸　長さ10．4mm（SEO5－標本24）

4．コマグソコガネ　A如od元はpUS誹us（HERBST）

左鞘麹　長さ3．2mm（SEO2－標本811）

5．オオマグソコガネ　Ap odIusharoldIanusBALTHASAR

左鞘麹　長さ6．5mm（SEO2－標本2）

6．エンマコガネ属　0融ムop如gussp．

前胸背板　幅5．8mm（SEO5－標本189）

7．コブマルエンマコガネ　OnthophagusatljpennIsWATERHOUSE

頭　部　最大幅3．1mm（SEO5－標本1111）

8．ゴホンダイコクコガネ　CoprlstrlpaIiItusWATERHOUSE

前胸背板　幅7．2mm（SEO2－標本9）

9．マグソコガネ属　A如odれほSp．

前胸背板　幅2．8mm（SEO2－標本91）
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⑳　川合遺跡丸底田地区S藍鯛　◎S藍鯛馴芸お峰る

寄生虫卵。植物遺体分析

金原正明（天理大学附属天理参考館）

金原正子（古環境研究所）

中相姦仁（古環境研究所）

且　分析の経緯

川合遺跡八反田地区SE402◎SE405において食糞性昆虫が多量に検出されたためトイレ遺構との関連

性を検討する必要性が生じ、森勇一氏および静岡県埋蔵文化財調査研究所の要請により、これらの遺構

の堆積物の検討を行った。トイレ遺構の堆積物では寄生虫卵密度e花粉組成◎種実組成に特異性がみら

れるため、ここではこの3種の同定と分析を行った。分析にあたっては寄生虫卵分析と花粉分析は主に

金原正子が行い金原正明が補佐し、種実同定は中村亮仁が行った。本報告の作成では寄生虫卵◎花粉の

写真は金原正子、種実の写真と記載は中村が行い、それ以外の考察は金原正明が執筆し金原正子が助け

た。なお、当初の目的であったトイレ遺構の検討以外に、農耕に関連するデータが得られたので、加え

て考察する。

議瀞に空運齢で

SE402は採取されていた土壌柱状サンプルから分析試料を採取した。下位より、V層（有機質シルト）e

Ⅳ層（礫）◎Ⅲ層（有機質シルト）eⅡ層（砂質シルト）◎I層（シルト）となる。ほぼ10cmごとに採取

した。下位より、V層◎Ⅳ層eⅢ層eⅡ層は井戸の堆積で泥が混ざる。最上位のI層は、土壌構造もあ

り、土壌生成作用を受けており、常時水浸かりの状態で堆積した水成の堆積物とは異なる。SE405では

採取されていた最下層のシルトを用いた。SE402◎SE405は奈良時代の井戸であり、SE402の最上位のI

層は井戸がやや埋没し機能の失われた平安時代の堆積物である。

3　寄生虫卵分斬・

分析は、試料1C汀デにフツ化水素酸処理を施しプレパラートを作製して行った。1cnfあたりの出現数は

計数比から算定した。結果は表1と図2に示した。

寄生虫卵は回虫類、鞭虫類がほとんどで、異形吸虫類、条虫類が検出された。寄生虫卵の出現は

SE402の各試料とSE405にみられた。試料1cn釣こおける出現密度とは50未満がほとんどであり、SE405の

みが約130程度であった。

4　花粉分析

分析は、試料に水酸化がノウム処理、フツ化水素酸処理、ナセトリシス処理の各処理を施し行った。

花粉出現量（定量）については、その計数比から試料1cnfの出現数を算定した。なお、花粉分析の処理

において日本では塩化亜鉛（ZnC12）などの重液分離法がよく使われているが、花粉粒の検出に個人差

が生じるため欧米ではあまり使われなくなっている。結果は表2・図1・2に示した。相対比率について
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ほ、周囲の草本を含む植生と環境をみるために、花粉総数を基本数とする百分率で示した。

SE402において、最下部のV層では草本花粉の占める割合が高いが、Ⅲ～王層にかけて、樹木花粉と

草本花粉を含むクワ科－イラクサ科が多くなる。クワ科－イラクサ科は種子同定結果からみてクワ属と

みなされる。I層ではやや草本花粉の占める割合が樹木花粉より高く、層位によってほとんど変化しな

い。1C汀デの出現数では、V～Ⅱ層は少なく、I層でやや多くなる。これらの増減は堆積速度との関連が

強いと考えられる。V層では、樹木花粉でコナラ属アカガシ亜属とスギの出現率が高い。草本花粉では

イネ科とヨモギ属が優占し、アカザ科－ヒユ科eセリ科が伴われる。Ⅲ～Ⅱ層にかけてはクワ科－イラ

クサ科が激増する。I層になるとクワ科－イラクサ科は極めて低率となり、樹木花粉のスギと草本花粉

イネ科の出現率が高くなる。

SE405では草本花粉の占める割合が樹木花粉より高い。1C謡の出現数はSE402と比べてかなり多い。

草本花粉のヨモギ属が優占し、イネ科◎アカザ科－ヒユ科のセリ科などが伴われる。樹木花粉ではスギ

とコナラ属アカガシ亜属が多い。

5　種実問定

保存されていたSE402◎SE405の下部試料をそれぞれ100ccを0。25mmの師で水洗選別し、分類を肉眼お

よび実体顕微鏡下で行った。SE405については別に2878。19を水洗選別した。分類群は同定レベルによ

り種◎属e科の階級単位で示した。なお、分類群の記載は末尾に記した。

SE402では樹木のクワ属が多く、草本ではナデシコ科やカタバミ属などが多い。SE405では草本のカ

タバミ属やメナモミが多く、チドメグサ属¢ナデシコ科などが続く。SE402ゆSE405の軽業遺体群集の

組成はほとんどがクワ属と人里の雑草である。ナデシコ科◎カタバミ属◎メナモミのチドメグサ属など

いずれも乾燥した人里の環境に生育する。

6　恥イレ遺構の紺能性

SE402◎SE405では、寄生虫卵密度が低く、これらの遺構の堆積物に選択的に糞便の堆積が含まれる

蓋然性は低い。寄生虫卵の出現密度はある程度の人口密度のある集落などによる汚染の範囲内とみなさ

れる。SE402下部とSE405の寄生虫卵は、人以外に起因する可能性もある。

花粉分析結果では、SE402◎SE405とも、イネ科◎ヨモギ属のアカザ科…∴ヒユ科などの人里植物や農

耕に付随する草本、人為とみなされるクワ科－イラクサ科（クワ属）、スギ◎コナラ属アカガシ亜属の

樹木で主に花粉群集が構成され、人為干渉による要素が多いが、風媒花の植物が多く、また食物と直結

する分類群はほとんど含まれていない。現在までに得られているトイレ遺構の堆積の花粉群集は食物と

直結する分類群がはとんどであり、このことからSE402のSE405に糞便の堆積が含まれる蓋然性は低い。

種実遺体においても食べられたり薬用になる分類群もあるが、明らかな食用作物の種実は含まれてい

ない。現在までに得られているトイレ遺構の堆積の種実遺体群集も明らかに異なる。

以上から、SE402eSE405がトイレ遺構だとは認めがたく、昆虫遺体の特殊性を考えねばならない。

植生◎農耕◎環境に竺運齢で

花粉分析では、湖沼などの集水域e堆積城の比較的大きな堆積物が対象とされ、花粉などの化石が異

地性化石としてみなされることから、地域的な植生と環境が復元される。考古遺跡では、遺構内などの

集水域や堆積域が極めて小さかったり水系に属さない閉鎖的な堆積あるいは時間軸の極めて短い堆積物

などもあり、より微的な植生や環境を反映したり、細かな時間軸を反映していることも予測される。た

とえば風媒花花粉であっても特異な変化を示すものや花粉生産量の少ない虫媒花花粉や自家受粉花など
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は比較的近くに生育していた可能性が高く、また優占する草本花粉なども近隣に生育していた可能性が

高いとみなされる。これのことについては金原（1993）において、事例を上げ論説してきた。当該研究

所においても多くの自然科学の分析が試みられ一応の評価はなされているが、考古学と自然科学におけ

る相互の方法論および問題点の理解に現状ではまだまだ課題が多いと考えられる。ここでは試料となっ

た堆積物と花粉分析の特性および軽業同定結果を考慮しつつ、植生◎農耕◎環境の復元およびその変化

を考察した。

SE402の下部V層とSE405の最下層の時期では、ヨモギ属eイネ科◎アカザ科－ヒユ科の乾燥地およ

び人里の環境を好む草本花粉が多い。種実でもナデシコ科◎カタバミ属のメナモミ砂チドメグサ属など

の乾燥地を好む人里植物が多い。このことから、奈良時代の川合遺跡八反田地区は、排水のよい環境で

あり、ヨモギ属◎イネ科昏アカザ科…ヒユ科などの人里植物が繁茂していた。周辺地域にはコナラ属ア

カガシ亜属（カシ類）とスギの森林が分布していたと推定される。SE402ではクワ属の種子が多く、Ⅱ

層でクワ科－イラクサ科の花粉が優占する。このことから、遺構に影響する近接したところにクワ属の

樹木が生育していたとみなされる。SE402のI層に時期になると、クワ科－イラクサ科の花粉が極めて

低率になる。土壌化が行われた堆積でもあり、堆積環境と周囲が大きく変化したと考えられる。花粉分

析におれる分類群の変化もV～Ⅱ層ほど顕著ではなく、V～Ⅱ層より広域要素を強く反映しているといみ

なされる。周辺の植生はイネ科が優勢であり、地域的にはスギを主としコナラ属アカガシ亜属を伴う森

林が分析する。ここで注目したいのは、ソバ属の花粉が連続して出現していることである。ソバ属は虫

媒花であるため、低率の出現でも大きく評価される（中村、1986）。ソバ属花粉の連続した出現から、

川合遺跡八反田地区の周辺において、平安時代にソバ属に代表される畑作が盛行したとみなされる。ソ

バ栽培に代表される焼畑を伴う畑作が10世紀頃から盛行する事例についてすでに示したが（金原、1993）、

本遺跡においても時期的に矛盾しない。少なくとも西南日本で10世紀頃からソバ属に代表される畑作が

盛行したと推定され言汗合遺跡八反田地区においても同様であったとみなされる。

さて、10世紀頃から畑作が盛存する現象についてであるが、同じ静岡平野の池ヶ谷遺跡の環境◎農耕

の変遷史と対象してみる（図3）。池ヶ谷遺跡は低湿地であるため記録がよく残り、層序と行われた分

析から環境◎農耕の変遷および気候の変化が相対的に読みとれる。水湿地は水位の低化する乾燥期に水

田化され、弥生時代以降3度の乾燥期が存在する。これと対照すると言II合遺跡八反田地区SE402など

から読みとれる畑作は、低湿地において平安時代前期の乾燥期の水田が湿潤化による水位の上昇によっ

て放棄された頃から畑作が盛行する。憶測の段階であるが、10世紀頃から盛行する焼畑を伴う畑作の盛

和ま、失われた水田の生産量を補うために、集約化した可能性があるのではなかろうか。類例の増加を

またねばならないが、気候の変化がこの時期の農耕の変遷の大きな一要因であった可能性がある。

品　種実遺体の分類群

〔樹木〕

a。クワ属　財0mS　種子　クワ科

茶褐色で三角状広倒卵形を皇し、基部に爪状の突起がある。長さ工8mm、幅1．4mm。

〔草本〕

a。カヤツリグサ科　Cyperaceae　果実　カヤツリグサ科

にぷい光沢のある黒色で倒卵形を皇す。断面形は両凸レンズ状である。長さ2。3mm、幅工2mm前後。

b。クワクサ　FaわUa V誹osaNakai　種子

淡褐色でゆがんだ円形を皇す。断面形は鈍三角状である。長さ上2mm、幅1。Omm。下端は切形でヘソが

ある。表面は微凹凸で粗い。
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C。タデ属A・B polygonumA・B　果実　タデ科

Aは黒色で卵形を皇し、両端はとがる。断面形は両凸レンズ状である。長さ2。1～2。4mm、幅1。8～工9mm。

表面は網目状の構造がある。

Bはやや光沢のある黒色で卵形を皇し、両端はとがる。断面形は三角状である。長さ2。1－2。3mm、幅

1．0～工3mm。

d．ギシギシ属　短me∬　果実　タデ科

茶褐色で卵形を皇す。断面形はやや鋭い三角状である。長さ1。2～工6mm、幅工4～工7mm。

e。アカザ属　me月OpOdlum　種子　アカザ科

光沢のある黒色で円形を皇す。断面形は両凸レンズ状である。径工1～1．2mm。片面の表面には中央の

くぼんだへソから周縁の切れ込みまで浅い溝が走る。へソを中心に放射状に微細なしわ状の斑紋がある。

f。ナデシコ科　Caryophyllaceae　種子　ナデシコ科

黒色で円形を皇し、一端に切れ込みがある。径0。9mm前後。表面に小突起が分布する。

g。カタバミ属　0ga短　種子　カタバミ科

黒色で扁平楕円形を皇し、上端がとがる。両面に横方向に6～8条の横敏がある。長さ1。5mm、幅0。9mm。

h。チドメグサ属　砂droc殉壷　果実　セリ科

淡褐色で半円形を皇す。断面は楕円形である。長さLOmm、幅0。9mm。両面に明瞭な一本の円弧状の隆

起が走る。

1．イヌコウジュ属　肋Sね　果実　シソ科

茶褐色で球形を皇す。表面は網目状の構造がある。長さ1。5mm、幅1。3mm。

j．ナス科　Solanaceae　種子　ナス科

黄褐色で扁平楕円形を里す。表面に微細な網目状の構造を持つ。長さ工5mm、幅工2mm。

k。メナモミ　SIegesbeckjapubescensMakino　果実　キク科

黒色で扁平倒卵形を呈す。断面形はひし形である。長さ2。2～2。9mm、幅工1～工5mm。上端は切形で、

下端は細く曲る。表面は粗い。

表I SE402・SE405における寄生虫卵分析結果

分　　類　　群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SE402　　　　　　　　　　　　　　　　SE405

学　　名　　　　　和　　名　　　1　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　10　11　最下層

Ascarls

rrfcム日石S

回虫類卵　　　　　　　　　　　1　2

鞭虫類卵　　　　　4　　2　1　3　1　2

施ねgo月通日5－〃e絶r呼毎eS　異形吸虫類卵

Cyclophyllidea　　　　条虫類卵

Total

1　　1　　　　　　6　　1　　8　　　　　6

1

計　　　　　　4　　2　　2　　5　1　3　1　　　　6　1　9　　　　6

（1cn封こ算定）　　24　13　13　28　　6　14　　4　　0　24　　5　45　　138

1C謡における花粉数　　　　　　　　　6936　5473　8736　9284　542311611040　6161048　6931450　　20332
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表2　川合遺跡SE402・SE405における花粉分析結果

分　　類　　群

学　　名

Arborealpollen

PodocarpUS

PIcea

Aわfes

rsuga

Pf月日55油ge月．βがogyノ0月

P Hは5日触り．〃埠）／（）＿T．1．ノ（）11

Crypわmera apO月元a

Sca OpれyS Ver存C沼aね

Taxaceae－Cephalotaxaxeae

－Cupressaceae

．叛’貢（、こi

Juda月S

Pとeroca1γa rム01わ11a

Al月日S

技－∠Hh

CoryJus

C鋤元服－Os的勘軸棚海

鳥血相Cr朋由一払血糊壷

FagUS

小柄．川＝所甘〃．壇面（丸正用侶

仙ソ・（旧聞柾！？．（十屈止町四台

Ul躇US－Ze接0Va Serraね

Ce柄5－4ガム∂朋月建e aSpera
旭Jlo紬S

ガムus

AeSCU US Ur毎月a a

一〕五日・

01eaceae

上沼油田、＝ゴーIr油日rH日間

和　　名　　　1　2　　3

樹木花粉
マキ属
トウヒ属
モミ属

ツガ属
マツ属複維管束亜属

マツ属単維管束亜属
スギ、

コウヤマキ

イチイ杵イヌガヤ科

－ヒノキ科

ヤマモモ属
クルミ属
サワグルミ
バンノキ属
カバノキ属
ハシバミ属
クマシデ属－アサダ

クリーシイ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

ニレ属－ケヤキ
エノキ属－ムクノキ
アカメガシワ

ウルシ属
トチノキ
カエデ属
モクセイ科
ニワトコ属－ガマズミ属

Arboreal・Nonarborealpollen　樹木・草本花粉
Moraceae－Urticaceae　　クワ粧イラクサ科

Leguminosae

Rosaceae

Nonarborealpollen

Tり）短主5囲1．gaJ前川1
Alisma

Sag在とarla

Gramineae

Oryza秒pe

Cyperaceae

財0110Cムorla

A月ele∬a五eisa五

月umeズ

J）（）1．1骨）J川川火付つ）野元一五日．JJ

FagOpyrUm

Chenopodiaceae・Amaranthaceae

Caryophyllaceae

Ranuncnlus

T力al c rum

Cruciferae

Geramium

Umbelliferae

Solanaceae

Labiatae

Plaがago

Ac6月OS行方Ima O如細川

Lactucoideae

Asteroideae

Arとemisla

Fern spore

Monolate type spore

Trilate type spore

マメ科
バラ科

草本花粉
ガマ属－ミクリ属
サジオモダカ属
オモダカ属
イネ科
イネ属型
カヤツリグサ科
ミズアオイ属
イボクサ
ギシギシ属
タデ属サナエタデ節

ソバ属
アカザ科－ヒユ科
ナデシコ科
キンポウゲ属
カラマツソウ属
アブラナ科
フウロソウ属

セリ科
ナス科
シソ科

オオバコ属
ゴキゾル

タンポポ亜科
キク亜科
ヨモギ、属

シダ植物胞子
単条溝胞子
三条溝胞子
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表3＋川合遺跡SE402e SE405における種実同定結果

分　　類　　群

学　　名

arbor

111（け11J

lけ1・l）

Gramineae

C’月九リ・～H

Cyperaceae

C（り1用け有mJ（・（川HHH／11‘11．．

〃J川川1日JJ（lm五JH．五日・．

J・、；り川JJJ再ノ1（）㌦主上止の

1吊．1骨朝≠椚」

ハ亘り抑仕吊り〃

柄川Jc－＿T

C1ノ1川（り〕（）（〃日用

．有几∬割引柄ハ

Caryophyllaceae

（．）⊥‘・1ノ／J

了’…1有十両）川1五JJJ九、．

1五（五（）し・（）＝・五

！）（け＝止k、ご10／（リ・JC－（－JI L

丹前鮮血轍雛邪見壷加i′即．元狛正憲銑職

．UoJh

Jtoh肌用し仙重）哩Hn L！

So anaceae

∫行書．（－バ！）cIc一五日用h－J（・日日∴Uの日柄）

Total

Unknown

和　　名

樹木

クワ属

草本

イネ科

カヤツリグサ属

カヤツリグサ科

ツユクサ

カナムグラ

クワクサ

タデ属A

タデ属B

ギシギシ属

アカザ属

ヒユ属

ナデシコ科

カタバミ属

ヤブジラミ

チドメグサ属

スベリヒユ

ニ丁二ゴ’－こ′

イヌコウジュ属

ナス？

ナス科

メナモミ

合計

不明

SE402　　　　　　SE405

部　位　　100cc lOOcc　2878．19
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図3　川合遺跡八反田地区SE402の分析にみる集約的畑作
と池ケ谷遺跡からみた環境・気候変動との対応
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川合遺跡の寄生虫卵分析顕微鏡写真

1　回虫類卵
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川合遺跡の花粉分析顕微鏡写真　I
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川合遺跡の花粉分析顕微鏡写真　I
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川合遺跡の花粉分析顕微鏡写真　Ⅱ
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川合遺跡出土種実

1クワ属種子　　　　－0．2mm　2　タデ属A果実 ー0．2mm　3　ギシギシ属果実

4　カタバミ属種子　　－0．1mm　5　ナデシコ科種子 －0．1mm　6　ナス科種子

7　イヌコウジュ属果実－0．1mm　8　メナモミ果実

ー354－

－0．2mm　9　メナモミ果実



◎　棚倉遺跡から田並魁た井炉跡に残存ずる脂肪の分析

中野益男（帯広畜産大学生物資源化学科）

中野寛子（㈱ズコーシャ総合科学研究所）

明瀬雅子（㈱ズコーシャ総合科学研究所）

長田正宏（㈱ズコーシャ総合科学研究所）

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質（炭水化物）および脂質（脂肪e油

脂）がある。これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受けて

崩壊してゆくだけでなく、土の中に住んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。これ

まで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺跡、

貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近、ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと（1）、古代遺跡から出土した約2千年

前のトウモロコシ種子（2）、約5千年前のバーゼルナッツ種子（3）に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状

態で保持されていることがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年◎万年と

いう長い年月を経過しても変化しないで遺存することが判明した（4）。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘導

脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス（種）が脂肪

酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐ延びた飽和

型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型

の脂肪酸を多く持つというように、動植物の種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロールについて

も、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴステロールとい

うように動植物に固有の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構成している脂肪

酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、昌に見える形では遺存しない原始古代の動植物

を判定することが可能である。

このような出土遺構e遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。この「残存

脂肪分析法」を用いて川合遺跡から出土した井戸跡の性格を解明しようとした。

且　土壌試料

静岡県静岡市に所在する川合遺跡では弥生時代中期から現代までの6面におよぶ遺構面が確認されて

いる。このうち第4遺構面からは須恵器e土師器e灰粕陶器などの土器類、木製品、金属製品等の遺物

や掘立柱建物群建物56棟、井戸7基、区画溝、畝状遺構などが検出され、古墳時代末期（7世紀）から

平安時代前期にかけての集落跡が調査区全域に展開していたことが明らかになっている。分析試料はこ

の第4遺構面から検出された奈良時代の井戸跡SE402から採取した。井戸跡SE402内での試料採取地点

を図1に示す。試料No。1は土壌柱状サンプルのうちV層、N0．2はⅢ層から採取したが、これらのⅢ～

V層は昆虫化石包含層であり、昆虫化石の大半は食糞性昆虫であることが判明している。試料No。3は

Ⅱ層、No。4はI層から採取した。
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2　残存脂肪の抽出

土壌試料54－116gに3倍量のクロロホルムーメタノール（2：1）混液を加え、超音波浴槽中で30分間

処理し残存脂肪を抽出した。処理液を濾過後、残漣に再度クロロホルムーメタノール混液を加え、再び

30分間超音波処理をする。この操作をさらに2回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽出溶媒

に1％塩化バリウムを全抽出溶媒の4分の1容量加え、クロロホルム層と水層に分配し、下層のクロロ

ホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表1に示す。摘出率は0．0404～0。8102％、平均0．3658％で、特に試料No。3で高

かった。この債は全国各地の遺跡から出土した土壌、石器、土器等の試料の平均抽出率0。0010～0．0100％

よりはかなり高い。これは試料中に脂溶性成分の高い遺物が残存しているためと推測される。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質から構成されていた。こ

のうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセロール（トリ

グリセリド）、ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長銀炭化水素も存在していた。

3　残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪に5％メタノール性塩酸を加え、125℃封管中で2時間分解し、メタノール分解に

よって生成した脂肪酸メチルエステルをクロロホルムで分離し、ヘキサンーエチルエーテルー酢酸（80

：30：1）またはヘキサンーエーテル（85：15）を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマトグラフィーで精

製後、ガスクロマトグラフィーで分析した（5）。

残存脂肪の脂肪酸組成を図2に示す。残存脂肪から10種類の脂肪酸を検出した。このうちパルミチン

酸（C16：0）、ステアリン酸（C18：0）、オレイン酸（C18：1）、リノール酸（C18：2）、アラキジン

酸（C20：0）、エイコサモノエン酸（C20：1）、ベヘン酸（C22：0）、エルシン酸（C22：1）、リグノ

セリン酸（C24：0）の9種類の脂肪酸をガスクロマトグラフィーー質量分析により同定した。

各試料中での脂肪酸組成パターンを見てみると、すべての試料がほぼ同一の組成パターンを示した。

このうち炭素数18までの中級脂肪酸の分布割合について見てみると、すべての試料中で主要な脂肪酸は

パルミチン酸で約33～45％分布していた。特に試料No。1～No。3ではその含有率は40％以上であった。

次いでオレイン酸、ステアリン酸の順に多く分布していた。試料No。4ではオレイン酸含有率が約28％

で他の試料に比べ高かった。一般に考古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。これは長い年月の

間にオレイン酸、リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸が生成するためで、

主として植物遺体の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定される。また、オレイン酸の分布割合の高

いものとしてほ、動植物脂肪と植物性脂肪の両方が考えられ、植物性脂肪では特に根、茎、種子に多く

分布するが、動物性脂肪の方が分布割合は高い。ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分

布している。リノール酸は主として植物種子e葉に多く分布する。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数20以上

のアラキジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸などの高級脂肪酸はそれら3つの合計含有率がすべての試

料中で約29－34％であった。通常の遺跡出土土壌中でのアラキジン酸、べへン酸、リグノセリン酸の高

級脂肪酸3つの合計含有率は約4～10％であるから、すべての試料中での高級脂肪酸含有量は非常に多

いといえる。高級脂肪酸含有量が多いのは前述のように高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤等

の特殊な部分が含まれている場合と、種子、葉などの植物体の表面を覆うワックスの構成分として含ま

れている場合とがある。

以上、試料中にはパルミチン酸が主要な脂肪酸として含まれており、高級脂肪酸含有量も非常に多い
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ことがわかった。

4　残存脂肪のステ闇由ル組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸（80：30：1）を展開溶媒とするケイ酸薄

層クロマトグラフィーで分離¢精製後、ピリジンー無水酢酸（1：1）を窒素気流下で反応させてアセテー

ト誘導体にしてからガスクロマトグラフィーにより分析した。残存脂肪の主なステロール組成を図3に

示す。残存脂肪から18～21種類のステロールを検出した。このうちコプロスタノール、コレステロール、

エルゴステロール、カンペステロール、スチグマステロール、シトステロールなど8種類のステロール

をガスクロマトグラフィーー質量分析により同定した。

試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールはすべての試料中で約2～3％分布し

ていた。通常一般的な植物腐植土にはコレステロールは4～8％分布している。従って、すべての試料

中でコレステロールはさほど多く含まれていなかった。

植物由来のシトステロールはすべての試料中で約20－33％分布していた。通常の遺跡出土土壌中には

シトステロールは30～40％、もしくはそれ以上分布している。従って、試料中でのシトステロール分布

量は通常の遺跡出土土壌並みか若干少なめであった。

クリ、クルミ等の堅呆植物由来のカンぺステロール、スチグマステロールは、すべての試料中でカン

ペステロールが約3－4％、スチグマステロールが約5～8％分布していた。通常の遺跡出土土壌中に

はカンペステロール、スチグマステロールは1～10％分布している。従って、試料中に含まれている植

物性ステロールは、すべてほぼ通常の遺跡出土土壌並みか、やや少なめであった。

微生物由来のエルゴステロールはすべての試料中に約1％分布していた。これは土壌微生物の存在に

よる結果と思われる。

噛乳動物の腸および糞便中に分布するコプロスタノールは、すべての試料中に約0．2～0。7％分布して

いた。通常コプロスタノールが10％以上含まれていると、試料中に残存している脂肪の動物種や性別、

また遺体の配置状況などが特定できる場合があるが（6）、今回は含まれていても1％以下の少量である

ため、それらの判定はできなかった。試料N0．1とN0．2の採取層は昆虫化石包含層で、この昆虫化石の大

半が食糞性昆虫であることが判明しており、堆積土が糞便である可能性が考えられている。しかし、晴

乳動物の糞便が含まれているとすればコプロスタノール含有量があまりにも少ない。4試料中では試料

No∴1のコプロスタノール含有量が他の3試料中のそれよりも倍くらい多くはあるが、全体量が0。7％と

極めて少ない。また、これまで糞便と判定された試料中ではコプロスタノールは約20％以上含まれてい

ること（7）を考慮すると言式料が糞便である可能性は少ない。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土壌で0。6以

上（8）、土器◎石器e石製品で0。8～23。5をとる（9，10）。試料中のコレステロールとシトステロールの分

布比を表2に示す。表からわかるように、分布比はすべての試料中で0。1前後であった。従って、試料

中には動物遺体または動物由来の脂肪が残存していないことを示唆している。

以上、試料中に含まれている各種ステロールは全般的に少なめで、コレステロールとシトステロール

の分布比もすべて0。6以下であり、試料中に動物遺体または動物由来の脂肪が残存していないことを示

唆していた。この結果から先の脂肪酸分析で検出された高級脂肪酸は植物体の表面を覆うワックスの構

成分に由来する可能性が強いと推定される。

5　脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、この相関係数
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を基礎にしてクラスター分析を行って各試料間の類似度を調べた。同時に出土遺構を便所跡と判定した

福岡県鴻膿館跡（7）、出土した配石遺構にヒト男性遺体が埋葬されており、遺構内での遺体の配置状況

を推測した鹿児島県西丸尾遺跡（11）、出土土坑にヒト遺体が埋葬されていて言式料中にコプロスタノー

ルも多く含まれていた愛媛県古照遺跡7次調査の試料（12）など、各種遺跡試料の脂肪酸の類似度とも比

較した。予めデータベースの脂肪酸組成と試料中のそれとでクラスター分析を行い、その中から類似度

の高い試料を選び出し、再びクラスター分析によりパターン間距離にして表したのが図4である。

図からわかるように、川合遺跡の試料No。1～No。3は古照遺跡7次調査の土坑内試料No。3と共に相

関行列距離0。05以内でA群を形成した。川合遺跡の試料No。4は単独でE群を形成した。他の対照試料

はB～D群を形成した。これらの対照試料のうち鴻膿館跡の試料は便所跡と推測されている所から採取

したもので、試料は糞便の堆積土と推定されているものである。他の西丸尾遺跡と古照遺跡7次調査の

試料は、試料採取地点付近にヒト遺体の腹部が位置していたと推定したもの、もしくはヒト遺体が埋葬

されていて、試料中のコプロスタノール量が多かったものである。そのような状況を考慮すると、川合

遺跡の試料No。1～No。3は鴻腹館跡試料とは相関行列距離で0。15の所にあり、図全体からすれば類似し

ているとはいえない。また、試料N0．4はさらにいずれの試料とも類似しない距離の所にある。

以上、川合遺跡の試料は糞便堆積土と判定した試料とは類似していないことがわかった。

6　脂肪酸組成による種特異性欄間

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸（炭素数16のパルミチン酸から炭素数18

のステアリン酸、オレイン酸、リノール酸まで）と高級脂肪酸（炭素数20のアラキジン酸以上）との比

をⅩ軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。この比例配分により

第1象限の原点か離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等に由来する脂肪、第1象限から

第2象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、第2象限の原点から離れた位置に高等動物の体脂肪、骨油

に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第2象限から第3象限にかけての原点付近に植物と微生物、原点

から離れた位置に植物腐植、第3象限から第4象限に移る原点から離れた位置に海産動物に由来する脂

肪が分布する。

土壌試料の残存脂肪から求めた相関図を図5に示す。図からわかるように、いずれの試料も第1象限

内に分布し、試料No。1～No。3は原点から離れた位置でA群を、N0．4は原点に近い位置でE群を形成

した。通常試料が第1象限内に分布した時は、試料中に残存する脂肪が高等動物の血液、脳、神経組織、

臓器等の特殊な部分に由来する場合を想定する。しかし、ステロール分析の結果コレステロールが殆ど

含まれていないことを考え合わすと、試料中に高等動物の特殊な部分が存在していたとは考え難い。ま

た、試料N0．4のみが他の3試料とは別の傾向を示したのは、試料No。4が遺構中最上層から採取されて

いるため、遺構外の影響も受けている可能性が考えられる。

7　総　　捕

川合遺跡から出土した井戸跡の性格を判定するために、井戸跡内の土壌試料の残存脂肪分析を行った。

残存する脂肪酸分析の結果、試料中にはパルミチン酸が主要な脂肪酸として含まれており、高級脂肪酸

含有量も非常に多いことがわかった。

脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果クラスター分析からは試料中に残存する脂肪がヒト遺体を

直接埋葬したことに関わる試料中に残存する脂肪とかなり類似してはいるが、糞便堆積土と推定した試

料とは類似していないことがわかった。種特異性相関からは、試料はすべて第1象限内に分布している

ことがわかった。
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残存するステロール分析の結果、試料中に含まれている各種ステロールは全般的に少なめで、特に、

コレステロール、コプロスタノールほ殆ど含まれていないことがわかった。また、コレステロールとシ

トステロールの分布比もすべて0。6以下であり、試料中に動物遺体または動物由来の脂肪が残存してい

ないことを示唆していた。

以上の成績から、川合遺跡の井戸跡試料中に残存する脂肪は糞便堆積土と推定した試料とは類似して

いないことがわかった。高級脂肪酸含有量が多いことについては、試料中にコレステロール、コプロス

タノールが殆ど含まれていないことを考えると、これらの高級脂肪酸が植物体表面を覆うワックスの構

成分である可能性が強い。今回は試料採取量が50－100g前後で、より正確な結果を得るには量的に少な

すざるものであった。しかし、噛乳動物特有のコプロスタノールが殆ど検出されないことから、堆積土

が糞便である可能性は極めて少ない。
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表1　土壌試料の残存脂肪抽出量

試料No． 採　取　地　点　　　　　　湿重量（9）　全脂質（mg）　摘出率（％）

1
⊥
　
　
2
　
　
3
　
　
4

SE402土壌柱状資料V層

ク　　　　Ⅲ層

ク　　　　Ⅱ層

ク　　　　I層

81．2　　　　　　246。2　　　　　　0。3032

54．0　　　　　　166．9　　　　　　0．3092

76。0　　　　　　　61。6　　　　　　0。8102

116．4　　　　　　　47。0　　　　　　0．0404

表2　試前車に分布するコレスデに卜lルとシトスナ［一巨一ルの割合

試料No．　　コレステロール（％）　　　シトステロール（％）
コレステロール／

シトステロール

1
　
　
2
　
　
3
　
　
4

33．18

28．53

25。24

20．33

7

　

　

1

　

　

4

0

　

　

1

⊥

　

　

1

t

0

　

　

0

　

　

0



図1　SE402内での土壌試料採取地点
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図2　試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成
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図3　試料中に残存する脂肪のステロール組成
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図5　試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成による種特異性相関
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◎　昆強健着を検出』た井炉に竺》齢竃

この稿は、本遺跡の第4遺構面のSE402、SE405（旧）より検出した多量の昆虫化石の問題について

関連の自然科学の結果を基に井戸の環境、性格を再度討論したものである。なお、これにあたり、関連の

諸先生方にお集まり頂き、1995年1月25日に静岡県埋蔵文化財調査研究所下野第2事務所にて行った。
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力参 （天理大学附属天理参考館）

（三重大学生物資源学部昆虫学研究室）

（静岡県教育委員会文化課指導主事）

（財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所次長）

（財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所調査研究員）

胤　花粉◎寄生虫卵の分析報告

金原　ぼくが先にとおしますから。

森　そうですか、その方がいいな、新しい事実を。

金原　新事実という…

これは下から1だったですか。これ、こっちが第1でしたね。（土層番号の確認）

逆に花粉ではきれいにここで分かれるでしょう。花粉も分れるんですよ。量比的な問題としては。

上の方が少なくて、下の方が多い。ただ、上半分っていうのは、時期的な問題ですね。例えば、

遺跡が廃絶して放棄されたような状態、と考えていいんですか。

山田　そうですね、ちょうど下層の黒色の有機質土上面（6層上面）で遺物が、木製品が出土していま

す。それより上層の部分は自然に埋まった部分だと思いますね。

金原　この下半分は？

山田　だからそこらへんを人為的にある程度埋めてあったのか、自然堆積の一部なのか。ただ、埋め土

の組成が全然違っているって事がありますので。

金原　ただ、前にこのサンプルを見せてもらった限りでは、どこも土壌化を受けている、土壌生成作用

を受けているような水成の堆積物はなかった。

種子のほうは、非常に単純なんで説明しておきます。SE405、これですね。これはだいたい2．8ゼ

くらいあるんですね、それは当初洗いました。なかなか大変だったんですけど。同定した結果、

この表にあるような結果になりまして、特徴としましては、このメナモミ、ヒユ属の植物ですね、

雑草と考えていただけば、非常に多量に出ています。それ以外にも上のほうにいきますと、ヒユ

属とか、タデ属とかがあります。クワ属っていうのはヤマグワかマグワかは地域によって判りま

せん。クワ以外は全て栽培的なものとか、従来便所遺構とか、食用の種子は出ていないっていう

結果ですね。

山田　クワ以外はほとんど関係ないって事ですか。

金原クワも近くに生えていて、落ち込んでいてもいいんですけどね、量的な問題としましては、この

中で食用となるものはクワ属だけです。この状況を見てますと、メナモミという雑草が多くて、

比較的、やや乾燥したような人為的な環境です丸大が開発したような環境に生えるような雑草

ばかりです。タデ属とか水湿地的なものもあるんですが、乾燥的なものまであって、基本的には
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これだけでは環境指標になりにくいんですが、メナモミというのがこれだけありますので、やは

り全体的にやや乾燥したような、人が開発してしまっている非常に日当たりのよい状況です。

次にSE402に移りたいと思います。一つご説明しておかなくてはいけないこLとは、花粉分析結

果というのは、ある程度任意に測った量です。花粉が全体的に少ないこともありまして、かなり

労力を要することだったんで、どうにかこうにかデータ一になるように拾いあげたものです。欧

米では定量的な花粉分析が主流でありまして、アブソリュートポーレンというものが主流で、要

するに19ないし1cn沖の花粉がいくつあるか、それで判断するわけです。日本ではそうではな

くて、レラデイブと申しまして、パーセンテージですね、パーセンテージでデーターを表すとい

うことが行われています。一つ問題がありまして、例えばプラントオパールを見てもわかります

ように、あれはアブソリュート式な含有量で表しているんです。花粉分析と対比できるようなデー

ターではないということです。なぜそういう事が起こるかと申しますと、欧米では環境がおおら

かな、大きな環境で、泥炭地が非常にきれいに生成されるという環境がありまして、カーボン年

代を等間隔にすると正比例したようなカーボン年代が出てくるという堆積環境が一般的なんです。

花粉分析というのはそういうとこでしかやられないということもありまして、一定の堆積が行わ

れますので、花粉の絶対量、定量、その植物量自体を表しているというふうに理解するんです。

欧米で花粉分析が発達してきたんですが、いざ日本に持ってきますと、日本の堆積環境が非常に

バラバラで、砂が多くなって供給が違うんですね、堆積速度が。使えないということになったの

で、相対比率を使っているというのが、日本だけの現状です。その他にデーターの読み方が非常

に難しいということを一つ覚えておいて下さい。すみませんが、パーセンテージに直したものを

見てください。大きな違いは、花粉量の違いがパーセンテージは反映されていないんです。最初

の図に戻っていただきますと、5と6の間に全然花粉量の違いがある。花粉量を表している寄生

虫卵の分析をやったデーターの中に花粉を1C汀デに換算したものを下に付け加えてあります。これ

では明かに5と6の間に大きな花粉量の違いがあります。1から5まではだいたい5000個以上、

5000～10000個近いくらいの花粉が含まれていますが、6～11までは2000個未満で、1000個前後

以下ですね。極端に花粉量が少なくなるということです。データー化できるところまで数えてや

ってみたんです。少ない試料に関しては通常の場合はチョコツとやってやめてしまうというのが

殆どで、その場合は出ないというふうに、多分この下のところは普通にやれば出ないという試料

になるかもわかりません。それをパーセンテージに直したのがこれになります。草本ではヨモギ

属、イネが多い。木本は比較的少ないんですが、アカガシ亜属、コナラ亜属というものが出てい

るんです。それに若干スギが出ている。おもしろいのはこういう状況から上位に向かって、試料

6までの間にクワ科－イラクサ科が非常に増えてきている。クワ科－イラクサ科。真ん中辺にあ

るやつです。それが66％まで増えてきて、5と6の切れ目でそれがなくなりまして、今度は木本

ですね、スギが非常に多くなっている。そして、草本でもイネ科が多くなる。もう一つは、ソバ

属というのが4からになるんですが、ソバ属という種類が比較的コンスタントに出だす。ソバ

属、下の草本の真ん中辺にあります。0．3、0。2、0。3、0。1、もしかしたらもう少し丹念に見れば、

次のにもひっかけることができたかもわかりません。要するに基本的には5から上にソバ属が出

てくる、というふうな変化があります。これをどういうふうに読むか、珪藻とかも絡んできて、

難しいことになると思いますが、まず一つは堆積速度の問題がありまして、多分6～11で、花粉

量の少ないところに関しましては、速度がかなり速い可能性がある。花粉もさほど傷んでいませ

んので、埋められたのか、堆積速度が速かったのかはちょっとわかりません。5から上というの

は多いと言いましても6000個とか9000個で花粉分析では少ない方になりますので、やや多くなる
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という程度に言ったほうがいいかと思います。堆積環境がここでガラッと変わっているんです。

その変った後に一つはソバなんかが出てくる。畑作が周囲で行われている。遺跡が廃絶したのか

ということになるかと考えています。それともう一つは、草本花粉の頭にあります、ガマ属－ミ

クリ属、オモダカ属の水湿地性の草本が出だす。井戸の機能がなくなって、井戸の中がじめっと

しているのでそこに生えているのか。普通に読むと周囲が水湿地になったような気もするんです

けど。そういうことはちょっとないと思いますので、井戸の中に直接生えていたのかと思いま

す。

トイレの話になりますと、まず、基本的には、純粋なトイレのデーターは食用にされる花粉の

データーばかりになります。例えば、アブラナ科というものが50％とかイネ科、イネ属型が30％

というデータ一になりまして、非常に食用になったものが強く表れます。これを見てますとそう

いう傾向にありませんので、まずそういうふうなことはないだろう。通常の井戸の中が埋没する

中でいろんな花粉を取り込みながら、記録を止めながら堆積していったと言うふうに理解してい

ます。最後に寄生虫卵分析に関してですが、基本的に寄生虫卵はあるんですが非常に少ない。1。謎

のプレパラートというのを検鏡するのほ至難の技になります。だいたい10分の1程度のものを計

数しまして、それを10倍する程度で、ただし10分の1も数枚見なくてはいけないので、非常な作

業なんです。これもおもしろい結果になっておりまして、11～7まで回虫、鞭虫というものが出

ておりません。異形吸虫類卵と条虫卵が1個ですね。回虫、鞭虫というのは人間的な指標になり

ますので、これが人間に起因するものかどうかと一つは疑ってかかるべきで、人間に起因するも

のではない可能性があります。5と6の間に花粉は量の変化があるんですが、そういうふうな所

からちょっと下から汚染があるのかも知れませんが、回虫卵と鞭虫卵というのがパラパラ出だす。

lc謡に換算しますと、ここに書いてあります、算定とあります、24とか13という50より未満の数

になりまして、人が通常に生活していれば、土壌の中にこれくらいの寄生虫卵の汚染があっても

いい、その程度の量だと思います。ただし、寄生虫の種類が花粉の変化と同じような所で変わっ

ているということです。異形吸虫卵としましたのは、写真にもありますが、横川吸虫卵というに

はちょっと大きいんですね。異形吸虫類というのは非常にたくさんいろんなものがいまして、噛

乳動物一般的につくものもあり、その辺はなかなか同定が難しい。回虫卵は一応検出されますが、

壊れておりまして、一次的な堆積ではない、と。どちらかというと、二次的にどこかで運ばれて

きたりして、分解を受けながら運ばれてきたというふうなものじゃないかと。鞭虫卵は比較的強

いですからこういう状態で残っています。2枚目の写真にいきますと、これは食物残漣というも

ので細胞の破片で、通常花粉分析でみられるものと若干、僕あまりよくわからないんですけど、

うちの妾のほうが観て、時々ひっ掛けてきます。これがパラパラは入っている。だから、寄生虫

卵が入っているごとく、何らかの生物の糞便が若干は混じっている。ただし、それは通常の汚染

の範囲内であって、特殊なものではないと。

山田　この食物残透が検出されるのは、1層から11層までの…

金原　全体的に、パラパラ入っています。

山田　全体にパラパラ。

金原　パラパラですね。ただし、多くはありません。プレパラートを何枚かみてると、その中に寄生虫

卵と同じくらいの頻度ではいっています。入っていないところも上2か所あったと思います。

検鏡した範囲内で確認できたところです。これは奈良時代だったんですよね。

山田　そうですね。

金原　僕が農耕的におもしろいなと思いましたものは、近畿地方を中心に分析していますと、ソバ栽培
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というのが奈良時代にほとんど行われていなくて、ソバの類がコンスタントに出てくるのが次の

平安時代になりますね。

山田　八反田の集落自身は、奈良時代以降も継続してます。この5層と6層の間を境にして、埋土の堆

積状況が全然変わっていると言っていますが、恐らくこの5層までの埋土層は、後の遺物包含層

が入っていた状況ですので、ソバが出てくるのは、井戸の時期よりもさらに下った時期と考えて

もいいと思います。

金原　平安、中世くらいになっちゃっても…

山田　そうですね。

金原　それくらいしか今ソバがコンスタントに出るというデーターほありませんので。

山田　ですから、ここでいうところの6層以下の埋土層にソバが入ったとなると、注意が必要でしょう
そご

が、上層ですから今までの調査結果と敵齢をきたしていることはないと思います。

金原　今のところ、いろいろ調べてまして、畑作が盛行するのがいつごろかというので、非常に古くい

う人が多いんですけど、どうも平安以降なんです。畑作をものすごく行い出す時期が平安以降に

しか基本的にはつかめなくって、関東くらいから九州までそうなんです。ソバの花粉がコンスタ

ントに出るのは、だいたい平安から中世とどこも相場が決まってくる。それ以前に出てきても散

発的にソバの花粉一個という程度で、継続的に出だすのはやはりこの時期、正確には9世紀から

でなくって10世紀、10世紀から中世いっぱいまでで出て、近世になりますとソバが衰退する。そ

ういう状況が西南日本的にはまとまりそうです。これもそういう意味ではいいデータ一になると

思います。

森　ソバって1年生の草本ですか？

金原　1年生です。

森　どういう葉っぱだったのですか？

金原　タデと同じ。こんな葉っぱです。

森　こんな大きい？要するに食葉性昆虫の餌になるかどうかって事との関連で。

金原　それはわかりませんよ。栽培植物ですからなるんじゃないですか。ソバの葉を食べるって事聞い

たことあります。ただ、これは上の層位ですよ。

森　いやいや、ただこれはこことは特別関係のある話じゃないんですが・ee

金原　ソバは10世紀くらいでだいたいどこも…

森　多いのはどれくらいの時期からなんですか。

金原　ここら辺から東の辺っていうのは中世なんですよ。近畿から西にいくと平安くらいとちょっと早

くなって。たたし、平安時代の堆積物が基本的にはないでしょう。堆積しにくい時期なんですね。

フォローできていない可能性があると思うんです。とくに関東はない。その平安の純粋な堆積物が。

近畿でもこういう井戸とかで時間を抑えていくとか、溝の中とかで抑えてく以外にないんです。

山田　今のソバの話から外れてしまいますが、点数はそんなに多くないですよね、ソバ属の。

金原　花粉分析の説明をもう一つしとかないと。花粉分析で現れる花粉っていうのは、花粉量が多くて、

残りやすいものだけなんですね。風媒花はスギのようにものすごい花粉量を放出するんです。同

じ植物量で虫媒花と比べますと、1万：1、10万：1という事ですから、ソバなんかの虫媒花は

×1万ないし10万ぐらいの評価をしていいものだと思います。

山田　つまり、1点とか2点という非常に少数のカウントであっても、花粉が検出されれば、確実にソ

バが作られてると。

金原　周囲がソバ畑でもいいんじゃないかと。それを昔研究したデーターがありまして、中村純先生と
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いう老齢な先生がやっておられまして、ソバ畑の中で分析すると、1％くらいで辺り一面がずっ

とソバ畑であってもよい。ただし、ソバに象徴されるだけであって、ソバだけかというとそうい

う間道じゃない、ソバの花粉しか認識できないということです。そういうふうに理解していただ

ければ。

山田　すると、上層の1～5の埋土中で1点とか2点という形で出てくるということは、井戸の周辺で

ソバを作っていた事はほとんど間違いない？

金原　間違いないと。食べたものというわけじゃなくて、栽培的なものをこれくらいの数なら考えたほ

うがいいと思います。

あと、クワ科－イラクサ科が途中まで増えるんですけどね、これ見ると、やはり下の半分は人為

的に埋められたんじゃなくて、流れ込みなんでしょうね。こういうふうな徐々に増えるという変

化をするからね。

森　もう一度。

金原　クワ科－イラクサ科の花粉が増えているという事ですけど。こういうふうに漸移的に増えてくる

ということ自体、これ自体が一気に埋められたとか、いう堆積物じゃなくて、序々に堆積したよ

うなものじゃないかなと思うんです。ただ、これがクワみたいなものなのか、多分これはフムル

スと言いまして、カナムグラという雑草だと思うんですね。人が開発してほっときますと多くな

ります。どうも遺跡の衰退かなにか。

出田　そうですね。

金原　ただし、こういう雑草が多い、フムルスが多いのは、その井戸が放棄されたということですね。

だいたい分析からは以上ですね。

森　考古学的にお二人のうちどちらかから何かお話ありますか？あるならそれを聞いてからお話しま

す。

出田　井戸の土層の堆積断面をみると、上層と下層が明確に分かれます。上層の1－5までの土は第4

遺構面の遺物包含層がそのまま垂れ込めたような格好で埋まったものです。その包含層は7世紀

段階から10世紀、11世紀くらいの遺物が含まれていますので、時間の幅は非常にあるわけですよ

ね。下層の有機質の結構強い黒っぼい土は、レンズ状堆積を示していますので、先程のイラクサ

科の堆積の在り方から人為的に一気に埋めたのではなく、流れ込みで埋没した状況かもしれない

という金原先生のお話と整合すると思います。

金原　井戸は、従来地質で対象にするような水成の堆積物とか広域の堆積物とは違いますので、その読

み方が非常に難しくなるんです。自然科学の方法は読み方がありませんから。ケースeバイ◎ケー

スで、遺構の状況とか堆積の状況を観て解釈していく以外にないんです。自然科学の分析には基

本的にはゾーニングメソドというのを用いるんですが、風媒花花粉だけを基本的に相手にして、

森林要素ですね。ゾーンっていう概念で解析していくっていう手法をとるのが普通です。

山田　広域植生しか捉らえられないような手法ですね。

金原　その方法しか自然科学にはないと考えていただいたらいいと思います。今いろいろいろんな人が

言ってますけど、その辺はまだ整理されていない段階です。だから、このソバなんかっていうの

は、注目するのも遅いし、定量的な花粉分析もあまり行われたこともありませんが、ここで堆積

環境が花粉に反映されるということといえます。
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2　昆虫◎珪藻の分析報告

森　今の話を受けて、まず花粉分析は古い時代からされている研究方法で、日本のみならず世界的に

も確立された方法なんだけれども、今、金原さんが言われたみたいに欠点もあるし特性もあるし、

花粉分析が持っている、花粉分析から得られるデーダーというのはこういうこと読むのには非常

に得意だけれども、こういう分野のことについては得意じゃないっていう部分もあるっていう事

を知ってもらわなくてはいけない。そういう意味では色々な方法論、色々な分析をして初めてわ

かるということもあります。花粉分析で言えば、今、金原さんが言われたけれども、風媒花粉は

こんなに多量に生産され、花粉自体も強いから、分析試料にたくさん入ってくるということにも

関連している。そこで私のほうは、花粉は、どの地域のことを、どのくらいの時代のことを反映

しているのか、そしてどのくらいの鋭敏さがあるかっていうこと。こういうことを気にしてまし

て、環境が変わったり、人間がそこに手を加えたりしたときにどういう分析が一番早くその結果

を分析試料の中に示してくるかということも考えなくてはいけないと思っています。そういう中

でいうと、珪藻と昆虫、昆虫はどういう特性があるかと言えば、今まで調べてきている範囲では、

昆虫が一番ローカルなものだと思うし、また昆虫は一番環境変化に対して鋭敏であると思ってい

ます。言うまでもなく、他のものに比べれば昆虫のほうが体が大きい、当たり前の話だけれども。

昆虫自身は羽を持って飛ぶことができるので、環境が変化した場合棟であれば逃げていけばいい

し、比較的早く環境の変化に対して反応のできる生物だと思っています。川合遺跡の井戸の中か

ら食糞性の昆虫が出てきたことは歴然とした事実で、今後今までの分析結果と違う結果を出す事

はまず不可能だし、30000点あると言いましたけれども、30000点の試料を全部検鏡したところで

その結果が変わることはまずありえない。同じようなものがどんどん増えていくことについては、

それはもう変わりようがない。多分マグソコガネが一番多くなるとか、コブマルエンマコガネが

多くなるとかというのもほぼ変わりありません。やれる範囲で点数増やす努力はしますけど、得

られる結果は多分同じだろうということは間違いありません。これは自分の責任において言える

と思います。

次に珪藻のほうを見ていただきますと、川合遺跡（八反田地区）の井戸中の珪藻分析結果とい

うのは、多分数字を入れ替えればいいんだと思うんで、下から1と打ったのを上のほうに打ち変

えていただいて、11を1に代え、10を2に代えというふうにしていただければ、同じ形になると

思います。そうした時に上部の1、2、3㌦・4…のほうではなく、8、9、歳㌦　二はあたりに昆虫

が多くあったふうに観ていいですよね。とにかく下部のほうに昆虫が多かったというふうに理解

すればいいと思います。

山田　9、10、11くらいですね。

森　でしたっけ？昆虫がこの辺りにおるんですね。その結果は今日は持ってこなかったんですけど、

概報を見ていただければわかりますようにこういうものがどんどん入ってきます。一番多いのは

マグソコガネ、これはオオマグソだったかな。ゴホンダイコクコガネというのは右の羽の下のほ

うが出ています。ゴホンダイコクについて言えば、これはかなり人糞との関連が強い昆虫なんで

すよ。この上にあるのがそうだけど、大型草食獣と考えてよい。それは、馬でもいいんだけど、

人糞程度の大きさでも十分だということが考えられます。マグソコガネについてはもう少し小型

の動物でもいいけれど、人糞に多いってことも間違いないのです。概報の写真の左の上にある2

つでしたっけね、1番と2番にあたるのかな。コブマルエンマコガネっていうのは、森林が鬱蒼

と茂っていたような時代、縄文時代の頃にはむしろ少なくって、森林の伐採が進んだり、人為的
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な環境がどんどん増えてくるにしたがって、個体数が増加してきたといわれています。弥生以降

にすごく増えてきている昆虫ということは間違いないと思います。そういうものも見ていただい

た上で、9番ですか、これは見てわかりますようにこんなに大きいのです。1cmちかくもありま

すのでよく子供の頃に見られたこともあるイエバエとかフンハエとかこクハエとか、ここではイ

エバエ亜科としましたけれど、そういうものが入っていることも事実なんですよ。それ以外にも

ほんの少しなんだけれども下に示したように、どちらかというとそういうもの（糞便などを示す。）

とはあまり関係のない昆虫もいることはいる。このような昆虫の分析結果が得られていることは、

とくに今後調べていったところでおそらく変わらない。

珪藻の話について、これも自分自身で書きながらよく解らないんですよ。この図でいうと、下

部の方に珪藻がいて、上部のほうにいくとほとんどみることが困難なくらい少なくなる。いる、

いないっていうのは∴花粉とも関係があるわけですけども、どういう事かって言えば、珪藻の残

りやすさっていうのも関係があるかもしれない。珪藻っていうのは、珪酸塩化合物なので、どち

らかというと酸性水の中に保存されたものは残りやすい。アルカリ的環境の中に入ると残りにく

いっていうことは知っておいてもらいたい。珪藻そのものの中でも、比較的残りやすい珪藻と残

りにくい珪藻があります。例えば、現在でいうと汚染されたような富栄養な環境にいる珪藻って

いうのは、隔壁が薄いので、そういうのが残りにくいっていうこともあるんです。今回見つかっ

たのは、学名挙げても分かりにくいとほ思うんですけど、ピヌラリアっていうのが出ています。

バネケイソウっていう名前で言われるものなんだけれど、そういうものが多い。大部分は底生種

と言って、珪藻にも3タイプありまして、底生のものと付着生のものと浮遊生のものがある。今

回のものは底生といって、どちらかというと浅い水域を好むタイプの珪藻です。光合成を行う植

物プランクトンなので、水深があまり深いと水底に棲んでいるものは生活できない。光が届かな

いから。だから、底生種は浅い水域を好むもので、しかも一般的には好流水性といって流れる水

を好む珪藻なんです。そういうものが多く見つかる。全面検鏡をしたわけじゃないので、走査線

をずっと移動させていき、任意の走査線で打ち切った結果で示しています。だいたい微化石とい

うのは400個から200個みるのがいいっていわれてますので、そういう方法でやれば言式料8も試

料9も試料10も同じように200個にはなります。200個になってそれがどういう事を示しているの

かというのはまた別の問題で、ともかく同じ走査線を見てそれだけ珪藻が見つかったということ

なのです。言い換えれば、試料Hの方が多い。保存されている殻数が多いっていうこと。さっき

の金原さんの結果とよくにた話なんだけど、珪藻殻数も多い。全体では底生で、流水環境に棲む

ものが見つかる。これまでいろいろ見てきた中で、富栄養とか汚濁性というのがあるんだけど、

富栄養な環境とか汚濁環境に棲む珪藻はこれも欠点だけれども残りにくいということもある。そ

ういうものはどちらかというとアルカリ的環境に棲むものだから非常に殻壁が薄い。さらに見に

くい、小型であるっていうこともあるので残りにくさもある。そういう事も知ってもらった上で

今回の結果をみてもらいたい。見つかった珪藻は酸性水域に棲んでいるようなものなんです。完

全な酸性というわけじゃないんだけども、そういうものが多く見つかっている。もう少ししっか

り観ていくと、さっきの花粉みたいなもので、1個しか出てない、2個しか出てないけれども意

味のあるものも出てくるかもしれない。そういうものを出すほどの研究はまだしていないと思っ

ていただければいいです。これは金原さんの成果と関係がありますが、私が見てきた各地の「ト

イレもどき」みたいなものについては、どんなパターンがあるか少し整理していただくために「遺

構中より産した食糞性昆虫◎寄生虫卵e珪藻の産出パターン」というのを示しました。昆虫を中

心にこれまで見てきましたので、昆虫以外のデータはあまりありません。珪藻を一緒に見たもの

－373－



も少しあります。川合遺跡のものも書きましたけれど、昆虫化石と書いたのは食糞性昆虫のみに

限定しています。実際にはそれ以外のものも入っているわけですが、パーセントにすれば圧倒的

多数は食糞性昆虫と見ていいと思います。寄生虫卵についてはないか、あっても稀くらいという

結果でしょうか。珪藻については、底生珪藻ほか流れる水を好むようなものが昆虫層準に少し出

ているという結果にになりますね、時代は奈良で、井戸からは脂肪酸は検出されずと書きました。

次の室遺跡（愛知県西尾市）については先に右のほうを見ていただいた方がいいんだけど、江戸

時代の木の桶の中の土壌なんです。よくわからないけれど、糞便なんかを溜めてあった可能性が

あるということです。結構大きい桶なのです。でも中には明らかに士が詰まっていてそういうも

のはなかったのです。

金原　土なんです、普通は。だから、一つは熟さす、腐らすのか、糞便がそのままで残っているのかと

いう問題があるんですよ。桶などで熟成させると、寄生虫卵を殺し、さらに寄生虫卵などの動物

性のものを分解する。そうすることによって富栄養となる。糞便そのものは成熟させなければ、

消化器官の中で吸収され尽くした残澄なので富栄養ではないものなのです。

森　ま、そういう土壌なんですよ。これは食糞性と食屍性の昆虫が多産しています。別刷持ってきま

したからあとで渡しますけど、こういうものが出てます。寄生虫卵は私やらなかったし、やれな

いので未調査、珪藻も見る必要があるかなというくらいで実際にはやっていない。朝日遺跡につ

いては、弥生時代中期の溝です。食糞性昆虫をたくさん産します。パーセントをもってすれば、

80％ぐらいになると思います。少なかったかもしれませんけれど、寄生虫卵はグラム当たり10個

くらい。珪藻は富栄養で汚濁性珪藻のものが出る。そういうパターンなんです。池上曽根（大阪

府）は私がやったのではないんだけども、食糞性昆虫が多産するということを宮武さんたちが言

っている。寄生虫卵はこれやっていないよね。

金原　僕やってますけど、朝日遺跡と同じで、だいたい100あるかないかというデーターがほとんどで

多いとこで200あるか、または全くないか。

森　これは私じゃないんだけれども、報告書には海生二次化石と書いてある。ひょっとしたらこれは、

上の富栄養水域に棲むものじゃないかなという気がしてるけれどよくわからない。三内丸山（青

森県）はこれは未発表ですけれど、実は金原さんは104個／1C汀デくらいの寄生虫卵が出ている。金

原さん日く、トイレじゃないかと。縄文前期だけれども、谷堆積物なのです。ニワトコの種子と

か魚骨とか食物の残漆のようなものが出ているところで、食糞性の昆虫はたった1点しか出てな

い。食菓怪の昆虫と水生昆虫が出てくる。珪藻については二次化石ほかと書きましたけれど、二

次化石というのは海の珪藻も出てくるんで上から流れ込んできたものを含んでいるんではないか

という気がするし、ひょっとすると、魚も食べてるんで魚の中の胃の内容物なんかをひっかけて

いる可能性もあるけれど、海のものも出る。下郡桑苗（大分県）については、食糞性の昆虫がい

っぱい出てくる。弥生時代の前期から中期ぐらいで溝堆積物です。寄生虫卵は見てなくて、珪藻

化石は朝日遺跡と同じパターンで、富栄養で汚濁性の珪藻が出てくる。戸水C（石川県）ってい

うのは、これは井戸ですけど、奈良から平安のもので、昆虫があるから見て下さいということで

した。食糞性の昆虫が圧倒的に多い。量の問題では採集は現地で採られたんで、出てしまったも

のを見てる関係で、必ずしも自信がない。しかし、食糞性昆虫が目立つから採るという傾向はあ

まりない。もし採るとすれば緑っぼい大きいのを採る傾向があるのに、食糞性昆虫が多く出てい

る。寄生虫卵はわからない。珪藻は実はこれは洗っちゃってあるものだから結局できませんでし

た。月縄手（愛知県）については、分析試料を採ったのは、愛知埋文だったのですが、そういう

意識がなかったようで昆虫を採っていなかったようです。土がない。弥生時代前期の環濠の底の
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士なんだけれど、富栄養型の珪藻がいっぱい出てくるんです。一見そこに海が浸入したんじゃな

いかという印象を受けるんですが、実はそうじゃなくって、朝日なんかを見てきたから判ったん

だけれども、汚濁と関連したものと思っています。藤原京は僕はやっていないんだけども、食糞
。I、／L／Tヽ　ト1－fI J　　′I、1　日目．／一、、　7　　し．＋三．′一てこ　J　　　　ノ．tJ　仁L rJー11j「lI」＿　rl　＼／1ハ・‾1／［＿i二†＿＿一二　1　　　ニミヽレ　J I、　　　r一　、．1．＿′一：‖二」　「、　　　T」一一1台・Il＿

‘l±ヒレノ上巳と民も二タ▼し直　しVjQふっ　し　9　0　着㌢当二ユU叩けよ〇上人⊥UJl担」し’⊥C鵬ヨ／ごりつ　ししこ　C㌣　オよ。庄深は

やってないですね。これはトイレですね、はっきりと。

金原　これは完全な便槽です。

森　これは奈良よりももっと古い？

金原　直前です。藤原京ですから。7世紀の末くらい。

森　というようなことを報告して、議論の材料にしてもらえればいいと思っています。

山田　この戸水C遺跡の井戸跡はやっぱり木枠を持っている？

森　そうです。

出田　すると、川合とよく似た状況っていうことですか。

森　そうです。ちょっとどこかで話したことあったと思いますよ。

山田　なんか聞いたような気もするんですけど。

森　ちょうど川合遺跡を始めた頃に持ち込まれて、昆虫そのものを持ち込まれたんだけれど。

山関　戸水C遺跡は石川県でしたか？

森　石川県。金沢ですか。官街かなんかかな。

山田　ここ何回か調査してますね。官街的な感じだし、川合と遺跡の条件もよく似てくるかも。

く食事のため一時中断〉

昆虫化石の凝　方

山田　分析の手法の違いで、井戸の堆積土に対する結論が極端に変っちゃう可能性は…

金原　そうじゃなくて、堆積する過程をある程度考えていかなくてはならないし、それと定量なのか、

要するにたくさん洗ってその中から拾いあげたものが食糞性昆虫なのか、それとも寄生虫とか花

粉で行ったみたいに定量の場合に昆虫自体が全体に少ないのか…

山田　現在のデーターも、定量分析をかけたとしても、食糞性昆虫の優位は揺るがないよね。

森　揺るがない。

山田　絶対量が多いわけでしょ。

森　まず最初にタフォノミーという、「化石成因論」みたいなものなんだけど、土の中から化石が見

つかったものをどう理解するか、それは一体どんなことに由来するかということについて考えま

す。その中でいわゆる定量化の話も出ましたが、定量化ということよりもそこまでに至る過程の

中でどういうふうにして失われていくかということについても考えなくてはいけないと思います。

山田　何が残るか？

森　そう。

金原　残りやすいものが残るんだけどその過程ですよね。

森　そうそう。それからもう一つはどういうものがどれだけ分その中に入ってくるかということです。

そしてどのような過程で集積されていくかって、そういうことも考えていかなくてはならないん

です。まず、入る側のほうの論理と離脱していく側のことを考えていく必要があるんです。そし

て、井戸という特殊な環境だっていうことも考えなくてはなりません。
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金原　そうですね。最後に見せてもらったあれを見ると、比較的食糞性昆虫が出ているんですね。

森　いや、これね、実は井戸の中で出ていない井戸もいっぱい見ています。ここではトイレもどきの

井戸についてだけ出しただけなんです。食葉性昆虫ぽっかり出てくる井戸の方がはるかに多いの

です。

山田　それがポピュラーなの？食糞性を持つような在り方はeee

森　ここにこれまで見てきた井戸を挙げるとすれば、2倍くらいの通常の井戸もあるんです。

金原　想定になるんだけど、周囲から流れ込みが常時行われる井戸だったのか、結構しっかり作ってあ

って水が流れ込まないような井戸なのかでだいぶ変わってきますよね。

森　かもしれませんね。

金原　もし完全に井戸だとしたらね。だから、生活域にある流れ込みの激しい井戸になら、都市的な景

観の集落城に住むような昆虫が比較的多く流れ込んでいる可能性も強いですよね。

森　流れ込むときにね…

金原　珪藻が今回はひっかかるんでしょ。結構流水域にある珪藻が多いってことはなんらかの形で、例

えば流路なり水系に属しているものから溢れてきた水が入るなり、そうしなきゃそういうものは

基本的には渡らないと考えられるでしょ。

森　この井戸は機能してたのかもしれないけど、少なくとも上部より下部の方がまだ使っていた遺跡

の時代にに近いよね。

山間　底に近い部分ですからね。ただ井戸自身の機能は終了したあとの土だとほ恩うんですけどね。井

戸から水を取るのであれば、それなりのメンテナンスをかけているでしょう。虫がウジャウジヤ

いるような状態で水を取ることはないと思うんですよ。井戸としての機能が放棄され人の手が入

らなくなった後に堆積が始まるとは思うんですけど。

森　流れ込む時に井戸枠があったと思われるわけだから、そういうものが入ってくるということなら

ば、下よりも上のほうが入ってくる可能性は高いと恩うんです。

山田　そうですね。同じ流れ込みの条件で考えるんだったら∴下だけに集中堆積するやり方は難しいん

だとは思うんだけど。

金原　ただし、それは整合関係、井戸が機能していた時期に一番人が住んでいて、上半分は人があまり

住んでいなかった。その辺の状況も問題ですよね。人がいなくなると当然食糞性昆虫の密度も少

なくなる。

山田　今回の分析をお願いした経緯を説明しますと、たまたま井戸底付近の土に昆虫化石が入っている

ということに調査中気がついて、それを取り上げて森先生に見てもらったら、食糞性昆虫の占め

る割合が異常に高いということになり、体積土の柱状サンプルを取っておいたので、その柱状サ

ンプルを試料にいろんな分析をかけてもらって、総合的に解析してもらうということでお願いし

たわけです。当初、食糞性昆虫が占める率は、昆虫化石を定量処理しても、絶対的な量で見ても、

圧倒的に食糞性昆虫で構成されているということが第一にあったわけですね。今後定量分析をか

けていってもこのパターンは揺るがない？

森　揺るがない。多分いわゆる定量化をやると、何が見つかるかと言うと、食糞性昆虫の足とかひげ

とか微小節片が見つかるように思います。それ以外の昆虫相がわあっと出てくるかというとそれ

はあり得ない。

山田　だから、少なくとも昆虫化石の在り方からみれば、食糞性昆虫が圧倒的であって、それの解釈と

しては糞便が井戸底に堆積しているといった環境であっただろうということが森先生から提示さ

れたわけです。
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森　当初のね。

山田　アプローチとして1

森　でも、今はそれにこだわらない。

山辺　こだわらない。食糞性昆虫がなんでそんなに集積して産出するのかが間道になるんですよね。

豊原　そういう意味では、珪藻を見ていると、周りからなんらかの形で供給があってもいいような気が

する…

森　この前、金原さんがいらっしゃらなかった時に言ったかもしれないけれど、ひょっとしたら昆虫

そのものは水で運ばれたんじゃなくって、風で運ばれたんじゃないかなって思いもしてたんです

よ。珪藻だって別に風で運ばれたっていいんで、花粉だってもちろん。

山間　そうすると、今までの森先生のお話では昆虫化石は生息環境が限定できるから非常にローカルな

環境をピンeポイントで示せると考えていいということでしたよね。今回の井戸の場合はもっと

極限に押しこめたような環境状況なんですけども、そこの中に入ってくるのが生体としての昆虫

が入っていたんじゃなくて、井戸の周辺で活動して死んだ化石が、遺骸が井戸の中に溜まり込ん

だという解釈をするしかないんですか。

森　必ずしもそれがいいって言ってるわけではありません。昆虫自体ピンゆポイントの性質を示すも

のだけれど、周り全体が、すべてもう都市のような状況になっていて、どこをとってみてもそう

いうものばかり。そこに風が吹いて糞虫の死骸ががとんでくれば、それはあるかもしれない。

出田　例えば、今の都市部の中で、昆虫を探すとゴキブリが優先種といえるような環境が出来あがって

いて、そのゴキブリの死骸が風なり水なりの何らかの要因で流れ込んで堆積したものが検出され

たという解釈でいいんでしょ。

森　まあ、そのようなことです。

山間　そうすると、井戸の中ではなくて、井戸の周りに食糞性昆虫が生息するような糞だらけといった

環境を逆に設嘉せざるえないですよね。

金原　ただし、この寄生虫卵はそんなに高いものじゃない。ないわけじゃないから、そういう環境だと

思いますけどね。ふつう溝で100個か200個ぐらい、どんな藩でもたいがいの人の住んでいる集落

周辺の溝であれば入っていますね。今までの分析例ではね。

藤　だから？

出田　糞で汚染された環境の溝の中に食糞性昆虫の化石が流れ込むのであれば、昆虫化石と一緒くらい

の比率で汚染度を示す寄生虫卵が検出されてもいいってことになるんですよね。

金原　もう1つ0がついても、200個ぐらいになってもいいくらい。

山田　それでも別におかしくないくらいの数字eee

金原　だいたい古墳時代にしろ、奈良時代にしろ、と言っても平城京は選択的にあるからね。

出田　あそこは特殊な都市環境だから。

金原　8世紀では平城京しかないね。藤原京も溝によっては…

（テープ反転）

森　ここでのパターンを一緒に考えながら進めていくと、なんだかよくわからなくなりますね。そう

いう点で言えば、昆虫は軽いから羽とかなんかは、風が吹けば飛びやすいってことは間違いない

と思うんです。それから、ちょうど地質学で言うと、ストークスの法則だったっけ。水の中の堆

積物の粒子の中で何が一番移動しやすいか、何が一番運ばれやすいか、そして何が一番たまりや

すいか。一番最初に水流の中で運ばれる粒子は砂なんですね。重い大きなものはなかなか運ばれ

ていかない。粘土はへばりついて動かない。砂ぐらいの粒子から小礫が一番早く動かされる。そ
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ういう事からいくと、寄生虫卵や花粉などは運ばれにくい。

金原　それは二次的に削られる。

森　溜まる場合はまた別だけど。溜まる場合の事も考えなきゃいけない。昆虫が地面にあるとき巻き

上げられやすく、飛んでいきやすい。寄生虫や珪藻が一番小さい。花粉はいろんな大きさがある

から飛ぶにもいろんなタイプがあるかもしれないし、もっと、遠くから来るかもしれない。

金原　遠くから来てますね。トウヒとかゴヨウマツが出てます。1個2個ですけど。それと森さんが先

ほどから花粉とか種子は、種子が比較的近いと思いますが、近くにある植物から花ごと落ち込み

ますと、花粉が100個、200個の塊で出てくるんです。それが往々に遺構の堆積ではみられまして、

そういう傾向もありませんので、かなり動いてきたものばかりかなと考えられます。それと堆積

的に下のほうは水成の堆積ですかね、この前箱に入れたのを見せてもらった感覚では、下のほう

にしてもどちらかというと土壌化を受けているんじゃないかな、浅いというか水が常時溜まって

いるのかなという感覚を持ったんですがね。土を見みると、水成の堆積は比較的きれいに溜まり

ますからね。井戸の中はどちらかと言うと、非常にシルトっぼいものが溜まったものが多いわけ

でしょ、とくにこれくらいの時期以降になると。それに比べると、比較的分級が悪くてもっと花

粉が入ってもいい。そうか、井戸の場合はない場合が多いですね。

森　だけど、ここでは植物繊維みたいなものも入っていましたからね。

金原　ありましたね。

森　終わってしまってからになりますが、かなりいい感じの土だと思います。

金原　一部はいい感じでしたね、有機質で。

森　だったっていう印象は持っているんだけど。僕もそれを見ながら、ああ、植物繊維も入っていて

ちょうど糞便みたいなものでもいいような雰囲気だったと恩いました。寄生虫はないみたいだっ

たけれど。

4　寄生虫との関連

山田　上層と下層で寄生虫の種類は分かれていましたね。下層のほうで出てくる寄生虫はなんですか。

動物に寄生する種類なのか…

金原　ちょっとわかりません。

山田　わからない？

金原　わからない。吸虫類っていうのは、基本的に人間だけじゃなくて他にもつきますので。

山田　例えば人間の糞便に入ると思われる寄生虫の卵の比率は、いま、たとえば、1C。子の中で104個だ

とか103個くらいの数であればトイレの可能性が高いだとかeee

金原　一応103個くらいですか。103個以上です。

山田　一つの目安の数字を持っておられると思うんですけど、例えば、牛だとか馬だとか犬だとかの寄

生虫の比率はどうなんですか。

金原　犬は一つは犬回虫、大境虫とマンソン裂頭条虫っていう種類が出まして、それはあちこちの溝か

ら出てくるんです。

山田　包含される量的な問題は…

金原　ものすごく低いんです。人間に比べると低いです。

山田　低いんですか。

金原　一般の堆積物の中からでもだいたい弥生にしろ古墳にしろ100対1くらい以下です。
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出田　そうすると、さっきいった人間の糞便の必要条件が103個以上の位だったとすると、1000個だと

10個ぐらいですか、100分の1だと。

金原　それ以下ですね。

山置　そうするとかなり極端に数が少なくても…

金原　犬を食べていると二次的に犬の寄生虫卵が出ます。ここではそれもない。

山田　牛とか馬とかもどうですか。

金原　出てきます。

山田　卵が包含される率の問題はどうですか。

金原　包含される率ですか。ほとんどないですね。今までフォローしたのが2、3ヶ所という程度です。

ただし、出た所は便所以外の堆積の、例えば平城京の溝だと1C品に数個ある所が多いぐらいです。

ただ、それ以外に豚か牛を食べていて、豚、牛を中間宿種として人間に付く寄生虫がいます。そ

れが多量に出ているところもあります。それはまたぜんぜん違った種類なのでわかりません。

山田　食糞性昆虫があれだけ多量に入っているということで、井戸の中に何らかの糞便があった可能性

が高いと考えるのがオーソドックスな捉らえ方だとすれば、人糞に別にこだわらず、牛馬糞のよ

うなものが井戸の中に入っていたという可能性は寄生虫の方から言えますか。

金原　今回は草食獣起源の寄生虫は一つも出ていない。犬起源の寄生虫も一つも出ていない。上半の試

料については明らかに鞭虫、回虫が出ているので、人の糞便がある一定量、ただ、もしかしたら、

ソバが出てますから施肥の可能性もあるかと思います。それもあるんですよね、逆に。

山田　生活汚染の中の範囲くらいの数字であると？

金原　そうですね。施肥をしたらどの程度出るかわかりませんけれど、その辺が今からの問題なんです

けど。ただ、畑の堆積の場合は分解する場合があるから殆ど判らないんですが。

5　環境と汚染

山田　上層の1から5までの部分では食糞性昆虫の化石は検出されていませんので、要は下層の問題だ

と恩うんですが、食糞性昆虫の化石が風で全部飛ばされてきて、その中に溜まったんだという解

釈をすると、逆に今度は井戸一つの環境の問題じゃなくって、井戸を含める周辺の集落環境の中

にものすごい数の食糞性昆虫が生育する環境条件があったと言わざる得なくなる。そうすると、

井戸だけでなく言苦で、排水で、ごみ捨て場の水は別として、通常のちょっとした溝とかあるで

しょ。その中での昆虫っていうのは。

森　あまりやっていません。

山田　調査レベルとしては言責の覆土に対して全部を丁寧に昆虫化石を探したっていうことはしてほい

ないんですけど、井戸と同じような条件で掘ってることを考えれば、もし溝状遺構なんかに昆虫

化石があれば、それなりに見つけて拾ってくると恩うんです。そうしますと、溝も何本か出てま

すので井戸の中に流れ込むのと同じように言責でも井戸と似たような堆積状況を示してもいいだ

ろうと。井戸に風で飛ばされてきて落ち込んだような前提で考えられるとすれば、他の遺構にも

同じような条件で堆積する可能性は出るわけですよね。

森　確かありましたよね。同じ時代の頃の溝の土の昆虫もありましたよね。

山田　取り上げたものは渡してある？

河合　その頃の土の包含層のものはお願いしてあるんですけど。

森　溝みたいのもあったっけ？
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涌念　溝はほとんどない。

出田　あとはほとんど基本土層だと恩うんですよ。基本層位の土から採取した化石だと思うんだけど。

森　基本層位がどういうふうに溜まったかにもよるね。

出田　もちろんそれはそうですけど、井戸の堆積土のうちの上層の1から6くらいまでほ、基本士層と

同じ士ですね。先はどももし溝の中に昆虫化石が存在していたのであれば、実際に溝を掘ってい

く段階でそれなりに気がついて拾い出してきていると恩うんです。だから、今回の2つの井戸の

ように昆虫化石が集中的に出てきている遺構は他には今のところはないんです。

森　それに日本国内のかなりの遺跡を今まで見てきたけれど、こんなにとんでもない墨の食糞性昆虫

が出るのは初めてだね。時代を問わずなんだけど。

出田　それだけ掘る段階で目につくほどに昆虫化石が多量に堆積してたってことなんですけど。やはり、

今回分析をお願いした2つの井戸は、そういう意味では昆虫化石の在り方として特殊だと恩うん

です。八反田で調査した第4面の集落の中でこんなに集中して昆虫化石が出ているのはここだけ

です。あと気がついていない部分があるかもしれませんけれど…

森　他の井戸にもあった可能性はあるんでしょうか。

出田　ただ、井戸の調査はほとんど同じようなレベルでやっていますから。

金原　この遺跡の他の井戸っていうのはこういうようにみんな浅いんですか。

山田　割と浅いですね。礫層基盤なんです。

豊原　それでも十分水が湧くっていうところなんですね。

出田　礫層まで掘り抜けば言水が自然に湧くのだと思います。　mないくらいの深さですね、井戸は皆。

金原　溜めるような井戸ではないですね。

出田　溜めるんではないんですね。

栗野　むしろこれ、溢れるくらいに出るんですよね。

出田　このあたりの水位は結構高いと恩うんですけど。

栗野　溢れてそこから水が余所へ流れるくらい普通は出るんですよ、井戸って。自噴のところは。

地層∃　現状ではここの地区はものすごく水位の高いところですから、当時の水位がどうだったかちょっ

とわかりませんけれど、そんなに深く掘らなくても水は十分に確保できたと思います。

栗野　水が滴れる時期もあったかも…

河合　だから井戸によっては若干底面の高さが違いますんで、奈良から平安にかけて若干水位が変わっ

ているでしょう。
みずみち

出田　水道が移動しちゃって井戸が滴れて放棄しちゃうってことはあると恩うんです。井戸の寿命自体

どれくらいだったかば…

豊原　井戸の計測ってやったことあります？

藤　ない。初めて見たよ。どういうからくりかわからないような、普遍化できないようなケースを見

てもあまり意味がないと感じがしていたからね。

金原　普通自然科学ではやりませんからね。考古学で分析したっていうのと自然科学の考えている結果

と全然逆なんです。観点がね。それは太きな問題なんです。

森　どういうからくりで溜まる堆積物かわからないもの、わからない試料っていうのは扱いにくい。

金原　わからない試料っていうのはまず分析しないでしょ。

癒　そう。

金原　それはデークーを解釈する段階で読めないですから。どうしても堆積環境がある程度解っていな

いとね。逆に、よく僕のところに試料だけボンと来て、どんなんですかって来ても読めないです
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ね。堆積環境を見て、周囲も見て、山があるなら山があるとかね、全体を見て、それから花粉分

析をして判断しなくては判らない。それが局所的な堆積なのか、包含層的なのか、それとも水系

による広い堆積なのかね。それがわからなきゃ全然データーの読みはできないんですよ。だから、

前も言ったみたいに自然科学は珪藻にしろ、多分昆虫も一つの化石と考えるなら化石群集的な概

念しか持ち合わせていませんから。それがどういうデーダーが出て、それからどういうことが言

えるかというのはデーターだけでもいくつかの想定が言えるんですけど。それを正確にどれが－止

番可能性として高いかというのを導き出すにはそれがなくてほできないです。そう考えていただ

いたほうがいいと思います。先程糞便の話がありましたけど、今近畿で2例ほど谷部の堆積で、

水の流れるところで廓状の遺構が出てきてまして、糞便っていうのは一般的にものすごく腐って

なくなると考えられがちですが、分解され尽くしたものが出てきますので、自然界でも安定的に

糞便が残ることがあるんです。清流域で、比較的斜商の所でどこかでひっかかって、上からドン

ドンくるからひっかかって、ひっかかって、ひっかかってそれが溜まるような谷の堆積が何か所

かあるんです。それは窯っぼい泥炭質の堆積で糞便そのものなんです。そのままで見てもわかる。

止まった水の中で腐熟させなきゃ腐らない、しかも富栄養にならないみたいなんです。桶の中な

んかは逆に寄生虫卵が溶けてポロポロになっているから少ない数しか出てこないんですけど。花

粉と種子をみると残ってまして、全部食用のものが出てくるっていうことがあるんです。中世段

階では。そういうのも一応寄生虫卵だけでなくて、3点セットで判断しています。やほ娠川合

遺跡だと種子にしてもどうも食べたと思われる種子はありません。花粉の組成も自然の花粉の組

成です。一般的な周囲の環境、またはその場の環境を表している。というふうに考えていいます。

森　もう一つ、これはあまり自然科学のことをかえって知らないほうがいいところもあるけど、今私

がお話したことは昆虫や珪藻というのは酸性の土壌に残りやすい、花粉、種子とはまた反対なん

です。

金原　寄生虫はそっちなんです。

森　寄生虫はどちらかっていうと、酸か。アルカリに弱いんだ。

金原　花粉が残っていても寄生虫卵が残っていない場合が桶の中とか当然ありますからね。

森　案外植物遺体と珪藻は相容れない。植物一般が残っているようなところでは、昆虫はまあ残る傾

向はあるんだけど、昆虫だけいて珪藻が全然いないっていうところもよくある。寄生虫はどちら

かというと酸だね。胃の中は酸だからね。

河合　もし糞便であったら昆虫もあって、寄生虫卵もあってってていう感じであるんですね。

金原　寄生虫もあって花粉もそれなりのデーダーを示すんです。

河合　種子は溶けちゃったりっていうこともあるんですか。

金原　種子は出てますから。

森　これは糞便の可能性もののの今は主張しませんが、こういうふうにドボドボであったらこういう昆虫

はないんです。昔あったじゃないですか、なんとか溜めっていう施設。

金原　肥溜めですか。

森　肥溜めになるのかな。ウジがいっぱいいたようなところは。

金原　これ生きていけないでしょう、その中では。

山田　一つは昆虫の残り方、化石の遺存状態の問題もあると思うんですけど。例えば、他のところで死

んで風で飛ばされてきたとか、水に流されて二次堆積したということだと、やはり遺体もかなり

傷んでいると思います。そういう目から見て今回の化石の残りかたっていうのはどうなんですか。

死んだ場所に埋もれてるような、1匹分が丸ごと残っているような例はあまりないと思いますけ
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ど、残りかたとしてほどうですか。

森　まず、不思議なのはこういうものが多いのも不思議なんだね。

山田　囲蛸は遠くから飛ばされてくるものですか。

森　これは一般的に現地性試料そのものと言われているんです。地質学や古生物学などの理論に従え

ば、乾燥して一週間ぐらい前から存在したら見る間に分離してしまう。それが見つかっちゃうっ

ていうのも変だね。

山田　するとウジが湧くような環境であったということですよね。これはたまたま残りのいい状態の化

石写真になっているわけですけど、全体的に私たちが割って拾い出した破片をぎらっと見てもら

ってもそんなに残りの悪いような状況ではない。

森　写真だもの。それから、初めはスコリアって言っていたけど、スコリアはなかったみたいで礫だ

ったよね。礫みたいなものの中に入っているものにしては、非常に昆虫の質がいいんです。

山田　逆にやはりこの場で死んで埋まったという可能性が高いということですね。でも、本来の昆虫化

石に対する考え方、つまり、昆虫化石は局所的な環境復元に有効なデーターであるという考え方

の前提には、昆虫が生息していた場所で化石として産出するのだ、という考え方があるわけです

よね。だから、今回の井戸の化石も当然そうした化石と考えていい…。

森　最初はね。最初はそう思ったんですよ、今もまだその気持ちはあるけれど、不思議なんですよ。

だから今日も僕は何だか気が重いんです。

金原　弥生の環濠の中のほ多いでしょ。

森　多い。
きわ

金原　あれはやはり、際っていうか、比較的垂れ流し状態でそこら辺に昆虫がいて、それが落ち込んで

底のほうに集まるっていう環境を考えたほうがいいと思うんです。

森　食糞性昆虫が多い話ね。

金原　よく開けた集落の環境の中で食糞性昆虫と他の昆虫とがどれくらいの比率で従来いるか、という

ことです。

森　私が都市型昆虫って言ってたものだけど、弥生時代以降、人が非常に密集して住めば当然植生も

伐採せざる得ないわけだし、たくさん人が住めばそれからもたらされる汚物やら廃棄物も多いわ

けだから多分こういう昆虫が増えるだろうね。そういうことはこれまでも主張してるから人口が

たくさんあって、はっきりトイレらしきものがなければ、周り一面にこういう昆虫がいっぱいい

てもおかしくはないと思う。

金原　今まで井戸の中では多くて100個前後までのデーターです。単に汚染だと思います。弥生の井戸

にしてもそれくらいの汚染があります。とくに回虫と鞭虫が出てきます。だから、そういう意味

でデーターを見ていると、人が住んでる周囲の穴ぼこがある所に汚染的に流れ込むなりなんなり

で供給されていく率としてほ普通じゃないかと。

森　むしろ、逆にこれはこういうとこだからこそ異常に少ないってことはありませんか？

金原　そんなことないですよ。

森　わざわざ水がくるかもしれないところに寄生虫卵が入るような状態っておかしいですね。

金原　いや、おかしくないですよ。ふつうの汚染です。ふつうの井戸です。今まで全部そうです。

山田　八反田の井戸の場合は人間に寄生する回虫の卵は、上の層から出てくるんですよね。

金原　そうです。下のほうはちょっとわかんないですね。

山田　だから、下のほうはまた全然遠うんです。上層の基本層位に対応する層から出てきてる寄生虫卵

の出かたっていうのは集落内の汚染を示している程度の範囲でおさまっている…
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金原　下のやつはもしかしたら人間じゃないかもわからないからきっちり処理しているのかもしれない。

山田　上層と下層では同じ率で汚染されてる状況じゃないっていうことですね、逆に言うと。上と下で

は寄生虫卵の出方に明確な違いがあるわけですから。

金原　上のほうが入っているということ自体がもしかしたらこれは施肥を表すのかもしれません、これ

は。逆に出てきてますから。今、森さんが言ったみたいに人という観点では下のほうはあまり入

ってませんよね。今まで見てきた弥生とか古墳の井戸っていうのは入ってます。汚染としまして。

それよりも溝の中とかはもっと入ってます。

森　溝のほうが入りやすいよね。井戸だから、特殊な環境だからそういうものが流れにくい状態にし

てあればどうでしょう。

金原　でも、それくらいは入ってて、厚生省のデーターでも近代っていうか現代の井戸でもそれくらい

の以前は汚染率があったんです。周囲の畑で施肥をどんどんしますからね。雨水で流れ込む、人

の靴の裏について移動するとか。中国だったら台所が一番多いらしいです。施肥した野菜を持っ

てきてばんと置くから。バラバラと回虫卵が落ちる。

森　根本的な質問だけど、例えばこういう昆虫がいて、昆虫が糞に来るのは間違いないと恩うんだけ

ど、彼らの体表面とか羽の裏側とかどういうふうに使うのかね。

金原　知りません。わからないけど、ついてるのかもしれませんよ、もともと。

森　そしたら、ついてたら、どうしてそれがその中に入っていかないのでしょうか。

金原　どこかで分離すれば入ってくるでしょうね、ふつう。

森　入るでしょうねえ。

山田　食糞性昆虫の化石が入った所では昆虫の体についた寄生虫卵が一緒に出てきてもいいんじゃない

んですか。

森　これ大きさが1cmもあるから、1cmのものがあれば正確に1cnfじゃないけれど中に10000くらい

のオーダーの寄生虫卵がいるとすれば、オーダー下げて102個くらいの寄生虫卵が当然いてもい

いですよね。これ糞虫ってことは間違いないからね。糞以外のものには来ないからね。

金原　こいつらが汚染させるのかもしれませんし。もしかしたら弥生の量っていうのは昆虫に起因する

のかもわかりませんね。昆虫が死んでポロポロッと落ちて低いところに集まるのにもしかしたら

100個から200個くらいの汚染っていうのがそれに反映されてもおかしくないね。

森　なるほどね。いま思えばね。どうしてここにはないのでしょうか。

出田　でも、森先生、そのデーターは今のデーターで作れるんじゃないですか。実際の糞尿に集まった

昆虫と糞尿自体の両方に対してどのくらいの寄生虫卵が入っているか定量分析していけば…

金原　まず一つは人間はだめですから。

山田　人間はだめですか。動物でもいいですね。

金原　飼い犬と家畜もだめです。徹底的に調べても。

山田　それこそ奈良公園の鹿の糞なんかはどうですか。

金原　奈良公園の鹿の糞なんか分析例がありますけどね、いますよ、草食獣起源のものがね。いるんで

すけど、何個かやって感染しているやつがいる程度です。

森　糞虫がどうして寄生虫卵を持ってこなかったっていうのをどう理解します？これ謎だな。

金原　わかりません。

山田　逆にこれだけ食糞性昆虫が集積してて寄生虫卵が0である。逆に不思議だと。

森　脂肪酸だって今思えば、不思議ですね。

山田　逆に、だから、いま言ったように数は少ないかもしれないけど、奈良の鹿の糞にだって寄生虫卵
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が入ってるんであれば、実際にあそこからつかまえた糞虫を潰して寄生虫卵が出てくるかチェッ

クをかけてい　っていうのも可能でしょ。

森　可能ですよ。

金原　奈良の鹿の感染率を病院のほうでやっていたんですけど、本当にたくさんやってやっと出る程度

です。感染率はなかったですね。

森　タヌキなんかでは。

豊原　タヌキはマンソンが出るでしょうね。

森　タヌキからつかまえた食費性昆虫を挙げたら寄生虫多分出るだろうね。

豊原　いや、わからないです。

出田　それやってみたらいいんじゃないですか。裏デーダーはどんどんとっていったほうがいいと思い

ますけど。

森　ますますわからなくなってきた。仮にこれが乾燥して風で飛んできたとしてもこの中には付着し

てるよね。

金原　もし昆虫が食べてるなら、腹の中に入ってるから。それがもしかしたら人じゃなくて異形吸虫卵

が反映されてるデーターでは。

森　これまだものがありますから、昆虫の腹を潰して見たらどうかな。いないってこと自体が不思議

なんだと思います。

出田　食費性昆虫の出方を整理してみますと、まず今回の2つの井戸から産出した食糞性昆虫の化石の

墨ですが、絶対量としても3腑0点近い点数があるっていう∴計算が出てきているわけですから、

昆虫化石全体の中で食糞性昆虫の占める割合はもちろん、圧倒的に多量の食糞性昆虫がこの井戸

の底に堆積してたってことは間違いないですね。それが1点ですよね。2点めほ産出した昆虫化

石の遺存状態を見たときに、例えばイエバエの国柄の在り方からみても、或いは他のマグソコガ

ネの羽などがそんなに傷んでないということを見ても、そんなに極端に移動したような状態では

ないことを示すような出方である。どちらかというと現地生の試料により近い状況の試料である

と森先生は一応解釈しているわけですよね。

森　でも、風のことを考慮して考えていくのも一つの案かなと思い始めてきています。

健槽と齢　紺能性

出田　先に言いましたように同じ面で調査されている他の遺構で、2基の井戸と似たような状況で昆虫

化石が検出された例はなかったわけですから、やはりこの2基の井戸が昆虫化石を産出する特殊

な遺構だと考えたほうがいいと恩うんです。風で飛ばされて溜まったとか、水に流されて溜まっ

たという状況を想定するよりもやはり井戸の中に食糞性昆虫が集積していたんだという、最初に

森先生が考えていたようなオーソドックスな捉らえ方をするのが一番妥当かなと恩うんですが。

金原　それは昆虫より小さい種子ね、種子は多分これを見ると井戸の中の現地性じゃないけれど、非常

に近い周囲の集落を表しているのものが落ちこんでいる。それも量的にもかなりありますよね。

種類が少ないでしょ、種子のね。種類が少ないってことは非常に近くの限定されたところからの

落ち込みと考えられるのです。

森　メナモミっていうのはどういうものなんですか。

金原　結局、オナモミの小型みたいなものです。同じようなものです。

森　それほどいうふうにして飛散するんですか。
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豊原　メナモミはふつうに転げるか、ほじけるか、そんなに遠くには行きません。

濠　そうですね。これ絶対的なものなんですね。

金原　これがここでこれだけ出るっていうことは周囲に群落か何かがあるところから落ち込まないとだ

めですよ。他のものだってこれとさほど差異のない環境ですよ。人為的かつやや乾燥的な環境で

す。

藩　メナモミの形ってこんな感じ。

金原　ふつうのキク科の最もオーソドックスな形です。

濠　今後、金原さんも僕が出してきたいろんな遺跡の食糞性昆虫あげるから寄生虫卵を出してみない？

豊原　やりますよ。

森　これやってみると何かいい研究になるかもしれませんね。

それともう一つは、健槽の中には食費性昆虫はいないんです。

山田　井戸の中は健槽のような状態じゃなかったってことですね、これだけ見たら。

豊原　健槽の中になるとウジがものすごくいるんですね。サナギがあります。

森　ウジだね。

出田　ここで言う囲癖はそういう条件を満たしているんだけれど、その他の昆虫っていうのはそんなに

健槽のような状況では生息できないってことですね。

森　できないね。でも、僕は見ていないけど、藤原嘉でもこんなの出たよね。

豊原　パラパラ出てます。で軋あれはたくさんの量拾った中から出ているんです。量的には少ないん

です。

森　でも、こういうのは多かったわけ？

豊原　それは多いです。ハエはサナギみたいのが多いです。食糞性昆虫っていうのは白㌦－　2gという

量を洗ったものです。僕が出している種子はだいたい川桁なんです。それではほとんど出てこ

ない。逆に鴻腹鰭はなんかは泥炭状の糞便そのもので、砂だとか堆積物がなくそのものです、プ

レスされて。あれなんかは食費性昆虫がないですね。

森　ないでしょうね。

金原　サナギほ入っているんです。全部一応選り分けてあるんです。

森　こういう食糞性昆虫はいない？絶対いない？

金原　絶対とは言えません。周囲にこぼれたやつとかに湧いたやつとかが落ち込んでるには落ち込んで

います。その程度ぐらいだと思います。中でそれがいるという状況ではないんです。少ないとい

うか。

森　冗談みたいな話だけど、それをなんかの捨て場にして誰かが捨てたものでしょうか。井戸の中に。

出田　何を？

森　糞そのものを。ちょうど今で言えば、つかんでボトンボトンと落とせばこういう状態になるね、

きっと。昆虫だけの話だよ。

今
　
＼
．
べ
　
会

河

森

河

だから、フレッシュなやつが随時あるような状況ですよね。

便槽では無理なんで、そういうものを次々捨てれば多分こういう組成になると思うんだよね。

腐敗しなくて、腐敗というか、肥溜めみたいなかんじにならずにある程度したてのものを捨てる

ようなかんじの…

森　1日2日おいたものでもいいよ、別に。

出田　実際にこういう昆虫が人糞にくるとしても、どぼどぼの状態である程度新鮮でないと寄って来な

い？
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森　そんな事はない。いろんなタイプかあるんだけれど、半日後くらい。一週間はいかないな、乾燥

しちゃうな、2日3日だったらまだいいでしょう。

山田　だけど、いわゆる便槽の中のような状態ではこういう昆虫は集まってこないわけですよね。

森　臭いには集まってくるけれど。

金原　原則的には昆虫が生存していくサイクルでそこで常になんらかの糞便が供給されるような場所で

なかったらその昆虫がその辺でずっと生息していくことはできないんです。たまたま自然のとこ

ろにポッと糞をして、そこのところにウジヤウジヤと寄ってくるという事はないんでしょ。常に

昆虫が生きている環境があってその中にしなきゃいけないんでしょ。

森　そうそう。滅菌状態のようなところでそこに糞があったって何も来なくて、前の年にそういうも

のがいるような環境が維持されていて、次の年がまた来れば始まってるっていうことですね。

山田　30000点という非常に多量な昆虫化石がある一時期に限定されたものではないにしても、経年的

に堆積したものであっても、環境的には食糞性昆虫が集まるような環境状況が維持されていたか

らこそ、それだけの集積が出来上がって－いたんですよね。だけど、それが便所の便槽のような状

況になっていたのではそういう環境は維持できないんですね。

栗野　これは人糞と考えるのがいいのか、動物の糞と考えるのがいいのかという…

森　人糞の方がいいです、この昆虫の組成は。積極的に他の動物の糞と考えられるものは多くないで

す。人糞というのはかなりバランスのとれた糞ですので、どんな糞虫も来るという魅力をもって

いるんです。

山腰　ノ陳所の便槽のような状況にはなっていないけれど、恒常的にある程度糞便がそこの中にあるよう

な状況っていうのがeee

森　僕はそういうふうにはもっていかないよ。

栗野　昔よく牛か馬の糞を枠で溜めておいたような肥溜りっていうか…

出田　肥料で、ねかしとくやつでしょ。

金原　今でもね。あれは地上に枠組んでeo。

栗野　そういうものがそばにあって入っていったということは。

森　どぼどぼの状態であれば来ないけれど、比較的乾燥して風や空気にさらされ表面がわりと乾燥し

ていてそれより下のところ5cmくらいのところがちょっといい手ごろな状態になっていれば、糞

虫は来ます。
みずみち

山田　前に言ったように水道が動いて水滴れしてしまって放棄された井戸だとすれば、井戸の中の水分

はどんどん抜けちゃいますよ。井戸は礫層に掘り込まれていて保水能力はないわけだから。そう

すると小便¢大便が入り混じっていても、水気のものは全部礫層に落ち込んでいってしまって固

りだけが残るわけで、便槽のようなドロドロしたような状況にはなっていないと思うんです。

森　何て言ったかな、掃き溜め、堆肥的な状態になっているようなものであれば、相当たくさん昆虫

をひきつけるかもしれない。
そご

山田　一方のほうの、金原先生の分析との離齢が大きいですよね。

森　だから脂肪酸も否定されちゃうから、困るわけで。

山田　この食性環境は人糞以如二は考えられないわけでしょ。

森　考えられない。

栗野　施肥のためにこんなに集めた時期ではないでしょ。

森　それから寄生虫卵てかなり駆除に努力したりなんかすると言勇かないってことは絶対ない。

金原　今のところ駆除は要してないみたいですね。便槽ということで1000個どころかたいがいのところ
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は10000個ぐらいの密度で全部入ってますから。

森　駆除してしまってはいけないものな。

金原　花粉にもっと反映されるし、種子にもっと反映されますよ。

山田　そっちのほうでも否定的だと。

森　困ったな。

山田　人糞の可能性が非常に薄いとすると、牛馬糞では…。牛馬は人間に比べても寄生虫に汚染される

率が低いとか…

金原　牛比だとや悠十五′日付印が出ろてしよう、阜付畑田京のものが＿　÷ればか：用い言留ま一了∴るヒl　い、ソ／」　し－　l Yくつヽ　ノ　PJ　⊥　Jヽ「ノl一′J　ト⊥」’Qノ　ヽ－　し／d、　ノ　ヽ　　TJふLrコノゝ八二ニl／4ヽVノ　しノ　〉ノ　′ノ　○　　し　′J L′VCh′ノ　　ノ／J U L／1出　Ch　ーノ　＼－‘Qノ　」

すれば。ちょっと考えられないでしょう。

山田　やはり考えられないですか。

金原　花粉のデーターを見ていると、もし牛などならば、もっと花粉なんかは出ると思うんです。これ

は明らかにその辺から流れてもいいし、飛んできてもいい、入り込んだ花粉が累積したものです、

自然堆積的な。動物が食べた種子自体もそうだし、そういうふうなものじゃないと思うんです。

山田　寄生虫にしても花粉にしても、人間でも動物でもどちらの糞でも考えられないと。

金原　それらが多量に堆積しているとは基本的に考えられない。ある程度は寄生虫も入っているし、混

ざるには混ざっているんだけど、通常の堆積の中で、ということになるんです。

森　寄生虫卵というのはかなり乾燥したような状態でも形を止めているものですか。

金原　花粉ほどは頑丈ではないけれど、種子よりは強い。乾燥に関しては。

森　例えば、周りに糞がたくさんあってそれが夏なんかに出たけれど、昆虫もやがて秋と共に死ぬと、

そういう糞もなくなって一面に昆虫の羽や残骸があって風で飛んできて井戸の中に落下すると、

それは糞虫で間違いなかったわけだから糞の中にいたことは間違いないが、糞虫に付いていたよ

うな寄生虫卵は分解されてしまったということは…

金原　畑作の耕作土から花粉がパラパラしか出てこないようなところでも寄生虫は薄くてもフォローで

きます。昆虫は逆に分解されるんじゃないかな、寄生虫卵は消化液の中を通っても分解されず、

外界にさらされても乾燥しても残るようなものとしてできているんです。昆虫のほうが逆に弱い

んじゃないかと恩うんです。

森　昆虫はキチン質でね、これ以上丈夫なものを人間は作れないんです。

金原　甲虫類と同じくらい寄生虫卵は残ると恩うんです。

山田　30000点というものすごい密度で、限られた井戸の中に集積してたわけですが、今のところ成虫

の化石だけなんですね。よくわかりませんけれど、ファーブル昆虫記のスカラベのように、成虫

が糞を丸めて中に卵を産みつけた、中で生えた幼虫がそれを食べてサナギになり成虫になるわけ

ですよね。30000点イコール30000個体というわけではありませんが、それに近いような個体数の

成虫化石の存在は、井戸の中に食物が豊富にある状態で、誕生から死までの一つのサイクルが井

戸の中で完結するような状況で堆積した結果と考えられるのか。卵が生えて、成虫になってそこ

でまた糞を食べてというサイクルを年に1回か2回か…。

森　ほぼ年一化と考えてもらっていいと思います。

山田　1回ですか。年に1回のサイクルを井の中の蛙じゃないけど井の中の糞虫で…

森　それはない。

山田　成虫が飛んでくるわけですか。卵は糞には生み付けない？

森　産むよ。

山田　それ持ってくるの？産卵する所とは考えられないっていうことでしょ。
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森　その付近に飛んでいくことはあるっていうことで、極端なことを言えば、ある一つの糞があると

します。そこのところで成虫が卵を産みます。卵はその中で貯化して、幼虫になって糞を食べま

す。食べてそこから飛んでいってどこかでパートナーを見つけてまた違う糞にいくってことをす

るわけで、付近の次のところの糞にいくでしょう、成虫は。

山田　卵をうえつける糞が井戸の中にあるわけです。井戸枠で囲われた場所ですから、スカラベのよう

に足で転がしていくような動きをするとしても井戸枠の中でしかできないわけでしょ。そうする

と、糞の中に卵を生み付けて幼虫になり、サナギになり成虫になって、その成虫が常に糞が豊富

にある井戸の中でまた卵を生み付けて…㌦　というサイクルを井戸の中で完結できるんじゃないか

と。そうした結果として非常に多量の昆虫化石が井戸の中に集中して産出した理由になってくる

んじゃないかと、そういうふうな見方って難しいですか。

森　そういう見方をする場合にどうするかな。同時に産するゲンゴロウとか食葉性の昆虫もいるし。

山田　ゲンゴロウなどほ量的には少ないし、飛んで来たのが落っこっちゃったという解釈でもいいです

よね。井戸の中で生活が完結しなくてもいいんですけど、要は30000点近い数字っていうのは非

常に多い数のような気がするんです。

森　多いよ、やはり。

山田　多いでしょ。30000点という化石の多さほ井戸の中を覗いたときに少なくとも肉眼で10匹や20匹

の単位じゃなくって、100匹以上のオーダーで食糞性昆虫がウジヤウジヤいるような状況が一年、

二年じゃなくて、ある程度の年数が続いていたというように想像しないとを見れないんじゃない

かと思うんです。草原のなかに糞がポトンとあって、そこに臭いを嗅ぎつけて糞虫が何匹か飛ん

できてっていうそんな在り方ではないようにみえる、数から考えて。それが全部死んで最終的に

井戸の中に埋もれたというのがこれだけの数ですから、実際にはどこか飛んでっちゃっていっち

ゃうものだってあるわけだし。そうすると、井戸の底にものすごい糞虫が群集している状態を想

定せざるえないような数に思えるんですが。

森　一般論から言えば、生物の法則性からすればそういう閉鎖的な環境の中で5年も6年も育ってっ

ていうのは多分おかしくなる。遺伝的にも。そういう遺伝的交流のないようなものはほとんど死

滅していく運命なので、仮に3、4年の中でそういう爆発的な増産をし、2つ井戸があるから2つ

の合計だと思うけれど、1個で15000点と考えていけば、3、4年くらいのライフサイクルの中

ではやれないことではないけれど、昆虫にとってみればそういうことはしないだろうね。牢屋の

中に閉じ込められてずっとライフサイクルを繰り返しているようなものだものね。

金原　でも、たまに太発生するようなものもいるでしょ。たまたまそういう状況があって。

森　それはあり得ないわけではない。

山田　別に「井の中の蛙」で井戸の中で完全に生活が完結しちゃったっていうわけでなくてもいいんで

すけど、私が言いたかったことは、井戸の底で昆虫化石が多量に産出するという状況は、井戸の

中を覗いたときに底にウジヤウジヤっていう表現なのか、もっと形容詞をきつくした表現でいい

のかわからないけど、多量の虫がいて、それが皆食糞性昆虫だよ、という状況を想定していいの

か、ということです。

森　その前の前提の中で井戸みたいな閉鎖された環境の中で、しかもわりと深みのあるところで、光

が通らないようなところに彼らがウジヤウジヤ集まることはまずない。

山田　そんなに深くないですよ。1mないですし言支いですから光は底まで入ってくると思います。そ

んなに真っ暗な状況ではないと思います。

森　彼らは屈光性だから。昆虫は。
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山田　遺構検出面から50～60cmという深さですから、井戸枠が地上にのびていても、井戸の深さは1m

ぐらいでは。光が全然差してこないという状況ではないと思うんです。地上の環境とさほど極端

には変わらないんじゃないですか。成虫の活動期が春から夏にかけての時期であれば、そういう

時期に井戸の中で活動していたわけですよね。2つの井戸を合わせて30000点だから、1つの井

戸で15000点、破片の化石でカウントしているから個体数とすると10000点とか5000点という数に

なるのでしょうか？こうした数の昆虫が埋積した期間を1年じゃなくって、2年とか3年とか4

年とか、どれくらいの時間幅を想定すればいいのか、例えば5000個体として食糞性昆虫は年一化
Ll、よ　す　し　惰㌢ト｝入、た　　1カニ「サ1nn「r「づてガ、rnカニ蕨＿　ふ＼、ふ、＿　で†　藷、ス
LV1ノLL Lソ／Jlリ、⊥†VL⊥UUにL UJU†U′Jl／J叫ゾJ L Lふ　ノ。そして100匹なら100匹の糞虫を

そこで活動させるだけの条件を考えるとすれば、それなりの糞便がないとそういう状況は満たせ

ないですよね。

森　これどれくらいだったっけ？井戸の直径というか、枠の一辺が。

河合　井戸の枠は75cmX74cm、このくらいですね。

森　量としてほそれくらいで十分ですね。もし糞が詰まっていて、確実にいい条件であれば、100匹

くらい当然いるでしょう。いても悪くない。糞虫はどちらかというと、そういう環境はあまり好

きじゃないけど。

山間　そういう密集した状況ですか。もっと解放系のところがいいってことですね。

金原　ただし、いつも糞が詰まっているとは考えられない所がありますから、なんらかの形で入るほう

がいいと恩うんですが。集中的にね。

山田　すぐ脇に、先に栗野さんが言ったような肥料の山のような所があって…

金原　だから太発生するような環境があるんですよね。それが入り込む。脂肪酸も寄生虫も花粉もどう

しても自然堆積的なものの中でしか理解できないんです。あるというのを前提にするのほしんど

いんです。

森　それは賛成でそれでいいんだけど、ますます解らなくなってきたのほ、寄生虫よりもっと脂肪酸

のほうが化学だからレベルは小さいよね。

金原　わかりませんよ。

森　一般的な話だよ。化合物の話だから10の何乗のオーダーの話でしょ、元素や原子の話は。そうい

うようなものがどうしてこういう糞虫の体にへばりついて出てこないでしょうかね。

金原　寄生虫卵があるから別に人間じゃなくても何かの成分が混ざり込んでいる。

森　ないとおかしいな。

金原　それはわかりません。池上なんかも脂肪酸やってますけど、糞虫はものすごく多いです。寄生虫

はやはりそんなにないんです。脂肪酸はパラe㌧パラという程度のようです。

山田　では、似たような状況ですね。

金原　パラeeeパラしかないです。平城京の溝だったかな、あれもパラパラですよ。微量に糞便の成分が

あるっていう程度しかひっかかっていません。

山田　藤原京でも？

金原　藤原京の便所ではなくて溝のほうです。寄生虫卵が100個くらい入っている。

山田　先程からおっしゃっている花粉分析とか脂肪酸とか寄生虫卵の分析結果では便槽のように非常に

ピュアな状態で糞便の詰まっているような状況は想定できないという言い方ですよね。

金原　言い方というより他の堆積物と比べても今までのデーターと比べてもごく一般的な堆積物であっ

て、ふつうに堆積する中に糞便が何％かほ入っているんです、分解しにくいですから。それと同

程度であって、特別にそこが集落の中で表土の土を取った状況と変わらないという状況なんです。
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そこよりも多いとちょっと考えられないデーターだと思うんです、どう見ても。

森　逆に選択的に昆虫だけがそこに落ち込んで来たという状況を考えなくてはいけないでしょう。

金原　と恩うんですよ。

森　100歩譲りそう思っても、なぜ昆虫にくっつかないのかということが大変不思議なんだ。こうい

う話をする中で寄生虫卵やら脂肪酸がこれだけの大きさのものであれば脂肪酸はきっと入ってく

るよ。昆虫を提供すれば脂肪酸は必ず入るはずだよ。そうでなかったら、原理的に自然科学でほ

ほ説明つかない。

金原　やってみればいい。

森　これあげるからね。

金原　脂肪酸はなんだろう？

森　必ず検出されなきゃおかしいよ。

金原　コレステロールとコプロスタノールでみてるでしょ。どうだろう。

森　ちょっとわからない。

出田　遺構的にみても便所を最初から意識して作られた専用の便所遺構にはならないと思うんです。調

査では、掘方から手捏ね土器が3点出土していまして、同様の例は3号井戸（SE403）にもあっ

て、井戸をつくるときの祭祀に関わるものだと考えています。井戸が廃棄された後に「肥溜め」

のように使用されたのか？金原先生の分析では井戸の中に糞便が詰まっていたような状況はほぼ

全面的に否定されてしまうようですが、その一方で、食糞性昆虫が多量に集積するという状況は

どう解釈していけばいいのか？

（テープ反転）

金原　解釈も難しくなります。

森　やっぱり僕も金原さんと同感なんだけど、ここで結論を持ってくるんではなくて、データーがあ

るということを提示して、今後もっと試料を積み重ねていくうちにいろんなことがわかってくる。

これを一つのステップとするしかないね。

山田　方法論を見つめるいい機会だと思うんです。

森　報告書だからいいけれど、一つの井戸が提起する問題ということで学会かなんかでは余計混乱す

るでしょうね。

山田　現地を担当するものとしては、大きな問題だと思います。発掘調査に自然科学的な分析を導入す

る際に1つの方法から引き出された結論のみでは、大きな落とし穴にはまってしまう可能性があ

るという問題。だから、問題としては大きいと思うんです。

森　もし、ここから食糞性昆虫が出なかったら何もないわけか。

山田　今回の話の発端は食糞性昆虫が出たということですよね。今までの話を整理すると、これだけ多

量に食糞怪昆虫の化石が出てきているわけですが、食糞性昆虫の在り方をみると、ベトベトの糞

便が溜まっている、便槽のような状況は想定できないということですよね。囲桶が大量にあって、

甲虫類がパラパラあるという状況じゃなくって、その道ですからね。井戸の中に糞便があったと

してもそれは便槽のような状況ではなかったというのは一つ出てきたと思うんです。

金原　一つだけ。底生珪藻が多いでしょ。底生珪藻だけが選択的に飛んでくるということはある？ない

でしょ。珪藻っていうのは止水域っていうか、止まっている水のところでは浮くやつが流されな

いからいるんです。流れるところには付着性とか底生という流されない機能のものがいるんです。

だから底生がいるということは水の流れがある所の環境を表している珪藻なんです。

山田　井戸にはそぐわない在り方ということですか。
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金原　だから僕は流れてきたんじゃないかというふうに解釈しています。

森　だけど、珪藻みたいなものが風で飛ぶとか、流水で流れていくのはいわば当たり前の話なんだけ

ど、風で飛ぶということはあまり想定していなかった。昆虫は風で飛んだかなという気持ちはあ

ったんだけど、自分で分析していながらどう理解していいのかわからないままなんです。

金原　だから底生珪藻というのをみると、飛ぶよりはそれがあった環境から流れてくるはうがいいんで

しょ。

森　残りやすさという点では別だよ。

山田　流れのあるような水を汲んで井戸の中に入れるのであれば、そういう珪藻が入っててここに堆積

するという可能性は？

金原　溜めるならそれはあります。もし持ってきて溜めているような井戸と解釈するなら。

森　ますます混乱する話をするけれど、水を飲めば胃の内容物の中からも珪藻が出てくるんです。少

しだけど。

金原　便所の中のでいい試料ならところどころにそのまま珪藻が入っています。ただ、ものすごく少な

いんです。

森　少ないでしょう。ここではまあまあいるほうですからね。

金原　プラント◎オパールも入ってるんです。多分水の中に粒子としてあるんでしょう。また別に、少
自

重。

河合　昆虫の活動する時期というのは限られるとおっしゃいましたね。それ以外の時期に流水なんかで

水が入ってもそれは…

森　それは言えます。

河合　近い時期に死んじゃってとかすぐとかeee

森　何千年でも残り続けますからね。1年や2年といわないわけだから。

河合　昆虫が生きている時間にグチヤグチヤになってしまうわけじゃなくって、昆虫が死に絶えてしま

ってからすぐに水なり流水なりが入ってきて珪藻がいるっていうことがあってもいいと思うんで

す。

森　まだやらていないけれどこの時期の遺構に関連するようなところにどんな昆虫がいるかという一

度やってみて、その中にこういう昆虫が普遍的にいるかどうかということは一つのてがかりにな

ると思うけど。

山田　これ、同じ時期の遺構の土壌をパリノや古環境研究所とかに渡してるよね。それを取り寄せれば、

同じ時期くらいの溝の覆土は手に入ると思います。

森　3、4年前くらいでしょう。

金原　どれくらいの量を渡しました？

山田　ちょっと記憶にないんです。

金原　もう置いてないかもしれないですね。

森　置いてないと思うな。聞いてみる価値はあると思うけど。

山田　井戸のみではなくて、比較材料として同じ時期の溝の在り方を見てみることも必要ですよね。

森　同じレベルで総合的に結んでいるといいかもしれないね。

森　書かないと。金原さん、もう書けるね。すごい量あるよ、昆虫。

金原　書け書けと言われてましたけど、解釈の問題がもうちょっとわからなくて、それがあったんで。

一度話をしなくてはいけないなと思っていたんです。

森　解釈はもうできない。もういろんな例を挙げていくしかない。こういうことが考えられると、2
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つ3つ挙げていくことでしかもうないと恩うな。結論としてはそこの井戸そのものが糞便のドロ

ドロだってことだけは言えないよね。それは多分ないだろうね。

金原　風でもいいと思う。ただ、意外と井戸の中というのは雨が入ってますよ。周辺からの流れ込みで。

今の井戸でも、石を組んであるタイプの井戸でも。

森　水でもね。

金原　とくに底生の物が多いっていうのはどこかの小さな水系に属するような溝でも溢れたならざ一つ

と入るんです。そういう可能性のほうが高いと思うんです。井戸で底生の珪藻が出るということ

はあまりにも異常ですよ。

山田　調査で確認した商よりも下に埋まっている部分しか遺構として出てこないわけですから井戸の上

部がどんな構造であったのかはわからない。井戸枠を持っていますし、おそらく上屋もついてい

たのだろうとは想像しますが。それが井戸として機能を停止したときに上物は外してしまったの

かもしれませんが、井戸枠はそのままの状態で残されていたわけですね。埋土の在り方をみる限

りでは人為的に埋め込んだということはないようですので、井戸の廃棄にあたって埋め込むので

ほなくて、そのまま口を空た状態でさらされていたということだと恩うんですけど。上屋が外さ

れて井戸の残骸が口を空けた状態で残っていて、そういうところに風で飛ばされて来たとか、水

が流れ込むとか、そういう状況は考えられると思います。井戸の埋土の多くはそういった要因で

堆積した可能性があるわけだから。

森　今思いついたんだけど、わりと堆積質だよね。

金原　下のほうは堆積質ですよね。

森　永が上下するところに堆積物があって寄生虫卵とかこれはサイズ的なことで化学物資が流失して

いって選択的に種と昆虫だけ残るってことはどうかな。

金原　可能性としてはありますけど、それだと埋まる段階で粒子が詰まっていくから上になるとそうい

う傾向がなくなってくる可能性があるでしょ。目が詰まっちゃうから、徐々に、徐々に。

森　ここはたまたま昆虫層序が下だけだからね。

金原　下も花粉の量は変わりませんね。一番下はちょっと上よりも逆に多いくらいですからね。

森　寄生虫卵のサイズって。

金原　花粉よりは大きいです。

山田　花粉が残っていれば、寄生虫はひっかかっていると。

金原　ほぼ一緒か、若干大きいです。

森　化学物質は常に水がついたりするところだったら、抜けていても悪くはないよね。脂肪酸は水溶

性ではないんだっけ？

金原　脂肪酸は有機溶媒に溶けるんです。ということですけどね。有機溶媒に溶けるようなものが土壌

生成作用とかで分解しないのかと思うんです。

森　そういう問題はあるよね。それはいつも疑問に思うけど。あるっていうんだからあるんだよね。

金原　分解しないって言うけど、1年や2年や5年の単位で埋めておけば分解しないでしょうけど、土

壌生成作用っていうのは1000年単位のものだからね。ずっと効いているんだから、堆積しながら

も下に向けて。そんなもの検証できないものね。わかりませんよ。僕らがやっているトイレでの

中のほうが保存はいいから、ある意味では残りやすいから残っているということだと思います。

森　こういう所、水が常に上下する所だと、見れば違うよね。便槽があって完全に遮蔽されて熟成さ

れた場所でも水が常に流入するよね。しかもこれ奈良だったっけ。今から1000年くらい前のこと

だよね。1000年間水が出たり入ったりするような所だったら…

ー392－



金原　逆にトイレは健槽になっているところのほうが残り悪いですよね。全く逆。鴻腺館なんかは便槽

というものの下の岩盤を抜いて水が抜けるようになっていて、腐熟させるのとは全然違うんです。

泥炭状に、生乾きの段階で溜まってるんです。

森　そういうふうに水が抜けていくんではなくて、水が入ってきたらどう。

出田　川合ではこの1000年間の中でかなり水位変化していますから。井戸の検出面は現地表から3mく
みず

らい下ですから、礫層で水
みち

道になっているところですから、後世の地下水位の変動で地下水で洗

われていることは充分に考えられると思います。

森　井戸の中で用声mくらいから100声mくらいのレベルのオーダーのものが1000年間も水が出入りす

ればちょうど締みたいな効果が働いて抜けていかないの？

金原　だけど、ここの堆積だとそういうことが起こったような堆積には見えないです。より細かい粒子

が残っていますから。有機質の。

森　ただ、虫の粒子だよね。

金原　虫の粒子もあるし、達に有機質の微細な同じ比重的なもの、花粉だとかそれと同じようなものが

全部残っていますから、それはしょうがないです。

森　なぜ寄生虫卵が検出できないかということですね。

金原　この程度の粒子は全部残っていますから。有機質は。だいたい花粉自体シルトぐらいのものとシ

ルトから細砂ぐらいのものと動きますから、花粉も寄生虫も。

出田　一つは量の問題があるでしょ。これだってそんなに大量に残っているわけじゃなくて、本当にパ

ラパラ残っている程度…

金原　有機質は大量です。残漣は別で、残澄以外の植物遺体破片はものすごくあります。残漣と認めら

れるものはパラパラですが、それ以外のふつうの草本起源のものや木本起源のものという微純な

ものは多量に入っています。花粉と比重分離を無理やりすれば、データーも変わりますが、でき

るんですけど、ふつうに出せば、溶かした状態で見ればこれくらいのかんじで入っている。その

中に花粉がポロポロポロと寄生虫が、ずら一つと見ていけばパラッと。

森　これ黄色いのが残っていますが多分糞なんです。

金原　ただし、つ0000個出て、30000個出ていいんですけど、これらを含んだ堆積物を1C汀デで採っていま

す。ただもう少しこれくらいの固まりで全部採って1ゼほど潰しちゃって、昆虫も含めて潰しち

ゃって、その潰したやつを1C読採ってみるとかそうするとこれらの中のものが反映されるでしょ

う。でも、下からある程度点数は採っているから少なくとも入っているから、反映されているの

がこの程度のデーターかもしれないですね、20何個とか。それがこれのものを反映しているのか。

森　反映しているでしょうね、ふつうに考えれば。

金原　やはりそんなにデーターほ変わらないと思います。逆にここだけ集中すると多くなりますから、

そういう意味では1gとかを漬しちゃって、混ぜたほうがわかると思います。ただし、点数やっ

てもそんなに大きくデーターが変わるとは考えられないです。それらが供給源としてもその程度

だと思います、1C謎に換算すると。説明はつかないですね。

山田　昆虫に付く寄生虫卵は…森先生が疑問に思われていたところの。

森　昆虫にはあまりついていかないっていうことなんだろうね、糞虫なんだけど、これらは。という

ことなんでしょうね。個体数というか点数は多いけども、そういうものに由来する寄生虫卵は多

くなかったということでしょう。ここが便槽みたいなものではないということもどうもそうらし

いということでしょう。それくらいしか言えないね。今回川合遺跡で金原さんと一緒に仕事した

けど、幸い「便所もどき」というかそういうものもいろいろなタイプのものがあるのでそういう
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ものを見ていく過程の中で、実は川合遺跡はこういうふうに考えたほうが良かったんじゃないか

なという事が5、6年後にわかるかもしれないね。

冒　各方面からの所鬼

山田　類例を蓄積して頂いてと思いますけど。

金原　今のところこれで結論出すには類例がなければ、ちょっとね。類例の場合も周囲の状況をどの程

度把握できる類例であるかということも。

森　私の方の量からすれば、風で飛んだか水で来たかどうかはともかく、これは糞虫であるのは確か

だから、糞虫が多量に蓄積するようなあるいは生息するような、人がいっぱいいて、汚れたよう

な環境だったということは確かだものね。

山田　井戸に直接堆積したものでなくて井戸の周辺から二次堆積したものであったとしても、井戸の周

辺を含めこの集落の中には、多量の食糞性昆虫を集めるような状況があったというわけですよね。

森　そういうふうにしか僕は言うしかないような気がしてきた。井戸が一体どういう機能を持ってい

たか、廃絶した跡もどういう機能を持っていたかについては今後いろいろな例を増やしていくこ

とによってわかってくるということかな。不思議な井戸ですよ、食糞性昆虫が出たということで

は。そういう事が出れば、他のところでも「井戸だけど見てみますか」といって見てみると、食

糞性昆虫がわあっと出てくるようなことがあるかもしれない。僕が見ている井戸の中では2つだ

けしかないね。

金原　戸水Cとここだけですね。

森　あとは出ない。

金原　非常に特殊なものですね。

森　葉っぱを食べる昆虫は出てくるんです。多量に。

金原　いつごろの遺跡？中世とか？

森　中世。中世も鎌倉。

金原　あるんですか。それは樹木的なものの葉っぱなのか、畑的な葉っぱなのか…

森　先程の畑的なものと関係してくるかもしれないと思います。

金原　それで中世とか平安にもしあるんならおもしろいんですよ。

森　畑作害虫もいっぱい出てきます。

金原　一つモデルとして考えているのは、平安は平野縁辺部の焼き畑的な畑が成立すると思うんです。

それが中世段階で常畑になると思うんです。平野部でも水田部でもソバとかの種子が多量に出だ

しますので、水田だけでなく畑を多く作り出す。

山田　裏作なんかで作っているというのも含めて…

金原　裏作というのも追認できないんです。裏作というのは施肥の技術がなければ土地がやせる一方で

不毛の土地になっちゃうんです。

森　裏作はまた難しい。こちらのほうでも検出できないんだけど、畑作害虫は彼も言っていたけど、

虫媒花粉が多いからあまり花粉やら種子なんかに反映しにくかったけど、昆虫はいっぱい出てく

るんです。何に由来するかわからないが、運悪く裏作には昆虫はいない。まさに裏（冬季）の耕

作だから。

金原　中世で良くソバとかナスが出ますが、ソバとかナスは裏作ではないでしょ。麦もたくさん出るん

です。小麦、大麦は12世紀、平安の末くらいです。その段階で多量に出ます。
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森　麦って裏作じゃないの？

金原　裏作です。麦も出るし、それ以外のものも多量にでるんです。

森　麦はいないんだよ。

山田　害虫からほアプローチできないんだ。

金原　裏作は分析からほ今のところ無理ですよ。それを立証できるような可能性もないんです、裏作の

作物として麦は弥生から出ます。小麦は、古墳時代も結構数ありますから。関東の畑は全部小麦

だと思っているんです、畝状遺構は。高崎のほうから小麦は出ていますし。今までわけのわから
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想い麦こいっ〃しいまし7こが、されいな小麦です。ガ町田にはこれ以上の結露を出すことばでさな

い。無理に結論づけるものはなくて、それぞれのデーターがこうだ、こうだ、こうだということ

でいいと思います。川合遺跡の井戸は自然的にふつうに堆積した堆積で、ある時期にバンと畑作

的要素とかの農耕的要素が出てくるデータ一に変わるということです。

森　ある意味では金原さんにとっては理論に合うような結果だよね。農耕についても、出方について

も。寄生虫であれ、種子であれ、花粉であれ、出方については今までと矛盾するものではないよ

ね。

山田　今回の井戸だけの話については一番最初に言いましたように脂肪酸もかけました、花粉もやりま

した、昆虫もやりましたということで、それを総合的にまとめるような形がとれれば一番いいか

なと思ったんですが、今のところついてくる結論はバラバラになってくるというのが一つ出てく

るわけですね。
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◎　棚倉遺跡で検出された液状億の痕跡

寒用　地（通産省工業技術院地質諷査所）

最嵐全国の遺跡で地震の痕跡が次々と見出されるようになった。1）

沖積低地の場合、特に頻繁に発見されるのが液状化現象の痕跡である。2）この現象は、地下にゆる詰

まりの砂（礫）層があり、地下水で満たされた状態で、激しい地震動を受けることによって発生する。多

くの場合、水圧の急上昇した地下水が砂（礫）と共に地表に流出する噴砂現象を伴う。この噴砂の痕跡が、

激しい地震動（震度V以上）の存在と、その原因となった地震の時期を知るための重要な指標となる。

川合遺跡でも、当時の地表面から40cm以藻に堆積する細～中粒砂（一部では最大径4cmの礫を含む砂

礫層）で液状化が生じ、数ヶ所で噴砂が上昇していた。3）

図1◎2は砂脈（噴砂が上昇する際の通り道となる地割れ）に関する平面図である。図1の場合、砂

脈の最大幅は2。5cm、長さ工5cmで、内部は中～粗粒砂で満たされていた。また、砂脈の中央では、遺構

が砂脈を削り、その後に遺構の内部に粘質土が堆積したことが確認できた。

図2の砂脈は最大幅3cm、長さは最大のもので約2m、内部は中～租粒砂（径4mmの礫も含む）で満

たされていた。そして、中央の遺構では、遺構内に堆積した埋土を砂脈が引き裂いていた。さらに、南

北の2つの遺構では、逆に、遺構が砂脈を削った後に埋土が堆積していた。

このように、当遺跡では、砂脈と遺構の前後関係がよく把握できた。全体として、砂脈は、七世紀前

半の遺構を引き裂き、八世紀以降の遺跡には削られることがわかった。このため、地震の年代は七世紀

後半頃に限定されることになる。

図3は、南海トラフから発生する巨大地震の時期を示したものである。西暦で示したものは史料をも

とにして推定した発生年代、黒丸印は遺跡から得られた地震の痕跡を示したものである。4）

この図によれば、かなり古く（少なくとも弥生時代中頃）から両地震がほぼ同時に発生し、90～150

年の周期を保っていることが推測される。

684年の場合、日本書記にある津波や高知平野の沈降の記述から、南海地震（白鳳南海地震）が発生

したことが確実視されている。5）そして、和歌山市の川辺遺跡からはこの時期に相当する液状化の痕跡

が見出された。

一方、静岡県袋井市の坂尻遺跡6）や愛知県一宮市の田所遺跡7）からも七世紀後半頃の顕著な地震跡が

検出されており、他の時期と同様に、南海地震と東海地震が近接した時期に発生した可能性を示唆して

いる。当遺跡の地震跡も、この時期に合致し、東海地震に相当する地震の痕跡である可能性が高い。

七世紀後半の場合、A地域で記録が残り、B～E地域で対応する地震の痕跡が見出されたことになる。

今後、静岡県では、東海地震の痕跡が検出され、発生の歴史がより性格に把握されるものと考える。

本稿の執筆にあたり、静岡県教育委員会の山田成洋氏、静岡県埋蔵文化財調査研究所の加藤雅弘氏、

河合修氏より有益な御敬示を頂きました。

参考文献

1）寒川　旭（1992）「地震考古学一遺跡が語る地震の歴史…」中公新書。

2）静岡県内でもいくつかの事例が認められている．加藤芳朗（1987）「駿府城三の丸遺跡における脈
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状砂について」静岡県文化財調査報告書38，など。

3）静岡県埋蔵文化財調査研究所（1993）『川合遺跡　八反田地区』

4）田中　琢◎佐原　真編（1994）『発掘を科学する』岩波新書などより

5）宇佐美龍夫（1987）『新編日本被害地震総覧』東京大学出版会など

6）袋井市教育委員会（1991）『坂尻遺跡』。静岡県埋蔵文化財調査研究所（1992）『坂尻遺跡』

7）服部俊之（1993）「濃尾平野における歴史時代の地震痕」愛知県埋蔵文化財センター年報。

図1　川合遺跡で検出された
砂脈の平面図（その1）
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図2　川合遺跡で検出された
砂脈の平面図（その2）
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図3　南海地震と東海地震の発生時期

（窯丸印は遺跡で地震跡が検出されたもの、星印は川合遺跡）

上　宮ノ前遺跡　　28　黒谷川宮ノ前遺跡　　3。神宅遺跡

4．古城遺跡　　　5．黒脊川古城遺跡　　　6．御殿二之宮遺跡

7．アゾノ遺跡　　8．尾張国府跡　　　　　9．石津太神社遺跡

10．川辺遺跡　　11．田所遺跡　　　　　12．坂尻遺跡

13．鶴松遺跡　　14．下内膳遺跡
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臓◎　静岡県淘棚倉遺跡風屁脚地区出丑の掘立櫨建物の

櫨観◎礎擬の池野Å鑑定報告書

平林涼予（静岡大学農学部）

佐藤洋一郎（静岡大学農学部）

且　は隠めに

DNAとはあらゆる生物のほとんどの細胞にある生命の設計図のような物質で、形状は互いに相手を

自分の鋳型とする2本の鎖状をなしている01本1本の鎖はわずか4種の塩基と呼ばれる化合物が不規

則に1列に並んでできている。そして、互いに相手を鋳型とするという性質のゆえに、大量かつ安定的

にコピーを作ることができるという特徴をもっている。

生物がもつDNAのパターンは、動物と植物との間で、また種や個体によりさまざまに異なるが、あ

る特定のDBNA領域に注目すると、種や個体に固有のパターンを見つけることができる。一方、DN

Aのパターンは同一個体のなかでは厳密に同一である。この性質を利用することで、たとえば大量の木

材が同一の株に由来するかどうか、検出された遺体がどの種に属するものか、などの疑問に信頼性の高

い回答を与えることができる。

本報告書はこうした原理に基づいて川合遺跡出土のスギと思われる桂根および礎板からDNAを抽出

し、材の異同を鑑定した結果について報告する。

2　鑑定』た櫨槻および礎板と分析方法

鑑定した桂根は、川合遺跡ノⅥ吏田地区上5◎I－5区で検出された奈良～平安時代の掘立柱建物

SH402に伴うもので全部で8点ある。なおこのうちの7点については遺物番号が与えられているが、残

り主軸ま遺物番号が与えられていなかった。また、礎板は同地区G－7◎8区検出の掘立柱建物SH434

に伴うもので全部で51点ある。

これら59点の試料は遺物番号が与えられていなかった桂根1点を除きすべて水つかりの状態で保存さ

れており、遺体としての保存は良好であった。ただし、出土後かなりの時間が経過していたため多くの

サンプルに微生物が繁殖しいた模様で、DNA分析には障害となった（微生物由来のものと考えられる

DNA断片がしばしば検出された）。資料は、これら遺物のなるべく目立たない部位から1～2グラム

ほどを削りとるか切り抜くかし、100％エタノール中で実験の開始まで保存した。

DNA摘出は、これらサンプルの半量ないし全量を蒸留水およびエタノールで洗浄後、乳鉢内で液体

窒素を加えてすりつぶし、参考文献に記述した所定の方法で行った。抽出されたDNAは、ただちに凍

結乾燥し、マイナス20度の冷凍庫内で保存した。

抽出したDNAは、DNAフィンガープリント法により、複数の特定の領域だけを増幅し、電気泳動

法によってバーコード様のパターンとして発現させ、そのパターンで個体の異同を推定した。DNA断

片の増幅には、10ないし20個の塩基をつなげて作られたプライマーといわれるDNA小断片を用いて行

う。今回の分析では全部で5つのプライマーを用い、のベ5領域のDNA断片を増幅させ、その結果を

重ね合せることで判断の信頼性の向上に努めた。
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3　分析結果および考察

回　バンドパターーンによる達蔵の矧司の検定

サンプルのすべてから分析に必要なDNAが得られた。現存のスギ材の分析から、得られたバンドの

多くは材に由来するが一部のバンドは何らかの理由で混入した生物組織に由来すると考えられた。断定

はできないが、サンプルを保存しておいた水に生息していた微生物に由来する可能性が高い。微生物由

来のバンドの読み込みを避けるため、分析にあたってまずいくつかの現存のスギの系統間で明瞭でかつ

系統を区別できるバンドを産生するプライマーを選抜した。次にこれらのプライマーを用いてサンプル

のDNAを増幅させ、現存の系統を区別したバンドだけについて異同を調査した。このため、サンプル

の分析に用いることができたプライマーは5種にとどまった。このような経過をたどったため、今回の

分析では微生物由来のバンドを完全に排除できたどうかに若干の疑義が残っている。

8つの桂根は、W1215、W1219およびW1221からなるグループ、W1216および番号を与えられていな

い1本からなるグループ、およびW1217、W1218、W1220それぞれ単独の5グループに分かれた。桂根

は少なくとも5つの異なる個体に由来するものと考えられる。

綾　礎板の樹の異同の検定

礎板についても桂根同様、複数の個体からとられた可能性が濃厚である。59点のサンプルのタイプを

表1に示した。もっとも多くの礎板が所属するグループ（W1641など）には対応する桂根はなかったが

12枚の礎板が該当した。桂根W1217と同じグループには11枚の礎板が該当した。桂根W1215と同じパター

ンを示した礎板はW1658など8枚あった。これら3グループに属する礎板は31枚で、3つのグループに

過半数の礎板が属することがわかる。こうしたことから、これらの桂根および礎板の製作には3本ほど

の主な材料を中心に利用しつつも、補助的に他のいくつかの材を併用したものと考えられる。

なお同じグループに属するということは現時点では異なる個体に属すると考える積極的根拠がないこ

とを意味するだけで、真に同じ株に由来するかどうかの最終の判定にはなお他の要素を加味するのが望

ましい。

参考文献

佐藤洋一郎◎中村郁肛　作物の起源を探る。「新しい研究方法は考古学に何をもたらしたか」（改訂版）。

クバプロ：（205－212．1995。）．

佐藤洋一郎e中村郁肛　古代イネの復元とDNA分析．季刊考古学37巻：70－75．1992．
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番　　 号 桂　　　　　 根 礎　　　　　　　　　 板

1 W 1215　　　　 W 1219 W 1658　　　 W 1680　　　 W 1683　　　 W 1684　　　 W 1685

W 1221 W 1692　　　　 W 1700　　　　 W 1775

2 W 1216　　 番号な し W 1699　　　　 W 1763

3 W 1217 W 1646　　　 W 1649　　　 W 1664　　　 W 1672　　　 W 1679

W 1686　　　 W 1695　　　 W 1697　　　 W 1767　　　 W 1772

W 17 74

4 W 12 1 8 W 1 66 0　　　　 W 16 71

5 W 12 20 W 16 5 3　　　　 W 17 64

6 W 16 4 1　　　 W 1 67 5　　　 W 167 6　　　 W 16 77　　　 W 16 78

W 16 94　　　 W 16 9 6　　　 W 1 69 8　　　 W 1 76 8　　　 W 16 81

W 17 69　　　　 W 17 70

7 W 168 2　　　　 W 17 6 5　　　　 W 1 76 6　　　 W 1 77 6

8 W 1 68 7

9 W 16 8 8　　　　 W 16 93

10 W 16 8 9　　　　 W 1 69 0

11 W 16 44

不 明 W 16 70　　　 W 16 9 1　　　 W 1 77 1　　　 W 1 77 3

表1　柱根・礎板のタイプ別分類

区‖　31号掘立柱建物Sm402桂根位置
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⑳W1671
図2　47号掘立柱建物SH434周辺礎板位置
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一止ノ　∵顎ノ・芦∴㌫′駐在十ノコ、ノ、了C

吉．ノ、ノ　　丈

物差しに使用されていた樹種同定のために利用した材の解剖学的特徴を簡単に記す。

道管の放射径は太径のもので鮒宰m、同接線径50声恥　で小径である。道管の穿孔板は階段状、横線
I　′uこ′　＿＿、、＿　l　　－、　　。．＿　、＿、

の数は多くそれらの間隔は狭い方ではない、時に長い尾部を持ち階段状の膜孔が存在する。放射組織は

異性、巨2（3）部分的に3細胞列となる、幅が狭く単列部が高い。これらの特徴からユキノシタ科のノリ

ウツギHydrangeapamicuhtaと同定した。道管に壊充体が認められず、放射線織細胞内に澱粉粒が認め

られた。

ノリウツギほ冒本では北は北海道南は屋久島迄広く分布しきわめて普通に見られる。白く円い太い髄

を持つ落葉樹で、枝健は眞直に伸びるが大本とはならない。樹皮は薄皮となって剥離する。時に高さ5m、

径且5cmに達するものがある。材質は堅硬、緻密で光沢があり、材色は辺柚ま帯黄白色、心材は帯紅白色

をしている。地方によりトロロノキ、ニベノキ、トーシミ（燈芯上　シンギ（髄）、サピタなどの名があ

娠　幹の内皮から製紙用の糊料をとる。

物差しの横断面（木口面）での大きさほ、最大幅17。5mm、厚さ9。5mmある。仮に材部が円形として最

低限使用する材の直径は26mm＋αmmが必要となる。αmmは整形のため集われる部分である。現在の様に

発達した工具のない時代では吋成りの量を必要とした事は想像に難くない。切片を作成した部位とくに

放射断面（柾目面）が中心に近い部分であるにもかかわらず、壊充体が認められずかつ放射組織細胞に

澱粉粒が認められたことは、木部が中心付近まで充分水分代謝など生活に直接あづかっていたことを示

している。

物差しは材の中心を適して縦に2分してある。従って中央部付近に太い髄脛が通っている。髄脛のあ

る面は放射断面即ち柾目面である。物差しの横断面即ち木口面での所見では底辺と上辺とでは底辺が上

辺よりやや長い従って全体としてやや台形をしている。一般に板目木取りの板材は木表（中心に遠い面）

に商って反る性質がある。かつ木裏（中心に近い面）には太径の髄脛が存在している。これらの関係で

全体として台形になったと考えられる。物差しを製作した当初は底面積も表面積も等しいように作られ

ていたのではないかと考えられる。なお髄細胞は木部の細胞とは異なる。このことは山吹鉄砲、あるい

は燈芯を考えれば容易に理解されることで、物差しが出来上がった段階ですでに髄は失われて髄脛とな

っていたものであろう。従って埋没すれば底面は上面よりより多くの水分を吸収することが多く底面が

伸び上面に向って反ったということは充分に考えられる。丸太材を2切する場合、中心を通して半裁す

るのが最も能率がよい方法で、木材は柾目方向が最も割れ易い。ことに資材は太い髄をもっている。従

って2切するのほ割裂法によったものであろう。しかし目盛りの刻まれている表面は板目面である。割

裂するのほこの材の組織からおそらく困難なことであると考えられる。鋸はすでに5世紀には出現し6

世紀には能率の悪い工具であっても縦挽き鋸の出現があると記されている。そして7世紀の初め頃から

急速に進歩したといえるという（吉川金次「鋸」1976、村松貢次郎「大工道具の歴史」1973）。水分の

少ない堅硬な素材ほど挽き易かったと考えられ、トムサ、ムクの葉などで磨いて仕上げたものであろう。

なお物差しは完全には接合が不可能であり長さほ推定の域を出ないという。ノリウツギの素直に伸びた

素材は現在より容易に入手できたと考えられる。従って物差しも可成りの長さのものを採ることは可能

であったと考えられる。
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臓◎　川合遺跡丸底田地陸田丑木製品の樹種問是

株式会社酋環境研究所

瑠　試料歴方法

試料は、木製品標本82点であり、いずれもプレパラートまで作成されていたものである。樹種同定は

これらの試料を生物顕微鏡によって60～600倍で観察し、その解剖学的形質および現生標本との対比に

よって行った。

2　結　　　果

結果は、以下に記載を記す。なお、巻末に各断面の顕微鏡写真を示した。

イチイ　ragUSCUSp元加aSieb．etZucc．イチイ科

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭い。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で1分野に2個存在する。仮道管の内壁には、らせん肥

厚が存在する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、仮道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。

カヤ　Torreyanuc娩raSieb．etZucc．イチイ科

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

図版1

横断面：早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭く年輪界は比較的不明瞭である。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で1分野に4個存在する。仮道管の内壁には、らせん肥

厚が存在し2本対になる傾向を示す。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、仮道管の内壁には2本対になる傾向を示すらせん肥

厚が存在する。

イヌガヤ　C叩∂短agUS短r壷gb月aK．Koch　イヌガヤ科

仮道管、放射柔細胞および樹脂細胞から構成される針葉樹材である。

図版2

横断面：早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭く年輪界は比較的不明瞭である。樹脂細

胞が早材、晩材を通じて平等に分布する。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔はトウヒ型で1分野に1～2個存在する。仮道管に混じって樹脂細

胞が多数散在し、仮道管の内壁には、らせん肥厚が存在する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、仮道管の内壁にほらせん肥厚が存在する。

マキ属　Podoca叩US　マキ科

仮道管、放射柔細胞および樹脂細胞から構成される針葉樹材である。
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横断面：早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭く年輪界は比較的不明瞭である。樹脂細

胞が早材、晩材を通じて平等に分布する。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔はヒノキ型で1分野に1～2個存在する。仮道管に混じって樹脂細

胞が多数散在する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

モ　属　A餌es　マツ科

仮道管及び放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行は比較的緩やかである。

図版3

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は小型のスギ型で、1分野に1～4個存在する。放射仮道管の壁が

厚く数珠状末端壁を有する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

トウ転属　凸cea　マツ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版4

仮道管と放射柔細胞、放射仮道管及び垂直ゆ水平樹脂道を取り囲むエビセリウム細胞から構成される

針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行は比較的緩やかで、晩材部に垂直樹脂道が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なトウヒ型で、1分野に3～6個存在する。放射仮道管の

有縁壁孔対の断面は、その壁孔縁の先端が角張っているもの、壁孔縁に鋸歯状の突起をもつものが多く、

口孔も小さい。

接線断面：放射組織は単列で1～20細胞高であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

スギ　Cr膵如郡元両軸別料金nDon　スギ科

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が点在する。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は、典型的なスギ型で1分野に2個存在する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、多くは10細胞高以下である。

ヒノキ　C舶用aeCypa貢so紋日SaEnd．ヒノキ科

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

図版5の　6

横断面：早材から晩材への移行は緩やかで、晩財部の幅はきわめて狭い。樹脂細胞が点在する。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で1分野に2個存在する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、多くは10細胞高以下である。

ごノキ科　し’岬（・、、．・日用（

横断面ゆ放射断面◎接線断面共にヒノキ科の特長を示すものの、放射断面において分野壁孔の型、数

共に不明瞭なためヒノキ科とした。

ヤナギ属，鉛板　ヤナギ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版7

横断面：小型でやや楕円形の道管が、単独あるいは2～4個放射方向に複合して、やや密に散在する

散孔材である。道管の直径は緩やかに減少する。
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放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は異性で、放射組織と道管との壁孔はやや大型で密

である、、

接線断面：放射組織は単列の異性放射組織型で、道管相互の壁孔は密である。

銅ンノキ属ハンノキ節　Al月日SSeCt．Gy躇月0建yrsUS　カバノキ科　　　　　　　　　　　　　　図版8

横断面：単独あるいは2～数個放射方向に複合した小型で丸い道管が、放射方向に連なる傾向をみせ

て散在する散孔材である。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は20～30本ぐらいである。放射組
J－Ll与l　ムn

織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は、同性放射組織型で単列のものと大型の集合状のものからなる。

コナラ属クヌギ節　QぴerCUSSeCt．Aeか毎S　ブナ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版9

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、1～数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い小道

管が、単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の直径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと広放射組織からなる。

尚、クヌギ節にはクヌギ。アベマキがある。

ヨナラ属コナラ節　QUerCUSSeCt」ケ料掴　ブナ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版10

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張った

小道管が、単独あるいは2～3個かたまって火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の直径は急

激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと広放射組織からなる。

尚、コナラ節にはカシワ魯コナラ◎ナラガシワ◎ミズナラがある。

コナラ属アカガシ亜属　QUerCはSSubgen．0′C励∂ね月OpSIs　ブナ科　　　　　　　　　　　　　図版11

横断面：やや小型から大型の道管が1～数列幅で放射方向に配列する放射孔材である。道管は単独で

複合しない。

放射断面：道管は単穿孔で、放射組織は平伏細胞のみからなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと広放射組織からなる。

尚、アカガシ亜属にはイチイガシ◎アカガシeアラカシeシラカシ◎ツクバネガシがある。

ケヤキ　行路0VaSerraねMakino　ニレ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版12

横断面：年輪のはじめに大型の道管が1～2列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多数複合

して円形、接線状ないし斜線状に配列する。早材から晩材にかけて道管の直径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にほらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが

平伏細胞であるが、上下の縁辺のみ方形細胞からなる。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、1～7細胞幅ぐらいである。
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クスノキ　C月月am0用日用Ca叩OraPreslクスノキ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版13

横断面：やや小型から大型の道管が、単独あるいは2～数個放射方向に複合して散在する散乱材であ

る。これらの道管を輪状に囲む柔細胞の内、油を含み大型のものが存在する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にほらせん肥厚が存在する。放射組織は上下の縁辺の

み直立細胞からなり、それ以外は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は、異性放射組織型で、上下の縁辺の直立細胞はしばしば油を含む。幅は1～3

細胞幅である。

イスノキ　DIstyJIumracemosumSieb．etZucc．マンサク科　　　　　　　　　　　　　　　　　図版14

横断面：小型でやや角張った道管が、ほぼ単独で散在する散孔材である。道管の直径はほとんど変化

しない。柔細胞が接線方向に黒い接線状に並び、ほぼ一定の間隔で規則的に配列している。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多くなく、その階段の幅は広い。

放射組織は異性で、平伏細胞と直立細胞からなる。

接線断面：放射組織は、異性放射組織型で1～2細胞幅であるが、まれに3細胞幅のものも見られる。

直立細胞は必ずしも放射組織の上下縁辺に存在することはなく、放射組織の中央部に入り込み放射組織

を軸方向に長く連結しているものもある。

ツゲ　月短usm存rop砂地S．etZ．varノapO壷aR．etW．ツゲ科　　　　　　　　　　　　　　図版15

横断面：極めて小型で角張った道管が、ほぼ単独で散在する散孔材である。年輪幅が狭く、道管の直

径はほとんど変化しない。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多くない。放射組織は異性である。

接線断面：放射組織は、異性放射組織型で、1～3細胞幅である。平伏細胞列の上下の縁辺にある直

立細胞の単列部が長くのびる場合が多い。

サカキ　aeyeraJapO壷aThunb．ツバキ科 図版16

横断面：小型の道管が、単独ないし2個複合して均等に分布する散孔材である。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多く100を越えることがある。

放射組織は平伏細胞¢方形細胞e直立細胞からなる異性である。

接線断面：放射組織は、異性放射組織型でほとんどが単列である。

シャシャンボ　VaccInIusbracteatumThunb　ツツジ科 図版17

横断面：．小型の道管が、単独ないしは2－3個複合して散在する散孔材である。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は比較的少なく10前後のものが多

いが、まれに単穿孔も認められる。道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は異性である。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、直立細胞からなる単列のものと、6～8細胞幅で長い紡錘

形を示す多列のものからなる。多列のものはほとんど平伏細胞からなるが、上下縁辺部と側面部に直立

細胞が見られる。

トネリコ属　Fra五月US　モクセイ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版18

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、三上～2列配列する環孔材である。孔圏部外では、小型で丸い

厚壁の道管が単独あるいは2－3個放射方向に複合して散在する。早材から晩材にかけて道管の直径は

－・110－



急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は同性である。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、1～3細胞幅である。

言噂、ノノズノつ　ざ川！り′1月小目日日仕信〃′1＼叫、′十ト召

横断面：狭い年輪内に大型の道管が接線状に並ぶ。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は異性である。

接線断面：放射組織は異性放射線紙型で、1～3細胞幅である。

以上の形質より藤本のカギカズラに類似するが、断定には至らなかった。
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発掘調査◎整理鰭業参加者名簿　順不閣）

寺坂　正義

三浦　義作

本澤登四郎

小林　久男

杉山　　朱

山本ふみ子

武田　幸枝

胸組恵美子

内田　克子

福井　和枝

内野　幸子

望月弥之典

川渕由美子

山梨　昌子

海野ひとみ

伊藤　量子

瀬川　真理

青柳　　秀

鈴木　美好

富永　定男

横山　一男

青柳みつ子

長橋きよ子

松永よし子

望月まさ子

山本　史子

松下　節子

小澤美代子

杉原　正憲

杉山久美子

杉本　明子

瀧　　桂子

板倉　文子

榊原久美子

牧野　泰二　　深沢　　巌　　森藤富美夫

本多　孝之　　真瀬　　肇　　鈴木　十一

新庄　昭男　　川口　信義　　望月嘉一郎

堀田　周一　　望月　成憲　　青山　呂司

杉山ち江子　　佐藤　畝江　　佐藤　清美

青山まさ江　小野寺佳代子　海野百合子

海野　わか　　松永とみ子　　中野　早子

鈴木　芳江　　鈴木ちよ子　　鈴木　茂子

豊泉　明子　　武藤加代子　　佐藤　和代

木原　静子　　稲葉　弘子　　佐藤バツ江

北沢　しか　　浅井　改代　　長谷川淳子

山下　由委　　竹下　寿之　　杉山すず代

新村　佳子　　望月　節子　　竹田　栴子

望月　夏江　　堀　八重子　　入手　悦子

沼本　京子　　酒井　敦子　　鈴木智恵子

長滞った恵　　山田　真弓　　前島　里美

…419…

平野　　廣

中川　利雄

杉山　　隆

菊田　智里

杉山　とき

板谷きく江

望月　春代

富永　光代

石井　静子

望月　鈴枝

内野　優子

石原　　茜

岩崎　澄野

長沢奈保子

鈴木　美代

安倍智恵子
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